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SURA 1. 開 端 章 〔アル •ファー テイ ハ〕 

1 .慈悲 あまねく 慈愛 深き ア ツ ラーの 御名に おいて。 

2 •万有の 主， アツ ラーに こそ 凡ての 称讃 あれ， 

3 •慈悲 あまねく 慈愛 深き 御 方， 

4 .最後の 審 きの 日の 主宰者に。 

5 •わたしたちは あなたに の • 崇め 仕え， あなたに の • 御 助けを 請い 願う。 

6 •わたしたちを 正しい 道に 導きた まえ， 

7 •あなたが 御 恵 •を 下された 人々 の 道に， あなたの 怒りを 受けし 者， また 踏 •迷える 人々 の 道で 
はなく。 

SURA2 •雌牛 章 〔アル •バカラ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . アリ フラーム • ミー ム。 

2 . それ こそは， 疑いの 余地の ない 啓 典で ある。 その 中には， 主を 畏れる 者たち への 導きが ある。 

3 . 主を 畏れる 者たち とは， 幽玄 界を 信じ， 礼拝の 務めを 守り， また われが 授けた ものを 施す 者， 

4 . また われが あなた （ムハンマド） に 啓示した もの， また あなた 以前 （の 預言者たち） に 啓示し 
たものを 信じ， また 来世を 堅く 信じる 者たち である。 

5 •これらの 者は， 主から 導かれた 者で あり， また 至上の 幸福を 成就す る 者で ある。 

6 . 本当に 信仰を 拒否す る 者は， あなたが 警告しても， また 警告し なくても 同じで， （頑固に） 信 
じようとは しないであろう。 

7 . アツ ラーは， かれらの 心 も 耳を も 封 じられ る。 また 目には 覆いを され， 重い 懲罰を 科せられよ 
う。 

8 . また 人び との 中， 「わたしたちは アツ ラーを 信じ， 最後の （審判の） 日を 信じる。」 と言う 者 
が ある。 だが かれらは 信者では ない。 

9 . かれらは ァツ ラーと 信仰す る 者たち を， 欺こうと している。 （実際は） 自分を 欺いて いるのに 
過ぎない の だが， かれらは （それに） 気付かない。 

10 . かれらの 心には 病が 宿って いる。 アツ ラーは， その 病を 重く する。 この 偽りの ために， かれ 
ら には 手痛い 懲罰が 下されよう。 
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11.  「あなたがたは， 地上を 退廃 させて はならない。」 と言われ ると， かれらは， 「わたしたち 
は 矯正す る だけの ものである。」 と言う。 

12 . いや， 本当に かれら こそ， 退廃を 引き起こす 者で ある。 だが かれらは （それに） 気付かない 
〇 

13.  r 人び とが 信仰す るよう， 信仰しなさい。」 と言われ ると， かれらは， 「わたしたちは 愚か 
者が 信仰す るよう に， 信じられよ うか。」 と言う。 いや， 本当に かれら こそ 愚か者で ある。 だが 
かれらは， （それが） 分らない。 

14 •かれらは 信仰す る 者に 会えば， 「わたしたちは 信仰す る。」 と言う。 だが かれらが 仲間の 悪 
魔 〔シャイ ターン〕 たちだけ になる と， 「本当は あなたがたと 一緒な の だ。 わたしたちは， 只 （ 
信者たち を） 愚弄して いただけ だ。」 と言う。 

15 . だが アツ ラーは， このような 連中を 愚弄し， 不信心の ままに 放置し， 当ても なくさ 迷わせら 
れ る。 

16 . これらの 者は 導きの 代わりに， 迷いを 購 った 者で， かれらの 取引は 利益な く， また 決して 正 
し く 導かれる い。 

17 . かれらを 譬えれば 火を 灯す 者の ようで， 折角 火が 辺りを 照らした のに， アツ ラーは かれらの 
光を 取り上げられ， 暗闇の 中に 取り残され たので， 何 二つ 見る ことが 出来ない。 

18 •聾哑 で 盲人な ので， かれらは 引き返す こ とも 出来ないで あろう。 

19 •また （譬え ば） 暗闇の 中で 雷鳴と 稲妻を 伴な う 豪雨が 天から 降って きたよう な もので， 落雷 
の 忍 さから 死を 忍れ て， （威ら に） 耳に 指を 差し込む。 だが アツ ラ-は， 不信心 者たち を 全部 取 
り 囲まれる。 

20 .稲妻は ほとんど かれらの 視覚を 奪わん ばかりで ある。 閃く 度に その 中で 歩 •を 進める が， 暗 
闇に なれば 立ち止まる。 もしも アツ ラーが 御望 • ならば， かれらの 聴覚 も 視覚 も 必ず 取り上げら 
れ る。 本当に アツ ラーは， 凡ての ことに 全能で あられる。 

21 •人び とよ。 あなたがた， また あなたがた 以前の 者を 創ら れた 主に 仕えなさい。 恐らく あなた 
がた は （悪魔に 対し） その 身を 守る であろう。 

22.  (かれは） あなたがた のために 大地を 臥所と し， また 大空を 天蓋と され， 天から 雨を 降らせ 

, あなたがた のために 糧 として 種々 の 果実を 実らせられる 方で ある。 だから あなたがたは （真理 
を） 知った 上は， （唯一なる） アツ ラーの 外に 同じような 神が あるな どと 唱えて はならない。 

23 . もし あなたがたが， わがし もべ （ムハンマド） に 下した 啓示を 疑うならば， それに 類す る 1 章 
〔スーラ〕 でも 作って •なさい。 もし あなたがたが 正しければ， アツ ラー 以外の あなたがたの 証 

人を 呼んで •なさい。 

24 . もし あなたがたが 出来ないならば， いや， 出来る はず もない の だが， それなら ば， 人間と 石 
を 燃料 とする 地獄の 業火を 恐れなさい。 それは 不信心 者の た めに 用意され ている。 
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25 . 信仰して 善行に 勤し む 者たち には， かれらの ために， 川が 下を 流れる 楽園に 就いての 吉報を 
伝えなさい。 かれらは そこで， 糧の 果実を 与えられる 度に， 「これは わたしたちが 以前に 与えら 
れた物 だ。」 と言う。 かれらには， それ 程 似た ものが 授けられる。 また 純潔な 配偶者を 授けられ 
, 永遠に その 中に 住む ので ある。 

26 . 本当に アツ ラーは， 蚊 または 更に 小さい ものを も， 比喩に 挙げる ことを 厭われない。 信仰す 
る 者は それが 主から 下された 真理で ある ことを 知る。 だが 不信心 者は， 「アツ ラーは， この 比喩 
で 一体 何を 御望 •だろう。」 と言う。 かれは， このように 多くの 者を 迷う に 任せ， また 多くの 者 
を （正しい 道に） 導かれる。 かれは， 主の 淀に 背く 者の 外は， （誰も） 迷わさない。 

27 . 確約して 置きながら アツ ラーとの 約束を 破る 者， アツ ラーが 結べと 命じられた ものから 離れ 
, 地上で 悪を 行う 者， これらの 者は （等しく） 失敗 者で ある。 

28 . あなたがた はどう して アツ ラーを 拒否 出来よう か。 かれ こそは 生命の ない あなたがたに， 生 
命を 授けられた 御 方。 それから あなたがたを 死なせ， 更に 匙ら せ， 更に また かれの 御 許に 帰らせ 
られる 御 方。 

29 . かれ こそは， あなたがたの ために， 地上の 凡ての ものを 創ら れた 方で あり， 更に 天の 創造に 
向かい， 7 つの 天を 完成され た 御 方。 また かれは 凡ての ことを 熟知され る。 

30 •また あなたの 主が （先に） 天使たち に 向かって， 「本当に われは， 地上に 代理者を 置く であ 
ろう。」 と 仰せられた 時を 思い起せ。 かれらは 申し上げた。 「あなたは 地上で 悪を 行い， 血を 流 
す 者を 置かれる のです か。 わたしたちは， あなたを 讃 えて 唱 念し， また あなたの 神聖を 譲 美して 
いますのに。」 かれは 仰せられた。 「本当に われは あなたがたが 知らない ことを 知っている。」 

31 .かれは アー ダムに 凡ての ものの 名を 教え， 次に それらを 天使たち に 示され， 「もし， あなた 
がた （の 言葉） が 真実なら， これらの ものの 名を われに 言って •なさい。」 と 仰せられた。 

32 •かれらは （答えて） 申し上げた。 「あなたの 栄光を 讚え ます。 あなたが， わたしたちに 教え 
られ たもの の 外には， 何も 知らない のです。 本当に あなたは， 全知に して 英明で あられます。」 

33 •かれは 仰せられた。 「アー ダムよ， それらの 名を かれら （天使） に 告げよ。」 そこで アーダ 
ムが それらの 名を かれらに 告げる と， かれは， 「われは 天と地の 奥義を 知ってい ると あなたがた 
に 告げた ではない か。 あなたがたが 現わす こと も， 隱す こと も 知っている。」 と 仰せられた。 

34 . また われが 天使たち に， 「あなたがた， アー ダムに サジ ダしなさい。」 と 言った 時を 思い起 
せ。 その 時， 皆サジ ダした が， 悪魔 〔イブ リ-ス〕 だけは 承知せ ず， これを 拒否した ので， 高慢 
で 不信の 徒と なった。 

35 . われは 言った。 「アー ダムよ， あなたと あなたの 妻とは この 園に 住*, 何処でも 望む 所で， 
思う存分 食べなさい。 だが， この 木に 近付いて はならない。 不義を 働く 者と なる であろうから。 
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36 . ところが 悪魔 〔シャイ ターン〕 は， 2 人を 顕 かせ， かれらが 置かれて いた （幸福な） 場所から 
離れさせた。 われは， 「あなたがたは 落ちて 行け。 あなたがたは， 栗い に 敵で ある。 地上には， 
あなたがた のために 住まいと， 仮初の 生活の 生計が あろう。」 と 言った。 

37 . その後， ア- ダムは， 主から 御言 葉を 授かり， 主は かれの 悔悟を 許された。 本当に かれは， 
寛大に 許される 慈悲 深い 御 方で あられる。 

38 . われは 言った。 「あなたがたは 皆 ここから 落ちて 行け。 やがて あなたがたに 必ず われの 導き 
が 恵まれよう。 そして われの 導きに 従う 者は， 恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

39 . だが 信仰を 拒否し， われの 印を 嘘 呼ばわり する 者は， 業火の 住人であって， 永遠に その 中に 
住む であろう。」 

40 . イスラエルの 子孫たち よ， あなたがたに 施した われの 恩恵を 心に 銘記し， われとの 約束を 履 
行しなさい。 われは あなたがたとの 約束を 果 すであろう。 われ だけを 畏れなさい。 

41 . あなたがたが 持って いるものの 確証と して， われが 下した 啓示 （ク ルアー ン） を 信じ， これ 
を 信じない 者の， 先頭に なって はならない。 また 僅かな 代償で， わが 印を 売って はならない。 そ 
して われ だけを 畏れなさい。 

42 . 嘘を もって 真理を 被ったり， また （確かに） 知っていながら， 真理を 隠して はならない。 

43 . 礼拝 〔サラ ー ト） の 務めを 守り， 定めの 施し 〔ザカー ト〕 をな し， 立 礼 〔ルクー ウ〕 に 動し 
む 人たち と 共に 立 礼 しなさい。 

44 . あなたがたは， 人び とに 善行を 勧めながら， 自分では （その実 行を） 忘れて しまった のか。 
あなたがたは 啓 典を 読誦しながら， それでも 尚 理解 しないの か。 

45 . 忍耐と 礼拝に よって， （アッ ラーの） 御 助けを 請い 願いなさい。 だが それは， （主を 畏れる 
) 謙虚な 者で なければ 本当 こ 難 かしい こと。 

46 . 敬神の 仲間は やがて 主に 会う こと， かれの 御 許に 帰り 行く ことを 堅く 心に 銘記して いる 者で 
ある。 

47 . イスラエルの 子孫たち よ， われが あなたがたに 与えた 恩恵と， （わが 啓示を） 万民に 先んじ 
(て 下し） たこと を 念い 起せ。 

48 . そして 誰も 外の 者の ために 身代りに なれない 日の ために， また どんな 執り成し も 許されず， 
償い も 受け入れられず， また 誰 一人 助ける ことの 出来ない （日の ために） その 身を 守りなさい。 

49 . そして われが あなたがたを フィル アウンの 一族から 救った 時を 思い起せ。 かれらは あなたが 
たを 重い 刑に 服 させ， あなたがたの 男児を 殺し， 女児を 生かして 置いた。 それは あなたがたの 主 
からの 厳し い 試練であった。 

50 . また われが あなたがた のために 海を 分けて， あなたがたを 救い， あなたがたが 見て いる 前で 
, フイ ル アウンの 一族を 溺れさせた 時の ことを 思い起せ。 
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51 . また， われが 40 夜に わたり， 

ムーサーと 約束を 結んだ 時の こと。 その 時 あなたがたは かれのい ない 間に 仔牛を 神と して 拝し， 
不義を 行った。 

52 . それでも， その後 われは あなたがたを 許した。 必ず あなたがたは 感謝す るであろう。 

53 . また われが ムーサ-に， 啓 典と （正邪の） 識別 〔フル カ-ン〕 （の 基準） を 与えた ことを 思 
い 起せ。 これ も あなたがたが 正し く 導かれる であろうと 思っての こと。 

54 . その 時 ムーサーは その 民に 告げて 言った。 「わたしの 民よ， 本当に あなたがたは， 仔牛を 選 
ん で， 自らを 罪に 陥れた。 だから あなたがたの 創造の 主の 御 許に 悔悟して 帰り， あなたがた 自身 
を 殺しなさい。 そうしたら， 創造の 主の 御 目に も 叶い， あなたがた のために もよ いだろう。」 こ 
うして かれは， あなたがたの 梅 悟を 受け入れられた。 本当に かれは， 度々 許される 御 方， 慈悲 深 
い 御 方で あられる。 

55 . あなたがたが， 「ムーサーよ， わたしたちは アッ ラーを はっきりと 見る までは， あなたを 信 
じないで あろう。」 と 言った 時を 思い起せ。 すると あなたがたが 見て いる 前で， 落雷が あなたが 
たを 襲った。 

56 . それから われは， 死んだ 後に あなたがたを 睡ら せた。 あなたがたは 感謝す るであろう。 

57 •われは 雲の 影を あなたがたの 上に 送り， そして マンナと ウズ ラと を 下し， 「 われが 授ける 善 
いものを 食べなさい。」 （と 告げた が， い） ことを きかなかった）。 かれらは われを 損なった の 
ではなく， 只 自分の 魂を 損なった ので ある。 

58 •またこう 言った 時を 思い起せ。 「あなたがたは， この 町に 入り， 意の ままに そこで 存分に 食 
ベなさい。 頭を 低く して 門を 入り， 『御 許し 下さい。』 と 言え。 われは あなたがたの 過ちを 赦し 
, また 善行を する 者には （報奨を） 増す であろう。」 

59 .だが かれらの 中の 不義を 行う 者は， かれらに 告げた 言葉を， （勝手に） 変えて しまった。 そ 
れで われは， それら 不義を 行う 者の 上に 天から 懲罰を 下した。 度々 （わが 命に） 背いた ためで あ 
る。 


60 . また ムーサ- がその 民の ために， 水を 求めて 祈った 時を 思い起せ。 われは， 「あなたの 杖で 
岩を 打て。」 と 言った。 すると そこから， 12 の 泉が 涌き 出て， 各 支族は， 自分の 水 場を 知った。 

「アッ ラーから 授かった 糧 を， 食べ 且つ 飲 •なさい。 堕落して， 地上で 悪を 行って はならない。 

J 

61 . あなたが たがこう 言った のを 思い起せ。 「ム-サ-よ， わたしたちは， 一色の 食物 だけでは 
耐えられな いから， 地上に 産す る ものを わたしたちに 与えられ るよう， あなたの 主に 祈って 下さ 
い。 それは 野菜， 胡瓜， 穀物， れんず 豆と 玉葱で ある。」 かれは 言った。 「あなたがたは， 良い 
ものの 代りにつ まらない ものを 求める のか。 （それなら） あなたがたの 望む ものが 求められ るよ 
うな， どの 町に でも 降りて 行く がよ い。」 こうして かれらは， 屈辱と 貧困に うち ひし がれ， また 
アツ ラーの 激怒を 被 むった。 それは かれらが， アツ ラーの 印を 拒否して 信じないで， 不当に も預 
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言 者たち を 殺害した ためで ある。 これ も かれらが アツ ラーの 淀に 背いて， 罪を 犯して いたた めで 
ある。 

62 .本当に （ク ルアー ン を） 信じる 者， ユダヤ教 徒， キリス ト 教徒と サー ビア 教徒で， アツ ラ- 
と 最後の  (審判の） 日と を 信じて， 善行に 勤し む 者は， かれらの 主の 御 許で， 報奨を 授かる であ 
ろう。 かれらには， 恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

63 •また われが あなたがたと 契約を 結び， あなたがたの 頭上に （シ ナイ） 山を 持ち上げた 時を 思 
い 起せ。 「われが あなたがたに 下した ものを， しっかり 受け取り， その 中に ある ものを 銘記し な 
さい， そうすれば あなたがたは 神を 畏れる であろう。」 （と 告げた。） 

64 •だが あなたがたは， その後 背き 去った。 もし あなたがたに アツ ラーの 恵 • と 慈悲がなかった 
ならば， あなたがたは， きっと 失敗に うち ひし がれて いたであろう。 

65 •また あなたがたは， 自分たち の 中で 安息日の 提を 破った 者に 就いて 知っている， われは かれ 
らに 言い渡した。 「 あなたがたは 猿に なれ， 卑 めら れ 排斥され よ。」 

66 .われは こうして あなたがたの 時代， また 後代の 者への 見せし とし， また 主を 畏れる 者への 訓 
戒 とした。 

67 •また ムーサ-が， その 民に 告げて こう 言った 時を 思い起せ。 「アツ ラーは， 一頭の 雌牛を 犠 
牲に 供える ことを あなたがたに 命じられる。」 かれらは 言った。 「あなたは， わたしたちを 愚弄 
する のか。 」 かれは 祈った。 「アツ ラーよ， あたしを 御 救い 下さい。 愚か者の 仲間に ならない よ 
うに。」 

68 . かれらは 言った。 「あなたの 主に 御 願いして， それが どんな （牛） か， わたしたちに はっき 
りさせ て 下さい。」 かれは 言った。 「かれは 仰せられる， その 雌牛は 老い 過ぎず また 若 過ぎない 
。 その 間の 程 良い （雌牛） である。 さあ あなたがたが 命じられた ことを 実行しなさい。」 

69 . かれらは 言った。 「あなたの 主に 御 願いして， それが 何 （色で あるの） か， わたしたちには 
っきり させて 下さい。 」 かれは 言った。 「かれは 仰せられる， それは 黄金色の 雌牛で， その 色 合 
は鮮 かで， 見る 者を 喜ばせる ものである。」 

70 . かれらは 言った。 「あなたの 主に 御 願いして， それは どんな （牛） か， あたした ちに はっき 
りさせ て 下さい。 単に 雌牛では， わたしたちには どうも 同じに 思える。 もし アツ ラーが 御望 •な 
ら， わたしたちは きっと 正しく 導いて 頂けよう。」 

71 •かれは （答えて） 言った。 「かれは 仰せられる， それは 土地の 耕作に も， また 畑の 灌漑に も 
使われない， 完全な 無傷の 雌牛 だ。 」 かれらは 言った。 「 あなたは 今 やっと， 真実を 伝えて くれ 
た。 」 かれらは ほとんど 犠牲を 捧げる 気はなかった が， 仕方なく そうした。 

72 .また， あなたがたが 1 人の 人間を 殺し， それが もとで 栗い に 争った 時の ことを 思い起せ。 だが 
アツ ラーは， あなたがたが 隠して いた ことを， 暴かれた。 
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73 . われは 「その （雌牛の 肉の） 一片で かれを 打て。」 と 言った。 こうして アツ ラーは 死者を 睡 
ら せ， その 印を あなたがたに 示される。 必ず あなたがたは 悟る であろう。 

74 . ところが その後， あなたがたの 心は 岩の ように 硬く なった。 いや それよりも 硬く なった。 本 
当に 岩の 中には， 川が その 間から 涌き 出る ものが あり， また 割れて その 中から 水が ほとばしり 出 
る もの も あり， また アツ ラーを 畏れて， 崩れ落ちる もの も ある。 アツ ラーは あなたがたの 行う こ 
とを， おろそかに されない。 

75.  (信仰す る 人び とよ） あなたがたは， かれら （ユダヤ人） が あなたがたを 信じる ことを 望め 
ようか。 かれらの 中の 一団は， アツ ラーの 御言 葉を 聞き， それを 理解した 後で 故意に それを 書き 
変える。 

76 . そして かれらは， 信者たち に 会う と， 「わたしたちは 信じる。」 と言う。 だが お 栗いだ けで 
会う と， かれらは 言う。 「アツ ラーが あなたがたに 解明され たものを， 態々 かれら （ムス リム） 
に 知らせて やり， 主の 御前で， かれらが それに 就いて あなたがたを 説き伏せる （余地を） 与える 
のか。」 あなたがたは （かれらの 狙いが） 分からない のか。 

77 . かれらは 知らないの であろう か。 アツ ラーは かれらの 隱す こと も， 現わす こと も 知り 尽くさ 
れる ことを。 

78 •また かれらの 中には， 啓 典を 知らない 文盲が いる， かれらは 只 （虚しい） 願望を 持ち， 勝手 
に 臆測す る だけで ある。 

79 •災い あれ， 自分の 手で 啓 典を 書き， 僅かな 代償を 得る ために， 「これは アツ ラーから 下った 
もの だ。」 と言う 者に。 かれらに 災い あれ， その 手が 記した ものの ために。 かれらに 災い あれ， 
それに よって 利益を 得た ために。 

80 . そして かれらは， 「業火が わたしたちに 触れる のは， 何日 かの 間に 過ぎないで あろう。」 と 
言う。 言って やる がいい。 「あなたがたは， アツ ラーと 約束を 結んだ と言うの か。 それなら アツ 
ラーは 決して 破約され ないで あろう。 それとも あなたがたは， アツ ラーに 就いて 知り もしない こ 
とを 口にしよう とする のか。」 

81 . いや 悪い行いを 重ね， 自分の 罪で 身動きが 出来なくなる ような 者は 皆， 業火の 住人で ある。 
その 中に 永遠に 住む ので ある。 

82 . だが 信仰して 善行に 勤し む 者は 楽園の 住人で ある。 その 中に 永遠に 住む ので ある。 

83 . われが イスラエルの 子孫と， 約束を 結んだ 時の ことを 思い起せ。 （その 時 われは 言った。） 
「あなたがたは アツ ラ-の 外に， 何もの も 崇めて はならない。 父母に 孝養を つくし， 近親， 孤児 

, 貧者を 規 切に 扱い， 人び とに 善い 言葉で 話し， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を しなさい。」 
だが， あなたがたの 中 少数の 者を 除き， 背き 去った。 

84 . また われが， あなたがたと 約束を 結んだ 時の ことを 思い起せ。 「あなたがたは 仲間で 血を 流 
しては ならない。 また あなたがたの 同胞を 生れた 土地から 追い出して はならない。」 そこで あな 
たがた は， これを 厳粛に 承認し， 自ら 証言した ので ある。 
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85 . それ にも拘らず， その後 栗い に 殺し 合った のは あなたがた であり， また 一部の 者を 生れた 土 
地から 追い出し， 罪と 梓才 •とを もって 対立し （敵に） 味方した。 また かれらが 捕虜と なった 時 

, 身代 金を 取って いる。 かれらを 追放した こと （自体） が， 違法で あるのに。 あなたがたは 啓 典 
の 一部分を 信じて， 一部分を 拒否す るの か。 凡そ あなたがたの 中 こんな ことを する 者の 報いは， 
現世に おける 屈辱でなくて なんで あ • 。 また 審判の 日には， 最も 重い 懲罰に 処 せられよう。 ア 
ツ ラーは あなたがたの 行う ことを 見逃されない。 

86 . これらの 人び とは， 来世の 代りに， 現世の 生活を 購 った 者で ある。 結局 かれらの 懲罰は 軽減 
されず， また 助け も 得られないで あろう。 

87 . こうして われは ムーサーに 啓 典を 授け， 使徒たち に その後を 継がせた， また われは マルヤ ム 
の 子 イーサ ーに， 明 証を 授け， 更に 聖霊で かれを 強めた。 それな のに あなたがた （ユダヤ人たち 
) は， 使徒が 自分たち の 心に そわない ものを (西？) す 度に， 倣慢 になった。 ある 者を 虚言 者 呼ば 
わりし， また ある 者を 殺害した。 

88 . かれらは 「わたしたちの 心は 覆われて いる」 と言う。 そうでは ない， アツ ラーは かれらを そ 
の 冒 (潜?) のために 見限られ たので ある。 したがって 信仰に 入る 者は 極く 希で ある。 

89.  (今） アツ ラーの 御 許から 啓 典 （ク ルアー ン） が 下されて， かれらが 所持して いた ものを 更 
に 確認 出来る ようになった が， 一一 以前から 不信心の 者に 対し 勝利を 御 授け 下さいと 願って いた 
にも拘らず 一一 心に 思って いた ものが 実際に 下る と， かれらは その 信仰を 拒否す る。 アツ ラーの 
誕責は 必ず 不信心 者の 上に 下る であろう。 

90 . 災いは， かれらが 自分の 魂を 売った ことに ある。 かれらが アツ ラーの 下された 啓 典を 信じな 
いのは， アツ ラーが よいと された しもべ （ムハンマド） に， 下された 恩恵を 嫉む ためで ある。 そ 
れで かれらは， かれの 怒りの 上に 怒りを 招いた。 不信心 者は 恥ず べき 懲罰を 受ける であろう。 

91 •かれらに 向かって， 「あなたがたは， アツ ラーが 下された ものを 信じなさい。」 と言われる 
と， かれらは， 「わたしたち （ユダヤ人） は， わたしたちに 下された ものを 信じる。」 と言う。 
それ 以外の ものは， 仮令 かれらが 所持す る ものを 確証す る 真理で さえ も 信じない。 言って やる が 
いい。 「あなたがたが もし 信者なら ば， 何故 以前 アツ ラーの 預言者た ちを 殺害した のか。」 

92 . 本当に ムーサーは， 明 証を もって あなたがたの 許に やって来た。 ところが あなたがたは， か 
れの いない 時 仔牛を 神と して 拝 • ， 不義の 徒と なった ので ある。 

93 . また われが， あなたがたの 上に （シ ナイ） 山を 持ち上げて， 契約を 結んだ 時の ことを 思い起 
せ。 「われが あなたがたに 下した ものを しっかり 受け取り， また （われの 律法を） 聞きなさい。 

」 かれらは （答えて） 「わたしたちは 聞く， だが 従わない。」 と 言った。 この 拒否の ため， かれ 
ら は， 仔牛 （に対する 信仰） を 心の中に 飲 •込んで しまった。 言って やる がいい。 「もし あなた 
がた に 信仰が あるの なら， あなたがたの 信仰の 命じる ことこ そ 憎むべき である。」 

94 . 言って やる がいい。 「 もし アツ ラーの 御 許の， 来世に おける 住まいが， あなたがた （ユダヤ 
人） だけの 特別 あつらえで， 外の 人び とは 入れない もので あり， あなたがたが 正しい というなら 
ば， 素直に 死を 願い出よ。」 
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95 .だが かれらは， その 手が 予め 犯した （罪の） ために， 決して 死を 望まないで あろう。 アツ ラ 
一は， 不義を 行う 者を 熟知され る。 

% .かれら こそ 生に 最も 執着す る 連中で ある ことを， あなたは 知る であろう。 多神教 徒は それ ぞ 
れ 千年の 寿命を 望んで いる。 だが 仮令 生き長らえても， その 懲罰からは 免れない であろう 。アツ 
ラーは かれらの 行いを 凡て 御存知で あられる。 

97 . 言って やる がいい （ムハンマドよ）。 「ジブリールに 敵対す るのは， 誰で あるの か。 本当に 
かれ こそは， アツ ラーの 御 許しに より， 先に ある ものを 確証し， また 信者への 導き， 吉報と して 
, あなたの 心に （主の 啓示を） 下す 者で ある。 

98 . アツ ラーと その 諸々 の 天使， 使徒 および ジブリ-ルと ミーカ- ルに 敵対す る 者は， 誰で ある 
のか。 本当に アツ ラー こそ 不信心 者に とっては 敵で ある。」 

99 . われは， 明白な 印を あなたに 下した。 性根の 曲がった 者の 外は， 誰も これを 拒否し ないで あ 
ろ ラ。 

100 •かれら （ユダヤ人） は 約束を 繕ぶ 度に， その 中の 一派の 者が， それを 放棄す る。 いや， かれ 
らの 多くは （元来） 信じない ので ある。 

101 •使徒が アツ ラーの 御 許から やって来て， かれらの 所持す る ものを 確証す ると， 啓 典の 民の 中 
の 一派は， アツ ラーの 啓 典を まるで 知らなかった かの ように， 背後に 捨てた。 

102 . そして かれらは， 悪魔たち が スライ マーンの 王権に 就いて， （偽って） 述べる ことに 従った 
。 スライ マーンは 不信心ではなかった。 しかし 悪魔たち は 不信心だった ので 人び とに 妖術を 教え 
， また バービル （バビロン） で ハール ー トと マール ー トフ両 天使に 授けられ たものを 教えた。 だ 
が両 天使は， こう 告げた 後でなければ， 誰に も 教えなかった。 「わたしたちは 試 •る だけ だ。 そ 
れで 不信心に なって はならない。」 かれら （人び と） は 両者から， 夫と 妻の 間を 引き離す 術を 学 
ん だ。 だが かれら （悪魔） とて， アツ ラーの 御 許しがない 限り， それ ナ 誰も 害する ことは 出来な 
かった。 しかし 人び とは， 自分に 害になる， 益の ない ことを 学んだ。 （この 術を） 購 った 者は， 
来世に おいて 何の 福 分に も 与れない ことを 知りながら。 ああ， 何とつ まらない ものの ために， か 
れらは 魂を 売って し まった のか。 かれらに それが 分って いたらよ かった のに。 

103 . かれらが もし 信仰して， （悪魔から） その 身を 守ったならば， アツ ラーの 御 許から， きっと 
良い 報奨を 得た であろう。 かれらに それが 分って いたら よかった のに。 

104 •あなたがた 信仰す る 者よ， ラー イナーと 言って はならない， ウン ズ ルナ ーと 言いなさい。 そ 
して （使徒の 言葉に） 耳を 傾けなさい。 不信者た ちには 厳しい 懲罰が 下ろう。 

105 . 啓 典の 民の 中， 不信心 者と 多神教 徒は， 主から あなたがたに 善い ことが 下る のを 決して 喜ば 
ない。 だが アツ ラーは， 御 心に 適う 者に， 特別な 慈悲を かけられる。 アツ ラーは 偉大な 恩恵の 主 
であられる。 

106 . われは （啓示の） どの 節を 取り消しても， また 忘れさせても， それに 優る か， または それと 
同様の ものを 授ける。 アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる ことを 知らない のか。 
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107 . あなたは 天と地の 大権が， アツ ラーの 有で ある ことを 知らない のか。 また あなたがたには， 
アツ ラー 以外に 守護 者 も 援助 者 もない ので ある。 

108 . あなたがたは， 以前 ムーサーが 問いた だされた ように， あなたがたの 使徒に 詰問し ようとす 
るの か。 本当に 信仰の 代わりに 不信心を 選ぶ 者は， 公正な 道から 迷い 去った 者で ある。 

109 . 啓 典の 民の 多 くは， あなたがたが 信仰を 受け入れた 後で も， 不信心に 戻そうと 望んで いる。 
真理が かれらに 明らかにされ ている にも拘らず， 自分自身の 嫉妬 心からこう 望む ので ある。 だか 
らアツ ラーの 命令が 下る まで， かれらを 許し， 見逃がして おきなさい。 本当に アツ ラーは 凡ての 
ことに 全能で あられる。 

110.  礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を しなさい。 あなたがたが 自分の 魂の ためにな るよう 行った 
どんな 善事 も， アツ ラーの 御 許で 見出される であろう。 誠に アツ ラーは， あなたがたの 行う こと 
を 御存知で あられる。 

111 •かれらは， 「ユダヤ人と キリス ト 教徒の 外， 誰も 楽園に 入 いれないだろう。」 と言う。 それ 
はかれら の （虚しい） 望 •である。 言って やる がいい。 r もし あなたがたが 真実なら， 証拠を 出 
して 見なさい。」 

112 . これに 反し， アツ ラ-に 自分の 真心を 尽くして 服従， 帰依し， 善行に 勤し む 者は， 主の 御 許 
から 報奨を 与えられる。 かれらには 恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

113 . ユダヤ人は 言う。 r キリス ト 教徒は， 全く 拠る ところがない。」 キリス ト 教徒 も， 「ユダヤ 
人は 全く 拠る ところがない。」 と言う。 かれらは （同じ） 啓 典を 読誦して いるのに。 知識の ない 
者 どもは， これと同じ （ような） ことを 日に する。 だが アツ ラーは， 審判の 日に かれらの 論争に 
判決を 下される。 

114 •アツ ラーの 聖 なる マ スジ ドで （人び とが） その 御名を 讚え るのを 妨げたり， また それを 破壊 
しようと する 者よりも 不将な 者が どこに いるだろう か。 これらの 者は， （本来） 恐る恐る そこに 
足を 踏 •入れる ことし か出来ない はずで ある。 かれらは， 現世では 屈辱を， また 来世では 厳しい 
懲罰を 受けよう。 

115 . 東 も 西 も， アツ ラーの 有で あり， あなたがたが どこに 向いても， アツ ラーの 御前に ある。 本 
当に アツ ラーは 広大無辺 にして 全知で あられる。 

116 . また かれらは， 「アツ ラーは 御子を もうけられる。」 と言う。 何と 恐れ多い ことよ。 凡そ， 
天に あり 地に ある 凡ての ものは， かれの 有で あり， かれに 崇敬の 誠を 尽くします。 

117.  (かれ こそは） 天と地の 創造者で ある。 かれが 一事を 決められ， それに 「有れ。」 と 仰せに 
なれば， 即ち 有る ので ある。 

118 . 知識の ない 者たち は， 「アツ ラーは， 何故 わたしたちに 話しかけられず， 

また 印を 下されない のだろう。」 と言う。 以前に も かれらの ように 言う 者が いた。 かれらの 心は 
同じような ものである。 しっかりした 信仰を 持つ 人び とには， われは 種々 の 印を 既に 明示して い 
る。 
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119 .本当に われは， 吉報と 警告の 伝達 者と して， あなたを 真理と 共に 遣わした。 あなたは 業火の 
住人に 就いて 問われる ことは ない。 


120 •ユダヤ教 徒 も キリス ト 教徒 も， あなたを 納得し ないで あろう。 あなたが かれらの 宗旨に 従わ 
ない 限りは。 言って やる がいい。 「アツ ラーの 導き こそ （真の） 導きで ある。」 知識が あなたに 
下って いる にも拘らず， かれらの 願いに 従うならば， アツ ラー 以外には， あなたを 守る 者 も 助け 
る 者 もないで あろう。 


121 •われから 啓 典を 授けられ， それを 正しく 読誦す る 者は， これ （ク ルアー ン） を 信じる。 それ 
を 拒否す る 者 どもは 失敗 者で ある。 

122 . イスラエルの 子孫よ， われが あなたがたに 与えた 恩恵と， （わが 啓示を） 万民に 先んじ （て 
下し） たこと を 念え。 

123 . 誰 一人， 他人の 身代りと なり 得ない 日の ために， その 身を 守れ。 どんな 償い も 受け入れられ 
ず， どんな 執り成し も 無駄で， 誰に も 助けて もらえない （その 日の ために）。 

124 . また イブ ラー ヒー ム が， ある 御言 葉で 主から 試 •ら れ， かれが それを 果たした 時を 思い起せ 
。 「われは あなたを， 人び との 導師と しよう。」 と 主は 仰せられた。 かれは 「また わたしの 子孫 
まで もです か。」 と 申し上げた ところ， 「われの 約束は， 悪行を した 者たち には 及ばない。」 と 
仰せられた。 

125 •われが 人び とのた め， 不断に 集る 場所と して， また 平安の 場と して， この 家 （カ アバ） を 蝕 
けた 時を 思い起せ。 （われは 命じた。） 「イブ ラー ヒー ムの （礼拝に） 立った 所を， あなたがた 
の 礼拝の 場と しなさい。」 また イブ ラー ヒー ムと イス マー イー ルに 命じた。 「あなたがた はこれ 
を タワー フ （回 巡） し， イアテ カーフ （御 籠り） し， また ルクー ウ （立 礼） し， サジ ダす る 者た 
ちの ために， わが 家を 清めなさい。」 

126 . イブ ラー ヒー ムが （祈って） 言った。 「主よ。 ここを 平安の 町に して 下さい。 その 住民に， 
果実を 御 授け 下さい。 アッ ラーと 最後の 日を 信じる 者の ために。 」 すると かれは 仰せられた。 「 
信仰を 拒否す る 者に も， しばし の 間 楽し •を 与えよう。 その後 かれらを 火獄の 懲罰に， 駆り立て 
るであろう。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。」 

127 . それから イブ ラー ヒー ムと イス マー イー ルが， その 家の 礎を 定めた 時の こと。 （その 時 二人 
は 言った。） 「主よ， わたしたちから （この 奉仕を） 受け入れて 下さい。 本当に あなたは 全 聴に 
して 全知で あられる。 

128 . 主よ， わたしたち 両人を， あなたに 服従 C 帰依す る 者 〔ムス リム〕 にして 下さい。 また わた 
したち の 子孫を も， あなたに 服従， 帰依す る 民 〔ウン マ〕 にして 下さい。 わたしたちに 祭儀を 示 
し， 哀れ •を 与えて 下さい。 あなたは 度々 許される 方， 慈悲 深い 方で あられる。 

129 . 主よ， かれらの 間に あなたの 印を 読誦 させ 啓 典と 英知を 教え， かれらを 清める 使徒を かれら 
の 中から 遣わして 下さい。 本当に あなたは 偉大に して 英明な 方で あられる。」 
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130 •愚か者で もない 限り， 誰が イブ ラー ヒー ムの 教えを 避ける であろう か。 まさに われは， 現世 
において かれを 選んだ。 来世に おいても， かれは きっと 正義の 徒の 1 人で ある。 

131 . 主が かれに 向かって， 「服従， 帰依しなさい。」 と 仰せられた 時を 思い起せ。 かれは， 「わ 
たしは， 万有の 主に 服従， 帰依し ます。」 と 申し上げた。 

132 . イブ ラー ヒー ム は， この ことを その子 孫に 伝え， ヤア コーブ もまた （それに ならった）。 「 
わたしの 子孫よ， アツ ラーは あなたがたの ために， この 教えを 選ばれた。 だから 必ず ムス リム （ 
服従， 帰依 者） となって 死なねば ならない。」 

133 . ヤア コ-ブが 臨終の 時， あなたがたは 立ち会った か。 かれが その子 孫に 向かって， 「わたし 
が 亡き後， あなたがたは 何に 仕える のか。」 と言うと， かれらは， 「わたしたちは あなたの 神， 
イブ ラー ヒー ム， イス マー イー ル， イス ハークの 神， 唯一の 神 （アツ ラー） に 仕えます。 かれに 
, わたしたちは 服従， 帰依し ます。」 と 言った。 

134 •これは 過ぎ去った 民 〔ウン マ〕 のこと である。 かれらには その 稼いだ ことに 対し， また あな 
たがた にも その 稼いだ ことに 対し （応報が あろう）。 かれらの 行った ことに 就いて， あなたがた 
が 問われる ことは ない ので ある。 

135 •かれらは 言う。 「あなたがたは 正しく 導かれたい ならば， ユダヤ教 徒 か キリス ト 教徒に なり 
なさい。 」 言って やる がいい。 「いや， わたしたちは イブ ラー ヒーム の 純正の 教えを 信奉す る。 
かれは， 多神教 徒の 仲間ではなかった。」 

136 . 言え， 「わたしたちは アツ ラーを 信じ， わたしたちに 啓示され たものを 信じます。 また イブ 
ラー ヒー ム， イス マー イー ル， イス ハーク， ヤア コーブと 諸 支部 族に 啓 7K された もの， と ムーサ 
一と イーサ ーに 与えられ たもの， と 主から 預言者た ちに 下された ものを 信じます。 かれらの 間の 
どちらに も， 差別を つけません。 かれに わたしたちは 服従， 帰依し ます。」 

137 . それでもし かれらが， あなたがた のように 信仰す るなら ば， かれらは 確かに 正しい 導きの 中 
にいる。 だが もし 背き 去るならば， かれらは 離れば なれと なる であろう。 彼らの ことは アツ ラー 
に 御 任せして おけ。  かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

138 . アツ ラーの 色染めと いうが， 誰が アツ ラーよりも 良く 色染め 出来よう か。 わたしたちが 仕え 
るのは かれで ある。 

139 . (ユダヤ教 徒 や キリス ト 教徒たち に） 言って やる がいい。 「あなたがたは， アツ ラーに 就い 
てわたし たちと 論議す るの か， かれは わたしたちの 主で あり， また あなたがたの 主で あられる。 
わたしたちには わたしたちの 行いが あり， あなたがたには あなたがたの 行いが ある。 
わたしたちは， かれに 誠を 尽くします。 

140 •また あなたがたは， 『イブ ラー ヒー ム， イス マー イー ル， イス ハーク， ヤア コーブ， とその 
諸 支部 族が， ユダヤ教 徒 または キリス ト 教徒であった。』 と言うの か。 言って やる がいい。 『最 
もよ く 知る 者は， あなたがた なのか， それとも アツ ラーで あられる のか。 アツ ラーから 下された 
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証拠を 持ちながら， それを 隱 すよりも 酷い 不正が あろう か。 』 アツ ラーは， あなたがたの 行う こ 
とに 無頓着な 方では ない。」 

141 .かれらは 過ぎ去った 共同体 〔ウン マ〕 である。 かれらには その 稼ぎが あり， また あなたがた 
には， その 稼ぎが ある。 かれらの 行いに 就いて， あなたがたが 問われる ことは ない ので ある。 

142 •人び との 中の 愚かな 者は 言う であろう。 「どうして かれら （ムス リム） は 守って いた 方向 〔 
キ ブラ〕 を 変えた のか。 」 言って やる がいい。 「東 も 西 も アツ ラーの 有で ある。 かれは 御 心に か 
なう 者を， 正しい 道に 導かれる。」 

143 . このように われは， あなたがたを 中正の 共同体 〔ウン マ〕 とする。 それで あなたがたは， 人 
びと に 対し 証人で あり， また 使徒は， あなたがたに 対し 証人で ある。 われが あなたがたの 守って 
いた ものに 対し， この 方向 〔キ ブラ〕 を 定めた のは， 只， 踵を 返す 者と 使徒に 従う 者と を 見分け 
るた めで ある。 これは 容易では ない 事で あるが， アツ ラーが 導かれる 者に とっては 何でもない。 
だが アツ ラーは， あなたがたの 信仰を 決して 虚しく なされない。 本当に アツ ラーは 人間に 対し， 
限りなく 優しく 慈悲 深い 方で あられる。 

144 . われは あなたが （導きを 求め）， 天に 顔を 巡らす のを 見る。 そこで われは， あなたの 納得す 
るキ ブラに， あなたを 向かわせる。 あなたの 顔を 聖 なる マ スジ ドの 方向に 向けなさい。 あなたが 
たは 何処に いても， あなたがたの 顔を キ ブラに 向けなさい。 本当に 啓 典の 民は， それが 主からの 
真理で ある ことを 知っている。 アツ ラーは， かれらの 行う ことに 無頓着な 方では ない。 

145 . 仮令 あなたが， 凡ての 印を 啓 典の 民に 提示しても， かれらは あなたの キ ブラに 従わない であ 
ろう。 また あなた も かれらの キ ブラに 従わない。 かれらは 栗い に， 他の 者の キ ブラに 従わない。 
あなたに 知識が 授けられた 後， もし かれらの （虚しい） 望 •に 従うならば， 本当に あなたは， 不 
義を 行う 者の 仲間で ある。 

146 •われが 啓 典を 授けた 者たち は， 自分の 子を 認める ように それを 認める。 だが かれら 一部の 者 
は， 承知の 上で 真理を 隠す。 

147 . 真理は 主から （来た もの） である。 だから あなたがたは 疑うべき ではない。 

148 . 各人には その 向かう 方位が ある。 それで 栗い に 凡ての 善事を 競え。 あなたがたは 何処に いて 
も， アツ ラーは 一斉に あなたがたを 集められる。 誠に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

149 . だから あなたは， 何処に 行っても， 顔を 聖 なる マ スジ ドの 方に 向けなさい。 これは 本当に， 
あなたの 主からの 真理で ある。 アツ ラーは， あなたがたの 行う ことに 無頓着な 方では ない。 

150 . だから あなたがたは， 何処に 行っても， 顔を 聖 なる マ スジ ドの 方に 向けなさい。 また あなた 
がた は 何処に いても， 顔を そこに 向けな さ これは 不義を 行う 者は 論外で あるが， 人々 が あなたが 
たに 対しと やかく 言う 余地を 無くす ためで ある。 だから かれらを 恐れず， ただ われを 畏れなさい 
。 それは あなたがたに 対する， わが 恩恵を 全うする ためで ある。 あなたがたは 恐らく 正しい 導き 
を 与えられる であろう。 
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151 .われは あなたがたの 一人を わが 使徒と して 遣わし， わが 印を あなたがたに 読 論 誦して， あな 
たがた を 清め， また 啓 典と 英知を 教え， あなたがたの 知らなかった ことを 教えさせた。 

152 •だから われを 念じなさい。 そうすれば われ も あなたがたに 就いて 考慮す るであろう。 われに 
感謝し， 恩を 忘れて はならない。 

153 . あな たがた 信仰す る 者よ， 忍耐と 礼拝に よっ て 助けを 求めなさい。 本当 に アツ ラー は 耐え忍 
ぶ 者と 共に おられる。 

154 . アツ ラーの 道の ために 殺害され た 者を， 「 （かれらは） 死んだ。」 と 言って はならない。 い 
や， （かれらは） 生きて いる。 只 あなたがたが 知らない だけで ある。 

155 . われは， 恐れ や 飢え， と共に 財産 や 生命， （あなたがたの 労苦の） 果実の 損失で， 必ず あな 
たがた を 試 •る。 だが 耐え忍ぶ 者には 吉報を 伝えなさい。 

156 •災難に遭 うと， 「本当に わたしたちは， アツ ラーの もの。 かれの 御 許に わたしたちは 帰り ま 
す。」 と言う 者， 

157 . このような 者の 上に こそ 主からの 祝福と 御 恵 •は 下り， また かれらは， 正しく 導かれる。 

158 . 本当に サファーと マル フ は， アツ ラーの 印の 中で ある。 だから 聖 殿に 巡礼す る 者， または （ 
小 巡礼の ために それを） 訪れる 者は， この 両 丘を タ フーフ （回 巡） しても 罪では ない。 進んで 善 
い 行いを する 者には， 本当に アツ ラーは 嘉 し， それを よく 御 認め 下さる。 

159 . 啓 典の 中で 人び とのた め われが 解明し た 後で， 凡そ われが 下し た 明 証と 導きを 隠す 者たち は 
， アツ ラーの 怒りに 触れ， 呪う 者たち の 呪いに も 会う であろう。 

160 •だが 悔悟して その 身を 修め， （真理を） 公然と 表明す る 者は 別で， これらの 者には， われは 
その 悔悟を 許す であろう。 本当に われは 度々 許す， 慈悲 深い 者で ある。 

161 •本当に 信仰を 拒んで 不信者と して 死ぬ 者たち， かれらの 上には アツ ラーの 謹 貴と， 天使たち 
および 全人 類の 呪いが ある。 

162 . かれらは その 中に 永遠に 住む であろう。 その 懲罰は 軽減され ず， また 猶予 もないで あろう。 

163 . あなたがたの 神は 唯一の 神 （アツ ラー） である。 かれの 外に 神は なく， 慈悲 あまねく 慈愛 深 
き 方で ある。 

164 . 本当に 天と地の 創造， 昼夜の 交替， 人を 益す る ものを 運んで 海原を ゆく 船の 中に， また アツ 
ラーが 天から 降らせて 死んだ 大地を 建ら せ， 生きと し 生ける ものを 地上に 広く 散らばせ る 雨の 中 
に， また 風向きの 変換， 果ては 天地の 間に あって 奉仕す る 雲の 中に， 理解 ある 者への （アツ ラ- 
の） 印が ある。 

165 . だが 人び との 中には アツ ラ-の 外に 同位の 者を 蝕け て， アツ ラ- を 愛する よ うに それらを 愛 
する 者 も ある。 だが 信仰す る 者たち は， アツ ラーを 激しく 熱愛す る。 これら 悪を 行う 者が， その 
懲罰を 見る 時 思い知る がいい。 一切の 権能が アツ ラ-に 属し， また アツ ラ-が 厳しい 懲罰を 加え 
られる ことを。 


14 


166 . その 時 指導者た ちは 追従 者を 見捨てて， 懲罰を 目の 辺に して， かれらの 間の 一切の 絆が 断絶 
する であろう。 

167 . それで 追従 者たち は 言う。 「もし わたしたちが 今一度 ひき 返す ことが 出来るならば， かれら 
がわた したち を 見捨てた ように かれらを 見捨てる の だが。」 アツ ラーは このように， 自分の 行い 

(の 果実） を 明示され る。 かれらに とって 痛恨の 外ないで あろう。 かれらは 業火 （の 責め苦） か 
ら 出る ことは 出来ない。 

168 . 人び とよ， 地上に ある ものの 中 良い 合法な ものを 食べて， 悪魔の 歩 •に 従っては ならない。 
本当に かれは， あなたがたに とって 公然の 敵で ある。 

169 . かれは， 唯 罪悪と 醜 事を あなたがたに 命じ， アツ ラーに 就いて， あなたがたの 知らない こと 
を 口走らせる。 

170 •かれらに， 「アツ ラーが 啓示され たと ころに 従え。」 と 言えば， かれらは， 「いや， わたし 
たちは 祖先の 道に 従う。」 と言う。 何と， かれらの 祖先は 全く 蒙 味で， （正しく） 導かれな かっ 
たでは ないか。 

171 .信仰を 拒む 者た ちを 譬えるならば， 何と 呼びかけ られて も， 呼び声と 叫び声の 外聞け ない 者 
のよう で， 聾哑 者， 盲人で ある。 したがって かれらは 理解す る ことが 出来ない。 

172 •信仰す る 者よ， われが あなたがたに 与えた 良い ものを 食べなさい。 そして アツ ラーに 感謝し 
なさい。 もし あなたがたが 本当に， かれに 仕える のであるなら ば。 

173 . かれが あなたがたに， （食べる ことを） 禁じられる ものは， 死肉， 血， 豚肉， および アツ ラ 
- 以外 （の 名） で 供えられた ものである。 だが 故意に 違反せ ず， また 法を 越えず 必要に 迫られた 
場合は 罪には ならない。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深い 方で あられる。 

174 . アツ ラーが 啓示され た 啓 典の 一部を 隠し， それで 僅かな 利益を 購う 者は， その 腹の 中に 火 だ 
けを 飲 •， 復活の 日に アツ ラーの 御言 葉 もな く， また 清めても いただけないで あろう。 かれらは 
痛ましい 懲罰を 受ける。 

175 . これらの 者は， 導きの 代りに 迷いを 購 い， また 寛容の 代りに 懲罰を 購う 者たち である。 
かれらは 如何に 業火 （の 責め苦） を 耐えねば ならない ことであろう か。 

176 . それと いうの も アツ ラーが， 真理を もって 啓 典を 下された からで ある。 この 啓 典に 就いて 異 
論を 唱える 者は， 遠く 離れ 去った 者たち である。 

177 . 正しく 仕える という ことは， あなたがたの 顔を 東 または 西に 向ける ことでは ない。 つまり 正 
しく 仕える とは， アツ ラーと 最後の （審判の） 日， 天使たち， 諸 啓 典と 預言者た ちを 信じ， かれ 
を 愛する ために その 財産を， 近親， 孤児， 貧者， 旅路に ある 者 や 物乞い や 奴隸の 解放の ために 費 
やし， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を 行い， 約束した 時は その 約束を 果たし， また 困苦と 逆境 
と 非常時に 際して は， よく 耐え忍ぶ 者。 これら こそ 真実な 者で あり， また これら こそ 主を 畏れる 
者で ある。 
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178 . 信仰す る 者よ， あなたがたには 殺害に 対する 報復が 定められた。 自由 人には 自由 人， 奴隸に 
は 奴隸， 婦人には 婦人と。 だが かれ （加害者） に， （被害者の） 兄弟から 軽減の 申し出が あった 
場合は， （加害者は） 誠意を もって 丁重に 弁償しなさい。 これは あなたがたへの 主からの （報復 
の） 緩和で あり， 慈悲で ある。 それで 今後 これに 違反す る 者は， 痛ましい 懲罰を 受ける であろう 
〇 

179 . この 報復 （の 淀） には， あなたがたへの 生命 （の 救助） が ある。 思慮 ある 者たち よ， 恐らく 
あなたがたは 主を 畏れる であろう。 

180 . あなたがたの 中， 死が 近付いて， もし 財産を 残す 時は， 両親と 近親に， 公正な 遺言を する よ 
う 定められ ている。 これは， 主を 畏れる 者の 義務で ある。 

181 . それを 聞いた 後， （その 遺言を 勝手に） 変更す る 者が あれば， 罪は それを 変更した 者の 上に 
ある。 本当に アツ ラーは， 全 聴に して 全知で あられる。 

182 •ただし， 遺言者に 不公平 または 不正の ある ことを 恐れる 者が， 当事者の 間を 調停す るのは， 
罪では ない。 アツ ラーは 寛容に し て 慈悲 深 き 御 方で ある。 

183 •信仰 する 者よ， あなたがた 以前の 者に 定められ たように あなたがたに 斎戒が 定められた。 恐 
らく あなたがたは 主を 畏れる であろう。 

184. (斎戒は） 定められた 日数で ある。 だが あなたが たのうち 病人， または 旅路に ある 者は， 後 
の 日に （同じ） 日数を （斎戒） すれば よい。 それに 耐え 難い 者の 償いは， 貧者への 給養で ある。 
すすんで 善い行いを する ことは， 自分の ために 最もよ もし あなたがた がよく （その 精神を） 会得 
したならば， 斎戒は 更に あなたがた のために 良いで あろう。 

185 •ラマ ダーンの 月 こそは， 人類の 導きと して， また 導きと （正邪の） 識別の 明 証として クル ア 
ー ラが 下された 月で ある。 それで あなたがたの 中， この 月 （家に） いる 者は， この 月 中， 斎戒し 
なければ ならない。 病気に かかって いる 者， または 旅路に ある 者は， 後の 日に， 同じ 日数を （斎 
戒 する）。 アツ ラーは あなたがたに 易き を 求め， 困難を 求めない。 これは あなたがたが 定められ 
た 期間を 全うして， 導きに 対し， アツ ラーを 讚え るた めで， 恐らく あなたがたは 感謝す るで あろ 
ぅ。 

186 . われの しもべた ちが， われに 就いて あなたに 問う 時， （言え） われは 本当に （しもべた ちの 
) 近くに いる。 かれが われに 祈る 時は その 嘆願の 祈りに 答える。 それで われ （の 呼びかけ） に 答 
えさせ， われを 信仰 させなさい， 恐らく かれらは 正しく 導かれる であろう。 

187 . あなたがたは 斎戒の 夜， 妻と 交わる ことを 許される。 かの 女ら は あなたがたの 衣で あり， あ 
なた がた はまた かの 女ら の 衣で ある。 アツ ラーは あなたがたが 自 ら 欺いて いるのを 知って おられ 
, 不憫に おもわれ， あなたがたを 許された。 だから かの 女ら と 交わり， アツ ラーが あなたがたの 
ため， 定められた ところに 従え。 また 自 糸と 黒 糸の 見分けられる 黎明になる まで 食べて 飲め。 そ 
の 後は 日暮れまで 斎戒を 全うしなさい。 マ スジ ドに 御 籠りして いる 間， かの 女ら に 交わって はな 
ら ない。 これは アツ ラーの （定められた） 淀 だから， かの 女に 近付いて はならない。 このように 
アツ ラーは， 人び とに 印を 説き明かされる。 恐らく かれらは 主を 畏れる であろう。 
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188 . あなたがたの 間で， 不法に あなたがたの 財産を 貪って はならない。 また それを 贈って 裁判官 
に 近付き， 他人の 財産の 一部を， 不当で あると 知りながら 貪って はならない。 

189 . かれらは 新月に 就いて， あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「 それは 人び とのた め 
, また 巡礼の ための 時の 定めで ある。」 また あなたがたが， 自分の 家の 裏 日から 入る のは 善行で 
はない。 凡そ 善行とは， 主を 畏れる ことで ある。 だから 家に 入る には， 正門から 入りなさい。 ア 
ッ ラーを 畏れよ， あなたがたは 恐らく 至上の 幸福を 成就す るであろう。 

190 . あなたがたに 戦いを 挑む 者が あれば， アッ ラーの 道の ために 戦え。 だが 侵略的であって はな 
ら ない。 本当に アッ ラーは， 侵略者を 愛さない。 

191 •かれらに 会えば， 何処でも これを 殺しなさい。 あなたがたを 追放した ところから， かれらを 
追放しなさい。 本当に 迫害は 殺害より， もっと 悪い。 だが 聖 なる マ スジ ドの 近くでは， かれらが 
戦わない 限り 戦って はならない。 もし 戦うならば これを 殺しなさい。 これは 不信心 者への 応報で 
ある。 

192 . だが かれらが （戦いを） 止めたならば， 本当に アッ ラーは， 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

193 . 迫害が な く なって， 

この 教義が アッ ラーの ため （最も 有力な もの） になる まで かれらに 対して 戦え。 だが もし かれら 
が （戦いを） 止めたならば， 悪を 行う 者 以外に 対し， 敵意を 持つべき ではない。 

194 . 聖 月には 聖 月， また 聖 事には 聖 事， これが 報復で ある。 誰でも， あなたがたに 敵対す る 者に 
は， 同じように 敵対しなさい。 だが アッ ラーを 畏れなさい。 本当に アッ ラーは， 主を 畏れる 者と 
共に おられる ことを 知れ。 

195 . また アッ ラーの 道の ために （あなたがたの 授けられた ものを） 施しなさい。 だが， 自分の 手 
で 自らを 破滅に 陥れて はならない。 また 善い ことを しなさい。 本当に アッ ラーは， 善行を 行う 者 
を 愛される。 

196 . アッ ラーの ために， 巡礼 〔ハ ッジ〕 と 小 巡礼 〔オム ラ〕 を 全うしなさい。 もし あなたがたが 
妨げられたならば， 容易に 得られる 供物を （送りなさい）。 そして 供物が 犠牲を 捧げる 場に 到着 
する まで， あなたの 頭を 剃って はならない。 あなたがたの 中に 病人， または 頭 （の 皮膚） だ 患い 
の ある 者は， 斎戒を する か 施しを なし， または 犠牲を 捧げて （頭を 刺る） 償ない としなさい。 ま 
た あなたがたが 故障 もない のに 小 巡礼を して， 巡礼までの 間を 楽しむ 者は， 容易に 得られる 犠牲 
を 捧げなければ ならない。 もし それを 捧げる ことが 不可能な 時は， 巡礼 中に 3 日， 帰って から 7 日 
, 合せて 10 日間 （の 斎戒） をしなさい。 これは 聖 なる マ スジ ド （の 所 巧 地 マッカ） に， 家を 持た 
ない 者に 対する 淀で ある。 あなたがたは アツ ラーを 畏れ， また アツ ラーの 懲罰は 本当に 厳しい こ 
とを 知りなさい。 


197 .巡礼 （の 時期） は 周知の 数 月で ある。 それで その 間に 巡礼の 務めを 果たそうと 決心した 者は 
， 巡礼 中， 猥 (嚢？ ) な 行い や 不道徳な 行いを 慎し • ， また 論争して はならない。 あなたがたの 行 
う 善い ことを， アツ ラーは 知って おられる。 旅の 準備を しなさい。 だが 最も 優れた 準備は 篤信の 
念で ある。 あなたがた 思慮 ある 者よ， われを 畏れなさい。 


17 


198 . 主の 恩恵を 求めて 祈 （り 巡礼 中に 商売す） るのは， あなたがたに とって 罪では ない。 それで 
アラ ファー トから， どっと 下って きて， 聖 なる 場所 （ムズ ダリ ファ） で アツ ラーを 唱えて 念じな 
さい。 かれが あなたがたの ことを 思って 導かれた ように， あなたが たも かれを 念い なさい。 以前 
あなたがたは， 確かに 迷って いた。 

199 . それで， 人び との 急ぎ 降りる ところから 急ぎ 降り， アツ ラーの 御赦 しを 請い 願いなさい。 誠 
に アツ ラーは， 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

200 •あな たがた は聖 儀を 果た したならば， アツ ラーを 念じなさい。 あな たがた の 祖先を 念 じる よ 
うに， いや それよりも 深く 精魂を 打ち込んで 念じなさい。 人び との 中には （祈って）， 「主よ， 
現世で わたしたちに， 幸いを 賜わり ますよう に。」 と言う 者が ある。 だが かれらは 来世に おける 
分け ま えを 得られないで あろう。 

201 . また 人び との 中には （祈って）， 「主よ， 現世で わたしたちに 幸いを 賜い， また 来世で も 幸 
いを 賜え。 業火の 懲罰から， わたしたちを 守って ください。」 と言う 者が ある。 

202 . これらの 者には， その 行った ことに 対して 分け まえが あろう。 本当に アツ ラーは 精算に 迅速 
である。 

203 . 定められた 数日間， アツ ラーを 念じなさい。 アツ ラーを 畏れる 者の 中， 誰でも 急ぐならば， 

2 日 目 （に 帰っ） て も 罪には ならない。 また 留まっても 罪では ない。 アツ ラーを 畏れなさい。 あ 
なた がた は 必ず， かれの 御 許に 集め られる ことを 知りなさい。 

204 . 人び との 中には， この 世の 生活に 関する 言葉で， あなたの 目を くらませる 者が ある。 そして 
かれらは， 自分の 胸に 抱く ことの 証人と して アツ ラーを 呼ぶ。 だが このような 人間 こそ 最も 議論 
好きな 敵で ある。 

205 . かれらは 背を 向ける やい なや， 地上に 悪を 広める ことにつ とめ， 収穫物 や 家蓄を 荒し 廻る。 
だが ア ツ ラーは 邪悪を 愛されない。 

206 •かれらは 「アツ ラーを 畏れなさい。」 と言われ ると， その 高慢 さの ため （更に） 罪に 走る。 
かれらには 地獄 こそ 適しい。 だが 何と 悪い 臥所であろう か。 

207 . また 人び との 中には， アツ ラー フ御 喜びを 願って， 自分を 売った 者が ある。 アツ ラーは （御 
自分の） しもべに 優しく あられる。 

208 . あなたがた 信仰す る 者よ， 心を 込めて イス ラ-ム （平安の 境） に 入れ。 悪魔の 歩 •を 追って 
はならない。 本当に かれは， あなたがたに とって 公然の 敵で ある。 

209 •明 証が 下った 後， あなたがたが もし 足を 踏 • はずすならば， アツ ラーは 偉力なら ぶ 者な く， 
英明で あられる ことを 知りなさい。 

210 .かれらは， アジ ラーが 雲の 天蓋の 中に， 天使たち を 率いて かれらに 臨まれ， その 事を 解決 さ 
れ るのを 待つ だけでは ない のか。 アツ ラーに 凡ての 事 （の 決定） は， 帰属す るので ある。 
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211 .イスラエルの 子孫に 問え。 われが 如何に 多くの 明 証を， かれらに 下した かを。 アツ ラ-の 恩 
恵が 下った 後， これを 改変す る 者が あれば， 本当に アツ ラーは 懲罰に 厳重で あられる。 

212 •現世の 生活は， 不信心な 者たち にと り 魅惑 的で ある。 そして かれらは 信仰す る 者たち を 嘲り 
笑う。 だが （主に 対して 自分の） 義務を 果たす 者は， 復活の 日に かれらの 上位に 立つ であろう。 
アツ ラーは， 御望 •の 者に 限りなく 与えられる。 

213 •人類は （もともと） 一族であった。 それで アリ ラーは， 預言者た ちを 吉報と 警告の 伝達 者と 
して 遺 わされた。 また かれらと 共に 真理に よる 啓 典を 下し， それで， 人び との 間に 異論の ある 種 
々の 事に 就いて 裁定 させられる。 こうして かれらに 明 証が 下って いる にも拘らず， （啓 典を） 授 
けられた 者たち は， かえって 栗い のために 争った ので ある。 アツ ラーは， かれらが 異論を 唱える 
真理に 就いて， 信仰す る 者を 特別の 御 許しで 導かれる。 本当に アツ ラーは， 御 心に 適う 者を 正し 
い 道に 導かれる。 

214 •それとも あなたがたは， 先に 過ぎ去った 者たち が 出会った ような （試 •が） まだ 訪れない 先 
に （至上の 幸福の） 園に 入ろうと 考える のか。 かれらは 災難 や 困窮に 見舞われ， （不安の 中に） 
動揺 させられて， 使徒 も， 一緒の 信者たち も， 「アツ ラーの 御 助けは， 何時 （来る） だろう。」 
と 叫んだ 程であった。 ああ， 本当に アツ ラーの 御 助けは 近付いて いる。 

215 . かれらは， 如何に 施すべき か， あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「あなたがたが 
施して よいのは 両親の ため， 近親， 孤児， 貧者と 旅路に ある 者の ためで ある。 本当に アツ ラーは 
あなたがたの 善行を， 何でも 深く 知って おられる。」 

216 . 戦いが あなたがたに 規定され る。 だが あなたがたは それを 嫌う。 自分たち のために 善い こと 
を， あなたがたは 嫌う かもしれ ない。 また 自分の ために 悪い ことを， 好む かもしれ ない。 あなた 
がた は 知らないが， アツ ラーは 知って おられる。 

217 . かれらは 聖月 中に 戦争す る ことに 就いて， あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「聖 
月 中に 戦う ことは 重大 事で ある。 だが アツ ラーの 道に 近付く のを 妨げ， かれを 否定し， また 聖な 
る マ スジ ド 〔アル •マ スジ ド •ル •ハ ラーム〕 を 汚し， そこ （の 聖域） に 住む 者を 追放す る こと 
は， アツ ラーの 御 目には もっと 重大 事で ある。 迫害は， 殺害より 遙 かに 悪い。 」 かれらは もし 出 
来るなら， あなたがたを 信仰から 背かせる まで 戦いを 止めないで あろう。 あなたがたの 中で， も 
し 信仰に 背き， 不信心 者の ままで 死ぬ 者が あれば， このような 者は， 現世で も 来世で も， その 行 
いは 徒と なる。 また これらの 者は， 業火の 住人で ある。 かれらは 永遠に その 中に 住む。 

218 . 本当に 信仰す る 者， （迫害を 避けて） 移り 住む 者， そして アツ ラ-の 道の ために 奮闘 努力す 
る 者， これらの 者は， アツ ラーの 慈悲に 浴す るであろう。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深き 方で あ 
られ る。 

219 . かれらは 酒と， 賭 矢に 就いて あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「それらは 大きな 
罪で あるが， 人間の ために （多少の） 益 も ある。 だが その 罪は， 益よりも 犬で ある。」 また かれ 
ら は， 何を 施すべき かを， あなたに 問う であろう。 その 時は， 「何でも 余分の ものを。」 と 言つ 
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て やる がいい。 このように アツ ラーは， 印を あなたがたに 明示され る。 恐らく あなたがたは 反省 
する であろう， 

220 . 現世に 就いても また 来世に 就いても。 また かれらは 孤児に 関し， あなたに 問う であろう。 言 
って やる がいい。 「かれらの ために， 有利に 取 計らう のは 善い ことで ある。 もし， かれらと 親し 
く 交る 時は， あなたがたは 兄弟で ある。」 アツ ラーは， 善意の 者と 悪事を なす 者を 知って おられ 
る。 アツ ラーが おばし めしなら ば， あなたがたを きっと 困惑 させられる。 誠に アツ ラーは， 偉力 
ならぶ ものな く 英明で あられる。 

221 . 多神教の 女とは， かの 女が 信者 になる までは 結婚 しては ならない。 仮令 あなたがた が 気に入 
っていても， 多神教の 女よりは 信仰の ある 女 奴隸が 勝る。 また 多神教の 男が 信者になる までは， 
あなたがたの 女子を かれらに 嫁がせて はならない。 仮令 あなたがたの 気に入って いても， 多神教 
の 男よりは 信仰 ある 奴隸の 方が 勝って いる。 これらの 者は， 信者を 業火に 誘。 だが アツ ラ-は 
寛容に 罪を 許され， 楽園に 呼び入れられる。 また 人び とに， かれの 印を 明示され る。 恐らく かれ 
らは 反省す るであろう。 

222 . かれらは 月経に 就いて， あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「それは 不浄で ある。 
だから 月経 時には， 妻から 遠ざかり， 清まる まで 近付いて はならない。 それで 清まった 時には， 
アツ ラーが 命じられる ところに 従って， かの 女ら に 赴け。 誠に アツ'' ラーは， 悔悟して 不断に （か 
れ に） 帰る 者を 愛でられ， また 純潔の 者を 愛される。」 

223 . 妻は あなたがたの 耕地で ある。 だから 意の ままに 耕地に 赴け。 だが 自分の 魂の ために， （予 
め 何 か） 善い ことを しなさい。 アツ ラーを 畏れなさい。 あなたがたは （来世で） かれに 会う こと 
を 知りなさい。 なお （これらの） 吉報を 信者たち に 伝えなさい。 

224 . あなたがたは 善行， アツ ラーを 畏れて 正しい ことを 行う こと， また 人々 の 間を 執り なすこと 
な どに 対 して アツ ラー への 誓いを 口実に しては ならない。 アツ ラー は 全 聴に し て 全知で あ られる 
〇 

225 . アツ ラーは， あなたがたの 誓いの 中， 不用意な 言葉を 咎めようと はなされない。 だが， あな 
たがた の 心の 意図す る ことを， 咎められる。 誠に アツ ラーは 寛容に して 大度の 持主で あられる。 

226 . 妻と 縁を 絶つ ことを 誓う 者は， 4 ヶ月 間 待たねば ならない。 もし （離婚の 意志を） ひるがえ 
すなら ば， 誠に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

227 . また かれらが， もし 離婚を 堅く 決心したならば， 誠に アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる 
〇 

228 . 離婚され た 女は， 独身の ままで 3 度の 月経を 待たねば ならない。 またもし も かの 女ら が， ア 
ツ ラーと 最後の 日を 信じるならば， アツ ラーが 胎内に 創ら れた ものを， 隱 すのは 合法では ない。 

(この場合） 夫たち が もし 和解を 望 •， その 期間 内に かの 女ら を 復縁させる ならば， 一層 正当で 
ある。 女は， 公平な 状態の 下に， かれらに 対して 対等の 権利を もつ。 だが 男は， 女よりも 一段 上 
位で ある。 誠に アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 


20 


229 . 離婚 （の 申し渡し） は， 2 度まで 許される。 その後は 公平な 待遇で 同居 （復縁） させる か， 
あるいは 親切に して 別れなさい。 あなたがた はかの 女に 与えた， 何もの も 取り戻す ことは 出来な 
い。 もっとも 両人が， アツ ラーの 定められた 淀を 守り 得ない ことを 恐れる 場合は 別で ある。 もし 
あなたがた 両人が， アツ ラーの 定められた 淀を 守り 得ない ことを 恐れるならば， かの 女が その （ 
自由を 得る） ために 償い 金を 与えても， 両人と も 罪には ならない。 これは アツ ラーの 淀で ある。 
それ 故 これに 背いて はならない。 凡そ アツ ラーの 淀を 犯す 者 こそ 不義の 徒で ある。 

230 . もし かれが （3 回目の） 離婚 （を 申し渡） したならば， かの 女が 他の 夫と 結婚す るまでは， 
これと 再婚す る ことは 出来ない。 だが， かれ （第 2 の 夫） がかの 女を 離婚した 後なら ば， その 場 
合 両人は 罪に ならない。 もし アツ ラーの 淀を 守って いける と 思われるならば， 再婚しても 妨げな 
い。 これは アツ ラーの 淀で ある。 かれは 知識の ある 者たち に， これを 説き明かされる。 

23 1 . あなたがたが 妻を 離婚して 定められた 期限が 満了したならば， 公平な 待遇で 同居させる か， 
または 親切に して 別れなさい。 かの 女を 困らす ために 引きと めて， 法を 越えて はならない。 そん 
な ことを する 者は， 自分の 魂を 損う 者で ある。 愚弄して， アツ ラーの 御告げ を 戯れ ごとに しては 
ならない。 あなたがた に対する アツ ラーの 恩恵を 念い， また あなたがたに 授けられた， あなたが 
たに 勧告す る 啓 典と 英知を 念え。 アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラーは 凡ての ことを 知り 尽くされ 
ている ことを 知れ。 

232 . あなたがたが 妻を 離別し， 定められた 期間が 満了して 双方の 合意の 下に， 妥当に 話が まとま 
ったならば， かの 女ら の 結婚を （前の） 夫は 妨げて はならない。 これ （教え） は， あなたがたの 
中 アツ ラーと 最後の 日を 信じる 者への 訓戒で ある。 それは あなたがたに とって， 最も 清浄で あり 
潔白で ある。 あなたがたは 知らないが， アツ ラーは 知って おられる。 

233 . 母親は， 乳児に 満 2 年間 授乳す る。 これは 授乳を 全うしようと 望む 者の 期間で ある。 父親は 
かれらの 食料 や 衣服の 経費を， 公正に 負担し なければ ならない。 しかし 誰も， その 能力 以上の 負 
担を 強いられない。 母親は その子の ために 不当に 強いられる ことなく， 父親 も その子の ために 不 
当に 強いられて はならない。 また 相続人 も それと 同様で ある。 また 両人が 話し合いで 合意の 上， 
離乳を 決めても， かれら 両人に 罪は ない。 また あなたがたは 乳児を 乳母に 託すよう 決定しても， 
約束した ものを 公正に 支給す るなら ば， あなたがたに 罪は ない。 アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラ 
一は， あなたがたの 行いを 御存知で あられる ことを 知れ。 

234 •もし あなたがたの 中 死後に 妻を 残す 者が あれば， かの 女ら は 独身の ままで 4 ヶ月と 10 日間を 
待たなければ ならない。 その 期間が 満了した 時， かの 女ら が 適切に， その 身を 処 する ア とに 就い 
ては， あなたがたに 罪は ない。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 熟知して おられる。 

235 .あなたがたは そのような 女に， 直に 結婚を 申し込んでも， または （その 想いを） 自分の 胸に 
しまって おいても 罪は ない。 アツ ラーは あなたがたが 胸に 秘める ことを 知って おられる。 だが， 
公正な 言葉で 話す 外， 決して かの 女と 秘密に 約束して はならない。 また 定められた 期限が 来る ま 
では， 結婚の 契りを 固めて はならない。 アツ ラーは， あなたがたが 心の中に 抱く ことを 熟知して 
おられる ことを 知れ。 だから かれに 留意しなさい。 アツ ラーが (寛？) 容 にして 慈悲 深い 方で あら 
れる ことを 知れ。 
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236 . あなたがた がかの 女ら に 触れず， また 贈与 額 も 定めない 中に， 離別す るのは 罪では ない。 だ 
がかの 女ら に （マハル） の 一部を 与えなさい。 富者は その 分に 応じ， 貧者 も その 分に 応じて 公正 
に 贈与を しなさい。 （これは） 正しい行いを する 者の 務めで ある。 

237 . あなたがた がかの 女ら と 離別す る 場合， まだ かの 女ら には 触れて はいない が， 既に マハルを 
決めて いた 時は， 約定した 額の 半分を 与えなさい。 かの 女ら が 辞退す るか， または 結婚の きずな 
を 握る 者が 辞退し ない 限り， あなたがたは （それを） 辞退す るの が 最も 正義に 近い。 なお あなた 
がた は， 相 栗の よし •を 忘れて はならない。 アツ ラーは あなたがたの 行う 凡ての ことを 御存知で 
あられる。 

238 . 各 礼拝を， 特に 中間の 礼拝を 謹厳に 守れ， 敬 （虎？） に アツ ラ-の 御前に 立て。 

239 . あなたがたが， （ （故？） の） 恐れ ある 時は， 徒歩 または 騎乗の まま （略式の 礼拝を しな さ 
い）。 だが 安全に なった 時は， （完全な 礼拝を して） アツ ラーを 念じなさい。 あなたがたが （も 
と） 知らなかった ことを， かれが 教えられた ように。 

240 •あなたがたの 中 （主に） 召されて 妻を 残す 者は， 追い立てられる ことなく 1 年間 扶養を 受け 
るよう， 妻たち のために 遺言し なければ ならない。 だが かの 女ら が 出て 行き 合法的に 行動す る こ 
とに 対しては， あなたがたに 罪は ない。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

241 .離婚され た 女に 対しては， 妥当な 贈り物を しなければ ならない。 これは 主を 畏れる 者の 負う 
務めで ある。 

242 •このように アツ ラーは， あなたがたに その 印を 説き明かされる。 恐らく あなたがたは 悟る で 
あろう。 

243 . あなたは， 自分の 家から 出て 行った 者たち を 見なかった のか。 かれらは 死を 恐れた ために そ 
うした が， その 数は 何千 人に 及んだ。 アツ ラ-は かれらに 向かって 「死ね。」 と言われ， それ か 
ら睡ら せられた。 誠に アツ ラーは 人間への 恩恵の 主で あられる。 だが 人び との 多くは 感謝し ない 
〇 

244 . アツ ラーの 道の ために 戦え。 アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる ことを 知れ。 

245 . アツ ラーに よい 選 付を する 者は， 誰で あるの か。 かれは それを 倍加され， また 数倍に もな さ 
れ るでは ないか。 アツ ラーは， 乏しく もまた 豊かに も 自由 自 巧に 与えられる。 あなたがた はかれ 
の 御 許に 帰される ので ある。 

246 . あなたは ム-サ-の 後の， イスラエルの 子孫の 長老たち に 就いて 知らなかった のか。 かれら 
は， 自分の 預言者に 向かって 言った。 「わたしたちの ために， 一人の 王を 立てなさい。 そうすれ 
ば， わたしたちは アツ ラーの 道の ために， 戦う であろう。」 そこで かれは， 「あなたがたに 戦い 
が 命じられても， 戦わない のでは ないか。」 と 言った。 かれらは （答えて） 「わたしたち はどう 
して， アツ ラ-の 道の ために 戦わずに いられよ うか， 自分の 家を 追われ， 子供から も 離れて いる 
のに。 」 こ 言った。 ところが 戦いが かれらに 命じられ ると， かれらの 中の 少数の 者を 除き 背き 去 
つた。 アツ ラーは 不義を 行う 者を 熟知して おられる。 
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247 . 預言者は かれらに， 「誠に アツ フーは， タール ー トを あなたがたの 上に， 王と して 任命され 
た。」 と 言った。 かれらは 言った。 「かれが どうして， わたしたちの 王に なれよう か。 わたした 
ち こそ， かれよりも 王に 相応しい。 また かれは 富に も 恵まれて いない。」 かれ （預言者） は 言っ 
た。 「アツ ラ-は， あなたがたの 上に かれを 選び， かれの 知識と 体力を 強められた。 アツ ラーは 
御 心に 適う 者に， 王権を 授けられる。 アツ ラーは 厚 施に して 全知で あられる。」 

248 . 預言者は かれらに 言った。 「かれの 王権の 印は， あなたがたに 来る あの （ほ？） ある。 天使 
たちが その 中に， 主からの 平安と， ムーサーの 一族と ハール ーンの 一族の 遺品を 入れて やって来 
る。 あなたがたが もし （真の） 信者なら ば， その 中に あなたがたへの 印が ある。」 

249 . タール ー トが 軍を 率いて 出征す る 時， かれは 言った。 「 本当に アツ ラーは， 川で あなたがた 
を 試 •られ る。 誰でも 川の 水を 飲む 者は， わが 民では ない。 だが それを 味わおう としない 者は， 
きっと わが 民で ある。 只 手のひらで， 一す くいす る だけは 別 だ。 」 だが 少数の 者の 外， かれらは 
それを 飲んだ。 かれ （タール - 卜） および かれと 信仰を 共に する 者が 渡った 時， かれらは， 「わ 
たしたち は 今日 ジャール ー ト （ゴリア テ） とその 軍勢に 敵対す る 力は ない。」 と 言った。 だが ア 
ツ ラーに 会う ことを 自覚す る 者たち は 言った。 「アツ ラーの 御 許しの もとに， 幾度 か少い 兵力で 
大 軍に うち 勝った ではない か。 アツ ラーは 耐え忍ぶ 者と 共に いられる。」 

250 . それから かれらは 進んで， ジャール ー トと その 軍勢に 見えん とする 時， （祈って） 言った。 
「主よ， わたしたちに 不屈の 精神を 注ぎ込んで 下さい。 わたしたちの 足場を 固めて， 不信心の 民 

に 対し， わたしたちを 御 助け 下さい。」 

251 . 果たして かれら （タール ー トの 軍勢） は， アツ ラーの 許しの もとに かれらを 打ち破り， ダー 
ウー ドは ジャール ー トを 殺し， アツ ラーは， 王権と 英知を かれ （ダー ウー ド） に 授け， かれの お 
ばし めしに 就いて 教えられた。 アツ ラーが 人間を， 栗い に 抑制し 合う ように 仕向けられなかった 
ならば， 大地は きっと 腐敗した ことであろう。 だが アツ ラーは， 凡ての ものに 恵 •をく ださる。 

252 •これは アツ ラーの 宣 託で， われは 真理を あなたに 読 •聞かせる。 誠に あなたは， 遣わされた 
者の 一人で ある。 

253 .われは， これらの 使徒の ある 者を 外の 者より 以上に 遇した。 かれらの 中で ある 者には， アツ 
ラーが 親しく 御言 葉を かけられ るし， また ある 者は 位階を 高められた。 また われは， マルヤ ムの 
子 イーサ -に 明 証を 授け， 且つ 聖霊に よって かれを 強めた。 もし アツ ラ-の おばし めしが なかっ 
たなら， かれらの 後継者た ちは， 明 証が 下った 後 栗い に 争う ことはなかった であろう。 だが かれ 
らは 相違した。 ある 者は 信じ， また ある 者は 信仰を 拒否した。 アツ ラーの 御 心なら， かれらは 争 
わなかった ので ある。 だが アツ ラーは， おばし めしの ことを 行われた。 

254 •あなたがた 信仰す る 者よ， われが あなたがたに 授けた 糧を 取引 もな く 友情 もな く， 執り成し 
もない 日の 来る 前に （施しに） 使え。 信仰を 拒む 者は， 不義を 行う 者で ある。 

255 .アツ ラー， かれの 外に 神は なく， 永生に 自存され る 御 方。 仮眠 も 熟睡 も， かれを とらえる こ 
とは 出来ない。 天に あり 地に ある 凡ての ものは， かれの 有で ある。 かれの 許しな くして， 誰が か 
れの御 許で 執り成す ことが 出来よう か。 かれは （人び との）， 以前の こと も 以後の ことを も 知つ 
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て おられる。 かれの 御意に 適った ことの 外， かれらは かれの 御 知識に 就いて， 何も 会得す ると こ 
ろは ない ので ある。 かれの 玉座は， 凡ての 天と地を 覆って 広がり， この 2 つを 守って， 疲れ も覚 
えられない。 かれは 至高に して 至大で あられる。 

256 . 宗教には 強制が あっては ならない。 正に 正しい 道は 迷 誤から 明らかに （分別） されて いる。 
それで 邪神を 退けて アツ ラーを 信仰す る 者は， 決して 壊れる ことのない， 堅固な 取っ手を 握った 
者で ある。 アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

257 . アツ ラーは 信仰す る 者の 守護 者で， 暗黒の 深 •から， かれらを 光明の 中に 導かれる。 信仰し 
ない 者は， 邪神 〔夕-グ ー ト〕 がその 守護 者で， かれらを 光明から 暗黒の 深 •に 導く。 かれらは 
業火の 住人で ある。 永遠に その 中に 住む であろう。 

258 . アツ ラーが かれに 王権を 授けられた ことから， （高慢に なって） 主に 就いて イブ ラー ヒー ム 
と 論議した 者を， あなたは 知らなかった のか。 イブ ラー ヒー ム が， 「わたしの 主は， 生を 授け ま 
た 死を 賜う 方 だ。」 と 言った 時， かれは 「わたし も， 生を 授け また 死を 与える。」 と 言った。 イ 
ブラー ヒー ムは 言った。 「アツ ラーは， 太陽を 東から 昇らせられる。 それで あなたは， それを 西 
から 昇らせなさい。 」 そこで かの 不信者は 当惑して しまった。 アツ ラーは 不義を 行う 民を 御 導き 
に なられない。 

259 . また， 根底から 壊滅して な く なった 町を 通り過ぎた 者の ように かれは 言う のであった。 「ア 
ツ ラーは， どのように 死に絶え たこの 町を 睡ら される のだろう か。」 ところが アツ ラーは， 百年 
の 間 かれを 死なせ， それから 睡ら せた。 そして， 「あなたは どれく らい 滞 巧した のか。」 と 言わ 
れ た。 かれは （答えて） 申し上げた。 「わたしは 1 日 か 半日 過ごしました。」 かれは 言われた。 

「いや， あなたは 百年 滞 巧した の だ。 だが あなたの 食べ物と 飲 •物を 見なさい。 それは まだ 年を 
経てい ない。 また あなたの ロ パを 見なさい。 われは， それを 人び とへの 一つの 印と しよう。 なお 
その 骨を 見なさい。 われが どう それらを 起こし， それから 肉を 着せる かを。」 それが 明示され た 
時 かれは， 「アツ ラーが 凡ての ことに 全能で あられる ことが 分りました。」 と 言った。 

260 •イブ ラー ヒー ム が、 「主よ， あなたは 死者を どう 甦らせられる のか わたしに 見せて 下さい。 

」 と 言った 時 （のこと を 思え）。 主は 言われた。 r あなたは 信じない のか。」 かれは 申し上げた 
「いや， 只 わたしの 心を 安らげたい のであります。 」 かれは 言われた。 「4 羽の 鳥を とって， そ 
れを 慣らし， それから かれらの 一部を それぞれの 丘の 上に 置いて， それを 呼べ， かれらは 急いで 
あなたの 許に 来る であろう。 それで あなたは， アツ ラーが 偉力 ならびなく 英明で あられる ことが 
分る であろう。」 

261 .アツ ラ-の 道の ために 自分の 所有す る ものを 施す 者を 例えて • れば ，ちょ うど 1 粒が 7 穂を 付 
け， 1 穂に 百 粒を 付ける のと 同じで ある。 アツ ラーは 御 心に 適う 者に， 倍加して くださる。 アツ 
ラーは 厚 施に して 全知で あられる。 

262 •アツ ラーの 道の ために， 自分の 財産を 施し， その後 かれらの 施した 相手に 負担 侮辱の 念を 起 
こさせず， また 損わない 者， これらの 者に 対する 報奨は， 主の 御 許に ある。 かれらには， 恐れ も 
なく 憂い もないで あろう。 
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263 .親切な 言葉と 寛容とは， 侮辱を 伴う 施し ものに 優る。 アツ ラーは 富有に して 慈悲 深く あられ 
る。 


264 . 信仰す る 者よ， あなたがたは 人び とに 見せびらか すため， 持物を 施す 者の ように， 負担 侮辱 
を 感じさせて， 自分の 施しを 無益に しては ならない。 また アツ ラー も， 最後の （審判の） 日 も 信 
じない 者の ように。 かれらを 譬えて •れ ばちよう ど， 上を 被った 滑らかな 岩の ような もので， 大 
雨が 降れば 裸になって しまう。 かれらは その 働いて 得た ものから， 何の 得る ところ もないで あろ 
う。 アツ ラーは 不信心の 者たち を 御 導 きになられない。 

265 . アツ ラーの 御喜び を 求め， また 自分の 魂を 強める ために， その 所有す る ものを 施す 者たち を 
譬えて •よう。 かれらは 丘の 上に ある 果樹園の ように， 大雨が 注げば その 収穫は 倍加し， また 大 
雨がなくても， 少しの 湿り （で 足りる）。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 御存知で あられる 
〇 

266 . あなたがたの 中， ナツメ ヤシ やブ ドウの 園を 持ち， 川が 下を 流れ， そこに 凡ての 果実が あっ 
て も， 自分は 既に 年老い， その子は まだ 幼弱で おまけに 旋風が 猛火を 伴って きて， （全部） 焼き 
払うよう な ことを 望む 者が あろう か。 このように アツ ラーは， あなたがたに 印を 説き明かされる 
。 恐らく あなたがたは 反省す るであろう。 

267 . 信仰す る 者よ。 あなたがたの 働いて 得た よい ものと， われが， 大地から あなたがた のために 
生産した ものを 借し まず 施せ。 悪い ものを 図って， 施して はならない。 目を つむらず には， あな 
た （自身） さえ 取れない ような ものを。 アツ ラーは 満ち足りて おられる 方， 讃美され るべき 方で 
あられる ことを 知りなさい。 

268 •悪魔は 貧窮を もって あなたがたを 脅し， また 恥じ 知らず の 行いを 命じる。 だが アツ ラーは 寛 
容と 恩恵を あなたがたに 約束され て おられる。 アツ ラーは 厚 施に して 全知で あられる。 

269 . かれは 御 心に 適う 者に， 英知を 授けられる。 英知を 授けられた 者は， 本当に 多分の 良い もの 
を 授けられた 者で ある。 だが 思慮 ある 者の 外は， 誰も 反省し ない。 

270 . あなたがたが， どんな 施し物を しようと も， また どんな 誓いを 果たそう とも， アツ ラーは 本 
当に 凡てを 知って おられる。 凡そ 不義を 行う 者を 助ける 者は ない。 

271 . あなたがたは 施しを， あらわにしても 結構 だが， 人目を 避けて 貧者に 与えれば 更によ い。 そ 
れは あなたがたの 罪悪 （の 汚） の 一部を， 払い清める であろう。 アツ ラーは あなたがたの 行う こ 
とを 熟知され て おられる。 

272 •かれらを （正道に） 導く ことは， あなた （ムハンマド） の 責任では ない。 アツ ラーは， 御 心 
に 適う 者を 導かれる。 あなたがたが 施す 良い ものは， I な あなたがた 自身の ためで ある。 あなた 
がた は， アツ ラーの 御顔 （御喜び） を 願う 外には 施さない。 施した 良い ものは， 完全に あなたが 
たに 返されよう。 あなたがたは 不当に 遇せられる ことは ない ので ある。 

273. (あなたがたの 良い 施しは） アツ ラーの 道の ために， 心を いためながら も， 大地を 闊歩 出来 
ない 困窮者の ため （の ものである）。 かれらは 控え目で あるから， 知らない 者は 金 持で あると 考 
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える。 あなたがたは その 様子から 察しなければ ならない。 かれらは しつこ く 人び とに 請わない の 
である。 あなたがたが よい ものを 施せば， アツ ラーは 必ず それを 熟知され て おられる。 

274 •自分の 財を， 夜と なく 昼と なく， 人 日を 避けて， また あらわに 施す 者は， 主の 御 許から 報奨 
が 下される。 かれらには 恐れ もな く 憂い もない。 

275 . 利息を 貪る 者は， 悪魔に と りつ かれて 倒れた ものが する ような 起き 方し か出来ない であろう 
。 それは かれらが 「商売は 利息を とる ような もの だ。」 と言うから である。 しかし アツ ラーは， 
商売を 許し， 利息 （高利） を 禁じて おられる。 それで 主から 訓戒が 下った 後， 止める 者は， 過去 
のことは 許されよう。 かれの ことは， アツ ラー （の 御手の 中） にある。 だが （その 非を） 繰り返 
す 者は， 業火の 住人で， かれらは 永遠に その 中に 住む ので ある。 

276 . アツ ラーは， 利息 （への 恩恵） を 消滅し， 施し 〔サダ カ〕 には （恩恵を） 増加して 下される 
。 アツ ラーは 忘恩な 罪深い 者を 愛されない。 

277 . 本当に 信仰して 善行に 励 • ， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なす 者は， 主の 報奨を 与えら 
れ， 恐れ もな く 憂い もない。 

278 . あなたがた 信仰す る 者よ， （真の） 信者なら ば アツ ラーを 畏れ， 利息の 残額を 帳消しに しな 
さい。 

279 . もし あなたがたが それを （放棄） 

しないならば， アツ ラーと その 使徒から， 戦いが 宣告され よう。 だが あなたがたが 悔い改めるな 
らば， あなたがたの 元金は 収得 出来る。 （人び とを） 不当に 扱わなければ， あなたが たも 不当に 
扱われない。 

280 . また 債務者が もし 窮境に あるならば， そのめ どのつ く まで 待て。 も しあな たがた が 分って い 
るなら ば， （帳消しに して） 喜捨す る ことがあな たがた のために 最もよ い。 

281 . あなたがたは， アツ ラーに 帰される 日の ために （かれを） 畏れなさい。 その 時， 各人が 稼い 
だ 分に 対し 清算され， 誰も 不当に 扱われる ことは ないで あろう。 

282 . あなたがた 信仰す る 者よ， あなたがたが 期間を 定めて 選 借す る 時は， それを 記録に とどめな 
さい。 あなたがたの ことがらを 公正な 記録 者に 記録させる。 記録 者は， アツ ラーが 教えられ たよ 
うに 記録し， 書く のを 拒む ことは 出来ない。 それで かれに 記録 させなさい。 債務者に 口述 させな 
さい。 かれの 主 アツ ラーを 畏れ， 少しも それを 少なく 言って はならない。 もし 債務者が， 精神的 
に 欠ける か 幼弱 者で あり， または 自ら 口述で きない 場合は， 後見人に 公正に 口述 させなさい。 あ 
なた がた の 仲間から， 2 名の 証人を たてなさい。 2 名の 男が いない 場合は， 証人と して あなたがた 
が 認めた， 1 名の 男と 2 名の 女を たてる。 もし 女の 1 人が 間違っても， 他の 女が かの 女を 正す こと 
が 出来よう。 証人は （証言の ために） 呼ばれた 時， 拒む ことは 出来ない。 事の 大小に 拘ら ず， 期 
限を 定めた （取り決めは） 記録す る ことを 軽視して はならない。 それは， アツ ラーの 御 目には 更 
に 正しく， また 正確な 証拠と なり， 疑いを 避ける ために 最も 妥当で ある。 只し あなたがたの 間で 
受け 渡される， 直接の 取引の 場合は 別で ある。 それは 記録に とどめなくても， あなたがたに 罪は 
ない。 だが あなたがたの 取引に さいして は， 証人を 立てなさい。 そして 記録 者に も， 証人に も 迷 
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惑を かけて はならない。 もし （迷惑が かかる ことを） すれば， 本当に それは あなたがたの 罪で あ 
る。 だから アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラーは， あなたがたを 教えられた 方で ある。 アジ ラーは 
凡ての ことを 熟知され て おられる。 

283 . あなたがたが 旅行 中で 記録 者を 求め 得ない 時， 担保を （提供 させて） 手に入れて 置きなさい 
。 だが あなたがたが 栗い に 信用して いる 時， 信用され た 者には 託された ことを （忠実に） 果たさ 
せ， かれの 主 アツ ラーを 畏れさせなさい。 証言を 隠して はならない。 それを 隱す 者は， 心を 罪で 
汚す ものである。 アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 熟知され て おられる。 

284 . 天に あり 地に ある， 凡ての ものは アツ ラーの 有で ある。 あなたがた 自身の 中に ある ものを， 
現わして もまた 隱 しても， アツ ラーは それと あなたがたを 清算して おられる。 アツ ラーは， お ぼ 
しめしの 者を 赦 し， また おばし めしの 者を 罰される。 アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

285 . 使徒は， 主から 下された ものを 信じる， 信者たち もまた 同じで ある。 （かれらは） 皆， アツ 
ラーと 天使たち， 諸 啓 典と 使徒たち を 信じる。 わたしたちは， 使徒たち の 誰に も 差別を つけない 

(と言う）。 また， かれらは （祈って） 言う。 「わたしたちは， （教えを） 聞ォ， 服従し ます。 
主よ， あなたの 御赦 しを 願います。 （わたしたちの） 帰り 所は あなたの 御 許であります。」 

286 . アツ ラーは 誰に も， その 能力 以上の ものを 負わせられない。 （人び とは） 自分の 稼いだ もの 
で （自分を） 益し， その 稼いだ もので （自分を） 損う。 「 主よ， わたしたちが もし 忘れたり， 過 
ちを 犯す ことがあっても， 咎めないで 下さい。 主よ， わたしたち 以前の 者に 負わされ たような 重 
荷を， わたしたちに 負わせないで 下さい。 主よ， わたしたちの 力で かなわない ものを， 担わせな 
いで 下さい。 わたしたちの 罪障を 消滅な され， わたしたちを 赦 し， わたしたちに 慈悲を 御く だし 
下さい。 あなた こそ わたしたちの 愛護 者で あられます。 不信心の 徒に 対し， わたしたちを 御 助け 
下さい。」 

SURA3 .イム ラーン 家 章 〔アーリ. イム ラーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム • ミー ム， 

2 •アツ ラー， かれの 外に 神は なく， 永生し 自存され る 御 方で あられる。 

3 •かれは 真理を もって， あなたに 啓 典を 啓示され， その 以前に あった ものの 確証と し， また （先 
に） 律法と 福音を 下され， 

4 .この 前に も 人び とを 導き， （今） また （正邪の） 識別を 御 下しになる。 本当に アツ ラーの 印を 
偽りで あると する 者には， 烈しい 懲罰が あろう。 アツ ラーは 偉力 ならびなき 応報の 主で あられる 
〇 

5 •本当に 地に おいても 天に あっても， アツ ラーに 隱す 何もの もない。 

6 •かれ こそは， 御 心の ままに あなたがたを 胎内に 形造られる 方で ある。 かれの 外に 神は なく， 偉 
力 ならびなき 英明な 方で あられる。 
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7 .かれ こそは， この 啓 典を あなたに 下される 方で， その 中の （ある） 節は 明解で， それらは 啓 典 
の 根幹で あり， 他 （の 節） は あいまい である。 そこで 心の 邪な 者は， あいまいな 部分に とらわれ 
, (その 隠された 意味の） 欠陥を 求めて， それに 勝手な 解釈を 加えよう とする。 だが アツ ラーの 
外には， その （真の 意味） を 知る ものは ない。 それで 知識の 基礎が 堅固な 者は 言う。 「わたした 
ちは これ （ク ルアー ン） を 信じる。 これは 凡て 主から （賜わった もの） である。」 だが 思慮 ある 
者の 外は， 反省し ない。 

8 •(かれらは 祈って 言う。） r 主よ， わたしたちを 導かれた 後， わたしたちの 心を そらさないで 
下さい。 あなたの 御 許から， わたしたちに 御 慈悲を 与えて 下さい。 本当に あなた こそ， 限りなく 
与えられる 御 方で あられます。」 

9.  「主よ， 本当に あなたは 疑いの 余地の ない （最後の 審判の） 日に， 人び とを 集められる 方で あ 
られ ます。 アツ ラーは 約束を たが えられる ことはありません。」 

10 . 本当に （その 日）， 不信者た ちの 財産 も， その子 女 も， アツ ラーには 何の 役に も 立たないで 
あろう。 かれらは 業火の 薪と なろう， 

11 •ちょうど フィル アウンの 一族 や， かれら 以前の 者が よい 例で， かれらは わが 印を 拒否した。 
その 罪の ために， アツ ラーは かれらを 捕えられた。 アツ ラーは 懲罰に 厳重で あられる。 

12 •信仰を 拒否す る 者に 言って やる がいい。 「あなたがたは 打ち負かされて， 地獄に 追い 集めら 
れ よう。 何と 悪い 臥床で ある ことよ。」 

13 •両軍が 遭遇した 時， はっきりと あなたに 印が あった。 一つは アツ ラーの 道の ために 合戦す る 
軍勢， 外は 不信心な 者であった。 かれら （不信者） の 眼には， （ムス リム 軍勢が） 2 倍に 見えた 
。 アツ ラーは 御 心に 適う 者を， かれの 救護で 擁護され る。 誠に その 中には， 炯 限な 者への 教訓が 
ある。 

14 . 様々 な 欲望の 追求は， 人間の 目には 美しく 見える。 婦女， 息子， 莫大な 金銀 財宝， （血統の 
正しい） 焼 印を 押した 馬， 家畜 や 田畑。 これらは， 現世の 生活の 楽し •である。 だが アツ ラーの 
御 側 こそは， 最高の 安息 所で ある。 

15 . 言って やる がいい。 （ムハンマドよ）。 「わたしは これらよりも 善い ものを， あなたがたに 
告げよう か。 アジ ラーを 畏れる 者たち には， 主の 御 許に 楽園が あり， 川が 下を 流れて いる。 かれ 
らは その 中に 永遠に 住 •， 純潔な 配偶を 与えられ， アツ ラーの 御梔 x を 被る ので ある。 アツ ラー 
は しもべた ちを 御存知で あられる。」 

16.  r 主よ， わたしたちは 本当に 信じます。 それで あたした ちの 罪を 赦し ，火 （の 責め苦） の懲 
罰から 救って 下さい。」 と （祈って） 言う。 

17 . よく 耐え忍び， 誠実で， 敬 (虎？) に 奉仕して， （道の ために 賜物を） 施し， また 暁に （罪の） 

赦 しを 祈る 者たち である。 

18 •アツ ラーは かれの 外に 神がない ことを 立証な された。 天使たち も 正義を 守る 知識を 授った 者 
もまた （それを 証言す る）。 偉力 ならびなく 英明な かれの 外に， 神は ない ので ある。 
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19 . 本当に アツ ラーの 御 許の 教えは， イス ラーム （主の 意志に 服従， 帰依す る こと） である。 啓 
典を 授けられた 人び とが， 知識が 下った 後に 相 争う のは， 只 かれらの 間の 妬 •からで ある。 アツ 
ラーの 印を 拒否す る 者が あれば， アツ ラーは 本当に 清算に 迅速で あられる。 

20 . だから もし かれらが， あなたと 論争 するならば 言いなさい。 「わたし も わたしに 従う 者 も， 
真心 こめて アツ ラーに 服従， 帰依し 仕えます。」 また 啓 典を 授っ ている 人び とと 無知の 者たち に 
言いなさい。 「あなたがたは 服従， 帰依した のか。」 もし 服従， 帰依 すれば， たしかに 正しく 導 
かれ， 仮令 かれらが 背き 去る にしても， あなたの 務めは， 只 （啓示を） かれらに 伝える だけで あ 
る。 本当に アツ ラーは しもべた ちを （漏れな く） 御存知で あられる。 

21 •アツ ラーの 印を 信じないで， 正義を 無視して 預言者た ちを 殺害した 者， また 公正を 勧告す る 
人び とを 殺した 者には， 痛ま しい 懲罰が ある ことを 告げなさい。 

22 . このような 者たち の 行いは， 現世で も 来世で も 虚しく， かれらには 援助 者 もない。 

23 . あなたは 啓 典の 一部を 与えられ ていた 者たち が， かれらの 間の 裁判を， アツ ラーの 啓 典 （夕 
ウラー ト） に 頼る ようにと， 呼び かけられ るのを 見なかった のか。 だが かれらの 一部は 背き 去っ 
た， かれらは 転落 者で ある。 

24 . これは， かれらが 「わたしたちが 業火に 触れた としても 何日 かの 間に 過ぎないだろう。」 と 
言うた めで， かれらは その 教えに 就き， 自分の 樫 造した ものに 欺かれて 正しい 教えから 迷い 出て 
いるた めで ある。 

25 . 疑いの 余地の ない その 日， われが かれらを 集める 時には， どのように （かれらは なる だろう 
)。 各人は， 自分の 稼いだ ことに 対し （十分に） 報いられ， 不当に 扱われな いので ある。 

26.  (祈って） 言え。 「おお アツ ラ-， 王権の 主。 あなたは 御望 •の 者に 王権を 授け， 御望 •の 
者から 王権を 取り上げられる。 また 御望 •の 者を 高貴に なされ， 御望 •の 者を 低くな される。 （ 
凡ての） 善い ことは， あなたの 御手に ある。 あなたは 凡ての ことに 全能で あられる。 

27 . あなたは 夜を 昼の 中に 入らせ， 昼を 夜の 中に 入らせられる。 また あなたは， 死から 生を (?） し 
， 生から 死を (?) せられる。 あなたは 御 心に 適う 者に 限りなく 御 恵 •を 与えられる。」 

28 . 信者たち は， 信者を 差し置いて 不信心な 者を 親密な 友と しては ならない。 これを あえてす る 
者は， アツ ラーから （の 助け） は 全くないで あろう。 だが かれらが （不信者） から （の 危害を） 
恐れて， その 身を 守る 場合は 別で ある。 アツ ラーは 御自身を （の •念じる よう） あなたがたに 論 
される。 本当に アツ ラーの 御 許に， （最後の） 帰り 所は ある。 

29 •言って やる がいい。 「あなたがたが 胸の 中に ある ことを， 隱 しても また 現わしても， アツ ラ 
一は それを 知って おられる。 かれは 天に ありまた 地に ある 一切を 知って おられる。 アツ ラーは 凡 
ての ことに 全能で あられる。」 

30 .凡ての 人が， それぞれ 行った 善事と， その 行なった 悪事と を， まのあたりに 見る 日。 かれら 
は その 日と， その （行った 悪事との） 間に， 遠い 隔たりが ある ことを 望む であろう。 アツ ラーは 
, あなたがたに したしく 戒められる。 アツ ラーは しもべた ちに 慈悲 深く あられる。 
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31 . 言って やる がいい。 「あなたがたが もし アツ ターを 敬愛す るなら ば， わたしに 従え。 そうす 
れば アツ ラー も あなたがたを 愛でられ， あなたがたの 罪を 赦 される。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 
深く あられる。」 

32 . 言って やる がいい。 「アツ ラーと 使徒に 従いなさい。」 だが かれらが もし 背き 去るならば， 
誠に アツ ラーは 信仰を 拒否す る 者たち を 御 好 • に なられない。 

33 . 本当に アツ ラーは， アー ダムと ヌ ーフ， そして イブ ラー ヒー ム ー族の 者と イム ラーン ー族の 
者を， 諸 衆の 上に 御 選びに なられた。 

34 •かれらは， 一系の 子々 孫々 である。 アツ ラーは 全ョ にして 全知で あられる。 

35 . イム ラーンの 妻が こう （祈って） 言った 時を 思え， 「 主よ， わたしは， この 胎内に 宿った も 
のを， あなたに 奉仕の ために 捧げます。 どうか わたしから それを 御 受け入れ 下さい。 本当に あな 
たは 全 聴に して 全知で あられます。」 

36 . それから 出産の 時に なって， かの 女は （祈って） 言った。 「主よ， わたしは 女児を 生 •まし 
た。」 アツ ラーは， かの 女が 生んだ 者を 御存知で あられる。 男児は 女児と 同じでは ない。 「わた 
しは かの 女を マルヤ ムと 名付けました。 あなたに 御願いします， どうか かの 女と その子 孫の 者を 
) 呪うべき 悪霊から 御守り 下さい。」 

37 . それで 主は， 恵 •深く かの 女を 嘉納され， かの 女を 純潔に 美しく 成長 させ， ザカリ- ヤーに 
かの 女の 養育を させられた。 ザカリ- ヤーが， かの 女を 見舞って 聖 所に 入る 度に， かの 女の 前に 
, 食物が あるのを 見た。 かれは 言った。 「 マルヤ ム よ， どうして あなたに これが （来たの か）。 

」 かの 女は （答えて） 言った。 「これは アツ ラーの 御 許から （与えられました）。」 本当に アツ 
ラーは 御 自分の 御 心に 適う 者に 限りなく 与えられる。 

38 . そこで ザカリー ヤ-は， 主に 祈って 言った。 r 主よ， あなたの 御 許から， 無垢の 後継ぎ を あ 
たしに 御 授け 下さい。 本当に あなたは 祈りを 御 聞き届け 下さいます。」 


39 . それから かれが なお 聖 所で 礼拝に 立って いた 時， 天使が かれに 呼びかけた。 「アツ ラーから 
ヤヒヤ ーの 音 報を あなたに 授ける。 その子は アツ ラーの 御言 葉の 実証 者と なり， 尊貴， 純潔で 正 
しい 人々 の 事の 預言者と なろう。」 

40 . かれは 言った。 「主よ， どうして わたしに 男の子が あり 得ましょう。 わたしは もう 老齢に な 
ってし まい， 妻は 不妊であります のに。」 かれ （天使） は 言った。 「このように， アツ ラーは 御 
望 • のこと を 行われる。」 

41 . そこで かれ （ザカリー ヤー） は 言った。 「主よ， わたしに 印を 御 示し 下さい。」 かれ （天使 
) は 言った。 「あなたは 3 日の 間 人間と 話す ことが 出来ず， 身 振 だけで 意志を 通じさせる ことに 
なろう。 これが あなたに 与えられる 印で ある。 だから 多く あなたの 主を 念し， 朝に 夕 べに 讃 えな 
さい。」 

42 . 天使たち がこう 言った 時を 思い起せ。 「マルヤ ム よ， 誠に アツ ラーは あなたを 選んで あなた 
を 清め， 万有の 女人を 越えて 御 選びに なられた。」 
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43.  r マルヤ ム よ， あなたの 主に 崇敬の 誠を 棒げ てサジ ダしなさい。 ルク- ウ （立 礼） する もの 
と 一緒に ルクー ウ しなさい。」 

44.  これは 幽玄 界の 消息の 一部 であり， われは これを あなたに 啓示す る。 かれら が (篆? ) 矢を 投げ 
て 誰が マルヤ ムを 養育すべき かを 決めた 時， あなたは かれらの 中に いなか った。 また かれら が 相 
争った 時 も， あなたは かれらと 一緒ではなかった。 

45 •また 天使たち がこう 言った 時を 思え。 「マルヤ ム よ， 本当に アツ ラーは 直接 ご 自身の 御言 葉 
で， あなたに 吉報を 伝えられる。 マルヤ ムの 子， その 名は マス イー フ •イーサ ー， かれは 現世で 
も 来世で も 高い 栄誉を 得， また （アツ ラーの） 側近の 一人であろう。 

46 •かれは 揺り籠の 中で も， また 成 入して から も 人び とに 語り， 正しい 者の 一人で ある。」 

47 . かの 女は 言った。 「主よ， 誰も わたしに 触れた ことはありません。 どうして あたしに 子が 出 
来ましょう か。」 かれ （天使） は 言った。 「このように， アツ ラーは 御望 •の ものを 御 創り にな 
られ る。 かれが 一事を 決められ， 『有れ。』 と 仰せに なれば 即ち 有る ので ある。」 

48 . 主は 啓 典と 英知と 律法 と 福音と を かれに 教えられ， 

49 . そして かれを， イスラエルの 子孫への 使徒と された。 （イーサ ーは 言った。） 「わたしは， 
あなたがたの 主から， 印を (西？） したので ある。 わたしは あなたがたの ために， 泥で 鳥の 形を 造 
り， それに 息を 吹き込めば， アツ ラーの 御 許しに よりそれ は 鳥になる。 また アツ ラーの 御 許しに 
よって， 生れ 付きの 盲人 や， 願 患者を 治し， また 死者を 生き返らせる。 また わたしは， あなたが 
たが 何を 食べ， 何を 家に 蓄えて いるかを 告げよう。 もし あなたがたが （真の） 信者なら， その 中 
にあな たがた への 印が ある。 

50 . わたしは また， わたしより 以前に 下された 律法を 実証し， また あなたがたに 禁じられ ていた 
ことの 一部を 解禁す るた めに， あなたがたの 主からの 印を (西？） したので ある。 だから アツ ラ- 
を 畏れ，  わたしに 従いなさい。 

51 . 本当に わたしの 主は アツ ラーで あり， また あなたがたの 主で あられる。 だから かれに 仕えな 
さい。 これ こそは， 正しい 道で ある。」 

52 . イーサ ーは， かれらが 信じない のを 察知して， 言った。 「アツ ラー 

(の 道） のために， わたしを 助ける 者は 誰か。 」 弟子たち は 言った。 「わたしたちは， アツ ラー 
(の 道） の 援助 者です。 わたしたちは アツ ラーを 信じます。 わたしたちが ムス リムで ある ことの 
証人と なって 下さい。 

53 . 主よ， わたしたちは， あなたが 下された ものを 信じ， あなたの 使徒に 従います。 それで あた 
したち を 証人たち と 一緒に， 書きと めて 下さい。」 

54 •かれら （不信者） は 策謀した が， アツ ラ- も 策謀な された。 だが 最も 優れた 策謀 者は， アツ 
ラーで あられる。 
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55 . アツ ラーが こう 仰せられた 時を 思い起せ。 「イーサー よ， われは あなたを 召し， われの もと 
にあげて， 不信心 者 （の 虚偽） から 清める であろう。 また われは， あなたに 追従す る 者を， 審判 
の 日まで， 不信心の 者たち の 上位に おくであろう。 それから あなたがたは （皆） われの 許に 帰り 
, あなたがたが 争って いた ことに 就いて， われは 裁決を 下す であろう。 

56 . その 時 われは， 現世に おいても 来世で も 不信心な 者たち に 厳しい 懲罰を 与えよう。 （誰 一人 
) かれらを 助ける 者 もない。」 

57 . 主は 信仰して 善行に 動む 者を （十分に） 報奨され る。 だが アツ ラ-は， 不義を 行う 者を 御 好 
• にならない。 

58.  「 これは われが あなたに 読 •聞かせる 印で あり， また 英知に 満ちた 教訓で ある。」 

59 . イーサ ーは アツ ラーの 御 許では， 丁度 アー ダムと 同じで ある。 かれが 泥で かれ （アー ダム） 

を 創ら れ， それに 「有れ。」 と 仰せになる とかれは （人間と して） 存 巧した。 

60 . 真理は あなたの 主から （来る）。 だから 懐疑の 徒の 仲間と なって はならない。 

61.  (イーサ -に 関する） 真実の 知識が あなたに 下された 後， もし かれに 就いて あなたと 議論す 
る 者が あれば， 言って やる がいい。 「さあ， わたしたちの 子孫と あなたがたの 子孫， わたしたち 
の 妻たち と あなたがたの 妻たち， わたしたちと あなたがたを 一緒に 呼んで， アツ ラーの 御 怒りが 
嘘 付き者の 上に 下る ように 祈ろう。」 

62 . 誠に これは， 真実な 物語で ある。 アツ ラーの 外に 神は ない。 本当に アツ ラーは 偉力なら びな 
く 英明で あられる。 

63 . だが かれらが もし， 背き 去るならば， アツ ラーは 悪を 行う 者を 熟知され る。 

64 . 言って やる がいい。 「啓 典の 民よ， わたしたちと あなたがたとの 間の 共通の ことば （の 下） 

に 来なさい。 わたしたちは アツ ラーに だけ 仕え， 何ものを も かれに 列し ない。 また わたしたちは 
アツ ラーを 差し置いて， 外の ものを 主として 祟ない。 」 それでもし， かれらが 背き 去るならば， 
言って やる がいい。 「わたしたちは ムス リムで ある ことを 証言す る。」 

65 . 啓 典の 民よ， 何故 あなたがたは， イブ ラー ヒー ムの ことで 論争す るの か。 律法と 福音とは， 
かれ 以後に 下された のでは ないか。 あなたがたは 理解 しないの か。 

66 . 本当に あなたがたは， （いくらか） 知識の ある ことに 就いて （さえ） 論争に 陥る のに， どう 
して あなたがたは， 知識の ない ことに 就いて 論争す るの か。 アツ ラーは 知って おられる が， あな 
たがた は （何も） 知らない。 

67 . イブ ラー ヒー ムは ユダヤ教 徒で も キリス ト 教徒で もなかった。 しかし かれは 純正な ムス リム 
であり， 多神教 徒の 仲間ではなかった ので ある。 

68 . 本当に イブ ラー ヒ- ムに 最も 近い 人び とは， かれの 追従 者と この 預言者 （ムハンマド）， ま 
たこの 教えを 信奉す る 者たち である。 アツ ラー こそは， 信者たち を 愛護され る 御 方で あられる。 
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69 •啓 典の 民の 一派は， あなたがたを 迷わせようと 望んで いる。 だが かれらは 自分自身を 迷わす 
だけで， 自らは それに 気付かない。 

70 .啓 典の 民よ， 何故 アツ ラ-の 印を 拒否す るの か， あなたがたは （自ら） その 証人では ないか 
〇 

71 •啓 典の 民よ， あなたがたは 何故 虚偽で 真理を 覆い， （悪い ことと） 知りながら 真理を 隱 すの 
か。 

72 . 啓 典の 民の 一派は 言う。 「一日の 始めには 信者 ムス リムたち に 下された ものを 信じて， （そ 
の 日の） 終りには 拒否す るが いい。 恐らく かれら （ムス リムに なった 者） は， （イス ラームを 捨 
てて， わたしたちの 方に） 戻って 来る であろう。 

73 . ただし （本心では） あなたがたの 教えに 従う 者の 外は， 信じて はならない。 」 言って やる が 
いい。 「本当の 導きは， アツ ラーの 御 導きで ある。 あなたがたに 与えられ たものと 同じ ものを 外 
の 者が 与えられ， かれらが あなたがたと 主の 御前で 論争す る （ことを 恐れる） のか。 」 言って や 
るが いい。 r 凡ての 賜物は， アツ ラーの 御手に あり。 かれは 御 心に 適う 者に それを 授ける。 アツ 
ラーは 厚 施に して 全知で あられる。 

74 •かれは 御 心に 適う 者を， 引き立て 慈悲を 御 与えになる。 アツ ラーは， 偉大な 施 恩の 主で あら 
れ る。」 

75 . 啓 典の 民の 中には， あなたが 千金を 託しても これを 返す 者 も あれば， あなたが 不断に 催促し 
ない 限り， 一枚の 銀迂を 託しても 返さない 者 も ある。 それは かれらが 「無知の 者たち に 就いては 
, わたしたちに 責めは ない。」 と言うた めで ある。 かれらは 故意に， アツ ラーに 虚偽を 語る もの 
である。 

76 . いや 本当に アツ ラ-は， 自分の 約束を 全うし， 自分の 義務を 果たす 者を 愛でられる。 

77 . アツ ラーの 約束と， 自分の 誓いと を 売って 僅かな 利益を 購う 者は， 来世に おいて 得分は ない 
であろう。 復活の 日には， アツ ラーは かれらに 御言 葉 も 与えず， また 顧 •られ ず， 清められる こ 
ともない。 かれらは 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

78 . かれらの 中には， 自分の 舌で 啓 典を ゆがめ， 啓 典に ない ことを 啓 典の 一部で あるかの ように 

, あなたがたに 思わせよう とする 一派が ある。 また かれらは， アツ ラーの 御 許からで はない もの 
を， r それは アツ ラーから 来た もの だ。」 と言う。 かれらは 故意に アツ ラーに 就いて 虚偽を 語る 
者で ある。 

79 . 啓 典 と 英知と 預言者と し ての 天分 を アツ ラーから いただいた 一人の 人間で ありながら， 後に 
なって 人び とに 向い， 「あなたがたは アツ ラーの 外に， わたしを 崇拝しなさい。」 とは 言えない 
。 むしろ 「あなたがたは， 主の 忠実な しもべと なりなさい。 あなたがたは 啓 典を 教えられ ている 
ので ある。 それを 誠実に 学びなさい。」 と （言うべき である）。 

80 •かれは 天使 や 預言者た ちを 主と しなさい， と 命じる こと も 出来ない。 あなたがたが ムス リム 
になった 後， かれが どうして， 不信心を あなたがたに 命じる ことが 出来よう か。 
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81 . アツ ラーが 預言者た ちと 約束され た 時を 思え。 （かれは 仰せられた）。 「われは 啓 典と 英知 
とを あなたがたに 授ける。 その後で， あなたがたが 持つ （啓 典） を 実証す るた め， 一人の 使徒が 
あなたがたの ところに 来る であろう。 （その 時） あなたがた はかれを 信じ， かれを 助けなさい。 

」 かれは 仰せられた。 「あなたがたは これを 承知す るか。 この ことにつ いて， われと 固い約束を 
する か」 かれらは 申し上げた， 「承知し ました」 r それなら あなたがたは 証言しなさい。 われ も 
あなたがた と共に 立証し よう。」 と 仰せられた。 

82 . その後で， 背いたならば， それらの 者 こそ 背信者で ある。 

83 . アツ ラーの 宗教の 外に， 他 （の 宗教） を 求める というの か， 天と地に ある ものは， 好む と 好 
まざる とを 問わず， 只 かれに 服従， 帰依し， かれ （の 許） に 帰される ので ある。 

84 . 言え， r わたしたちは アツ ラーを 信じ， わたしたちに 下された ものを 信じ， また イブ ラー ヒ 
ーム， イス マー イー ル， イス ハーク， ヤア コーブ および 諸 支挨に 下された ものを 信じ， また ム- 
サ ーと イーサ ーと  (その他の） 預言者た ちに 主から 授かった ものを 信じます。 わたしたち はかれ 
ら （預言者たち） の 間に， どんな 差別 もしません。 わたしたちは， 只 かれに 服従， 帰依し ます。 

J 

85 . イス ラーム 以外の 教えを 追求す る 者は， 決して 受け入れられない。 また 来世に おいては， こ 
れらの 者は 失敗 者の 類で ある。 

86 . アツ ラーは どうして これらの 者を 導かれよ うか， 一度 信仰を 受け入れて 後， 不信心になる 仲 
間， また 使徒が 真実で ある ことを 証言し， 明 証が かれらに 来た 後， 不信心になる 仲間を。 本当に 
アツ ラーは， 不義の 民を 御 導きに ならない。 

87 . かれらへの 報酬は， アツ ラーと 天使たち， そして 人び とが 一斉に かれらの 上に 注ぐ 呪で あり 

88 . かれらは 永遠に その 中に 住む であろう。 その 懲罰は 軽減され ないし， また 猶予され ない。 

89 . だが 後に 悔い改めて， 身を 修める 者は 別で ある。 本当に アツ ラーは， 寛容に して 慈悲 深く あ 
られ る。 

90 . だが 一度 信仰し た 後 不信心に なり， 不信心を 増長し た 者は， 悔悟 しても 決 して 受け入れられ 
ないで あろう。 かれらは 迷い 去った 者で ある。 

91 . 信仰を 拒否す る 不信者と して 死ぬ 者は， 仮令 大地に 満ちる 程の 黄金で その 罪を 償おう として 
も， 決して 受け入れられない。 これらの 者には 痛ましい 懲罰が あり， 助ける 者 もな 

92 . あなたがたは 愛する ものを （施しに） 使わない 限り， 信仰を 全うし 得ないで あろう。 あな スが 
たが （施しに） 使う どんな もので も， アツ ラーは 必ず 御存知で ある。 

93 •律法が 下される 以前は， イスラエルの 子孫が 自ら 禁じて いた ものの 外， 一切の 食物は イスラ 
エルの 子孫に 合法であった。 （かれらに） 言って やる がいい。 「 もし あなたがたが 真実なら， 律 
法を もってきて それを 読誦しなさい。」 
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94 . その後に おいても アッ ラーに 関し 虚偽を 述べる 者は， 不義を 行う 者で ある。 

95 . 言って やる がいい。 「アッ ラーは 真実を 語られる。 だから 純正な イブ ラー ヒー ムの 教えに 従 
いなさい。 かれは， 多神教 徒の 仲間ではなかった。」 

% .本当に 人々 のために 最初に 建立され た 家は， パッカの それで， それは 生ける もの 凡てへの 祝 
福で あり 導きで ある。 

97 . その 中には， 明白な 印が あり， イブ ラ- ヒ- ムが 礼拝に 立った 場所が ある。 また 誰でも その 
中に 入る 者は， 平安が 与えられる。 この 家への 巡礼は， そこに 赴ける 人び とに 課せられた アッ ラ 
一への 義務で ある。 背信者が あっても， まことに アッ ラーは 万有に （超越され） 完全に 自足され 
て おられる 方で ある。 

98 . 言って やる がいい。 「啓 典の 民よ， あなたがたは アッ ラーの 印を 拒否す るの か。 アッ ラーは 
あなたがたの 行う 凡ての ことを 見て おられる の だ。」 

99 . 言って やる がいい。 「啓 典の 民よ， あなたがたは 何故 アッ ラーの 道から 信仰す る 者たち を 拒 
否し， 曲げさせよう とする のか。 あなたがたは （アッ ラーの 御 導きを） 立証した 者では ないか。 
アッ ラーは あなたがたの 行う ことを 見逃されない。」 

100 . 信仰す る 者よ， あなたがたが も し 啓 典の 民で あるから といって 一分 派に 従うならば， かれら 
は 信仰 に 入った あなたがたを 不信心 者に 引き戻す であろう。 

101 •どう して あなたがたは， 信仰を 拒否す る ことが 出来よう か， アッ ラーの 啓示が あなたがたに 
読誦され， また かれの 使徒は， あなたがたの 間にい るでは ないか。 アッ ラーに しっかりと 鎚 って 
いる 者は， 必ず 正しい 道に 導かれる ので ある。 

102 . あなたがた 信仰す る 者よ， 十分な 畏敬の 念で アッ ラーを 畏れなさい。 あなたがたは ムス リム 
にならずに 死んで はならない。 

103 . あなたがたは アッ ラーの 袢に 皆で しっかりと 鎚 り， 分裂して はならない。 そして あなたがた 
に対する アッ ラーの 恩恵を 心に 銘じ なさい。 初め あなたがたが （栗い に） 敵であった 時 かれは あ 
なた がた の 心を （愛情で） 結び付け， その 御 恵 •により あなたがたは 兄弟と なった ので ある。 あ 
なた がた が 火獄の 穴の 辺りに いたのを， かれが そこから 救い出され たので ある。 このように アッ 
ラーは， あなたがた のために 印を 明示され る。 きっと あなたがたは 正しく 導かれる であろう。 

104 •また， あなたがたは 一団と なり， （人び とを） 善い ことに 招き， 公正な ことを 命じ， 邪悪な 
ことを 禁じる ようにしなさい。 これらは 成功す る 者で ある。 

105 . 明 証が かれらに 来た 後 分裂し， また 論争す る 者の ようであって はならない。 これらの 者は， 
厳しい 懲罰を 受ける であろう。 

106 . その 日 ある 顔は 白くな り， また ある 顔は 黒くなる。 顔が 黒く なった 者には （言われよう）。 
「あなたがたは 一度 信仰した 後， 不信心に 返った。 あなたがたは 不信仰であった ために， 懲罰を 

味わう ので ある。」 
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107 •だが その 顔が 白く なった 者は， アツ ラーの 慈愛を こうむり， 永遠に その 中に 住む。 

108 . これらは アツ ラーの 印で ある。 われは 真理に よって これを あなたに 読 •聞かせる。 アツ ラー 
は 凡ての ものに，  不公正を 望まれない。 

109 . 天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 （一切の） 事物は， アツ ラーに 帰さ 
れ る。 

110.  あなたがたは， 人類に 遺された 最良の 共同体で ある。 あなたがたは 正しい ことを 命じ， 邪悪 
な ことを 禁じ， アツ ラーを 信奉す る。 啓 典の 民 も 信仰す るなら ば， かれらの ために どんなに よか 
った か。 だが かれらの ある 者は 信仰す るが， 大部分の 者は アツ ラーの 淀に 背く ものたち である。 

111 •かれらは 只 少しの 邪魔を する だけで， あなたがたに 害を 与えられない。 仮令 敵対し かけて き 
て も あなたがたに 背を 向けて しまい， 誰からの 助け も 得られないで あろう。 

112 •かれらは どこに 行っても， 屈辱を 受ける であろう。 アツ ラーから （保護） の聖 約を 授かる か 
, 人び とと （攻守） の 盟約を しない 限りは。 かれらは アツ ラーの 怒りを 被む り， 貧困に 付き まと 
われよう。 これは かれらが， アツ ラーの 印を 信じずに， 正義を 無視して a 言 者たち を 殺害した た 
めで ある。 これは かれらが 反抗して 法を 越えて いたた めで ある。 

113 .かれら （全部） が 同様な のでは ない。 啓 典の 民の 中に も 正しい 一団が あって， 夜の 間 アツ ラ 
一の 啓示を 読誦し， また （主の 御前に） サジ ダす る。 

114 •かれらは アツ ラーと 最後の 日と を 信じ， 正しい ことを 命じ， 邪悪な ことを 禁じ， 栗い に 善事 
に 競う。 かれらは 正しい 者の 類で ある。 

115 •かれらの 行う 善事は， 一つと して （報奨を） 拒否され る ことは ないで あろう。 アツ ラーは 主 
を 畏れる 者を 御存知で あられる。 

116 . 本当 に 信仰し ない 者の 財宝 も その子 女 も， アツ ラーに 対しては 少しも 役立たないで あろう。 
かれらは 業火の 住人で ある。 永遠に その 中に 住む。 

117 . かれらが， この 世の 生活で 費す ものを 例えれば， （霜を 運ぶ） 寒風が 邪悪の 者たち の 田畑を 
襲い， その 作物を 減 ばす ような もの。 アツ ラーは かれらを 損われない。 だが かれらは 自ら 自分を 
損って いる。 

118 . 信仰す る 者よ， あなたがたの 仲間 以外の 者と， 親密に しては ならない。 かれらは あなたがた 
の 堕落を 厭わない。 あなたがたの 苦難を 望んで いる。 憎悪の 情は， もう かれらの 口から ほとばし 
ってい る。 だが その 胸の 中に 隱す ところは， 更に 甚 しい。 われは 既に 種々 の 印を， あなたがたに 
鮮明に した。 只 あなたがたの 理解す る 力が 問題な だけで ある。 

119 . それ， あなたがた （ムス リム） はかれら を 愛して いるが， かれらは あなたがたを 愛して はい 
ない。 あなたがたは どの 啓 典 も 信じる。 だが かれらは あなたがたと 会う と， 「わたしたちは 信じ 
る。」 と言う。 しかし かれら だけの 時は， あなたがたに 憤激して 指先を (嚙? ) む。 言って やる が 
いい。 「憤死しなさい。 アツ ラーは あなたがたが 胸の 中に 抱く ことを 知って おられる。」 
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120 .あなたがたに 幸運が 訪れる と， かれらは 憂い， もし 災難が あなたがたを 襲えば， かれらは 喜 
ぶ。 だが あなたがたが 忍耐して， 主 だけを 畏れて いるならば， かれらの 陰謀は 少しも あなたがた 
を 害しないで あろう。 誠に アツ ラーは かれらの 行う こと 全てを 知って おられる。 

121 •あなたが 早朝に 家を 出て， 信者たち を 戦 間の 配置に つかせた 時を 思え。 アツ ラ-は 全 聴に し 
て 全知で あられる。 

122 . あなたがたの 中の 2 団 が， 臆病で 怯んだ 時を 思え。 だが アツ ラーは かれらを 援護され た。 だ 
から， 信者は （不断に） アツ ラーを 信頼すべき である。 

123 . アツ ラーは， あなたがたが バド ルで 微弱であった とき， 確かに 助けられた。 だから アツ ラー 
を 畏れなさい。 きっと あなたがたに 感謝の念が 起きる であろう。 

124 . あなたが 信者たち に 言った ことを 思い起せ。 「主が， 3 千の 天使を 御 下しに なって あなたが 
たを 助けられても， まだ 充分では ない のか。 

125 . いや それ どころ か， あなたがたが 耐え忍んで， 主を 畏れるならば もし 敵軍が 急襲して 来ても 
, 主は， 5 千の 天使で あなたがたを 援助され るであろう。」 

126 . アツ ラーは， 只 あなたがたの 心の 安らぎの ために， 吉報を 伝えられた。 偉力 ならびなく 英明 
であられる アツ ラーの 御 許からの 外には， 助けは ない ので ある。 

127 . これは かれが， 一部の 不信者を 切り崩し， かれらを 卑しめ， 失望 させ 退かせる ためで ある。 

128.  (アツ ラーが） かれらに 哀れ •を かけられた のか， それとも 懲罰な される かは， あなたに 関 
わる ことでは ない。 かれらは 本当に 不義を 行う 者で ある。 

129 . 天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラ-の 有で ある。 かれは 御望 •の 者を 赦 し， また 御望 
• の 者を 罰される。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

130 . あなたがた 信仰す る 者よ， 倍にし またも 倍にして， 利子を 貪って はならない。 アツ ラーを 畏 
れ なさい。 そうすれば あなたがたは 成功す るであろう。 

131 •そして 信仰を 拒否す る 者の ために 準備され ている 業火を 恐れなさい。 

132 •アツ ラーと 使徒に 従いなさい。 そうすれば あなたがたは， 慈悲を 受けられる であろう。 

133 . あなたがたの 主の 御赦 しを 得る ため， 競いなさい。 天と地 程の 広い 楽園に （入る ために）。 
それは 主を 畏れる 者の ために， 準備され ている。 

134 . 順境に おいても また 逆境に あっても， （主の 贈物を 施しに） 使う 者， 怒りを 押えて 人び とを 
寛容す る 者， 本当に アツ ラーは， 善い行いを なす 者を 愛でられる。 

135 . また 醜ォな 行いを したり， 過失を 犯した 時， アツ ラーを 念して その 罪過の 御赦 しを 請い， 「 
アツ ラーの 外に， 誰が 罪を 赦す ことが 出来 ましよう。」 （と 祈る 者）， また その 犯した ことを， 
故意に 繰り返さない 者。 
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136 .これらの 者への 報奨は， 主からの 寛大な 御赦 しと， 川が 下を 流れる 楽園で あり， かれらは そ 
の 中に 永遠に 住む であろう。 奮闘 努力す る 者への 恩恵は 何とよ いこと であろう。 


137 . あなたがた 以前に も 多くの 摂理の 例が あった， あなたがたは 地上を 旅して， 真理を 嘘と いう 
者の 最後が どう であった かを 見なさい。 

138 . これは 人び とに 対する 説き明かし であり， また 主を 畏れる 者への 導きで あり， 訓戒で ある。 

139 . それで 気力を 失ったり， また 絶望して はならない。 あなたがたが 信者なら ば， 必ず 勝利を 得 
るので ある。 

140 •あなたがたが もし 損傷を 被っても， 相手方 もまた 同様の 打撃を 受けて いる。 われは 人間の 間 
に （種々 の 運命の） こんな 日を 交 栗に 授ける。 アツ ラーは これに よって （本当の） 信者を 知り， 
あなたがたの 中から （真理の ための 殉教の） 実証 者を あげられる。 アツ ラ-は 不義の 徒を 愛され 
ない。 

141 . アツ ラーは， このよう にして 信仰す る 者たち を 清め， 信仰を 拒否す る 者を 没落 させられる。 

142 . アツ ラーが， あなたがたの 中 奮闘 努力す る 者と， よく 耐え忍ぶ 者が， 誰で あるかを 知られな 
い 間に， あなたがたは 楽園に 入れる と 考える のか。 

143 . 本当に あなたがたは， 死に 当面する 前は， それを 望んで いたでは ないか。 今， まさに あなた 
がた は それを 目の前に 見た であろう。 

144 . ムハンマドは， 一人の 使徒に 過ぎない。 使徒たち はかれの 前に 逝った。 もし かれが 死ぬ か， 
または 殺されたら， あなたがたは 踵を 返す のか。 誰が 踵を 返そうと も， 少しも アツ ラーを 損う こ 
とは 出来ない。 だが アツ ラーは， 感謝 （して かれに 仕える） 者に 報 われる。 

145 . アツ ラーの 御 許しがなくて は， 誰も 死ぬ ことは 出来ない。 その 定められた 時期は， 登録され 
ている。 誰でも 現世の 報奨を 求める 者には， われは これを 与え， また 来世の 報奨を 求める 者に も 
, われは それを 与える。 われは 感謝 （して 仕える） 者には， 直ちに 報いる であろう。 

146 •どれ 程の 預言者が， 信心深い 多くの 敬神な 衆と 共ヤこ 戦った か。 かれらは アツ ラーの 道に お 
いて， 遭遇した ことに 気力を 落さないで， また 弱気に もなら ず 屈しなかった。 誠に アツ ラーは 耐 
え 忍ぶ ものを 愛でられる。 

147. (どんな 時で も） かれらが 口にする のは， 唯こう いう 言葉であった。 r 主よ， わたしたちの 
様々 な 罪 や 行き過ぎた 行いを 赦 して 下さい。 わたしたちの 足場を 固め， 不信心な 者たち に対して 
力を 与え 助けて 下さい。」 

148 •こうして アツ ラーは， かれらに 現世の 報奨と， 来世の 善美の 報奨を 授ける。 アツ ラーは 善い 
行いを なす 者を 愛でられる。 

149 .信仰す る 者よ， あなたがたが も し 不信心 者に 従うならば， かれらは あなたがたの 踵を 返させ 
, 失敗 者に 後戻りさせる であろう。 
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150 .いや， アツ ラー こそは， あなたがたを 愛護し， また 最も 優れた 援助を 与えられる 方で あられ 
る。 


151 . やがて われは， 不信心な 者の 胸の 中に， 恐怖を 投げ込もう。 それは かれらが， 何の 権威 も授 
けられて いない ものを， アツ ラーと 同位に 崇めた ためで ある。 かれらの 住 •家は 業火で ある。 不 
義を 行う 者の 住まい こそ 哀れで ある。 

152 . 本当に あなたがたが， アツ ラーの 許しの 下に， 敵を 撃破した 時， かれは あなたがたへの 約束 
を 果たされた。 だが かれが， あなたがたの 好む もの （戦利品） を 見せられた 後， しり ご •する よ 
うにな り， 事に 当って 争いは じめ， ついに 命令に 背く ようになった。 あなたがたの 中には， 現世 
を 欲する 者 も あり， また 来世を 欲する 者 も ある。 そこで かれは 試 •のために， あなたがたを 敵 か 
ら 退却 させられた。 だが かれは， もうあな たがた を 許された。 アツ ラーは 信者たち には， 慈悲 深 
く あられる。 

153 . その 時 使徒は， 後から 呼び戻し たの だが， あなたがたは （逃げ道を） 駆け登り， 他を 顧 •な 
かった。 それで かれは 苦難に つぐ 苦難で， あなたがたに 報 われる。 これは あなたがたが 失った も 
のに 就いて 悲しまず， また 遭遇した ことを 悲しまな いように （という 配慮から なされた こと）。 
アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 知り 尽くされる。 

154.  それから かれは， 苦難の 後の 安らぎを あなたがたに 下される。 あなたがたは 僅か な 眠り に 陥 
ったが， 一部の ものは 自分の アと （だけ） を 苦慮して， アツ ラーに 対し 間違った （多 神， 無神論 
者の） 考え方を して 愚かな 臆測を し， （心の中で） 言った。 わたしたち はこの ことで， 一体 何を 
得る のであろう か。」 言って やる がいい。 「本当に この ことは， 凡て アツ ラーに 属する ので ある 
。 」 かれらは あなたに 言えない ことを， 自分で 隠して いる。 そして また （心の中で） 言った。 「 
もし わたしたちが この ことで 何 か 得る のなら ば， わたしたちは ここで 殺されないで あろう。 」 言 
って やる がいい。 「仮令 あなたがたが 家の 中に いたと しても， 死が 宣告され た 者は， 必ず その 死 
ぬ 場所に 出て 行く ので ある。」 これは アツ ラーが， あなたがたの 胸に 抱いて いる ことを 試 •，あ 
なた がた の 胸の 中に 抱く ものを， 払い清められる ためで ある。 本当に アツ ラーは あなたがたが 胸 
に 抱く ことを 熟知な される。 

155 •両軍が 相対した 日， あなたがたの 中に 敗退した 者が あった のは， かれらが 稼いだ 或る こと （ 
罪） のために， 悪魔が 躓かせた ためで ある。 だが アツ ラーは かれら （の 誤ち） を 許された 。アツ 
ラーは 寛容に して 大度 量で あられる。 

156 . あなたがた 信仰す る 者よ， 不信者の ようであって はならない。 かれらの 兄弟 （同胞） が 地上 
を 旅し， または 戦争に 出征して いる 時， （不信者の ように） 「かれらが もし わたしたちと 一緒に 
いたならば 死なずに 済 •， また 殺されなかった であろうに。」 と言うのは， アツ ラーが そのこと 
で かれらの 心に 悲嘆を 引き起こされ たためで ある。 アツ ラーは 御 心の ままに 生を 授け， また 死を 
与えられる。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 御存知で あられる。 

157 . 仮令 あなたがたが， アツ ラ-の 道の ために， 殺害され または 死んでも， アツ ラ-の 寛容と 慈 
悲 とは， かれらの 蓄えた 凡ての ものよ り 優れてい る。 
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158 . 仮令 あなたがたが 死んでも または 殺害 されても， あなたがたは 必ず アツ ラーの 御 許に 召 し 集 
めら れ るので ある。 

159 . あなたが かれらを 優しく したのは， アツ ラーの 御 恵 • であった。 あなたが もしも 薄情で 心が 
荒々 しかったならば， かれらは あなたの 周囲から 離れ 去った であろう。 だから かれら （の 過失） 
を 許し， かれらの ために （アツ ラーの） 御赦 しを 請いなさい。 そして 諸事に わたり， かれらと 相 
談 しなさい。 いったん 決ったならば， アツ ラーを 信頼しなさい。 本当に アツ ラーは 信頼す る 者を 
愛でられる。 

160 •アツ ラーが も しあな たがた を 助けられれば， 何もの も あなたがたに 打ち勝つ 者は ない。 もし 
か れが あなた がた を 御 捨てに なったら ば， かれの 外に 誰が あなたがたを 助ける ことが 出来よう か 
。 だから 信者たち は アツ ラーを 信頼しなさい。 

161 .凡そ 預言者に， 不誠実な ことは あり 得ない。 不誠実な 者は 審判の 日に， その 着服した ものを 
持ち出す であろう。 その 時 各人は， その 行いに 対し 完全な 報いを 受け， 不当に 扱われない。 

162 •アツ ラーの 喜ばれる ところに 従う 者は， アツ ラーから 怒りを 被る 者の ようで あってなる もの 
か。 かれの 住まいは 地獄で ある。 何と 哀れな 行く末であろう か。 

163 .アツ ラーの 御 許 （の 賞罰） においては， かれらの 間に も 差別が あろう。 アツ ラーは， かれら 
の 行う ことを 御存知で あられる。 

164 •本当に アツ ラ-は， 信者たち に対して 豊かに 恵 •を 授けられ， かれらの 中から， 一人の 使徒 
を あげて， 啓示を かれらに 読誦 させ， かれらを 清め， また 啓 典と 英知を 教えられた。 これまで か 
れらは 明らかに 迷い 誤の 中に いたので ある。 

165 . ところが， 一度 あなたがたに 艱難が 下る と， 且つて これに 2 倍す る 程の 打撃を （敵に） 与え 
たのに， あなたがたは 言う。 「これは 一体 どうした ことか。」 言って やる がいい。 「それは あな 
たがた 自身から 来た ものである。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。」 

166 . 両軍が 相 会した 日に， あなたがたの 被った ことは アツ ラーの 御 許しに よった もので， それは 
かれが （それに よって） 信者を 知って おられ， 

167 •偽 信者を も 知って おられる ためであった。 「アツ ラーの 道の ために 出征しなさい。 それとも 
(自分の 町を） 守備しなさい。」 と言われ ると， r かれらは わたしたちに 戦う こと （の 価値） が 
分れば， あなたがたに 従おう」 と 言った。 その 日 かれらは， 信仰よりも 背信に 近かった。 かれら 
の 口は 心に もない ことを 言う。 だが アツ ラーは， かれらの 隠す ことを 凡て 知って おられる。 

168 •かれらの 同胞 （の 戦死） に 就いて， 「かれらが わたしたち （の 言） に 従って， 座視して いた 
ら， 殺されなかった ものを。」 と言う 者が ある。 言って やる がいい。 「もし あなたがたの 言葉が 
真実なら ば， あなたがたは， 先ず 自分で 死から 免れて •なさい。」 

169 .アツ ラーの 道の ために 殺害され た 者を， 死んだ と 思って はならない。 いや， かれらは 主の 御 
許で 扶養され て， 生きて いる。 
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170 •かれらは アツ ラーの 恩恵に より， 授かった ものに 満悦し， かれらの あとに 続く （生き残った 
) 人たち のために 喜んでい る。 その （生き残った） 人たち は 恐れ もな く 憂い もない と。 

171 .アツ ラーの 御 恵 •と 恩恵を 喜び， また アツ ラーが 信者への 報奨を， 決してむ だに されない こ 
とを 喜んでい る。 

172 •負傷した 後で も アツ ラーと 使徒の 呼びかけに 応えた 者， 正義を 行い， また 主を 畏れる 者には 
, 偉大な 報奨が ある。 

173 .人び とが， かれらに 向かって 言った。 「見なさい， あなたがた に対して 大 軍が 集結して いる 
。 かれらを 恐れるべき である。」 だが この ことが 却って かれらの 信仰を 深めた。 そして 「わたし 
たちには， アツ ラーが いれば 万全で ある。 かれは 最も 優れた 管理者で あられる。」 と 言った。 

174 •だから こそ かれらは， アツ ラーの 御 恵 •と 恩恵に 浴して 帰って来た。 艱難に も 遭遇し ないで 
， かれらは アツ ラーの 喜ばれる ところに 従う ことが 出来た。 本当に アツ ラーは 偉大な 恩恵の 主で 
あられる。 

175 . かの 悪魔は， かれの 追従 者たち を， 恐れさせる だけで ある。 だから あなたがたが 真の 信者な 
らば， かれらを 畏れず われを 畏れなさい。 

176 . 不信心に 向かって 急ぐ 者の ために， あなたの 心を 痛ませて はならない。 かれらは， 少しも ア 
ツ ラーを 損えない。 アツ ラーは 来世に おいて， かれらに 福 分を 与える ことを 望まれない。 かれら 
は 重い 懲罰を 受ける だけで ある。 

177 •信仰の 代り に 不信心を 購 なった 者は， 少しも アツ ラーを 損えない。 かれらは 手痛い 懲罰を 受 
ける であろう。 

178 . 信じない 者に われが 与える 猶予を， かれら 自身に と り 有利 だと 思わせて はならない。 われは 
只， かれらの 不義を 増長させる ために， それを 与えて いるので ある。 かれらは 恥ず べき 懲罰を 受 
ける であろう。 

179 . アツ ラーは， 信者たち の 善い 者の 中から 悪い 者を 区別され るまでは， 決して かれらを 今の 状 
態で 放置され ないで あろう。 また アツ ラーは 幽玄 界の ことを， あなたがたに 現わされない。 だが 
アツ ラー は 御 心に 適う 者を 使徒に 選ばれる。 だが あなたがたは， アツ ラ ーと かれの 使徒を 信じな 
さい。 あなたがたが 主を 信じて 畏れるなら， 偉大な 報奨を 受ける であろう。 

180 •アツ ラーの 恩恵に よって 与えられ たものを 出す のを 嫌う 者に， 自分の ために それが 有利 だと 
思わせて はならない。 いや， それは かれらの ために 有害で ある。 かれらの 出す のを 嫌った その も 
のが， 復活の 日には， かれらの 首に まつわる であろう。 天と地の 遺産は， アツ ラーに 属する。 ア 
ツ ラーは あなたがたの 行う ことを 熟知され る。 

181. 「本当に アツ ラーは 貧乏で あられる が， わたしたちは 富んで いる。」 と 口にした 者の 言葉を 
， アツ ラーは 確かに 御 聞に なられた。 われは かれらの 言った こと， また かれらが， 妄りに 預言者 
を 殺害した ことを 記録して 置く。 われは 言う。 「あなたがたは 炎熱の 刑を 味わえ。 
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182 . これは あなたがたの 自業自得 である。 アツ ラーは その しもべた ちに， 決して 不正を 行われな 
い。」 

183 . かれらは 「アツ ラーは わたしたちに 約束な された。 （だから） どんな 使徒 も， （天からの） 
火で 食い尽くされる 供物を 強す までは， 決して 信じない。」 と言う。 言って やる がいい。 「わた 
し 以前に も， 使徒たち が 明 証と あなたがたの 求める ものを 携えて 来た。 もし あなたがたの 言葉が 
真実なら， 何故 かれら （使徒たち） を 殺害した のか。」 

184 •かれらが あなた （ムハンマド） を， 嘘 付きで あると しても， 同じように， あなた 以前に 来た 
使徒たち も， 嘘 付きで あると されて いる。 かれらが， 明 証 や 書卷や 輝かしい 啓 典を 携えて 来たに 
も拘ら ず。 

185 . 誰でも 皆 死を 味わう ので ある。 だが 復活の 日には， あなたがたは 十分に 報いられよう。 （ま 
たこの 日） 業火から 遠ざけられた 者は， 楽園に 入れられ， 確実に 本望を 成就す る。 この 世の 生活 
は， 偽りの 快楽に 過ぎない。 

186 . あなたがたは， 財産 や 生活な どに 就いて 必ず 試 • にあう。 そして あなたがた 以前に 啓 典を 下 
された 者から も， 多神教 徒から も， 多くの 悪口を 聞かされる であろう。 だが あなたがたが 耐え忍 
んで 主を 畏れるならば， 本当に それは， 物事を 決断し 成し遂げる ことになる。 

187 •アツ ラーが， 且つて 啓 典の 民と 約束され た 時の ことを 思い起せ。 「あなたがたは これを 人び 
とに 説明して， 隠して はならない。」 だが かれらは これを 背後に 捨て， 僅かな 代償で これを 売っ 
た。 かれらの 取引は 何と 災いで ある ことよ。 

188 .自分の 行った ことを 誇る 者， また 行わない のに， 称 讚され るのを 好む 者の ことな ど 考えて は 
ならない。 これらの 者が， 懲罰を 免れる と 考えて はならない。 かれらは 厳しい 懲罰を 受ける であ 
ろ ラ。 

189 •天と地の 大権は， アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

190 . 本当に 天と地の 創造， また 夜と 昼の 交替の 中には， 思慮 ある 者への 印が ある。 

191 . または 立ち， または 座り， または 横たわって （不断に） アツ ラーを 唱 念し， 天と地の 創造に 
就いて 考える 者は 言う。 「主よ， あなたは 徒らに， これを 御 創り になった のでは ない のです。 あ 
なた の 栄光を 讃 えます。 火の 懲罰から わたしたちを 救って 下さい。 

192 . 主よ， 本当に あなたは 業火に 投げ込まれた 者を， 必ず 屈辱で おおわれる。 不義の 者には 援助 
者は ないで あろう。 


193 . 主よ， 本当に わたしたちは 『あなたがたの 主を 信仰しなさい。』 と 信仰に 呼ぶ 者の 呼び声を 
開いて， 信仰に 入りました。 主よ， わたしたちの 罪を 赦 されて， 凡ての 罪業を わたしたちから 抹 
消して， 信仰の 達成 者たち と 一緒に あなたに 召して く ださい。 

194 . 主よ， あなたの 使徒たち によって， わたしたちに 約束され たものを 授け， また 審判の 日には 
屈辱から 救って 下さい。 本当に あなたは， 決して 約束を 無に なさい ません。」 
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195 . 主は かれら （の 祈り） を 聞き入れられ， （仰せられた）。 「本当に われは， あなたがたの 誰 
の 働いた 働き も むだにしないであろう。 男で も 女で も， あなたがたは 栗い に 同士で ある。 それで 
移住した 者， 故郷から 追放され た 者， わが 道の ために 迫害され， また 奮戦して 殺害され た 者 こは 
, われは きっと かれらから 凡ての 罪業を 消滅して， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせよう。」 これは 
アツ ラ-の 御 許からの 報奨で ある。 アツ ラ-の 御 許に こそ， 最も 優れた 報奨が ある。 

196 . あなたは， 不信者が 地上を あちこち 歩き回 わって いるのに 感 わされて はならない。 

197 . これは 片時の 歓楽で ある， やがて 地獄が かれらの 住まいと なろう。 それは 悪い 臥床で ある。 

198 . だが 主を 畏れる 者には， 川が 下を 流れる 楽園が あり， かれらは 永遠に その 中に 住む であろう 

。 これは アツ ラーの 御 許からの 歓待で ある。 正しき 者の ため， アツ ラーの 御 許に （準備して） あ 
る ものは 最も 優れてい る。 

199 . 啓 典の 民の 中に も， アツ ラーを 信仰し， あなたがたに 下された ものと かれらに 下された もの 
を 信じて， アツ ラーに 謙虚に 仕え， 僅かな 代価で アツ ラーの 啓示を 売ったり しない 者が いる。 こ 
れらの 者には， アツ ラ-の 御 許で 報奨が あろう。 本当に アツ ラーは 清算に 迅速で あられる。 

200 . あなたがた 信仰す る 者よ， 耐え忍びなさい。 忍耐に 極めて 強く， 栗い に 堅固で ありなさい。 
そして アツ ラー を 畏れな さい。 そ うすれば あなたがたは 成功す るであろう。 

SURA4 •婦人 章 〔アン •ニサ ーア〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 人び とよ， あなたがたの 主を 畏れなさい。 かれは ひとつの 魂から あなたがたを 創り， また その 
魂から 配偶者を 創り， 両人から， 無数の 男と 女を 増やし 広められた 方で あられる。 あなたがたは 
アツ ラーを 畏れなさい。 かれの 御名に おいて お 栗い に 頼 •ごとを する 御 方で あられる。 また 近親 
の 絆を （尊重しなさい）。 本当に アツ ラーは あなたがたを 絶えず 見守られる。 

2 . 孤児たち の 財産を 返還しなさい。 （自分の） 悪い ものを， （かれらの） 良い ものと 替えて はな 
ら ない。 また かれらの 財産を わがものに しては ならない。 誠に それは 大罪で ある。 

3.  あなたがたが もし 孤児に 対し， 公正に してやれそう にもないならば， あなたがたが よいと 思う 
2 人， 3 人 または 4 人の 女を 嬰れ。 だが 公平に してやれそう にもないならば， 只 1 人 だけ （嬰る か） 

, または あなたがたの 右手が 所有す る 者 （奴隸 の 女） で我授 して おきなさい。 この ことは 不公正 
を 避ける ため， もっとも 公正で ある。 

4 . そして （結婚に さいして は） 女に マハルを 贈り物と して 与えなさい。 だが かの 女ら が 自ら その 
一部を 戻す ことを 願うならば， 喜んで これを 納めなさい。 

5 •アツ ラーから 保管を 委託され た 財産を， 精神薄弱者に 渡して はならない。 そして， かれらに 衣 
食を 与え， 懇切に 言葉 優しく 話しかけなさい。 

6 •結婚 年齢に 達する までは， 孤児を 試しなさい。 もし， 立派な 分別が あると 認められたならば， 
その 財産を かれらに 渡しなさい。 かれら （孤児） が 成年になる まで， 浪費したり， 急いで 消費し 
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ては ならない。 （後見 者が） 金 持なら ば 抑制して これに 手を 触れて はならない。 また 貧乏なら ば 
, (後見の ために） 適切に 使 もい なさい。 孤児に 返還す る さいは， かれらの ために 証人を 立てな 
さい。 アツ ラーは 清算 者と して 万全で あられる。 

7 •男は 両親 および 近親の 遺産の 一部を 得， 女 もまた 両親 及び 近親の 遺産の 一部を 得る。 その さい 
遺産の 多少を 問わず 定められ たように 配分しなさい。 

8 . 遺産の 分配に さいし， もし 遠い 親族 や 孤児 や 貧者が， その 場に 居合わせた 時は， それ （遺産） 
から かれらに も 与え， 懇切に 言葉 優し く 話しかけなさい。 

9 . 自分の あとに ひ弱い 子女を 残し， それらの 身を 案じる 者は よく 心配して 置け。 だから アツ ラー 
を 畏れ， 誠意 ある 言葉で 語りなさい。 

10 . 不当に 孤児の 財産を 食い 減らす 者は， 本当に 腹の 中に 火を 食らう 者。 かれらは やがて 烈火に 
焼かれる であろう。 

11 . アツ ラーは あなたがたの 子女に 就いて こう 命じられる。 男児には， 女児の 2 人 分と 同額。 もし 
女児の •  2 人 以上のと きは 遺産の 3 分の 2 を 受ける。 もし 女児 一人の 時は， 2 分の 1 を 受ける。 また 
その 両親は， かれに 遺児の ある 場合， それぞれ 遺産の 6 分の 1 を 受ける。 もし 遺児が なく， 両親が 
その 相続 者で ある 場合は， 母親は その 3 分の 1 を 受ける。 またもし かれに 兄弟が ある 場合は， 母親 
は 6 分の 1 を 受ける。 （いずれの 場合 も） その 遺言した ものと， 債務を 清算した 残り （の 分配） で 
ある。 あなたがたは 自分の 父母と 自分の 子女との， どちらが あなたがたに とって， より 益が ある 
かを 知らない。 （これは） アツ ラーの 淀で ある。 本当に アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

12 . 妻が 遺した ものは， かの 女ら に 子がない 場合， 半分を あなたがたが 受ける。 もし 子が ある 場 
合は， かの 女ら の 遺言と 債務を 果たした 後， あなたは かの 女の 残した ものの， 4 分の 1 を 受ける。 
また あなたがたが 遺す ものは， あなたがたに 子がない 場合は 妻は あなたの 遺産の 4 分の 1 を 受ける 
。 もし あなたがたに 子が ある 場合は， 遺言と 債務を 果たした 後， かの 女たち は あなたが 残した も 
のの 8 分の 1 を 受ける。 もし 遺産を 遺す 男 または 女に， 父母 も 子女 もな く， 兄弟 または 姉妹 一人 だ 
け ある 場合は， その 者が 遺産の 6 分の 1 を 受ける。 兄弟 姉妹が 多い 場合， かれらは 全員で 3 分の 1 の 
分け前を 得る。 これは， 遺言と 債務を 果たした 後の ことで， （誰に も） 損害を 及ぼす ことは ない 
。 （これは） アツ ラーからの 定めで ある。 アツ ラーは 全知に して 大度 量で あられる。 

13 . これらは， アツ ラーの 定められた 決まりで ある。 アツ ラーと その 使徒に 服従す る 者は， 川が 
下を 流れる 楽園に 入り， 永遠に その 中に 住む であろう。 それは 至上の 幸福の 成就で ある。 

14 . だが アツ ラ-と その 使徒に 従 あず， かれの 定めに 背く 者は， 業火に 入り， 永遠に その 中に 住 
む。 かれは 恥ず べき 懲罰を 受ける であろう。 

15 . あなたがたの 女たち の 中， 不貞を 働いた 者には， あなたがたの 中から， かの 女ら に 対し 4 名の 
証人を 立てなさい。 かれらが もし これを 証言したならば， かの 女ら を 家の 中に 監禁しなさい。 死 
がかの 女ら を 連れ去る か， アツ ラーが かの 女ら のた め， （別の） 道を 決められ るまで。 
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16 .あなたがたの 中 2 人で 罪を 犯した 者は （2 人と も） 処罰しなさい。 だが， その 罪を 悔いて 身を 
修めるならば， そのままに 放って置け。 本当に アツ ラーは， 度々 御赦 しなされる 方， 慈悲 深い 方 
であられる。 

17 •アツ ラーが 悔悟を 御赦 しなされ るのは， 知らずに 悪事を 犯した が， 直ぐ 後で， 悔い改める 者 
だけで ある。 アツ ラーは， これらの 者を 御赦 しに なられる。 アツ ラーは 全知に して 英明な 御 方で 
あられる。 

18 .だが， 死に 臨む まで 悪行を 続け， その 時に なって 「今 悔い改めます。」 と言う 者， また 不信 
心の まま 死ぬ 者の 梅 悟は 御赦 しに なられない。 かれらの ために， われは 痛苦の 懲罰を 準備して あ 
る。 


19 . あなたがた 信仰す る 者よ， 当人の 意志に 反して， 女を 相続して はならない。 あなたがたが， 
かの 女ら に 与えた マハルの 一部を 取り戻す ために， かの 女ら を 手荒に 扱って はならない。 明らか 
に 不貞の 事実が あれば 別で ある。 出来るだけ 仲良く， かの 女ら と暮 しなさい。 あなたがたが， か 
の 女ら を 嫌っても （忍耐しなさい）。 そのうち （嫌って いる 点） に アツ ラーから よい ことを 授か 
るであろう。 

20 . あなたがたが 一人の 妻の 代りに， 他と 替えよう とする 時は， 仮令 かの 女に （如何に） 巨額を 
与えて いても， その 中から 何も 取り戻して はならない。 あなたがたは， あり もしない 中傷と いう 
明白な 罪を 犯して， これを 取り戻そう とする のか。 

21 . あなたがたは， どうして それを 取り戻す ことが 出来よう か。 既に 栗い に 深い関係 も あり， か 
の 女ら は 堅い 誓約を あなたがたから 得て いるので ある。 

22 . あな たがた の 父が 結婚 した ことの ある 女と， 結婚して はならない。 過ぎ去っ た 昔の ことは 問 
わない が。 それは， 恥ず べき 憎むべき こと。 忌まわしい 道で ある。 

23 . あなたがたに 禁じられ ている （結婚） は， あなたがたの 母， 女児， 姉妹， 父方の おば， 母方 
の おば， 兄弟の 女児， 姉妹の 女児， 授乳した 乳母， 同 乳の 姉妹， 妻の 母， あなたがたが 関係して 
いる 妻の 生んだ 養育 中の 養女， あなたがた がその 妻と， 未だ 関係して いないならば その 連れ子を 
妻に しても 罪は ない。 および あなたがたの 生んだ 息子の 妻， また 同時に 二人の 姉妹を 娶る こと （ 
も 禁じられる）。 過ぎ去った 昔の ことは 問わない が。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

24 . また あなたがたに （禁じられ ている 者は）， 夫の ある 女で ある。 ただし あなたがたの 右手の 
所有す る 者 （奴隸 の 女） は 別で ある。 これは あなたがた に対する アツ ラーの 淀で ある。 これら 以 
外は， すべて あなたがたに 合法で あるから， あなたがたの 財資を もって， （良縁を） 探し 求め， 
面目を 恥 かしめ ず， 私通 （のよう） でな く （結婚しなさい）。 それで かの 女ら と， 交わった 者は 
, 定められた マハルを 与えなさい。 だが マハルが 定められた 後， 相 栗の 合意の 上なら， （変更し 
て も） あなたがたに 罪は ない。 本当に アツ ラーは 全知に して 英明な 御 方で あられる。 

25 . あなたがたの 中， 信者の 自由な 女を 娶ろ 資力の ない 者は， 右手の 所有す る 信仰 ある 女を 娶れ 

。 アツ ラーは あなたがたの 信仰を 熟知され る。 あなたがたは， （皆） 一人の 者から 次々 に （生ま 
れた 者で） ある。 だから 女性の 家族の 承諾を 得て， かの 女ら と 結婚しなさい。 そして 妥当な 婚資 
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を， かの 女ら に 贈れ。 かの 女ら が 慎まし く， 淫らで なく， また 隠した 友 もないならば。 かの 女ら 
が 妻と なった 後に， 破廉恥な 行いが あれば， 懲罰は 自由な 女に 科せられる 半分で ある。 これは あ 
なた がた の 中， 罪を 犯す ことを 恐れる 者への 定めで ある。 だが 欲を 押えるならば， あなたがたに 
とり 更によ い。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

26 . アツ ラーは あなたがたに （淀を） 解明して， あなたがた 以前の 者の 慣行に 導こうと なされ， 
あなたがたの 悔悟を 許す よう 望まれる。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

27 . アツ ラーは， あなたに 対し 悔悟を 赦 そうと 望まれる。 だが 自分の 欲望に 従う 者たち には， 片 
寄った 上に も， 大きく 片寄り 去る よう 望まれる。 

28.  (また） アツ ラーは， あなたがた （の 負担） を 軽く する よう 望まれる。 人間は （生れ 付き） 
弱い ものに 創ら れ ている。 

29 . 信仰す る 者よ， あなたがたの 財産を， 不正に あなたがたの 間で 浪費して はならない。 だが お 
栗い の 善意に よる， 商売 上の 場合は 別で ある。 また あなたがた 自身を， 殺し （たり 害し） ては な 
ら ない。 誠に アツ ラーは あなたがたに 慈悲 深く あられる。 

30 •もし 敵意 や 悪意で これを する 者 あれば， やがて われは， かれらを 業火に 投げ込む であろう。 
それは アツ ラーに とって， 非常に 易しい ことで ある。 

31 •だが あなたがたが， 禁じられた 大罪を 避けるならば， われは あなたがたの 罪過を 消滅 させ， 
栄誉 ある 門に 入らせる であろう。 

32 •アツ ラーが あなたがたの ある 者に， 他よりも 多く 与えた ものを， 羨んで はならない。 男たち 
は， その 稼ぎに 応じて 分け前が あり， 女たち にも， その 稼ぎに 応じて 分け前が ある。 アツ ラーの 
御 恵 • を 願え。 誠に アツ ラーは 凡ての ことを よ く 知って おられる。 

33 . 各人の ために， われは その 父母と 近親が 残す ものの 相続 者を 決めた。 なお あなたがたの 右手 
が 約束した 者に も， その 分け前を 与えなさい。 本当に アツ ラーは 凡ての ことの 立証 者で あられる 
〇 

34 . 男は 女の 擁護 者 （家長） である。 それは アツ ラ-が， 一方を 他よりも 強くな され， かれらが 
自分の 財産から （扶養す るた め）， 経費を 出す ためで ある。 それで 貞節な 女は 従順に， アツ ラ- 
の 守護の 下に （夫の） 不巧 中を 守る。 あなたがたが， 不忠実， 不行跡の 心配の ある 女たち には 諭 
し， それでも だめなら これを 臥所に 置き去り にし， それでも 効きめ がなければ これを 打て。 それ 
で 言う ことを 聞く ようなら ばかの 女に 対して （それ以上の） ことを しては ならない。 本当に アツ 
ラーは 極めて 高く 偉大で あられる。 

35 •もし あなたがたが， 両人の 破局を 恐れるならば， 男の 一族から 一人の 調停者を， また 女の 一 
族から も 一人の 調停者を あげなさい。 両人が もし 和解を 望むならば， アツ ラーは 両人の 間を 融和 
されよう。 本当に アツ ラーは， 全知に して 何 ごとに も 通暁して おられる。 

36 .アツ ラーに 仕えなさい。 何ものを も かれに 併置して はならない。 父母に 懇切を 尽くし， また 
近親 や 孤児， 貧者 や 血縁の ある 隣人， 血縁の ない 隣人， 道 づれの 仲間 や 旅行者， および あなたが 
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たの 右手が 所有す る 者 （に規 切で あれ）。 アツ ラ-は 高慢な 者， うぬ ばれる 者を 御 好 •に なられ 
ない。 

37 . かれらは 吝嗇な 者たち で， 人び とに も 吝嗇を 勧め， アツ ラーが かれらに 与えられた 恩恵を 隠 
すため にわが 信仰を 拒む 者の ためには， 恥ず べき 懲罰を 準備して おいた。 

38 . かれらは 人び とに 見せびらかす ために， その 財産を 施し， アツ ラー も， 最後の （審判の） 日 
を も 信し ない。 誰に しろ 悪魔を 仲間と する 者は， 何と 忌まわしい 仲間を もった ことよ。 

39 . かれらが 仮令 ア ツ ラー と 最後の 日を 信じて， アツ ラー が かれらに 与えた ものから 施しても， 
かれらに と り 何の 負担に なろう か。 アツ ラーは かれらを よく 知って おられる。 

40 . 誠に アツ ラーは， 敏 塵の 重さ 程 も 間違えられない。 もし 一善が あれば， かれは これを 倍加な 
され， また かれの 御 許から 偉大な 報奨を 与えられよう。 

41 •われが， それぞれの ウン マから 一人の 証人を 連れてく る 時， また あなた （ムハンマド） を， 
かれらの 悪に 対する 証人と する 時は， どんな （有様） であろう か。 

42 . その 日， 信仰を 拒否して 使徒に 従わなかった 者たち は， 大地が かれらと 共に， 平らに なって 
消される よう 願う ことであろう。 かれらは， 何一つ アツ ラーに 隠し おおせないで あろう。 

43 . 信仰す る 者よ， あなたが スが 酔った 時は， 自分の 言う ことが 理解 出来る ようにな るまで， 礼拝 
に 近付いて はならない。 また 大 汚の 時 も， 旅路に ある 者を 除き， 全身を 沫 浴した 後でなければ な 
ら ない。 またもし あなたがたが 病に かかる か 旅行 中で あり， または 誰か 廁 から 出る か， あるいは 
あなたがたが 女と交わって， 水を 見つけられない 場合は， 清い 上に 触れ， あなたがたの 顔と 両手 
をな でなさい。 本当に アツ ラーは， 罪障を 消滅な される 御 方， 度々 御 許しな される 御 方で ある。 

44 •あなたは 見ない か， 啓 典の 一部を 与えられた 者が， 自分に 迷 誤を 購 い， あなたがたを も 道 か 
ら 迷わせよう とする のを。 

45 .アツ ラーは あなたがたの 敵を， 知り 尽くされる。 アツ ラーは ぬかりな く 愛護され 援助な され 
る。 


46 .ユダヤ人の ある 者は （啓 典の） 字句の 位置を 変えて， 「わたしたちは 聞いた， だが 従わない 
。 」 と 言い， また 「あなたがたは， 聞かされない ことを 聞け。」 または その 舌を ゆがめて 〔ラー 
イナー〕  と 言い， また 宗教を 中傷す る。 だが かれらが もし， 「わたしたちは 聞きます， そして 従 
います。」， 「謹聴せ よ。」， また 〔ウン ズ ルナ ー〕 と言うな らば， かれらの ために 最もよ く， 
また 最も 正しい。 だが アッ ラーは かれらが 不信心な ために， 見は なされた。 それでも 僅かのを し 
か 信仰し ない。 

47 •啓 典の 民よ， あなたがたが 持って いるもの （ムーサ-の 律法） を 確証す るた めに， （いま） 
われが 下した もの （ク ルアー ン） を 信じなさい。 われが あなたがたの 顔を 塗りつぶして， それを 
後ろの 方に ねじ 回 わされない 前に （信じなさい）。 また 且つて 安息日を 破った 者たち が， 見限ら 
れ たように 見は なされない 前に （信じなさい）。 アツ ラーの 命令は， 必ず 成し遂げられ るので あ 
る。 
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48 . 本当に アツ ラーは， （何ものを も） かれに 配す る ことを 赦 されない。 それ 以外の ことに 就い 
ては， 御 心に 適う 者を 赦 される。 アツ ラーに （何もの かを） 配す る 者は， まさに 大罪を 犯す 者で 
ある。 

49 . あなたは， あの 自ら 清浄 だとす る 者を 知らない のか。 いや， アツ ラーは 御 心に 適う 者を 清め 
, かれは 少しも 不当に 扱われない。 

50 . 見なさい。 かれらが アツ ラーに 就いて， 如何に 偽りを 創出して いるかを。 この こと 自体， 十 
分に 明白な 罪で ある。 

51 •あなたは かの 啓 典の 一部を 授かった 者を 思わない のか， かれらは ジブ トと ターグ ー トを 信じ 
, 不信心な 者を 指して， 「これらの 者は， 信者たち よりも 正しい 道に 導かれて いる。」 と言う。 

52.  (啓 典の 一部を 与えられて いながら 不 届な ことを する） これらの 者は， アツ ラーの 怒りを 被 
むる 者で ある。 アツ ラーが 見は なし た 者を 誰 一人 援助 しは しないであろう。 

53 . かれらは， 大権の 一端を あずかれ ると でも 思って いるの か。 仮令そう であっても， かれらは 
少しも 人び とに 与える ことを しないであろう。 

54 . それとも かれらは， アツ ラーが 恩恵を 施された ために， その 人び と （アラビア 人） を 妬む の 
か。 まさに われは イブ ラー ヒー ムの 子孫に 啓 典と 英知と を 授け， 且つ 偉大な 王国を 与えた。 

55 . だが かれらの ある 者は これを 信じた が， ある 者は それから 背き 去った。 地獄は 燃え盛る 火と 
して 十分であろう。 

56 . 本当に わが 印を 信じない 者は， やがて 火獄に 投げ込まれよう。 かれらの 皮膚が 焼け 尽きる 度 
に， われは 他の 皮膚で これに 替え， かれらに （飽くまで） 懲罰を 味わわせる であろう。 誠に アツ 
ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

57 •だが 信仰して 善い行いに 励む 者には， われは 川が 下を 流れる 楽園に 入らせ， 永遠に その 中に 
住まわせよう。 そこで かれらは， 純潔な 配偶を 持ち， われは 涼しい 影に かれらを 入らせる であろ 
9。 

58 •誠に アツ ラーは， あなたがたが 信託され たものを， 元の 所有者に 返還す る ことを 命じられる 
。 また あなたがたが 人の 間を 裁く 時は， 公正に 裁く ことを 命じられる。 アツ ラーが あなたがたに 
訓戒され る ことは， 何と 善美な ことよ。 誠に アツ ラーは 全てを 聴き 凡ての ことに 通暁な される。 

59 . あな たがた 信仰す る 者よ， アツ ラーに 従いなさい， ま た 使徒 と あな たがた の 中の 権能を もつ 
者に 従え。 あなたがたは 何事に 就いても 異論が あれば， アツ ラーと 終末の 日を 信じる のなら， こ 
れを アツ ラーと 使徒に 委ねなさい。 それは 最も 良い， 最も 妥当な 決定で ある。 

60 . あなたは， かの あなたに 下された もの， および あなた 以前に 下された ものを 信じる と， ただ 
口走って いる 者たち を 見なかった のか。 かれらは 邪神を 拒む よう， 命じられ ている にも拘らず， 
その （争議の） 裁定の ため， 栗い に 邪神に 頼ろうと 望んで いる。 また 悪魔は， かれらが （正道 か 
ら） 遠く 迷い 去る ように 導こうと 望んで いる。 
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61 . かれらに 向かって 「アツ ラーが 下された もの， また 使徒の もとに 来なさい。」 と 告げられた 
時， にせ 信者たち は， 嫌って， きっと あなたから 背き 去る のを 見る であろう。 

62 . ところが かれらが 自ら 手を 下した ことのた めに， 災難に あった 時は どうであろう。 その 時 か 
れらは あなたの 許に 来て， アツ ラーに 誓け て， 「わたしたちは， 只 好意と 調停と を 望んだ だけ だ 
。 」 と 誓って 言う であろう。 

63 . これらの 者の 心の中に 抱く ことを， アツ ラーは 知って おられる。 だから これを 意に とめず， 
かれらに 訓戒し， 魂に 徹する 言葉で 呼びかけなさい。 

64 •われが 使徒を 遣わした のは， 唯 アツ ラーの 御 許しの 許に 服従， 帰依させる ためで ある。 もし 
かれらが 間違った 時 あなたの 許に 来て， アツ ラ-の 御 容赦を 願い， 使徒が， かれらの ために 御赦 
しを 祈るならば， かれらは アツ ラーが， 度々 許される 御 方， 慈悲 深い 御 方で あられる ことが 分か 
るであろう。 

65 .だが あなたがたの 主に 誓け てそうで はない ので ある。 かれらは 信し ないで あろう。 かれらの 
間の 紛争に 就いて あなたの 裁定を 仰ぎ， あなたの 判決した ことに， かれら 自身 不満を 感じず， 心 
から 納得して 信服す るまでは。 

66 •仮令 われが かれらに 「身命を 棒げ なさい。」， または， 「家から 出て 行け。」 と 命じても， 
かれらの 中 少数の 者の 外は， そうしなかった であろう。 もし かれらが， 勧められる ように 行った 
ならば， きっと かれらの ために も 善い ことで あり， もっと （信仰 も） 強まった の だが。 

67 . その 時は， わが 許から 必ず 偉大な 報奨を 授け， 

68 . われは 正しい 道に， かれらを 必ず 導ぐ ので ある。 

69 . アツ ラーと 使徒に 従う 者は， アツ ラーが 恩恵を 施された 預言者たち， 誠実な 者たち， 殉教者 
たちと 正義の 人々 の 仲間と なる。 これらは 何と 立派な 仲間で ある ことよ。 

70 . これは アツ ラーからの 恩恵で ある。 アツ ラーは 凡ての ことにぬ かりなく 通暁して おられる。 

71 . 信仰す る 者よ， あなたがたは 慎重に 警戒しなさい。 あるいは 分隊で 進 •， あるいは 全隊で 出 
動しなさい。 

72 . あなたがたの 中には， 確かに 遅れを とる 者が ある。 もし 艱難が あなたがたに 下れば， 「わた 
したち が， かれらと 一緒に 殉教し なかった のは， まさに アツ ラーの 御 恵 •だ。」 と言う。 

73.  だが アツ ラーからの 恩恵が， あなたがたに 下る 時は， まるで あなたがたと かれらとの 間に 全 
く 友情 もなかった かの ように， かれらは きっと， r ああ， わたしが かれらと 一緒であった なら， 
わたしは 大成功を なし 遂げた の だが。」 と言う。 

74 •だから 来世の ために， 現世の 生活を 捨てる 者に， アツ ラーの 道の ために 戦わせなさい 。アツ 
ラーの 道の ために 戦った 者には， 殺害され た 者で もまた 勝利を 得た 者で も， われは 必ず 偉大な 報 
奨を 与える であろう。 
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75 . あなたがたは どうして， アッ ラ-の 道の ために 戦わない のか。 また 弱い 男 や 女 や 子供たち の 
ために も。 かれらは （祈って） 言う。 「主よ， この 不義を なす （マッカの） 住民の 町から， わた 
したち を 救い出して 下さい。 そして わたしたちに， あなたの 御 許から 一人の 保護者を 立てて 下さ 
い。 また わたしたちに， あなたの 御 許から 一人の 援助 者を 立てて 下さい。」 

76 . 信仰す る 者は アッ ラーの 道の ために 戦い， 信仰し ない 者は， ター ダー トの 道の ために 戦う。 
さあ， 悪魔の 味方に 対して 戦え。 本当に 悪魔の 策謀は 弱い ものである。 

77.  「 あなたがたの 手を 控えなさい。 そして 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を しなさい。」 と告 
げられ た 者を， あなたは 見なかった のか。 いざ かれらに 戦闘が 命じられ ると， 見よ。 かれらの 中 
の 一派は， 丁度 アッ ラーを 恐れる ように， 人間を 恐れ 始める。 いや もっと ひどく 恐れる。 そして 
言う。 「主よ。 あなたは， 何故 わたしたちに 戦闘を 命じられます か。 何故 しばらくの 間， わたし 
たちを 猶予なさい ません か。 」 言って やる がいい。 「現世の 歓楽は 些細な ものである。 来世 こそ 
は， （アッ ラーを） 畏れる 者に とっては 最も 優れてい る。 あなたがたは， 少しも 不当に 扱われな 
いので ある。」 

78 . あなたがたが 何 所に いても， 仮令 堅固な 高楼に いても， 死は 必ずやって 来る。 かれらは 幸運 
にあえば， 「 これは アッ ラーの 御 許から だ。」 と 言い， また 災難に あえば， 「これは あなた （ム 
ハン マド） からだ。」 と言う。 言って やる がいい。 「一切は アッ ラーの 御 許からで ある。」 一体 
この 人たち はどうした のであろう か。 （どんな） 言葉 も ほとんど 理解 しないの か。 

79 . あなたに 訪れる どんな 幸福 も， アッ ラーから であり， あなたに 起ころ どんな 災厄 も， あなた 
自身から である。 われは あなたを， 人び とへの 使徒と して 遺 わした。 本当に アッ ラーは 証人と し 
て 万全で あられる。 

80 . 使徒に 従う 者は， まさに アッ ラ-に 従う 者で ある。 誰でも 背き 去る 者の ために， われは あな 
たを 見張り 人と して 遺 わした のでは ない。 

81 . かれらは， 「仰せに 従います。」 と言うが， 一度 あなたの 前から 立ち去る と， あなたが 言っ 
たの とは 違った ことを 夜 も すがら 策謀す る。 だが アッ ラー はかれら の 終夜の 策謀を 記録な される 
。 だから あなたは かれらから 遠ざかり， アッ ラーに 御鰱 りしなさい。 誠に アッ ラーは 保護者と し 
て 万全で あられる。 

82 . かれらは ク ルアー ン を， よく 考えて •ない のであろう か。 もし それが アッ ラー 以外の もの か 
ら出 たと すれば， かれらは その 中に きっと 多くの 矛盾を 見出す であろう。 

83 . かれらは （戦時に） 優勢， 劣勢の 情報を 得る 度に それを 言い ふらす。 だが， もし それを 使徒 

, または 権威を 委ねられた 者たち にた だしたなら， （正しい） 判断を 求めた 者は それを 知り 得た 
だろう に。 誠に アッ ラーの 恩恵と 慈悲が， あなたがたの 上に なかったならば， 僅かの 者の 外， あ 
なた がた は きっと 悪魔に 従った であろう。 

84 . だから アッ ラーの 道の ために 戦え。 あなた （ムハンマド） は， 自分に 対して だけ， 責めを 負 
わされて いるの だ。 信者たち を 激励しなさい。 おそらく アッ ラーは， 信仰し ない 者たち の 戦意を 
抑止され よう。 アツ ラーの 武勇は なにものよりも 優れ， その 罰 もは るかに 厳しい ので ある。 
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85 •善い 勧告で 執り成す 者には， それに 相応す る 分け前が あろう。 また 悪い 勧告で 執り成す 者は 
, それに 相応す る 重荷を 負う であろう。 アツ ラーは， 凡ての ことに 御 力を 御 持ちに なられる。 

86 . あなたがたが 挨拶され た 時は， 更に 丁重な 挨拶を する か， または 同様の 挨拶を 返せ。 誠に ア 
ツ ラーは 凡ての ことを 清算な される。 

87 . アツ ラー， かれの 外に 神は ない ので ある。 かれは 審判の 日に あなたがたを 集められる。 それ 
には， 疑いの 余地は ない。 誰の 言葉が， アツ ラーよりも 真実であろう か。 

88 . あなたがたは， 偽 信者たち のこと で， どうして 2 派に 分れた のか。 アツ ラーは かれらの 行いの 
ために， かれらを （不信心に） 転落 させられた ではない か。 あなたがたは， アツ ラーが 迷わせら 
れた 者を 導こうと 望む のか。 本当に アツ ラーが 迷わせられた 者には， 決して 道を 見いだ せないで 
あろう。 

89 . かれらは 自分が 無 信仰な ように， あなたが たも 無 信仰に なり， （かれらの） 同類に なること 
を 望む。 だから かれらが アツ ラーの 道に 移って 来る までは， かれらの 中から （親しい） 友を 得て 
はならない。 もし かれらが 背を むけるならば， ところかまわず かれらを 捕え， 見付け 次第 かれら 
を 殺せ。 かれらの 中から 決して 友 や 援助 者を 得て はならない。 

90 . だが， あなたがたと 盟約した 民に 仲間入りした 者， または あなたがた とも 自分の 人び とと も 
戦わない と， 心に 決めて， あなたの ところへ やって来る 者は 別で ある。 もし アツ ラーの 御 心なら 
ば， かれは， あなたがたよりも かれらを 優勢に なされ， あなたがたと 戦う であろう。 それで， も 
しかれら が 身を 引いて， あなたがたと 戦わないで 和平を 申し出るならば， アツ ラーは かれらに 対 
して （戦う） 道を， あなたがたに 与えられない。 

91 . 外の ある 者は， あなたがたから 安全を 望 • ， また， 自分の 人び とから も 安全で あり 度い と 望 
むのを， あなたがたは 見る であろう。 かれらは 試 •にあう 度に， それら （の 誘惑） に 陥り 転落す 
る。 それで かれらが もし 退かず， あなたがたに 和平 も 求めず， また 手を 納めないなら， ところ か 
まわず かれらを 捕え， 見つけ 次第 かれらを 殺せ。 これらの 者に 対しては， われは あなたがたに， 
明白な 権能を 授ける。 

92 . 信者は 信者を 殺害して はならない。 過失の 場合は 別で あるに しても。 過失で 信者を 殺した 者 
は， 1 名の 信者の 奴隸を 解放し， 且つ （被害者の） 家族に 対し 血の 代償を 支払え， だが かれらが 
見逃す 場合は 別で ある。 もし 被害者が あなたがたと 敵対 関係に ある 民に 属し， 信者で ある 場合は 
, 1 名の 信者の 奴隸を 解放 すれば よい。 またもし かれが， あなたがたと 同盟して いる 民に 属する 
場合は， その 家族に 血の 代償を 支払った うえ， 1 名の 信者の 奴隸を 解放し なければ ならない。 資 
力の ない 者は， アツ ラーからの 罪の 償いに 続けて 2 ケ 月間の 斎戒を しなさい。 アツ ラーは 全知に 
して 英明で あられる。 

93 •だが 信者を 故意に 殺害した 者は， その 応報は 地獄で， かれは 永遠に その 中に 住む であろう。 
アツ ラーは 怒って かれを 見は なされ， 厳しい 懲罰を 備えられる。 

94 .信仰す る 者よ， あなたがたが アツ ラーの 道の ために， 出動 するとき は， （慎重に） 事態を 見 
きわめ， あなたがたに 挨拶す る 者に 向かって， 「あなたがたは 信者では ない。」 と 言って はなら 
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ない。 あなたがたは 現世の 生活 上の 消え やすい 財迂を 求める が， アツ ラ-の 御 許には， 夥しい 戦 
利 品が ある。 以前 あなたが たもそう であった が， アツ ラーは 御 恵 •を 与えられる。 だから （慎重 
に） 行動しなさい。 誠に アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 熟知な される。 

95 . 信者の 中， これと 言った 支障 もない のに （家に） 座って いる 者と， 財産と 生命を 捧げて， ア 
ツ ラーの 道の ために 奮闘す る 者とは 同じでは ない。 アツ ラーは， 財産と 生命を 棒げ て 奮闘す る 者 
に， 座って いる 者より 高い 位階を 授けられる。 アツ ラーは （信者の） それぞれに， 良い 報奨を 約 
束な される。 だが アツ ラーは 奮闘す る 者には 座って いる 者より も 偉大な 報奨を 授けられる。 

96 . 位階 も御赦 しも 慈悲 も。 誠に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

97 . 自分自身を 損って いると ころを 天使に 召された 人々 に （天使は） 言う。 「あなたがた はどう 
していた のか。」 かれらは （答えて） 言う。 「わたしたちは 地上で 弱く， 痛めつ けられて いまし 
た。」 その 時 かれら （天使） は 言う。 「アツ ラーの 国土は 広大ではなかった のか， あなたがたは 
そこに 移り 住めた ではない か。」 これらの 者の 住まいは 地獄であろう。 何と 悪い 帰り 所で ある こ 
と 上。 

98 . 只 （本当に） 弱かった 男女と 子供たち は 別で ある。 かれらは （自ら 避難す る） 手段を 見い出 
す こと も 出来ず， また 道へ も 導かれなかった。 

99 . これらの 者には， あるいは アツ ラーの 御 許しが あろう。 アツ ラーは， 罪障を 消滅な される 御 
方， 度々 御赦 しなされる 御 方で ある。 

100 . アツ ラーの 道の ために 移住す る 者は， 地上に 広い 避難所と， 豊か さ （居住地） の ある ことを 
知る であろう。 凡そ アツ ラーと その 使徒の 許に， 家郷から 移り 住 •， その後 （例え） 死に 捕えら 
れて も， そのものの 報奨に 就いて 必ず アツ ラ-が 請け合われる。 アツ ラ-は 覚容 にして 慈悲 深く 
あられる。 

101.  あなたがたが 地上を 旅する 時， もし 信仰の ない 者たち に， 害を 加えられる 恐れの ある 時は， 
礼拝を 短縮しても 罪は ない。 誠に 不信者は， あなたがたの 公然の 敵で ある。 

102 . あなたが かれら （信者） の 中に あって， かれらと 礼拝に 立つ 時は， （まず） かれらの 一部を 
あなたと 共に （礼拝に） 立たせ そして かれらに 武器を 持たせなさい。 かれらが サジダ （して 第 1 
の ラカー ト 「 礼拝の 単位」） を 終えたならば， あなたがたの 後ろに 行かせ， それから まだ 礼拝し 
ない 他の 一団に， あなたと 共に 礼拝 （の 第 2 の ラカー ト） を させ （て 礼拝を 終わり）， かれらに 
武器を 持たせ 警戒 させなさい。 不信者た ちは， あなたがたが 武器 や 行李を ゆるがせに する 隙に 乗 
じ， 一挙に 飛び かかって 襲おうと 望んで いる。 ただし 雨に あい， または あなたがたが 病気の 時， 
自分の 武器を おいても 罪は ない。 だが 用心の 上に 用心しなさい。 アツ ラ-は 不信者の ために 恥ず 
べき 懲罰を 備えられる。 

103 . あなたがたは 礼拝を 終えたならば， 立った まま， また 座った まま， または 横に なった まま， 
アツ ラーを 唱念 〔ズ イク ル〕 し， 安全に なった 時は， （正しく） 礼拝の 務めを 守れ。 本当に 礼拝 
には， 信者に 対し 定められた 時刻の 淀が ある。 
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104 •あなたがたは， 敵を 追う ことに 弱音を 吐いて はならない。 あなたがたが 苦難に 陥った 時は， 
かれら もまた 同じように 苦しんで いる。 しかも あなたがたは， アツ ラーからの 希望が 持てる が， 
かれらに はない。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

105 •誠に われは， 真理を もって あなたに 啓 典を 下した。 これは アツ ラーが 示された ところに よっ 
て， あなたが 人び との 間を 裁く ためで ある。 あなたは 背信者を 弁護して はならない。 

106 . ア ツ ラー の 御赦し を 請いな さい。 アツ ラー は 寛容に し て 悲慈深 く あられる。 

107 . 自らの 魂を 歎く 者を 弁護して はならない。 アツ ラーは 背信して 罪を 犯す 者を 御 好 • に なられ 
ない。 

108 . かれらは 人に （その 罪を） 隱せ るが， アツ ラーに 隠し だてす る ことは 出来ない。 夜中に かれ 
の 御喜び に なられない ことを， 策謀す る 時で も， かれは かれらと 共に おいでになられる。 誠に ア 
ツ ラーは， かれらの 行う 一切の ことを 御存知で あられる。 

109 •これ， あなたがたは 現世の 生活の 上で かれらの ために 弁護して いる。 だが 誰が， 復活の 日に 
, かれらの ため アツ ラーに 弁護 出来よう。 また 誰が， かれらの 事の 保護者と なろう か。 

110 •悪事を 行い， また 自分の 魂を 積 ちても， 直ぐに アツ ラーの 御赦 しを 請うならば， アツ ラーが 
寛容で 慈悲 深く あられる ことが 分る であろう。 

111 . 罪を 稼ぐ 者は， 自分の 身に それを 稼ぐ だけ。 アツ ラーは 全知に して 英明な 御 方で あられる。 

112 . 過失 または 罪を 犯して， これを 潔白な 者の せいに する 者は， 虚偽と 明白な 罪を 負う 者で ある 
〇 

113 . もし あなたに 対する， アツ ラーの 恩恵と 慈悲がなかったならば， かれらの 一派は， あなたを 
迷わそうと 企んだ であろう。 だが かれらは 只 自分自身を 迷わせた だけで， 少しも あなたを 損う こ 
とは 出来ない。 アツ ラーは 啓 典と 英知と を， あなたに 下し， あなたが 全く 知らなかった ことを 教 
えられた。 あなたに 対する アツ ラーの 恩恵 こそ 偉大で ある。 

114 •かれらの 秘密の 会議の 多くは， 無益な ことで ある。 ただし 施し や 善行を 勧め， あるいは 人び 
との 間を 執り成す のは 別で ある。 アツ ラーの 御喜び を 求めて これを 行う 者には， われは やがて， 
偉大な 報奨を 与える であろう。 

115 .導きが 明らかにされた にも拘らず， 使徒に 背き， 信者の 道では ない 道に 従う 者には， かれが 
転向したい ままに 任せ， 結局 かれは 地獄に 入る であろう。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

116 •誠に アツ ラーは， （何ものを も） かれに 配す る ことを 御赦 しに なられない。 だが その外の こ 
とは， 御 心に 適えば 御赦し 下される。 凡そ アツ ラ-に 同位の 者を あげる 者は， 確かに 遠く （正道 
から） 迷い 去った 者で ある。 

117 .かれらは かれを 差し置いて， 女の 像に 祈って いる。 それは 反逆した 悪魔に 祈って いるに すぎ 
ない。 
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118 . アッ ラーは かれ （思 魔） を 見限られた。 だが かれは 言った。 「わたしは あなたの しもべの 中 
, 相当の 部分の 者を きっと 連れさる でしよう。 

119 . また わたしは きっと かれらを 迷わせて， その 虚しい 欲望に 耽らせ， また かれらに 命じて 家畜 
の 耳を 切り， アツ ラ-の 創造を 変形させます。 」 誰でも アツ ラーの 外に 悪魔を 友と する 者は， 必 
ず 明らかな 損失を 被る ので ある。 


120.  (悪魔は） かれらと 約束を 結び， 虚しい 欲望に 耽らせる であろう。 だが 悪魔の 約束は， 欺瞞 
に過ぎない。 

121 . かれらの 住まいは 地獄で ある。 かれらは それから 逃れる 道を， 見いだ せない。 

122 . だが 信仰して 善い行いに 励む 者は， われは やがて， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせ， 永遠に そ 
の 中に 住まわせよう。 アツ ラーの 約束は 真実で ある。 誰の 言葉が アツ ラーの それよりも 真実で あ 
ろうか。 

123 . これは あなたがたの 妄想に よる ものでは なく， また 啓 典の 民の 妄想で もない。 誰でも 悪事を 
行う 者は， その 報いを 受けよう。 アツ ラーの 外には， 愛護し 援助す る 者 も 見いだ せない。 

124 . 誰でも， 正しい行いに 励む 者は， 男で も 女で も 信仰に 堅固な 者。 これらは 楽園に 入り， 少し 
も 不当に 扱われない。 

125 . アツ ラーに 真心 こめて 服従， 帰依し， 善い行いに 励 •， イブ ラー ヒー ムの 純正な 信仰に 従う 
者 以上に 優れた 者が あろう か。 アツ ラーは， イブ ラー ヒー ムを 親しい 友に された ので ある。 

126 •凡そ 天に あり， 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で あり， アツ ラー ば 凡ての 事を， 包含 
なされる。 

127 . かれらは 女の ことで， あなたに 訓示を 求める。 言って やる がいい。 「アツ ラーは， かの 女ら 
に 関し あなたがたに 告げられる。 また 啓 典の 中で も， あなたがたが， 所定の ものを 与えず， 娶ろ 
うと 欲する 女の 孤児に 関し， また 哀れな 子供ら に 関し， 更に あなたがたが 孤児を 公正に 待遇し な 
ければ ならない ことに 関し， あなたに 読誦され たこと （を 思え）。 あなたがたが 行う どんな 善い 
こと も， アツ ラーは 深く それを 知って おられる。」 

128 . もし 女が， その 夫から 虐待され， 忌避され る 心配が あるとき， 両人の 間を， 和解させる のは 
罪では ない。 和解は 最もよ いこと である。 だが 人間の 魂は， 貪欲に なりが ちで ある。 もし あなた 
がた が 善行を し， 主を 畏れるならば， 誠に アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 熟知な される。 

129 . あなたがたは 妻たち に対して 公平に しようと しても， 到底 出来ないで あろう。 あなたがたは 
(そう） 望んでも。 偏愛に 傾き， 妻の 一人を あいまいに 放って置いて はならない。 あなたがたが 

融和し， 主を 畏れる のなら ば。 誠に ア b ラーは， 度々 赦 される 御 方， 慈悲 深い 御 方で あられる。 

130 •仮令 かれらが 離別しても， アツ ラーは 恩沢を 与えられ， 両人を 仕合わせに なされる。 アツ ラ 
一は 厚 施に して 英明な 御 方で あられる。 
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131 . 天に あり， また 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 われは あなたがた 以前に 啓 典 
を 与えられた 者， また あなたがた （ムス リム） にも， 「アツ ラーを 畏れよ。」 と 命じた。 仮令 あ 
なた がた が 信じなくても， 天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーは， 
満ち足りて おられる 方， 讃美すべき 方で あられる。 

132 . 天に あり， 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーは 凡ての 事を ぬかりな く 
管理され る 方で あられる。 

133 . もし かれが 御望 •になれば， あなたがたを 滅ぼし， 外の 民を 招いて こられよう。 誠に アツ ラ 
一は， それを する 御 力を 持って おられる。 

134 . 現世の 報奨を 欲する 者 も あろうが， アツ ラ-の 御 許には， 現世と 来世の 報奨が ある。 アツ ラ 
一は 全 聴に して 凡てに 通暁な される。 

135 •あ なた がた 信仰す る 者よ， 証言に あたって アツ ラーの ため 公正を 堅持しなさい。 仮令 あなた 
がた 自身の ため， または 両親 や 近親の ため （に 不利な 場合） でも， また 富者で も， 貧者であって 
も （公正で あれ）。 アツ ラーは （あなたがたよりも） 双方に もっと 近いので ある。 だから 私欲に 
従って， （公正から） 逸れて はならない。 あなたがたが 仮令 （証言を） 曲げ， または 背いても， 
アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 熟知な される。 

136 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーと かれの 使徒を 信じなさい。 また 使徒に 下された 啓 典と 

, 以前に 下された 啓 典を 信じなさい。 凡そ アツ ラーを 信じないで， 天使たち と 諸 啓 典と かれの 使 
徒たち， そして 終末の 日を 信し ない 者は， 確かに 遠く 迷い 去った 者で ある。 

137 . —度 信仰した 者が， やがて 不信心に なり， それから （再度） 信仰して また 背信し， その 不信 
心を 増長させる 者が あるが， アツ ラーは かれらを 決して 赦 されない し， かれらを （正しい） 道に 
導かれる ことは ない。 

138 . 偽 信者に 告げなさい， かれらに 痛烈な 懲罰が ある ことを。 

139 . 信者たち を 差し置いて， 不信心の 者を （親密な） 友と する 者が ある。 これらの 者は， かれら 
の 間で 栄誉を 求める のか。 いや， 凡ての 権勢は アツ ラーに 属する。 

140 . 啓 典の 中で， あなたがたに 確かに 訓戒した。 もし アツ ラーの 印が 拒否され， または 湖 笑され 
るのを あなたがたが 耳に するならば， かれらが 外の 話に 移る まで かれらと 同席して はならない。 
あなたがたが （同席） したならば， かれらと 同類になる。 本当に アツ ラーは 偽 信者と 不信心の 者 
を， 凡て 地獄の 中に 集められる。 

141.  (かれらは） あなたがた （の 戦果） を 待って いた 者たち である。 アツ ラー （の 助け） によっ 
て あなたがたが 勝利を 得た 時は， （あなたがたに 向かって） 「わたしたち も， あなたがたと 一緒 
だった ではない か。」 と言う。 もし また 不信心 者に 有利な 時は， （かれらに 向かって） 「わたし 
たちは， あなたがたを 優勢に してやった ではない か。 わたしたちは 信者 （ムス リム） から あなた 
がた を 守って やった ではない か。」 と言う。 アツ ラーは 審判の 日に， あなたがたを 裁かれる。 ア 
ッ ラーは 信者たち に対して， 不信心 者たち の （成功す る） 道を， 決して 与えられない。 
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142 •誠に 偽 信者は， アツ ラーを 欺む こうと する が， かれは かえって かれらを 欺む かれる。 かれら 
が 礼拝に 立つ 時は， 物 （嚢？ ） げに 立ち， 人に 見せる ためで， ほとんど アツ ラーを 念じない。 

143 .あれ や これ やと 心が 動いて， こちらへ でもな くまた あちらへ でもない。 本当に アツ ラーが 迷 
うに 任せられる 者には， あなたは かれのた めに 決して 道を 見いだ してやれない。 

144 •あなたがた 信仰す る 者よ， 信者の 外に 不信心な 者を （親しい） 友と しては ならない。 あなた 
がた 自ら （不利な）， はっきり とした 証拠を， アツ ラーに 差し出す ことを 望む のか。 

145 . 本当に 偽 信者たち は， 火獄の 最下の 奈落に （陥ろう）。 あなたは かれらの ために， 援助す る 
者を 見いだ せない。 

146 . だが 悔悟して （その 身を） 修め， アツ ラーに しっかりと 鎚 りきって， アツ ラーに 信心の 誠を 
尽くす 者は 別で ある。 これらは 信者たち と共にい る 者で ある。 アツ ラーは， やがて 信者に 偉大な 
報奨を 与える であろう。 

147 . もし あなたがたが 感謝して 信仰す るなら ば， アツ ラーは どうして あなたがたを 処罰され よう 
か。 アツ ラーは 嘉し 深く 知って おられる 方で ある。 

148.  アツ ラーは 悪し ゝ 言葉を， 大声で 叫ぶ のを 喜ばれない。 だが 不当な 目にあった 者は 別で ある。 
アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

149 . あなたがたが 善い行いを 公然としても， そっと 隠れて しても， または 被った 害を 許して やっ 
て も， 本当に アツ ラーは 寛容に して 全能な 方で あられる。 

150 . アツ ラーと かれの 使徒たち を 信じないで， アツ ラーと かれの 使徒たち の 間を， 分けようと 欲 
して， 「わたしたちは ある ものを 信じる が， ある ものは 信じない。」 と 言い， その 中間に， 一つ 
の路を 得よ うと 欲する 者が ある。 

151 . これらの 者 こそは， 本当に 不信者で ある。 われは 不信者の ために 恥ず べき 懲罰を 備えて いる 
〇 

152 . だが アツ ラーと その 使徒たち を 信し， かれらの 間の 誰に も 差別を しない 者には， われは やが 
て 報奨を 与えよう。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

153 . 啓 典の 民は あなたがたが 天から かれらに 啓 典を (斎？) す ことを 求める。 かれらは 以前に， ムー 
サ ーに 対し それよりも 大きい ことを 求めて， 「わたしたちに， アツ ラーを 目の当たり 見せて くれ 
。 」 と 言った。 そのような 不正の ために， かれらは 落雷に うたれて 死んだ。 それから， 明白な 種 
々の 印が かれらに 下った 後， かれらは 仔牛を 崇拝した。 それでも われは これを 許して 明確な 権威 
を ムーサ-に 授けた。 

154 •それから かれらと 約束す るに 当たり， （シ ナイ） 山を かれらの 頭上に 持ち上げ， 「謙虚に こ 
の 門に 入れ。」 とかれら に 告げ， また 「安息日の 戒めに 背いて はならない。」 と 言って， われは 
かたい 約束を かれら からと つた。 
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155 •それな のに （主の 不興を 被って） かれらは その 約束を 破り， アツ ラーの 印を 信じないで， 無 
法に も 預言者を 殺害し， 「わたしたちの 心は， 覆われて いる。」 と 言った。 そうでは ない。 かれ 
らが 不信心な ために， アツ ラーは その 心を 封 じられ た。 だから かれらは， ほとんど 何も 信じない 
〇 

156 .かれらは 不信心の ため， ま た マルヤ ム に対する 激しい 中傷の 言葉の ために， 

157 •「わたしたちは アツ ラーの 使徒， マルヤ ムの子 マス ィー フ （メシア）， イーサ ーを 殺した ぞ 
」 という 言葉の ために （心を 封 じられ た）。 だが かれらが かれ （イーサ ー） を 殺した ので もな く 
, また かれを 十字架に かけた ので もない。 只 かれらに そう 見えた までで ある。 本当に この ことに 
就いて 議論す る 者は， それに 疑 間を 抱いて いる。 かれらは それに 就いて （確かな） 知識は なく， 
只 臆測す る だけで ある。 だが 実際には かれを 殺した ので もな く， 

158 . いや， アツ ラーは かれを， 御 側に 召された ので ある。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ る。 

159 . 啓 典の 民の 中， かれの 死ぬ 前に しっかり かれを 信じる 者は 一人 もい なかった。 審判の 日に お 
いて， かれは かれらに とって （不利な） 証人と なろう。 

160 . ある ユダヤ人の 不義な 行いの ために， （もともと） 合法であった よい （食べ） ものを， われ 
はかれら に 禁じた。 （これは） かれらが 多くの 者を， アツ ラーの 道から 妨げた ためで あり， 

161 . 禁じられて もいた 利息 （高利） をと り， 不正に， 人の 財産を 貪った ためで ある。 われは かれ 
らの 中の 不信心な 者の ために， 痛ましい 懲罰を 準備して いる。 

162 •ただし かれらの 中， 確実な 根拠の ある 知識を 持つ 者， と 信者たち は， あなたに 下された もの 
と， あなた 以前に 下された ものを 信じ， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を して， アツ ラーと 終末 
の 日を 信じる。 これらの 者には， われは やがて 偉大な 報奨を 与える であろう。 

163 . 本当に われは， ヌーフ やかれ 以後の 預言者た ちに 啓示した ように， あなたに 啓示した。 われ 
はまた イブ ラー ヒー ム， イス マー イー ル， イス ハーク， ヤア コーブ および 諸 支族に （啓示し）， 
また イーサ ー， イス ハーク， ユー ヌス， ハール ーン ならびに スライ マーンに も （啓示した）。 ま 
た われは ダー ウー ドに 詩篇を 授けた。 

164 . ある 使徒たち に 就いては， 先に われは あなたに 告げた が， 未だ あなたに 告げて いない 使徒た 
ち もい る。 そして ムーサーには， 親しく アツ ラーは 語り かけられた。 

165 . 使徒たち に 吉報と 警告を (倚?) せた のは， かれらの （遺 わされた） 後， 人々 に， アツ ラーに 対 
する 論争がない ようにす るた めで ある。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

166 . だが アツ ラーは， あなたに 下された もの （啓示） がかれ の 御 知識に よって 下された ことを 立 
証な される。 天使たち もまた 立証す る。 本当に アツ ラーは， 抜かりない 立証 者で あられる。 

167 . 信仰を 拒否して， （人び とを） アツ ラーの 道から 遠ざける 者たち は， 確かに 遠く 迷い 去った 
者で ある。 
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168 . アツ ラーは 信仰を 拒否して 不義を 行う 者たち を 決して 赦 されず， また （正しい） 道に 導かれ 
る こと もな 

169 . 地獄への 道を 行く 外にな く， 永遠に その 中に 住む であろう。 これは アツ ラーには， 非常に 容 
易な ことで ある。 

170 . 人び とよ， 使徒は 確かに 主からの 真理を もって あなたがたの 許に 来た。 だから あなたがたは 
信じなさい。 それが あなたがた のために 最も 良い。 例え あなたがたが 信じなくても， 本当に 天と 
地の 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

171 . 啓 典の 民よ， 宗教の ことに 就いて 法を 越えて はならない。 また アツ ラーに 就いて 真実 以外を 
語って はならない。 マルヤ ムの子 マス イー フ •イーサ ーは， 只 アツ ラーの 使徒で ある。 マルヤ ム 
に 授けられ たかれの 御言 葉で あり， かれからの 霊で ある。 だから アツ ラーと その 使徒たち を 信じ 
なさい。 「三 （位）」 などと 言って はならない。 止めなさい。 それが あなたがたの ためになる。 
誠に アツ ラーは 唯一の 神で あられる。 かれに 讃え あれ。 かれに， 何で 子が あろう。 天に あり， 地 
にある 凡ての ものは， アツ ラーの 有で ある。 管理者と して アツ ラーは 万全で あられる。 

172 . マス イー フは アツ ラーの しもべで ある ことを 決して 軽んじたり はしない。 また （アツ ラーの 
) そばに いる 天使たち もしない。 かれに 仕える ことを 軽んじ， 高慢で ある 者， これらす ベての 者 
を かれの 御 許に 集められる。 

173 •だが 信仰して 善い行いに 励む 者には， かれは 十分の 報奨を 与え， なお その 恩恵を 増して 下さ 
れ る。 だが 軽んじて 高慢な 者には， かれは 懲罰を 科され， アツ ラーの 外には どんな 守護 も 援助 も 
見いだ す ことは 出来ない。 

174 •人び とよ， 主から 確証が 既に あなたがたに (西？) された ので ある。 われは 明らかな 光明を あな 
たがた に 下した ので ある。 

175.  だから アツ ラーを 信仰し， しっかり かれに 鰱る 者は， やがて かれからの 慈悲と 恩恵に 浴 させ 
ていた だき， 正しい 道で， 御 許に 導いて いただけよう。 

176 . かれらは 合法な 判定に つき， あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「アツ ラーは， あ 
なた がた に 父母 も 子供 もない 場合， こう 判定な される。 男が 死んでも し 子が なく， 唯 1 人の 姉 か 
妹が ある 場合は， かの 女は 遺産の 半分を 継ぐ。 また 女が 死んでも し 子の ない 場合は， かれ （兄弟 
) がかの 女 （の 遺産） を 相続す る。 もし 2 人の 姉妹が あれば， 遺産の 3 分の 2 を 2 人で 相続す る。 も 
しまた， 兄弟と 姉妹が あれば， 男は 女の 2 人 分の 分け前を 得る。 アツ ラーは 誤りがない よう， あ 
なた がた に 解明な される。 アツ ラーは 凡ての ことを 知り 尽くされる。」 

SURA  5 •食卓 章 〔アル •マー イダ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 
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1 .あなたがた 信仰す る 者よ， 約束を 守りなさい。 あなたがたに 対し， 今から 読 •あげる ものを 陳 
いた 家畜は 許される。 ただし あなたがたが 巡礼 着の 間， 狩獵は 許されない。 本当に アツ ラーは， 
御 好 • に なられた ことを 定められる。 

2 •あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーの 聖い 表徴を 冒 (演? ） しては ならない。 また 聖 月， （犠牲の 
) 棒げ 物， （それを 標示す る） 首飾り， また 主の 恩恵と 御喜び を 求めて， 聖 なる 家 （カ アバ） に 
参った 者を 犯して はならない。 だが， （巡礼 着を） 脱いだならば， 狩獵 しても よい。 あなたがた 
を （且つて） 聖 なる マ スジ ドから 追放した 者たち を 恨 •にもって， 法を 越え， 刺激して はなら な 
い。 寧ろ 正義と 篤信の ために 助け あって， 信仰を 深めなさい。 罪と 恨 •のために 助け あっては な 
ら ない。 アツ ラーを 畏れなさい。 誠に アツ ラーは 懲罰に 就いて 厳重で あられる。 

3 •あなたがたに 禁じられた ものは， 死肉， （流れる） 血， 豚肉， アツ ラー 以外の 名を 唱え （殺さ 
れ） たもの， 絞め殺され たもの， 打ち殺され たもの， 墜死した もの， 角で 突き殺され たもの， 野 
獣が 食い 残した もの， （ただし この種の もので も） あなたがた がその 止めを 刺した ものは 別で あ 
る。 また 石 壇に 犠牲と された もの， 籤で 分配され たもので ある。 これらは 忌まわしい ものである 
。 今日， 不信心な 者たち は あなたがたの 教え （を 打破す る こと） を 断念した。 だから かれらを 畏 
れ ないで われを 畏れなさい。 今日 われは あなたがたの ために， あなたがたの 宗教を 完成し， また 
あなたがた に対する われの 恩恵を 全うし， あなたがたの ための 教えと して， イス ラームを 選んだ 
ので ある。 しかし 罪を 犯す 意図な く， 飢えに 迫られた 者には， 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 
深く あられる。 

4 .かれらは 何が 許される かに 就いて， あなたに 問う。 言って やる がいい。 r  (凡て） 善い ものは 
あなたがたに 許される。 あなたがたが アツ ラーの 教えられた 仕方に よって 訓練した 鳥獣が あなた 
がた のために 捕えた ものを 食べなさい。 だが 獲物に 対して， アツ ラーの 御名を 唱えなさい。 アツ 
ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは 清算を 極めて 速くな される。」 

5 •今日 （清き） 良い ものが あなたがたに 許される。 啓 典を 授けられた 民の 食べ物は， あなたがた 
に 合法で あり， あなたがたの 食べ物は， かれらに も 合法で ある。 また 信者の 貞節な 女， あなたが 
た 以前に， 啓 典を 授けられた 民の 中の 貞節な 女 も。 もし あなたがたが （貞節な） 女に 姦淫 や 密通 
をせ ずに， きちんと 婚資を 与え 妻に 迎えるならば 許される。 凡そ 信仰を 拒否す る 者は， その 善行 
も 虚しく， 来世に おいては， 失敗 者の 類で ある。 

6 •信仰す る 者よ， あなたがたが 礼拝に 立つ 時は， 顔と， 両手を 肘まで 洗い， 頭を 撫で， 両足を 踝 
まで （洗え）。 あなたがたが もし 大 汚の 時は， 全身の 添 浴を しなさい。 また あなたがたが 病気に 
かかり， または 旅路に あり， また 誰か 廁 から 来た 者， または 女と交わった 者で， 水を 見つけられ 
ない 場合は， 清浄な 上に 触れ， あなたがたの 顔と 両手を 撫でなさい。 アツ ラ-は 困難を， あなた 
がた に 課す ことを 望まれない。 ただし， あなたがたを 清める ことを 望 • ， また あなたがたへの 恩 
恵を 果 される。 恐らく あなたがたは 感謝す るであろう。 

7 •あなたがた に対する アツ ラーの 恩恵と， かれが あなたがたと 結ばれた 約束を 心に 銘 じ， あなた 
がた が， 「わたしたちは 聴きました， 従います。」 と 言った 時を 思い， アツ ラーを 畏れなさい。 
アツ ラーは， あなたがたが 胸の 中に 抱く ことを 熟知な される。 
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8 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーの ために 堅固に 立つ 者と して， 正義に 基いた 証人で あれ。 
人び とを 憎悪す る あまり， あなたがたは （仲間に も 敵に も） 正義に 反して はならない。 正義を 行 
いなさい。 それは 最も 篤信に 近いので ある。 アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラーは あなたがたの 行 
うこと を 熟知な される。 

9 . 信仰して 善い行いに 励む 者に， アツ ラーは 約束な された。 かれらには， 御赦 しと 偉大な 報奨が 
ある。 

10 . だが 信仰を 拒否して わが 印を 偽りで あると する 者， これらは 火獄の 住人で ある。 

11 •信仰す る 者よ， あな たがた の 授か った アツ ラー の 恩恵を 心に 銘 じなさい。 人び と が あな たが 
たに 向かって 手を 出そうと した 時， あなたがた のために その 手を 押えられた 時の ことを。 アツ ラ 
一を 畏れなさい。 信者たち は， 一生懸命に アツ ラーを 信頼しなさい。 

12 •アツ ラーは， 以前に イスラエルの 子孫と 約束を 結ばれ， われは かれらの 中から 12 人の 首長を 
立てた。 そして アツ ラーは 仰せられた。 「本当に われは あなたがたと 一緒にい るので ある。 もし 
あなたがたが 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， われの 使徒たち を 信じて 援助し， アツ ラ- 
によい 選 付を するならば， われは， 必ず あなたがたの 凡ての 罪業を 消滅し， 川が 下を 流れる 楽園 
に きっと 入らせよう。 今後 あなたがたの 中， これ （約束） を 信じない 者は， 正しい 道から 迷い 去 
る。 


13 .しかし かれらは この 約束を 破った ので， われは 見限って， かれらの 心を 頑な にした。 かれら 
は （啓 典の 中の） 字句の 位置を 変え， 与えられた 訓戒の 一部分を 忘れて しまった。 それで かれら 
の 中の 少数の 者 以外は， いつも 契約を 破棄し， 裏切りに 出る であろう。 だが かれらを 許して 見逃 
しなさい。」 本当に アツ ラーは 善い行いを する 者を 御 好 • に なられる。 

14 •われは また， 「わたしたちは， キリス ト 教徒です。」 と言う 者と も 約束を 結んだ。 だが かれ 
らも 授けられた 教訓の 一部分を 忘れて しまった。 それで あれは 復活の 日まで， 敵意と 憎悪の 念と 
を かれらの 間に こびり つかせた。 アツ ラーは かれらに， その 行った ことを 間もなく 後で 告げ 知ら 
せられる であろう。 

15 . 啓 典の 民 （ユダヤ， キリス ト 教徒） よ， 使徒 （ムハンマド） が 正に あなたがたの 処へ 来た。 
あなたがたが 啓 典 （律法， 福音） の 中の 隠して きた 多くの ことを あなたがたに 解明し， また 多く 
のこと を そのまま にした。 アツ ラーからの 御 光と， 明瞭な 啓 典が 今 正に あなたがたに 下った ので 
ある。 

16 . これに よって アツ ラーは， 御 好 •になる 者を 平安の 道に 導き， また その 御 許しに よって， （購？ 
) 黒から 光明に 連れ出し， かれらを 正しい 道に 導かれる。 

17 •「アツ ラー こそは， マルヤ ムの子 マス ィー フで ある。」 と言う 者は， 確かに 不信心 者で ある 
。言って やる がいい。 「誰が アツ ラーに 対し， 少しで も 力が あろう か。 もし かれが マルヤ ムの子 
マス ィー フ， その 母と 地上の 凡ての ものを 滅ぼそうと 御 考えに なられたら， 誰が 制止 出来よう。 

」 天と地， そして その 間の 凡ての ものは， アツ ラーの 大権に 属する。 かれは 御 考えに なられた も 
のを 創造な される。 アツ ラー は 凡ての ことに 全能で あられる。 
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18 .ユダヤ人 や キリス ト 教徒は 言う。 「わたしたちは アツ ラーの 子で あり， かれに 愛でられる。 

」 言って やる がいい。 「それなら 何故かれ は， あなたがたの 罪を 罰される のか。 いや， あなたが 
たは， かれが 創ら れた 人間に 過ぎない。 かれは， 御望 •の 者を 赦 し， 御望 •の 者を 罰される。」 
天と地， そして その 間の 凡ての ものは， アツ ラーの 大権に 属し， また かれ こそは 帰り 所な ので あ 
る。 


19 .あなたがた 啓 典の 民よ， 使徒たち が 中断され た 後 わが 使徒が やって来て， あなたがたに 対し 
(事物の） 解明を する。 これは あなたがたに， 「わたしたちには 吉報の 伝達 者 も 警告 者 も 来ない 
。 」 と 言わせな いためで ある。 今， 吉報を 伝え 警告を 与える 者が， 正に あなたがたの 処に 来たの 
である。 誠に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

20 •また ムーサ-が， 自分の 人び とに こう 言った 時を 思い起せ。 「わたしの 人び とよ， あなたが 
たが 授かった アツ ラ ーの 恩恵を 心に 銘じ なさい。 かれは あなたがたの 中 か ら 預言者た ちを あげ， 
あなたがたを 王と なされた。 外の どの 民に も 授けられなかった ものを， あなたがたに 授けた ので 
ある。 

21 •わたしの 人び とよ， アツ ラーが あなたがた のために 定められた， 聖地に 入れ。 あなたがたは 
, 踵を 返して 退いて はならない。 そうしたら あなたがたは 失敗 者になる。」 

22 . かれらは 言った。 「ムーサーよ 本当に そこには， 巨大な 民が いる。 かれらが 出て 行かな けれ 
ば， わたしたちは 決して そこに 入る ことは 出来ない。 もし かれらが そこから 去ったならば， わた 
したち は きっと 入る であろう。」 

23 . 主を 畏れる 2 人は 言った。 ーアツ ラーは 2 人を 御 恵 •に なられる 一 「 （村の） 正門から 入って 
かれらに 当れ。 一度 入れば， 本当に あなたがた こそ 勝利す るであろう。 あなたがたが もし （真の 
) 信者なら ば， アツ ラー を 信頼 しなさい。」 

24 •だが かれらは 言った。 「 ムーサーよ， 本当に わたしたちは かれらが そこに 留まる 限り， 決し 
て そこに 入れない。 あなたと あなたの 主が， 2 人で 行って 戦え。 わたしたちは ここに 座って いる 
〇 」 

25 . かれは 申し上げた。 「主よ， 本当に わたしは わたし 自身と 兄弟の 外は 制御 出来ません。 です 
から わたしたちを， この 反逆の 民から 引き離して 下さい。」 

26.  (主は） 仰せられた。 r ならば この 国土を， 40 年の 間 かれらに 禁じよう。 かれらは 地上を さ 
迷う であろう。 だから あなたがたは 主の 淀に 背く 民の ことで 悲しんで はならない。」 

27.  (ムハンマドよ） ア- ダムの 2 児の 物語の 真実を 民に 語れ。 かれら 両人が 犠牲を 捧げた 時， 1 
人は 受け入れられ たが， 外は 受け入れられなかった。 言った。 「 わたしは きっと 御前を 殺して や 
る。」 かれは （答えて） 言った。 「アツ ラーは， 唯 主を 畏れる 者 だけ， 受け入れられる。」 

28.  r 仮令 あなたが， わたしを 殺す ために その 手を 伸ばしても， わたしは あなたを 殺す ため， 手 
を 伸ばしは しない。 わたしは 万有の 主 アツ ラーを 畏れる。 
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29 .本当に わたしは， あなたが わたしの （先に 犯した） 罪と， あなたの （殺人の） 罪と を 負って 
, あなたが 火獄の 住人になる ことを 望む。 そして これは 不義を 行なう 者の 応報で ある。」 

30 •しかし かれの （利己的な） 心は， その 弟を 殺す のを 望ましい ことと し， 遂に かれを 殺害 （人 
類 最古の 殺人者と） して， 失敗 者の 1 人と なった。 

31 . その 時 アッ ラーは， 1 羽の 大カ ラスを 遺 わして 地を 掘らせ， その 弟の 死体を， 如何に 覆うべき 
かを かれに 示された。 かれは 言った。 「ああ 情けない 兄弟の 死体を 葬る のに， わたしは この カラ 
ス程 のこと さえ 出来ない のか。」 こうして かれは 後悔す る 者の 1 人と なった。 

32 . そのこと のために われは イスラエルの 子孫に 対し， 淀を 定めた。 人を 殺した 者， 地上で 悪を 
働いた という 理由 もな く 人を 殺す 者は， 全人 類を 殺した のと 同じで ある。 人の 生命を 救う 者は， 
全人 類の 生命を 救った のと 同じで ある （と 定めた）。 そして わが 使徒たち は， かれらに 明 証を （ 
蒼？） した。 だが， なお かれらの 多くは， その後 も 地上に おいて， 非道な 行いを している。 

33 •アッ ラーと その 使徒に 対して 戦い， または 地上を 攪 乱して 歩く 者の 応報は， 殺される か， ま 
たは 十字架に つけられ るか， あるいは 手足を 栗い 違いに 切断され るか， または 国土から 追放され 
る 外は ない。 これらは かれらに とっては 現世での 屈辱で あり， 更に 来世に おいて 厳しい 懲罰が あ 
る。 


34 . だが あなたが たがと り 抑える 前に， 自 ら 悔悟した 者は 別で ある。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 
深く あられる ことを 知れ。 

35 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーを 畏れ 自分の 義務を 果して かれに 近づく よう 念願し， か 
れの 道の ために 奮闘 努力しなさい。 あなたがたは 恐らく 成功す るであろう。 

36 . 信仰を 拒否す る 者は， 仮令 地上に ある 一切の もの， 更に これに 等しい ものを 積 •重ねて 復活 
の 日の 懲罰を あがなおうと しても， 決して 受け入れられず， 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

37 . かれらは， 業火から 出る ことを 願う であろうが， 決して これから 出る ことは 出来ない。 懲罰 
は 永久に 続く ので ある。 

38 . 盗 •をした 男 も 女 も， 報いと して 両手を 切断しなさい。 これは かれらの 行いに 対する， アツ 
ラーの 見せしめの ための 懲 しめで ある。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

39 . だが 悪事を 行った 後， 罪を 悔いて その 行いを 改める 者には， アツ ラ-は 哀れ •を 垂れられる 
。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

40 . あなたは 天と地の 大権が アツ ラーに 属する ことを 知らない のか。 かれは 御望 •になって いる 
者を 罰し， 御望 •になって いる 者を 御赦 しに なられる。 アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる 
〇 

41 •使徒よ， 栗い に 不信心に 競う 者の ために あなたの 心を 痛めて はならない。 かれらは 口で， r 
わたしたちは 信仰す る。」 と言うが， 心では 信じて はいない。 また ユダヤ人の 中には， 虚偽を 聞 
き 出す ことば かりに 熱心で， あなたの 処に 全く 寄りつ かない 者が いる。 かれらは その 言葉を （正 
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しい） 意味から 歪めて 言う。 「もし これが， あなたがたに 与えられ たもの （律法と 同じで ある） 
と 思うならば， 受け入れなさい。 だが あなたがたに 与えられ たものと 同じでないなら ば， 用心し 
なさい。」 アツ ラーが 一度 試 •にかけ ようと 御望 •の 者には， あなたは かれらの ため， アツ ラ- 
に 対し 何の 権威 もな これらの 者は，  アツ ラーが その 心を 清める のを， 望まれない 者たち である。 
かれらは 現世に おいて 屈辱を 受け， 来世に おいても 酷い 懲罰を 受ける であろう。 

42 •かれらは 虚偽 ばかりを 聞き， 禁じられ たものを 貪る。 かれらが もし あなたの 許に 来たならば 
， かれらの 間を 裁く か， それとも 相手に するな。 もし あなたが 相手に しなくても， かれらは 少し 
も あなたを 害する ことは 出来ないで あろう。 またもし 裁くならば， かれらの 間を 公平に 裁決し な 
さい。 アツ ラーは 公平に 行う 者を 愛でられる。 

43 . かれらには 律法が あるのに， どうして あなたに， 裁判を 仰ぐ のであろう か。 その 中には， ア 
ツ ラーの （公平な） 裁決が あるの だが， かれらは そういう ものを 持って いても， なお 背き 去る。 
これらの 者は （真の） 信者では ない ので ある。 

44 . 誠に われは， 導きと して 光明の ある 律法を， （ムーサーに） 下した。 それで （アツ ラーに） 
服従， 帰依した 預言者た ちは， これに よって ユダヤ人を 裁いた。 聖職者たち や 律法 学者たち は， 
アツ ラーの 啓 典を 心に 銘記し， その 証人で も あった。 だから あなたがたは 人間を 恐れず， 只 われ 
を 畏れなさい。 僅かな 代価で， われの 印を 売って はならない。 そして アツ ラーが 下された もので 
裁判し ない 者は 不信心 者 （カーフィ ル） である。 

45 . われは かれらの ために 律法の 中で 定めた。 「生命には 生命， 目には 目， 鼻には 鼻， 耳には 耳 

, 歯には 歯， 凡ての 傷害に も， （同様の） 報復を。」 しかし その 報復を 控えて 許すならば， それ 
は 自分の 罪の 償いと なる。 アツ ラーが 下される ものに よって 裁判し ない 者は， 不義を 行う 者で あ 
る。 


46 •われは かれらの 足跡を 踏ませて， マルヤ ムの子 イ-サ -を 遣わし， かれ 以前 （に 下した） 律 
法の 中に ある ものを 確証す るた めに， 導きと 光明の ある， 福音を かれに 授けた。 これは かれ 以前 
に 下した 律法への 確証で あり， また 主を 畏れる 者への 導きで あり， 訓戒で ある。 

47 .それで 福音の 信者 （キリス ト 教徒） には アツ ラーが その 中 （福音書） に 示された ものに よっ 
て 裁かせなさい。 凡そ アツ ラーが 下される ものに よらずに， 裁く 者は 主の 淀に 背く 者で ある。 

48 •われは 真理に よって， あなたがたに 啓 典を 下した。 それは 以前に ある 啓 典を 確証し， 守る た 
めで ある。 それで アツ ラーが 下される ものに よって， かれらの 間を 裁け。 あなたに 与えられた 真 
理に 基づき， かれらの 私慾に 従っては ならない。 われは， あなたがた 各自の ために， 聖い 戒律と 
公明な 道と を 定めた。 もし アツ ラーの 御 心なら， あなたがたを 挙げて 1 つの ウン マに なされた で 
あろう。 しかし （これを されなかった のは） かれが あなたがたに 与えられ たものに よって， あな 
たがた を 試 •られ たためで ある。 だから 栗い に 競って 善行に 励め。 あなたがたは 挙って， アツ ラ 
一に 帰る ので ある。 その 時 かれは， あなたがたが 論争して いた ことに 就いて， 告げられる。 

49 .それで アツ ラーの 下される ものに よって， かれらの 間を 裁き， 決して かれらの 私慾に 従って 
はならない。 アツ ラーが， あなたに 下される （教えの） どの 部分に ついても 惑わされな いよう， 
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かれらに 用心しなさい。 かれらが もし 背き 去るならば， それは アツ ラーが かれらの 犯した 罪の 一 
部を， 懲 しめられ ると 御 考え なって おられる と 知れ。 人び との 多くは 本当に アツ ラーの 淀に 背く 
者で ある。 

50 .かれらが 求める のは， 無明 （時代） の 裁判で あるの か。 だが 信心 堅固な 者に とって， アツ ラ 
一に 優る 裁判 者が あろう か。 

51 •あなたがた 信仰す る 者よ， ユダヤ人 や キリス ト 教徒を， 仲間と しては ならない。 かれらは 栗 
いに 友で ある。 あなたがたの 中 誰でも， かれらを 仲間と する 者は， かれらの 同類で ある。 アツ ラ 
一は 決して 不義の 民を 御 導きに なられない。 

52 .あなたは， 心に 病 ある 者が かれらの 許に 走る のを 見る であろう。 かれらは， 「わたしたちは 
災難に あいは しない かと 恐れる。」 と 言って いる。 だが アツ ラーは， 恐らく （あなたがたに） 勝 
利を 与え， または 御 許から 聖断を 与えられよう。 かれらは 心の中に 秘密を 抱く ものの ために， 酷 
く 後悔す る ことになるであろう。 

53 •信ツ する 者は 言う。 「これらの 者は， あなたがたと 一緒 （の 協力者） だと， アツ ラーに かけて 
, 力を こめて 誓った 者では ないか。 」 かれらの 行いは 虚しく， 必ず 失敗 者と なる であろう。 

54 .信仰す る 者よ， もし あなたがたの 中から 教えに 背き 去る 者が あれば， やがて アツ ラ-は， 民 
を 愛でられ， かれら も 主を 敬愛す るよう な 外の 民を 連れて こられる であろう。 かれらは 信者に 対 
しては 謙虚で あるが， 不信心 者に 対しては 意志 堅固で 力強く， アツ ラーの 道の ために 奮闘 努力し 
, 非難 者の 悪口を 決して 恐れない。 これは， アツ ラ-が 御 好 •に なられた 者に 与えられる 恩恵で 
ある。 アツ ラーは 厚 施に して 全知で あられる。 

55 •誠に あなたがたの （真の） 友は， アツ ラ-と その 使徒， ならびに 信仰す る 者たち で 礼拝の 務 
めを 守り， 定めの 喜捨を なし， 謙虚に 額ず く 者たち である。 

56 . アツ ラーと その 使徒， と 信仰す る 者たち を 友と して 助ける 者は， アツ ラーの 1 党で， 必ず 勝利 
を 得る 者たち である。 

57 . 信仰す る 者よ， あなたがたの 教えを 明 笑し， 戯れ ごとに する 者を 友と しては ならない。 それ 
は 先に 啓 典を 与えられた 者の 中に いるが， 信仰を 拒否す る 者たち の 中に もい る。 もし あなたがた 
が 信者なら ば， アツ ラーを 畏れなさい。 

58 •あなたがたが （人び とを） 礼拝に 招く 時， かれらは それを 期 笑し， 戯れ ごとに する。 それは 
かれらが 理解し ない 民の ためで ある。 

59 •言って やる がいい。 「啓 典の 民よ， あなたがたが わたしたちを 非難す るのは， 只 わたしたち 
が アツ ラーを 信じ， また わたしたちに 下された もの （ク ルアー ン）， また 以前に 下された もの （ 
律法， 福音） を 信じる ためで あるの か， 只 あなたがたの 多くが アツ ラーの 淀に 背く 者たち である 
ためでは ないか。」 

60 .言って やる がいい。 「アツ ラーの 御 許の 応報で， それよりも 悪い ものを， あなたがたに 告げ 
ようか。 それは アツ ラーが 見放した 者， 御 怒りを 被 むった 者， サル または ブタ とされた 者， そし 
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て 邪神に 仕える 者， かれらは， 最悪の 境地に おり， （正しい） 道から 遠く 迷い 去った 者たち であ 
る。」 

61 . かれらが あなたがたの 許に 来た 時， r わたしたちは 信仰す る。」 と 言った。 だが かれらは 実 
に 不信心で 入り， また 不信心で 出て 行く 者たち である。 アツ ラーは かれらの 隠す ことを 熟知な さ 
れ る。 

62 . かれらの 多くが， 栗い に 競って 罪悪と 反逆には しり， 禁じられた ものを， 貪る のを 見る であ 
ろう。 かれらの 行う ことの 何と 醜悪な ことよ。 

63 . なぜ 聖職者 や 律法 学者は， かれらが 罪深い ことを 語り， または 非 法な ものを 貪る のを 禁じな 
いの か。 かれらの 行う ことの 何と 醜悪な ことよ。 

64 . ユダヤ人は， 「アツ ラーの 御手は 縛られて いる。」 と言う。 縛られた のは かれらの 手で， そ 
う 言った ことによって かれらは 見限られた。 いや， かれの 御手は 広く 開かれて， 御 心の ままに， 
惜し •なく 与えられる。 だが かれらの 多くは， 主から あなたに 啓示が 下された のを 見て， きっと 
反抗と 不信心 を 増長し よう。 われが かれらの 間に 投じた 敵意と 憎悪とは， 本当に 復活の 日まで 続 
くであろう。 かれらが 戦火を 燃やす 度に， アツ ラーは それを 消される。 また かれらは， 地上に お 
いて 害悪を しようと 努める。 だが アツ ラーは， 害悪を 行なう 者を 御 愛でに なられない。 

65 . 啓 典の 民が もし 信仰して 主を 畏れるならば， われは かれらの すべての 罪障を 抹消して 必ず 至 
福の 楽園に 入らせる であろう。 

66 •もし かれらが 律法と 福音， そして 主から かれらに 下された ものを 順奉す るなら ば， かれらの 
上から も 足 許から も， 必ず （豊かに） 糧を 与えられる であろう。 かれらの 中には， 正義を 行う 一 
団も いる。 だが 多くの 者の 行う ところは， 邪悪で ある。 

67 . 使徒よ， 主から あなたに 下された （凡ての） ものを， 宣べ 伝えなさい。 あなたが それを しな 
いなら， かれの 啓示を 宣べ 伝える 使命は 果せないで あろう。 アツ ラ-は， （危害を なす） 人び と 
から あなたを 守護な される。 アツ ラーは 決して 不信心の 民を 導かれない。 

68 . 言って やる がいい。 「啓 典の 民よ。 律法と 福音と 主から あなたがたに 下された， （凡ての） 
啓示を 順守す るまでは， あなたがたが 立つ 拠り所は ない の だ。」 ところが 主から あなたに 下った 
ものは， かれらの 多くの 者に， 頑固な 反抗と， 不信心を 増長 させた。 だから あなたは 不信心の 民 
に 就いて， 心を 悩まして はならない。 

69 . 本当に （ク ルアー ン を） 信じる 者， と ユダヤ人， サー ビア 教徒， キリス ト 教徒で， アツ ラ- 
と  終末の  日を 信じて 善い行いに 励む 者には，  恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

70 . われは 且つて， イスラエルの 子孫と 約束を 結び， 使徒たち を かれらに 遣わした。 ところが 使 
徒が， かれらの 好まない ものを (笛?) す 度に， かれらは ある 者を 嘘 付きと 呼び， ある 者を 殺害し 
た。 

71 . そして かれらは （そのために） 試 • （の 懲罰） がない ものと 考えて いた。 それで かれらは 盲 
目 や 難聴 者と なった が， その後 アツ ラーは， かれらの 悔悟を 許しな された。 それでも かれらの 多 
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くは またも， 自ら 盲目 や 難聴 者と なった。 アツ ラーは かれらの 行う ところを， 御存知で あられる 


72.  r アツ ラー こそは， マルヤ ムの子 マス ィー フで ある。」 と言う 者は， 確かに 不信心 者で ある 

。 しかも マス ィー フは 言った ので ある。 「イスラエルの 子孫よ， わたしの 主で あり， あなたがた 
の 主で あられる アツ ラーに 仕えなさい。」 凡そ アツ ラーに 何もの かを 配す る 者には， アツ ラーは 
楽園 （に 入る こと） を 禁じられ， かれの 住まいは 業火で ある。 不義を 行う 者には 援助 者は ない の 
である。 

73.  「アツ ラーは 三 （位） の 一つで ある。」 と言う 者は， 本当に 不信心 者で ある。 唯一の 神の 外 
に 神は ない ので ある。 もし かれらが その 言葉を 止めないなら， かれら 不信心 者には， 必ず 痛まし 
い 懲罰が 下る であろう。 

74 •かれらは 何故， 悔悟して アツ ラーに 返り， その 御赦 しを 求めようと しないの か。 誠に アツ ラ 
一は 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

75 •マルヤ ムの子 マス ィー フ は， 一人の 使徒に 過ぎない。 かれの 以前に も 使徒たち が あって， 逝 
ったので ある。 かれの 母は 誠実な 婦人であった。 そして かれら 両人は 食べ物を 食べて いた。 見よ 
， われは 如何に かれらに 印を 明示した かを。 また 見よ， 如何に かれら （不信者） が 迷い 去る かを 
〇 

76 •言って やる がいい。 「あなたがたは アツ ラーの 外に， あなたがたに 害 もな く 益 もな く， 役立 
たない ものに 仕える のか。 アツ ラー， かれ こそは 全 聴 者に して 全知で あられる。」 

77 . 言って やる がいい。 「啓 典の 民よ， 真理を 無視して あなたがたの 教えの 法を 越えて はなら な 
い。 また あなたがたは 先に 迷い 去った 者たち の， 私見に 従っては ならない。 かれらは 多くの 者を 
迷わせ， （自ら も） 正しい 道から 迷った 者たち である。」 

78 . イスラエルの 子孫の 中， 不信心な 者は， ダー ウ- ド や マルヤ ムの子 イ-サ ーの 舌で 呪われた 
。 それは かれらが 従わないで， 法を 越えた ためで ある。 

79 . かれらは その 行った 悪事を， 栗い に 戒めなかった。 かれらの 行った ことの 何と 醜悪な ことよ 
〇 

80 . 見なさい， かれらの 多くは， 不信心な 者と 親密に している。 何と 醜悪な ことを 自ら 進んで す 
る ものよ。 アツ ラーは かれらに 激怒な され， かれらは 懲罰の 中に 永遠に 住む であろう。 

81 •かれらが もし， アツ ラーと 聖 預言者を 信じ， また かれらに 下された ものを 信じたならば， か 
れらを 親しい 友と しなかった であろう。 だが かれらの 多くは， 主の 淀に 背く 者で ある。 

82 .あなたは， 人び との 中 信仰す る 者を 敵視す る ことが 最も 厳しい のは， ユダヤ人と 多神教 徒で 
ある ことを 知る であろう。 また あなたは， 信仰す る 者に 一番 親愛の 情を 抱いて いるのは， 「わた 
したち は キリス ト 教徒です。」 と言う 者で ある ことを 知る であろう。 これは かれらの 間に， 司祭 
と 修道士が いて， かれらが 高慢で ないた めで ある。 
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83 .あなたは かれらが， 使徒に 下された ものを 聞く 時， 自分の 認めた 真理の ために， 涙を 目に (温？ 
)れ させる のを 見る であろう。 かれらは 言う。 r 主よ， わたしたちは 信仰し ます。 わたしたちを 
証人の 中に 書き留めて 下さい。 

84 •わたしたちは， アツ ラーと わたしたちに 下された 真理を， どうして 信じないで いられ ましょ 
うか。 また 主が， 敬 (度？) な 民と 一緒に わたしたちを も （楽園に） 入れて 下さる よう， 懇願し な 
いで いられ ましょう か。」 

85 .それで アツ ラーは， かれらの 言葉に 報いられ， 川が 下を 流れる 楽園を 与えられ， 永遠に そこ 
に 住まわせられる。 それは 善い行いを なす 者への 報奨で ある。 

86 •しかし 信仰し ないで， わが 印を 偽りで あると する 者， これらは 火獄の 住人で ある。 

87 . あなたがた 信仰す る ものよ， アツ ラーが あなたがたに 許される， 良い ものを 禁じて はなら な 
い。 また 法を 越えて はならない。 アツ ラーは， 法を 越える 者を 御 愛でに なられない。 

88 . アツ ラーが あなたがたに 与えられた 良い （清潔で） 合法な ものを 食べなさい。 あなたがたが 
信じて いる アツ ラーを 畏れなさい。 

89 . アツ ラーは， あなたがたの y はず •な 言葉の 誓いに 対し， あなたがたを 非難され ない。 だが あ 
なた がた が 誓って 約束した ことに 対しては その 責任を 問う。 その 贖罪には， あなたがたの 家族を 
養う 通常の 食事で， 1〇 名の 貧者を 養え， または これに 衣類を 支給し， あるいは 奴隸 1 名を 解放し 
なさい。 （これらの ことが） 出来ない 者は， 3 日間の 斎戒を しなさい。 それが あなたがたが 誓い 
をした 時の 賠償で ある。 あなたがたは 自分の 誓いを 守れ。 アツ ラーは このように， 御 自分の 印を 
あなたがた のために 解明な される。 恐らく あなたがたは， 感謝す るであろう。 

90 . あなたがた 信仰す る 者よ， 誠に 酒と 賭 矢， 偶像と 占い 矢は， 忌 •嫌われる 悪魔の 業で ある。 
これを 避けなさい。 恐らく あなたがたは 成功す るであろう。 

91 •悪魔の 望む ところは， 酒と 賭 矢に よって あなたがたの 間に， 敵意と 憎悪を 起こさせ， あなた 
がた が アツ ラーを 念じ 礼拝を 捧げる のを 妨げよ うとす る ことで ある。 それでも あなたがたは 慎し 
まない のか。 

92 .アツ ラーに 服従， 帰依し， また 使徒に 従って （悪魔に） 用心しなさい。 仮令 あなたがたが 背 
いても， われの 使徒の 責務は， ただ 明白に （啓示を） 宣べ 伝える だけで ある ことを 知れ。 

93 •信仰して 善行に 勤む 者は， （既に） 食べた ものに 就いて 罪は ない。 かれらが 主を 畏れ， 信仰 
して 善行に 励む 時は， それで その上に も， 主を 畏れ， 信仰しなさい。 更に その上に， 主を 畏れ， 
善行に 勤め。 アツ ラ-は 善行 者を 愛でられる。 

94 •あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーは あなたがたの 手 または 槍で 狩ろ， ちょっと した 獲物に 
よって， あなたがたを 試 •られ る。 それは アツ ラーが， 見る ことの 出来ない かれを 恐れる 者が， 
誰で あるかを 知られる ためで ある。 この 後で も 違犯す る 者は， 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 
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95 . 信仰す る 者よ， あなたがたが 巡礼者の 間は， 狩拥 して 鳥獣を 殺して はならない。 もし， あな 
たがた の 中， 知りながら それを 殺した 者の 償いは， あなたがたの 中 公正な 2 名の 者の 判定に より 

, その 殺した ものと 等しい （価の） 家畜を， カ アバに 運んで 捧げる か， または その 贖罪の ために 
貧者に 食を 供す るか， または それに 相当す る 斎戒を 行う ことで ある。 これらは かれが その 行いの 
結果を 味わうた めで ある。 アツ ラーは， 過ぎ去った ことは 御 許しな される。 だが あなたがたが も 
し 繰り返すならば， アツ ラーは 応報を 重く される。 アツ ラーは 偉力 ならびなき 応報の 主で あられ 
る。 

96 . 海で 漁 鱗し， また 獲物を 食べる ことは， あなたがた にも 旅人に も 許されて いる。 だが 陸上の 
狩獵 は， 巡礼 着の 間は 禁じられる。 アツ ラーを 畏れなさい。 あなたがた はかれの 御 許に 集められ 
るので ある。 

97 . アツ ラーは 人間の （現世に おける 平安の） ため， 聖 なる 家， カ アバを 創り， また 聖 月と 捧げ 
物と （犠牲に 供える 家畜の） 首飾りを 定められた。 これは あなたがたに， アツ ラーが 天に あり 地 
にある 凡ての ものを 知って おられ， 且つ アツ ラーが 凡ての 事に 通暁して おられる ことを， 知らせ 
るた めで ある。 

98 . アツ ラーは 罰に 厳重で あられ， また， アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる ことを 知れ。 

99 . 使徒には， 只 （啓示を） 宣べ 伝える ことの 外 何も 課せられない。 アツ ラーは， あなたがたの 
現わす こと も， 隱す こと も 知って おられる。 

100 •言え， 「あなたがたは， たとえ はびこって いる 悪に 魅了され ようが， 悪い ことと 良い ことは 
同じでは ない」 だから あなたがた 思慮 ある 者よ， アツ ラーを 畏れなさい。 恐らく あなたがたは 成 
功す るであろう。 

101 •信仰す る 者よ， いろいろと 尋ねて はならない。 もし あなたがたに 明白に 示される と， かえっ 
て 悩まされる こと も ある。 ただし ク ルアー ンが 啓示され ている 時， それに 就いて 問えば， あなた 
がた に 明白に 示される であろう。 アツ ラーは それを 許される。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深い 方 
であられる。 

102 . あなたがた 以前の 民 も （この ことに 就いて） 尋ねた。 そして そのことの ために， 不信心 者と 
なった。 

103 . アツ ラーが， パ ヒーラ または サーイ パ， フス イー ラ または ハー ミを 定められ たのでは ない。 
ただし， 不信心 者が アツ ラーに 対して 虚構した ものである。 かれらの 多くは 理解し ない。 

104 •かれらに 向かって， 「アツ ラーが 下された もの， ならびに 使徒の 許に 来なさい。」 と 言えば 
， かれらは 「わたしたちには 祖先が 伝えた もので 十分です」 と言う。 何と， かれらの 祖先は 全く 
知識 もな く， また （正しく） 導かれなかった ではない か。 

105 .信仰す る 者よ， あなたがた 自身 （を 守る 責任） は， あなたがた にある。 あなたがたが 正しい 
道を 踏むならば， 迷った 者は あなたがたを 妨げる ことは 出来ない。 あなたがたは 挙って アツ ラー 
に 帰る ので ある。  その 時 かれは， あなたがたの 行った ことを 告げ 知らせる であろう。 
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106 . 信仰す る 者よ， あなたがたの 1 人に， 臨終が 近付いた 時は， あなたがたの 間で 証言を 取れ。 
遺言書の 作成の 時は， 公正な 2 人の 証人を あなたがたの 中から 立てなさい。 また， もし あなたが 
たが 地上を 旅して いて， 死の 苦悩が あなたがたに 降り かかったならば， あなたがた 以外 （の 民） 
から 2 人を， 礼拝の 後， 引き止めて （依頼しなさい）。 もし かれらを 疑うならば， アツ ラーに か 
けて 誓わせなさい。 「わたしたちは， 仮令 近親の ためで も， どんな 値段で も （証言を） 売らず， 
また アツ ラーの 証拠を 隱 しません。 そのような ことを すれば， わたしたちは 本当に 犯罪者です。 

J 

107 . もし かれら 2 人が （偽証の） 罪に 値い する ことが 判明したならば， かれらに よって 不利益を 
被った 者の 中から （死者に） 縁の 最も 近い 適切な 2 人の 人物を 新たに 証言に 立たせ， 

アツ ラーに かけて 誓わせなさい。 「わたしたちの 証言は， 本当に 2 人の 証言よりも 真実で ありま 
す。 わたしたちは 決して （罪を） 犯した ことはありません。 そうで あれば， わたしたちは 本当に 
不義 者であります。」 

108 . こうす る ことは 最も 正当で ある。 こうして かれらは その 真実に 基づいて， 証言を なすこと に 
なろう。 あるいは かれらが 証言した 後に， 立証が 反論され る ことを 恐れよう。 アツ ラーへの 義務 
を 尽くし， また （かれの 勧告を） 聞け。 アツ ラーは 淀に 背く 者を 御 導きに なられない。 

109 . アツ ラーが 使徒たち を 召集され る 臼， かれらに， 「あなたがたは どんな 返答を 得た か。」 と 
仰せられよう。 かれらは （答えて） 申し上げる。 「わたしたちには， 知識はありません。 誠に あ 
なた は， 凡ての 奥義を 熟知な されて います。」 

110 . アツ ラーが こう 仰せられた 時を 思い起せ。 「マルヤ ムの子 イーサ ーよ， あなたと あなたの 母 
が 与えられた， われの 恩恵を 念じなさい。 われは 聖霊に よって あなたを 強め， 揺り籠の 中で も， 
成人して から も 人び とに 語らせる ようにした。 また われは 啓 典と 英知と 律法と 福音を あな たに 教 
えた。 また あなたは われの 許しの 許に， 泥で 鳥を 形作り， われの 許しの 許に， これに 息吹して 鳥 
とした。 あなたは また われの 許しの 許に， 生まれつきの 盲人と 癩 患者を (癒?） した。 また あなた 
はわれの 許しの 許に， 死者を 睡ら せた。 また われは あなたが 明 証を もって イスラエルの 子孫の 許 
に 赴いた 時， かれらの 手を 押えて 守って やった。 かれらの 中の 不信心な 者は， 『これは 明らかに 
魔術に 過ぎない。』 と 言った。 

111 •その 時 われは 弟子たち に 啓示して， 『われを 信じ， わが 使徒を 信じなさい。』 と 言った。 か 
れらは （答えて） 言った。 『わたしたちは 信じます。 あなたは， わたしたちが ムス リムで ある こ 
とを 立証して 下さ い。』」 

112 .かれら 弟子たち が， こう 言った 時を 思い起せ。 r マル マ ムの子 イーサ ーよ， あなたの 主は， 
あたしたち のために， （食べ物を） 並べた 食卓を， 天から 御 下しになる であろう か。」 かれ （イ 
ーサ ー） は 言った。 「あなたがたが 信者なら， アツ ラーを 畏れなさい。」 

IB .かれらは 言った。 r わたしたちは その （食卓） で 食べて， 心を 安らげたい。 また あなたの わ 
たしたち に 語られた ことが 真実で ある ことを 知り， わたしたちが， その 証人になる ことを 乞い 願 
います。」 
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114 •マルヤ ムの子 イーサ ーは （祈って） 言った。 「アツ ラー， わたしたちの 主よ， わたしたちの 
ために， （食物を 並べた） 食卓を 天から 御 下しに なり， それで わたしたちへの 最初の， また 最後 
の 機縁と なされ， あなたからの 印と して 下さい。 わたしたちに 食を 与えて 下さい。 本当に あなた 
は 最も 優れた 養い 主です。」 

115 •アツ ラーは 仰せられた。 「本当に われは， それを あなたがたに 下す であろう。 それで 今後 も 
しあな たがた の 中で 不信心 者と なる 者が あれば， われは 世の 誰に もま だ 加えなかった 懲罰で， か 
れを 罰する であろう。」 

116 .また アツ ラーが このように 仰せられた 時を 思え。 「マルヤ ムの子 イーサ ーよ， あなたは 『ア 
ツ ラーの 外に， わたしと わたしの 母と を 2 柱の 神と せよ。』 と 人び とに 告げた か。」 かれは 申し 
上げた。 「あなたに 讃え あれ。 わたしに 権能の ない ことを， わたしは 言うべき でありません。 も 
しわた しが それを 言ったならば， 必ず あなたは 知って おられます。 あなたは， わたしの 心の中を 
知って おられます。 だが わたしは あなたの 御 心の中は 知りません。 本当に あなたは 凡ての 奥義を 
熟知な されて います。 

117 •わたしは あなたに 命じられ たこと 以外は， 決して かれらに 告げません。 『わたしの 主で あり 
, あなたがたの 主で あられる アツ ラーに 仕えなさい。』 （と言う 以外には） わたしが かれらの 中 
にいた 間は， わたしは かれらの 証人で ありました。 あなたが わたしを 御 呼びに なった 後は， あな 
たが かれらの 監視者で あり， また あなたは， 凡ての ことの 立証 者で あられます。 

118 . あなたが 仮令 かれらを 罰せられても， 誠に かれらは あなたの しもべです。 また あなたが かれ 
ら を御赦 しなされても， 本当に あなた こそは， 偉力 ならびなく 英明で あられます。」 

119 . アツ ラーは 仰せられよう。 「これは かれら 正直者が， 正直 ゆえに 得を する 日で ある。 かれら 
には 川が 下を 流れる 楽園が あり， 永遠に その 中に 住む であろう。」 アツ ラ-は かれらを 喜ばれ， 
かれら もま たかれに 満悦す る。 それは 大願の 成就で ある。 

120 . 天と地と， その 間の 一切の 事物は， アツ ラーの 大権に 属する。 かれは 凡ての ことに 全能で あ 
られ る。 

SURA 6 .家畜 章 〔アル. アン アーム〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天と地を 創造し， 陪 黒と 光明を 定められる， アツ ラーを 讃 える。 だが 信じない 者は， かれらの 
主と （外の ものを） 同位に 置く。 

2 •かれ こそは， 泥から， あなたがたを 創り， 次いで （生存の） 期間を 定められた 方で ある。 一定 
(の 期間） が， かれの 御 許に 定められ ている。 それでも あなたがたは 疑う のか。 

3 •かれ こそは 天に あっても， 地で も アツ ラーで あられる。 かれは あなたがたの 隠す こと も， 現わ 
す こと も 知って おられる。 また かれは あなたがたの， 働いて 得た もの （の 応報） を も 知って おら 
れ る。 
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4 .かれら は 主から 如何なる 印を (西？) されても 必ず それから 顔を 背けて しまう。 

5 •真理 （ク ルアー ン） が かれらの 許に 来る と， かれらは 常に それを 虚偽で あると した。 だが かれ 
らの 嘲笑す る 御告げ が， 間もなく （事実と なって） かれらの 許に 来る であろう。 

6 •われは かれら 以前に， 次から 次に 幾 世代 も 滅ぼした かを， あなたがたは 考えない のか。 われは 
地上で かれらを 代々 安住 させ， あなたがたに すらし なかった ものを 与えた。 われは， かれらの 上 
に 雲を 送り （雨を） 注ぎ 降らせ， その 足 許に 川を 流れさせた。 だが 凡ての 罪の ために かれらを 滅 
ぼし， その 跡に 外の 世代を 出現 させた。 

7 •仮令 われが あなたに 紙上に （書いた） 啓 典を 下し， かれらが 自分の 手で それに 触れても， 不信 
心な 者は きっと， r これは 明らかに 魔術に 過ぎない。」 と言う。 

8 •かれらは また 言う。 「何故 天使が， かれに 遺されない のか。」 もし われが 天使を 遺したならば 
, 事は 直ちに 決定され て， かれらは 猶予され なかった であろう。 

9 •仮令 われが かれ （使徒） を 天使と しても， 必ず 人間の 姿を させ， （今） かれらが 惑うよう に， 
きっと 惑わせた であろう。 

10 . あなた 以前の 使徒たち も， 確かに 嘲笑され ていた。 だが 嘲笑した ものは， その 嘲笑して いた 
こと （懲罰） に 取り囲まれる であろう。 

11 . 言って やる がいい。 （ムハンマドよ。） 「地上を 旅して， 真理を 拒否した 者の 最後が， どう 
であった かを 見なさい。」 

12 . 言って やる がいい。 「天と地に ある 凡ての ものは， 誰の 有で あるの か。」 言って やる がいい 

。 「アツ ラーの 有で ある。 かれは 慈悲を 御 自分の 動と なされる。 審判の 日には， 必ず あなたがた 
を 召集され よう。 それに 疑いの 余地は ない ので ある。」 だが 自分の 魂を 滅ぼして しまった 者は， 
信じないで あろう。 

13 •夜と 昼と に 住む 凡ての ものは， かれの 有で ある。 かれは， 全 聴に して 全知で あられる。 

14 . 言って やる がいい。 「わたしは， アツ ラー 以外の 加護を どうして 求める だろう か。 かれは 天 
と 地の 創造者で， （すべてを） 養い， （誰から も） 養われない」 言って やる がいい。 「わたしは 

(かれに） 服従， 帰依す る 者の 先き 駆けと なり， 『多神教 徒の 仲間と なって はならない』 と 命じ 
られ た。」 

15 . 言って やる がいい。 「わたしが もし 主に 背くならば， 偉大な 日の 懲罰が 本当に 恐ろしい。」 

16 . その 日 （懲罰を） 免れる 者には， 必ず 慈悲を 与えられる。 それは 明らかに 至上の 幸福の 成就 
である。 

17 . もし アツ ラーが， あなたを 災厄で 害されれば， かれの 外に これを 險 くものは ない。 もし かれ 
が， あなたに 幸福を 届けられれば， 本当に かれは 凡ての ことに 全能て あられる。 

18 . かれは， その しもべた ちの 上に おられる 至高 者で あり， かれは 英明に して 全知で あられる。 
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19 •言って やる がいい。 「立証に おいて， 最も 重要な ことは 何で あるか。 」 言って やる がいい。 
「アツ ラーは， わたしと あなたがたとの 間の 立証 者で あられる。 この クル アーン が， わたしに 啓 
示された のは， わたしが あなたがた そして 届く 限りの 者に， それに よって 警告す るた めで ある。 
あなたがたは （アツ ラーの 外に） 他の 神が ある ことを， 証言 出来る のか。 」 言って やる がいい。 
「わたしは 証言す る ことは 出来ない。 」 言って やる がいい。 「本当に かれは 唯一の 神で あられる 
。 わたしは， あなたがたが 信仰す る ものとは 全く 別の 存巧 である。」 

20 .われが 啓 典を 授けた 者たち は， 自分の 子を 認める ように これを 認める。 だが， 自分の 魂を 滅 
ぼした 者は 信じない。 

21 •アツ ラーに 就いて 虚偽を 作り上げ， または その 印を 拒否す るより， 甚だしい 不義が あろう か 
。 本当 に 不義を 行 う 者は 決して 成功し ないで あろう。 

22 . われが 一斉に かれらを 召集す る 日， 邪神を 信仰した 者たち に （問うて） 言う。 「あなたがた 
が 言い張って いた， 仲間 （邪神 ども） は どこに いるの か。」 

23 . その 時 かれらは， こう 言う 外に 口実は ないで あろう。 「わたしたちの 主， アツ ラーに かけて 
誓います。 わたしたちは 決して 外の 神々 を 信仰した 者ではありません。」 

24 . 見なさい。 如何に かれらが 自らを 欺く か。 また かれらの 虚構した ものが， かれらを 迷わせた 
かを。 

25 . かれらの 中には， あなたに 耳を 傾ける 者 も あるが， われは かれらの 心に 覆いを したので， こ 
れ （ク ルアー ン） を 理解し ない。 また その 耳を 的く した。 だから かれらは 仮令 各種の 印を 見ても 
, これを 信じない。 そして かれらが あなたの 許に やって来 るのは， 議論す るた め （だけ） である 
。 信じない 者たち は， 「これは 昔の 物語に 過ぎない のです。」 と言う。 

26 . かれらは 外の 者を それから 遠ざけ， また 自分たち もこれ を 避ける。 だが かれらは 自ら 自分の 
魂を 傷つける だけで， 自分は それに 気付かない。 

27 . あなたが もし， かれらが 火獄の 前に 立たされる 姿を 見たら どうであろう。 その 時 かれらは 言 
う。 「 ああ， わたしたちが もし 送り 帰されるならば， 決して 主の 印を 拒否し ないで， 必ず 信仰す 
るで しように。」 

28 . いや， かれらが 今まで 隱 していた ものが， （今） 自分たち の 前に 明らかになった に過ぎない 
。 それで かれらが 仮 命 （再び） 戻されても， かれらは 必ず 禁じられた ことを 繰り返す であろう。 
かれらは 本当に 虚言の 徒で ある。 

29 . かれらは 言う。 「この 世の 生が ある だけで， 再び 匯る などと いう ことは ない のです。」 

30 . あなたが もし， かれらが 主と 向かい合って 立たされる 時を 見たら どうであろう。 その 時 （主 
は） 仰せられる であろう。 r これは 真実では ないか。」 かれらは 言う。 r そうです。 主に かけて 

(誓って）。」 かれは 仰せられよう。 「あなたがたは， 信仰を 拒否した ために 懲罰を 味わいな さ 

い。」 
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31 .アツ ラーに 会う ことを 虚偽で あると する 者は， 確かに 失敗 者で ある。 その 時が 突然 来れば， 
かれらは 言う。 「ああ， 悲しい， わたしたちは 何と 疎かな ことを した ことか。 」 かれらは 背に 自 
分の 重荷を 負って いる。 ああ， かれらの 負う 重荷 こそ 災いで ある。 

32 •現世の 生活は， 遊び か 戯れに 過ぎない。 だが 主を 畏れる 者には， 来世の 住まい こそ 最も 優れ 
ている。 あなたがたは 悟らない のか。 

33 •われは かれらの 言葉が， あなたを 如何に 悲しませ るかを 知っている。 かれらが 虚言の 徒と す 
るのは， あなたで はない。 不義 者たち は， 専ら アツ ラーの 印を 否定して いる だけ。 

34 .あなた 以前に も， 使徒たち は 虚言の 徒と 呼ばれた。 それで われの 救助を 得る まで， かれらは 
拒否と 迫害を 耐え忍んだ。 誰に も アツ ラーの 御言 葉を 変える ことは 出来ない。 使徒たち に関する 
一部の 消息は， 既に あなたに 伝えられ たので ある。 

35 •もし かれらが 反抗して 去る のが あなたに 酪く 苦痛なら ば， あなたに 出来るなら， 地に トンネ 
ルを 掘り， または 天に 梯を かけて， かれらに 印を 現わせ。 アツ ラーが 御 好 •になるならば， （正 
しい） 導きの 上に かれらを 集められる。 それで あなたは， 無知な 者の 仲間と なって はならない。 

36 . 耳を 傾ける 者 だけ， 呼びかけに 答える であろう。 （あえて 聞かない） 

死者は， アツ ラーが これを 睡ら せ， それから かれの 御 許に 帰らせられる。 

37 . かれらは 言う。 「何故かれ に， 主から 印が 下されない のであろう か。 」 言って やる がいい。 
「アツ ラーは， 確かに 印を 下す 御 力を 持って おられる。 だが かれらの 多くは， 理解 しないの であ 

る。」 

38 . 地上の 生きと し 生ける もの も， 双翼で 飛ぶ 鳥 も， あなたがた のように 共同体の 同類で ない も 
のはない。 啓 典の 中には 一事で も， われが 疎かに した ものは ない。 やがて •なかれら の 主の 御 許 
に 召集され るので ある。 

39 . わが 印を 拒否す る 者は， 暗黒の 中で 耳が 聞こえない 者， ものを 言えない 者で ある。 アツ ラ- 
は，  御望 •の 者を 迷う に 任せ， また 御望 •の 者を 正しい 道に つかせられる。 

40 . 言って やる がいい。 「あなたがた 自身 考えて •なさい。 もし アツ ラーの 懲罰が あなたがたに 
下り， または （死の） 時が あなたがたに 訪れたならば， アツ ラー 以外の ものを 呼ぶ のか。 あなた 
がた が 本当の ことを 言って いると すれば。」 

41.  「 いや， あなたがたは， かれ だけを 呼ぶ であろう。 もし かれの 御 心が あれば， あなたがたが 
かれに 祈った ことによって， （その 災厄を） 除かれよう。 その 時 あなたがたは， 信仰して いた 邪 
な ものを 忘れる であろう。」 

42 •われは， あなた 以前の 各 民族に も （使徒たち を） 遣し， 人々 が 謙虚になる よう， 不幸と 災厄 
で 人々 を 懲らしめた。 

43 .わが 災厄が かれらに 下った 時， 何故 謙虚でなかった のであろう か。 かれらの 心は かえって 頑 
固に なり， 悪魔は かれらに 対し 自分たち の 行った ことを 立派で あると 思わせた。 
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44 . それで かれらが， 自分たち に 授けられた 訓戒を 忘れた 時， われは 凡ての （良い） ことの 門を 
かれらの ために 開いた。 かれらが その 与えられ たものに 歓喜して いた 時， われは 突然 襲って やっ 
た。 見なさい， かれらは 絶望に 陥って しまった。 

45 . こうして 不義を 行った 民の 子孫は， 絶えて しまった。 万有の 主， アツ ラーに 讚え あれ。 

46 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えなかった のか。 アツ ラーが， もし あなたがたの 視覚 
や 聴覚を 奪い。 また 心を 封 じられ れ ば， アツ ラーの 外に どの 神が それを あなたがたに 返し 授けら 
れ るかを。 」 見なさい。 われは 如何に 印を 繰り返し たか， それでも かれらは 背き 去った。 

47 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えて •なさい。 仮令 アツ ラーの 懲罰が， 突然に また 公 
然と 来ても， 不義の 民の 外， 誰が 滅ぼされよ うか。」 

48 . われは， 吉報の 伝達 者 か 警告 者の 外には， 使徒を 遣さない。 だから 信仰して 身を 修める 者に 
は， 恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

49 . だが わが 印を 虚偽で あると する 者は， その 背いて いた ことに 対し 処罰され るであろう。 

50.  ( 不信者に） 言って やる がいい。 「アツ ラーの 宝物が わたしの 手に あるとは， あなたがたに 
言わない。 また わたしは， 幽玄 界に 就いても 知らない。 また わたしは 天使で あると も 言わない。 
わたしは， 只 わたしに 啓示され たこと に 従う だけで ある。 」 言って やる がいい。 「盲人と 正常の 
目の 人とは 同じであろう か。 それでも あなたがたは 反省 しないの か。」 

51 •あなたは 主に 召される ことを 恐れる 者に， それ （ク ルアー ン） によって 警告しなさい。 かれ 
の 外に かれらを 愛護す る もの も， 執り成す もの もない ので ある。 恐らく かれらは 主を 畏れる であ 
ろ ラ。 

52 . 主の 御喜び を 求めて， 朝夕， かれに 祈る 者を 追放して はならない。 かれらの （善悪の） 清算 
は， 少しも あなたの 任では なく， あなたの 清算は， 少しも かれらの 任では ない。 それで， あなた 
が かれらを 追放す るなら ば， あな たは 不義の 徒 となる であろう。 

53 . このように われは， かれらの ある 者で 外を 試 •る。 それは かれらに， 「アツ ラーが 恩恵を 与 
える 者は， わたしたちの 中の， これらの 人び とです か。」 と 言わせる ためで ある。 本当に 感謝す 
る 者を， 最もよ く 知る 方は アツ ラーでは ないか。 

54 . わが 印を 信じる 者が あなたの 許に 来たならば， 言って やる がいい。 「あなたがたに 平安 あれ 

。 あなたがたの 主は， 慈悲を 御 自分の 務めと される。 それで あなたがたの 中， 無知で 悪事を 行っ 
た 者 も， 悔悟して その 身を 修めるならば （許される）， 本当に かれは 寛容に して 慈悲 深く あられ 
る。」 

55 . このように われは， 印を 詳細に わたって 解明した。 これは 罪を 犯す 者の 迪る 道を 明示す るた 
めで ある。 
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56 . 言って やる がいい。 「わた 才は あなたがたが 祈って いる アツ ラー 以外の ものに 仕える ことを 禁 
じられ たの だ。 」 言って やる がいい。 「わたしは， あなたがたの 虚しい 望 •に 従わない。 そうな 
れ ば， わたしは 迷って しまって， （正しく） 導かれない。」 

57 . 言って やる がいい。 「わたしは 主からの 明 証の 上に （立つ 者で） あるが， あなたがたは それ 
を 虚偽で あると した。 あなたがたが 急ぐ こと （懲罰） は， わたしに 出来る ことでは ない。 裁決は 
アツ ラ-に だけ 属する。 かれは 真実を 説かれ， 最も 優れた 裁決 者で あられる。」 

58 . 言って やる がいい。 「 もし あなたがたの 急ぐ こと （懲罰） が， わたしの 手中に あるならば， 
事は わたしと あなたがたとの 間で， 直ぐ 決定され よう。 だが アツ ラーは， 不義を 行う 者を 最もよ 
く 知って おられる。 

59 . 幽玄 界の 鍵は かれの 御 許に あり， かれの 外には 誰も これを 知らない。 かれは 陸と 海に ある 凡 
てのものを 知って おられる。 一枚の 木の葉で も， かれが それを 知らずに 落ちる ことは なく， また 
大地の 暗闇の 中の 一粒の 穀物で も， 生気が あるの か， または 枯れて いるの か， 明瞭な 天の 書の 中 
にない ものは ない ので ある。 

60 . かれ こそは， 夜間 あなたがたの 魂を 召される 方で， あなたがたが 昼間 行った ことを 知って お 
られ る。 また かれは 昼間， あなたがたを 目覚めさせ， 定められた （あなたがたの 生活の） 期間を 
全うな される。 それから あなたがた はかれの 御 許に 帰ろ。 その 時 かれは， あなたがたに 自分が 行 
ったこと を 告げ 知らせる。 

61 . かれは， しもべた ちの 上に 権能を もつ 方で あられ， あなたがたに 保護者 （の 天使） を 遣され 
る。 死が あなたがたの 1 人に 臨む 時， われが 遣した もの （天使） たちは， それ （魂） を 取り上げ 
る。 かれら （天使たち） は， （わが 命令に） 怠慢では ない。 

62 . それから かれらは， 真の 主， アツ ラーに 戻される。 裁決は かれが なされる のでは ないか。 か 
れは 清算す る 際は 極めて 速い 御 方で あられる。」 

63 . 言って やる がいい。 「陸と 海の 暗闇の 中から， あなたがたを 救う のは 誰か。 あなたがたは 心 
虚しく， 畏れ かしこんで かれに 祈る。 『あなたが もし， これから わたしたちを 御 救いに なれば， 
わたしたちは 必ず 感謝を 捧げる。』 と。」 

64 . 言って やる がいい。 「アツ ラーは あなたがたを この 事から， また 凡ての 苦悩から 御 救いに な 
られ る。 だが あなたがたは， 邪な ものを 崇拝す る。」 

65 . 言って やる がいい。 「かれは あなたがたの 上から， また 足 許から， 懲罰を 下す ことが 出来， 
また あなたがたを 仲間割れ させて 混乱に 陥らせ， また ある 者に， 外の 暴虐を 味わわせる こと も 出 
来る。 」 われは， 如何に 印を 示す かを 見なさい。 恐らく かれらは 会得す るであろう。 

66 •これは 真理で あるが， あなたの 民は 虚偽で あると した。 言って やる がいい。 「わたしは， あ 
なた がた の 後見人では ない。」 

67 •「それぞれの 御告げ には， それぞれ 一定の 期限が ある。 間もなく あなたがたは それを 知る で 
あろう。」 
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68 .わが 啓示に 就いて 無駄な ことに 耽る 者を 見たならば， かれらが 外の 話題に 変える まで 遠ざか 
れ。 仮令 悪魔が あなたに 忘れさせても， 気付いた 後は 不義の 民と 同席して はならない。 


69 . 主を 畏れる 者には， かれら 不義の 徒の 清算に 就いて 少しも 責任は ない。 だが 念のため 訓戒し 
て おく， 恐らく かれらは 主を 畏れる であろう。 

70 . 自分の 教えを， 遊び や 戯れと する 者と， 現世の 生活に 欺かれて いる 者たち は， 放っておきな 
さい。 そして 各人は その 行いに よって， 自ら 破滅に 陥る ことを それで 訓戒しなさい。 アッ ラーの 
外には， どんな 守護 者 も 執り成す 者 もない。 凡ての 代償を 提出しても， 受け入れられない であろ 
う。 これらの 者は 自分の 行った ことによって 滅び， 主を 拒否した ために 煮え たった 湯を 飲 •，ま 
た 痛烈な 懲罰を 受ける であろう。 

71 . 言って やる がいい。 「わたしたちは アッ ラーの 外に， わたしたちに 益 もな く 害 もない ものに 
祈れよう か。 わたしたちは 一度 アッ ラーに 導かれた 後に， 地上で 悪魔の 誘惑に 迷わされた 者の よ 
うに， わたしたちの 踵を 返せる であろう か。 かれには （よい） 仲間たち がいて， 『わたしたちの 
もとに 来なさい』 と 正しい 道に 招いて いるでは ないか」 言って やる がいい。 「アッ ラーの 導き こ 
そ （真の） 導きで ある。 わたしたちは， 万有の 主に 服従， 帰依しなさい と 命じられて いる。」 

72.  「また 『礼拝の 務めを 守り， かれを 畏れなさい。 かれ こそは あなたがたを 御 許に 召集な され 
る 方で あられる。』 （と 命じられて いる。）」 

73 . また かれ こそは 真理を もっ 卜， 天と地を 創造され た 方で あられる。 その 日は， かれが 「有れ」 

と 仰せに なれば， 即ち 有る ので ある。 かれの 言葉は 真実で ある。 ラッパが 吹かれる 日， 大権は か 
れに 属する。 かれは 幽玄 界も 現象界を も 知って おられる。 かれは 英明に して 凡てに 通暁して おら 
れ る。 


74 . イブ ラー ヒー ム がその 父アー ザルに， こう 言った 時を 思え。 「あなたは 偶像を 神々 とな さる 
のか。 本当に あなたと あなたの 民は， 明らかに 誤ってい ると 思う。」 

75 . われは このように， 天と地の 王国を イブ ラー ヒー ムに 示し， かれを 全く 迷いの ない 信者に し 
ようと したので ある。 

76 . 夜 （の 暗闇） がかれ を 覆う 時， かれは 一つの 星を 見た。 かれは 言った。 「これが わたしの 主 
です。 」 だが 星が 沈む と， かれは 言った。 「わたしは 沈む ものを 好 •ません。」 

77 . 次いで かれは 月が 昇る のを 見て， 言った。 「 これが わたしの 主です。」 だが それが 沈む と， 
かれは 言った。 「わたしの 主が わたしを 導かれなかったら， わたしは きっと 迷った 民の 仲間に な 
ったで しょう。」 

78 . 次いで かれは 太陽が 异 るのを 見て， 言った。 r これが わたしの 主です。 これは 偉大です。」 
だが それが 沈む と， かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， わたしは あなたがたが， 崇拝す る 者と 
絶縁 します。 

79 . わたしは 天と地を 創ら れた 方に わたしの 顔を 向けて， 純正に 信仰し ます。 わたしは 多神教 徒 
の 仲間では ない。」 
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80 .だが かれの 人び とは， 反論した。 かれは 言った。 「あなたがたは アッ ラーに 就いて， わたし 
と 論議す るの か。 かれは 確かに わたしを 御 導き 下された。 わたしは あなたがたが， かれと 並べて 
崇める ものを， 少しも 畏れない。 わたしの 主が 御望 •にならない 限りは （何事 も 起こり 得ない） 

。 わたしの 主は 凡てを， 御 知識の 中に 包含な される。 あなたがたは 留意 しないの か。 

81 •わたしが どうして， あなたがたの 崇拝す る ものを 畏れよう か。 かれが 何の 権能 も 授けられな 
いものを， あなたがたは 恐れずに アッ ラーに 並べて 崇めて いるでは ないか。 それで 両群 （一神教 
と 多神教） のど ちらが， もっと 平安を 得る に 値する のか。 あなたがたが もし 知っているなら （答 
えなさい）。 

82 . 信仰して， 自分の 信心に 不義を 混じえない 者， これらの 者は 安全で あり， （正しく） 導かれ 
る 者で ある。」 

83 . これは われが イブ ラー ヒー ムに 授け， その 民を 説得す るた めに 述べた 確証であった。 われは 
嘉 する 者の （英知 や 徳性の） 階 位を 高める。 誠に あなたの 主は 英明に して 全知で あられる。 

84 . われは かれ （イブ ラー ヒー ム） に （子） イス ハークと （孫） ヤア コーブを 授けて， それぞれ 
導いた。 先に ヌーフ も 導いた。 また かれ （イブ ラー ヒー ム） の 子孫の 中には， ダー ウー ドと， ス 
ライ マーン， アイ ユー ブ， ユースフ， 

ムーサー， ハール ーン がいる。 われは このように 善い f 了い をす る 者に 報いる。 

85 . また ザカリー ヤー， ヤヒヤ ー， イーサ ーと イル ヤー ス がいる。 それぞれ •な 正義の 徒で あっ 
た。 

86 . また イス マー イー ル， アル •ヤ サア， ユー ヌスと ルー トが いる。 われは かれらを， 皆 世に 秀 
でた 者と した。 

87 . また かれらの 祖先と 子孫と 兄弟の 中， われは かれら （の ある 者） を 選んで 正しい 道に 導いた 


88 . これは アツ ラーの 導きで あり， かれは その しもべの 中から， 御 好 •に なられる 者を 導かれる 

。 もし かれらが （神々 を かれと） 並べたならば， 凡ての 行いは， かれらに とって， 虚しい ものと 
なろう。 

89 . これらの 者は われが， 啓 典と 識見と 預言の 天分を 授けた 者で ある。 それでもし かれらが これ 
を 信じないならば， われは これらを 拒否し ない （別の） 者に これを 委ねる であろう。 

90 •これらの 者は， アツ ラーが 導かれた 者で あるから， かれらの 導きに 従いなさい。 言って やる 
がいい。 「わたしは このために， どんな 報酬 も あなたがたに 求めない。 これは 只 諸 民族に 対して 
(アツ ラーの 真意を） 思い起させる だけで ある。」 

91 •かれらが 「アツ ラーは 人間に 何も （啓示を） 下されて いない。」 と言うのは， アツ ラーを 尊 
崇 すべきよ うに， 尊崇して いないから である。 言って やる がいい。 「ムーサーが (湾?） した， 人 
間にたい する 光明と 導きの 啓 典を， 下した のは 誰か。 あなたがたは それを 紙に 書いて， それ (の 
ある もの) を 示す が， 多くを 隱 すでは ないか。 あなたが たも あなたがたの 祖先たち も 知らな かつ 
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たこと を， 教えられた ではない か。 」 言って やる がいい。 「アツ ラーで あられる。 」 だから 放っ 
て 置け， かれらには 空論で 遊戯に 耽らせて おきな ウ い。 

92 .これは われが 下した 祝福され た 啓 典で， 以前に 下した ものを 確証し， また 諸 都市の 母 （マツ 
力） とその 周辺に， あなたが 警告す るた めで ある。 来世を 信じる 者は， かれらの 礼拝を 守り それ 
を 信仰す るであろう。 

93 •アツ ラーに ついて， 虚偽を 作り上げる 以上に， 不義を 行う 者が あろう か。 また 何も 啓示を 受 
けない のに 「わたしに， 啓示が 下った。」 と言う 者。 あるいは r わたしは アツ ラーが 下された の 
と， 似た ものを 下せる。」 と言う 者 （以上に 不義 者が あろう か）。 これらの 不義の 徒が， 末期の 
痛苦の 中で， 天使たち が 手を 差し出して， 「あなたがたの 魂を 渡せ。 あなたがたは アツ ラーに 就 
いて， 真実では ない ことを 言ったり その 印にたい して 倣慢な 態度を とってき たり した ことに， 恥 
ずべき 懲罰を 載く の だ。」 と言う 時の 姿を あなた （ムハンマド） に 見せて やりたい ものである。 

94.  ( 復活の 日に かれらは こう 言われる であろう。） 「まさに あなたがたは， われが 最初 あなた 
がた を 創った 時の ように， 一人々々 われの 許に 来た。 われが あなたがたに 与えて いた ものを， 凡 
て 背後に 残 してきた。 われは あな たがた が 主の 同位 者 と 主張して いた その 執り 成す 者 も あな たが 
たと 一緒に 見えて はいない。 今 あなたがたの 間の 絆は 断たれ， あなたがたの 主張して いた もの も 
離れ 去った。」 

95 . 穀粒 や 堅い 種子を 裂き 開く のは， 本当に アツ ラ-で ある。 かれは 死から 生を (湾?） し， また 生 
から 死を (宙？ ) される。 それが アツ ラーで ある。 どうして あなたがたは 背き 去る のか。 

% .かれは， 夜 明を 打ち 開く 方で あり， また 休息の ために 夜を 定め， 太陽と 月を 計算の ために 置 
かれる。 それが， 偉力 ならびなく 全知で あられる 方の 摂理で ある。 

97 . かれ こそは， あなたがたの ため 群 星を 置かれた 方で， あなたがたは それに よって， 暗黒の 陸 
でも 海で も （正しい 道に） 導かれる。 われは 知識 ある 人び とに 印の 特恵を 与えて いる。 

98 . かれ こそは， 1 人から あなたがたを 創ら れた 方で， （あなたがたの ために） 安任と 寄留の 所を 
(定められた）。 われは 理解 ある 人び とに わが 印の 特恵を 与えて いる。 

99 . かれ こそは， 雨を 天から 降らす 方で ある。 われは これを もって 凡ての もの （植物） の 芽を 萌 
え 出させ， 次に 新緑 （の 群 葉） を 出させ， 悠 々と 穀物を 実らせる。 また ナツメ ヤシの 莢から， （ 
重く） 垂れ下がった 房 （を 生え 出させ）， また ブ ドウ， オ リ-ブ， ザ クロ 等， 同類 異種の 果樹 （ 
を 育てる）。 その 呆 実が 結び， そして 成熟す るのを 観察しなさい。 その 中には 本当に 信仰す る 人 
々への 印が ある。 

100 •かれらは 幽精 〔ジン〕 を アツ ラーと 同位に 置く。 だが かれら （幽 精） はかれが 創ら れ たもの 
。 また かれら （不信者） は 知識 もな く， 愚かに も かれに 男児 や 女児が あると する。 かれに 讚え あ 
れ。 かれは かれらが 同列に する ものの 上に， 高く おいでになられる。 

101. かれは 天と地の 創造者で あられる。 かれには 配偶 もない のに， どうして 子を 持つ ことが 出来 
ようか。 かれは 万有を 創ら れ た。 かれは 凡ての ことを 知って おられる。 
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102 . それが アツ ラ-， あなたがたの 主で ある。 かれの 外に 神は ない ので ある。 凡ての ものの 創造 
者で ある。 だから かれに 仕えなさい。 かれは 凡ての ことを 管理な される。 

103 . 視覚では かれを 捉える ことは できない。 だが かれは 視覚 そのもの さえ 捉える。 また かれはす 
ベての ことを 熟知され， 配慮され て おられる。 

104 •本当に 明 証が， あなたがたの 主から 下った ので ある。 だから 目を 開く 者は 自分の 魂を 益し， 
目を 閉ざす 者は 自分の 魂を 傷つける。 わたしは あなたがたが 行って いる ことの 見張り 人では ない 
〇 

105 .われは このように 印を 提示す る。 これは かれらが， 「あなたは， 克明に 教えられた。」 と 言 
い， また 知識 ある 人々 に それを 解明す るた めで ある。 

106 •主から あなたに 啓示され たものに 従え。 かれの 外に 神は ない ので ある。 あなたは 多神教 徒 か 
ら 遠ざかりなさい。 

107 . もし アツ ラーの 御 心が あれば， かれらは かれ 以外を 崇拝し なかった であろう。 われは， かれ 
らの 行為の 監視 を あなた に委 ない。 あなたは かれら の 後見人で もない。 

108 . あなたがたは， かれらが アツ ラーを 差し置いて 祈って いるものを 謗って はならない。 無知の 
ために， 乱り に アツ ラーを 謗らせな いためで ある。 われは このよう にして， それぞれの 民族 〔ウ 
ン マ〕 に， 自分の 行う ことを 立派 だと 思わせて 置いた。 それから かれらは 主に 帰る。 その 時 かれ 
は， かれらに その 行った ことを 告げ 知らされる。 

109 •かれらは， 非常に 厳かに アツ ラーに かけて 誓い， 「もし 印が かれらに 下るならば， 必ず それ 
を 信仰す るのに。」 と言う。 言って やる がいい。 「すべての 印は， ただ アツ ラーの 御 許に ある」 

。 だが， たとえ 印が 来ても， かれらが 信じない ことを， どのよう にして あなたがたに 分からせよ 
うか。 

110.  かれらが 最初 これを 信じなかった 時の ように， われは かれらの 心と 目を 混乱 させて， かれら 
の 反逆を 放任し， 当ても なくさ 迷わせる であろう。 

111 . 仮令 われが， かれらの 天使たち を 遣し， また 死者が かれらに 語り かけ， また 凡ての ものを， 
かれらの 前に 集めても， もし アツ ラーが 御 好 •にならない 限り， かれらは きつと 信じない であろ 
う。 全く かれらの 多くは， 無知な ので ある。 

112 . こうして われは， どの 預言者に も 一つの 敵を 作った。 それは， 人間と ジンの 中の 悪魔で あっ 
て， その ある 者が 他を 感激 させ， はなやかな 言葉で， 唆し 騙して いる。 主の 御 心でないなら ば， 
かれらは そうしなかった であろう。 だから かれらの その 虚偽を 放って置きなさい。 

113 •来世を 信じない 者の 心を それに 傾かせて かれらを それで 喜ばせ， その 行って いる ことに 満足 
させる ためで ある。 

114. ( 言って やる がいい。） 「 どうして わたしが アツ ラー 以外に 裁きを 求めよう か。 かれ こそは 
, 詳細に 説明され た 啓 典を， あなたがたに 下された 方では ないか。」 われが 啓 典を 授けた 程の 者 
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ならば， それが あなたの 主から， 真理に よって 下された ことを 知っている。 だから あなたは 疑う 
者の 仲間に な っては ならない。 

115 •あなたの 主の 言葉は， 真実 公正に 完成され た。 誰も かれの 言葉を 変える ことは 出来ない。 か 
れは全 聴に して 全知で あられる。 

116 . あなたが も し 地上の 多く の 者に 従うならば， かれらは アツ ラーの 道から あなたを 迷わす であ 
ろう。 かれらは 只 臆測に 任せて， 虚言を ことと する に過ぎない。 

117 . 本当に あなたの 主は， かれの 道から 迷い 去った 者を 最もよ く 知って おられる。 また 正しく 導 
かれた 者を 最も よく 知って おられる。 

118 •だから あなたがたが， も し アツ ラーの 啓示を 信じるならば， かれの 御名が 唱えられ たものを 
食べなさい。 

119 . あなたがたは， アツ ラーの 御名が 唱えられた ものを， どうして 食べない のか。 かれは， あな 
たがた に 禁じられる ものを， 明示され たでは ないか。 だが， 止む を 得ない 場合は 別で ある。 本当 
に 多くの 者は， 知識 もな く 気まぐれから （人び とを） 迷わす。 あなたの 主は， 反逆者を 最もよ く 
知って おられる。 

120 . 公然の 罪 も 内密の 罪 も 避けなさい。 本当に 罪を 犯した 者は， その 行った ことに 対し 報いを 受 
ける であろう。 

121 . また アツ ラーの 御名が 唱えられなかった ものを 食べて はならない。 それは 実に 不義な 行いで 
ある。 しかし 悪魔は， 自分の 友を 唆し， あなたがたと 議論 させよう とする。 あなたがたが もし か 
れらに 従うならば， あな たがた は 正に 多神教 徒で ある。 

122 •死んで いた ものに， われは 生命を 授け， また 光明を 与える。 これに よって 人び との 間を 往来 
する 者と， 暗黒の 中に あって それから 出られな いような 者と 同じであろう か。 このように 不信者 
には， その 行って いた こ とを 立派 だと 思わせる ので ある。 

123 . このように われは， それぞれの 町の 有力者を 罪深い 者に して， そこで 策謀させる。 しかし か 
れらは 自分自身 に対して 策謀す る だけで， それに 自ら 気付かない。 

124.  (主から） 一 つの 印が かれらに やって来れば， 「アツ ラーの 使徒たち に 与えられ たような も 
のが， わたしたちに 下る までは 信じないで あろう。」 と言う。 アツ ラーは 何処で （また 如何に） 
かれの 使命を 果たすべき かを， 最もよ く 知って おられる。 やがて 罪深い 者は， その （しでかした 
) 凡ての 策謀に 対して， アツ ラーの 御 許で 屈辱と 痛烈な 刑を 受ける であろう。 

125 •凡そ アツ ラーが 導こうと 御望 •になった 者は， イス ラームの ために その 胸を 開く。 だが 迷う 
に 任せよう と 御 考えに なった 者には， その 胸を まるで 天に 登ろうと する かの ようにし めせば める 
(もがき 苦しめる）。 このように アツ ラーは， 信仰を 拒否す る 者に 恥辱を 加えられた。 

126 .これが あなたの 主の 道， 正しい 道で ある。 われは 訓戒を 受け入れよう とする 民の ために， 印 
を 詳細に 示す。 
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127 •かれらは， 主の 御 許に 平安な 住まいを 得る。 かれは， かれらの 行った （正しい行いの） ため 
に かれらの 保護者と なられる。 


128 . かれが 一斉に かれらを 召集され る 日， （主は） r ジンの 方々 よ， あなたがたは 人び との 多く 
を 惑わせた ので ある。」 （と 仰せられよう。） 人び との 中， かれら （ジン） の 友が いて 言う。 r 
主よ， あたした ちは 栗い に 利用し 合いました が， あなたが わたしたちに 定められた 期限が 到来し 
ました。」 かれは 仰せられよう。 「業火が あなたがたの 住まいで ある。」 アツ ラーの 御 好 •にな 
る 限り， 永遠に その 中に 住む であろう。 本当に あなたの 主は 英明に して 全知で あられる。 

129 . このように われは， かれらが 行った ことのた めに， 不義の 徒は 不義の 徒 同志で 近寄らせる。 

130.  「ジンと 人間の 方々 よ， あなたがたの 間から 挙られ た 使徒たち が， あなたがたの 許に 来て， 
わが 印を あなたがたの もとに 復唱し， あなたが たのこの 日の 会見に 就いて， 警告し なかった のか 
。 」 かれらは 申し上げる であろう。 「わたしたちは， 自分の 意に 反し 証言いた します。」 本当に 
現世の 生活が かられを 感 わせ， 自分が 不信者であった ことを， 自分の 意に 反して 証言す る。 

131 . これは あなたの 主が その 民の （犯した 不義を 自ら） 意識し ない 中に， 乱り に 町を 滅ぼされな 
いためで ある。 

132 . 各人には その 行った ことに 応じて， 種々 の 等級が あろう。 あなたの 主は， かれらの 行った こ 
とを 見逃しに なさ ら ない。 

133 . あなたの 主は 満ち 足られる 御 方， 慈悲 深き 主で あられる。 もし かれが 御 好 •に なられるなら 
ば， あなたがたを 追放す る こと も 出采， 御 心に 適う 者に あなたがたを 継がせられる。 丁度 外の 民 
の 子孫から， あなたがたを 興された ように。 

134 . 本当に あなたがたに 約束され たことは 必ず 到来す る。 あなたがたは （それを） 逃がれ る こと 
は 出来ない。 

135 . 言って やる がいい。 「わたしの 人び とよ， あなたがたの 仕方で 行いなさい。 わたしもまた （ 
わたしの 務めを） 行う。 あなたがた はこの 終局の 住まいが， 誰の もの かを やがて 知ろう。 不義を 
行う 者は， 決して 成功し ないで あろう。」 

136 . かれらは， アツ ラ-が 創ら れた 穀物と 家畜の 一部分を 勝手な 空想に よって （供えて）， 「こ 
れは アツ ラーに， そして これは わたしたちの 神々 に。」 と言う。 だが 神々 に 供えた ものは アツ ラ 
一には 達しない。 そして アツ ラーに 供えた ものが， かれらの 神々 に 達する。 かれらの 判断 こそ 災 
いで ある。 

137 •こうし て かれらの 神々 は， 多く の 多神教 徒を 魅了 して かれらの 子女を 殺す ようにし むけた。 
これは かれらを 滅ぼし， また 人々 の 宗教を 混乱させる ためで ある。 もし アツ ラーの 御 心が あれば 
, かれらは そうしなかった であろう。 だから かれらと その 捏造した ものを 放って置け。 

138 .また かれらは 「これこれの 家畜と 穀物は 禁じられる。 わたしたちが 許す 者の 外に， 誰も 食べ 
る ことは 出来ない。 」 などと かれらの 勝手な 決断に より， 背中が 禁忌に なって いる 家蓄， また （ 


81 


屠殺に さいし） それに， アツ ラーの 御名を 唱えない 家畜な どと （捏造して） 言う。 （これらは 凡 
て） かれに 対する 捏造で ある。 かれは この 捏造に 照らし， やがて 報 われる であろう。 

139 .また かれらは 言う。 「この 家畜の 胎内に ある ものは， わたしたち 男の 専用で あり， わたした 
ちの 女には 禁じられる。 だが 死産の 場合は， 誰でも 皆 それに あずかれる。 」 かれは， かれらの 虚 
構に 対し やがて 報 われる。 本当に かれは 英明に して 全知で あられる。 

140 •無知の ため 愚かに も その 女児を 殺し， アツ ラーが かれらに 与えられ たものを 禁じ， また アツ 
ラーに 対し 捏造す る 者たち は， 正に 失敗 者で ある。 かれらは 確かに 迷った 者で， 正しく 導かれな 

い。 

141 •かれ こそは 棚を 備えた 果樹園， また 棚の ない 果樹園を 創ら れる御 方で あり， また ナツメ ヤシ 
や 様々 な 味の 異なった 農作物， とオ リーブ， ザ クロ その外 同類 異種の ものを も （創ら れた御 方で 
ある）。 実が 熟したならば 食べなさい。 収穫の 日には， 定めの 喜捨を 供出し， 浪費して はなら な 
い。 本当に かれは， 浪費の 徒を 御 愛でに なられない。 

142 . また， 家畜の ある ものは 荷を 負い， ある ものは 食用で ある。 アツ ラーが あなたがたに 与える 
ものを 食べ， 悪魔の 歩 •に 従っては ならない。 かれは あなたがたに とって， 公然の 敵で ある。 

143 . 羊 2 対と ヤギ 2 対から なる 8 頭の 雌雄。 言って やる がいい。 「かれは， 2 雄 または 2 雌， と 2 雌の 
胎内に ある ものの， どれを 禁じられた のか。 あなたがたが 誠実なら は， 知っている ところを わた 
しに 告げなさい。」 

144 •また， ラク ダ 2 対と 牛 2 対。 言って やる がいい。 「かれは， 2 雄 または 2 雌， と 2 雌の 胎内に あ 
る ものの どれを， 禁じられた のか。 アツ ラーが これを あなたがたに 命じられる 時， あなたがたは 
その 場に いたの か。 知識 もな く 人を 迷わせる ために， アツ ラーに 就いて 虚偽を 捏造す るより， 甚 
たしい 不義が あろう か。 誠に アツ ラーは， 不義を 行う 民を 導かれない。」 

145 . 言って やる がいい。 「わたしに 啓示され たものに は， 食べ 度い のに 食べる ことを 禁じられた 
ものは ない。 只 死肉， 流れ出る 血， 豚肉一一 それは 不浄で ある 一一 と アツ ラー 以外の 名が 唱えら 
れ たものは 陳 かれる。 だが 止むを得ず， また 違犯の 意思な く 法を 越えない ものは， 本当に あなた 
の 主は， 寛容に して 慈悲 深く あられる。」 

146 . ユダヤの （法に 従う） 者には， われは 凡ての 爪の ある 動物を 禁じ， また 牛と 羊は， その 脂を 
禁じた。 只 背と 内臓に 付着し， または 骨に 連なった 脂は， 別で ある。 これは， かれらの 不正行為 
に対する 応報で， われは 本当に 真実で ある。 

147 . それでも かれらが あなたを 虚言 者で あると するなら， 言って やる がいい。 「あなたがたの 主 
は 慈悲 深い 主で， 凡てを 包容な される 方で ある。 だが 不義の 民は， かれの 懲罰は 免れられない。 

J 

148.  (アツ ラー 以外に 神々 を） 

崇拝す る 者は 言う であろう。 「アツ ラーが 御 好 •に なられるならば， わたしたち も 祖先 も （他の 
神々 を） 崇めず， また 何も 禁じなかった であろうに。」 このように かれら 以前の 者 も， われの 懲 
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罰を 味わう までは （真理） を 信し なかった。 言って やる がいい。 「あなたがたは， 果たして 知識 
が あるの か。 それなら わたしたちに 現わせ。 あなたがたは， 只 臆測に 従う だけ。 本当に あなたが 
たは， 真実では ない ことを 言う に過ぎない。」 

149 . 言って やる がいい。 「最後の 論証は， アツ ラーに 属する。 かれが 御 好 •に なられるならば， 
あなたがたを 一勢に 導かれた であろう。」 

150 . 言って やろ がいい。 「アツ ラーは これを 禁じられ たと 証言 出来る， あなたがたの 証人を 連れ 
て 来なさい。 」 仮令 かれらが 証言しても， あなたは かれらと 一緒に 証言して はならない。 また わ 
が 印を 偽りで あると する 者の， 虚しい 要望に 従っては ならない。 かれらは 来世を 信じないで， ま 
たかれら の 主に 同位の ものを 配す る 者たち である。 

151 . 言って やる がいい。 「さて， わたしは 主が あなたがたに 対し 禁じられた ことを， 読誦し よう 
。 かれに 何もので も 同位 者を 配して はならない。 両親に 孝行で あれ。 困窮す るのを 恐れて， あな 
たが たの子 女を 殺して はならない。 われは， あなたが たも かれらを も 養う ものである。 また 公け 
でも 隠れて いても， 醜い 事に 近付いて はならない。 また， アツ ラーが 神聖 化された 生命を， 権利 
のた め 以外には 殺害して はならない。 このように かれは 命じられた。 恐らく あなたがたは 理解す 
るであろう。 

152 . 孤児が 成人に 達する までは， 最善の 管理の ための 外， あなたがたは その 財産に 近付いて はな 
ら ない。 また 十分に 計上し 正しく 量れ。 われは 誰に も その 能力 以上の ことを 負わせない。 また あ 
なた がた が 発言す る 時は， 仮令 近親 （の 間柄） でも 公正で あれ。 そして アツ ラーとの 約束を 果し 
なさい。 このように かれは 命じられた。 恐らく あなたがたは 留意す るであろう。 

153 . 本当に これは われの 正しい 道で ある， それに 従いなさい。 （外の） 道に 従っては ならない。 
それらは かれの 道から あなたがたを 離れ 去らせよう。 このように かれは 命じられる。 恐らく あな 
たがた は 主を 畏れる であろう。」 

154 •以前， われは ム-サ-に 啓 典を 授けた。 これは 善行を する 者に 対する 完全， 無欠の 啓 典で あ 
り， 凡ての ことを 詳細に 解明し， 導きで あり， 

慈悲で ある。 恐らく かれらは， 主との 会見を 信じる であろう。 

155 •だが これ （ク ルアー ン） は， われが 下した 祝福され た 啓 典で ある。 だから これに 従って， あ 
なた がた の 義務を 尽くしなさい。 恐らく あなたは， 慈悲に 浴す るであろう。 

156.  (これは，） あなたがたに， 「啓 典は わたしたち 以前に， 唯 二つの 宗派に だけ 下された。 わ 
たしたち はかれら の 読む ものに， 不案内であった」 と 言わせな いためで ある。 

157 . また あなたがたに 「 もし わたしたちに 啓 典が 下されたならば， きっと かれらよりも よく 導き 
に 従った であろうに。」 と 言わせな いためで ある。 今 あなたがたの 主からの 明 証， と 導きと 慈悲 
とが 正に (湾?) されて いる。 それでも アツ ラーの 印を 偽りで あると して， それから 背き 去る 以上 
に甚 しい 不義の 徒が あろう か。 わが 印から 背き 去った 者を， われは やがて 背き 去った ことのた め 
に， 厳しい 懲罰で 報いる であろう。 
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158 . かれらは， 只 天使たち が やって来 るのを 待つ のか， または 主が 隱 まれる か， まスは （審判の 
日の 接近を 知る） 主の 印の 一部が やって来 るのを 待つ ばかりで ある。 主の 何ら かの 印が やって来 
る 日， 前もって 信仰して 善行に 励んで いない 限り， かれ らの 信仰が 魂に 役 だつ こ とはない であろ 
う。 言って やる がいい。 「あなたがたは 待て。 わたし も 待つ ものである。」 

159 . かれ らの 教え か ら 離れて 分派し た 者に 就いては， あな たは 少 しも 関わりは ない。 かれ ら のこ 
とは， アツ ラーの 御手に 委ねよ。 かれは その 行った ことを， 間もなく かれらに 告げ 知らせられる 
〇 

160 . 善い ことを 行う 者は， それと 同じような ものを 10 倍にして 頂ける。 だが 悪い ことを 行う 者に 
は， それと 等しい 応報 だけで， かれらは 不当に 扱われる ことは ないで あろう。 

161 •言って やる がいい。 「本当に 主は， わたしを 正しい 道， 真実の 教え， 純正な イブ ラー ヒー ム 
の 信仰に 導かれる。 かれは 多神教 徒の 仲間ではなかった。」 

162.  (祈って） 

言って やる がいい。 「わたしの 礼拝と 奉仕， わたしの 生と 死は， 万有の 主， アツ ラーの ためで あ 
る。 

163 . かれに 同位 者はありません。 このように 命じられた わたしは， ムス リムの 先き 駆けで ある。 

J 

164 •言って やる がいい。 「アツ ラーは 凡ての ものの 主で あられる。 あたしが かれ 以外に 主を 求め 
ようか。 」 各人は その 行いに 対する 以外に， 報酬は ない ので ある。 重荷を 負う 者は， 外の 者の 重 
荷を 負わない。 やがて あなたがたは， 主の 御 許に 帰る ので ある， その 時 かれは あなたがたの 争っ 
たこと に 就いて， 告げ 知らせられる。 

165 .かれ こそは あなたがたを 地上の （かれの） 代理者と なされ， また ある 者を 外よりも， 位階を 
高められる 御 方で ある。 それは 与えた ものに よって， あなたがたを 試 •られ るた めで ある。 あな 
たの 主は 懲罰す る 際は 極めて 速い。 しかし， 本当に かれは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

SURA  7 .高 壁 章 〔アル •ア アラー フ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ミー ム •サード。 

2 •(これは） あなたに 下した 啓 典で ある。 あなたは それで， もう 意気 そそうして はならない。 あ 
なた が 信者たち に 訓戒し， 警告す るた め （に 下された もの） である。 

3.  (人び とよ） 主から あなたがたに 下された ものに 従い， かれ 以外の 保護者に 従っては ならない 
。 だが あなたがたの （中）， 教訓に 留意す る 者は 少ない。 

4 . われは 如何に 多くの 町を 滅し たこと であろう か， わが 力は 夜の 間に， また かれらの 昼の 休 •に 
(突然） 襲い かかる。 
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5 •わが 懲罰が かれらに 下った 時， かれらは 只 「わたしたちは， 本当に 不義を 行って いた。」 と 言 
う だけであった。 

6 . それから われは， 使徒が 遣され た 者たち を 尋問し， また 使徒たち を も 尋問す る。 

7 . それから われは， （確かな） 知識に 基づいて かれらに 告げる であろう。 r われは 決して 不巧 （ 
の 時 および 所） はない ので ある。」 

8 •量は その 日， 真正で ある。 （善行の） 目方の 重い 者は， 成功す る 者で ある。 

9 . また 目方の 軽い 者は， わが 印を 軽んじた ため 自分を 損う 者で ある。 

10 . われは 地上に おいて， あなたがた （人間） に 力を もたせ， また あなたがたの ため， そこに 生 
計の 道を 授けた。 だが あなたがたの （中）， 感謝す る 者は 僅かで ある。 

11 •われは あなたがたを 創り， 形を 授け， それから われは， 天使たち に 向かって， 「アー ダムに 
サジ ダしなさい。」 と 告げた。 それで 外の ものは 皆サジ ダした が， 悪魔 〔イブ リース〕 は サジダ 
し た 者の 中に 加わらなかった。 

12 . かれは 仰せられた。 「われが あなたに 命じた 時， どうして サジ ダし なかった のか。 」 悪魔は 
答えた。 「わたしは かれよりも 優れて おります。 あなたは わたしを 火から 御 創り になり ましたが 
, かれを 泥で 創ら れ ました。」 

13 . かれは 仰せられた。 「ここから 落ちて しまえ。 あなたは ここで 高慢で あるべき ではない。 立 
ち 去れ。 あなたは 本当に 卑しむべき 者で ある。」 

14 . 悪魔は 答えた。 「かれらが 匯ら される 日まで， わたしを 猶予して 下さい。」 

15 . かれは， 「あなたは 猶予され よう。」 と 仰せられた。 

16 •悪魔は 答えた。 「あなたが わたしを 惑わされ たので， わたしは あなたの 正しい 道の 上で， 人 
々を 待ち伏せる であろう。 

17 . そして わたしは， かれらを 前から， 後ろから， 右てから も 左てから も 襲い ましょう。 あなた 
はかれら の 多くの 者が， （御 慈悲に 対し） 感謝し ない ことが 御 分かりになる でしょう。」 

18 . かれは 仰せられた。 「恥辱を 受けて 追われて， ここから 出て 行け。 凡そ かれらの 中 あなたに 
従う 者が あれば， われは あなたがたの 人々 で 地獄を 満たす であろう。」 

19.  (それから アー ダムに 仰せられた。） 

「アー ダムよ， あなたと あなたの 妻は 楽園に 住 • ， 随所で あなたがた （の 好む ものを） 食べな さ 
い。 只 この 樹に 近付いて 不義を 犯して はならない。」 

20 . その後 悪魔 〔シャイ ターン〕 はかれら に (嘱？ ） き， 今まで 見えなかった 恥 かしい ところを， あ 
ら わに 示サ うとして 言った。 「あなたがたの 主が， この 樹に 近付く ことを 禁じられ たのは， あな 
たがた が 天使に なり， または 永遠に 生きる （のを 恐れられた） からで ある。」 
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21 . そして かれは， かれら 両人に 誓っ （て 言っ） た。 「わたしは あなたがたの 心からの 忠告 者で 
ある。」 

22 . こうして かれは 両人を 欺いて 堕落 させた。 かれらが この 木を 味わう と， その 恥ずかしい 処が 
あらわに なり， 2 人は 園の 木の葉で その 身を 覆い 始めた。 その 時 主は， かれらに 呼びかけて 仰せ 
られ た。 「われは この 木を あなたがたに 禁じた ではない か。 また 悪魔 〔シャイ ターン〕 は， あな 
たがた の 公然の 敵で ある と 告げた ではない か。」 

23 . かれら 両人は 言った。 「 主よ， わたしたちは 誤ち を 犯しました。 もし あなたの 御赦 しと 慈悲 
を 御 受け 出来ないならば， わたしたちは 必ず 失敗 者の 仲間に なって しまいます。」 

24 •かれは 仰せられた。 「あなたがたは 落ちて 行け， あなたがたは 栗い に 敵と なる であろう。 あ 
なた がた には 地上に 住まいと， 一定の 期間の 恵 •が あろう。」 

25 . かれは 仰せられた。 「そこで あなたがたは 生活し， 死に， また そこから （復活の 時に） 引き 
出される であろう。」 

26 . アー ダムの 子孫よ， われは， 恥ずかしい ところを 覆い， また 飾る ために 衣装を あなたがたに 
授けた。 だが 篤信と いう 衣装 こそ 最も 優れた ものである。 これは アツ ラーの 印で ある。 恐らく か 
れらは 諭される であろう。 

27 •アー ダムの 子孫よ， あなたがたは 悪魔に 惑わされて はならない。 かれが 昔， あなたがたの 祖 
先に， その 恥ずかしい ところを 見せる ため， かれら 2 人の 衣を 奪い， 楽園から 追われた ように。 
かれ （悪魔） とかれの 一味は， あなたがたの 見えない 所から あなたがたを 見て いる。 本当に われ 
は 悪魔を 不信心な 者たち の 友と した。 

28 . かれらは 淫らな ことを する 時， 「わたしたちは 祖先が 行う のを 見た。 また アツ ラーが これを 
わたしたちに 命じられた。」 と言う。 言って やる がいい。 「アツ ラーは 決して 淫らな ことを 命じ 
られ ない。 あなたがたは アツ ラーに 就いて， 知り もしない ことを 口にする のか。」 

29 . 言って やる がいい。 「わたしの 主は， 正義を 命じられる。 それで あなたがたは 全霊を うち 込 
•, 何処の マ スジ ドで も， かれに 信心の 誠を 尽くして 祈りなさい。 最初 あなたがたを 創ら れ たよ 
うに， あなたがたは （かれに） 帰る ので ある。 

30 . かれは ある 一団の 者を 導かれ， また ある 一団の 者には 迷いを 正当と なされる。 かれらは アツ 
ラーを 差し置いて 悪魔を 保護者と なし， 正しい 導きに あずかれ ると 考えて いる。」 

31 •アー ダムの 子孫よ， 何処の マ スジ ドで も 清潔な 衣服を 体に つけなさい。 そして 食べたり 飲ん 
だり しなさい。 だが 度を越して はならない。 本当に かれは 浪費す る 者を 御 好 •にならない。 

32 .言って やる がいい。 「アツ ラーが しもべた ちに 与えられた， かれからの （賜物） や， 食料と 
して （与えられた） 清浄な ものを， 誰が 禁じた のか。」 言って やる がいい。 「これらの ものは， 
現世の 信仰す る 者たち のた めの もので あり， 特に 審判の 日 には 完全に 信者の 専有す る ものと なる 
。 」 われは このように 印を， 理解 ある 人々 に 解明す る。 
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33 . 言って やる がいい。 「本当に わたしの 主が 禁じられた ことは， あからさまな， また 隠れた 淫 
らな 行い や 罪， 真理 や 道義に 外れた 迫害， また アツ ラ-が 何の 権威を も 授けられな いものを 崇拝 
する こと。 また アツ ラーに 就いて， あなたがたが 知らない ことを 語る ことで ある。」 

34 . それぞれの 民には， 一定の 期限が ある。 だから その 期限が やって来れば， 一刻 も 遅らす こと 
も 出来ず， 早める こと も 出来ない。 

35 •アー ダムの 子孫よ， あなたが たの 間から 使徒が やって来て， わが 印を あなたがたに 語る 時， 
主を 畏れて 身を 修める 者には， 恐れ もな く 憂い もないで あろう。 

36 •しかし わが 印を 偽りで あると する 高慢な 者は， 業火の 住人と して， その 中に 永遠に 住む であ 
ろ ラ。 

37 . 凡そ アツ ラーに 就いて 偽りを 捏造し， また その 印を 拒否す る ことよ り甚 しい 不義が あろう か 
。 それらの 者には （主の） 啓 典に， （定められ ている） かれらの 分け前が， 到来す るであろう。 
わが 使徒 （天使） が かれらを 訪れて 魂を とり 上げる 時， かれら （天使） は 言う。 「アツ ラーを 差 
し 置いて， あなたがたが 祈って いた ものは 何処に いるの か。 」 かれらは 言う であろう。 「かれら 
は， わたしたちから 逸れました。 」 かれらは 自分で， 本当に 不信心であった ことを 立証す る。 

38 . かれは 仰せら 黷 X。  「あなたがたは 以前に 行った， ジンと 人間の 一団と 共に 火獄に 入れ。」 そ 
して 一団が 火獄に 入る 度に， 必ず （先に 行った） 仲間の 一団を 呪う。 全部の 者が， 次々 に その 中 
に 入る と， 後の 一団は 最初の 一団を さして 言う。 r 主よ， わたしたちを 迷わせた のは， これらの 
者です。 だから 2 倍の 火獄の 刑罰を 与えて 下さい。」 かれは 仰せられよう。 「誰も •な 2 倍 （の 刑 
罰が） 与えられよう。 だが あなたがたは それを 知らない。」 

39 . また 前の 一団は， 後の 一団に 向かって 言う であろう。 「あなたがたは， 何も わたしたちに 優 
ると ころは ない のです。 それで あなたがたが 行った ことに 対し， 懲罰を 味わいなさい。」 

40 •わが 印を 偽りで あると し， それに 対し 高慢であった 者たち には， 天の 間は 決して 開かれない 
であろう。 また ラク ダが 針の 穴を 通る まで， かれらは 楽園に 入れないで あろう。 このよう にわれ 
は 罪 ある 者に 報いる。 

41 .かれらには， 臥床と して 地獄が あり， その上は （層 また 層で） 覆われよう。 われは このよう 
に 不義なる 者に 報いる。 

42 •だが 信仰して 善い行いに 励む 者は， われは 誰に も， 能力 以上の ものを 負わせない。 かれらは 
楽園の 住人で ある。 その 中に 永遠に 住む ので ある。 

43 .われは かれらの 心の中の 怨恨を 除き， かれらの 足元に 川を 流す。 かれらは 言う であろう。 「 
わたしたちを この （幸福） に 御 導き 下された， アツ ラーを 讃 える。 もし アツ ラーの 御 導きが なか 
ったならば， わたしたちは 決して （正しく） 導かれなかった であり ましよう。 主の 使徒たち は， 
確かに 真理を 伝えました。」 （声が あり） かれらは 呼び かけられる。 「 これが 楽園で ある。 あな 
たがた は （正しい） 行いの ために， ここの 居住者と なれたので ある。」 
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44 •楽園の 仲間は 火獄の 仲間に 向かって 叫ぶ であろう。 r わたしたちは 主の 約束が 真実で ある こ 
とが 分った。 あなたが たも 主の 約束が 真実で ある ことが 分った か。」 かれらは 「はい」 と 答える 
であろう。 その 時 1 人の 告知 人が， 両者の 間で 叫ぶ であろう。 「アッ ラーの 御 怒りは， 不義の 徒 
の 上に 下る の だ。 

45 . これらの 者は アッ ラーの 道から （人び とを） 背かせ， また 歪めよう とした 者で あり 来世を 信 
じない 者たち であった。」 

46 . 両者の 間には 仕切りの 壁が あり， 高い 壁の 上には 印に よって， 凡ての 者を 見分ける 人び とが 
いて， かれらは 楽園に 行く 人を 呼んで （言う）。 r あなたがたに 平安 あれ。」 かれらは 望んで い 
るの だが， そこに 入る ことは 出来ない。 

47 . 次に 目を 火獄の 住人の 方に 向ける とかれら は， 「主よ， わたしたちを 不義の 人び とと 一緒に 
しないで 下さい。」 と言うであろう。 

48 . 高い 壁の 上に いる 人び とは， その 印に よって 見分けた 人び とに 向かって 呼びかけて， 言う。 
「あなたがたは （財を） 積'  大いに 自慢して いたが 何の 役に も 立たなかった。 

49 . これらの 人々 は， アッ ラーが かれらには 慈悲を 施さないで あろうと， あなたがたが 断言した 
人び とでは ないか。 （これらの 人々 に 就いては） さあ 楽園に 入りなさい。 あなたがたには， 恐れ 
もな く 憂い もないで あろう。」 （と言われる であろう）。 

5〇 .火獄 の 仲間は 楽園の 仲間を 呼んで （言う）。 r わたしたちに 水を 注いで くれ。 または アッ ラ 
一が， あなたがたに 与えられ たものを 恵んでくれ。」 かれらは （答えて） 言う。 「アッ ラーは， 
その どちらを も， 不信者には 禁じられる。」 

51 •かれらは 自分の 宗教を 遊び や 戯れと 心得， また この 世の 生活に 欺かれた 者たち である。 それ 
で かれらが この 日の 会見を 忘れ， また わが 印を 拒否して いたよう に， 今日 われは かれらを 忘れる 
であろう。 

52 •われは まさに 啓 典を かれらに 下し， 知識に よって 詳しく述べた。 これは 信じる 人び とへの 導 
きで あり， 慈悲で ある。 

53 . かれら （マッカの 人び と） は， その 解明を 待つ 以外には ない。 その 解明が 行われる 日に なっ 
て， 先に これを 軽視して いた 者は 言う であろう。 「主の 使徒たち は， 確かに 真理を 伝えた の だ。 
昔 かれらが わたしたち のために 執り成した ように， 執り成す 者は ない のか。 それとも わたしたち 
は （地上の 生活に） 返されて， わたしたちが しなかった 行いを する ことが 出来ない のか。」 実際 
に， かれらは 自分の 魂を 滅ぼし， 勝手に 造り あげていた ものたち はかれら から 姿を消して しまっ 
た。 

54 . 本当に あなたがたの 主は アッ ラーで あられる。 かれは 6 日で 天と地を 創り， それから 玉座に 座 
して おられる。 かれは 昼の 上に 夜を 覆わせ， 夜に 昼を 慌ただしく 相 継がし めな され， また 太陽， 
月， 群 星を， 命に 服 させられる。 ああ， かれ ア そは 創造し 統御され る 御 方では ないか。 万有の 主 
アツ ラーに 祝福 あれ。 
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55 .謙虚に また 目立たない 隠れた ところで， あなたがたの 主に 祈れ。 かれは 教えに 背く 者を 御 好 
• に なられない。 


56 •秩序が 定められた 後， 地上で 悪を 行って はならない。 恐れと 熱情を もって かれに 祈れ。 本当 
に アツ ラーの 慈悲は， （常に） 善行を なす 者の 近くに ある。 

57 . かれ こそは， 慈悲に 先んじて 吉報を (打?) す 風を 送られる 御 方で ある。 それが （雨を） 含んだ 
重い 雲を 運べば， われは それを 死んで いる 地に 送って 雨を 降らせ， これに よって 各種の 果実を 生 
産させる。 われは このように 死者を 睡ら せる。 恐らく あなたがたは 悟る であろう。 

58 . 良い 上には， 主の 御 許しに よって， 草木が 茂る。 悪い 上には， 貧弱な ものの 外 生長し ない。 
われは このよう に 感謝す る 者の ために， 繰り返し 各種の 印を 解明して いる。 

59 . 先に われは ヌーフ を その 民に 遺 わした。 かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， アツ ラーに 仕 
えなさい。 かれの 外に 神は ない ので ある。 本当に わたしは， 偉大な 日の 懲罰を あなたがたの ため 
に 恐れる。」 

60 . かれの 民の 長老たち は 言った。 「本当に わたしたちは， あなたが 明らかに 間違って いる と 思 
9。 」 

61 . かれは （答えて） 言った。 「人び とよ， わたしは 間違う ことは ない。 それ どころ か， わたし 
は 万有の 主の 使徒で ある。 

62 •わたしは あなたがたに， 主の 神託を 宣べ 伝え， また 助言を 呈 する。 わたしは あなたがたが 知 
ら ない ことを， アツ ラーから 知る ものである。 

63 . あなたがたの 中の 1 人を 通じ， 主の 訓戒が あなたがたに やって来た ことを 驚く のか。 そして あ 
なた がた に 警告し， 主を 畏れる ようにし， あなたがたを 慈悲に 浴させる であろう。」 

64 . だが かれらは ヌーフ を 拒否した。 それで われは， かれと 方舟の 中で 一緒であった ものたち を 
救い， わが 印を 偽りで あると した 者たち を 溺れさせた。 本当に かれらは 盲目の 民であった。 

65.  (われは） また アー ドの 民に， その 同胞の フードを （遣わした)。 かれは 言った。 「わたしの 
人び とよ， アツ ラーに 仕えなさい。 あなたがたには， かれ （アツ ラー） の 外に 神は ない ので ある 
。 あなたがたは 主を 畏れない のか。」 

66 . かれの 民の 中 不信心な 長老たち は 言った。 「わたしたちは， 実際 あなたを 愚かな 者 だと 思う 
。 また あなたは， 本当の 嘘つき だと 考える。」 

67 . かれは 言った。 「人び とよ， わたしは 愚か者で はない。 それ どころ か， わたしは 万有の 主 か 
らの 使徒で ある。 

68 . わたしは， あなたがたに 主の 神託を 宣べ 伝え， また 誠実な 信頼 出来る あなたがたへの 助言者 
である。 
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69 . あなたがたの 中の 1 人を 通じて 警告す るた めに， 主の 訓戒が あなたがたに やって来た ことを 驚 
く のか。 主は あな たがた にヌ ーフの 民の 後継 ぎを させ， また あな たがた の 体が 強大に された こと 
を 思いなさい。 だから アツ ラーの 恩恵を 念じなさい。 きっと あなたがたは 成功す るであろう。」 

70 . かれらは 言った。 「あなたは， わたしたちが アツ ラー だけに 仕え， わたしたちの 祖先が 仕え 
ていた ものを 捨てさせる ために 来たの か。 もし あなたが 真実なら ば， あなたが 脅す ものを わたし 
たちに (育？) せ。」 

71 . かれは 言った。 「あなたがたの 主の 懲罰と 御 怒りは， 既に あなたがたに 下って いる。 あなた 
がた と， あなたがたの 祖先が 命名した （偶像の） 名に 就いて， アツ ラーが 何の 権威を も 授けられ 
ない ものに 就いて， あなたがたは わたしと 論争す るの か。 それなら 待て。 本当に わたし も， あな 
たがた と共に 待って いる 者で ある。」 

72 . それ だから われは 慈悲を もって， かれと 一緒にい る 者たち を 救い， わが 印を 拒否した 者と 信 
仰 しな かっ た 者たち を 根絶 してし まった。 

73.  (われは） また， サ ムードの 民に その 同胞 ザーリ フを （遣わした）。 かれは 言った。 「わた 
しの 人び とよ， アツ ラーに 仕えなさい。 あなたがたには， かれの 外に 神は ない ので ある。 今 主 か 
ら 証が あなたがたに 下った。 この アツ ラーの 雌 ラク ダが， あなたがたへの 印で ある。 それで これ 
を アツ ラーの 大地に 放牧して 食べさせなさい。 そして あなたがたが 痛ましい 懲罰に 遭わない よう 
, それに 害を 加えて はならない。 

74 . また かれは， アー ドの 民の 後を あなたがたに 継がせ， その 地に 安住 させられた 時の ことを 思 
いなさい。 あなたがたは 平地に 官 殿を 蝕け， また （岩） 山に 家を 彫り こんだ。 だから アツ ラーの 
御 恵 •を 心に 銘 じて， 悪を 慎 •， 地上を 乱して はならない。」 

75 . その 民の 中の 高慢な 長老たち は， 力がない と 思われて いた 信仰す る 者たち に 言った。 「あな 
たがた は ザーリ フ が， 主から 遺 わされた ことを 知っている のか。」 かれらは （答えて） 言った。 

「わたしたちは， かれが 遺 わされた 者で ある ことを 本当に 信し ます。」 

76 •高慢な 者たち は 言った。 「わたしたちは， あなたがたが 信じる ものを 認めない。」 

77 . そこで かれらは， かの 雌 ラク ダの 膝の 健を 切って 不具に し， （屠殺し） かれらの 主の 命令を 
倣慢 無礼に も 無視して， かれらは 言った。 「ザ-リ フ よ， もし あなたが （本当に） 使徒で あるな 
らば， ふりかかって くると 言って いるものを， わたしたちに （宙？ ） せ。」 

78 . そこで 大地震が かれらを 襲い， 翌朝 かれらは その 家の 中に 平伏して いた。 

79 . それで （ザーリ フ は） かれらから 去って 言った。 「わたしの 人び とよ， 確かに わたしは 主の 
御告げ を宣ぺ 伝え， また あなたがた に 助言 をした。 だが あなたがたは 誠実な 助言者を 喜 ばない。 

J 

80 •また （われは） ルー トを （遺 わした）， かれは その 民に 言った。 「あなたがたは， あなたが 
た 以前の どの 世で も， 誰も 行わなかった 淫らな ことを する のか。 
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81 •あなたがたは， 情欲の ため 女でなくて 男に 赴く。 いや あなたがたは， 途方もない 人び とで あ 
る。」 

82 . かれの 民は， 只 （栗い に） こう 言う だけであった。 「かれらを， あなたがたの 村から 追い出 
せ。 かれらは 本当に 清純 ぶった 人たち である。」 

83 . こうして われは， かれ （ルー ト） の 妻を 除き， かれと その 家族を 救った。 かの 女は 後の方に 
なっ た 遅れた 者の 仲間であった。 

84 •われは かれらの 上に， （瓦 （際？） の） 雨を 降らせた。 見なさい。 罪に 耽る 者の 最後が どん 
な ものであった かを。 

85.  (われは） また， マド ヤンの 民に， その 同胞の シュア イブを （遺 わした）。 かれは 言った。 
「わたしの 人び とよ， アツ ラーに 仕えなさい。 あなたがたに はかれの 外に 神は ない ので ある。 今 

主からの 証が， あなたがたに 下った の だ。 だからき ちんと 寸法を とり， 目方を 量り， 人を 誤魔化 
しては ならない。 また 秩序が 定められた 後， 地上で 悪を 行って はならない。 もし あなたがたが 信 
者であるなら ば， これは あなたがた のために 最も 良い ことで ある。 

86 . あなたがたは， （旅人を 脅かす ために） どの 路上で も 待 伏せして はならない。 また 信じる 者 
を アツ ラーの 道から 妨げたり， 曲げ （ようとし） ては ならない。 また あなたがたは 少数であった 
が， かれが （如何に） 数多くな された かを 思いなさい。 また 悪を 行った ものの 最後が どうで あっ 
たかを 見なさい。 

87 . それから もし あなたがたの 中に， わたしの 遣わされた 使命を 信じる 一団と， それを 信じない 
一団と が ある 時は， アツ ラーが わたしたちの 間を 裁かれる まで 待ちなさい。 本当に かれは 裁決に 
最も 優れた 御 方で あられる。」 

88 . かれの 民の 中の 高慢な 長老たち は 言った。 「シュア イブよ， わたしたちは， あなた も あなた 
と 一緒に 信仰す る 者たち も， この 町から 追放す るであろう。 さもなければ， わたしたちの 宗教に 
返るべき である。」 かれは 言った。 「仮令 わたしたちが （それを） 忌 •嫌って いても なのです か 
〇 

89 . アツ ラーが， わたしたちを あなたがたの 宗教から 救助され た 後， もし わたしたちが （それに 
) 戻ったならば， アツ ラーに 対し 嘘を 捏造した ことに なって しまいます。 また わたしたちの 主， 
アツ ラーが 御 好 •にならないならば， それに 戻って くる ことは わたしたちには 不可能です。 本当 
に 主は， 凡ての 事物を その 御 知識に 包容な されます。 わたしたちは アツ ラーを 信頼 申し上げます 
。 主よ， 真理に よって， わたしたちと 人々 の 間を 裁いて 下さい。 本当に あなたは 裁決に 最も 優れ 
た 方で あられます。」 

90  •また その 民の 中の 不信者の 長老たち は 言った。 「あなたがたが もし シュア イブに 従うならば 
, きっと 失敗 者になる でしょう。」 

91 .それで 大地震が かれらを 襲い， かれらは その 家の 中に 平伏して いた。 
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92 . シュア イブを 嘘つきと 呼んだ 者は， そこに 住んで なかった ようであった。 誠に シュア イブを 
拒否した 者たち， かれらは 失敗 者であった。 

93 . それで かれは その 民を 去って 言った。 「人び とよ， 本当に わたしは 御告げ を 確実に あなたが 
たに 伝え， また 助言を したので ある。 信仰し ない 人び とのた めに， どうして わたしの 心を 痛めよ 
ぅか。」 

94 •われは 一つの 町に， 預言者を 遺 わす 度に C 謙虚になる ように， 何時も 不幸と 受難で そこの 民を 
襲った。 

95 .それから われが 災厄に 替えて 幸運を 授け， 裕福に なると， かれらは 言う。 「 わたしたちの 祖 
先 も， 確かに 災難と 幸福に あった のです。」 それで われは かれらが 気付かない 時に， 突然 懲罰を 
加えた。 

% .これらの 町 や 村の 人び とが 信仰して 主を 畏れたならば， われは 天と地の 祝福の 扉を， かれら 
のために きっと 開いた であろう。 だが かれらは （真理を） 偽りで あると したので， われは かれら 
の 行った こ とに 対して 懲罰を 加えた。 

97 . 町 や 村の 人び とは， 深夜 かれらが 眠って いる 間に 訪れる わが 激怒に 対して， 安心 出来る ので 
あろう か。 

98 . また 町 や 村の 人び とは， 昼間 かれらが 戯れて いる 間に 訪れる わが 激怒に 対して， 安心 出来る 
のであろう か。 

99 . かれ らは アツ ラー の 計画に 対 して 安心 出来る のであろう か。 アツ ラーの 計画に 対し 安心 出来 
ると いうのは， 失敗す る （運命に ある） 者 だけで ある。 

100 •そこの （減び 去った） 住民の 後， その 地を 継いだ 者たち に とって， すなわち われが もし 望む 
ならば， 自らの 罪に よって 滅ぼす こと も 出来る。 また われは かれらの 心に 封印を して， 聞く 耳を 
持たな くして しまう こと も 出来る という ことは。 

101 •これらは， われが ある 消息に 就いて， あなたに 述べた 町 や 村で ある。 使徒たち は， 証を かれ 
らに （湾？） した。 だが かれらは 以前に 拒否した ので， 信じようと はしなかった ので ある。 この 
ように アツ ラーは， 不信者の 心を 封 じられ る。 

102 . われは かれらの 大部分の 者に， 契約を （忠実に） 果す 者を 見いだ す ことが 出来ない。 寧ろ か 
れらの 大部分が 確かに 主の 淀に 背く 者で ある ことが 分った。 

103 . それから かれらの 後に， われは ムーサーを， わが 印を 携えて， フイ ル アウンと その 長老たち 
に 遣わした， だが かれらは それを 拒否した。 それで 不義を 行う 者の 最後が， どんな もので あるか 
を 見なさい。 

104 •ムーサーは 言った。 「フイ ル アウンよ， わたしは， 万有の 主から 遺 わされた 使徒で ある。 
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105 •わたしは 当然の ことながら アッ ラーに 就いて 真理の 外 何も 言わない。 わたしは あなたがたに 
， 主からの 明 証を （有？） したので ある。 だから イスラエルの 子孫を， わたしと 一緒に 行かせな 
さい。」 

106.  (フイ ル アウンは） 

言った。 「もし あなたが 印を （強？） し， あなたの 言葉が 真実なら， 初めに それ （証） を 現わせ 
〇 」 

107 . そこで かれは 自分の 杖を 投げた。 見なさい。 それは 明らかに 蛇であった。 

108 . また かれは その 手を 伸ばした。 見なさい。 それは 誰の 眼に も 白かった。 

109 . フィル アウンの 民の 長老たち は 言った。 「これは 老練な 魔術師 だ。 

110.  かれは， この 国土から あなたがたを 追 出そう と 望んで いる。 さて あなたがたの 主張は どうか 
〇 」 

111 •かれらは （フィル アウン） に 言った。 「かれと その 兄弟を しばらく 退かせ， 召集者を 諸 都市 
に 遺 わして， 

112 . 老練な 魔術師を あなたの 所に 全員 呼び出し ては。」 

113 . そこで 魔術師た ちは フィル アウンの 許に 来て 言った。 「わたしたちが 勝ったならば， きっと 
わたしたちに 報奨が あるでしょう。」 

114 •かれは 言った。 「そうだ。 （その上） わたしは あなたがたを， 必ず わたしの 側近に する であ 
ろう。」 

115 . かれらは 言った。 「 ムーサーよ， あなたが 投げる のか， それとも わたしたちが （先に） 投げ 
るの か。」 

116 . かれ （ムーサー） は 言った。 「あなたがたが （先に） 投げなさい。 そこで かれらは 投げて 
人々 の 目を 惑わし， かれらを 恐れさせ， 大 魔術を 演出した。 

117 . その 時 われは ムーサーに， 「あなたの 杖を 投げなさい。」 と 啓示した。 すると 見よ。 それは 
かれらの 瞞 ものを （皆） 呑 •込んで しまった。 

118 . こう して 真理が 現われ， かれらの 行った ことは 虚しく なり， 

119 . かれらは 打ち負かされ， 縮 •上がって しまった。 

120 . 魔術師た ちは 身を 投げ出して サジ ダし， 

121 . 言った。 「わたしたちは， 万有の 主を 信仰し ます， 

122 •ムーサーと ハール ーンの 主を。」 
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123 . フィル アウンは 言った。 「あなたがたは， わたしが 許さない うちに かれを 信仰す るの か。 確 
かノ これは あなたがたの 町で 企んだ 陰謀で， ここの 民を 追 出そうと する の だ。 だが あなたがたは 
やがて 知る であろう。 

124 . わたしは あなたがたの 手と 足を， 必ず 栗 違いに 切断し， それから 皆を 十字架に かける であろ 
9。 」 

125 •かれらは 言った。 「 本当に わたしたちは， 主の 許に 帰される のです。 

1 2 6 . だが あなたがたは， 主の 印が わたしたちの 許に 来て， わたしたちが 単に それを 信仰 するとい 
うだけ で， わたしたちに 報復され るので すか。 主よ， わたしたちに 忍耐を 与え， ムス リムと して 
死なせて 下さい。」 

127 . フィル アウンの 民の 長老たち は 言った。 「 （王様よ） あなたは ム-サ- とその 民が 国内を 乱 
し， あなたと あなたの 神々 を 捨てる のを 放ってお くので すか」 かれは 言った。 r わたしたち はか 
れらの 男児を 殺して， 女児を 生かして おこう。 わたしたちは， かれらに たいして 権威を もってい 
る。」 

128 . ムーサーは その 民に 言った。 「アツ ラーの 御 助けを 祈り， 耐え忍べ。 本当に 大地は アツ ラー 
の 有で ある。 かれは 御 好 •になる しもべた ちに， これを 継がせられる。 最後は （主に 対し） 義務 
を果す 者に， 帰す るので ある。」 

129 . かれは 言った。 「わたしたちは， あなた （ムーサー） が やって来る 以前 も， また やって来て 
から 後 も 迫害を 被った。 」 かれは 言った。 r これは 主が， あなたがたの 敵を 滅ぼし， あなたがた 
にこの 地を 継がせ， どのように あなたがたが 行う かを 御覧になる であろう。」 

130 . われは フィル アウンの 一族を， 連年 飢 鐘と， 収穫の 減少で 襲った。 恐らく かれらは 訓戒を 受 
け 入れる であろう。 

131 . だが かれらは 良い ことが 来れば， 「これは わたしたちに とって 当然です。」 と 言い， 悪い こ 
とが 臨めば， 

ムーサー とかれ と共にい る 人び とが （(西？) す） 不幸 だとす る。 聞け。 かれらの 凶 運は， アツ ラ 
一の 定められる もの。 だが かれらの 多く は 理解し ない。 

132 •かれらは 言った。 「あなたが どんな 印を (強？） して わたしたちを 魅惑し ようとしても， わたし 
たちは 決して あなたを 信じません。」 


133 •そこで われは かれらに 対し， 様々 な 明 証として 洪水 や バッタ や シラ ミ， カエ ル や 血な どを 送 
った。 だが かれらは 高慢な 態度を 続け， 罪深い 民であった。 

134 .災厄が かれらに 下る 度に， かれらは 言った。 「ムーサーよ， わたしたち のために あなたと 約 
束され たという あなたの 主に 祈って くれ。 あなたが もし わたしたち からこ の 災厄を 除 くなら ば， 
わたしたちは きっと あなたを 信じ， イスラエルの 子孫を あなたと 一緒に， きっと 帰らせる であろ 
9。 」 
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135 . だが， 定められた 期限に なって， われが かれらから 災厄を 賒く 度に， 見なさい。 かれらは （ 
その 約束を） 破ろ。 

136 . それで われは かれらへの 報いと して， かれらを 海に 溺れさせた。 これは かれらが わが 啓示を 
拒否し， それを 軽視した ためで ある。 

137 . われは 無力と 思われて いた 民に， われが 祝福した 東と 西の 各地を 継がせた。 （よく） 耐え忍 
んだ ために， イスラエルの 子孫の 上に， あなたの 主の 善い 言葉が 全うされた。 そして われは フィ 
ル アウンと その 民が うち 建てた もの， また 築造して いた ものを 破壊した。 

138 . われは イスラ エルの 子孫に 海を 渡 らせ たが， かれらは ある 偶像に 仕えて し 、る ある 民族のと こ 
ろに 来た。 かれらは 言った。 「ムーサーよ， かれらが 持って いる 神々 のよう な 一 柱の 神を， わた 
したち に 置いて くれ。 かれは 言った。 「本当に あなたがたは 無知の 民で ある。 

139 . 本当に これらの ものが 奉じて いるものは 滅び， また かれらの 行う こと も 無益で ある。」 

140 . かれは 言った。 「わたしは あなたがたの ため， アツ ラーの 外に 神を 求めよう か。 かれは 諸 民 
族の 上に， あなたがたを 優遇され ている ではない か。」 

141 . われが フィル アウンの 一族から， あなたがたを 救った 時を 思いなさい。 かれらは あなたがた 
を 悪い 刑罰で 悩まして いた。 かれらは あなたがたの 男児を 殺し， 女児を 生かして 置いた。 本当に 
その 中には， あなたの 主からの， 重大な 試練が あった ので ある。 

142 . また われは ムーサーに （律法を 授ける 期間と して） 30 夜を 約束した が， 更に 10  (夜） を 加え 
た。 それで 主が 定められた 期限は 40 夜と なった。 ム-サ-は， 兄弟の ハ-ル ーンに 言った。 「あ 
なた はわた しに 代って 人々 を 統治しなさい。 正しく 行動し， 悪を 行う 者の 道に 従っては ならない 
〇 」 

143 . ムーサ-が われの 約束した 時に 来て， 主が か黷 ./ 語り かけられた 時， かれは 申し上げた。 r 
主よ， あなたに 拝謁が 出来る ように， （親しく） わたしに 姿を 御 現わし 下さい。」 かれは 仰せら 
れ た。 「あなたは 決して われを 見る ことは 出来ない。 だが あの 山を 見よ。 もし それが， 相 変わら 
ず その 所に 安定して おれば， そこに あなたは われを 見る であろう。 」 主 がその 山に （神の 御 光を 
) 現わして 山を 粉 • じんに すると， ムーサーは （余りに も 恐ろしい ので） 気絶して 倒れた。 意識 
が 回復した 時 かれは 言った。 「あなたの 栄光を 讃 えます。 わたしは 悔悟して あなたに 帰依し， わ 
たしは 信仰す る 者の 先き 駆けと なります。」 

144 . かれは 仰せられた。 「ムーサ-よ， 本当に われは， わが 啓示と 御言 葉に よって あなたを 万人 
の 上に 選んだ。 だから われの 授けた ものを しっかりと 身に 付け， 感謝す る 者の 一人と なりなさい 
〇 」 

145 . そして われは， かれのた めに 一切の 事物に 関する 訓戒と， 凡の ことの 解釈と を， 碑の 上に 記 
して （言った）。 r これを しっかり 守れ。 また あなたの 人び とに， その 中の 最も 優れた （道） を 
守る よう 命じなさい。 われは 主の 淀に 背く 者の 住まいを， やがて あなたがたに 示す であろう。 
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146 •また 地上で 正義を 無視し， 高慢で ある 者に 就いては， われが 啓示から 背き 去らせる であろう 
。 それでも かれらは， 凡の 印を 見ても これを 信じない。 また 公正な 道を 見ても， それを （自分の 
) 道 としない。 そして 邪悪な 道を 見れば， それ こそ （真の） 道で あると している。 これは かれら 
がわが 印を 拒否して， それを 軽視して いるた めで ある。」 

147 •わが 印と， 来世に おける 会見を 偽りで あると する 者の 行いは 無効で ある。 かれらの 行った こ 
と 以外に， 何が 報いられ ようか。 

148 •ム-サ-の 民は， かれの （去った） 後， 自分の 装飾品で 鳴き声の 出る 形 だけの 仔牛を 造った 
。 かれらは それが もの も 言わず， また 道案内 も 出来ない ことが 分らない のか。 かれらは それを （ 
神と して） とり， 不義を 行った。 

149 . かれらは 自分たち の 過ちが 分り， 酷ぐ 毎 やんだ 時に 言った。 「本当に 主が 慈悲を 施 こされず 
, また その 御赦 しがなかったならば， わたしたちは きっと 失敗 者の 仲間であった。」 

150 . ムーサ-は その 民の 許に 帰った 時， 激怒し， 悲しんで 言った。 「あなたがたが， わたしの 不 
巧 中に 行った ことは 災いで ある。 あなたがたは 主の 審判を 催促す るの か。」 かれは 板 碑を 投げ， 
かれの 兄の 頭 （の 髪） を (掴?) んで ぐっと 引き寄せた。 かれ （ハ-ル ーン） は 言った。 「わたし 
の 母の 子よ， 本当に 人び とは わたしを 無力 だとし， また わたしを ほとんど 殺さん ばかりであった 
。 だから わたし （の 手落ち） に 対し， 敵を 喜ばせないで くれ。 また わたしを 不義の 人々 と 一緒に 
見なさないで くれ。」 

151 . かれ （ムーサー） は （祈って） 言った。 r 主よ， わたしと わたしの 兄を 赦 し， あなたの 慈悲 
に 浴 させて 下さい。 本当に あなたは， 慈悲 深い 者の 中で も 最も 慈悲 深い 方です。」 

152 . 本当に これら， 仔牛を （崇拝の 対象と） した 者たち は 主の 激怒に 触れて， この 世の 生活で も 
屈辱を 受ける であろう。 このように われは 嘘い つわりを 作り出す 者に 報いる。 

153.  しかし 悪い行い をし た 者で も， その後に 悔悟し て 信仰す る 者に た いして は， 本当に あな たの 
主は 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

154 •ムーサ-は 怒りが 静まる と， 板 碑を 取り上げた。 その上には， 主を 畏れる 者への 導きと 慈悲 
が 記さ れ ていた。 

155 •それから ム-サ-は， われ （との 会見） の 時の ために 自分の 民を 70 人選んだ。 その 時 大地震 
が かれらを 襲った ので， かれは 言った。 「主よ， あなたが もし 御 好 •になったならば， （この こ 
との） 前に， かれらと わたしを 滅ぼされた でしよう。 あなたは わたしたちの 中の 無知な 者の 行い 
のために， わたしたちを 滅ぼされ るので すか， これは， 只 あなたの 試 •に 過ぎません。 あなたは 
御望 •の 者を 迷わせ， また 御望 •の 者を 導かれます。 あなたは わたしたちの 愛護 者であります。 
それで， わたしたちを 赦 して， 慈悲を 施して 下さい。 あなたは， 最も 寛容な 御 方で いらっしゃい 
ます。 

156 .また わたしたちの ために， 現世 も 来世で も， 幸福を 授けて 下さい。 本当に わたしたちは， 改 
峻 して あなたの 許に 戻って 来ました。」 かれは 仰せられた。 「われは， 自分が 欲する 者に 懲罰を 
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加える。 また われの 慈悲は， 凡ての ものに あまねく およぶ。 それ 故 われは， 主を 畏れ， 喜捨を な 
し， また わが 印を 信じる 者に それを 授ける であろう。 

157 . かれらは 文字を 知らない 預言者， 使徒に 追従す る 者たち である。 かれは かれらの もっている 
(啓 典） 律法と 福音の 中に， 記され 見い出される 者で ある。 かれは 正義を かれらに 命じ， 邪悪を 

かれらに 禁じる。 また 一切の 善い （清い） ものを 合法 〔ハラー ル〕 となし， 悪い （汚れた） もの 
を 禁忌 〔ハ ラーム〕 とする。 また かれらの 重荷を 賒 き， かれらの 上の 束縛を 解く。 それで かれ （ 
使徒） を 信じる 者は， かれを 尊敬し， かれを 助けて， かれと 共に 下された 御 光に 従う。 これらの 
人び とこ そは 成功す る 者たち である。」 

158 . 言って やる がいい。 「人び とよ， わたしは アツ ラーの 使徒と して， あなたがた 凡てに 遺 わさ 
れた 者で ある。 天と地の 大権は， かれの ものである。 かれの 外に 神は なく， かれは 生を 授け 死を 
与える 御 方で ある。 だから アツ ラーと 御言 葉を 信 幸す る， 文字を 知らない 使徒を 信頼し かれに 従 
え。 そうすれば きっと あなたがたは 導かれる であろう。」 

159 . ムーサーの 民の 中で， 真理に よって （人び とを） 導き， また それに よって 裁いた 一団が ある 
〇 

160 . われは かれらを 12 の 支部 族に 分けた。 ムーサ-の 民が かれに 水を 求めた 時， われは， 「あな 
たの 杖で 岩を 打て。」 と 啓示した。 すると そこから 12 の 泉が 湧き出で， 各 支部 族は 自分の 水 飲 • 
場を 知った。 われは また （厚い） 雲で かれらの 上に 影 （の 傘） を 与え， マンナと ウズ ラを 下して 
, 「われが あなたがたに 授ける 善い ものを 食べなさい。」 （と 告げた）。 （だが かれらは 背いた 
。 ） かれらは われを 害した のでは ない。 只 自分 （の 魂） を 害した だけで ある。 

161 •かれらに 向って こう 仰せられた 時を 思え。 「あなたがた はこの 町に 住 • ， 勝手に 自分の 好む 
ものを 食べなさい。 だが， 『御 許し 下さい』 と 言い， 頭を 低く して 門を 入れ。 われは あなたがた 
の 罪過を 赦 す。 善い ことを する 者には， （報奨を） 加える であろう。」 

162 •しかし かれらの 中で 不義を 行う 者は， かれらに 説明され たものを 外の 語に 言い替え， 不義を 
繰り返し たので， われは 天から 懲罰を 下した。 

163 .海 蟹の 町 （の 人び と） に 就いて， かれらに 問え。 かれらが 安息日 （の 禁） を 破った 時の こと 
を， 魚群は かれらの 安息日に 水面に 現われ やって来 ていた。 だが かれらが 安息日の 禁を 守らな か 
った 時は， それらは やって来 なくなった ではない か。 このように われは かれらを 試 •た。 かれら 
が 主の 淀に 背いて いたた めで ある。 

164 •かれらの 中の 一団が こう 言った 時 （を 思え）。 r 何故 あなたがたは， アツ ラーが 絶滅され， 
また 激しい 懲罰を しようと される 民に 訓戒す るの か。」 かれら （布教 者） は 言った。 「あなたが 
たの 主に， 罪の 御 許しを 願うた めで ある。 そうすれば かれらは 主を 畏れる であろう。」 

165 •それで かれらが 与えられ ている 訓戒を 無視した 時， われは， 悪を 避けた 者を 救い， 不義を 行 
う 者には 恥ず べき 懲罰を 加えた。 （それは） かれらが 主の 淀に 背いて いたた めで ある。 
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166 . それで かれらが 倣慢に 禁じられ ている ことを 犯した 時， われは かれらに 言った。 「あなたが 
たは 猿に なれ。 軽蔑され， 嫌われて しまえ。」 

167 . あなたがたの 主が， 審判の 日まで かれら （ユダヤの 民） に 対し， 厳しい 懲罰を 負わせる 者を 

, 遣わされ， 宣告され た 時を 思え。 本当に 主は 懲罰に 迅速で， また かれは 本当に 寛容に して 慈悲 
深く あられる。 

168 . われは かれらを， 地上で 多数の 集団に 分散した。 その ある 者は 正しい 人物で あるが， ある 者 
はそう ではない。 われは 緊栄と 逆境で かれらを 試 •た。 恐らく かれらは， （われに） 戻って くる 
であろう。 

169 . それから （不良の） 子孫が， かれらの 後を 継いで 啓 典を 継承した が， かれらは 現世の 虚しい 
物を 受け とって、 「 （どんな ことで も） 必ず わたしたちを 御赦 しにな ろう」 と 言って いた。 そし 
て もし 同じような 賜り物が かれらに 来れば， （また） それを 受け入れる。 アッ ラーに 関し 真理の 
外， 語って はならない ことは， （あなたがたの） 啓 典での 約束ではなかった のか。 しかも かれら 
は， その 中に ある ことを 学んで いたでは ないか。 主を 畏れる 者に とっては， 来世の 住まい こそ 最 
も 優れてい る。 あなたがたは 理解 しないの か。 

170 . 啓 典に よって （自分の 生活を） 堅持し， 礼拝の 務めを 守る 者， 本当に われは， このような 身 
を 修める 者への 報奨を 決して 虚しく しない。 

171 •われが かれらの 上で 天蓋の ように 山を 揺り動かし， かれらが それが 自分たち の 上に 落ちて く 
ると 考えた 時を 思え。 （その 時 われは 言った。） 「 われが あなたがたに 授けた もの （啓 典） を 堅 
く 守り， その 中に ある ことを 銘記せ よ。 そうすれば あなたがたは， 主を 畏れる であろう。」 

172 .あなたがたの 主が， アー ダムの 子孫の 腰から かれらの 子孫 謔闖〇 され， かれらを 自らの 証人 
となされ た 時を 思え。 （その 時 かれは 仰せられた。） 「われは， あなたがたの 主では ないか。」 
かれらは 申し上げた。 「はい， わたしたちは 証言いた します。」 これは 復活の 日に あなたがたに 
, 「わたしたちは， この ことを 本当に 注意し ませんで した。」 と 言わせな いためで ある。 

173 •「また， 先に 神々 を 崇拝した のは わたしたちの 祖先で， わたしたちは その後の 子孫です。 あ 
なた は， 虚偽に 従う 者が 行った ことのた めに わたしたちを 滅ぼされます か。」 と 言わせな いため 
である。 

174 •このように われは， 印を 詳しく述べる。 恐らく かれらは， （われに） 戻って くるであろう。 

175.  (ムハンマドよ） われが 下した 印を 授かりながら， それを 脱ぎ捨て， それで 悪魔が (愚？) いて 
, 邪道に 導く 者の 仲間 となっ た 者の 話を かれら に 告げな さい。 

176 . もし それが わが 意志であった ならば， われは それ （印） によって かれを 引きた てた であろう 
〇 

だが かれは 地上の 事に 執着して， 自分の 虚しい 私欲に 従った。 それで かれを 譬えて •れば 犬の よ 
うな もので， もし あなたが それを 叱り付けても， 舌を 垂れて いる。 また 放って置いても， 舌を 垂 
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れ ている。 これは わが 印を 信し ない 者の 比 (輪？) である。 だから この （昔の 人び との） 物語を 告 
けなさい。 恐らく かれらは 反省す るであろう。 

177 •悪い のは （この） 例の ように， わが 印を 偽りで あると し， 自らの 魂を 損って いる 者たち であ 
る。 


178 .アッ ラーが 導かれる 者は， 正しい 道の 上に あり， 迷わせられる 者は， 等しく 失敗 者で ある。 

179 •われは 地獄の ために， ジンと 人間の 多くを 創った。 かれらは 心を 持つ がそれ で 悟らず， 目は 
あるが それで 見ず， また 耳は あるが それで 聞かない。 かれらは 家畜の ようで ある。 いや それより 
も 迷って いる。 かれらは （警告を） 軽視す る 者で ある。 

180 •最も 美しい 凡ての 御名は アッ ラーに 属する。 それで これら （の 御名） で， かれを 呼びなさい 
。 かれの 御名を 冒 (潰？) する ものは 放っておきなさい。 かれらは その 行った ことにより 報いられ 
るであろう。 


181 .また われが 創った 者の 中には， 真理に よって （人を） 導き， また それに 基づき 公正に 行う 一 
団が ある。 

182 •わが 印を 拒否す る 者は， かれらの 気付かない うちに， 少しずつ （破滅に） 落し 入れられ るで 
あろう。 

183 .かれらには 猶子が 与えられる。 だが わが 計画は， 強 （く 免れられな） いので ある。 

184 •かれらは 反省 しないの か。 かれらの 仲間は 気が狂った のでは ない。 かれは 明らかに， 一人の 
警告 者に 外なら ない。 

185 •かれらは 天と地の 大権に 就いて 観察し， また アツ ラーが 創ら れた 凡ての 事物に 就いて 考察し 
ない のか。 また かれらに 定められた 時が， 近くに 迫って いると 考えない のか。 かれらは この 後に 
, どんな 教 説を 信じよう とする のか。 

186 . アツ ラーが 迷わせられた 者に 導きは ない。 かれは， かれらの 倣慢さ 故に， 当ても なく 迷う に 
任せ られ る。 

187 . かれらは （最後の 審判の） 時に 就いて， 何時 それが やって来る のかと あなたに 問う であろう 

。 言って やる がいい。 「それを 知る 方は， 只 わたしの 主 だけで ある。 その 時 （最後の 審判） を 知 
ら せて 下さる のは かれの 外には ない。 それ （時） は， 天で も 地で も 重い （重大 事と なる）。 全く 
突然 あなたがたに やって来る。」 かれらは あなたが， それに 就いて 熟知して いるかの ように 尋ね 
るであろう。 言って やる がいい。 r それを 知る 方は， 唯 アツ ラー だけで ある。」 だが 人び との 多 
くは 分からない。 

188 . 言って やろ がいい。 「わたしは アツ ラーが 御 好 •にならない 限り， 自分自身の ための 利害す 
ら 自由に 出来ない。 わたしが もし 幽玄 界を 知っているならば， わたしは 善い ことを 増し， また 災 
厄に 会わなかった であろう。 わたしは 只の 一人の 警告 者で， 信仰す る 者への 吉報を 知らせる 一人 
の 伝達 者に 過ぎない。 
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189 .かれ こそは， 一個の 魂 （アー ダム） から あなたがたを 創り， 栗い に 慰安を 得る ため， その 妻 
を 創ら れた御 方で あられる。 かれが かの 女と交わ ると， かの 女は 体内に 軽い 荷を 負った がそれ で 
も かの 女は （安易に） 往来して いた。 そのうち 重さが 加わる ようにな ると， かれらは 両人の 主， 
アツ ラーに 祈って （言う）。 「もし あなたが 良い 子を わたしたちに 御 授けに なれば， わたしたち 
は きっと 感謝を 捧げます。」 

190 •だが かれが 両人に 良い （子） を 御 授けに なれば， かれらに 授けられた ことに 対して， かれに 
同位の 者を 立てる。 だが アツ ラーは， ゥれら が 立てた ものの 上に 高く おられる。 

191 . かれらは 何も 創れ ない。 また かれら 自身が 造った ものを， 崇拝す るの か。 

192 . それらは かれらを 助けられず， 自分自身 （さえ） も 助けられない。 

193 . 仮令 あなたがたが 導きの ため， それらに 呼びかけても， あなたに 従わないで あろう。 あなた 
かたが それらに 呼びかけて もまた 黙って いても， あなたがたに とっては 同じ ことで ある。 

194 •本当 に アツ ラーを 差し置いて， あな たがた が 祈る ものは， あなたがたと 同じよう にかれ のし 
もべ である。 もし あなたがたが 真実なら， それらを 呼んで あなたがたの 祈りに 答えさせなさい。 

J 

195 . それらは 歩く 足が あるの か。 持つ 手が あるの か。 また 見る目が あるの か。 聞く 耳が あるの か 
。 言って やる がいい。 「あなたがたは （かれに 配す る） 神々 を 呼べ。 直ぐ わたしに 向かって 策謀 
して. よ。 （隠?) (踏?) する ことは ない。 

196 . 本当に アツ ラーは わたしの 愛護 者で あり， 啓 典を 啓示され た 方で ある。 かれは 正義の 徒を 愛 
護な される。 

197 . だが あなたがたが かれを 差し置いて 祈る ものは， あなたがたを 助ける こと も， 自分自身 （さ 
え） も 助ける ことは 出来ない。」 

198 . もし あなたが かれら （クライ シュ 族） を 正道に 招いても， かれらは 聞かない。 あなたは かれ 
ら が， あなたを 見守って いるのを 見よう。 だが かれらは 見て はいない ので ある。 

199.  (ムハンマドよ） 覚容を 守り， 道理に かなった ことを 勧め， 無知の 者から 遠ざかれ。 

200 •また 悪魔からの 中傷が あなたを 悩まし た 時は， アツ ラーの 加護を 求めな さい。 本当に かれは 
全 聴に して 全知で あられる。 

201 . 本当に 主を 畏れる 者は， 悪魔が かれらを 悩ます とき， （アツ ラーを） 念ずれば たちどころに 
(真理に） 眼が 開く だろう。 

202 . だが かれら （悪魔） の 兄弟たち は， もっと 深く かれらを 誤りに 引き込もう として， 決して 手 
を 緩めない。 

203 . あなたが 一つの 印を も かれらに (湾?) さなかった 時， かれらは 言う。 「あなたは 何故 それを （ 
自分で） 選ばない のか。 」 言って やる がいい。 「わたしは， 只 主から わたしに 啓示され る ことに 
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従う だけです。 」 それは， あなたがたへの 主からの 啓蒙で あり， また 信仰す る 者への 導きで あり 
, 慈悲で ある。」 


204 •それで ク ルアー ンが 読誦され る 時は， それを 謹 しんで 聴き， また 静粛に しなさい。 恐らく あ 
なた がた は 慈悲を 受ける であろう。 

205 . また あなたが は 朝夕， 魂を 込めて 謙虚に， 恐れ 謹んで， 言葉は 大声で なく， あなたの 主を 唱 
念しなさい。 おろそかな 者の 仲間 となって はならない。 

206 . 本当に あなたの 主の 側近に いる 者は， かれを 崇める のに 慢心す る ことなく， かれの 栄光を 讃 
えて 唱 念し， かれに サジ ダす る。 〔サジ ダ〕 

SURA 8 .戦利品 章 〔アル •アン ファール〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . かれらは 戦 利 品に 就いて あなたに 問う。 言って やる がいい。 「戦 利 品は アツ ラーと 使徒の もの 
である。 だから アツ ラーを 畏れて， あなたがたの 間の 諸 関係を 公正に 処理し， あなたがたが 信者 
ならば， アツ ラーと 使徒に 従え。」 

2 . 信者は， アツ ラーの ことに 話が 進んだ 時， 胸が （畏敬の 念で） 戦く 者たち で， かれらに 印が 読 
誦される のを 聞いて 信心を 深め， 主に 信頼す る 者たち， 

3 . 礼拝の 務めを 守り， われが 授けた ものを （施しに） 使う 者たち， 

4 . これらの 者 こそ 真の 信者で ある。 かれらには 主の 御 許に いくつもの 段階が あり， 寛容と 栄誉 あ 
る 給養を 与えられる。 

5 •そのよう に 主は 真理の ため， あなたを その 家から 出て 行かせられる。 だが 信者の 一部は， それ 
を 好まなかった。 

6 . 真理が 既に 明瞭に された 後で も， かれらは それに 就いて あなたと 論議す る。 それは 丁度 死を 見 
ていながら， それに 向かって 追い立てられ るかの ように。 

7 . また アツ ラーが， （敵の） 2 つの 隊の 中， 1 つは あなたがたの ものであろう， と 約束され た 時を 
思え。 その 時 あなたがたは 武装し ない 一隊が， あなたがたの ものである ようにと 望んだ。 だが ア 
ッ ラ-は 御 自分の 御言 葉に より， 真理を 真理と して 立てられ， 不信者が， 根絶す る ことを 望まれ 
る。 


8 •仮令 罪の ある 者たち が 嫌がっても， かれは 真理は 真理と し， 虚偽は 虚偽と して 立証され るた め 
である。 

9 •あなたがたが 主に 援助を 歎願した 時を 思いなさい。 その 時 あなたがたに 答えられた。 「われは 
， 次ぎ 次ぎに 来る 一千の 天使で あなたがたを 助ける であろう。」 

10 .アツ ラーは， 只 これを あなたがたへの 吉報と なされ， あなたがたの 心を それで 安ら げられ る 
。 勝利は アツ ラーから だけ （来る）。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明な 御 方で あられる。 
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11 .その 時， かれは 平安を 与え， あなたがたを 微睡で 包 •， また 天から 雨を 降らせ， それで あな 
たがた を 清めて， 悪魔の 汚れを 洗い 去り， 更に あなたがたの 心を 引き締めて， あなたがたの 足場 
を， これ （雨） によって 固められた。 

12 •あなたの 主が， 天使たち に 啓示され た 時を 思いなさい。 「われは あなたがたと 一緒にい るの 
だ。 信仰す る 者たち を 堅固に せよ。」 われは 不信者た ちの 心の中に， 恐れを 染 •込ませよう。 そ 
の 時 あなたがたは かれらの 首を 刎ね， また それぞれの 指先を 打ち切れ。 

13 . これは， かれらが アツ ラーと その 使徒に 反抗した ためで ある。 アツ ラーと その 使徒に 反抗す 
る 者には， 本当に アツ ラーは 痛烈な 懲罰を 下される。 

14 . これ こそは， （主が 行われる） 不信者への 火刑で ある。 あなたがたは それを 味わえ。 

15 •信仰 する 者よ， あなたがたが 不信者の 進撃に 会う 時は， 決して かれらに 背を 向けて はなら な 

い。 

16 . その 日 かれらに 背を 向ける 者は， 作戦上 または （味方の） 軍に 合流す るた めの 外， 必ず アツ 
ラーの 怒りを 被り， その 住まいは 地獄で ある。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

17 . あな たがた がかれ らを 殺し たのでは ない。 アツ ラーが 殺した ので ある。 あな たが 射った 時， 
あなたが 当卜 たのでは なく， アツ ラーが 当てた ので ある。 （これは） かれからの 良い 試練を もっ 
て， 信者を 試 •に なられた ためで ある。 本当に アツ ラーは 全 聴に して， 全知で あられる。 

18 . このように アツ ラ-は， 不信者の 計略を 無力に なされる。 

19.  (不信者よ） もし あなたがたが 決定を 求めた のなら ば， その 決定は もう 来たので ある。 あな 
たがた が （不義な 事を） 止めるなら， それは あなたがた のために 最もよ い。 もし あなたがたが （ 
攻撃を） 繰り返すなら， わたしたち も 繰り返す であろう。 あなたがたの 軍勢が 仮令 多くても， あ 
なた がた に とっては 無益であろう。 本当に アツ ラーは， 信者たち と共に おいでになられる。 

20 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーと その 使徒に 従え。 （かれの 言葉を） 聞きながら， かれ 
に 背いて はならない。 

21 . また， r わたしたちは 聞いた」 といいながら， 耳を 傾けない 者の ようであって はならない。 

22 . 本当に アツ ラ-の 御 許で 最悪の 罪人とは， （事理を） 理解し ない 開かない 物言わない 者で あ 
る。 

23 . アツ ラーが も しかれら に 良い ところを 認められれば， かれは 必ず かれらに 聞かせられる。 だ 
がかれ が 仮令 聞かせられた としても， かれらは （辞退して） 背き 去る であろう。 

24 . 信仰す る 者よ， アツ ラーと 使徒の 呼びかけに 応えなさい。 アツ ラーが （使徒を 通じて） あな 
たがた を （現世と 来世で） 生かす ために 呼びかけた ときは。 アツ ラーは， 人間と その 心の 間に 入 
られる ことを 知れ。 また あなたがたは， 必ず かれに 召集され るので ある。 

25 . また 試 •の 災厄に 対して， あなたがたの 身を 守れ。 それは あなたがたの 中 不義を 行う 者 （だ 
け） に 下る ものでは ない。 アツ ラーは 懲罰に 厳正で ある ことを 知れ。 
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26 .あなたがたは 地上に おいて 少数で 弱く， 虐待され ていた 時を 思いなさい。 人び と （マッカの 
多神教 徒たち） が あなたがたを， うち 滅ぼして しまう のでは ないかと 恐れた。 だが かれは 避難所 
を 与えられ， 御 助けに よりあな たがた を 強く され， また 種々 の 清き よい ものを 与えられた。 恐ら 
く あなたがたは， 感謝す るであろう。 

27 •あなたがた 信仰す る 者よ， アッ ラーと その 使徒を 裏切って はならない。 また 故意に， あなた 
がた への 信頼を 裏切って はならない。 

28 . あなたがたの 財産と 子女とは 一つの 試 • であり， また アッ ラーは あなたがたへの 最高の 報奨 
を 持つ 方で ある ことを 知れ。 

29 . 信仰す る 者よ， もし あなたがたが アッ ラーを 畏れるならば， かれは あなたがたに 識別を 与え 
, あなたがたの 諸悪を 消滅し 赦 して 下される。 本当に アッ ラーは 偉大な 恩恵の 主で あられる。 

30 •また 不信心 者たち が， あなた （ムハンマド） に 対し 如何に 策謀した かを 思い起しなさい。 あ 
なた を 拘禁し， あるいは 殺害し， あるいは また 放逐し ようとした。 かれらは 策謀した が， アッ ラ 
一 もま た 計略を めぐらせられた。 本当に アッ ラーは 最も 優れた 計略 者で あ られ る。 

31 . また わが 印が かれらに 読誦され た 時， かれらは 言った。 「わたしたちは （先に） 聞いて いる 

。 もし わたしたちが 望むならば， これらと 同じ ことが 言える であろう。 本当に これは， 昔の 物語 
に過ぎない。」 

32 . また かれらが こう 言った 時を 思いなさい。 「アッ ラーよ， もし これが 本当に あなたからの 真 
理 であるならば， わたしたちの 上に 天から 石 （の 雨） を 降らせ， また わたしたちに 痛ましい 懲罰 
を 科して 下さい。」 

33 •だが アッ ラーは， あなたが かれらの 中に いる 間， 懲罰を かれらに 下されなかった。 また かれ 
ら が御赦 しを 請うて いる 間は， 処罰され なかった。 

34 •かれらは 聖 なる マ スジ ドの 管理者で もない のに， （アッ ラーの しもべを） そこに 入れまい と 
妨げた ことに 対して， アッ ラーが かれらを 処罰され ずに おかない。 （真の） 管理者は （主に 対し 
) 義務を 果たす 者 だけで ある。 だが かれらの 多くは それが 分らない。 

35.  (アッ ラ-の） 家に おける かれらの 礼拝ぶ りは， 只 口笛を 吹いて 両手で 拍手す るに 過ぎない 
。 あなたがた は 不信心であった の だから 懲罰を 味わえ。 

36 . 本当に 信じない 者たち は アッ ラーの 道から （人び とを） 妨げる ために， その 財資を 費やして 
いる。 それを 費やさせなさい。 間もなく それは かれらの 苦悩と なり， その 中 かれらは 征服され よ 
う。 これら 不信心 者は 地獄に 集められる であろう。 

37 . それは アッ ラーが， 善良な 者から 邪悪な 者を 区別され るた めで， かれは 邪悪な ものを 次々 と 
積 •重ね 一緒にして， 地獄に 投げ込まれる。 これらの 者 こそ 失敗 者で ある。 

38 . 不信心の 者に 言って やる がいい。 「あなたがたが （信者に 対する 迫害を） 止めるならば， 過 
去の ことは 赦 されよう。 」 だが かれらが もし 繰り返すなら， 昔の 先例が 既に あるの だ。 
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39 .だから， 迫害と 好 計が なくなる まで， また （かれらの） 教えが すべて アツ ラーを 示す まで， 
かれらと 戦え。 だが かれらが もし （敵対を） 止めるならば， 本当に アツ ラーは， かれらの 行う こ 
とを 御存知で あられる。 

40 •かれらが もし 背き 去るなら， アツ ラーは あなたがたの 守護 者で ある ことを 知れ。 何とよ い 守 
護 者で あり， また 何とよ い 救助 者で あられる ことよ。 

41 . 戦争で 得た どんな 物 も， 5 分の 1 は， アツ ラーと 使徒 そして 近親， 孤児， 貧者， そして 旅人に 
属する ことを 知れ。 もし あなたがたが アツ ラーを 信じ， また 識別の 日， 両軍が 会戦した 日に， わ 
が しもべに 啓示した ものを 信じるならば。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

42 . あなたがたは 川の 谷間に 近い 方に おり， かれらは その 遠い 方に いて， 隊商が あなたがたより 

も 低い （平原） にいた 時を 思え。 この 時 あなたがたが 仮令 栗い に （会戦を） 約束して いても， 必 
ず やその 約束に 反した て あろう。 しかし （予期に 反して 開戦した） それは， アツ ラーが なさる ベ 
きこと を， 完遂な された ため。 死ぬ 者に 明 証 （を 見せた） 後に 死なせ， 生き長らえる 者 も 明 証に 
よって 生き長らえさせる ためで ある。 本当に アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

43 •アツ ラーが あなた （ムハンマド） に， 夢で かれら （敵軍） が 少数の ように 見せられた 時を 思 
え。 もし かれが あなたに 対し， かれら （敵軍） を 多勢に 見せられたならば， あなたがた （信徒） 
は きっと 臆して （あなたの） 決定に 対し， きっと 栗い に 論争した て あろう。 だが アツ ラーは （あ 
なた がた を） 救われた。 本当に かれは （人び との） 胸の 中で 考えて いる ことを 熟知され る。 

44 •あなたがたが かれらと 遭遇した 時， かれは あなたがたの 目に （かれらを） 小さい 集団に 見え 
るよう にす る。 また かれらの 目には， あなたがたを 劣弱に （映 じ） させられた。 それは アツ ラー 
が， なさろ べき ことを 完遂され たためであった。 本当に 凡ての ことは， アツ ラーに 帰着す るので 
ある。 

45 . あなたがた 信仰す る 者よ， （敵の） 軍勢と 遭遇す る 時は 堅固に 持して， 専ら アツ ラ-を 唱念 
せよ。 恐らく あなたがたは 勝利を 得る であろう。 

46 . あなたがたは アツ ラーと 使徒に 従いなさい。 そして 論争して 意気を くじかれ， 力を 失 なって 
はならない。 耐えなさい。 アツ ラーは 耐え忍ぶ 者と 共に おられる。 

47 . 誇らしげ に， 人び とに 見られる ために 家を 出で， アツ ラーの 道から （人び とを） 阻む 者の よ 
うであって はならない。 アツ ラーは かれらの 行う ことを 凡て 知って おられる。 

48 . また 悪魔が， かれらの 行いを 立派で あると 思わせて こう 言った 時を 思え。 「 今日は 誰も， あ 
なた がた に 打 勝つ ことは 出来ない。 本当に わたしは あなたがたの 保護者で ある。」 だが 両軍が 栗 
いに 会った 時， かれは 踵を 返して 言った。 「わたしは， 本当に あなたがたと 関係は ない。 わたし 
には あなたがたに 見えない ものが 見える。 わたしは 本当に アツ ラーが 恐ろしい の だ。 アツ ラーは 
処罰に 厳重で あられる。」 

49 . 背信者と 心に 病の ある 者たち が， 「かれらの 教えは， かれらを 惑わせた。」 と 言った 時を 思 
い 起せ。 だが アツ ラーを 信頼す る 者なら ば， 本当に アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 
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50 . あなた （ムハンマド） はもし 天使たち が 不信心な 者たち の （死に さいし） 魂を 取る 時， その 
顔 や 背中を （如何に） 打つ かを 見るならば （どうであろう）。 （その 時 天使たち は 言う であろう 
。 ） r 火炙りの 懲罰を 味わえ。 

51 . これは あなたがたの 手が 先に 為した ことのた めで ある。 本当に アツ ラーは しもべた ちに 対し 
, 決して 不公正では ない。」 

52.  (かれらの 行いは） フイ ル アウンの 一族 や， それ 以前の 者たち の 仕方と 同じで ある。 かれら 
は アツ ラーの 印を 信じなかった。 それで アツ ラーは その 罪の ため， かれらを 懲罰され た。 本当に 
アツ ラー は 強力で 処罰に 厳重で あられる。 

53 . それは， アツ ラーが ある 民に 与えられた 恩恵は， かれらが 自分を （悪く） 変えない 限り， 決 
して これを 変えない からで ある。 本当に アツ ラーは 全 聴に して 全知で ある。 

54.  (かれらの 行いが） フイ ル アウンの 一族 や， その 以前の 者たち の 仕方と 同じた めで ある。 か 
れらは 主の 印を 偽りで あると したので， われは かれらの 罪の ために これを 滅ぼし， フイ ル アウン 
の 一族を 溺れさせた。 かれらは 凡て 不義を 行う 者であった。 

55 •アツ ラーの 御 許で 最悪の 罪人は， 不信心の 者で あろ。 かれらは 信じなかった からで ある。 

56 . これらは あなたが 約束を 結んだ 者で， その後 かれらは 毎度 約束を 破り， 主を 畏れない。 

57 . それでもし あなたがたが， 戦いで かれらを 打ち破ったならば， かれらと その 背後に 従う 者を 
追い散らせ。 恐らく かれらは 反省す るであろう。 

58 •また 人び との 中 あなたに 対し 裏切る 恐れが あるならば， 対等の 条件で （盟約を） かれらに 返 
せ。 本当に アツ ラーは 裏切る 者を 愛されない。 

59 •信じない 者に （アツ ラーを） 出し抜け ると 思わせて はならない。 かれらは 決して （アツ ラー 
を）  挫けない。 

60 •かれらに 対して， あなたの 出来る限りの （武） 力と， 多くの 繫 いだ 馬を 備えなさい。 それに 
よって アツ ラ-の 敵， あなたがたの 敵に 恐怖を 与えなさい。 かれら 以外の 者に も， また あなたが 
たは 知らないが アツ ラーが 知って おられる 者に も。 あなたがたが， アツ ラーの 道の ために 費やす 
凡ての ものは， 十分に 返済され， あなたがたは 不当に 扱われる ことは ない ので ある。 

61 •だが かれらが もし 和平に 傾いたならば， あなた も それに 傾き， アツ ラーを 信頼しなさい。 本 
当に かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

62 .仮令 かれらが あなたを 欺こうと しても， あなたには アツ ラーが いれば 十分で ある。 かれ こそ 
は， その 助けに より， また （多くの） 信者たち により あなたを 力付けられる 方で あり， 

63 •また かれは， かれら （信者） の 心を 一つに 結ばれる。 あなたが 仮令 地上の 一切の ものを 費や 
しても， あなたは かれらの 心を 一つに 結ぶ ことは 出来ない。 だが アツ ラーは かれらを 結合させる 
。 本当に アツ ラー は 偉力 ならびなき 英明な 御 方で あられる。 

64 .使徒よ， あなたには アツ ラーが いる。 また 信者の 中で あなたに 従う とがいれば 十分で ある。 
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65 . 使徒よ， 戦いの 時は 信者を 激励しなさい。 あなたがたの 中 20 人の 信仰の 堅い 者が いれば， よ 
く  2 百 人を 征服す るであろう。 あなたがたの 中 もし 百 人い るなら ば， よく 千 人の 不信者を 征服す 
るであろう。 というのは かれらが， 事理を 解し ない 人び とで あるた め。 

66 . 今 アツ ラーは あなた （の 負担） を 軽減され た。 それは かれが， あなたがたに 弱点の ある こと 
を 知ってい たからで ある。 それで あなたがたに， もし 百 人の 信仰の 堅い 者が いれば 2 百 人を 征服 
する であろう。 もし 千 人なら ば， アツ ラーの 御 許しの 下に， 2 千 人を 征服す るであろう。 本当に 
アツ ラーは 耐え忍ぶ ものと 共に おいでになられる。 

67 . その 地で 完全に 勝利を 収める までは， 捕虜を 捕える ことは， 使徒に とって 相応しくない。 あ 
なた がた は 現世のは かない 幸福を 望む が， アツ ラーは （あなたがたの ため） 来世を 望まれる。 ア 
ツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

68 •もし 前以 って アツ ラーから 下された， 規則がなかったならば， あなたがたは その 受け取った 
ものの ために， 必ず 厳しい 懲罰が 下った ことであろう。 

69 . だが （今は）， あなたがたが 得た 戦利品を， 合法で また 清い （もの） として 受け， アツ ラ- 
を 畏れよ。  本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

70 . 使徒よ， あなたがたの 手中に ある 捕虜たち に 言って やる がいい。 「 もし アツ ラーが， あなた 
がた の 心の中に 何 か 良い ものが ある ことを 認められれば， あなたがたが 没収され たものより も 優 
れ たものを 与え， また あなたがたを 赦 される。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。」 

71 •だが かれらが もし あなたを 裏切ろうと するならば， いや， かれらは 以前から アツ ラーを 裏切 
っていた ので， かれは （あなたに） かれらを 制圧させる。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる 
〇 

72 .本当に 信仰して 移住した 者たち， 財産と 生命を 捧げて， アツ ラーの 道の ため 奮闘 努力 〔ジハ 
ー ド〕 した 者たち， また かれらに 避難所を 提供して 援助した 者たち， これらの 者は 栗い に 友で あ 
る。 また 信仰した 者で も， 移住し なかった 者に ついては， かれらが 移住す るまで あなたがたは 保 
護す る 義務は ない。 只し， かれらが もし 宗教 （上の こと） であな たがた に 救援を 求めるならば， 
あな たがた と 盟約の ある 間柄の 民に 逆 ら わない 限り， これを 助ける のは あな たがた の 義務で ある 
。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 御存知で あられる。 

73 •信じな し ゝ 者たち も 栗い に 守護 しあって いる。 あなたがたが そうしないならば， 地上の 治安は 
乱れて 大変な 退廃が 起ころう。 

74 . 信仰して 移住した 者たち， アツ ラーの 道の ために 奪 闘 努力した 者たち， また かれらに 避難所 
を 提供して 援助した 者たち， これらの 者は 等しく 真の 信者で ある。 かれらに 対しては， 寛容と 栄 
誉 ある 御 恵 • が あろう。 

75 . 遅れて 信仰に 入り， 移住して あなたがた と共に 奮闘 努力した 者たち は， あなたがたの 仲間で 
ある。 また 血縁 関係に よる 近親者は， アツ ラーの 定めに より， 栗い に 一段と 近いので ある。 本当 
に アツ ラーは 凡ての ことを 知り 尽くされる。 
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SURA 9 .梅 悟 章 〔アツ* タウ パ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . アツ ラーと その 使徒から， あなたがたが 盟約を 結んだ 多神教 徒に 対し 解約が， （宣言） された 
〇 

2 . それにしても （多神教 徒は）， 4 ヶ月の 間は （任意に） 国中を 往来 させなさい。 あなたがたは 
アツ ラー （の 計画） を， 頓挫 させられない， また アツ ラーは， 不信者に 屈辱を 与えられる ことを 
知れ。 

3.  (これは） アツ ラーと その 使徒から， 偉大な 巡礼の 日に あたり， 人び とへの （布告され た） 宣 
言。 「本当に アツ ラーは， 多神教 徒と （の 盟約） を 解約され た， その 使徒に しても 同じ こと。 そ 
れ であな たがた が もし 悔悟す るなら ば， あなたがたの ため 最もよ い。 もし 背き 去るならば ，アツ 
ラー （の 計画） を あなたがたは 頓挫 させられない ことを 知れ。 」 信仰を 拒否す る 者たち には， 痛 
苦の 懲罰を 告げて やれ。 

4.  ( しかし） あなたがたの 盟約した 多神教 徒で， 破約した ことなく， また その後， あなたがたに 
敵対す る 者を 助けなかった 者は 別で ある。 （これらの 者に 対しては） 期間が 満了す るまで， かれ 
ら との 盟約を 果 しなさい。 本当に アツ ラーは， 主を 畏れる 者を 愛でられる。 

5 . 聖 月が 過ぎたならば， 多神教 徒を 見付け 次第 殺し， または これを 捕虜に し， 拘禁し， また 凡て 
の 計略 （を 準備して） これを 待ち伏せよ。 だが かれらが 梅 悟して， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜 
捨を するならば， かれらの ために 道を 開け。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深い 方で あられる 
〇 

6 •もし 多神教 徒の 中に， あなたに 保護を 求める 者が あれば 保護し， アツ ラーの 御言 葉を 聞かせ， 
その後 かれを 安全な 所に 送れ。 これは かれらが， 知識の ない 民の ためで ある。 

7 .多神教 徒が， どうして アツ ラー や 使徒の 許で 盟約が 出来よう か。 只 あなたがたが， 聖 なる マス 
ジ ドで 盟約した 者たち は 別で ある。 それで かれらが あなたがたに 誠実で ある 間は， あなたが たも 
かれらに 誠実で あれ。 本当に アツ ラーは 主を 畏れる 者を 愛でられる。 

8 •どうして （盟約） 出来よう。 かれらは あなたがたに 対し 優位で あると 見れば， 血縁で あろうと 
盟約が あろうと あなたがたを 顧 • ない。 かれらは 口先では あなたがたを 喜ばせて いるが， 心では 
拒否す る。 かれらの 多くは 主の 淀に 背く 者たち である。 

9 •かれらは 僅かな 代償で アツ ラーの 印を 売り， （人び とを） かれの 道から 妨げた。 本当に かれら 
の 行った ことは， 大悪 である。 

10 .かれらは 信者に 対する 場合， 血縁 も 誓約 も 顧 •ない。 かれら こそ 法を 越えた 者で ある。 

11 •だが もし かれらが 悔悟して 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を するならば， かれらは 教えの 上 
の 同胞で ある。 われは 印を 理解す る 人び とのた めに 詳述す る。 
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12 •だが かれらが もし 誓約した 後に それを 破り， あなたがたの 教えを 罵るならば， 不信者の 首長 
たちと 戦え。 本当に かれらには 誓いは ない ので ある。 恐らく かれらは 止める であろう。 

13 .あなたがたは 自分の 誓いを 破り， 使徒を 追放し ようと 企てた 者たち と 戦わない のか。 かれら 
は 最初に あなたがたを 攻撃した ので ある。 あなたがたは かれらを 恐れる のか。 いや， 信者なら ば 
アツ ラーを こそ， もっとも 畏れるべき である。 

14 •かれらと 戦え。 アツ ラーは あなたがたの 手に よって， かれらを 罰して 屈辱を 与える。 かれら 
に 対し （うち 勝つ よう） あなたがたを 助け， 信者の 人び との 胸を 癒される。 

15 •また アツ ラーは かれらの 心中の 激怒を 除き， 御 心に 適う 者の 悔悟を 赦 される であろう 。アツ 
ラーは 全知に して 英明で あられる。 

16 . それとも アツ ラーは， あなたがたの 中 （教えの ために） 奮闘 努力す る 者たち， また アツ ラー 
と 使徒， と 信者たち 以外に 親しい 友を 持たない 者たち を， まだ 知らずに， 放って置かれ ると 思う 
のか。 本当に アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 熟知され る。 

17 . 多神教 徒たち に アツ ラーの マ スジ ドを， 自ら 不信心を 立証して いるのに 管理させる べきでは 
ない。 これらの 者の 行いは 虚しく， かれらは 業火の 中に 永遠に 住む であろう。 

18 . アツ ラーの マ スジ ドは， ひたすら これらの 者 （信者） によって 管理され るべき である。 （す 
なわち） アツ ラーと 終末の 日を 信じ， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， アツ ラー 以外の 何 
ものを も 恐れない 者 だけで ある。 これらの 者は， 正しく 導かれる 者と なる であろう。 

19.  (だが） あなたがたは 巡礼者に （水を） 飲ませたり， または 聖 なる マ スジ ドを 管理す る 者と 

, アツ ラーと 終末の 日を 信じ， アツ ラーの 道の ために 奮闘 努力す る 者と を 同等に する のか。 アツ 
ラーの 御 許では， 両者は 同等では ない。 アツ ラーは 不義の 民を 導かれない。 

20 . 信仰す る 者， 移住した 者， また アツ ラーの 道の ために 財産と 生命を 捧げて 奮闘 努力した 者は 
, アツ ラ-の 御 許に おいては 最高の 位階に あり， 至上の 幸福を 成就す る。 

21 . 主は， 親しく 慈悲と 満悦を 与えられ， かれらの ために 永遠の 至福の 楽園の 吉報を 与えられる 
〇 

22 . かれらは 永遠に その 中に 住む であろう。 アツ ラー の 御 許には 最大の 報奨が ある。 

23 . 信仰す る 者よ， もし あなたがたの 父 または 兄弟が， 信仰より 不信心を 好むならば， かれらを 
親しい 友と しては ならない。 もし あなたがたの 中， かれらを 親しい 友と する 者が あれば， それら 
は 不義の 徒で ある。 

24 . 言って やる がいい。 「あなたがたの 父， 子， 兄弟， あなたがたの 妻， 近規， あなたがたの 手 
に 入れた 財産， あなたがたが 不景気になる ことを 恐れる 商売， 意に かなった 住まいが， アツ ラ- 
と 使徒と  かれの 道の ために 奮闘 努力す るより  も あなたがたに とり 好ま しいならば， アツ ラーが 命 
令を 下される まで 待て。 アツ ラーは 淀に 背いた 民を 導かれない。」 
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25 . アツ ラーは 幾多の 戦役， また フ ナインの （合戦の） 日に おいても， 確かに あなたがたを 助け 
られ た。 その 時 あなたがたは 多勢を 頼 •にした が， それは 何も 役立たず， 大地は あのよう に 広い 
のに あなたがたの ためには 狭く なって， あなたがたは 遂に 背を 向けて 退却した。 

26 . その後 アツ ラーは， 使徒と 信者たち の 上に かれの 安らぎを 下し， また あなたがたには 見えな 
かった が， 軍勢を 遣わして 不信心な 者たち を 懲罰され た。 このように かれは， 不信者に 報いられ 
る。 


27 . 更に アツ ラーは， それらの 後， 御 心に 適う 者の 梅 悟を 赦 された。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 
深く あられる。 

28 . あなたがた 信仰す る 者よ， 多神教 徒は 本当に 不浄で ある。 だから かれらの この 年 以後， かれ 
らを聖 なる マ スジ ドに 近付かせて はならない。 あなたがたが もし 貧困を 恐れても， アツ ラーが 御 
好 •になれば， その 恩恵に よって （主は） やがて あなたがたを 富ませる であろう。 本当に アツ ラ 
一は 全知に して 英明で あられる。 

29 . アツ ラー も， 終末の 日を も 信じない 者たち と 戦え。 また アツ ラーと 使徒から， 禁じられ たこ 
とを 守らず， 啓 典を 受けて いながら 真理の 教えを 認めない 者たち には， かれらが 進んで 税 〔ジズ 
ヤ〕 を 納め， 屈服す るまで 戦え。 

30 . ユダヤ人は ウ ザイルを， アツ ラーの 子で あると いい， キリス ト 教徒は マス イー フ を， アツ ラ 
一の 子で あると いう。 これは かれらが 口先で 言う ところで， 昔の 不信心な 者の 言葉を 真似た もの 
である。 かれらに アツ ラーの 祟り あれ。 かれらは （真理から） 何と 迷い 去った ことよ。 

31 •かれらは， アツ ラーを おいて 律法 学者 や 修道士を 自分の 主と なし， また マルヤ ムの子 マ スイ 
ーフを （主として いる）。 しかし かれらは， 唯一なる 神に 仕える 以外の 命令を 受けて はいない。 
かれの 外に 神は ない ので ある。 かれらが 配す る ものから 離れて （高く います） かれを 讃 える。 

32 •かれらは 口先で， アツ ラ-の 御 光 （イス ラーム） を 消そうと 望んで いるが， 仮令 不信者たち 
が 嫌おうと も， アツ ラーは かれの 御 光を 全うされる。 

33 •かれ こそは， 導きと 真理の 教えを もって 使徒を 遣し， 仮令 多神教 徒たち が 忌 •嫌おうと も， 
凡ての 宗教の 上に それを 表わされる 方で ある。 

34 . あなたがた 信仰す る 者たち よ， 律法 学者 や 修道士の 多くは 偽って 人び との 財産を 貪り， （か 
れら を） アツ ラーの 道から 妨げて いる。 また 金 や 銀を 蓄えて， それを アツ ラーの 道の ために 施さ 
ない 者 もい る。 かれらに 痛ま しい 懲罰を 告げて やれ。 

35 . その 日， それら （の 金銀） は 地獄の 火で 熱せられて， かれらの 額 やわき 腹 や 背に， 焼 印が 押 
される であろう。 「 これは あなたがたが 自分の 魂の ために， 蓄積した ものである。 だから あなた 
がた が 蓄積した ものを 味わえ。」 

36 . 本当に アツ ラーの 御 許て， （1 年の） 月 数は， 12 ヶ月で ある。 アツ ラーが 天と地を 創造され た 
日 （以来の）， かれの 書卷 のなか （の 定め） である. その 中 4  (ヶ月） が聖 （月） である。 それ 
が 正しい 教えで ある。 だから その 聖月 中に あなたがたは 栗い に 不義を しては ならない。 そして 多 
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神 教徒が 皆で あなたがたと 戦うよう に， （あなたが たも） 皆て 戦え。 アツ ラーは， 主を 畏れる 者 
と共に おられる ことを 知れ。 

37 . 本当に （聖 月を） 延ばす ことは， 不信心を 増長 させ， それで 不信者は 誤って 導かれて いる。 
ある 年は （聖 月を） 普通の 月と し， （他の 年は） 聖月 とする。 かれらは アツ ラーが 禁じられた （ 
聖 月の） 数と 合せる ために， アツ ラーが 禁じられ たもの （聖 月） を （戦いが） 合法で あると する 
。 かれらの 間違った 行いは， かれらには 立派に 見える。 アツ ラーは 信仰を 拒否す る 民を 導かれな 
い。 

38 . 信仰す る 者たち よ， あなたがたは どうした のが。 「アツ ラーの 道の ために 出征せ よ。」 と 言 
われた 時， 地に 低頭す るとは。 あなたがたは 来世よりも， 現世の 生活に 満足す るの か。 現世の 生 
活の 楽し •は， 来世に 比べれば 微少な ものに 過ぎない。 

39 . あなたがたが 奮起して 出動し ないならば， かれは 痛ましい 懲罰を もって 懲 しめ， 他の 民を あ 
なた がた と 替えられる。 あなたがたは 少しも かれを 損う ことは 出来ない。 本当に アツ ラーは 凡て 
のこと に 全能で あられる。 

40 . 仮令 あなたがた がかれ （使徒） を 助けず， 不信心の 者たち が， かれを 追放しても， アツ ラ- 
は 必ず かれを 助けられる。  かれは， 只 1 人 （の 同僚） と， 2 人で 洞窟に いた 時， その 同僚に 向かっ 
て 「心配して はならない。 アツ ラーは わたしたち と共に おられる。」 と 言った その 時 アツ ラーは 
かれの 安らぎを， かれ （アブー •バ クル） に 与え， あなたがたには 見えない が， （天使の） 軍勢 
でかれ を 強められた。 また 不信者た ちの 言葉を 最も 低い ものに なされ， アツ ラーの 御言 葉を 最も 
高められた。 本当に アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

41 •あなたがたは 奮起して， 軽く あるいは 重く （備えて） 出動しなさい。 そして あなたがたの 財 
産と 生命を 棒げ て， アツ ラーの 道の ために 奮闘 努力しなさい。 もし あなたがたが 理解 するならば 
, それが あなたがた のために 最も 良い。 

42 .もし 間近 か に 利 得が あり， また 征途 も 短いならば， かれらは 必ず あなたに 従った であろう。 
だが かれらには， 道のりが （余りに） 遠い と 思われた。 間もなく， かれらは， アツ ラーに かけて 
誓う。 「出来る ことなら， あなたがたと 一緒に 出征した の だが。 」 かれらは 自分の 魂を 滅ぼす 者 
である。 アツ ラーは かれらが， 偽って いる ことを 知って おられる。 

43 •アツ ラーは あなた （ムハンマド） を 許した。 何故 あなたは， 真実を 述べる 者が， あなたには 
っきり して， 嘘 付きたち が 分かる 前に， かれら （がその 家に 留まる こと） を 許した のか。 

44 . アツ ラーと 終末の 日と を 信じる 者は， 自分の 財産と 生命を 捧げて 奮闘す る ことを （免れよう 
などと）， あなたに 求めたり はしない。 アツ ラーは 主を 畏れる 者を 熟知され る。 

45 . アツ ラーと 終末の 日と を 信じない 者 だけ， あなたに （免れようと） 求める。 かれらは 心に 疑 
つて おり， それで かれらは 疑いの 中に さ迷って いる。 
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46 .もし かれらに 出征す る 意志が あるならば， それに 対し 必ず （何ら かの） 準備を なすべき であ 
る。 だが アツ ラーは， かれらを 出征させる のを 嫌って， 遅れさせられ， かれらに， 「あなたがた 
は （戦闘力な く 家に） 留まる 者と 共に 留まれ。」 と 仰せられた。 

47 •かれらは 仮令 あなたに 従って 出征しても， 只 足 手 まといになる だけで ある。 あなたがたの 間 
に 騒動 （の 因） を 捜し求めて あちこち 走り回り， そのため あなたがたの 中には かれらに 耳を 傾け 
る 者 もで てこよう。 だが アツ ラーは 不義の 者を 熟知され る。 

48 •かれらは， 以前 も 不穏 フ 行為を 考えて， あなたに たいして 事態を 転覆 させた。 だが かれらの 意 
に反して， 真理が 実現し， アツ ラーの 教えが 明示され た。 

49 . かれらの 中， 「わたしを 許して （家に 留め）， 試 •に 会わせないで 下さい。」 と言う 者 も あ 
る。 聞け， かれらは 既に 試 •の 中に いるでは ないか。 本当に 地獄は， （凡ての 方向から） 不信者 
たちを 取り囲んで いる。 

50 . もし あなたに 良い ことが 下れば， かれらを 悲しませる。 また 災厄が あなたを 襲えば， かれら 
は， 「わたしたち はもう， 以前から 用心して いたの だ。」 と 言い， 喜んで 背き 去る。 

51 . 言って やる がいい。 「アツ ラーが， わたしたちに 定められる （運命の） 外には， 何も わたし 
たちに ふりかからない。 かれは， わたしたちの 守護 者で あられる。 信者たち は アツ ラーを 信頼し 
なければ ならない。」 

52 . 言って やる がいい。 「あなたがたには， 光栄 ある 2 つの ことの 1 つの 外に， （どんな 運命が） 
期待 出来よう か。 だが わたしたちには， あなたがた （不信者） のために， アツ ラーが 御自身で 懲 
罰な される か， または わたしたち （ムス リム） の 手に よる， （処罰） を 期待す る ことが 出来る。 
それで あなたがたは 待ちなさい。 わたしたち も あなたがた と共に 待つ ものである。」 

53 . 言って やる がいい。 「仮令 あなたがたが， 快よ く 施し， 貢献を しても， 不承不承で あろうと 
も， 決して 受け入れられないで あろう。 本当に あなたがたは， アツ ラーの 淀に 背く 者たち である 
〇 」 

54 •かれらの 施し （貢献） が， 受け入れられて もらえな いのは， 只 かれらが， アツ ラーと その 使 
徒を 信じない ためで あり， のら くら 者の ように 礼拝に 赴く だけで， しぶしぶと 施す からに 外なら 
ない。 

55 •だから あなたがたは， かれらの 財産 や 子女に 心を 奪われて はならない。 アツ ラーは， これら 
によって 現世の 生活の 中に， かれらを 懲罰し ようと おぼしめし， また かれらの 魂が 不信心の 中に 
離れ 去る ことを 望まれる ためで ある。 

56 .かれらは， アツ ラーに 誓って， 「本当に あなたがたの 同士です。」 と言う。 かれらは あなた 
がた の 同士では ない。 かれらは 今 も （自分の 真意が 現われる のを） 恐れる 人び とで ある。 

57 •もし かれらが， 避難所 か 洞窟， または 潜り込む 所を 見い出せれば， 必ず それに 向こう見ずに 
急いで 行った であろう。 
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58 . かれらの 中には， 施し （の 配分） のこと に 就いて あなたを 謗る 者が いる。 それを 与えられた 
者は， 喜ぶ が， それを 与えられないならば， 見なさい。 直ぐに 怒り 出す。 

59 . もし かれらが アツ ラーと 使徒から 自分たち に 与えられ たものに 満足す るなら ば， こう 言う ベ 
きであった。 「アツ ラーは， わたしたちに とって 万全で あられます。 アツ ラーと 使徒は， その 恵 
•により （更に 多くを） わたしたちに 与えられる でしよう。 わたしたちは （正しい 道を 踏む よう 
) アツ ラーに 嘆願し ます。」 

60 . 施し 〔サダ カ〕 は， 貧者， 困窮者， これ （施しの 事務） を 管理す る 者， および 心が （真理に 

) 傾いて きた 者の ため， また 身代 金 や 負債の 救済の ため， また アツ ラーの 道の ため （に 率先して 
努力す る 者）， また 旅人の ための ものである。 これは アツ ラーの 決定で ある。 アツ ラーは 全知に 
して 英現 であられる。 

61 . また かれらの 中には， 預言者を 困らせて， 「かれは （只の） 耳です。」 と言う 者が ある。 言 
って やる がいい。 「かれは あなたがたの ため， 善い ことの 聞き手で ある， かれは アツ ラーを 信仰 
し， 信者たち を 信頼す る。 また あなたがたの 中の 信仰す る 者の ためには （アツ ラーからの） 慈悲 
である。 アツ ラーの 使徒を 悩ます 者には， 痛ましい 懲罰が ある。」 

62 . かれらは あなたがたを 喜ばせる ため， アツ ラーに かけて 誓う。 だが かれらが （真の） 信者な 
らば， アツ ラ-と その 使徒の 喜びを 得る のが 最も 正しい。 

63 . かれらは 知らない のか， アツ ラーと その 使徒に 反抗す る 者には， 実に 火獄が 用意され ており 
, その 中に 永遠に 住む ことを。 それは 大きな 屈辱で ある。 

64 . 背信者は， 自分の 心の中に 抱く ことを 暴露す る 1 章 〔スーラ〕 が 下される ことを 警戒して いる 
。 言って やる がいい。 「朝 笑して おれ。 本当に アツ ラーは， あなたがたが 恐れる ものを 暴き出さ 
れ る。」 

65 •もし あなたが かれらに 問えば， かれらは 必ず わたしたちは， 無駄話を して たわむれ ている だ 
けです」 と言う。 言って やる がいい。 「あなたがたは， アツ ラーと かれの 印と 使徒を， 明 笑して 
いたでは ないか。」 

66.  「弁解す るには 及ばない。 あなたがたは 確かに 一度 信仰に 入って 後 C 不信心に なった。 われは 
, 仮令 あなたがたの 一部を 許しても， 外は 罪を 犯して いたので 懲罰す るであろう。」 

67 . 男の 背信者 も 女の 背信者 も， 凡て 同類で ある。 かれらは 邪悪を 命じ， 正しい ことを 禁 し， （ 
アツ ラーの 道の ために 費す ことに） その 手を 閉じる。 かれらは アツ ラーを 忘れる が， かれ も かれ 
らを 忘れられる。 本当に 背信者た ちは， アツ ラーの 淀に 背く 者たち である。 

68 . アツ ラ-は， 男の 背信者と 女の 背信者， また 不信者に， 地獄の 火を 約束され， その 中に 永遠 
に 住ませられる。 それは かれらに とっては 十分で ある。 アツ ラーは かれらを 見限り， かれらには 
永遠の 懲罰が あろう。 

69 . あなた 以前の 民と 同じように （あなたが たもそう である）。 かれらは， その 力は あなたがた 
よりも 強く， 財産と 子女で も 進 かに 多かった。 かれらは その 福 分を 事 楽した。 それで あなたがた 
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以前の 者が その 福 分を 事 楽した ように， あなたがたの 福 分を 享楽す る。 また かれらが 耽った よう 
に， あなたが たも （無駄話に） 耽って いる。 これらの 者の 行いは， 現世で もまた 来世で も， 実を 
結ばない。 これらの 者 こそ 失敗 者で ある。 

70 . かれらには， 先人の これらの 消息が 達しなかった のか。 ヌ ーフ， アー ド， サム ー ドの 民， ま 
た イブ ラー ヒ- ムの 民， マド ヤンの 住民， また 転覆した 諸 都市 （の 民の 消息が）。 使徒たち はか 
れらに 証を する ために やって来た。 アツ ラーは かれらを 損われない。 だが かれらは 自分自身を 害 
した。 

71 . 男の 信者 も 女の 信者 も， 栗い に 仲間で ある。 かれらは 正しい ことを すすめ， 邪悪を 禁じる。 
また 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， アツ ラーと その 使徒に 従う。 これらの 者に， アツ ラ 
一は 慈悲を 与える。 本当に アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

72 . アツ ラーは， 男の 信者に も 女の 信者に も， 川が 永遠に 下を 流れる 楽園に 住む ことを 約束され 
た。 また 永遠 〔ア ドン〕 の 園の 中の， 立派な 館を も。 だが 最も 偉大な ものは， アツ ラーの 御 満悦 
である。 それを 得る ことは， 至上の 幸福の 成就で ある。 

73 . 預言者よ， 不信者と 背信者に 対し 奮闘 努力し， かれらに 厳しく 対処せ よ。 かれらの 住まいは 
地獄で ある。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

74 •かれらは アツ ラーに， 「 （悪い 事は） 何も 言わない。」 と 誓う。 だが かれらは 確かに 不信心 
な 話を し， 1 度 イス ラームを 受け入れた 後 不信心に なり， 成就し 得ない ことを 企む。 アツ ラーと 
使徒が， その 恩恵に よって かれらを （戦利品で） 富裕に なされて いる ことに 対して 復譬 をした に 
過ぎない。 もし 梅 悟す るなら ば かれらの ために 最も 良い。 もし 背き 去るならば， アツ ラーは 現世 
でも 来世で も 痛ましい 懲罰で かれらを 罰される。 かれらは 地上に， 保護者 も 援助 者 もないで あろ 
9。 

75 . かれらの 中 アツ ラーと 約束を 結んだ 者は （言った）。 「もし かれが， わたしたちに 恩恵を 与 
えれば， わたしたちは 必ず 施しを なし， 必ず 正しい 者の 仲間になる でしょう。」 

76 . だが かれが， 恩恵を 与えれば， かれらは それに 貪欲に なって， （約束に） 背き （宗教への 貢 
献 を） 嫌う。 

77 . それで かれらが かれに 会う 日まで， その 心の中に 偽善を 抱かせて 懲らしめられる。 それは か 
れらが アツ ラーとの 約束を 破り， （度々） 偽りを 言って いたた めで ある。 

78 . かれらは アツ ラーが， かれらの 隠し （た 考え） も 秘密の 相談 も， 知って おられる ことを 知ら 
ない のか。 また アツ ラーが， 見得ない こと 凡てを 熟知され ている （ことを）。 

79 •信者たち で 進んで 慈善の ために 施しを する 者を 篤り， または 自分の 労力の 外に， 施す ものの 
ない 者を 罵って， かれらに 嘲笑を 加える 者が ある。 アツ ラーは その 嘲笑を かれらに 返される。 か 
れら に対しては 痛ま しい 懲罰が あろう。 

80 .あなたが かれらの ために 御赦 しを 請おうと も， また 請わなくても （かれらの 罪は 免れられな 
い）。 あなたが 仮令 70 回， かれらの ために 御赦 しを 請うても， アツ ラーは かれらを 赦 されないで 
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あろう。 これは かれらが アツ ラーと その 使徒を 信し ないた めで ある。 アツ ラーは 淀に 背く 者を 御 
導きに なられない。 

81.  (タブーク 遠征に さいし） 後方に 留まった 者は， アツ ラーの 使徒の （出征した） 後， 残留し 
ている ことを 喜び， 生命と 財産を 捧げて， アツ ラーの 道の ために 奮闘 努力す る ことを 嫌って， 言 
った。 「この 炎暑の 最中に 出征す るな。」 言って やる がいい。 「地獄の 火は， もっとも 厳しい 熱 
さなの だ。」 かれらが もし 悟るならば。 

82 . それで かれらを 少し 笑わせ， 多く 泣かせて やりなさい。 これは， かれらが 行った ことに 対す 
る 応報で ある。 

83 . アツ ラーが あなたを もし かれらの 一味に 返されれば， かれらは （一緒に） 出征す る 許可を， 
あなたに 求める であろう。 その 時 かれらに 言って やる がいい。 「 あなたがたは 決して， わたしと 
一緒に 出征し ないで あろう。 また わたしと 一緒に 敵と戦わないで あろう。 本当に あなたがたは， 
最初の 時， （家に） 残留して いる ことに 満足して いた。 だから 残留す る 者と， 一緒に 座って いな 
さい。」 

84 •かれらの 中の 誰かが 死んでも， あなたは 決して かれのた めに， （葬儀の） 礼拝を 捧げて はな 
ら ない。 また その 墓の 側に 立って はならない。 本当に かれらは， アツ ラーと その 使徒を 信じない 
まま 主の 淀に 背く 者と して 死んだ ので ある。 

85 •また あなたは， かれらの 財産 や 子女に， 心を 奪われて はならない。 本当に アツ ラーは， これ 
らの ものに よって， 現世に おいて かれらを 罰しよう という 思 召で あり， また かれらの 魂が， 不信 
心の中に 離れ 去る ことを 望まれる。 

86.  「アツ ラーを 信じ， かれの 使徒と 共に 奮闘せ よ。」 と 1 章 〔スーラ〕 が 下された 時， かれらの 
中 能力 ある 者が， あなたに 免除を 求めて 言う。 「わたしたちを （家に） 留まる 者と 一緒に， いさ 
せて 下さい。」 

87 . かれらは 背後で （家に） 留まる 者と 一緒にい る ことを 好む。 かれらの 心は 封 じられ た。 だか 
ら かれらは 悟らない。 

88 •しかし 使徒と かれと 共に 信仰す る 者たち は， 財産と 生命と を 捧げて 奮闘 努力す る。 かれらに 
は （凡ての） 善い ことがあり， これら こそ 成功す る 者で ある。 

89 .アツ ラーは かれらの ために， 川が 下を 永遠に 流れる 楽園を 備えられ， かれらは その 中に 永遠 
に 住む であろう。 それは 至上の 幸福の 成就で ある。 

90 •また （遊牧の） アラビア 人の 中から も， 許しを 求め （出征 免除の） 弁解に 来た 者が あった。 
これら アツ ラーと その 使徒を 偽 わる 者は 皆， （只 家に） 居残って いた。 これら 不信心の 者は， や 
がて 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

91 .虚弱な 者， 病んで いる 者， と （道の ために） 供出す る ものの ない 者は， アツ ラーと その 使徒 
に対して 忠誠で ある 限り 罪は ない。 善い行いを する 者に 対しては （非難され る） 筋は ない。 アツ 
ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 
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92 .また あなたに （戦の ための） 乗り物を 求めて 来たと き， あなたが 「わたしには あなたがたに 
提供す る 乗り物がない。」 と 告げる と， 両目に 涙を たたえて （馬な どを 購入す る） 資金の ない こ 
とを 悲しんで 帰って いく 人び と （も 非難され る 筋は ない）。 

93 •責められるべき 筋は， 富裕 にも拘らず あなたに （出征の） 免除を 願い出る 者たち だけで ある 
。 かれらは 背後に 留まる 者と， 一緒にい るのを 喜ぶ。 アッ ラーは かれらの 心を 封 じられ た。 従っ 
て （失う ものを） 知らないの である。 

94 . あなたがたが （居所） に 帰る とかれら は 許しを 請う であろう。 言って やる がいい。 「許しを 
請うて はならない。 わたしたちは 決して あなたがたを 信じない。 アッ ラーは， 既に あなたがたの 
出来事を 告げ 知らせられた。 また アッ ラーと 使徒は， あなたがたの 行いを 見守る であろう。 それ 
から あなたがたは， 幽玄 界と 現象界を 知って おられる 御 方に 帰される。 その 時 かれは， あなたが 
たが 行った （凡ての） ことを 告げ 知らせられる。」 

95 . あなたがた （信者） が （戦いから） 帰って きた 時， あなたがたが （責めないで） 放置す るよ 
う アッ ラーに かけて かれらは 誓う であろう。 それでは 放っておけ。 かれらは 本当に 不浄で あり， 
地獄が かれらの 住まいで ある。 かれらの （悪い） 行いに 対する 報いで ある。 

% .かれらは あなたがたに 気に入られる ように あなたがたに 誓う かも しれない。 だが もし あなた 
がた が かれらを 気に入っても， 本当に アッ ラ-は， アッ ラー の 淀に 背く 者を 御喜び に なられない 
〇 

97.  (遊牧の） アラビア 人の 不信心と 偽善は もっと 甚だしく， かれらは アッ ラ-が 使徒に 下され 
た 淀に 就いては， まったく 無知で ある。 だが アッ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

98.  (遊牧の） アラビア 人の 中には， （アツ ラーの 道の ため） かれらの 施した ものを， 上納金の 
ように 思い， いっそ あなたがた （ムス リム） に 凶 運が 下る よう 待ち望んで いる 者が ある。 かれら 
の 上に こそ 凶 運が 見舞う であろう。 アッ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

99 •しかし （遊牧の） アラビア 人の 中の ある 者は， アッ ラーと 最後の 日を 信じ， かれらの 支出を 
アッ ラ-に 近付き， また 使徒の 祝福に 預る ための， 捧げ物と 考えて いる。 聞け。 本当に それは か 
れらを アッ ラーに 近付け， かれは やがて かれらを 慈悲に 浴 させられる。 本当に アッ ラーは 寛容に 
して 慈悲 深く あられる。 

100.  (イス ラームの） 先達は， 第 1 は （マッカからの） 遷移 者と， （遷移 者を 迎え 助けた マデイ 
ーナ の） 援助 者と， 善い行いを なし， かれらに 従った 者たち である。 アッ ラーは かれらを 愛でら 
れ， かれら もまた かれに 満悦す る。 かれは 川が 下を 永遠に 流れる 楽園を， かれらの ために 備え， 
そこに 永遠に 住まわせられる。 それは 至上の 幸福の 成就で ある。 

101.  あなたがたの 周囲の （遊牧の） アラビア 人の 中に も， また マデイ-ナの 市民の 中に も， 背信 
者が いる。 かれらは 偽善に 執着して いる。 あなたは かれらを 知らない。 だが われは 知っている。 
かれは 2 回に わたり かれらを 懲罰し， その後 かれらは， 重い 懲罰に かけられる であろう。 
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102 .外の ある 者は， 自分の 誤ち を 認める が， 善行と， 外の 不行跡が 混って いる。 アツ ラーは， か 
れら の 悔悟を 許される。 本当に アツ ラー は覚容 にし て 慈悲 深 く あられる。 


103 .かれらの 財産から 施しを 受け取らせ るのは， あなたが， かれらを それで 清めて 罪滅 しを させ 
, また かれらの ために 祈る ためで ある。 本当に あなたの 祈りは， かれらへの 安らぎで ある。 アツ 
ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

104 •アツ ラーが， しもべた ちの 悔悟を 赦 し， また 施しを 受け入れられる ことを かれらは 知らない 
のか。 また アツ ラー こそは， 度々 悔悟を 赦 される 御 方， 情け深い 方で あられる ことを （知らない 
のか）。 

105. (かれらに） 言って やる がいい。 「 （善い 事を） 行え。 アツ ラーは あなたがたの 行いを 御存 
知で あられる。 かれの 使徒と 信者たち もまた （見て いる）。 やがて あなたがたは， 幽玄 界と 現象 
界を 知って おられる 方に 帰される。 その 時 かれは， あなたがたに その 行った ことを 告げ 知らせる 
〇 」 

106 •その外に， アツ ラーが 懲罰な される のか， または 悔悟を 赦 される のか， かれの 裁決を 待た さ 
れる 者が いる。 本当に アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

107 .また （イス ラ-ムの） 妨害と 不信心 （の 助長） のために， 一座の マ スジ ドを 建立した 者が あ 
り， それで 信者の 間を 分裂 させ， また 先に アツ ラ-と その 使徒に 対して 戦った 者の ための， 隱れ 
家と する 者が ある。 しかも （口先では）， 「わたしたちは， 只 善い ことを 行う だけです。」 と 誓 
う。 だが アツ ラーは， かれらが 確かに 偽って いる ことを 立証され る。 


108 . あなたがたは 決して その 中で （礼拝に） 立って はならない。 最初の 日から 敬虚に 礎え を 定め 
て 建立され た マ スジ ド こそは， あなたがたが そこに 立つ に 相応しい。 その 中には， 自ら 清浄で あ 
る ことを 好む 人び とがいる。 アツ ラーは， その 身を 清める 者を 愛でられる。 

109 . アツ ラーを 畏れ， かれの 御喜び を 求めて その 家の 礎え を 定め 建てる 者と， 砕け 崩れそう な 崖 
の ふちに その 家の 礎え を 定めて 建て， 地獄の 火の 中に 共に 砕け 落ちる 者と， どちらが 優れてい る 
か。 アツ ラーは 不義を 行う 民を 導かれない。 

110.  かれらの 建てた 建物は， かれらの 心が 細かく 砕かれない 限り， かれらの 心中の 疑惑 不安の種 
となろう。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

111 •本当に アツ ラ-は， 信者たち から その 生命と 財産を 贖われた。 かれらの ため （の 代償） は， 
楽園で ある。 かれらは アツ ラーの 道の ために 戦い， 殺し， また 殺される。 それは 律法と 福音と ク 
ルアー ン とを 通じて， かれが 結ばれる 真実な 約束で ある。 誰が アツ ラー 以上に， 約束に 忠実で あ 
ろうか。 だから あなたがたが 結んだ 契約を 喜べ。 それ こそは 至上の 幸福の 成就で ある。 

112 .悔悟して （アツ ラーに） 返る 者， 仕える 者， 讃 える 者， 斎戒す る 者， 立 礼す る 者， サジ ダす 
る 者， 善を 勧める 者， 悪を 禁ずる 者， そして アツ ラーが 定められた 限界を 守る 者。 これらの 信者 
たちに， この 吉報を 伝えなさい。 
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113 •多神教 徒の ために， 御赦 しを 求めて 祈る ことは， 仮令 近親で あっても， かれらが 業火の 住人 
である ことが 明らかになった 後は， 預言者に とり， また 信仰す る 者に とり 妥当では ない。 

114 . イブ ラー ヒー ムが 自分の 父の ために， 御赦 しを 求めて 祈った のは， 只 かれ （父） と 約束が あ 
ったた めで ある。 それで かれ （父） が アツ ラーの 敵で ある ことが 明白に なった 時， かれ （父） と 
の 関係を 断った。 本当に イブ ラ- ヒ- ム は， 柔和で 辛抱強い人 物であった。 

115 . アツ ラーは， 人び とを 導かれた 後， かれらの 守るべき ことを 解明され るまでは 決して 迷わせ 
たりし ない。 本当に アツ ラーは 凡ての ことを 知って おられる。 

116 •天と地の 大権は アツ ラーに 属する。 かれは 生を 与え， また 死を 与える。 アツ ラーの 外に， あ 
なた がた には 守護 者 も 援助 者 もない ので ある。 

117 •アツ ラーは， 預言者と 苦難の 時に かれに 従った 遷移 者たち 〔ムハー ジル- ン〕 と 援助 者たち 
〔アンサ- ル〕 に 哀れ •を かけられた。 その後 かれらの 一部の 者の 心は， （その 義務の 履行から 
) 殆んど 逸れて しまった。 その 時 かれは かれらに， 哀れ •を かけられた。 本当に かれは， かれら 
(ムス リム） に規 切で あり 慈悲 深く あられる。 

118 . 後に 残った 3 人に 対しても （また かれは 哀れ •を かけられた）。 大地は このように 広い の だ 
が かれらには 狭く 感じられ， また その 魂 も 自分を （内面から） 狭める ようになった。 そして かれ 
ら は， アツ ラーに 鰱る 外には かれ （の 懲罰） から 免れる すべがない ことを 悟った。 すると （主は 
) 哀れ •を かけられ， かれらは 梅 悟して （かれに） 返った。 本当に アツ ラーは 度々 赦 される 方， 
慈悲 深い 方で あられる。 

119 . あなたがた 信仰す る 者たち よ， アツ ラーを 畏れ， （言行の） 誠実な 者と 一緒にい なさい。 

120 . マデイーナの 人び とも 周辺の （遊牧の） アラビア 人たち も， アツ ラーの 使徒の あとに 居残っ 
て， 自分の 身命を かれの ものより 大切に するな ど 間違って いる。 かれらが アツ ラ-の 道の ために 
, 渴 き， 疲れ， 餓えに 会う 度に， また 不信者を 怒らせる 行 （攻 賂） に 出向く 度に， 敵に 何ら かの 
打撃を 与える 度に， かれらに 対しても そのこと が 善行と して 記録され るので ある。 本当に アツ ラ 
一は， 正しい行いの 者への 報奨を 無益に されない。 

121 •大 なり 小な り （道の ため） 費やした もの， また 一つの 谷を 越えた ことが， 必ず かれらの ため 
に 記録され ている。 アツ ラーは かれらの 行った ことに 対して， 最上 （の 報奨） を もって 報 われる 
〇 

122 •信者は， 全員が 一斉に 出動すべき ではない。 各団 のうち 一部が， 出動し， そして 残留 者は 宗 
教に 就いて 理解を 深め， 皆が 帰った 時 かれらに 警告を 与える。 恐らく 出動した 者は 注意す るで あ 
ろ ラ。 

123 .信仰す る 者よ， あなたがたに 近い 不信者と 戦え。 そして， あなたがたが 意志 堅固で 力強い こ 
とを， かれらに 知らせなさい。 アツ ラーは 主を 畏れる 者と 共に おられる ことを 知れ。 
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124.  (新たに） 1 章 〔スーラ〕 が 下る 度に かれらの ある 者は 言う。 

「これに よって あなたがたの 中， 誰が 信心を 深める であろう か。 」 本当に 信仰す る 者は， これに 
よって 信心を 深め， 喜ぶ。 

125 . しかし 心に 病の 宿る 者は， これに よって 汚れの 上に 汚れを 加えて， 不信者と して 死ぬ。 

126 . かれらは 毎牢， 1 度 や 2 度 試 •られ るのに 気付かない のか。 それでも かれらは 悔悟せ ず， また 
改心 しないの である。 

127 . かれらは 1 章 〔スーラ〕 が 下る 度に， 栗い に 顧 •て （目で 言う）。 「誰かが， あなたがたを 
見て いるの か。」， やがて かれらは 背き 去る。 かれらは 悟らない 民で あるた めに， アッ ラーは そ 
の 心を （真理から） 背かせられ たので ある。 

128 . 今， 使徒が あなたがたに あなたがたの 間から， やって来た。 かれは， あなたがたの 悩 •ごと 
に 心を 痛め， あなたがたの ため， とても 心配して いる。 信者に 対し 優しく， また 情深い。 

129 . だから かれらが 背き 去っても 言って やる がいい。 「わたしには， アッ ラーが いれば 十分で あ 
る。 かれの 外に 神は ない。 わたしは かれを 信頼す る。 かれ こそは， （栄光に 満ちた） 至高の 玉座 
の 主で あられる。」 

SURA 10 .ユー ヌス章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ラー。 これらは 英知に 満ちた， 啓 典の 御 印で ある。 

2 •われが かれら （マッカ 人） の 中の 1 人 （預言者 ムハンマド） に 啓示して， 「あなたは 人び とに 
(不信心の 結末を） 警告しなさい。 また 信仰す る 者には， 主の 御 許で 優れた 足場を 与えられ ると 
の， 吉報を 伝えなさい。」 と 命じた ことが （マッカの） 人び とに （それ 程） 驚きで あるの か。 （ 
だが） 不信心 者たち は， 「これは 明らかに 魔術師です。」 と言う。 

3 •本当に あなたがたの 主は アッ ラーで ある。 6 日の 間に 天と地を 創造され， それから （大権の） 

玉 位に 鎮座して， 凡ての 事物を 規制 統御な される。 かれの 許しを 得た 後でなければ， 執り成す 者 
はない。 これが あなたがたの 主， アッ ラーで ある。 かれに 仕えなさい。 あなたがたは， 訓戒を 受 
け 入れない のか。 

4 .あなたがたは 皆 一緒に アッ ラー の 御 許に 帰る。 アッ ラーの 約束は 真実で ある。 本当に かれは 創 
造を 始め， そして それを 繰り返される。 これは 信仰して 善行を した 者に， 公正に 報 われる ためで 
ある。 だが かれを 信仰し ない 者には， 煮え たった 飲物と， 痛ましい 懲罰が ある。 これは かれらが 
不信心であった ためで ある。 

5 •かれ こそは 太陽を 輝 やかせ， 月を 灯明と され， その 軌道を 定め， 年数 （と 時日） の 計算を あな 
たがた に 教えられた 方で ある。 アッ ラーが これらを 創造され たのは， 只 真理 （を 現わす ため） に 
外なら ない。 かれは 知識 ある 人び とに 印を 詳し く 述べられる。 
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6 •本当に 夜と 昼との 交替， また アツ ラーが 天と地の 間に 創ら れる 凡ての ものの 中には， 主を 畏れ 
る 者への 印が ある。 

7 .本当に われとの 会見を 期待し ない 者， また 現世の 生活に 満足して これに 安心して いる 者， そし 
て われの 印を 疎かに する 者， 

8 •これらの 者の 住まいは， その （悪い） 行いの ために 地獄で ある。 

9 . 本当に 信仰して 善行に 励む 者には， かれらの 主は， その 信仰に よって かれらを 導かれる。 至福 
の 楽園の 中に， 川は かれらの 足元を 流れる ので ある。 

10 . その 中で かれらの 祈りは， 「アツ ラーよ， あなたの 栄光を 讚え ます。」 であり， また そこで 
のかれら の 挨拶は 「平安 あれ。 」 であり， そして 祈りの 結びは， 「万有の 主 アツ ラーを 讃 えます 
。 」 である。 

11 . かれらが 幸福へ と 急ぐ よう， も し アツ ラーが 人び とに 対して 悪を 急がれるならば， （猶予の 

) 期間は きっと 終らされた であろう。 われとの 会見を 望まない 者には， 法外の 混乱の 中で 当ても 
なく さ迷わせる ことであろう。 

12 •人び と （不信心 者たち） が 苦難に 会った 時は， 横たわり， あるいは 座り， あるいは 立って い 
て も （どんな 状態の もとで も） われを 呼ぶ。 だが われが かれらから 苦難を 除く と， （まるで） か 
れらを 苦しめた （以前の） 不幸の ため われを 呼ばなかった かの ように 過ごして しまう。 このよう 
に 愚かな 者は， その 行いを （悪魔に よって） 立派 だと 思わせられる。 

13 .本当に われは あなたがた 以前に も， かれらが 不義を 行った ために， 幾多の 民族を 滅ぼした。 
使徒たち が 明 証を かれらに 与えた の だが， かれらは 信じようと はしなかった。 このように われは 
, 罪を 犯した 民に 報いる。 

14 •それから われは かれらの 後に， この 地を あなたがたに 継がせた。 これは あなたがたが， 如何 
に 行う かを 見る ためで ある。 

15 •ところが われの 明瞭な 印が， かれらに 読 •聞かされた 時， われと 会う ことを 望まない 者たち 
は 言った。 r これとは 別の クル アーン を 持って来なさい。 それとも これを 改 （鼠？） しなさい。 

」 言って やる がいい。 「わたしは 自分の 裁量で これを 改 （鼠？） する ことは 出来ない。 只， わた 
しに 啓示され たものに 従う だけで ある。 わたしが もし 主に 背いたならば， 偉大な 日の 懲罰を 本当 
に 恐れる。」 

16 •言って やる がいい。 「アツ ラーの 御 心なら， わたしは あなたがたに それを 読誦せ ず， また か 
れ は， あなたがたに 教えられなかった であろう。 その （啓示） 前に， わたしは 確かに あなたがた 
の 間で， 一生 ほどの （40 年の） 歳月を 過ごした。 あなたがたは 未だ 悟らない のか。」 

17 •アツ ラーに 就いて 偽りを 捏造し， その 啓示を 拒否す る ほど， 甚だしい 不義の 者が あろう か。 
罪を 犯す 者は， 決して 成功 しないの である。 
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18 . かれらは アツ ラーの 外に， かれらを 害せず， また 益の ない ものに 仕えて， 「これら （の 神々 

) は， アツ ラーの 御前で わたしたちを 執り成す ものです。」 と言う。 言って やる がいい。 「あな 
たがた は， 天地に おいて アツ ラーの 知らない ことを， かれに 告げよう とする のか。 」 かれを 讚え 
なさい。 かれは かれらが 配す る ものの 上に 高く おられる。 

19 . 人間は （元来） 唯一 族 （1 つの ウン マ） であった。 だが （後に） かれらは 敵対した。 もし 以前 
にあな たの 主から 下された 御言 葉が なか ったならば， その 相違点に 就いては， かれらの 間で 必ず 
解決され ていたであろう。 

20 . かれらは 言う であろう。 「何故 主から 一つの 印 も かれ （ムハンマド） に 下されない のだろう 

。 」 言って やる がいい。 「幽玄 界 のことは， 只 アツ ラーが 御 支配して おられる。 だから 待て。 わ 
たし もまた， あなたがた と共に 待つ 者で ある。」 

21 •われが 人間に 災厄を 味わせ た 後， 慈悲を 与える と， 見よ， かれらは わが 印に 対して 策謀を す 
る。 言って やる がいい。 「アツ ラーは， 策謀に 対して 迅速に 処置され る。 」 本当に わが 使徒たち 
(天使） は， あなたがたの 策謀す る ことを 凡て 記録す るので ある。 

22 . かれ こそは あなたがたを 陸に， また 海に 旅を させられる 御 方で ある。 それで あなたがたが 船 
に 乗る 時， それが 順風に 乗って 航行 すれば， かれらは それで 喜ぶ。 暴風が 襲う と， 大波が 四方 か 
ら 押し寄せ， かれらは もうこれ まで だと 観念して， アツ ラーに 向かって， 信心を 尽くして 祈る。 
「あなたが， もし わたしたちを これから 救い 下されば， 必ず 感謝を 捧げる 者になります。」 

23 . だが かれが 救助して •ると， 見よ， かれらは 地上に おいて 正義を 侮って 不義を 行う。 人び と 
よ， あなたがたの 反逆は 只 自分自身の 魂を 害し， 現世の 生活で 享楽を 得る だけで あるが， あなた 
がた はすぐ にわれ に 帰る ので ある。 その 時 われは， あなたがたの 行った ことを 告げ 知らせる であ 
ろ ラ。 

24 . 本当に， 現世の 生活を 例えれば， 天から われが 降らせる 水 （雨） のよう な ものである。 それ 
で 上を 潤し， 人間 や 家畜の 食べ物を 茂らせる。 大地が 美麗な 装いで 覆われて 飾られる と， そこの 

(住） 民は， その 全権を 持った と 思い込む。 だが わが 命令が， 夜 も 昼 も 一度 下れば， 昨日は 緊茂 
していた はずの ものが 刈き 取られた 株の ように 変り 果てる。 われは このように， 熟慮す る 人び と 
のために （われの） 印を 解明す る。 

25 . 本当に アツ ラーは， 人を 平安の 家に 招き， また 御 好 •に なられた 者を 正しい 道に 導かれる。 

26 •善行を した 者には （天国へ 入る という） 素晴 しい 報奨が あり， また 追加 も ある。 かれらの 顔 
には， 暗 さや 屈辱の 影 もないで あろう。 これらは 楽園の 住人で ある。 永遠に その 中に 住む であろ 
ぅ。 

27 •だが 悪を 行って いた 者には， 同様の 悪の 報いが ある。 また 屈辱に 覆われ， アツ ラー （の 怒り 
) から かれらを 守る ものは ないで あろう。 その 顔は 丁度 夜の 暗闇に 覆われた ようで ある。 これら 
は 火獄の 住人で ある。 永遠に その 中に 住む であろう。 


120 


28 . その 日， われは 一斉に かれらを 招集す る。 その 時 われは， 多 神を 崇めた 者たち に 言う であろ 
う。 「あなたがた そして あなたがたの 仲間は， そこに 控えて いなさい。」 それから われは 一人 一 
人を 引き離す。 その 際， かれらの 立てて いた 神々 は 言う。 「あなたがたが 拝した のは， わたした 
ちではなかった。 

29 . アツ ラーは， わたしたちと あなたがたとの 間の， 立証 者と して 万全で ある。 わたしたちは， 
あな たがた が 拝して いるのを 実際 知 ら なかった。」 

30 . そこで 各人は 先に 送った 行いを 確認して， かれらの 真の 主， アツ ラ-の 許に 連れ戻され， か 
れらが 捏造して いた ものは かれらから 消え去る であろう。 

31.  (人び とに） 言って やる がいい。 「天と地から， あなたがたに 用度を 供給す るのは 誰か。 聴 
覚や 視覚を 司る のは 誰か。 また 死んだ 物から， 生命を （お？） し， 生から 死を （西？） せられる 
のは 誰か。 また 凡ての 事物を 規制 統御す るのは 誰で あるの か。」 かれらは 必ず 「アツ ラー」 と 言 
おう。 言って やる がいい。 r 何故 あなたがたは， 主を 畏れない のか。 

32 . これが， あなたがたの 真の 主， アツ ラ-で あられる。 真理から 離れて は， 虚偽の 外に 何が あ 
ろう。 あなたがたは， どうして 背き 去る のか。」 

33 . このように 主の 淀に 背く 者に 対し， あなたの 主の 御言 葉は 真実で ある ことが 立証され た。 本 
当に かれらは 信仰し ないで あろう。 


34 . 言って やる がいい。 「あなたがたの 神々 の 中， 誰が 万有の 創造を し， それを 繰り返す のか。 

」 言って やる がいい。 「万有を 創造され， それから それを 繰り返される 御 方は， アツ ラーで ある 
。 それな のに あなたがたは， どうして （真理から） 迷い 去る のか。」 

35 . 言って やろ がいい。 「あなたがたの 神々 の 中， 誰が 真理に 導く のか。 」 言って やる がいい。 
「アツ ラーは 真理に 導いて 下される。 それで 真理に 導く 方と， 自分が 導かれなければ 道を 見い出 

せない 者と， どちらが 従う のに 値する のか。 あなたがたは どうした のか。 あなたがた はどう 判断 
する のか。」 

36 . かれらの 多く は 臆測に 従う だけで ある。 本当に 臆測は， 少しも 真理に とって 替 ある ことは 出 
来ない。 本当に アツ ラーは， かれらの 行う ことを 熟知な される。 

37 . この ク ルアー ン は， アツ ラー 以外の ものに よって 作られる ような ものでは ない。 それ どころ 
かこれ は， それ 以前に あった ものの 確証 （の 啓示） であり， 万有の 主からの， 疑いの 余地を 残さ 
ない， 啓 典の 解明で ある。 

38 . また かれらは 言う ので ある。 「かれ （ムハンマド） がそれ を 作った のです か。」 言って やる 
がいい。 「それなら， それに 似た 1 章 〔スーラ〕 を 持って きなさい。 また あなたがたの 言葉が 真 
実なら ば， アツ ラー 以外に あなたがたを 助ける ことの 出来る 援助 者に 願って •なさい。」 

39 . いや， かれらは その 知識で 理解 出来ない もの， また その 解説が かれらに 未だ 下されな いもの 
を， 偽りで あると する。 このように かれら 以前の 者 も 偽りで あると した。 だが 見よ， 不義の 徒の 
最後が どんな ものであった かを。 
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40 .かれらの 中， ある 者は それ （ク ルアー ン） を 信じ， また ある 者は それを 信じない。 あなたの 
主は， 犯罪者を 最もよ く 知って おられる。 

41 •かれらが も しあな たを 虚偽の 徒と するならば 言って やる がいい。 「わたしの 所業は わたしの 
ためで あり， あなたがたの 所業は あなたがたの ためで ある。 あなたがたは わたしの 行う ことに 関 
係な く， わたしは あなたがたの 行う ことに 関係ない。」 

42 . かれらの 中には， あなたに 耳を 傾ける 者が ある。 だが あなたは， 聞けない 者に 聞かせる こと 
がで きよう か， かれらは， やはり 理解 しないの である。 

43 . また かれらの 中には， あなたに 目を 注ぐ 者が ある。 だが あなたは 見えない 者を 導く ことが 出 
来よう か， かれらは， やはり 見て はいない ので ある。 

44 •本当 に アツ ラーは 決し て 人間を 害されない。 だが 人間は 自 らを 害する。 

45 . かれが， かれらを 召集な される 日， かれらは 昼間の 一刻 も 滞留し なかった かの ように （感じ 
て）， 栗い によく 覚えて いるであろう。 アツ ラーとの 会見を 否認して， 導かれなかった 者たち は 
確かに 失敗 者で ある。 

46 . われが かれらと 約束した （悪い 結果の） 一部を， （生存 中に 現わして） あなたに 示しても， 
または （それを 示す 前に） あなたを われに 召しても， やはり かれらは われに 帰る ので ある。 その 
時 アツ ラーは， かれらの 行った 凡てに 就いて 立証され る 方で あられる。 

47 . それぞれの 民に 対して， 使徒が （遺 わされた ので） ある。 かれらの 使徒が やって来た 時， 事 
はかれら の 間で 公正に 裁決され て， 不当に 扱われる ことは ない。 

48 •かれらは 言う。 「あなたがたの 言葉が 真実なら， この 約束が 果たされ るのは 何時な のです か 
〇 」 

49 . 言って やる がいい。 「わたしは， アツ ラーが 御 好 •にならない 限り， 自分で 害し または 益す 
る 力は ない。 各々 の 民には 定められた 期限が ある。 かれらの 期限が 到来 すれば， 一刻 も 猶予す る 
ことは 出来ない。 また （それに） 先んずる ここ も 出来ない。」 

50 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えない のか， かれの 懲罰は 夜で も 昼で も， あなたがた 
に 下る ので あろ。 罪深い 者たち が 急ぐ のは， その どの （懲罰） であるの か。」 

51.  「 あなたがたは それが やって来た 時， やっと 信じる のか。 （その 時 言われよう） 今が あなた 
がた が， 急いでいた その 時で ある。」 

52 . その 時 不義の 徒に 向かって 言われる であろう。 「永遠の 懲罰を 味わえ。 あなたがたが 行った 
ことに 対して だけ， 報いられる のでは ないか。」 

53 •かれらは あなたに 問う だろう。 「それは 真実な のです か。」 言って やる がいい。 「そぅだ， 
わたしの 主に かけて， 本当に それは 真実です。 あなたがたは 免 がれら れな いのです。」 


122 


54 . 不義を 行った 各人は， 地上の 一切の ものを 所有して いると すれば， 必ず それを 挙げて 罪を 贖 
おうとす るであろう。 また 懲罰を 目の前に 見る 時， かれらは 後悔を 表す。 だが かれらの 間は 公正 
に 裁定され， 不当に 扱われる ことは ない ので ある。 

55 . 天地の 凡ての ものは， アツ ラーの 有では ないか。 本当に， アツ ラーの 約束は 真実では ないか 
。 しかし， かれらの 多くは 分らない。 

56 . かれは 生を 与え， また 死を 与える。 そして かれに あなたがたは 帰される ので ある。 

57 •人び とよ， あなたがたの 主から 確かに 勧告が 下された， これは 胸の 中に ある （病い） を (癒？） 
し， また 信者に 対する 導きで あり 慈悲で ある。 

58 •言って やる がいい。 「アツ ラーの 恩恵に より， また その 慈悲に より， かれらを 喜ばせなさい 
。 それは かれらが 蓄積した ものに 勝る。」 

59 . 言って やる がいい。 「アツ ラーが， 御 恵 •として あなたがたに 下された ものを 考えて •なさ 
い。 何故 あなたがたは その （一部を） 非合法と し， また （一部を） 合法と したの か。」 言って や 
るが いい。 「アツ ラ ーが あなたがたに 許さ れた のか， それと も あなたがたが ア ツ ラー に 就いて 捏 
造した のか。」 

60 . 復活の 日に， アツ ラーに 就いて 嘘を 捏造した 者たち の 思う ことは 何であろう か。 本当に アツ 
ラーは， 人間に 対し 恩恵の 限りを 尽くされる。 それでも， かれらの 多くは 感謝し ない。 

61 •あな たが 何事に 従事 していても， また ク ルアー ンの どの 部分を 読誦 していても， また あなた 
がた が どんな 行いを していよう とも， あなたがたが それにう ち 込んで いる 限り， われは 必ず あな 
たがた のた めの 立証 者で ある。 天地の 微塵の 重さ も， あなたの 主から 免れられない。 また それよ 
り も 小さい もので も， 大きい もので も （凡て） はっきりと 書物の 中に （記されて） ない ものは な 
いので ある。 

62 . 見なさい。 アツ ラーの 友には 本当に 恐れ もな く， 憂い もないで あろう。 

63 . かれらは 信仰し， （アツ ラーを） 畏れて いた 者たち。 

64 •かれらに 対しては 現世で も， 来世に おいても 吉報が ある。 アツ ラーの 御言 葉には 変更は ない 
。 それ こそは 偉大な， 幸福の 成就で ある。 

65 . かれらの 言葉に， あなたの 心を 痛ませて はならない。 本当に 権能 栄誉は， 凡て アツ ラーの 有 
である。 かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

66 . 見なさい。 天地の 凡ての ものは， 本当に アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーを 差し置いて， 神々 
に 祈って いる 者たち は 何に 従 うの か。 かれら は 妄想に 従 ってい る だけ。 自 分 勝手に 過ぎない。 

67 . かれ こそは， あなたがたの ため 夜を 定め， それで あなたがたを 憩わせ， また 昼間を 明々 白々 
にされ る 方で ある。 本当に その 中には 聞く 耳を もつ 人び とに 対し， 印が ある。 
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68 .かれらは， 「アツ ラーは 一人の 子を もうけられた。」 と言う。 かれに 讃え あれ。 かれは 自足 
なされる 御 方。 天地の 凡ての ものは， かれの 有で ある。 あなたがたは これに 対して， 権威は ない 
ので ある。 アツ ラーに 就いて， 自分の 知らない ことを 語る のか。 

69 •言って やる がいい。 「アツ ラーに 就いて 嘘を 捏造す る 者は， 決して 栄えないで あろう。」 

70 . かれらは この 世で 束の間の 享楽を なし， それから われの 許に 帰る ので ある。 その 時 われは， 
不信心であった ことに 対して 厳しい 懲罰を 味わせ るであろう。 

71 . かれらに ヌーフ の 物語を 読誦しなさい。 かれが その 民に こう 言った 時を 思え。 「わたしの 人 
びと よ， わたしが （あなたがたと 一緒に） 留 り， また アツ ラーの 印を 思い出させる ことがあ なた 
がた に とって 迷惑で あっても， わたしは アツ ラーを 信頼す る。 それで あなたがたは， 自分で 立て 
た 神々 と （樺 化して） あなたがたの 事を 決定しなさい。 それで あなたがたの 決断に， 半信半疑で 
あっては ならない。 その 時 わたしに 対する 態度を 決め， 猶予す るな。 

72 . 仮令 あなたがたが 背き 去っても， わたしは あなたがたから 報酬を もらう わけではなかった。 
わたしは 只 アツ ラーから 報酬を いただく だけ。 わたしは， ムス リムで あるよう 命じられ ている。 

J 

73 •だが かれらは かれ （ヌ -フ） を 拒否した ので， われは かれと かれの 味方の 者たち を 方舟に 救 
い， かれらに （地を） 継がせ， わが 印を 拒否した 者を 溺れさせた。 見なさい。 警告され た 者たち 
の 最後が どんな ものであった かを。 

74 •それから かれの 後， われは 使徒たち を その 民に 遺 わし， 明白な （印） を 授けた。 だが かれら 
(人び と） は 以前に 拒否した ものを， 信じようと はしなかった。 このように われは 反逆者の 心を 
封 じる。 

75 . それから かれらの 後， わが 印を 持って ムーサーと ハール ーン を， フイ ル アウンと その 首長た 
ちに 遺 わした が， かれらは 高慢で 罪深い 民であった。 

76 . 真理が わが 許から かれらに (西？） された 時， かれらは 言った。 「これは 明らかに 魔術で ある。 

J 

77 . ム-サ-は 言った。 「あなたがたは （この 現実に） （湾?) されて いる 真理を （指して） 言う の 
か， これが 魔術であろう か。 魔術師は 成功し ないで あろう。」 

78 . かれらは 言った。 「あなたが 来たのは， わたしたちの 祖先が 守って いた 信仰から 背かせる た 
めで ある。 あなたがた 両人は， この 国で 高い 地位を 得ようと する のか。 わたしたちは あなたがた 
両人を 信じない。」 

79 •フイ ル アウンは 言った。 「凡ての 老練な 魔術師を， ここに 呼んで 来なさい。」 

80 .魔術師が 来 た 時， ムーサーは かれらに 言った。 「あなたが たの 投げた いものを 投げなさい。 
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81 . かれらが 投げた 時， ム-サ-は 言った。 「あなたがたが 現出した のは， 魔術で ある。 アツ ラ 
一は 直ぐ それを 無力に される。 本当に アツ ラ-は 不義の 徒の 仕業を 成功 させない。」 

82 . 罪深い 者たち が 仮令 好まなくても， アツ ラーは 御言 葉で 真理を 立証され る。 

83 . かれの 民の 中 末輩を 除いては， ムーサーを 信じようと しなかった。 かれらは フィル アウン や 
首長の 迫害を 恐れて いたので ある。 フィル アウンは 国内で 権勢を 恋に し， 本当に 暴君であった。 

84 . ムーサーは 言った。 「わたしの 人び とよ， あなたがたは アツ ラーを 信仰す るの なら， かれを 
信頼しなさい。 もし あなたがたが 服従， 帰依す る 者であるなら ば。」 

85 . かれらは （祈って） 言った。 r わたしたちは アツ ラーを 信頼し ます。 主よ， わたしたちを， 
不義の 民の ための 一 試練と なされず， 

86 . あなたの 御 慈悲を もって わたしたちを 不信心の 民から 救い出して 下さい。」 

87 . われは ムーサー とその 兄弟に 啓示して 言った。 「あなたがたの 民の ため エジプトに 住まいを 
定め， あなたがたの 家を 礼拝の 場と なし， 礼拝の 務めを 守れ。 また 信者たち に 吉報を 伝えなさい 
〇 」 

88 . ムーサ-は 申し上げた。 「主よ， 本当に あなたは フィ ル アウンと その 首長たち に， 現世の 生 
活の 栄華 裕福を 御 授けに なりました。 主よ， かれらが あなたの 道から 迷い 出て しまいます ように 
。 主よ， かれらの 富を 滅ぼされ， かれらの 心を 頑固に して 下さい。 それ 故 痛ましい 懲罰が 下る ま 
で， かれらは 信じないで しょう。」 

89 . かれは 仰せられた。 「あなたがた 両人の 祈りは 受け入れられた。 だから 姿勢を 正し， 無知な 
者の 道に 従っては ならない。 

90 . われは， イスラエルの 子孫に 海を 波ら せ， フィ ル アウンと その 軍勢は， 暴虐と 敵意に 満ちて 
かれらを 追跡した。 溺れ 死にそう になった 時， かれ （フィル アウン） は 言った。 「わたしは 信仰 
いたします。 イスラエルの 子孫が 信仰す るかれ の 外に， 神はありません。 わたしは 服従， 帰依す 
る 者です。」 

91.  (すると かれに 仰せられよう。） 「何と， 今 （信仰す るの か）。 ちょっと 前まで あなたは 反 
杭して いた。 結局 あなた は 犯罪者の 仲間であった。 

92 . だが 今日は， われは 後の 者への 印と する ため， あなたの 体を 救う であろう。 だが 人び との 多 
くは わが 印を 疎かに する。」 

93 •われは， イスラエルの 子孫に 安全な 居住の 地を 定め， 凡ての 良い ものを 授けた。 かれらに （ 
悪い） 知識が 来る までは 意見の 相異 はなかった。 本当に あなたの 主は， 審判の 日に かれらが 争っ 
ていた ことに 就いて， かれらの 間を 裁決され るであろう。 

94 .あな たが もし われの 命令 した ものに 就いて 疑うならば， あな た 以前の 啓 典を 読んで いる 者に 
問え。 確かに 真理は， 主から あなたに （育？） された ので ある。 だから あなたは 懐疑に 陥って は 
ならない。 
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95 •また あなたは， 失敗 者に ならない よう， アツ ラーの 印を 虚偽で あると する 者の 仲間であって 
はならない。 

% .本当に （罪が 深いた めに） 主の 御言 葉 通りに なった 者は， 信仰し ないで あろう。 

97 . 例え 凡て 印が かれらに (笛？) されても， かれらが （自分で） 痛ましい 懲罰を 見る までは。 

98 . 信仰した のに その 信仰心が （破滅を 免れる のに） 役立った 町が， ユー ヌスの 民の 外には なか 
ったのは 何故な のか。 かれら （ユ- ヌスの 民） 力 t 信仰に 入った 時， われは 現世の 生活に おける 
, 不名誉な 懲罰を かれらから 取り払い， 現世 （の 生活） を 享楽 させた。 

99 . もし 主の 御 心なら， 地上の 凡ての 者は 凡て 信仰に 入った ことであろう。 あなたは 人び とを， 
強いて 信者に しようと する のか。 

100 . ア ツ ラー の 許し がな ければ， 誰も 信仰に 入る こと は 出来な いので ある。 ま た 悟らな い 者には 
， かれは 退廃を 起こさせる。 

101 •言って やる がいい。 「天地の 凡ての ものを 観察しなさい。」 だが 信仰し ない 人び とには， 印 
も 警告 も 役立たない。 

102 . かれら 以前に 過ぎ去った 人び との 日 （に 起こった の） と 同じ こと 以外に， かれらは （何を） 
期待す るの か。 言って やる がいい。 「それなら 待て， わたしもまた あなたがた と共に 待つ もので 
ある。」 

103 . その 中 われは， 使徒たち と 信仰す る 者たち を 救う であろう。 このように 信者を 救う のは， わ 
れの 免れられない 務めで ある。 

104 •言って やる がいい。 「人び とよ， 例え あなたがたが わたしの 教えに 就いて 疑っても， わたし 
は アツ ラーを 差し置いて， あなたがたが 仕えて いるものに 仕えない。 わたしは アツ ラーに 仕える 
。 あなたがたを 召される 御 方では ないか。 わたしは 信者で あるよう 命じられ ている。 

105.  (それからこう も 言われた。） それで あなたの 顔を， 純正な 教えに 向けなさい。 偶像 信者の 
仲間であって はならない。 

106 . また アツ ラーを 差し置いて， あなたを 益せ ず また 損い もしない ものに 祈って はならない。 も 
しこれを するならば， あなた は 本当に 不義 者の 仲間 である。 

107 . もし アツ ラーが あなたに 災厄を 下されれば， かれの 外に それを 除く ものは ない。 またもし か 
れが あなたに 幸福を 望まれれば， かれの 恩恵を 拒否す る ものは 何もない ので ある。 かれは そのし 
もべ の 中， 御 好 •に なられる 者に， それを 下される。 本当に かれは 寛容に して 慈悲 深く あられる 
〇 」 

108 . 言って やる がいい。 「人び とよ， 主から， あなたがたに 真理が (宙？ ) された ので ある。 導かれ 
る 者は， 只 自分を 益す るた めに 導かれ， 迷う 者は， 只 自分を 害する ために 迷う。 わたしは， あな 
たがた の 後見人では ない。」 


126 


109 •あなたに 啓示され たものに 従い， アツ ラ ーが 裁かれる ま で 耐え忍べ。 かれは 裁決に 最も 優れ 
た 御 方で あられる。 


SURA 11. フー ド 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . アリ フ •ラーム •ラー （この） 啓 典は， （英知に よって） 守護され ており， また 英明に して 通 
暁され る 御 方からの 解明で ある。 

2.  (それで 言う がいい。） 「アツ ラーの 外 誰に も 仕えて はならない。 本当に わたしは 警告 者， ま 
た 吉報の 伝達 者と して， かれから あなたがたに （遣わされた）。」 

3 •あなたがたの 主の 御赦 しを 請い 願え。 そして あなたがたは， 悔悟して かれの 許に 返れ， （そう 
すれば アツ ラーは） 定められた 時期まで いろいろな よい ものを 享受させる。 また 功績の 多い 者に 
は， それぞれ 豊富に 恵 •を 与えられる。 だが もし， 背き 去るならば， わたしは あなたがたの ため 
に 偉大な 日の 懲罰を 恐れる。 

4. 「あなたがたは アツ ラーの 許に 帰る ので ある。 かれは 凡ての ことに 全能で あられる。」 

5 •見なさい。 かれらは （その 敵意を） かれに 隠そうと して， 自分たち の 胸を たた •込んで いる。 
ああ， 自分たち の 衣を （幾重に） 着 こんでも， かれは かれらの 隠す こと 顕 わす ことを 知って おら 
れ る。 本当に かれは， 胸の 中の 秘密を よく 知って おられる。 

6 •地上の 凡ての 生き もので， その 御 恵 •を アツ ラーから いただい ていない 者は ない。 かれは それ 
らの 居住 所と 寄留 所を 知って おられる。 凡て はっきりと 書物に （記されて） ある。 

7 •かれ こそは 玉座が 水の 上に あった 時， 6 日の 間に 天と地を 創造され た 御 方。 それは かれが， あ 
なた がた の 中 誰が， 行いに 最も 優れてい るか， 明瞭に される ためで ある。 だが あなたが もし， 「 
あなたがたは， 死後 必ず 匯 される であろう。」 と 言えば， 不信心 者たち は きっと， 「それは 明ら 
かに 魔術に 過ぎない。」 と言うであろう。 

8 •もし われが 定めの 時期まで， かれらに 対する 懲罰を 延ばせば， かれらは きっと 言う であろう。 

「何が （懲罰を） 遅らせて いるの か。」 ああ， それが 到来す る 日， 何もの も， それを 避けられず 
, かれらは 自分たち が 嘲笑して いた もので， 取り囲まれる であろう。 

9 •もし われが， 人間に 規 しく 慈悲を 施して 味わし め， その後 それを かれらから 取り上げれば， き 
っと 絶望して 不信心になる。 

10 .だが 災いに 見舞われた 後 われが もし 恩恵を 味わし める と， かれは， 「不幸は わたしから 去っ 
てし まった。」 と 言って 必ず 狂喜して 自慢す る。 

11 •耐え忍んで， 善行を なす 者 だけは そうでは ない。 これらの 者には， （罪の） 赦 しと 偉大な 報 
奨が ある。 
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12 .あなたは 恐らく， 啓示され たもの の 一部を 放棄したい （気持になる） であろう。 そのために 
あなたの 胸は 狭められて はいない か。 それは かれらが こう 言うた めで ある。 「どうして かれに 財 
宝が 下されない のだろう。 また 何故 1 人の 天使 も， かれと 一緒に 来なかった のであろう か。」 本 
当に あなたは 1 人の 警告 者に 過ぎない。 アッ ラーは 凡ての ことを 管理され る 方で あられる。 

13 •また かれらは， 「かれが それ （ク ルアー ン） を 作った のです。」 と言う。 言って やる がいい 
。 「もし あなたがたの 言葉が 真実なら ば， それに 類す る 10 章を 作って， 持って来なさい。 また 出 
来るなら あなたがた （を 助ける ことの 出来る） アツ ラー 以外の 者を 呼びなさい。」 


14 .もし かれら （神々） が あなたがた （の 呼びかけ） に 答えないならば C あなたがたは それが アツ 
ラーの 御 知識から だけ 下された ものである こと， また かれの 外に 神は ない ことを 知りなさい。 そ 
れ であな たがた は， 心から 服従， 帰依す るの か。 

15 •現世の 生活と その 栄華を 望む 者には， われは 現世の かれらの 行いに 対し 十分に 報いる であろ 
う。 かれらは 少しも 減らされる ことは ない ので ある。 

16 . これらの 者は， 米 世の 火獄の 外に 何もない 者たち である。 現世で かれらの 成し遂げ たことは 
実を 結ばず， その 行って いた ことは， 虚しい ものになる。 

17 . 主からの 明白な 印を 受けた 証人 （預言者） に 読 •聞かされた 者 （信者たち）。 そして それ 以 
前に 導師で あり 慈悲で ある ム-サ-の 啓 典 （律法） をいた だいて いる 人々。 これら （啓示の 下っ 
た 民） こそは それ （ク ルアー ン） を 信じる。 だが それを 信じない 一派の 者たち は， 火獄が かれら 
の 約束され た 場所で ある。 だから あなた （ムハンマド） は， それに 就いて 疑って はならない。 本 
当に それは あなたの 主からの 真理で ある。 だが 人び との 多く は 信じない。 

18 . アツ ラーに 就いて 虚偽を 作る 者より， 甚だしい 不義な 者が あろう か。 かれらは 主の 御 許に 引 
き 出され， その 証人たち は， 「これらの 者は， 主に 関して 偽った 者です」 と言うであろう。 見な 
さい。 アツ ラーの 怒りが 不義 者に 下る。 

19 . これらの 者は， アツ ラーの 道 （イス ラームの 教え） から （人々 を） 妨げ， （その 道 自体を） 
曲げよう とする 者， また 来世を 否定す る 者で ある。 

20 •これらの 者は， 地上に おいて 罰を 逃れる こと もで きず， また アツ ラーの 外に 守護 者 もない の 
である。 かれらに 対する 懲罰は 倍加され るであろう。 かれらは 聞く こと も 出来ず， また （明確に 
) 見る こと も 出来なかった。 

21 . これらの 者は， 自分自身を 滅ぼした 者で， かれらが 捏造して いた ものは， かれらから はぐれ 
去った。 

22 . 疑う ことなく これらの 者は， 来世の 最大の 失敗 者で ある。 

23 . 本当に 信仰して 善行に 励 • ， また 主の 御前で 謙虚な 者， これらの 者は 楽園の 住人で， 永遠に 
そこに 住む であろう。 
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24 .この 両者を 例えれば， 一人は 盲人で 耳の 遠い 者の ようで あり， 外は 目 も 見えれば 耳 も 聞え る 
者で ある。 比べて •て 両者は 同じであろう か。 それでも あなたがたは 注意 しないの か。 


25 .また われは ヌーフ を， かれの 民に 遣わした。 （かれは 言った。） 「わたしは あなたがたへの 
, 公明な 警告 者で ある。 

26  .あなたがたは アツ ラーの 外に 仕えて はならない。 わたしは あなたがたの ために， 苦難の 日の 
懲罰を 本当に 恐れる。」 

27 •だが かれの 民の 中 不信心な 首長たち は 言った。 「あなたを 見る と， わたしたちと 同じ 人間に 
過ぎません。 また わたしたち のなかで も あなた 従う 者は， 思慮の 未熟な 最も 卑しい 者に 過ぎ ませ 
ん。 また あなたには， わたしたちに 勝る 長所 も 認められません。 いや， わたしたちは， 実際 あな 
たがた を 嘘 付きで あると 考えます。」 

28 . かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， あなたがたは 考えて •なさい。 もし わたしが 主からの 
明 証の 上に 立ち， かれが 御 許 か ら わたしに 慈悲を 与えられても， それが あなたがたの 目 に 不明瞭 
だとい うなら ば， それほど 嫌って いるのに， あなたがたに それを 強いる ことが 出来よう か。 

29 . 人び とよ， わたしは これ （伝道） に対して， あなたがたに 財迂を 求めない。 わたしは， 只ア 
ッ ラーから 報奨を いただく だけで ある。 また わたしは， 信仰者た ちを （侮って） 追い返 そうとは 
しない。 本当に かれらは 主に 会う 身で ある。 寧ろ あなたがたは， 無知の 民で あると わたしは 考え 
る。 


30 .人び とよ， わたしが もし かれらを 追い返したならば， アツ ラーに 対し 誰が わたしを 助ける で 
あろう。 それでも あなたがたは 注意 しないの か。 

31 •わたしは あなたがたに 向かって， わたしが アツ ラーの 宝物を もっている とも， 幽玄 界を 知っ 
ている とも， また わたしは 天使で あると も 言わない。 なおまた わたしは あなたがたが 軽視す る 者 
に 向かって， アツ ラーは かれらに （どんな） 善性 も， 御 授けに ならない だろうと 言わない 。アツ 
ラーは， かれらの 心の中を， 最もよ く 知って おられる。 もしそう であったならば， わたしは 不義 
の 徒で ある。」 

32 . かれらは 言った。 「 ヌーフ よ， あなたは わたしたちと 論議して わたしたちとの 論争を 長引か 
せました。 もし あなたの 言葉が 真実なら ば， あなたが 約束した こと （懲罰） を わたしたちに (お？ 
) しなさい。」 

33 . かれは 言った。 「アツ ラ ーの 御 心が あれば， かれ だけが あなた x たに それを 現出 される であろ 
う。 あなたがたは （それを） 避けられな いので ある。 

34 . 仮令 わたしが （善い） 忠告を， あなたがたに 与えようと 望んでも， もし アツ ラーが あなたが 
たを， 迷う に 任せる 御望 •ならば， わたしの 助言は あなたがたに 無益であろう。 かれ こそ あなた 
がた の 主で あられる。 あなたがた はかれの 御 許に 帰される ので ある。」 
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35 . また， かれら （マッカの 不信心 者たち） はかれが それ （ク ルアー ン） を 作り出した」 と 言っ 
ている。 言って やる がいい。 「もし わたしが それを 作り出したならば， 罪は わたしに ある。 だが 
わたしは， あなたがたが 犯した 罪には かかわ リ がない。」 

36 . ヌ ーフ はこの ように 啓示され た。 「既に 信仰した 者の 外は， もうあな たの 民は 信仰し ないで 
あろう。 だから かれらの 行いに 就いて 悩んで はならない。 

37 . そして われの 目の前で， 啓示に 従って 方舟を 造れ。 また 不義を 行う 者の ために （この 上） わ 
れに 願い出て はならない。 かれらは 溺れ 死ぬ であろう。」 

38 . そこで かれは 方舟を 造り 始めた。 かれの 民の 首長たち は， その 側を 過ぎる 度に かれを 明 笑し 
た。 かれは 言った。 「仮令 あなたがたが （今） わたしたちを 嘲笑しても， いずれ あなたがたが 嘲 
笑す るよう に， きっと わたしたちが あなたがたを 嘲笑す るよう になろ。」 

39.  「あな たがた はやが て 恥 馬の 懲罰 が 誰に 来る か 知る であろう。 永久の 懲罰 が 誰の 上に 降り か 
かる かを。」 

40 . 遂に わが 命令は 下って， 大地の 諸 水が 堰を 切って 迸り 出た 時， われは 言った。 「すべての 生 
き 物の 一つが いと， 信仰者た ちと， あなたの 家族で 宣告が すでに 下された 者 以外を その 中に 乗せ 
なさい。」 だが かれと 共に 信仰した 者は 少なかった。 

41 •かれ （ヌ ーフ） は 言った。 「アッ ラーの 御名に よって， これに 乗れ。 航行に も 停泊に も それ 
によれ。 本当に わたしの 主は， 寛容に して 慈悲 深く あられる。」 

42 .方舟は かれらを 乗せて 山の ような 波の 上に 動き 出した。 その 時 ヌーフ は （皆から） 離れて い 
たかれの 息子に 叫んで 言った。 「息子よ， わたしと 一緒に 乗れ。 不信者た ちと 一緒にいて はなら 
ない。」 

43 •息子は （答えて） 言った。 「わたしは 山に 避難し よう。 それは （洪） 水から 救う であろう。 

」 かれ （ヌ ーフ） は 言った。 「今日は アッ ラ-の 御 命令に よって かれの 慈悲に 浴す る 者の 外は， 
何者 も 救われない。」 その 時 2 人の 間に 波が 来て， 息子は 溺れる 者の 1 人と なった。 

44 •御言 葉が あった。 「大地よ， 水を 飲 •込め。 天よ， （雨を） 降らす ことを 止めなさい。」 水 
は 引いて， 事態は 治まり， （舟は） ジュー ディー 山上に 乗り上げた。 また 仰せられた。 「不義を 
行う 民を 追い払え。」 

45 •ヌ -フ はかれの 主を 呼んで 申し上げた。 「主よ， わたしの 息子は （わが） 家の 一員です。 あ 
なた の 約束は 本当に 真実で， あなたは 裁決に 最も 優れた 御 方で あられます。」 

46 •かれは 仰せられた。 「ヌ ーフ よ， かれは 本当に あなたの 家族では ない。 かれの 行いは 正しく 
ない。 あなたの 知らない ことに 就いて， われに 求めて はならない。 われは あなたが 無知な 者と な 
らな いよ う 戒める。」 


130 


47 . かれは 申し上げた。 「主よ， 本当に わたし か 知り もしない ことに 就いて， あなたに 請い 求め 
ないよう， 御赦 しを 願います。 あなたが わたしを 御赦 しにな り， 慈悲を 与えられなければ， わた 
しは きっと， 失敗 者の 仲間になる でしよう。」 

48.  ( かれに） 御言 葉が あった。 r ヌーフ よ， われからの 平安に よって， （舟を） 降りなさい。 
あなたに 祝福 あれ， また あなた と共にい る 多くの 人々 の 上に も。 （外に） われが （少しの 間の 生 
活 を） 享受させる 人々 も あるが， 結局 かれらは われから 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

49 . これは われが あなたに 啓示した， 幽玄 界に 就いての 消息で ある。 あなた も あなたの 人々 も以 
前は それを 知らなかった。 だから 耐え忍べ。 （善） 果 は， 主を 畏れる 者に 帰す るので ある。 

50.  (われは） アー ドの 民に， その 同胞の フードを （遣わした）。 かれは 言った。 「わたしの 人 
びと よ， アツ ラーに 仕えなさい。 あなたがたには， かれの 外に 神は ない ので ある。 あなたがたは 

(神々 を） 捏造して いるに 過ぎない。 

51 •人び とよ， わたしは これ （消息） に対して， 何の 報酬 も あなたがたに 求めない。 わたしの 報 
酬 は， わたしを 創ら れ たかれの 御 許に だけ あるので ある。 あなたがたは それでも 悟らない のか。 

52 •わたしの 人び とよ， あなたがたの 主の 御赦 しを 請い 求め， 悔悟 才て かれに 返れ。 かれは あなた 
がた の 上に 天 （から 雲） を 送り， 豊かに 雨を 降らせ， あなたがたの 力に 更に 力を 添えられる。 だ 
から あなたがたは 背き 去って， 罪を 犯して はならない。」 

53 .かれらは 言った。 「フードよ， あなたは わたしたち にたった 一つの 明 証 すら， （笛？) さない。 
わたしたちは （単なる） あなたの 言葉の ために， わたしたちの 神々 を 捨てない。 また あなたの 信 
者に もなら ない。 

54 •わたしたちの 神々 の ある ものが， 邪悪な 言動で あなたを 魅惑した の だと 言う だけで ある。」 
かれは （答えて） 言った。 「わたしは， 立証を アツ ラーに 御 願いす る。 あなたが たも， わたしが 
(神々 を） 配す る ことに， 関り ない ことを 証言して 下さい。 

55 . かれ 以外 （の 神々 を 仲間と し） て， 皆で わたしに 対し 策謀しなさい。 何も 猶予は いらない。 

56 . わたしの 主で あり， あなたがたの 主で あられる アツ ラーを， わたしは 信頼す る。 凡ての 生き 
ものの 一つで も， アツ ラーが， その 前髪を （担？） まれない ものは ない。 本当に わたしの 主は， 
正しい 道の 上に おられる。 

57 . 仮令 あなたがたが 背き 去っても， わたしは あなたがたの ために， 与えられ たものを 既に 伝え 
た。 主は あなたがたの 代りに， 他の 民を 継がせられた。 あなたがたは 少しも， かれを 害する こと 
が 出来ない ので ある。 本当に わたしの 主は， 凡てを 見守られる。」 

58 . わが 命令が 下った 時， われの 慈悲に よって フー ドと かれと 共に 信仰す る 者たち は 救われた。 
われは 酪い 懲罰から， かれらを 救った ので ある。 

59 . これは， アード （の 民の こと） であった。 かれらは 主の 印を 拒否し， かれの 使徒たち に 背き 
, それぞれの 勢力 者， 頑迷な 反逆者の 命令に 従った。 
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60 .それで かれらは， 現世で も 復活の 日で も， 呪いに 付き纏われた。 ああ 見よ， 本当に アー ドは 
, かれらの 主を 信仰し なかった。 ああ 見よ， フードの 民 （の 視界から） アー ドは 消された。 


61. (われは） サ ムードの 民に， その 同胞 ザーリ フを （遺 わした）。 かれは 言った。 「わたしの 
人び とよ， アツ ラーに 仕えなさい。 かれの 外に， あなたがたに 神は ない ので ある。 かれは 大地 か 
ら あなたがたを 造化され， そこに 住まわせられた。 それで かれの 赦 しを 請い 願い， 悔悟して かれ 
に 返れ。 本当に わたしの 主は， 直ぐ 近くに おられ， （祈りに） 応えられる 御 方で ある。 

62 •かれらは 言った。 「ザ-リ フ よ， あなたは わたしたちの 中で， 以前 望 •を かけた 人物で あっ 
た。 （今） あなたは， わたしたちの 祖先が 仕えた ものに 仕える ことを 禁じる のか。 だが あなたが 
勧める 教えに 就いて， わたしたちは 真に 疑いを もっている。」 

63 .かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， 考えて •たの か， わたしが 主からの 証の 上に たち， か 
れ はわた しに， 親しく 慈悲を 与えられ るのに， もし わたしが かれに 従わないならば， 誰が アツ ラ 
- (の 怒り） から わたしを 救助す る ことが 出来よう か。 あなたがたは わたしを もっと 破滅して し 
まう だけで ある。」 

64 •わたしの 人び とよ， これは アツ ラーの 雌 ラク ダで， あなたがた に対する 一つの 印で ある。 ア 
ツ ラーの 大地で 放牧し， これに 害を 加えて はならない。 身近 かな 懲罰に 襲われない ようにし なさ 
い。 

65 . だが かれらは， その 膝の 腱を 切った。 それで かれ （ザーリ フ） は 言った。 「3 日の 間 あなたが 
たの 家で （生を） 楽しめ。 それは 偽りの ない 約束で ある。」 

66 . わが 命令が 下った 時， 慈悲に よって われは ザ-リ フ ならびに かれと 共に 信仰した 者たち を 救 
い， また その 日の 恥辱から も 救った。 本当に あなたの 主は， 強大に して 偉力 ならびなき 御 方で あ 
る。 


67 . —声 （懲罰） が， 不義の 者を 襲った。 かれらは 翌朝 その 家の 中で 俯して いた。 

68 . そこは まるで， 誰 一人 住んで いなかった かの ようであった。 サム ー ドの 人び とは， 主を 信じ 
なかった。 サム ー ドよ （アッ ラーの 慈悲から） 追放され よ。 

69 . わが 使徒たち が， イブ ラー ヒ- ムの 許に 来て， 吉報を （声？） した。 かれらは， 「平安 あれ 
。 」 と 言い， かれ も， 「平安 あれ。」 と 答え， 時を 移さず， 焼いた 仔牛で 持て成した。 

70 . だが かれらの 手が それに 伸びない のを 見て， かれは 不安に 感じ， かれらに 恐れを 抱いた。 か 
れらは 言った。 「恐れて はならない， 実は わたしたちは， ルー トの 民に 遣わされた 者で ある。」 

71 . その 時， かれ （イブ ラー ヒー ム） の 妻が 立って いて， 笑った ので， われは かの 女に イス ハー 
ク のこと， イス ハークの 後， ヤア コーブの （産れ る） 吉報を' えた。 

72 . かの 女は 言った。 「ああ， 情ない， わたしは 老婦 人で あり， この 夫 も 老人な のに （子が） 産 
めましょう か。 本当に これは 不思議な ことです。」 
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73 .かれらは 言った。 「おお， この 家の人び とよ， あなたがたは， アツ ラーの 命令に 驚く のか。 
アツ ラ-の 慈悲と 祝福が あなたがたの 上に あるよう に。 本当に かれは 讃美すべき 方， 栄光に 満ち 
た 方で あられる。」 

74 •それで イブ ラー ヒー ムの 恐れが 消え， 吉報が かれに 伝えられた 時， かれは ルー トの 民の ため 
にわれ に 歎願し 始めた。 

75 . 本当に イブ ラー ヒ- ム は， 辛抱強く， 心の 優しい， 梅 悟して （主に） 返った 者で ある。 

76.  (主は 仰せられた。） イブ ラー ヒー ム よ， この ことを 断念しなさい。 既に 主の 御 命令は 下っ 
ている。 避けられない 懲罰が， かれらに 下る ので ある。 

77 . われの 使徒たち が ルー トの 許に 来た 時， かれは （ルー トの 客人と しての） 使徒の ためにと て 
も 心を 悩まし， かれ 自身 （人び との 男色の 風習から） かれらを 守れない ことを 悲しんで， 「これ 
は 苦難の 日で ある。」 と 言った 〇 

78 . 人び と （ルートの 民） は 急いで かれの 許に 来た。 これまで かれらは， 汚らわしい 行い （男色 
行為） をして いたので， かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， ここに わたしの 娘たち がいる。 あ 
なた がた に とっては （娘たち と 結婚す る ことが） 最も 清浄で ある。 アツ ラーを 畏れなさい。 わた 
しの 賓客に 関して， わたしに 恥を かかせないで くれ。 あなたがたの 中に， 正しい 心の 者が 一人 も 
いないの か。」 

79 . かれらは 言った。 「わたしたちが あなたの 娘たち に， 求める 気のない ことを， あなたは よく 
知っている はずで ある。 また わたしたちが 望む もの も あなたに 分って いる。」 

80 . かれは （祈って） 言った。 「わたしに， あなたがたを 押える 力が あります よう。 もしくは 力 
強い 支持に あずかる ことが 出来ます ように。」 

81 •かれら （使徒たち） は 言った。 「ルー トよ 本当に わたしたちは， あなたの 主の 使徒で ある。 
かれらは 決して あなたに 手を 触れる ことは 出来ない。 それで 夜の 間に あなたの 家族を 連れて 出て 
行きなさい。 そして あなたがたの 中， 一人で も 後ろを 振り向いて はならない。 あなたの 妻は 別で 
ある。 かの 女は， かれら （ソ ドムの 住民） の 遭遇した ことに 遭遇す るであろう。 かれらに 定めら 
れた 時は， 早朝で ある。 朝は 近いでは ないか。」 

82 . それで わが 命令が 下った 時， われは それ （町） を 転覆し， その上に われは 幾重に も 焼いた 泥 
の 石を 雨と 降らせた。 

83.  (その 石には） アツ ラーの 御 許で， （懲罰の） 記号が 付けられ ていた。 それらは， 不義を 行 
う 者の 上に も 降り かかる ので ある。 

84.  (われは） また マド ヤンの 民に その 同胞の シュア イブを （遣わした）。 かれは 言った。 「わ 
たしの 人び とよ， アツ ラーに 仕えなさい。 あなたがたには， かれの 外に 神は ない ので ある。 また 
寸法 や 量目を 少なく しては ならない。 見たところ あなたがたは 繁栄して いるが， わたしは あなた 
がた に， （一切を） 取り巻く 日の 懲罰が 下る のを 恐れる。」 
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85.  r 人び とよ， 寸法 や 量目を 正確に 計れ， 人の 物を 欺き 取って はならない。 また 地上で 悪事を 
行って 退廃を (西？） しては ならない。 

86 •もし あなたがたが 信者なら ば， アツ ラーの （賜物で 手 もとに） 残された もの こそ， あなたが 
たのた めに 最も 善い ものである。 わたしは あなたがたの 見張り 人では ない。」 

87 . かれらは 言った。 r シュア イブよ， あなたの 祈る ところの ものは， わたしたちの 祖先が 崇拝 
した ものを 捨てる ように あなたに 命じた のか。 また 自分の 財産に 関し， 望 •通りに 処理して はな 
ら ない のか。 本当に あなたは， 親切に 正しい 道に 導く 者な のか。」 

88 . かれは （答えて） 言った。 「人び とよ， 考えて •なさい。 わたしが 主からの 証の 上に たち， 
また かれから 良い 御 恵 •を 与えられ ている （のに， 主の 啓示を 伝える ことを わたしが 怠ろう か） 

。 また あなたがたに 禁 した ことを， 陰で 行う ことを 望まない。 わたしの 請い 願う ところは， 只 力 
を 尽くして （世の中を） 矯正す る ことで あり， アツ ラーに よる 以外には わたしの 成功 〔タウ フィ 
ーク〕 はない ので ある。 わたしは かれに 信頼し， かれに 梅 悟して 返る。 

89 . 人び とよ， わたしに 異議を 唱えて 罪を 犯し ヌーフ の 民 や フードの 民， また ザ-リ フの 民が 陥 
ったのと 同じ （運命） に 陥って はならない。 ルー トの 民に いたっては， あなたがたと 余り 縁遠く 
はない。 

90 . それで あなたがたの 主の 御赦 しを 請い， 悔悟して かれに 返れ。 本当に わたしの 主は 慈悲 深く 
温情に あつい 御 方で ある。」 

91 . かれらは 言った。 「 シュア イブよ， あなたの 言う ことを まるで 理解 出来ない。 また わたした 
ちは， 本当に あなたは 頼りに ならない と 思う。 あなたの 同族 （のこと） を 考えなかったならば， 
わたしたちは きっと あなたを 石 打ちに したであろう。 あなたは わたしたちの 間では 無力な ので あ 
る。」 

92 . かれ （シュア イブ） は 言った。 「人び とよ， あなたがたは アツ ラーよりも， わたしの 同族の 
方を 重視す るの か。 かれを 無視して， あなたがたの 背後に 捨てる のか。 本当に わたしの 主は， あ 
なた がた の 行う ことを 取り囲まれる。 

93 •人び とよ， あなたがたは 自分の やり方で 行う がよ い。 わたしもまた （わたしの 務めを） 行う 
であろう。 やがて あなたがたは 知ろう。 誰に 恥ず べき 懲罰が 下る のか， また 誰が 偽った のかを。 
あなたがたは 待て， わたしもまた あなたがた と共に 待つ ものである。」 

94 . わが 命令が 下った 時， われの 慈悲に よって シュア イブと かれと 共 に 信仰 した 者たち は 救われ 
た。 だが 不義を 行った 者たち には 声 （懲罰） が 襲い， 翌朝 かれらは その 家の 中に， 俯して いた 

> 

95 . かれらは， まるで そこに 住んで いなかった かの ようであった。 丁度 サム ー ドが 滅びた ように 
マ ド ヤンは 滅びた。 

% •また われは， 印と 明瞭な 権威と を 授けて， ムーサーを 遺 わした。 


134 


97 .フィ ル アウンと その 首長たち に。 だが， かれらは フィ ル アウンの 命令に 従った。 しかし フィ 
ルア ウンの 命令は， 正し い 道に 導く ものではなかった。 

98 •復活の 日に かれ （フィル アウン） は， 人び とを 率いて 火獄に 導き 下る であろう。 何と 恐し い 
水 場で ある ことよ。 

99 .かれらは 現世に おいても 復務の 日に も 呪いに 付き纏われた。 何と 恐し い 賜物で ある ことよ。 

100 •これらは われが あなた （ムハンマド） に 語る， 昔の 村々 の 消息の 一部で ある。 その ある もの 
はなお 存 巧す るが， ある ものは 消滅した。 

101 . われが かれらを 損った のでは ない。 かれらが 自分自身を 損った ので ある。 アツ ラー 以外に か 
れらが 祈って いた 神々 は， あなたの 主の 命令が 下った 時， かれらに 何も 役立つ ことはなかった。 
只 破滅を 助長す る だけであった。 

102 . このように かれらが 悪を 行って いる 時， 村々 を 不意に 襲う ことが， あなたの 主の 捕え 方で あ 
る。 かれの 捕え 方は， 本当に 痛烈で あり 苛酷で ある。 

103 . 本当に この 中には 来世の 懲罰を 恐れる 者への 印が ある。 それは 人間が 一斉に 召集され る 日で 
あり， 立証 されるべき 日で ある。 

104 •それは 定められた 一期の ために 過ぎず， われは それを 遅延 させない。 

105 .その 日が 来れば， 誰も かれの 許しがなければ 発言す る ことは 出来ない。 かれらの 中の （ある 
者は） 惨で あり， また （ある 者は） 幸福で ある。 

106 •その 時 惨な 者たち は， 火獄の 中に いよう。 その 中で かれらは， ため息と すすり泣き （に 喘ぐ 
だけで ある）。 

107 . あなたの 主の 御 好 • にならない 以上， 天と地の 続く かぎり， その 中に 永遠に 住む であろう。 
本当に あなたの 主は， 御望 •のこと を （必ず） 成し遂げられる。 

108.  (その 日） 幸福な 者たち は 楽園に 入り， あなたの 主の 御 好 •による 以外， 天と地の 続く 限り 
, その 中に 永遠に 住む であろう。 限りない 賜物で ある。 

109 . だから これらの 人び とが 崇拝す る ものに 就いて， あなたは 思い煩う ことは ない。 かれらは 祖 
先が 以前に 仕えた ものに 仕える に過ぎない。 本当に われは， かれらの 得分を （少しも） 減らす こ 
となく 支給す る。 

110 . われは ムーサーに 啓 典を 授けた が， それに 就いて （ユダヤ人の 間に） 異論が あった。 あなた 
の 主から 前もって， 御言 葉が 下されて いなかったならば， その 事は かれらの 間で きっと 解決され 
たであろう。 だが 末に かれらは それに 就いて 不安な 疑いを 抱いて いる。 

111.  あなたの 主は かれらの 凡ての 言動に 対して， 十分に 報 われる。 本当に かれは， かれらの 行い 
を 熟知な される。 
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112 .それで あなたと， また あなたと 共に 梅 悟した 者が 命じられた ように， （正しい 道を） 堅く 守 
れ。 法を 越えて はならない。 かれは あなたがたの 行いを 御存知で あられる。 


113 .あな たがた は 悪を 行う 者を 頼りに しては ならない。 さもないと 業火が あなたを 捕える であろ 
う。 あなたがたには， アツ ラーの 外に 守護 者は なく， 助けられる こと もない。 

114 •礼拝は 昼間の 両端に おいて， また 夜の 初めの 時に， 務めを 守れ。 本当に 善行は， 悪行を 消滅 
させる。 これは （主を） 念じる 者に 対する 訓戒で ある。 

115 . 耐え忍べ。 本当に アツ ラーは， 善行 者への 報奨を 虚しく されない。 

116 . あなたがたよ り 以前の 世代の 者の 間には， 何故 かれらの 中 われが 救った 少数の 者を 除いては 

, 地上の 退廃を 押える 有徳な 者たち がいなかった のであろう か。 不義を 行う 者たち は， 享楽を 貪 
り 罪を 犯して いた。 

117 . あなたがたの 主は， そこの 居住 民が 矯正 （に 留意） する 間は， （単なる） 悪行の ために 都市 
を 滅ぼされない。 

118 . また あなたの 主の 御 心なら ば， かれは 人び とを 一つの ウン マに なされた であろう。 だが かれ 
らは 反目し あってい る。 

119 . あなたの 主が 慈悲を 垂れられる 者は 別で ある。 かれは そうなる ように， かれらを 創ら れ た。 
そして， 「われは 必ず ジンと 人間を 一緒にして， 地獄を 満たす。」 との 主の 御言 葉は 全うされた 
〇 

120 . 凡そ われが， 使徒たち の 消息に 就いて あなたに 語った ことは 凡て， あなたの 心を それで 堅固 
にす るた めの ものである。 その 中には 真理と 勧告， と 信仰す る 者への 訓戒が ある。 

121 . それで 不信仰 者に 言って やろ がいい。 「あなたがたは 自分の やり方で 行う がいい。 わたした 
ち も （自分の 務めを） 行う。 

122 . あなたがたは 待ちなさい。 わたしたち も 待って いる。」 

123 •天と地の 幽玄 界 は， アツ ラーの 有で あり， また 凡ての 事 （物の 決定） はかれに 帰属す る。 だ 
からかれ に 仕え， かれを 信頼しなさい。 主は あなたがたの 行う ことを， 疎かに なされない。 

SURA 12 •ユースフ 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ラー。 これらは 明瞭な 啓 典の 印で ある。 

2 •われは， アラビア 語の ク ルアー ンを 下した。 恐らく あなたがたは 悟る であろう。 

3 •われは この ク ルアー ンを あなたに 啓示し， 物語の 中の 最も 美しい ものを 語ろう。 あなた もこれ 
まで 気付かず にいた ものである。 
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4 .ユースフ がその 父 （ヤア コーブ） にこう 言った 時を 思え。 「父よ， わたしは （夢で） 11 の 星と 
太陽と 月を 見ました。 わたしは， それらが （皆） わたしに， サジ ダして いるのを 見ました。」 

5 •かれは 言った。 「息子よ， あなたの 夢を 兄たち に 話して はならない。 さもないと かれらは あな 
たに 対して 策謀を 企ら むであろう。 本当に 悪魔は 人間には 公然の 敵で ある。 

6 •このように 主は， あなたを 御 選びに なって， 出来事の 解釈を 教えられ， かれが 以前に， あなた 
の 祖先の イ ブラ ー ヒー ムや イス ハーク に 御 恵 •を 全うされた ように， あなたと ヤア コー ブの 子孫 
に それを 全うした ものである。 本当に あなたの 主は 全知に して 英明で あられる。」 

7 .本当に ユ-スフ とその 兄弟 （の 物語の 中） には， （真理を） 探求す る 者への 種々 の 印が ある。 

8 •かれら （兄たち） がこう 言った 時を 思え。 「ユースフ とその 弟は， わたしたちよりも 父に 寵愛 
されて いる。 だが わたしたちは 多勢の 仲間で ある。 父は 明らかに 間違って いる。」 

9.  (1 人が 言った。） 「ユ-スフを 殺す か， それとも かれを 何処か 外の 地に 追え。 そうすれば 父 
の 顔 （好意） は あなたがたに 向けられよう。 その後に， あなたがたは 正しい 者に なれる という も 
ので ある。」 

10 . かれらの 1 人の 者が 言った。 「ユースフを 殺害して はならない， もし あなたがたが どうしても 
そうした いなら， 寧ろ かれを 井戸の 底に 投げ込めば， 恐らく 何処かの 隊商に 拾い上げられる こと 
も ぁろう。」 

11 •かれらは 言った。 「父よ， 何故 あなたは ユースフを， わたしたちに 御 任せに ならない のです 
か， わたしたちは， 本当に かれに 好意を 寄せて いるではありません か。」 

12.  「明日 わたしたちと 一緒に かれを （野に） 行かせ， 遊んで 気を 晴らせる ようにして やって 下 
さい。 わたしたち はかれを 必ず 守ります。」 

13 . かれ （ヤア コーブ） は 言った。 「あなたがたが かれを 連れて行 くのは， わたしには どうも 心 
配で ある。 あなたがたが かれに 気を付けない 間に， 狼が かれを 食いは しない かと 恐れて いる。」 

14 •かれらは 言った。 「わたしたちは 多勢の 仲間 だから， もし 狼が かれを 食うよう なら， その 時 
はわた したち は 本当に おしまいです。」 

15 .こうして かれらは， かれ （ユースフ） を 連れて行った。 そして かれを 井戸の 底に 投げ込む こ 
とに 決めた 時， われは かれ （ユースフ） に 啓示した。 「あなたは 必ず かれらの （する） この 事を 
, かれらに 告げ 知らせる （日が） あろう。 その 時 かれらは （あなたに） 気付くまい。」 

16 •日が 暮れて かれらは， 泣きながら 父の 許に （帰って） 来た。 

17 . かれらは 言った。 「父よ， わたしたちは 栗い に 競争して 行き， ユースフを わたしたちの 品物 
のかた わらに 残して 置いた ところ， 狼が i 来て） かれを 食いました。 わたしたちは 真実を 報告し 
て も， あなたは わたしたちを 信じて は 下さらないで しょう。」 

18 . かれらは， かれ （ユースフ） の 下着を 偽りの 血で （汚し） 持って来た。 かれ （ヤア コーブ） 

は 言った。 「 いや， いや， あなたがたが 自分たち のために （大変な ことを 安易に 考えて）， こん 
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な ことにし たので ある。 それで （わたしと しては） 耐え忍ぶ のが 美徳 だ。 あなたがたの 述べる こ 
とに 就いては， （只） アツ ラーに 御 助けを 御 願いす る。」 

19 . そのうちに， 隊商が やって来て 水 扱 人を 遺 わし， かれは 釣瓶を 降ろした。 かれは 言った。 r 
ああ 吉報 だ， これは 少年 だ。 」 そこで かれらは 一つの 売 物にしよ うとして かれを 隠した。 だが ア 
ツ ラーは， かれらの 凡ての 行いを 熟知され る。 

20 . かれらは 僅かの 銀迂 でた だ 同然に かれを 売り払った。 かれらは， かれから 多くを 貪らな かっ 
た。 

21 •かれを 買った エジプトの 者は， その 妻に 言った。 「優しく かれを 待遇しなさい。 多分 かれは 
わたしたちを 益す る ことにな ろう。 それとも 養子に 取り立てても よい。」 こうして われは ユース 
フを この 国に 落ち着かせ， 出来事 （事象） の 意味のと り 方を かれに 教える ことにした。 凡そ アツ 
ラーは 御 自分の 思う ところに 十分な 力を 御 持ちに なられる。 だが 人び との 多くは 知らない。 

22 .かれが 成年に 達した 頃， われは 識見と 知識と を かれに 授けた。 このように われは 正しい行い 
をす る 者に 報いる。 

23 •かれの 起居す る 家の 夫人が， かれの 心を 惑わそう として， 戸を 閉めて 言った。 「さあ， あな 
たおいで なさい。」 かれは （祈って） 言った。 「アツ ラーよ， わたしを 御守り 下さい。 本当に か 
れ （あなたの 夫） は， 主人です。 わたしを 気持よ く 住ませて くれます。 本当に 不義の 徒は， 成功 
いたしません。」 

24 . 確かに かの 女は， かれに 求めた ので ある。 主の 明 証を 見なかった ならば， かれ も かの 女を 求 
めた であろう。 このよう にして われは， かれから 罪悪と 醜行を 遠ざけた。 本当に かれは， 謙虚で 
純真な （選ばれた） わが しもべの 一人で ある。 

25 . その 時 両人は 戸の 方で 相 競い， かの 女は 後ろから かれの 服を 引き裂き， かれら 両人は， 戸口 
でかの 女の 夫に 出会った。 かの 女は 言った。 「あなたの 家族 （妻） に 悪事を 行おうと した 者には 
, 投獄 か 痛ましい 懲罰の 外に どんな 応報が ありましょう。」 

26 . かれは 言った。 「奥様 こそ， わたしの 意に 反して， わたしを 御 求めに なりました。 」 その 時 
かの 女の 家族の 中の 一人が 証言した。 「もし かれの 服が 前から 裂けて いれば， 奥様が 真実で， か 
れは 嘘つきです。 

27 . だが かれの 服が， もし 後ろから 裂けて いれば， 奥 さまが 嘘を 御付きに なった ので， かれは 真 
実であります。」 

28 . 主人は， ユ-スフの 服が 後ろから 裂かれて いるのを 見て， 言った。 「これは あなたがた （婦 
人） の 悪 企 •だ。 本当に あなたがたの 悪 企 •は， 激しい ものである。 

29 . ユースフよ， これを 気にしないで くれ。 それから （妻よ）， あなたの 罪の 赦 しを 願いなさい 
。 本当に あなたは 罪深い 者で ある。」 
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30 .町の 婦人たち は （評判して） 言った。 「貴人の 奥様が， 青年の 意に 反し， 誘惑した そうよ。 
きっと 恋に 狂った のでし よう。 わたしたちは， 明らかに 奥様の 誤り だと 思います。」 


31 . かの 女は 婦人たち の 悪意の ある （陰口） を 聞く と， 使いを 遣わし， かの 女たち のために 宴席 
を 蝕け， 一人一 人に ナイフを 渡し， それから （ユースフに）， r かの 女たち の 前に 出て 行きな さ 
い。」 と 言った。 かの 女たち がかれ （ユースフ） を 見る と 驚歎し， （興奮して） その 手を 傷つけ 
て 言った。 「アツ ラーの （造化の） 完全無欠な ことよ， これは 人間では ない。 これは 貴い 天使で 
なくて 何でし よう。」 

32 . かの 女は 言った。 「この 人よ， あなたがたが わたしを 謗る のは。 確かに わたしが 引っ張って 
かれに 求めた の。 でも かれは 貞節を 守った のよ。 でも （今度） もし かれが あたしの 命令を 守らな 
いなら， きっと 投獄され て， 汚名を 被る でしょう。」 

33 •かれ （ユースフ） は 言った。 r 主よ， わたしは かの 女たち が 誘惑す る ものよりも， 牢獄が 向 
いています。 あなたが もし かの 女たち の 悪 企 •を， わたしから 取り除いて 下さらなければ， わた 
しは （若年の 弱さで） かの 女たち に 傾いて， 無道な 者になる でしよう。」 

34 . それで 主は かれ （の 祈り） を 受け入れ， かの 女たち の 悪 企 •を かれから 取り払われた。 本当 
にかれ は 全 聴に して 全知で あられる。 

35 . そこで かの 女たち は （かれが 潔白で ある j 証拠を 見て いながら， しばらく かれを 投獄し よう （ 
それが かの 女たち のために 良い） と 思った。 

36 . その 時 2 人の 若者が， かれと 共に 下獄した。 その 1 人が 言った。 「わたしは 酒を 絞る のを （夢 
に） 見ました。」 また 外の 者は 言った。 「わたしは （夢に） 自分の 頭の 上に パンを 乗せて 運んで 
いると， 鳥が それを 琢 むのを 見ました。 わたしたちに その 意味を 解いて 下さい。 御 見かけし たと 
ころ， あなたは 善い行いを される 方です。」 

37 . かれ （ユ-スフ） は 答えて 言った。 r あなたがた 2 人に 支給され る 食事が 来る 前に， わたしは 
必ず その 解釈を 告げよう。 それは わたしの 主が 教えて 下さる ので ある。 わたしは アツ ラーを 信じ 
ず， また 来世を 認めない 不信心 者たち の 信条を 捨てた ので ある。 

38 . そして わたしは 祖先， イブ ラー ヒー ム， イス ハーク また ヤア コーブの 信条に 従う。 わたした 
ちは， アツ ラーに どんな 同位 者 も 決して 配すべき ではない。 これは わたしたち， また 凡ての 人び 
とに 与えられた アツ ラーの 恩恵で ある。 だが 人び との 多く はこれ に 感謝し ない。 

39.2 人の 獄の 友よ （わたしは あなたがたに 尋ねる）。 雑多の 神々 がよ いの か， それとも 唯一に し 
て 全能で あられる アツ ラーな のか。 

40 .かれに 仕えないならば， あなたがた とその 祖先が 命名した， （只の） 名称に 仕える に 過ぎな 
い。 アツ ラーは それに 対し 権能を 与えて はいない。 大権は アツ ラーに だけ 属し， あなたがた はか 
れ 以外の 何ものに も 仕えて はならない と （アツ ラーは） 命じて いる。 これ こそ 正しい 教えで ある 
。 だが 人び との 多くは 知らない。 
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41.2 人の 獄の 友よ， あなたがたの 中 1 人に 就いて いえば， 主人の ために 酒を 注ぐ であろう。 また 
外の 1 人に 就いては， 十字架に かけられて， 鳥が その 頭から 啄 むであろう。 あなたがた 2 人が 尋ね 
たことは， こう 判断され る。」 

42 . そして 2 人の 中， 釈放され ると 思われる 者に 言った。 「あなたの 主人に わたしの ことを 告げな 
さい。」 だが 悪魔は， かれが かれ （ユースフ） のこと を その 主人に 告げる のを 忘れさせた。 それ 
でかれ は， なお 数年間 獄中に 留まった。 

43.  (ヱ ジプ トの） 王が 言った。 「 わたしは 7 頭の 肥えた 牛が， 7 頭の 療た 牛に 食われて いるのを 
(夢に） 見ました。 また 穀物の 7 穂が 緑で， 他 （の 7 穂） が 枯れて いるのを 見ました。 首長たち よ 

, あなたがたが 夢を 解け 得るならば， この わたしの 夢を 解釈して 下さい。」 

44 . かれらは （答えて） 言った。 「複雑な 夢です。 わたしたちは 夢の 解釈は 不得手です。」 

45 •ところが 2 人の 中の （獄 から） 釈放され た 者が， 時を 経て 思い出して 言った。 「 わたしが その 
解釈を あなた かたに 知らせ ましよう。 それで （まず） わたしを 行かせて 下さい。」 

46. (かれは 牢獄に 来て 言った。） 「ユースフよ， 誠実な 人よ， わたしたちに 解いて 下さい。 7 頭 
の 肥えた 牛を， 7 頭の 療た 牛が 食べ， また 7 つの 緑の 穀物の 穂と， 外の （7 つの） 枯れた ものと （ 
の 夢） を。 わたしは 人び との 処に 帰って， かれらに 理解 させたい。」 

47 •かれは 言った。 「あなたがたは 7 年の 間， 例年の ように 種を 播き なさい。 だが 刈り取った もの 
は， あなたがたが 食べる のに 必要な 少量を 陳 いて， （残りを） 籾の まま 貯蔵しなさい。 

48 . それから， その後 7 年 (にわた る） 厳しい （年） が 来て， あなたがたが かれらの ため 以前に 貯 
蔵した ものを 食べ， 貯える ものの 少量 （を 残す） に過ぎないであろう。 

49 . それから その後に 来る 1 年には， 人び とに 豊かな 雨が あり， たっぷり （果汁を） 萎る であろう 
〇 」 

50 . 王は （命じて） 言った。 「かれを わたしの 所に 連れて来なさい。」 それで 使いが ユ-スフの 
所に 来た 時， かれは 言った。 「あなたは 引き返して， あの 手を 傷つけた 婦人たち （の 心境） は ど 
うなって いるの か， 主人に 尋ねなさい。 わたしの 主は， かの 女たち の 悪 企 •を 知って おられる。 

J 

51 . かれ （王） は， （婦人たち に） 言った。 「あなたがたが ユ-スフを 誘惑した 時， 結局 どうで 
あった のか。」 かの 女たち は， 「アッ ラーは 完全無欠で あられます。 かれ （ユースフ） には， 何 
の 悪い こと もない のを 存じて います。」 と 言った。 貴人の 妻は 言った。 r 今， 真実が （皆に） 明 
ら かにな りました。 かれを 誘惑した のは わたしです。 本当に かれは 誠実 （高潔） な 人物です。」 

52 . かれ （ユースフ） は 言った。 「これは かれ （主人） に， かれの 不巧中 わたしが 決して 裏切ら 
ない ことを 知らせ， また アツ ラーが 裏切り者の 悪 企 • を 決して 御 助けに なられない ことを 知らせ 
るた めです。 
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53 .また わたし 自身， 無欠とは いえません が， 主が 慈悲を かけた 以外の （人間の） 魂は 悪に傾き 
やすいの です。 本当に わたしの 主は 寛容に して 慈悲 深く あられます」 


54.  (これらの 報告を 聞いて） 王は 言った。 「かれを わたしの 許に 連れて 参れ。 わたしは 側近と 
して かれを 引き立てよう。」 そこで かれ （王） は， かれ （ユースフ） と 話を 交した 後， 言った。 
「今日 あなたは， 確かに わたしの 側近で ある。 高位に つけられ， 信頼され ている ので ある。」 

55 . かれ （ユースフ） は 言った。 「わたしを この 国の 財 庫 （の 管理者） に 任命して 下さい。 わた 
しは 本当に 知識 ある 管財 者です。」 

56 . こうして われは， この 国に おいて ユースフに 権力を 授けた。 それで かれは， 意の ままに エジ 
プ トの 国中を 何時でも 何処に でも 住む ことが 出来た。 われは 欲する 者に 慈悲を 施す。 また 善行を 
なす 者への 報奨を 虚しく しない。 

57 . 信仰して， 絶えず 主を 畏れる 者には， 来世に おける 報奨 こそ 最も 優れた ものである。 

58 . その 中 ユ-スフの 兄たち が 来て， かれの 前に 罷り出た。 かれ （ユ-スフ） はかれら を 認めた 
が， かれら （兄たち） の 方は かれに 気付かなかった。 

59 . かれは 食料を かれらに 与えてから 言った。 「あなたがたと 同じ 父親の， 兄弟を 1 人 わたしの も 
とに 連れて来なさい。 あなたがたは， わたしが 十分に 計量した のを 見なかった のか。 それは わた 
しの 最上の 持て成しでは ないか。 


60 •もし あなたがたが かれを 連れて来ないなら， あなたがたは わたしの 所で （殻 物を） 計っても 
ら えず， わたしに 近付く こと も 出来ない。」 

61 . かれらは 言った。 「かれ （弟） に 就いて 父を 納得 させ， 必ず それを 実行いた しましょう。」 

62 . それから かれ （ユースフ） は， その 部下に （命じて） 言った。 「かれらの （穀物と 交換して 
払った） 代価を かれらの 袋に 入れて 置け。 かれらは 家に 帰り それを 見て， 恐らく 戻って 来る であ 
ろう。」 

63 . かれらは 父のと ころに 帰って 言った。 「父よ， わたしたちは （穀物を） 計る ことを 拒否され 
ました。 弟を わたしたちと〜 緒に 行かせて 下さい。 そうすれば 計って 貰えます。 わたしたちは （ 
どんな 危険が あっても） 必ず かれを 守ります。」 

64 •かれ （ヤア コーブ） は 言った。 「わたしは 以前に かれの 兄 （ユースフ） に 就いて あなたがた 
を 信用した 以上に， かれに 就いて あなたがたを 信用 出来よう か。 だが アッ ラーは 最も 能く （かれ 
を） 守られる。 かれ こそは， 慈悲 深い 御 方の 中で も 最大の 慈悲 深い 御 方で あられる。」 

65 .かれらが 荷物を 開く と， 代価が かれらに 返されて いるのを 見付けた。 かれらは 言った。 「父 
よ， わたしたちは （この 上） 何を 望 •ましょう。 この 代価が わたしたちに 戻されて います。 家族 
に （もっと） 蓄えが 貰えます。 弟を 守り， ラク ダ 1 頭分の 増配を 得 （て 帰） るでしょう。 そのく 
らいは， 難なく 手に入る でしよう。」 


141 


66 . かれは 言った。 「あなたがたが， 避け 難い 障害に 取り囲まれた 場合の 外 必ず かれを 連れて 戻 
ると， アツ ラーに かけて 約束し ない 限り， わたしは かれを あなたがたと 一緒に 決して やらないで 
あろう。」 こうして かれらが かれに 厳粛に 誓った 時， かれは 言った。 「アツ ラーは， わたしたち 
の 言った ことの 監視者で あられる。」 

67 . 更に かれは 言った。 「息子たち よ， （町に 入る 時は 皆が） 1 つの 門から 入って はならない。 あ 
なた がた は 別々 の 門から 入りなさい。 だが （この 用心は）， アツ ラーに 対しては， あなたがたに 
何も 役立たないで あろう。 裁定は， 只 アツ ラーに 属する。 かれに わたしは 信頼した。 凡ての 頼る 
者は， かれに こそ 頼るべき である。」 

68 . かれらは 父の 命じた やり方で 入った。 それは， アツ ラー （の 計画） に 対し， 何の 役に も 立た 
なかった。 只ヤア コ-ブ 自身に 必要な 気休めに 過ぎなかった。 かれは われが 教えた ので， 知識を 
持って いた。 だが 人び との 多くは 知らない。 

69 . さて かれらが ユ-スフの 許に 行った 時， かれは その 弟を 規 しく 迎えて 言った。 「わたしは あ 
なた の 兄です。 今まで かれら （兄たち） がして きた ことに， 心を 悩まして はならない。」 

70 . かれ （ユ-スフ） が， かれらに 配給を し 終った 時， かれは 弟の 袋の 中に 盃を 入れた。 やがて 
， ある 者が 呼びかけた。 「隊商よ， あなたがたは 確かに 泥棒です。」 

71 . かれらは 振り向いて 言った。 「 あなたがたの 何が なくなりました か。」 

72 . かれらは 言った。 「わたしたちは， 王様の 盃を なくした のです。 それを 持って •ス 者には ラク 
ダの 一頭 分の 荷 （を 与える） でしょう。 わたしが その 保証人です。」 

73 . かれらは 言った。 「アツ ラーに かけて 誓います。 わたしたち はこの 国で， 悪事を 働く 為に 来 
たのでは ない ことを， あなたがたは 既に 御存じです。 わたしたちは， 盗 •は 致しません。」 

74 •かれらは 言った。 「あなたがたが 墟 つきで あったら， その （盗 •の） 処罰は 何とし ようか。 

J 

75 . かれら （兄たち は 答えて） 言った。 r その 処罰は， 誰でも 袋の 中から （盃 が） 発見され た 者 
であります。 かれが， その 償いです。 このように， わたしたちは 悪を 行う 者を 罰します。」 

76 . それで かれ （ユースフ） は， 弟の 袋 （の 検査） をす る 前に， かれらの 袋を （調べ） 始めた。 
そして （最後に） 弟の 袋から， それを 捜し出した。 われは このように， ユースフに 策略を 授けた 
。 アツ ラーが 望まれる 以外には， かれは 弟を （エジプト 国） 王の 法律の 下で 抑留す る ことが 出来 
なかった ので ある。 われは 欲する 者の （英知の） 階 位を 高める。 だが 全知 者 （アツ ラー） はいる 
〇 

77 . かれらは 言った。 「もし かれが 盗んだ とすれば， かれの 兄 も 以前 確かに 盗 •をし ました。」 
しかし ユースフは これらの ことを 自分の 心に 秘めて， かれらに それ （秘密） を 漏さなかった。 か 
れは （独り言の ように） 言った。 「事情は あなたがたに 不利で ある。 アツ ラーは あなたがたの 語 
る 真実を 最も 能く 知って おられる。」 
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78 . かれらは 言った。 「申し上げ ますが， かれには 大変 年老いた 父親が あります。 それで かれの 
代りに， わたしたちの 1 人を 拘留して 下さい。 御 見う けした ところ， あなたは 本当に 善い行いを 
なさる 方で ございます。」 

79 . かれは 言った。 「アツ ラーは， わたしたちの 物を， その 許で 見付けた 者 以外は， （誰も） 捕 
える ことを 禁じられる。 （もしそう しないと） 本当に わたしたちは， 不義を 行う ことになる であ 
ろう。」 

80 . そこで かれらは， かれ （の 引き取り） に 望 •がない ことを 知り， 密に 協議した。 かれらの 中 
の最 年長の 者が 言った。 「あなたがたは， 父が アツ ラー （の 御名） によって 誓いを たて， また 以 
前 ユースフの ことに 就いても， どのような 誤りを 犯した かを 考えない のか。 それで 父が わたしを 
許す か， また アツ ラーが わたしたちを 御 裁き 下さる まで， わたしは 決して この 地を 離れない であ 
ろう。 かれは 最も 優れた 裁決 者で あられる。 

81 . あなたがたは 父の もとに 帰って 言いなさい。 『父よ， あなたの 子は， 本当に 盗 •をし ました 

。 わたしたちは， 唯 知っている ことの 外は 証明 出来ません。 また 目に 見て いない ことに 対しては 
, どうしよう もなかった のです。 

82 . それで （あなたは）， わたした ちがいた 町て 尋ねる か， または そこを 往来した 隊商に 問いな 
さい。 わたしたちは 真実を 言って いる （ことが 分ります）』。」 

83 . かれ （ヤア コーブ） は 言った。 「いや 嘘で ある。 あなたがた 自身の ため 事件を 工夫して 作っ 
たに 過ぎない。 だが 耐え忍ぶ こそ （わたしには） 美徳で ある。 或は アツ ラーが， かれらを 皆 わた 
しに 御 送りになる かもしれ ない。 かれは 本当に 全知に して 英明で あられる。」 

84 •かれは かれらから 離れて 言った。 「ああ， わたしは ユースフの ことを 思う と， 悲しくて なら 
ない。」 かれ （父） の 両目は 悲嘆の 余り 自く なり， 物思いに 沈んだ。 

85 . かれらは 言った。 「アツ ラーに かけて 申し上げます。 あなたは ユースフを 思う ことを 止めな 
ければ， 重態に 陥， 或は 死んで しまいます。」 

86 . かれは 言った。 「わたしは 只 アツ ラーに 対し， わが 悲嘆と 苦悩と を 訴えて いる 丈で ある。 わ 
たしは， あなたがたが 知らない ことを， アツ ラーから 教わって いる。 

87 . 息子た ちよ， あなたがたは 出掛けて ユースフ とその 弟の 消息を 尋ねなさい。 アツ ラ- の 情け 
深い 御 恵 • に 決して 絶望して はならない。 不信心な 者の 外は， アツ ラーの 情け深い 御 恵 • に 絶望 
しない。」 

88 . それで かれらは， （また） かれ （ユースフ） の 許に やって来て 言った。 「申し上げます。 災 
難 （機 （鐘？）） がわた したち と 一族の 者に 降り かかった ので， ほんの 粗末な 品を 持って 参い り 
ました。 （桝？ ） 目を 十分に して， わたしたちに 施して 下さい。 本当に アツ ラーは 施しを 与える 
者を 報 われます。」 

89 . かれは 言った。 「あなたがたが 無道の 余り， ユースフ とその 弟に どんな ことを した か 知って 
いるの か。」 
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90 . かれらは 驚いて 言った。 「すると 本当に あなたは， ユースフ なのです か。 」 かれは 言った。 
「わたしは ユースフです。 これは わたしの 弟です。 アツ ラーは 確かに わたしたちに 恵 •深く あら 

れ る。 本当に 主を 畏れ， 堅忍であるなら ば， アツ ラーは 決して 善行の 徒への 報奨を， 虚しくな さ 
れ ない。」 

91 . かれらは 言った。 「アツ ラーに かけて。 本当に アツ ラーは わたしたちの 上に， あなたを 御 引 
き 立てな された。 わたしたちは 本当に 罪深い 者です。」 

92 . かれは 言った。 「今日 あなたがたを， （取り立てて） 咎める ことはありません 。アツ ラーは 
あなたがたを 御赦 しになる でしよう。 かれは 慈悲 深き 御 方の 中で も 最も 優れた 慈悲 深き 御 方で あ 
られ ます。 

93 •あなたがたは わたしの この 下着を 持って （帰り）， わたしの 父の 顔に 投げ かけなさい。 かれ 
は 眼が 見える ようになろう。 それから あなたがたは， 家族 揃って わたしの 処に 来なさい。」 

94 •隊商が （エジプトを） たった 時， かれらの 父は （左右の 者に） 言った。 「わたしは 確かに ユ 
ー スフの 匂を 嗅いだ。 だが あなたがたは， 老衰の せいだと 思う であろう」 

95 .かれらは 言った。 「アツ ラーに かけて， 全く それは あなたの （いつもの） 老いの 迷いです。 

J 

% .それから 吉報を 伝える 者が （帰って） 来て， （下着を） かれの 顔に 投げ かける と， 直 かれは 
視力を 回復した。 かれは 言った。 r わたしは あなたがたに 言わなかった か。 あなたがたが 知らな 
いこと を， わたしは アツ ラーから （の 啓示で） 知っている。」 

97 . かれらは 言った。 r 父よ， わたしたちの ために， 罪の 御 放しを 祈って 下さい。 わたしたちは 
本当に 罪深い 者でした。」 

98 . かれは 言った。 「それでは わたしは あなたがたの ため， わが 主に 御 放しを 願って やろう。 本 
当に かれは， 寛容で 慈悲 深く あられる。」 

99 . やがて かれらが ユ-スフの 許に 来た 時， かれは 両親を 親しく 迎えて 言った。 「もし アツ ラー 
が 御望 •なら， 安らかに エジプトに 御 入りなさい。」 

100 •かれは 両親を 高座に 上らせた。 すると 一同は かれに ひれ 伏した。 すると かれは 言った。 「わ 
たしの 父よ， これが 往年の わたしの 夢の 解釈です。 わが 主は， それを 真実に なさい ました。 本当 
にかれ は， わたしに 恩寵を 与え， 年獄 から わたしを 御 出しに なり， また 悪魔が， わたしと 兄弟と 
の 間に 微妙な 敵意を かきたてた 後， 砂漠から あなたがたを 連れて来られた のであります。 わが 主 
は， 御望 •の 者には 情け深く あられます。 本当に かれは 全知に して 英明で あられます。 

101 .主よ， あなたは わたしに 権能を 授けられ， また 出来事の 解釈を 御 教えに なりました。 天と地 
の 創造の 主よ， あなたは 現世と 来世での わたしの 守護 者です。 あなたは， わたしを ムス リムと し 
て 死なせ， 正義の 徒の 中に 加えて 下さい。」 
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102 . これは われが あなた （ムハンマド） に 啓示した， 幽玄 界の 消息の 一つで ある。 かれらが （ユ 
ー スフに 対する） 計画を 策謀した 時， あなたは かれらと （その 場に） いなかった。 

103 . 仮令 あなたが 如何に 望んでも， 人び との 多くは 信じないで あろう。 

104 •あなたは それ （使命） に 対し， どんな 報酬 も かれらに 求めない。 これは， 全人 類への 訓戒に 
外なら ない。 

105 .天と地の 間には， （アッ ラ-の 唯一 性 や 神慮に 関し） 如何にも 多くの 印が ある。 かれらは そ 
の 側を 過ぎる の だが， それらから （顔を） 背ける。 

106 •かれ らの 多くは， アッ ラー を 多 神の 1 つ としてし か 信仰 しない。 

107 . かれらに 下る アッ ラーの 懲罰が 覆い かかる こと に 対し， ま たかれら が 気付かない 間に 突然 来 
る 時に 対し， かれらは 安心 出来る のか。 

108 . 言って やる がいい。 「これ こそ わたしの 道。 わたし も， わたしに 従う 者たち も 明瞭な 証拠の 
上に 立って， アッ ラーに 呼びかける。 アッ ラーに 讚え あれ。 わたしたちは 多 神を 信じる 者では な 
い。」 

109 . われは あなた 以前に も， 町に 住む 者の 中から （特に 選んで）， われが 啓示を 授けた 人間 以外 
は， （預言者と して） 遺 わさなかった。 かれら （マッカの 人び と） は， 地上を 旅して， 以前の 者 
たちの 最後が， どんな （悲惨な） ものであった かを 観察して いるでは ないか。 本当に 主を 畏れる 
者に 対する， 来世の 住まい こそ 最上で ある。 あなたがたは 悟らない のか。 

110.  (ムハンマド 以前の） 使徒たち が （遺 わされた 民の もとで） 一切の 希望を 失った 時， そして 
かれら （使徒たち） が （不信仰 者に 対する アッ ラーからの 勝利の 約束の） 期待が 持て なくなった 
と 思い込んだ 時， われの 助けが かれら （使徒） に 下り， われの 欲する 者に 救いは 来る ので ある。 
只 罪を 犯した 者は， わが 懲罰は 免れられない。 

111 . 本当に かれらの 物語の 中には， 思慮 ある 人び とへの 教訓が ある。 これは 作られた 事柄では な 
く， 以前に あった もの （啓 典） の 確証で あり， 凡ゆる 事象の 詳細な 解明で あり， また 信仰す る 者 
への 導き， 慈悲と もなる。 

SURA 13 .雷電 章 〔アッ •ラ アド〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ミー ム •ラー。 これは 啓 典の 印で ある。 そして それは 主から， あなたに 啓示 
された 真理で ある。 だが 人び との 多くは 信じない。 

2 •アッ ラー こそは， あなたがたには 見える 柱 もなくて， 諸 天を 掲げられた 方で ある。 それから か 
れ は， （大権の） 御座に 鎮座な され， 太陽 や 月を 従わせられる。 （だから） 各々 の 定められた 時 
期まで 運行す る。 かれが 凡ての 事物を 規制 統御し， 種々 の 印を 詳しく述べられる。 必ず あなたが 
たに 主との 会見に 就いて 確信させる ためで ある。 


145 


3 •かれ こそは 大地を 広げ， その上に 山々 や 河川を 配置され た 方で ある。 また かれは そこで， 凡て 
の 果実を 2 つ （雌雄） の 対に なされた。 また 夜で もって 昼を 覆わされる。 本当に この 中には， 反 
省す る 人び とへの 印が ある。 

4 .また 地上には， 隣り合う （が 相異っ た） 地域が ある。 ブ ドウの 園， 殻 物の 畑， 一つの 根から 出 
た， またはそう でない ナツメ ヤシの 木， 同じ 水で 灌漑 されても， 食物と して ある ものを 外の もの 
よりも 優れた ものに なさる。 本当に この 中には， 理性 ある 人び とに とって 印が あろ。 

5 •もし あなたが 不思議に 思う のなら， 「わたしたちが （現実に） 土に なった 時， わたしたちは 本 
当に 新しく 創造され るであろう か。」 とかれら の 言う ことこ そ 不思議で ある。 これらは 主を 信じ 
ない 者で ある。 かれらは その 首に 枷が かけられる 火獄の 仲間で， その 中に 永遠に 住む 者で ある。 

6 •かれらは （多くの） 見せしめの 例が かれら 以前に あるのに あなたに 幸福よりも， 寧ろ 災厄を 急 
いで 求める。 しかし あなたの 主は 人間の 悪い行いに 対し 本当に 寛容で あり， また あなたの 主は， 
懲罰に も 本当に 痛烈で ある。 

7 .信じない 者たち は， 「何故 主から かれらに 一つの 印 も 下らない のだろう か。」 と言う。 あなた 
は 一人の 警告 者に 過ぎない。 各々 の 民には 一人の 導き手が ある。 

8 •アツ ラ-は 各々 の 女性が， 妊娠す るのを 知って おられ， また その 子宮の （胎児の 時が） 直ぐ 終 
るか， また 延びる かを 知って おられる。 凡ての ことは， かれの 御 許で 測られて いる。 

9 •かれは 幽玄 界も 現象界 も 知って おられる 方， 偉大に して 至高の 方で あられる。 

10 . あなたがたが 言葉を 隠しても， また 声を 出して 言っても， あるいは 夜間に 隱れて も， また 昼 
間 公然と 出かけても， （全知の 主に おいては） 同じ ことで ある。 

11 . 各人には， 前から も 後ろから も， 次から 次に （天使） が 付いていて， アツ ラーの 御 命令に よ 

り 監視して いる。 本当に アツ ラーは， 人が 自ら 変えない 限り， 決して 人び と （の 運命） を 変えら 
れ ない。 だが アツ ラーが （一度） 人び とに 災難を 下そうと 御望 •になれば， それは 決して 避ける 
ことは 出来ない。 かれらには， かれの 外に 守護 者は ない ので ある。 

12 •かれ こそは 稲妻を 現わして あなたがたに 恐れと 希望を 抱かせられ， （雨を 含む） 重い 雲を 起 
こさせられる 方で ある。 

13 . 雷は かれを 譲え て唱 念し， また 天使たち も かれを 畏れて 唱念 する。 かれは 雷鳴を 送られ， か 
れらが アツ ラーに 就いて 論争して いる 間に， これで かれの 御 好 •の 者を 撃たれる。 かれは 力 ある 
強烈な 方で ある。 

14 . 真実の 祈りは かれに （だけ 祈る ことで） ある。 かれの 外に かれらが 祈る ものは， 決して かれ 
らに 答えない。 丁度 両手を 水に 差し伸べて， それが 自分の 口に 届く （のを 望む） ような もので， 
それは かれに 届かない。 信仰がない 者の 祈りは， （心が） 迷って いる （ので 無益な こと） に 過ぎ 
ない。 
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15 •天と地 上で 凡ての ものは， 好む と 好まない とに 拘ら ず， また かれらの 影 も， 朝夕， アツ ラー 
にサジ ダす る。 〔サジ ダ〕 

16 •言って やる がいい。 「天と地の 主は 誰で あるの か。 」 言って やる がいい。 「アツ ラーで あら 
れ る。」 言って やる がいい。 「あなたがた はかれの 外に， 自分自身 にさえ 益 も 害 も （君?) せない 
ものたち を 保護者と する のか。 」 言って やる がいい。 「盲人と 晴眼者は 同じで あるの か。 また 暗 
黒と 光明とは 同じで あるの か。 かれらは アツ ラーが 創造され たような 創ら れ たものを， かれと 同 
位に 配す る。 それで かれらには 創造の 意味が 疑わしく なった のか。 」 言って やる がいい。 「アツ 
ラーは 凡ての ものの 創造者で あり， かれは 唯一に して 全能で あられる。」 

17 . かれが 天から 雨を 降らせられれば， その 量に 応じて 谷を 流れ， 奔流は 浮ぶ 泡を 乗せて 運び去 
る。 また 装飾品 や 道具を 造る ために （金属） を 火に かけても， それと 同じ (泡?） （が 出来る）。 
このように アツ ラーは， 真実と 虚偽と を 提示な される。 （泡?) は 塵の ように 消え去る。 だが 人類 
を 益す る ものは， 地上に 残る。 アツ ラーは このように， 種々 の 譬えで 説き明かされる。 

18 . かれらの 主に 答える 者には 善 賞が あり， かれに 答えない 者には， かれらが 天地の 凡ての もの 
を 所有し， または それに 倍す る ものを もち， 罪を 贖うた めに 提供しても （無益で ある）。 かれら 
に とっては， 悪い 清算であろう。 その 住まいは 地獄で ある。 その 臥床の 何と 悲惨な ことよ。 

19 . 主から あなたに 下された ものが， 真理で ある ことを 知る 者と， （盲人が 物を 見られな いよう 
に） 

物事を 見られない 者と 同じ （ように 報いられる） であろう か。 心 ある 者 だけが， 訓戒を 受け入れ 
る ことが 出来る。 

20.  (即ち） アツ ラーの 約束を 全うし 契約に 違反し ないで， 

21 •結ばれる よう アツ ラーが 命じられる 者と 一緒にな り， 主を 畏敬し， （審判の 日の） 悪い 清算 
を 恐れる 者で ある。 

22 . また 主の 御顔を 求めて 耐え忍び， 礼拝の 務めを 守り， われが 糧 のために 与えた ものの 中から 
, 陰に陽に 施し， また 善に よって 悪を 退ける ような 者は， （善） 果の 住まいを 得る。 

23 . かれらは， その 祖先と 配偶者と 子孫の 中の 善行に 励む 者と 一緒に， ア ドン （エデン） の 園に 
入る であろう。 そして 天使たち も 各々 の 門から かれらの 許に 入 （ってこう 挨拶す） るであろう。 

24.  「 あなたが よく 耐え忍んだ 故に， あなたがたの 上に 平安 あれ。 まあ 何と 善美な 終末の 住まい 
である ことよ。」 

25 . だが アツ ラーに 誓った 後， その 契約を 破り， アツ ラーが 結べと 命じられる 者と 縁を 切り， 地 
上で 悪を 行った 者には 呪いが あり， 悪い 住まいに 入る であろう。 

26 . アツ ラーは 御 心に 適う 者に 豊かに 糧を 与え， また 乏しく も 授けられる。 （かれらは） 

現世の 生活を 楽しむ。 だが 現世の 生活は， 来世では， （はかない） 享楽に 過ぎない。 
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27 •信じない 者は 言う。 「何故 主からの 印が， かれ （ムハンマド） に 下されな いのです か。 」 言 
って やる がいい。 「本当に アツ ラーは， 御 好 •の 者を 迷う に 任せ， 梅 悟して かれに 返る 者を 導か 
れ る。 

28 .これらの 信仰した 者たち は， アツ ラーを 唱 念し， 心の 安らぎを 得る。 アツ ラーを 唱念 する こ 
とに より， 心の 安らぎが 得られない はずがない ので ある。」 

29 •信仰して， 善行に 励む 者に とっては， 至福 〔ト ゥー バ-〕 が かれらの もので あり， 善美な 所 
が （究極の） 帰り 所で ある。 

30 . そこで われは， 以前に 多くの 民衆が 滅び 去った 民の 中に， あなたを 遺 わした。 それは われが 
啓示に よって あなたに 下す ものを， 慈悲 深き 御 方を 未だ 信じないで いる かれらに， 読誦させる た 
めで ある。 言って やる がいい。 「かれは わたしの 主で あられ， かれの 外には 神は ない ので ある。 
かれに わたしの 凡てを 御 委せし， かれ こそ あたしの 拠り所で ある。」 

31 . 仮令 一部の ク ルアー ンが あって， それにより 山々 が 移動され， 大地が 裂かれ， または 死者に 
語らせる ことが 出来ても， 凡ての 命令は アツ ラーに 属すので ある。 アツ ラーの 御 心が あれば， 人 
類を 一斉に 導かれる ことを， 信仰す る 者たち は 未だ に 納得 していない のか。 だ が 不信者たち はか 
れらの （悪い） 行いの ために， アツ ラーの 約束が 実現す るまで 災厄が かれらの 住まいと その 付近 
に 絶える ことな く 付き ま とう。 本当に アツ ラーは 決して 約束を 違えられない。 

32.  (多くの） 使徒は， あなた 以前に 確かに 嘲笑され た。 だが われは 不信心な 者たち に 猶予を 与 
え， それから かれらを 捕えた。 わが 報復は 如何であった のか。 

33 •かれは 人間 各人の 行う 凡ての ことを， 監察され る 御 方では ないか。 だが かれらは アツ ラーに 
同位の 者を 配す る。 言って やる がいい。 「かれらの 名を 挙げよ。 あなたがたは， かれが 地上で 知 
って おられない ものを， かれに 告げよう とする のか。 それとも 架空な 語に 過ぎない のか。」 いや 
そうでは ない。 不信心な 者は， かれらの 策謀した ものが 立派に 見えて， 道から 閉め出され たので 
ある。 アツ ラーに 迷う に 任せられた 者には， 誰も 導き手は いない。 

34 •かれらに 対しては， 現世の 生活で も 罰が 科せられる。 だが 来世の 懲罰は 更に 厳しい。 かれら 
は アツ ラー （の 御 怒り） に 対し， 守護 者 もない ので ある。 

35 . 主を 畏れる 者に 約束され る 楽園に 就いて 言えば， 川が 下を 流れ， 常に 果実が 実り， 日陰に 覆 
れ ている。 これが， かれら 主を 畏れる 者の 結末で ある。 だが 不信者の 結末は 火獄 である。 

36 . わが 啓 典を 与えられた 者たち は， あなたに 啓示され たものを 喜ぶ。 だが 氏族の 中には， その 
一部分を 拒否す る 者が ある。 言って やる がいい。 「 わたしは アツ ラーに 仕え， 何もの も かれに 比 
肩して はならない と 命じられた。 わたしは かれに だけ 祈りを 捧げ， また かれの 御 許に 帰る ので あ 
る。」 

37 . このように われは， アラビア 語で 判断 （の 規範） を 下した。 知識が あなたがたに 下った 後， 
かれらの （虚しい） 欲求に 従うならば， あなたは アツ ラー （の 怒り） に対して， 援助 者 もな く 守 
護 者 もないで あろう。 
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38 . われは あなた 以前に も 使徒たち を 遣わし， 妻と 子孫を かれらに 授けた。 だが アツ ラ-の 御 許 
しがない 限り， 何の 使徒 も 印を 現わす ことはなかった。 各 時代に， 一つの 啓 典が （下される ので 
) ある。 

39 . アツ ラーは， 御 好 •の ものを 取り消し， または 確認な される。 啓 典の 母体は かれの 御 許に あ 
る。 

40 •われが かれらに 約束した ことの 一部を， あなたに 示しても， または （その 完成 前に） あなた 
の 魂を われに 召しても， あなたの 任務は （啓示を） 伝える ことで あり， 清算は われの 行う ことで 
ある。 

41 . かれらは， われが この 地に 来て， 端々 から それを 切り崩して いるのを 見ない のか。 アツ ラ- 
の 御 裁き  (ある 時）， それを 妨げる ものは ない。 かれは 清算に 迅速で あられる。 

42 . かれら 以前の 者 も （使徒に 対して） 策謀した。 だが 凡ての 策謀は アツ ラーに 属する。 かれは 
各人の 行った ことを 知って おられる。 不信者は， 終末の 住いが 誰の もので あるかを 間もなく 知る 
であろう。 

43 •信仰し ない 者は， 「あなたは 使徒では ない。」 と言う。 言って やる がいい。 「わたしと あな 
たがた との 間の 立証 者と して， アツ ラーと 啓 典の 知識を 持つ 者が いれば 十分で ある。」 

SURA 14 .イ ブラ ー ヒー 厶章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ラー。 われは あなたに， あなたが 主の 御 許しに よって， 人び とを 暗黒から 光 
明に， 偉大な 讃美すべき 方の 道に 導き出す ために 啓 典を 下した。 

2 •天に ありまた 地に ある 凡ての 有は かれに 属する。 厳しい 懲罰を 受ける 不信心 者に こそ 災い あれ 
〇 

3 •かれらは 来世よりも 現世の 生活を 愛し， （人び とを） アツ ラーの 道から 妨げ， 曲げよう とする 
ものである。 これらは 遠く 迷い 去った 者で ある。 

4 . われは その 民の 言葉を 使わない よ うな 使徒を 遺 わした こ とはない。 （それは その 使命を） 
かれらに 明瞭に 説く ためで ある。 それで アツ ラーは， 御 好 •の 者を 迷う に 任せ， また 御 好 •の 者 
を 導かれる。 かれは， 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

5 . 且つて われは， 印を 持たせて ムーサ-を 遺 わし， 「自分の 民を， 暗黒から 光明に 導き出し， ア 
ツ ラーの 日々 （諸 民族の 過去の 出来事） を かれらに 銘記 させなさい。」 と （命じた）。 本当に こ 
の 中には， 耐え忍んで 感謝す る 凡ての 者への 印が ある。 

6 •ムーサー がその 民に 言った 時を 思いなさい。 「アツ ラーが あなたがたを フイ ル アウンの 所から 
救われた 時 あなたがたに 施された かれの 恩恵を 思いなさい。 かれらは あなたがたを 残酷な 刑に 会 
わせ， あなたがたの 男児を 殺し， 女児を 生かして おいた。 本当に その 中には， 主からの 偉大な 試 
練が あつたので ある。」 


149 


7 .その 時 主は （ムーサーの 口を 通じて） 宣告され た。 「もし あなたがたが 感謝す るなら， われは 
必ず あなたがたに （対する 恩恵を） 増す であろう。 だが もし 恩恵を 忘れるならば， わが 懲罰は 本 
当に 厳しい ものである。」 

8 •ム-サ- はまた 言った。 「仮令 あなたがたが 恩を 忘れても， 地上の 者 （が 忘恩） でも， 本当に 
アツ ラーは， 凡てが 満ち 足られて いる 御 方 讃美すべき 方で ある。」 

9 •あなたがた 以前の 者たち， ヌーフ やアー ド や サム ー ドの 民の 消息を， あなたがたは 聞かな かっ 
たの か。 また かれらの 後 （に 来た） 者たち のことは， アツ ラー 以外には 誰も 知らない。 使徒たち 
が 明 証を 持って かれらの 所に やって来 たが， かれらは 手で かれら （預言者たち） の 口を 押えて， 
言った。 「わたしたちは， あなたがたが 遺 わされた ことを 信じません。 また わたしたちを 招く 教 
えに 就いても， 本当に 不安な 疑いを 抱きます。」 

10 . 使徒たち は 言った。 「あなたがたは 天と地を 創造され た 方， アツ ラーに 就いて 疑いが あるの 
か。 かれが あなたがたを 招かれた のは， あなたがたの 罪を 御赦 しなされ， 定められた 期限まで， 
あなたがたを 猶予な さるた めで ある。 」 かれらは 言った。 「あなたがたは， わたしたちと 同じ 人 
間に 過ぎない のです。 あなたがたは， 祖先が 仕えて きた ものから， わたしたちを 背かせようと 望 
んで いるので す。 それなら （先ず 真実を 物語る 奇跡で） わたしたちに 明瞭な 権威を 現わしなさい 
〇 」 

11 . 使徒たち はかれら に 言った。 r 勿論 わたしたちは， あなたがたと 同じ 人間に 過ぎない。 だが 
アツ ラーは， その しもべの 中 御 心に 叶う 者に 御 恵 •を 与えられる。 アツ ラーの 御 許しがない 限り 
， あなたがたに 一つの 権威を も （笛？) さない ので ある。 それで 凡ての 信心 ある 人び とは， アツ ラ 
一に 全てを 御 任せしなさい。」 

12.  r どうして わたしたちは， a ツ ラーを 信頼し ないで いられよ うか。 かれは わたしたちを （従う 
べき） 道に 導かれる。 わたしたちは， あなたがたが 加える 迫害に 何処まで も 耐え忍ぶ であろう。 
信頼す る 者たち は， アツ ラーに こそ 全てを 御 任せすべき である。」 

13 •すると 信じない 者は かれらの 使徒たち に 言った。 「わたしたちは， あなたがたを 国土から 必 
ず 追放す るで しよう。 さもなければ， わたしたちの 教えに 返りなさい。」 そこで 主は， かれら （ 
使徒） に 啓示な された。 「われは 不義の 徒ら を， 必ず 滅ぼし， 

14 •かれらの 後， 必ず あなたがたを この 国に 住まわせる であろう。 これらは われが 審判に 立つ の 
を 恐れる 者， また （処罰の） 約束を 恐れる 者の ためで ある。」 

15 . かれらは 裁定を 望んだ が， 凡ての 頑固な 反逆者は 望 • を 断たれて しまった。 

16 . かかる 者の 後ろは 地獄であって， 汚ら わ しい 水を 飲ま される。 

17 •かれは それを 飲 •込もうと する が， なかなか 飲 •込めない。 また 死が 凡ての 方向から 迫る が 
, かれは 死に もしない。 尚 かれの 後ろには 容赦の ない 懲罰が ある。 
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18 . 主を 信じな い 者を 例えれば， かれらの 行いは 丁度 暴風が 吹き 荒ぶ 大 荒の 日 の 灰の ような もの 
である。 努力した 凡ての ことは， かれらに 何も 役立つ ものは ない。 これは （真理の 方向から） 遠 
く 離れ 去って いる 者で ある。 

19 . あなたがたは アツ ラーが， 真理に よって 天地を 創造され たこと を 考えない のか。 もし かれの 
御 心なら ば， あなたがたを 追放して， （その 地に） 新しい 創造物を （あなたがたの 代りに） 連れ 
て 来られよう。 

20 . それは アツ ラーに とっては， 難しい ことでは ない。 

21 •かれらの 凡てが アツ ラーの 御前に 罷り出る。 その 時 弱者たち は 高慢であった 者たち に 向かっ 
て 言う。 「わたしたちは （地上で） あなたがたに 従っていた。 だから あなたがたは， アツ ラーの 
懲罰を， 少しで も 防いで くれないので すか。」 かれらは （答えて） 言う。 「もし アツ ラーが わた 
したち を 御 導きに なったら， 必ず あなたがたを （正しく） 導いた であろう。 （今） 耐えても， 騒 
いで も， わたしたちに とっては 同じ ことで 免れられな いの だ。」 

22 •凡ての 事が， 決定され た 時， 悪魔は 言った。 r 真実の 約束を， あなたがたに 約束され たのは 
アツ ラーでした。 わたし も 約束した のです が， あなたがたの 役には 立たなかった のです。 もと も 
とわたし は， あなたがたに 対し 権威は ない のです。 只 あなたがたに 呼びかけ， あなたがた がわた 
しに 従った だけです。 それで わたしを 非難して はならない のです。 寧ろ 自分自身を 責めなさい。 
わたしは あなたがたを 助ける ことは 出来ない のです。 あなたが たも わたしを 助けられな いのです 
。 実は あなたがたが， 先に わたしを （アツ ラーと） 同位に 置いた が， わたしは それを 拒否して い 
たのです。 本当に 不義の 徒には 痛ましい 懲罰が あるので す。」 

23 •信仰して 善い行いに 励む 者は， かれらの 主の 御 許しの 許に， 川が 下を 流れる 楽園に 入り， 永 
遠に その 中に 住む ことになる。 そこで かれらの 受ける 挨拶は， 「平安 あれ。」 であろう。 

24 . あなたは アツ ラーが 如 向に 善い 御言 葉に 就いて 比 (輪？) を 上げられて いるかを 考えない のか。 
それは 良い 木の ような もので， その 根は 固く 安定し， その 幹は 天に （聳え）， 

25.  (それは） 主の 命に より 凡ての 季節に 実を 結ぶ。 アツ ラーは 人び とのた めに 比 (輪?) を 上げら 
れ る。 それは かれらに 反省させる ためで ある。 

26 •悪い 言葉を 譬えれば， 悪い 木の ような もので， 地面から 根が 抜けて， それに 安定性がない。 

27 . アツ ラーは 現世の 生活に おいても また 来世で も， 堅固な （地歩に 立つ） 御言 葉で， 信仰す る 
者たち を 立たせられる。 だが アツ ラーは 悪を 行う 者を 迷う に 任せ， かれは 御 心の ままに なされる 
〇 

28 . あなたがたは， アツ ラ-の 恩恵を 冒 (演？ ) に 換え， 自分たち の 民を 破滅の 住 • 家に 落し 入れた 
者を 見ない のか。 

29 •地獄 （に 陥り）， かれらは その 中で 焼かれる であろう。 （何と） 悪い 落ち着き 場所で ある こ 
と 上。 
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30 .かれらは （人び とを） 主の 道から 背かせる ために， アツ ラーに 同位 者を 配した。 言って やる 
がいい。 「楽し •なさい （はかない この 世の 生活を）。 本当に あなたがたの 道行きの 果ては 火獄 
である。」 

31 •信仰す る われの しもべたち に 告げなさい。 「礼拝の 務めを 守り， 取引 も 友情 も 果たせない 日 
が 来る 前に， われが 授けた ものから， 密かに また 公に 施しなさい。」 

32 •アツ ラー こそは， 天と地を 創 され， 天から 雨を 降らせ， これに よって 果実を 実らせられ， あ 
なた がた のために 御 恵 • に なられる 方で ある。 また 船を あなたがたに 操縦 させ， かれの 命令に よ 
って 海上を 航行 させられる。 また 川を あなたがたの 用に 服 させられる。 

33 . また かれは， 太陽と 月を あなたがたに 役立たせ， 両者は 飽きる ことなく （軌道） を 廻り， ま 
た 夜と 昼を あな たがた の 用に 役立たせ られ る。 

34 . また かれは あなたがたが 求める， 凡ての ものを 授けられる。 仮令 アツ ラーの 恩恵を 数え あげ 
て も， あなたがたは それを 数えられないで あろう。 人間は， 本当に 不義で あり， 忘恩の 徒で ある 
〇 

35 . イブ ラー ヒー ムが （こう 祈って） 言った 時を 思え。 r 主よ， この 町を 安泰に して 下さい。 ま 
た わたしと 子孫 を 偶像崇拝から 遠ざけて 下さい。 

36 . 主よ， かれらは 人び との 多くを 迷わせました。 わたし （の 道） に 従う 者は， 本当に わたしの 
身内であります。 わたしに 従わない 者は ...... だが あなたは 度々 御 許しな される 方， 慈悲 深い 方で 

あられます。 

37 . 主よ， わたしは 子孫の ある 者を あなたの 聖 なる 館の 側の 耕せない 谷間に 住まわせました。 主 
よ， かれらに 礼拝の 務めを 守らせて 下さい。 そうすれば 人び との 心を かれらに 引き付ける でしょ 
う。 また かれらに 果実を 御 授け 下さい。 きっと かれらは 感謝す るでしょう。 

38 . 主よ， 本当に あなたは， わたしたちが 隱す こと も 現わす こと も 知って おられます。 また 地に 
も 天に も， アツ ラーに 対し 何も 隱 された ものはありません。 

39 •老年な のに， わたしに イス マー イー ルと イス ハークを 授けられた 方， アツ ラーを 讃 えます。 
本当に わたしの 主は， 祈りを 御 聞き届け 下さ る 方です。 

40 •主よ， わたしと わたしの 子孫たち を， 礼拝の 務めを 守る 者に して 下さい。 主よ， わたしの 祈 
りを 御 受け 下さい。 

41 .主よ， 清算が 確定す る 日には， わたしと 両親 そして （凡ての） 信者たち を， 御赦し 下さい。 

J 

42 •不義を 行う 者を， アツ ラーは 疎かに なされる と 考えて はならない。 かれは （恐れの ために） 
目が 坐る 日まで， かれらに 猶予を 与えられる だけで ある。 

43. (その 日） かれらは 首を 上げて 前の 方に 走って 行き， 

目は 坐 わって 自分に 戻らず， 心は 空ろで ある。 
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44 . それで 懲罰が かれらに 下る 日を， 人び とに 警告しなさい。 その 時 不義の 徒は 言う であろう。 
「主よ， 短い 期間の 御 猶子を 願います。 わたしたちは あなたの 呼び掛けに 答えて， 使徒に 従い ま 

す。」 （主は 答えて 仰せられよう）。 「何と， 以前 あなたがたは， 衰退す る （ような） ことは な 
いの だと， 誓っていた ではない か。 

45 . あなたがたは， 自らの 魂を 損って いた 人び との 住まい （の 跡） に 住 • ， われは 如何に かれら 
を 処分した かを あなたがたに 明らかにし， また あなたがた のために （多くの） 例を 述べた ので あ 
る。」 

46 •かれらは 確かに 策謀を 企んだ。 仮令 かれらの 策謀が それに よって 山を 移す 程の ものであって 
も， かれらが 策謀した のは アツ ラーの 御手の 中であった。 

47 •だから アツ ラーが， かれの 使徒たち との 約束を 破られた と 考えて はならない。 本当に アツ ラ 
一は 偉力 ならびなき 報復の 主で ある。 

48 •大地が 大地では ない ものに 変えられ， 諸 天 も 変えられる 日， （人び とは 一斉に） 唯一の 方， 
全知， 全能の 御 方， アツ ラー （の 御前） に 罷り出る であろう。 

49 . その 日 あなたは， 罪の ある 者たち が 鎖で 一緒に 繫 がれて いるのを 見る であろう。 

50 . かれらの 下着は タールで， かれらの 顔は 火で 覆われる。 

51 . アツ ラーは 各人が それぞれに 行った ことに 報 われる。 本当に アツ ラ-は 清算に 迅速で ある。 

52 . これは， 人び とに 対する 伝言で， これに よって かれらは 警告され， かれが 唯一の 神で あられ 
る こ とを 知らされ， 同時に 思慮 ある 者たち が 戒められる。 

SURA 15 •アル. ヒジュ ル 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム •ラー。 これは 啓 典の 印で， まごう かたない ク ルアー ンの 印で ある。 

2 •信じない 者たち は， 自分たち が ムス リムであった ならばと， 望む 時が （ほ？）々 あろう。 

3 •かれらを 放任し， 食べさせ 楽しませて， （はかない） 希望に 惑わせて おくがいい。 間もなく か 
れらは 悟る であろう。 

4 .われは どんな 町を 滅ぼす 場合で も， 定められた 期限が やって来た 時に そう した。 

5 •誰も その 時期を 早め， また 遅らす ことは 出来ない。 

6 •かれらは 言う。 「訓戒が 啓示され た 者よ， 本当に あなたは （ほ？) かれた 者で ある。 

7 •もし あなた （の 言う こと） が 真実であるなら ば， 何故 天使を 連れて来ない のか。」 

8 •われは， それなりの 理由に よる 以外には 天使を 遣わさない。 そう なれば， かれらは 猶予され な 
いので ある。 
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9 •本当に われ こそは， その 訓戒を 下し， 必ず それを 守護す るので ある。 

10 .われは あなた 以前の， 昔の 諸 集団に も 確かに （使徒たち を） 遺 わした。 

11 •だが 使徒たち が かれらの 許に 来る 度に， かれらに よって 嘲笑され ない 者はなかった。 

12 . このように われは， 罪深い 者の 心に， そうする ことを 忍び込ませた。 

13 . 昔の 者たち への 先例が あった のに， かれらは この （啓示） を 信じない。 

14 •仮令 われが かれらの ために 天の 門を 開いて， （随時） かれらを 登らせようと しても， 

15 . かれらは 必ず， 「わたしたちの 目は 本当に 眩んで しまった。 いや わたしたちは 魔法に かけら 
れ ている。」 と言うであろう。 

16 . われは 天に 星座を 定めて 見る 者に 美しく 眺めさせ， 

17 •また， 呪われた 凡ての 悪魔から も それらを 守る。 

18 . だが 盗 •聞きす る 者は 別で， かれは 紛 いのない 炎 （流星） に 追い かけられる。 

19 . また われは 大地を 伸べ広げて， 山々 を その上に 堅固に 据えつ けた。 そこで 凡ての ものを （妥 
当な） 均衡の 下に， 生長させる。 

20 . われは あなたがた のために も， また あなたがたが 決して 養育 者たり えない ものに も 生計の 道 
を 与えた。 

21 . どのような もので も， われに その （無尽の） 蓄えの ない ものは ない。 （必要に 応 した） 一定 
の 分量 以外には 下さない だけで ある。 

22 . また われは 豊沃に する 風を 送り， 天から 雨を 降らせて， それを あなたがたに 飲ませる。 だが 
あなたがたは その （宝庫の） 管理者で はない。 

23 . 本当に われは， あなたがたを 生かし， また 死なせる。 われは また 相続 者で ある。 

24 . われは あなたがたの 中で 率先す る 者を， 知っている。 また 遅れを とる 者 も， 知っている。 

25 . あなたの 主は， かれらを （審判の 日に） 一斉に 召集な される。 本当に かれは 英明に して 全知 
であられる。 

26 . 本当 にわれ は 人類を， 泥で 形作っ て 陶土から 創った。 

27 •また われは 先に 燃え盛る 炎から 幽精 〔ジン〕 を 創った B 

28 . あなたの 主が， 天使たち に 向かって 仰せられた 時を 思え。 「 本当に われは 人間を 泥で 形作っ 
て， 陶土から 創ろうと する ので ある。 

29 . われは かれを （完全に） 形作った。 それから われの 霊を かれに 吹 込んだ 時， あなたがた （天 
使） はかれに サジ ダしなさい。」 と （命じた）。 

30 . それで 天使たち は， イブ リ ースを 除き 一斉に サジ ダした。 
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31 .かれは 一緒に サジ ダす る ことを 拒否した。 

32 •かれは 仰せられた。 「イブ リースよ， あなたが 一緒に サジ ダし なかった のは 何故か。」 

33 .かれは 申し上げた。 「わたしには あなたが 泥で 形作り， 陶土から 御 創り になった 人間に サジ 
ダす るよう な ことは， 出来ません。」 

34 •かれは 仰せられた。 「それなら あなたは ここから 下がれ。 本当に あなたは， 呪われて いる。 

35 . この 呪いは， 本当に 審判の 日まで あなたの 上に あろう。」 

36 . かれは 申し上げた。 「主よ， かれらが 甦され る 日まで， わたしを 猶予して 下さい。」 

37 . かれは 仰せられた。 「あなたは 猶予され る， 

38 . 定められた 時の （その） 日まで。」 

39 . かれは 申し上げた。 「主よ あなたは， わたしを 迷わされました ので， わたしは 地上で かれら 
に （迷いを） 好ましく 思わせ， 必ず かれら 凡てを， 迷いに 陥らせ ましよう。 

40 . かれらの 中で 誠実な （恩恵に より 清められた） あなたの しもべの 外は。」 

41 . かれは 仰せられた。 「この （謙虚で 清純な わが しもべの） 道 こそ， われへの 正しい 道で ある 
〇 

42 . あなた （イブ リース） に 従って， 邪道に それる ような 者を 陳 き， われの しもべ （信者） に 関 
しては， あなたは かれらの 上に 何の 権威を 持たない。 

43 . 本当に 地獄 こそ， かれら 凡ての 者に 約束され る 場所で ある。 

44 . それには 7 つの 門が あり， 各々 の 門には， かれら （罪人） の 一団が 割り当てられ るので ある。 

J 

45 . 本当に 主を 畏れる 者は， 泉の ある 楽園に 入る。 

46.  (かれらは 挨拶され よう。） 「あなたがたは， 平安に 心安ら かに ここに お入り。」 

47 •われは かれらの 胸に ある 拘わりを 除き， （かれらは） 兄弟と して 高位の 寝椅子の 上に 対座す 
る。 

48 . そこでは 疲れ (結?） ことなく， また （永遠に） そこから 追われる こと もない。 

49 . われの しもべた ちに， 「 われは 本当に， 寛容で 慈悲 深い 者で あり， 

50 . われの 懲罰は， 本当に 痛苦な 懲罰で ある。」 と 告げ 知らせなさい。 

51 . それから， イブ ラー ヒー ムの 賓客の ことに 就いて かれらに 語れ。 

52 . かれら （賓客の 2 天使） が， かれの 所に 入って 来て， 「平安 あれ。」 と 挨拶した 時， 「わたし 
たちは， あなたがたが， 恐いです。」 と 言った。 
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53 .かれらは 言った。 「恐れる ことは ない。 わたしたちは 利口な 1 人の 息子が 授る 吉報を， あなた 
に (湾?） したの だ。」 

54 •かれは 言った。 「わたしは 既に 老齢に 達して いるのに， あなたがたは わたしに 吉報を 下さる 
のか。 一体 あなたがたに 何の 吉報が あろう か。」 

55 . かれらは 言った。 「わたしたちは， 真理に よって 吉報を あなたに 伝える。 だから 失望して は 
ならない。」 

56 . かれは （答えて） 言った。 「迷った 者の 外は， 誰が 主の 御 慈悲に 絶望し ましよう か。」 

57 . かれは （また） 言った。 「 （主の） 使徒の 方が たよ， あなたがた （が 来られた ところ） の 用 
件は， 何でし ようか。」 

58 . かれらは 言った。 「わた したち は 罪深い 民に 遺 わさ れ た。 

59.  (だが） ルー トの 一族は 別で ある。 わたしたちは， かれらの 全員を 必ず 救う であろう。 

60 . だが わたしたちの 確認して いるかれ （ルー ト） の 妻は 別で， かの 女は 背後に 残る 人々 の 一人 
である」 

61 . それから 使徒たち が ル- 卜の 一族の 許に 来た 時， 

62 . かれは 言った。 「あなたがたは， 見なれ ない 方が たです。」 

63 . かれらは 言った。 「いや， わたしたちは かれらの 疑いを 抱いて いる ことに 関して， あなたの 
ところに 来たので ある。 

64 . わたしたちは 真理を (西？） した。 本当に わたしたちは， 真実を 告げる。 

65 . それで 夜の 明けない 間に， あなたの 家族と 一緒に 旅立ちなさい。 そして あなたは 皆の 一番 後 
から 着いて いき， あなたがたの 誰も 後ろを 振り向かせて はならない。 只， 命じられた 通りに 実行 
しなさい。」 

66 . われが この 決定を かれに 知らせた のは， 残った これらの （罪深い） 者たち を （翌） 朝 滅ぼす 
ためで ある。 

67 •町の 住民たち は， （若者の ニュースを 聞いて） 喜びに 駆りた てられて やって来た。 

68 . かれ （ルー ト） は 言った。 「この 方が たは， わたしの 賓客です。 わたしを 恥さらし にしない 
でく ださい。 

69 . アツ ラーを 畏れ， わたしに 恥を かかせないで ください。」 

70 . かれらは 言った。 「わたしたちは， 外国の 者 （を 泊める こと） を， あなたに 禁じなかった か 
J 

71 . かれは 言った。 「もし あなたがたが 行おうと するなら， ここに わたしの 娘たち がいます。」 
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72.  (預言者よ） あなたの 生命に かけて （誓う）。 本当に かれらは 心を 乱して， 当ても なくさ 迷 
う 者で ある。 

73 . それで 一声 （懲罰） が， 日の出に かれらを 襲った。 

74 . われは その （町を） 上を 下にして 転覆し， 焼いた 泥の 石を かれらの 上に 降らせた。 

75 . 本当に この 中には 知性 ある 者への， 種々 の 印が ある。 

76 . その （町の 跡） は， 大道に 沿ってな お存 巧す る。 

77 . 本当に この 中には 信仰す る 者への 一つの 印が ある。 

78 •ま た 森の 仲間 も 不義を 行う 者であった。 

79 .そこで われは それに 報復した。 本当に この 2 つ （の 跡） は 大道に 沿って， （今） 明らか （に 見 
られ るの） である。 

80 •ヒ ジュ ルの 仲間 も 使徒たち を 嘘つきと して 拒否した。 

81 . われは かれらに わが 種々 の 印を 下した が， かれらは それらを 避け （て 無視し） た。 

82 . かれらは （岩） 山に 家を 彫り 込 •， 安全で あると 考えて いた。 

83 . それで ある 朝， 一声 （懲罰） が， かれらを 襲って， 

84 •かれらが （特別の 知識と 技術で） 築き 営んで いた ことは， かれらに とって 何も 役立たな かっ 
た。 

85 . われは 天と地， そして その 間にある 凡ての ものを， 只 真理に 基いて 創造した。 （審判の） 時 
は 本当に 来て いるの だ。 だから あなたは 情け深く 寛容に （人び との 過失 や 欠点を） 赦 してやる が 

いい。 

86 . 本当に あなたの 主は， 万有を 創造した 全知の 御 方で あられる。 

87 . われは 絶えず 繰り返されるべき 7 つ （の 節） と， 偉大な ク ルアー ンを あなたに 授けた。 

88 . あの 者たち の 何人 かに われが 授けた 楽し • に対して 羨ましそう にして はならない。 そして そ 
れに 心を 痛めて はならない。 それより あなたの 翼を 低く  （して 優しく） しなさい。 

89 . そして 言って やる がいい。 「本当に わたしは 公明な 警告 者で ある。」 

90.  (啓示を 勝手に） 分割した 者に 対しても， われは 啓示して おいた。 

91 •すなわち ク ルアー ンを （かれらの 都合の よいよう に） 断片に した 者たち にも。 

92 . それで， あなたの 主に 誓て， われは 必ず かれら 凡てを 尋問す るであろう。 

93 . かれらが 行った 凡ての ことに 就いて。 

94 . だか ら あなたが 命じられた ことを 宣揚しなさい。 そ して 多神教 徒 か ら 遠ざかれ。 

95 . 本当に われは， 嘲笑す る 者に 対し， あなたを 十分に 守って やる。 
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96 .かれらは， アツ ラーに 外の 神を 配す るが， 間もなく 知る であろう。 


97 . われは かれらの 口にする ことで， あなたの 胸が 締めつ けられる のを 知っている。 

98 . だから， あなたの 主を 讃 えて 唱 念し， サジ ダして， 

99 . 定めの 時が 訪れる まで， あなたの 主に 仕えな さい。 

SURA 16 •蜜蜂 章 〔アン •ナフ ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .アッ ラ-の 命令は （必ず） 来る。 それを 急いで 求めて はならない。 かれに 讃え あれ。 かれは か 
れらが 同等に 配す る ものの 上に 高く おられる。 

2 •かれは その しもべの 中の， 御 心に 適う 者に， かれが 命じられた 啓示を 持たせて， 天使を 遺 わさ 
れ （こう 仰せられた）。 「われの 外に 神は ない ので ある。 だから われに あなたがたの 義務を 果た 
すよ う 勧告しなさい。」 

3 •かれは 真理に よって， 天と地を 創造な された ので ある。 かれは かれらが 同等に 配す る ものの 上 
に 高く おられる。 

4 . かれは 一精 滴から 人間を 創ら れ た。 しかし 見る がいい。 かれ （人間） は 公然と 異論を 唱える。 

5 . また かれは， 家畜を あなたがた （人間の ため） に 創ら れ た。 あなたがたは， それらに より 暖衣 
や 種々 の 便益を 得たり， また それらを 食用と する。 


6 •夕方に それらを （家に） 駆り 戻す 時， また 朝に （牧地へ） 駆りた てる 時， あなたがたは それら 
に 優美 さを 感じる。 

7 . また あなたがたが 自ら 苦労し なければ 達し 難い 国に， それらは あなたがたの 重荷を 運ぶ。 本当 
にあな たがた の 主は， 親切で 慈悲 深い 方で あられる。 

8 . また （かれは） 馬と ラバと ロバ （を 創ら れ た）。 これらは あなたがたの 乗 用と 飾りの ためで あ 
る。 また かれは あなたがたの 知らない， （外の） 色々 な 物を 創ら れ た。 

9.  (正しい） 道に 方向 付ける のは， アツ ラーの 仕事で ある。 だが 曲った 道 も ある。 もし かれの 御 
心 が 望むならば， あなたがたは 一斉に 導かれた であろう。 

10 . かれ こそは， あなたがた のために 天から 雨を 降らす 方で， それに よって あなたがたは 飲 • ， 
それに よって 樹木は 生長し， それに よって 牧蓄 する。 

11 . かれは それで あなたがたの ために， 穀類と オリ ーブと ナツメ ヤシと ブ ドウ その外 各種の 果物 
を 育てられる。 本当に この 中には， 反省す る 民への 種々 の 印が ある。 

12 •かれは 夜と 昼， 太陽と 月を あなたがた のために 運行させる。 群 星 も かれの 命令に 服従して い 
る。 本当に この 中には， 理解 ある 者への 種々 の 印が あり， 
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13 . また かれが あなたがたの ために， 地上に 生育す る 凡ての 物を， 多様の 色彩 （と 性質） にな さ 
れ る。 本当に その 中には， （感謝して） 訓戒を 受け入れる 者への 一つの 印が ある。 

14 . かれ こそは， 海洋を （人間に） 使役 させられる 方で， それに よって あなた かたは 鮮魚を 食べ 

, また 服飾に 用いられる ものを それから 採り， また かれの 恩恵を 求めて， その 中に 波を 切って 進 
む 船を 見る。 必ず あなたがたは 感謝す るであろう。 

15 •また かれは， 地上に 山々 を 堅固に 据えられた。 （それは） 大地が あなたがたを 揺り動かさな 
いためで ある。 また 川 や 道を 創ら れ た。 あなたがたが 導かれる ためで ある。 

16 •また 色々 な 標識， 星を 頼りに かれら （人び と） は 導かれる。 

17 . これで も 創造な された 方が， 創造し ない 者と 比べられ ようか。 それでも あなたがたは， なお 
訓戒を 受け入れない のか。 

18 . あなたがたは， 仮令 アツ ラーの 恩恵を 数えても， 到底 数え 尽くす ことは 出来ない。 本当に ア 
ツ ラー は 寛 e にし て 慈悲 深 く あられる。 

19 . アツ ラーは あなたがたが 隠す こと も， 現わす こ とも 知って おられる。 

20 . かれら （不信者） が， アツ ラーを 差し置いて， 祈り 求める ものたち は， 何も 創造し ない。 し 
かも かれら （邪神） 自身 こそ 創ら れ たもので ある。 

21.  (かれらは） 死んだ もので 生命は ない。 何時 睡 される かも 知らない。 

22 . あなたがたの 神は， 唯一の 神 （アツ ラー） である。 だが 来世を 信じない 者は， その 心からし 
て 知ろうと せず， かれらは 高慢で ある。 

23 . 疑い もな く， アツ ラーは かれらの 隱す ことと， 現わす ことを 知って おられる。 かれは 高慢な 
者を 御 好 • に なられない。 

24 •かれらに 向かって， 「あなたがたの 主が （ムハンマドに） 下された のは 何 か。」 と 問われる 
時， かれらは， 「昔の 物語です。」 と言う。 

25 . かれらは 復活の 日に， 自分自身の 重荷の 全部と， 知識がない ために， かれらに 迷わせられた 
者の 重荷を も 負う。 ああ， かれらが 負う もの こそ 哀れで ある。 

26 . かれら 以前の 者 も （主の 道に 対して 色々 と） 策謀した。 だが アツ ラ-は かれらの 構造 物を， 
土台から 覆され， 屋根が 上から 落ち， 懲罰は 予想し なかった 方面から かれらに 下った。 

27 . それば かり か 復活の 日には， かれらに 屈辱を 与え， かれは 仰せられよう。 「あなたがた がわ 
れと 同等に 配した ものは 何処に いるの か。 それらに 就いて， あなたがたは （信心深い 人び とと） 
論争して いたでは ないか。 」 知識を 与えられ ていた 者は 言う。 「今日は， 屈辱と 苦痛が 不信者の 
上に あるの だ。 
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28 .自分の 魂が， われと わが 身を 害して いる 間に， 天使に 召された 者には。」 その 時 服従と 帰依 
を 表明し， r わたしたちは 悪を 行って いたのではありません。」 と （言っても）， （天使は） r 
いや， アツ ラーは あなたがたが 行った 凡ての ことを 知って おられる。 

29 •だから 地獄の 門を 入り， その 中に 住 •なさい。」 （と言うであろう）。 高慢な 者の 住まいの 
何と 哀れな ことよ。 

30.  (声が あって） 主を 畏れた 者たち に 言われた。 「主は， あなたがたに 何を 下された のか。」 
かれらは （答えて）， 「結構な ものを。」 と言う。 善行を する 者には 現世で 善い ことがあり， 来 
世の 住まいは 更に 善い。 本当に 主を 畏れる 者の 住まいの 何と 幸せで ある ことよ。 

31 . かれらは， ア ドン （エデン） の 楽園に 入る が， その 下には 川が 流れて いる。 その 中で かれら 
は， 何でも 欲しい ものを 得る であろう。 アツ ラーは このように， 主を 畏れる 者を 報 われる。 

32 •天使たち が 清い （状態） で， 死なせる 者に， 「 あなたがたに 平安 あれ。 あなたがたは 自分の 
行った （善行の） 結果， 楽園に 入れ。」 と言われよう。 

33 •かれら （不信者） は， 天使たち が やって来て （かれらの 魂を 引き抜き）， 主の （処罰の） 命 
令が 下 るまで 待つ 外は ない のでは な いか。 かれら 以前に も そのような 者 もいた。 しかし アツ ラ- 
は かれらを 不当に 扱った わけでは ない。  だが かれらは 自分自身を （不信心に よって） 害した だけ 
である。 

34 •かれらの 行為の 悪い 結果が かれらに 降り懸かり， 以前に 嘲笑して いた ことが， かれらを 取り 
囲む。 

35 . 偶像を 崇拝す る 者たち は 言う。 「もし アツ ラーが 御望 •なら， わたしたち もまた わたしたち 
の 祖先 も， かれを 差し置いて 何者に も 仕えなかった であろう。 また わたしたち はかれ （の 命令） 
なく， 何ものを も 禁じなかった であろう。 」 かれら 以前の 者たち もそう であった。 つまり 使徒た 
ち （の 務め） は， 明白な （啓示の） 宣布の 外に 何が あろう か。 

36 . 本当に われは， 各々 の 民に 一人の 使徒を 遺 わして 「アツ ラーに 仕え， 邪神を 避けなさい。」 

と （命じた）。 それで かれらの 中には， アツ ラーの 導かれた 者 も あり， また， 迷 誤が 避けられな 
い 者 も あった。 それで 地上を 旅して， （真理を） 拒否した 者の 最後が どんな ものであった かを 見 
るが いい。 

37 . 仮令 あなたが かれらを 導こうと 熱望しても， 迷う に 任せられた 者を， アツ ラーは お導きに な 
られ ない。 かれらには 援助 者は ない ので ある。 

38 . かれらは アツ ラーに かけて， 強く 宣誓して， 「アツ ラーは， 決して 死者を 睡ら せません。」 

と 誓う。 決してそう ではない。 これは かれが， 真理に よって （義務と された） 御 約束で ある。 だ 
が 人び との 多く は 知らない。 

39.  (復活の 日に おいて） かれら （不信者） の 異論を 唱えた ことに 就き， かれらに 明白に し， ま 
た 真理を 拒否した 者に， 自分が 蟻つ きナ あった ことを 知らせる ためで ある。 
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40 •本当に 事を 望む 時 それに 対する われの 言葉は， 唯 それに 「有れ」 と言う だけで， つまり その 
通りになる ので ある。 

41 . 迫害され て， アツ ラーの （道の） ために 移住す る 者には， われは 現世で， 必ず 良い 住まいを 
与える。 だが 来世での 報奨 こそ もっと 大 なる ものである。 これが もし かれら （不信者） に 分るな 
らば。 

42.  (かれら 移住者は） 耐え忍び， かれらの 主に 鰱 りきる 者で ある。 

43 •われが あなたより 以前に 遣わし， 啓示を 授けた のは （天使では なく） 人間に 外なら ない。 あ 
なた がた が もし 分らないなら， 以前に 訓戒 （の 啓 典） を 与えられ ている 民 （ユダヤ， キリスト教 
徒） に 間う がいい。 

44 .われは 明瞭な 印と 啓 典と を， 授け （て かれらを 遣わし） た。 われが あなたに この 訓戒を 下し 
たのは， 且つて 人び とに 対し 下された ものを， あなたに 解明させる ためで ある。 かれらは きっと 
反省す るであろう。 

45 •悪事を 策謀す る 者は， アツ ラーが かれらを， 大地に 沈ませな いか。 あるいは かれらが 予想し 
ない 方向から， 懲罰が 下されない であろう （と 安心 出来る だろう か）。 

46 .また かれらが あちこち 往き来して いる 間に， 回避の 機会 もな く 御 召 し 上げに な る ことは ない 
か。 

47 •または ゆっくり 消耗 させて， かれらを 召される ことは ないで あろう か。 本当に あなたがたの 
主は 親切な 方， 慈悲 深い 方で あられる。 

48 . あなたがたは， アツ ラーの 創造な される 凡ての ものに おいて， その 影が， 右から 左に 回って 
， アツ ラーに 敬 (農?) にサジ ダす るのを 見る。 

49 . 本当に 天に あり 地に ある 凡ての 生き もの も， また 天使たち も （アツ ラーに サジ ダし）， かれ 
らは （主の 御前で） 高慢では ない。 

50 . かれらの 上に おられる 主を 畏れ， 命じられる ことを かれらは 実行す る。 〔サジ ダ〕 

51 . アツ ラーは 仰せられた。 「2 神を とっ （て 仕え） ては ならない。 本当に かれは， 唯一 神で あら 
れ る。 それで われ だけを 畏れなさい。」 

52 •天と地と にある 凡ての ものは， かれに 属し， また 服従は 絶えず かれに 対して だけ ある。 それ 
であな たがた は， アツ ラー 以外に （何を） 畏れる のか。 

53 . あなたがたの 与えられる どんな 恩恵 も アツ ラーから である。 なおまた 災難に 会う 時は， あな 
たがた は 只 かれに 御 助けを 懇願す る。 

54 . それな のに かれが あなたがたから 災難を 除かれる と， 見る がいい。 あなたがたの 中 ある 者は 
, 主と 並べて 外の 神々 を 崇め， 
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55 .われが かれらに 与えた （恩恵を） 忘れ去った。 それで （僅かの 間の 生を） 楽しんで おれ。 だ 
が 間もなく あなたがたは 分る であろう。 

56 •また かれらは， われが 与えた 糧の 一部を， 自分の 知らない もの （偶像 神） に 供える。 「アツ 
ラーに 誓て 言う。 あなたがたが 捏造した ものに 対し 必ず 詰問され るであろう。」 

57 •また かれらは， アツ ラーには 女児が あると 言う。 何ともった いない ことよ。 自分たち には 自 
分の 願う もの （男児） が あると いうのに。 

58 . かれらの 1 人に， 女 （児の 出生） が 知らされ ると， その 顔は 終日 暗く， 悲し •に 沈む。 

59 . かれが 知らされた ものが 悪いた めに， （恥じて） 人目を 避ける。 不面目を 忍んで それを かか 
えてい るか， それとも 上の 中に それを 埋める か （を 思い惑う）。 ああ， かれらの 判断 こそ 災いで 
ある。 

60 . 来世を 信じない 者たち は， 悪魔と 同類で ある。 最高の 象徴は アツ ラーに 属する。 本当に かれ 
は 偉力 ならびなく 英明な 方で あられる。 

61 •不義 を 行った ために， アツ ラーが 人間を 罰されるならば， 地上に 生存者は 残されなかった で 
あろう。 だが かれは 定められた 時まで， かれらを 猶予され る。 それで かれらの 時期が 到来す る 時 
は， 一刻 も （これに） 遅らせたり， 早めたり は 出来ない。 

62 •かれらは， 自分の 好まない ものを アツ ラーに 振り当て， そして かれらの 舌は 嘘を つき， 良い 
ことは 凡て 自分の ためと 述べて いる。 かれらは 疑い もな く 火刑に 処 せられる。 必ず (その 中に） 
駆りた てられる であろう。 

63 •誓って 言う が， われは あなた 以前に も， 諸 民族に （使徒たち を） 遣わした。 だが 悪魔が （不 
義を 教え） かれらの 行いを 正しい と 思わせ， それで 今日 も， かれ （悪魔） が かれらの 保護者で あ 
る。 かれらは 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

64 •われが あなたに 啓 典を 下した のは， 只 かれらの 争って いる ことに 就いて 解明す るた めで あり 
, 信仰す る 者に 対する 導きで あり 慈悲で ある。 

65 .アツ ラーは 雨を 天から 降らせ， それで 死に 果てた 大地を 睡ら せる。 本当に その 中には， 耳を 
傾ける 民への一 つの 印が ある。 

66 •ま た 家畜 にも あなたがたへの 教訓が ある。 われは その 腹の 中の 雑物と 血液の 間 から， あなた 
がた に 飲料を 与える。 （その） 乳は 飲む 者に とり， 清らかで あり （喉に） 快適で ある。 

67 •また ナツメ ヤシ やブ ドウの 果実を 実らせて， あなたがたは それから 強い 飲物 や， 良い 食料を 
得る。 本当に その 中には， 理解 ある 民への 一つの 印が ある。 

68 •また あなたの 主は， 蜜蜂に 啓示した。 「丘 や 樹木の 上に 作った 屋根の 中に 巣を 営 • ， 

69. (地上の） 各種の 果実を 吸い， あなたの 主の 道に， 障碍な く （従順に） 働きなさい。」 それ 
ら は， 腹の 中から 種々 異 った 色合いの 飲料を 出し， それには 人間を (癒？) す ものが ある。 本当に 
この 中には， 反省す る 者への 一つの 印が ある。 
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70 . アツ ラーは あなたがたを 創り， それから （死に さいし） あなたがたの 魂を 召される。 また あ 
なた がた の ある 者は， 知っていた ことを も 凡て 忘れ 果てる 程の， 非常に 弱まる 年齢まで 留め おか 
れ る。 本当に アツ ラーは 全知に して 強大で あられる。 

71 . また アツ ラーは 御 恵 •において， ある 者に 外の 者 以上に 与えられる。 それな のに， 優れた 御 
恵 •を 与えられた 者は， その 右手に 所有す る 者に 与えて， かれらが それで 平等になる ようには し 
ない。 かれらは アツ ラー の 恩恵を 認めな いのであろう か。 

72 . また アツ ラーは あなたがたの ために， あなたがたの 間から 配偶者を 定め， 配偶者から あなた 
がた のために 子女 や 孫を 与えられる。 また 良い ものを 与えられる。 それでも かれらは 虚偽を 信仰 
して， アツ ラーの 恩恵を 拒否す るの か。 

73 . そして アツ ラー 以外の ものを 崇拝す るが， それらは 天地の 間で， かれらに 何の 御 恵 •も 与え 
ず， また そのような 能力 も 持ち 得ない。 

74 •それで， アツ ラーに 対し 同類を 捏造して はならない。 本当に アツ ラーは 知って おられる。 だ 
が あなたがたは 知らないの である。 


75 •アツ ラーは 一つの 比 （臨？） を あげられた。 （1 人は） ある 者が 所有す る奴隸 で， かれは 何の 
力 も 持って いない。 （外は） われが 与えた 良い 報酬を， かれは 陰に陽に それから 施して いる。 こ 
の 両者は 同じであろう か。 アツ ラーに 讃え あれ。 しかし 人び との 多くは 知らないの である。 

76 . アツ ラーは また 2 人の 比 （喰？） を あげられた。 一人は 聾 （唖？） 者で， 何の 力 もな く， その 
主人に とっては 重荷で あり， 何処に 遣わしても， 善い ことを （湾？） さない。 （こんな 者と） 正 
義を 勧め， 正しい 道を 踏む 者と 同じであろう か。 

77 . 天と地の 幽玄 界 は， アツ ラーに 属する。 （審判の） 時の 決定は， 瞬き 一つの ような もの。 ま 
たは それより もっと 短い （であろう）。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

78 . アツ ラーは あなたがたが 何も 知らない 時， あなたがたを 母の 胎内から 生まれさせ， 聴覚 や視 
覚や心 （知能 感情） を も 授けられた。 必ず あなたがたは， 感謝す るであろう。 

79 . かれらは， 天空で （アツ ラーへの 意に） 服して 飛ぶ 鳥を 見ない のか。 アツ ラー （の 御 力） の 
外に， かれらを 支える ものは ない ので ある。 本当に この 中には， 信仰す る 者への 種々 の 印が ある 
〇 

80 . アツ ラーは あなたがたの ために， その 家を 安住の 所と され， また あなたがたの ために， 家畜 
の 皮で 造った 家を 定められ， あなたがたの 旅の 時， また 宿る 時， それを （持ち運びの ために） 軽 
便に なされた。 また 羊毛 や， 毛皮 や 獣 毛 や 日用品を， 一つの 時期までの 用に 供出な された。 

81 . また アツ ラーは， あなたがた のために 創造な された 物で 日影を 創り， 山々 に 避難の 場所を 蝕 
け， また あなたがたの ために， 暑熱を 防ぐ 衣服と， 暴力から あなたがたを 守る 衣を， 定められた 
。かれが このように あなたがたに 対し 恩恵を 成し遂げられ るの も， きっと あなたがたが アツ ラー 

(の 意志） に 服従， 帰依す るからで ある。 
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82 . それで 仮令 かれらが 背き 去っても， （あなたの 務めは） 只 明 証を かれらに 説き 示す だけで あ 
る。 

83 . かれらは アッ ラーの 恩恵を 知った うえ， なお それを 拒否して いる。 かれらの 多くは 不信心 者 
たちで ある。 

84 . われが 各々 の 民から， 1 人の 証人を 選んで 出す （審判の） 日 （を 警告せ よ）。 その 時， 不信心 
者から （の 弁解） は 入れら 黷ク， また 恩恵を 懇願す る こと も 出来ないで あろう。 

85 . 不義を 行った 者が， 懲罰を 見た 時， それは 軽減され ず， また 猶予 もされないで あろう。 

86 . 偶像 信者が， その 拝して いた 邪神に 会った 時 言う。 「 主よ， これらは わたしたちが， あなた 
の 外に 祈って いた 神々 です。」 だが， かれら （神々） はかれら に 言葉を 返して， 「あなたがたは 
本当に 嘘 付きで ある。」 と言う。 

87 . その 日 かれらは アッ ラーに 服従， 帰依を 申し出で， また かれらが 捏造して いた ものは， かれ 
ら からは ぐれ 去 るであろう。 

88.  (自ら） 信じないで， また （人び とを） アッ ラーの 道から 妨げた 者には， かれらが 災害を 広 
げ ていた ことに 対し， われは 懲罰の 上に 懲罰を 加える であろう。 

89 . われが 各々 の 民に 対して， かれらから 一人の 証人を 選んで 出す 日， われは あなた （ム ハン マ 
ド） を これら （マッカの 民） に対する 証人と する。 それで われは， 凡ての 事物を 解き明かす 啓 典 
を あなたに 下し， 信者への 導きと 慈悲， そして 吉報と したので ある。 

90 . 本当に アッ ラーは 公正と 善行， そして 近親に 対する 贈与を 命じ， また 凡ての 醜い 行いと 邪悪 

, そして 違反を 禁じられる。 かれは 勧告して いる。 必ず あなたがたは 訓戒を 心に 留める であろう 
〇 

91 . あなたがたが アッ ラーと 約束を 結んだ 時は， 誓約を 成し遂げなさい。 誓いを 確証した 後， そ 
れを 破って はならない。 あなたがたは アッ ラーを， はっきり 立証 者と したので ある。 本当に アッ 
ラーは， あなたがたの 行う ことを 知って おられる。 

92 . 丈夫に 紡いだ 後 その 撚 りを も 戻し， ばらばらに 解す 婦人の ようであって はならない。 一族が 
(外の） 一族よりも， 数多く なった ために， あなたがたの 間で， 誓いを 裏切る 道具に しては なら 

ない。 アッ ラーは， それで あなたがたを， 試 •られ ただけ である。 審判の 日に あなたがたの 異論 
に 就いて， かれは あなたがたに 必ず （其 実を） 明らかにな される。 

93 . もし アッ ラーが 御 好 • ならば， かれは あなたがたを 一つの ウン マに なされた であろう。 だが 
かれは， 御望 •の 者を 迷う に 任せ， また 御望 •の 者を 導かれる。 あなたがたは， 行った ことに 就 
いて， 必ず 問われる であろう。 

94 . あなたがたの 間で， 誤魔化しを する ために 誓いを 立てて はならない。 そうでな いと 踏 • 締め 
た 足場は 滑り， アツ ラーの 道から （人び とを） 背かせて， 悪 （い 結果） を 味わう ことにな り， あ 
なた がた に 厳しい 懲罰が 下る であろう。 
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95 .僅かな 代償で， アツ ラーの 約束を 売って はならない。 もし あなたがたが 理解す るなら ば， ア 
ッ ラーの 御 許 （の 報奨） こそは， 本当に あなたがたの ため 最も 優れてい る。 


96 . あなたがたの 持つ ものは 凡て 消滅す る。 だが アツ ラーの 御 許の ものは 残る。 われは 耐え 忍ぶ 
者に 対し， かれらが 行った 最も 優れた 行為に よって， 報奨を 与える。 

97 . 誰でも 善い行い をし （真の） 信者なら ば， 男で も 女で も， われは 必ず 幸せな 生活を 送らせる 
であろう。 なお われは かれらが 行った 最も 優れた ものに よ って 報奨を 与える ので ある。 

98 . あなたが ク ルアー ン を読唱 する 時は， 忌まわしき シャイ ターンに 対して， アツ ラーの 御 加護 
を 祈れ。 

99 . 信仰して 主に 鰱る 者に 対しては， （悪魔） は どんな 権威 も 持たない。 

100.  (悪魔） の 権威は， 只 かれを 保護者と した 者， そして かれに 同位 者を 配した 者の 上に 及ぶ だ 
けで ある。 

101 •われが 一節を 外の 一節に 替える 時， アツ ラーは かれが 啓示され たこと を 最も 良く 知って おら 
れ るが， かれらは， 「あなたは 1 人の 捏造 者に 過ぎない。」 と言う。 だが かれらの 多くは， 知ら 
ない ので ある。 

102 . 言って やる がいい。 「聖霊が 真理を もって， あなたの 主からの 啓示を (西？） して 来たのは， 信 
仰す る 者を 強固に する ためで あり， また ムス リムたち への 導きで あり 吉報で ある。」 

103 . われは， かれらが， 「かれ （ムハンマド） に 教える のは， 只の人 間で ある。」 と言うのを 知 
つてい る。 だが かれらの 頼る ものの 言葉は， 外国語で あるが， これは 純粋 明確な アラビア 語で あ 
る。 


104 •本当に アツ ラーの 印を 信じない 者は， アツ ラーは これを 御 導きに なられない。 かれらには 痛 
ましい 懲罰が あろう。 

105 . アツ ラーの 印を 信じない 者は， 只 蟻を 捏造す る 者で， かれら こそ 虚言の 徒で ある。 

106 . アツ ラーを 信仰した 後， 信仰を 拒否す る 者。 ただし 心に 信仰を 堅持し， 安心 大悟して いる 者 
ナ 強迫され た 者の 場合は 別で ある。 不信を 表わして 満足す る 者， かれらには アツ ラーの 激怒が 下 
り， 厳しい 懲罰が あろう。 

107 . これは かれらが， 来世よりも 現世の 生活を 愛して いるた めで， アツ ラーは 信仰を 拒否す る 民 
を 御 導きに なられない。 

108 . これらの 者は， アツ ラーが その 心 や 聴覚 や 観察力を 封 じられ た 者で， これらの 者 こそ 無頓着 
な 人間で ある。 

109 . 疑い もな く かれらは， 来世に おける 失敗 者で ある。 

110 •しかし， 試練を 受けた 後に 移住した 者， それから 奮闘 努力し， またよ く 耐え忍んだ 者に 対し 
, あなたの 主は， その後は 本当に 寛容に して 慈悲 深く あられる。 
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111 •その 日 入び とは 自分自身の （救いの） ために， 焦って 嘆願す る ことにな ろう。 各人は （現世 
での） 行いに より （十分に） 報奨され， 不当に 待遇 せられる ことは ない ので ある。 

112 •アツ ラーは， 平穏無事を 楽しんで いた 一つの 町の， 比 (臨？) を あげられた。 糧は 四方から 豊か 
に 供給され たが， アツ ラーの 御 恵 •に 対し 不信心であった ために， アツ ラーは （その 民が） 犯し 
ていた （悪） 事の 報いと して， （極度の） 飢えと 恐れを 味わせられ た。 

113 . また かれらの 間から （選ばれた） 1 人の 使徒が， 本当に かれらに 遣わされ たの だが， それを 
拒否した。 それで かれらが 不義を 行って いる 間に， 懲罰が かれらに 下った。 

114 . それで アツ ラーが あなたがたに 授けられた， 合法に して 善い ものを 食べなさい。 もし あなた 
がた が アツ ラーに 仕えるならば， かれの 恩恵に 感謝 しなさい。 

115 •かれは 只 死肉， 血 そして 豚肉， 並びに アツ ラー 以外の 名が 唱えられ （屠殺され） たものを 禁 
じられ る。 だが 欲望の ためでは なく， 法を 越えず， 迫られて 止む を 得ない 者には， 本当に アツ ラ 
一は 寛容に して 慈悲 深く あられる。 


116 . あなたがたの 口を ついて 出る 偽りで， 「これは 合法 〔ハラー ル〕 だ， また これは 禁忌 〔ハラ 
ーム〕 です。」 と 言って はならない。 それは アツ ラーに 対し 偽りを 造る 者で ある。 アツ ラーに 対 
し 偽りを 造る 者は， 決して 栄えないで あろう。 

117.  (これらの 者は） 僅かな 事 楽 だけで， かれらには 痛ましい 懲罰が あろう。 

118 . われは， ユダヤ教を 信奉す る 者に 対し， われが 以前 あなたに 告げた ものを 禁じた ので ある。 
われは かれらを 損なった わけでは ない。 だが かれらは 自 らを 損なった だけで ある。 

119 . 無知の ために 悪を 行った が， その後に， 悔い改めて その 身を 修める 者に 対し， あなたの 主は 
, その後は 本当に 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

120 . 本当に イブ ラ- ヒ- ムは 一人の 模範 者で あり， アツ ラーに 従順で， 純正な 信仰者であった。 
かれは， 偶像 信者の 仲間では なく， 

121 . かれは 主の 恩恵を 感謝す る。 かれが かれを 選び 正しい 道に 御 導きに なられた。 

122 . われは 現世で， かれに 幸福を 授けた。 来世で も 必ず 正しい 人び との 中に 入る であろう。 

123 . そこで われは あなたに 啓示して， 「純正な イブ ラー ヒー ムの 道に 従え。」 と （告げた）。 か 
れ は， 偶像 信者の 仲間ではなかった。 

124 . 安息日は， それに 就いて 異論 ある 者に 対し， 定められ たものに 過ぎない。 だが かれらの 争う 
ことに 就いては， 審判の 日に， あなたの 主は， かれらの 間を 必ず 裁かれる。 

125 . 英知と 良い 話し方で， （凡ての 者を） あなたの 主の 道に 招け。 最善の 態度で かれらと 議論し 
なさい。 あなたの 主は， かれの 道から 迷う 者と， また 導かれる 者を 最もよ く 知って おられる。 

126 . もし あなたがたが 罰するなら， あなたがたが 悩まされ たように 罰しなさい。 だが あなたがた 
が もし 耐え忍ぶならば， それは 耐え忍ぶ 者に とって 最も 善い ことで ある。 


166 


127 . あなたは 忍耐強く あれ。 あなたの 忍耐は， アッ ラー （の 助け） 

による 外には ない ので ある。 かれらの ために 憂慮し ないで， また かれらの 策謀した ことのた めに 
， 心を 狭めて はならない。 

128 . 本当に アッ ラーは， 主を 畏れる 者， 善い行いを する 者と 共に おられる。 

SURA 17 .夜の 旅 章 〔アル •イスラー〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .かれに 栄光 あれ。 その しもべを， （マッカの） 聖 なる マ スジ ドから， われが 周囲を 祝福した 至 
遠の （エルサレムの） マ スジ ドに， 夜間， 旅を させた。 わが 種々 の 印を かれ （ムハンマド） に 示 
すため である。 本当に かれ こそは 全 聴に して 全視 であられる。 

2 •われは ムーサーに 啓 典を 授け， イスラエルの 子孫への 導きと させ （命じ） た。 r われの 外に 守 
護 者を 持って はならない。」， 

3 . われが ヌーフ と 一緒に （方舟で） 運んだ 者の 子孫よ。 本当に かれは 感謝す る しもべであった。 

4 . また われは 啓 典の 中で， イスラエルの 子孫に 対しこう 啓示を 与えた。 「あなたがたは 必ず 地上 
で 2 度 悪を 犯し， 必ず 甚だしく 高慢に 思い あがる であろう。」 

5 •それで 2 つの 中 最初の 時 （預言） が 来た 時， われは しもべの 中の 武勇に 富んだ 者を， あなたが 
たに 遣わし， かれらは 家々 の 最も 奥に 入り， 約束は 成し遂げられた。 

6 •次いで われは， あなたがたが かれらに 勝利を 得る ようにし， また あなたがたの 財産と 子女を 増 
やして 多くの 人々 とした。 

7. ( そして 仰せられた。） 「 もし あなたがたが 善を 行うなら， 自分の 身の ために 善を 行う ので あ 
り， また 悪を 行っても， 自分の ため （に 行う の） である。」 それで 2 番目の 時が 来た 時， あなた 
がた の 顔は 曇り， 最初の 時の ように， かれらは マ スジ ドに 侵入し， 凡ては かれらに よって 徹底し 
て 踏 • 躏られ 壊滅に 帰した。 

8 •或るい は 主 も あなたがたに 情けを 与える であろう。 だが あなたがたが （罪を） 繰り返すならば 
, われ も （懲罰を） 繰り返す であろう。 われは 不信者の ために， 地獄を 牢獄と して 蝕け た。 

9 •本当に この ク ルアー ン は， 正しい （道への） 導きで あり， また 善い行いを する 信者への 吉報で 
ある。 かれらには 偉大な 報奨が 授けられる。 

10 .また 来世を 信じない 者には， われは かれらの ために 痛ましい 懲罰を 準備した。 

11 •人間の 祈りは 幸福の ためで あるべき なのに， かれは 災厄の ために 祈る。 凡そ 人間は いつも 性 
急で ある。 

12 .われは 夜と 昼の 2 つの 印を 蝕け， 夜の 印を 暗く した。 だが 昼の 印は 明るく して， あなたがたに 
(働いて） 主の 恩恵を 祈らせ， また 年数を 知り， （暦法を） 計算させる。 われは 凡ての ことを 詳 
細に 説き明かした。 
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13 . —人び とりに， われは その 運命を 首に 結び付けた。 そして 復活の 日には， （行いの） 記録 さ 
れた 一巻が 突き付けられ， かれは 開いて 見る。 

14.  ( かれは 仰せられよう。） 「あなたがたの 記録を 読 •なさい。 今日 こそは， あなた 自身が 自 
分の 精算 者で ある」 

15 . 誰でも 導かれる 者は， 只 自分の 魂を 益す るた めに 導かれ， また 誰でも 迷う 者は， 只 自分を 損 
うため に 迷う。 重荷を 負う 者は， 他人の 重荷を 負う ことは 出来ない。 われは （警告の ため） 一人 
の 使徒を 遣わさない 限り 決して 懲罰を 下さない。 

16 . われが 一つの 町を 滅ぼそう とする 時は， かれらの 中で 裕福に 生活し， そこで 罪を 犯して いる 
者に （先ず） 命令を 下し， 言葉 （の 真実） が かれらに 確認され て， それから われは それを 徹底的 
に 壊滅す る。 

17 . ヌ ーフの 後， 如何に 多くの 世縷 C われは 滅ぼした ことであろう か。 あなたの 主は， そのし も 
ベたち の いろいろな 罪を 知って おられ， 見て おられる 方と して 万全で ある。 

18 . 誰でも 束の間 （のこの 世の 事物） を 望む 者には， われ も 急いで かれのた めに， われの 欲する 
物を われが 望む 者に 与える。 それから かれのた めに 地獄を 準備す る。 かれは そこで 焼かれ， 恥辱 
を 被り， （慈悲を） 拒否され るであろう。 

19 •しかし 誰でも 来世を 望 • ， それに 向かい 精出し 努力し， 信仰す る 者， これらの 者の 努力は 嘉 
納 される。 

20 . われは 凡ての 者に， これらの 者に もまた かれらに も， あなたの 主の 賜物を 広く 授ける。 あな 
たの 主の 賜物には 限界は ない ので ある。 

21 . 見なさい。 われは ある 者に， 如何に 外よりも 優れた 恩恵を 与える かを。 しかし 来世では， 必 
ず もっ と 大きい 等級 や 偉大な 特典が ある。 

22 •アツ ラーと 一緒に 外の 神を 立てて はならない。 さもないと， あなたがたは 軽蔑され 見捨てら 
れ るであろう。 

23 •あなたの 主は 命じられる。 かれの 外 何者を も 崇拝して はならない。 また 両親に 孝行しなさい 
。 もし 両親 かまた その どちら かが， あなたと 一緒にいて 老齢に 達しても， かれらに 「ちえっ」 と 
か 荒い 言葉を 使わず， 親切な 言葉で 話しなさい。 

24 . そして 敬愛の 情を 込め， 両親に 対し 謙虚に 翼を 低く 垂れ （優しくし） て， 「主よ， 幼少の 頃 

, わたしを 愛育して くれたよ うに， 2 人の 上に 御 慈悲を 御 授け 下さい。」 と （折りを） 言う がい 
い。 

25 . 主は あなたがたの 心の中に 抱く ことを 熟知な される。 もし あなたがたが 正しい行いを するな 
らば， かれは 悔悟して 度々 （主に） 返る 者に 対し， 本当に 寛容で ある。 

26 •近親者に， 当然 与えるべき ものは 与えなさい。 また 貧者 や 旅人に も。 だが 粗末に 浪費して は 
ならない。 
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27 •浪費 者は 本当に 悪魔の 兄弟で ある。 悪魔は 主に 対し 恩を 忘れる。 

28 . あなたは 主からの 慈悲を 詰い 願うた めに， 仮令 かれらから 遠ざかって いても， あなたは かれ 
ら に 対 し 優しく 語りなさい。 

29 . あなたの 手を， 自分の 首に 縛り付けて はならない。 また 限界を 越え 極端に 手を 開き， 恥辱を 
被り 困窮に 陥って はならない。 

30 . 本当に あなたの 主は， 御 心に 適う 者への 報酬を 豊かに され， また 控えられる。 かれは そのし 
もべ に 関し， 本当に 全知に して 全視 であられる。 

31 . 貧困を 恐れて あなたがたの 子女を 殺して はならない。 われは かれらと あなたがた のために 給 
養す る。 かれらを 殺す のは， 本当に 大罪で ある。 

32 . 私通 （の 危険） に 近付いて はならない。 それは 醜行で ある。 憎むべき 道で ある。 

33 . 正当な 理由に よる 以外は， アツ ラーが 尊い ものと された 生命を 奪って はならない。 誰でも 不 
当に 殺害され たなら ば， われは その 相続 者に 賠償 または 報復を 求める 権利を 与える。 殺害に 関し 
て 法を 越えさせて はならない。 本当に かれは （法に よって） 救護され ている ので ある。 

34 •孤児が 力量 （ある 年齢） に 達する までは， 最善 （の 管理） をな すため の 外， かれの 財産に 近 
付いて はならない。 約束を 果たしなさい。 凡ての 約束は， （審判の 日） 尋問され るので ある。 

35 . それから あなたがたが 計量す る 時は， （買い手の ために） その 量を 十分に しなさい。 また 正 
しい 秤で 計りなさい。 それは 立派で あり， その 方が 結果と して 最良になる。 

36 . また あなたは， 自分の 知識の ない ことに 従っては ならない。 本当に 聴覚， 視覚， また 心の 働 
きの 凡てが （審判の 日に おいて） 尋問され るであろう。 

37 •また 横柄に 地上を 歩いて はならない。 あなたがたは 大地を 裂く こと も 出来ず， また （背丈が 
) 山の 高さに も なれない。 

38 . これらの 凡ては 悪事で， あなたの 主は， これを 憎まれる。 

39 . これらは， 主が あなたに 啓示され た 英知で ある。 アツ ラーと 一緒に 外の 神を 立てて はなら な 
い。 そうでな いと 恥辱を 受け （慈悲を） 拒否され 地獄に 投げ込まれる であろう。 

40.  (多神教 徒よ） 主は 男児を あなたがたに 授け， （御 自分は） 天使の 中から 女児を 取られた と 
する のか。 本当に あなたがたは 由々 しき 言葉を 口にする 者で ある。 

41 . 本当に われは この クル アーン で， かれらを 戒 しめる ために 繰り返し 説いた。 しかし それは， 

只 かれらの （真理からの） 離反を 加える だけであった。 

42 . 言って やる がいい。 r もし かれらの 言うよう に， アツ ラーの 外に （外の） 神が あるならば， 
それらは 必ず 玉座の 主への 道を 熱望した であろう。」 

43 . かれに 讚え あれ， かれは かれらが 唱える ものの 上に 高く おられる。 崇高に して 偉大な 御 方で 
あられる。 
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44.7 つの 天と 大地， また その 間にある 凡ての ものは， かれを 讃 える。 何もの も， かれを 讚え て唱 
念し ない ものは ない。 だが あなたがたは， それらが 如何に 唱 念して いるかを 理解し ない。 本当に 
かれは 忍耐強く 寛容で あられる。 

45 . あなたが ク ルアー ン を読唱 する 時， われは あなたと 来世を 信じない 者との 間に， 見えない 幕 
を 垂れる。 

46 . また われは， かれらが それを 理解し ないように， その 心に 覆いを 掛け， 耳を 的く した。 それ 
であな たが ク ルアー ンの 中で， あなたの 主， かれ だけを 語る 時， かれらは （真理を） 嫌って 背を 
向ける。 


47 .われは， かれらが 聞きに 来る 時 どんな （考え） であな たに 聞く かを 知っている。 そして かれ 
らが密 に 話 合う 時， 不義の 徒は， 「あなたがたは， 只 (ぶ？) かれた 一人の 人間に， 従ってい るに 
過ぎない のです。」 と言う。 

48 •かれらが あなたに 対し， どんな 例を 挙げる かを 見る がいい。 かれらは 迷い 去って いる。 決し 
て 道を 見い出せないで あろう。 


49 . かれらは 言う。 「わたしたちが 骨に なり 砕けた 土に なった 後， 本当に 新たな 生き物と して 睡 
るので しよう か。」 

50 . 言って やろ がいい。 「あなたがたが 石に なり， また 鉄に なっても， 

51 . また あなたがたの 胸の 中で 考えられる もので も。」 その 時， 「誰が わたしたちを 睡ら せる の 
でしょう か。」 と言う。 言って やる がいい。 「最初に あなたがたを 創ら れた 方で ある。」 それで 
かれらは あなたに 向って 頭を 振り， 「それは 何時でしょう か。」 と言う。 言って やる がいい。 r 
それは 恐らく 近いであろう。 

52 . その 日 かれは， あなたがたを 呼び出される。 その 時 あなたがたは 答え， かれを 讃 える。 また 
あなたがたが （墓の 中に） 留まった のは， 片時に 過ぎない と 思う であろう。」 

53 •われの しもべに 告げなさい。 「かれら （ムス リム） は 何事で も 最も 丁重に 物を 言いなさい。 

」 悪魔は， かれら （不信者） との 間に （紛争の） 種を 蒔く。 本当に 悪魔は 人間の 公然の 敵で ある 
〇 

54 . あなたの 主は， よく あなたを 知って おられる。 もし かれの 御 心なら ば， あなたがたに 慈悲を 
与えられ， また かれの 御 心なら ば 罰される。 われは， かれら （不信者） のた めの 後見人と して， 
あなたを 遺 わした のでは ない。 

55 . あなたの 主は， 天と地に ある 凡ての ことを 最もよ く 知って おられる。 われは 預言者た ちの 中 
の ある 者に， 外の 者 以上の 恵 •を 施し， また ダー ウー ドには 詩篇を 授けた。 

56 •言って やる がいい。 「かれを 差し置いて， あなたがたが 考えて いる （神々） を 呼べ。 かれら 
は あなたがたから 災厄を 險く力 もな く， また それを 変える こと も 出来ない。」 
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57 . かれらが 祈って いる 神々 できえ， 主に 接近す る ことを 願って いる。 誰が 最も アッ ラーの 喜び 
に 近づける のかと。 なお， 側近に いるもの でも， かれの 慈悲を 待望し， 懲罰を 恐れて いる。 本当 
に 主の 懲罰 こそ， 用心すべき である。 

58 . 如何なる 町で も， われは 審判の 日 以前に それを 滅ぼし， または 痛烈な 刑で 処罰す る。 それは 
, (わが 不滅の） 啓 典に 印され ている。 

59 . われが 印を 下す ことを 控える のは， 昔の 民が それを 偽りで あると したから に 外なら ない。 わ 
れは 以前 サム ー ドに， 明らかな 印の 雌 ラク ダを 授けた が， かれらは それを 迫害した。 われが 印を 
下す のは， 只 畏れの 念を 抱かせる ために 外なら ない。 

60 . われが 以前 あなたに 向かって， 「あなたの 主は 本当に 人間を 取り囲まれる。」 と 言った 時を 
思いなさい。 われが あなたに 見せた ものは， 人び とに 対する 一つの 試 •に 過ぎなかった。 また ク 
ルアー ンの 中で 呪われた あの 木 も （そうで ある）。 われは 畏れ （や 警告） を 与える の だが， かれ 
らは只 大逆を 増す ばかりで ある。 

61 . われが 天使たち に， 「アー ダムに サジ ダしなさい。」 と 告げた 時を 思え。 その 時 イブ リース 
以外は サジ ダした。 かれは 言った。 「あなたが 泥で 創ら れた 者に， どうして サジ ダし ましょう か 
。 」 と 言った。 

62 . かれは （また）， 「あなたは 御 考えに なりません か， あなたは この 者を わたしよりも 重視 さ 
れ ます。 だが もし 復活の 日まで， わたしに 猶予を 下さるなら， 僅かの 者を 除き， かれの 子孫を 必 
ず わたしの 配下に 致しましょう。」 と 言った。 

63 . かれは 仰せられた。 「去れ。 もし かれらの 中 あなたに 従う 者が あれば， 本当に 地獄 こそ あな 
たがた （一味） への 応報， 十分な 応報で ある。 

64 . あなたの （魅惑 的な） 声で かれらの 中の 出来る限りの 者を 動揺 させ， あなたの 騎兵 や 歩兵で 
かれらを 攻撃しなさい。 かれらの 財産 や 子供つ くりに 協力し， うまそう な 約束を 結べ。 」 だが 悪 
魔の 約束は， 欺瞞に 過ぎない。 

65.  「あなたは， われの しもべに 対して 何の 権威 も 持たない。 」 あなたの 主は， 信頼す る 方と し 
て 万全で ある。 

66 . 主 こそは 船を あなたがたの ため 海に 航行 させ， かれの 恩恵を 求めさせる 方で ある。 本当に か 
れ は， あなたがたに 対しい つも 慈悲 深く あられる。 

67 •あなたがたが 海上で 災難に あう と， かれ 以外に あなたがたが 祈る ものは 見捨てる。 だが かれ 
が 陸に 救って 下さる と， あなたがたは 背き 去る。 人間は いつも 恩を 忘れる。 

68 .あなたがたは， かれが 地の果てで あなたがたを 呑 • 込まれな いと 安心 出来る のか。 また あな 
たがた に対して， （秒 石の 雨を 伴う） 旋風を 送られな いと。 その 時 あなたがたの ためには 保護者 
はいない ので ある。 
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69 . または， かれが 再び あなたがたを それ （海上） に 戻らせ， あなたがたが 恩を 忘れた ために 風 
を 起こし 暴風を 送り， 溺れさせな いと 安心 出来る のか。 その 時 あなたがたは， われに 反抗す る 救 
助 者を 発見す る ことは 出来ない ので ある。 

70 . われは アー ダムの 子孫を 重んじて 海陸に かれらを 運び， また 種々 の 良い （暮らし向きの ため 
の） ものを 支給し， また われが 創造した 多くの 優れた ものの 上に， かれらを 優越 させた ので ある 
〇 

71 . その 日 われは 凡ての 人間を， その 導師と 共に （審判の ため） 召集す る。 右手に 自分の 記録を 
波され る 者は， （喜びと 満足を もって） その 記録を 読む。 かれらは 少しも 不当に 遇せられないで 
あろう。 

72 . しかし 現世で これを 見られなかった 者は， 来世で も 見られないで あろう。 そして ますます 道 
から 迷し : '去る。 

73 •かれらは， われが あなたに 啓示した ものから あなたを 扇動して 背かせよ うとし， 別の ものを 
われに 対して ねつぞう させようと している。 そのと おりに した 場合， かれらは あなたを 仲間に し 
たであろう。 


74 . もし われが あなたを 確り させて いなかったならば， 先に あなたは かれらに 少し 傾き かけて い 
た。 

75 . その 場合 われは あなたの （この 世の） 生活で 2 倍， また 死んで から （来世で） 2 倍の （懲罰） 
を 味わわせ， あなたは われに 対し 援助 者を 見い出せないで あろう。 

76 . かれらは あなたを この 地 （マッカ） から 追放し ようとして， 凡ん ど 居 佳に 耐えられ ないよう 
にして いる。 だが そう なれば， あなたの 後 かれら も， 暫時の 外 （そこに） 留まれないで あろう。 

77 . あなた 以前に 遺 わした 使徒たち に対する （わが） 慣行は （皆， こう） であった。 あなたは わ 
が 慣行に 変化を 見い出す ことは 出来ない。 

78 •太陽が （中天を 過ぎ） 傾く 時から 夜のと ばりが 降りる まで， 礼拝の 務めを 守り， また 暁には 
礼拝を しなさい。 本当に 暁の 礼拝には 立会人が いる。 

79 •また 夜の 或る時 間を 起きて 礼拝を 務めれば， あなたの ために 余分の 賜物が あろう。 主は あな 
たを， 光栄 ある 地位に 就かせて 下される。 

80.  (祈って） 言え， 「主よ， わたしを 正しい 入り 方で 入らせ， また 正しい 出方で 出させ， あな 
たの 御 許から， 助けと なる 権威を わたしに 授けて 下さい。」 

81 . 言え， r  (今や） 真理は 下り， 虚偽は 消え去りました。 本当に 虚偽は 常に 消える 定めに あり 
ます。」 

82 . われが （段階を 追って） ク ルア- ンで 下した ものは， 信者に とっては （精神的な） （癒?） しで 
あり 慈悲で ある。 だが 不義の 徒に とっては 只 損失の 種で ある。 

83 . われが 恩恵を 施せば， かれは 背き 去って 遠ざかり， 災厄が 襲えば， 絶望して しまう。 
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84 . 言って やる がいい。 「各人は 自分の 仕方に よって 行動す る。 だが あなたがたの 主は， 誰が 正 
しく 導かれた 者で あるかを 最もよ く 知って おられる。」 

85 . かれらは 聖霊に 就いて あなたに 問う であろう。 言って やる がいい。 「聖霊は 主の 命令に よ （ 
って 来） る。 （人び とよ） あなたがたの 授かった 知識は 微少に 過ぎない。」 

86 . かれが もし 望むならば， あなたに 啓示した ものを 取り上げる こと も 出来る。 その 時 それに 就 
いて， われに 逆らって あなたを 弁護す る 者を 見 出さないで あろう。 

87 . 只 あなたの 主からの 慈悲は 別で。 あなたに 対する かれの 恩恵は， 本当に 広大で ある。 

88 . 言って やる がいい。 「仮令 人間と ジンが 一緒に なって， この クル アーン と 同じような ものを （ 
西？) そうと 協力しても， （到底） このような ものを (強？) す ことは 出来ない。」 

89 . われは ク ルアー ンの 中で， 種々 の 比 (輪？) を 挙げて 人び とに 説明した。 それでも 人び との 多く 
は， 不信心 一筋に （その 受け入れを） 拒否す る。 

90 •かれらは 言う。 「わたしたちの ために， あなたが 地から 泉を 涌き 出させる までは， あなたを 
信じないで あろう。 

91 . または あなたが ナツメ ヤシ やブ ドウの 園を 所有し， その 間を 通って 豊かに 川を 流れさす まで 
は。 

92 . または あなたが （あり 得る と） 言明した ように， 大空を 粉 ごな にして わたしたちに 落す まで 
。 また アツ ラー そして 天使たち を， （わたしたちの） 面前に 連れて来 るまで。 

93 . または あなたが， 黄金 （の 装飾） の 家を 持ち， （梯子を 踏んで） 天に 登る までは。 いや， わ 
たしたち に 読める 啓 典を 持って 下る まで， あなたの 昇天を も 信じないで あろう。 」 言って やる が 
いい。 「主に 讚え あれ， わたしは 使徒と して （遺 わされた） 一人の 人間に 過ぎない ではない か。 

J 

94 •導きが かれらに 下された 時， 人び との 信心を 妨げた のは， かれらが， 「アツ ラーは （わたし 
たちと 同じ） 一人の 人間を， 使徒と して 遺 わされた のか。」 と 言った （こと） に 外なら ない。 

95 . 言って やる がいい。 「もし 地上を 悠 々と 往き来し ている のが 天使なら， われは きっと 一天 使 
を 使徒と して， 天から かれらに 遺 わした ことであろう。」 

96 . 言って やる がいい。 「アツ ラーは， わたしと あなたがたとの 間の 立証 者と して 万全で あられ 
る。 本当に かれは， その しもべた ちを 知り 尽くし， 見て おられる 方で ある。」 

97 . アツ ラーの 導かれる 者 こそ， 導かれた 者で ある。 だが かれが 迷う に 任せた 者に 対しては， か 
れの 外には 決して 保護者がない ことを， あなたは 知る であろう。 われは 復活の 日に， かれらの 顔 
を 俯けに して 召集す る。 見えない 者， 物言えない 者， 聞こえない 者と して。 かれらの 住まいは 地 
獄 である。 そして （火勢が） 衰える 度に われは かれらの ために 烈火を 加える。 

98 . これは かれらが， わが 印を 信じない 応報で ある。 かれらは また 言う。 「わたしたちが 骨と 砕 
けた 土に なった 後， 本当に 新たな 生き 者と して 匯る のでしょう か。」 
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99 . かれらは， 天と地を 創造され た アツ ラーが， かれらと 同じような ものを， 創る ことが 出来る 
のが 分らない のか。 また かれらの ために， かれは 一期 限を 定められた。 それに 疑いの 余地は ない 
ので ある。 それでも 不義の 徒は， 不信心 一筋に （その 受け入れを） 拒否す る。 

100 . 言って やる がいい。 「仮令 わたしの 主の 慈悲の 宝物が あなたがたの 手中に あっても， それを 
費やす ことを 恐れて， あなたがたは 必ず 仕舞 込む ことであろう。 」 人間は 常に 吝嗇で ある。 

101 . 本当に われは ムーサ-に 9 つの 明 証を 授けた。 イスラエルの 子孫に 聞け， かれ （ム-サー） 

が かれらの もとに 来た 時 フィ ル アウンは， 「ムーサーよ， わたしは あなたを （ほ？) かれた 者で あ 
ると 思う。」 と 言った。 

102 . かれは 言った。 「あなたは これら （印） を， 証拠と して 下された 方が， 天と地の 主に 外なら 
ない ことを 知っています。 フィル アウンよ， 本当に あなたは 破滅す る 運命に あると わたしは 考え 
ます。」 

103 . そこで かれ （フィ ル アウン） はかれら を 国外に 追放し ようとした。 だが われは かれ （フィ ル 
アウン） そして かれに 従う 者を， 一斉に 溺れさせた。 

104 •われは その後， イスラエルの 子孫たち に 言った。 「この 地に 住 •着きなさい。 だが 来世の 約 
束が 来る 時， われは あなたがたを 鳥 合の 衆に する であろう。」 

105 . われは この （ク ルアー ン） を 真理を もって 下した ので， それは 真理に よって 下った。 そして 
われは， 吉報の 伝達 者， または 警告 者と して あなたを 遣わした だけで ある。 

106.  (これは） われが 分割 （して 啓示） した ク ルアー ン であり， あなた （預言者） に ゆっくりと 
人び とに 読唱 する ために， 必要に応じて これを 啓示した。 

107 . 言って やる がいい。 「あなたがたが この （ク ルアー ン） を 信じても， また 信じなくても， 以 
前に 知識を 与えられた 者たち は， 読誦を 耳に すると， 必ず その 顔を 伏せて サジ ダす る。 

108 . そして （祈って）， 『わたしたちの 主の 栄光を 讚え ます。 本当に 主の 御 約束は 果たされ まし 
た。』 と言う。」 

109 . かれらは 涙を 流して 顔を 地に 伏せ， 謙譲の 誠を 募らせる。 〔サジ ダ〕 

110 •言って やる がいい。 「アツ ラーに 祈れ。 慈悲 深い 御 方に 祈りなさい。 どの 御名で かれに 祈ろ 
うと も， 最も 美しい 御名は， 凡て かれに 属する。 」 礼拝の 折には， 声高に 唱えて はならない。 ま 
た （余り） 低く 唱えても いけない。 その 中間の 道を とれ。 

111. また 言って やる がいい。 「アツ ラーに 譲え あれ。 かれは 子を 持たれない 御 方。 また （かれの 
) 大権には 共有者 もない 御 方。 また （かれは） 不面目な 支援者 （それは 被 創造物 だから） を 持た 
ない 御 方で あられる。 （アツ ラーは 完全 自足 者で あられる）。」 かれの 偉大 さ （栄光） を讃 えな 
さい。 
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SURA18 .洞窟 章 〔アル •カ ハフ〕 


慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . アツ ラーを 讃 える。 かれは その しもべに 啓 典を 下された。 それには， 少しの 曲った こと も 含ま 
れ ない。 

2.  ( この 啓 典の 内容を） 正しく 真直に なされ， かれの 御 許からの 痛烈な 処罰を 警告され， また 正 
しい 行いを する 信者は， 善い 報奨を 得る との 吉報を 伝えられた。 


3 •かれらは 永遠に その 中に 住む であろう。 

4 .また， 「アッ ラーは 一人の 御子を 持たれます。」 と言う 者へ 警告な される。 

5 •かれらは この ことに 就いて 何の 知識 もな く， かれらの 祖先 もまた そうであった。 かれらの 口を 
ついて 出る 言葉は， 由え しきもの である。 かれらの 言葉は， 偽りに 外なら ない。 

6 •もし かれらが この 消息 （ク ルアー ン） を 信じないならば， 恐らく あなたは かれらの 所行の ため 
に 苦悩して， 自分の 身を 滅ぼす であろう。 

7 •本当に 地上の 凡ての 有は， それ （大地） の 装飾と して われが 蝕け たもので， かれらの 中 誰が 最 
も 優れた 行いを する かを， 試 •るた めで ある。 

8 •本当に われは， この （地） 上に ある 凡ての 有を， 必ず （生命の ない） 乾いた 土に する であろう 
〇 

9 •洞窟の 仲間たち とその 碑文の ことを， あなたは 考えない のか。 わが 印の 中で も 驚嘆すべき もの 
であった と。 

10 •青年たち が 洞窟の 中に 逃れた 時を 思え。 かれらは （祈って） 言った。 「主よ， あなたの 御 許 
から 慈悲を 与えられ， わたしたちの 事態に 正しい 道を 御 授け 下さい。」 

11 •われは それから 洞窟の 中で 幾年 もの 間， かれら の 聴覚 を 妨げた。 

12 . それから われは， かれらを 呼び起こし， 2 団の どちらが， よく かれらの （滞 巧） 期間を 計算 出 
来る かを 知ろうと した。 

13 . われは かれらの 物語の 真実を あなたに 語ろう。 かれらは 主を 信じる 青年であった から， われ 
はなお 一層 かれらを 導いた。 

14 •われは かれらの 心を 引き立て， かれらは 起き 上った 時 言った。 「わたしたちの 主は， 天と地 
の 主で ある。 わたしたちは， かれを 差し置いて 如何なる 神に も 祈らない。 （もしそう したら） 本 
当に 無法な ことを 口にする ことになる。 

15 .これら わが 同族の 人び とは， かれを 差し置いて 神々 を 立てた。 どうして それら （神々） は， 
かれらに 対して 一つの 明白 な 権威 も （湾?) さ ない のであろう か。 アッ ラーに 就いて 偽り を 捏造す 
るよりも， 甚だしい 不義を 犯す 者が あろう か。」 
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16. 「そうだ， あなたがたが かれらから， また アツ ラー 以外に かれらが 崇拝す る 者から それて， 
洞窟に 逃れれば， 主は あなたがたの 上に 慈悲を 現わされ， あなたがたの ために， 事態を 安穏に 処 
理 なされよう。」 

17 •あなたは 太陽が 昇る 時 （光線が かれらの 所に 差し込まない ように） 洞窟から 右の 方に それて 
, 沈む 時は 洞窟の 中の 広場に いた かれらを 過ぎて 左の 方に それて 去る のを， 見た ことであろう。 
これは アツ ラーの 印で ある。 アツ ラーが 導かれる 者は， （正しく） 導かれた 者で ある。 だが 迷う 
に 任せられた 者には， あなたは 正しく 導く 保護者の 一人 も， 見い出せ 得ない ので ある。 

18 . あなたは， かれらが 眠って いるのに， 目を 覚 している と 思った であろう。 われは， ゥれら を 左 
右に 寝返り させた。 また かれらの 大は 両足を 洞窟の 入口に 伸して いた。 もし あなたが かれらの 所 
に 来たならば， きっと 恐れ戦き 走って 逃げ出した ことであろう。 

19 . こんな （状態の 所） に， われは かれらを （眠りから） 覚 して， 栗い に 問わ させた。 一人が 言 
った。 「あなたがたは （ここに） どれ 位 滞 巧した のです か。 」 すると かれらは， 「わたしたちは 
一日 か， 一日 足らずの 滞 巧です。」 と （答えて） 言った。 （しばらくし てまた） 言った。 「アツ 
ラーは あなたがたが 滞留した ことを 最もよ く 知って おられます。 さあ， この 銭を 持って 一人を 町 
にやり， そこで 最も 清い 食べ物を 持って いる 者を 見つけて， そこから 食料を あなたがたに 持って 
来させよう。 かれには 慎重に 振る舞わせて， あなたがたの ことを 誰に も 気付かせて はならない。 

20 •もし かれらが， あなたがたの ことを 知る ことに なれば， 必ず 石 撃ちに する か， あなたがたを 
かれらの 教えに 戻らせよう。 そう なったら あなたがたは 永久に 栄えないで あろう。」 

21 . このよう にして， われは かれらの 消息を 明る •に 出した。 それは アツ ラーの 約束が 真実で あ 
り， また （最後の 審判の） 時に 就いては， 疑いの ない ことを 知らせる ためで ある。 すると 人び と 
はかれら の 事件に 就き 栗い に 論じ， （一人が） 言った。 「 かれらの 上に 建物を 建てよう。 主は， 
かれら （の 真意） を 最もよ く 知って おられます。」 かれらを 牛耳って いる 者たち が 言った。 「わ 
たしたち は， かれらの 上に マ スジ ドを 建立す る ことにしよう。」 

22.  (ある 者は） 言う。 

r  (かれらは） 3 人で， 4 番目は 犬です。」 （外の 者は） 単なる 推測で， 「かれらは 5 人で， 6 番目 
は 犬です。」 と言う。 （また ある 者は） 言う。 「かれらは 7 人で， 8 番目は 犬です。」 言って やる 
がいい。 「わたしの 主は その 数を 最もよ く 知って おられる。 かれら （の 真相） を 知る 者は 極く 少 
数に 過ぎない。」 それで 外部に 見える ことの 議論の 外は， かれらに 関し 論争して はならない。 ま 
たかれら に 就いて， 誰に も 問い かけて はならない。 

23 . 何事で も， 「わたしは 明日 それを する のです」 と 断言して はならない。 

24.  「アツ ラー が 御 好 • にな られ るなら。」 

と 付け加え ずには。 あなたが 忘れた 時は 主を 念じて， 「わたしの 主は， これよりも 正しい 道に 近 
付く よう 御 導き 下さる でしょう。」 と 言え。 

25 . さて， かれらが 洞窟に 滞留した のは， 3 百と 9 年であった。 
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26 .言って やる がいい。 「かれらが， どれ 程 長く 滞留した か， アツ ラーが 最もよ く 知って おられ 
る。 かれに， 天と地の 幽玄 界は 属する。 何とかれ はよ く 御存知で あられ， またよ く 御 聞きになる 
ことよ。 かれら （言い争って いる 人び と） には， （結局） かれの 外には どんな 保護者 もな く， ま 
た 何もの も， かれの 大権に 参与 しないので ある。」 

27 •あなたに 啓示され た， 主の 啓 典を 読 •聞かせなさい。 誰も かれの 御言 葉を 変える ことは 出来 
ない。 また あなたに はかれの 外， どんな 避難所 もない ので ある。 

28 .朝な 夕な， 主の 慈 顔を 求めて かれに 祈る 者と 共に， あなた 自身を 堅く 守りなさい。 また 現世 
の 生活の 栄華を 望んで， かれらから あなたの 目を そらせて はならない。 また われが， その 心に わ 
れを 念じる ことを 忽せ にさせた 者， また 私欲に 従って， 自分の 事に， 法を 越えた 者に 付き従って 
はならない。 

29 •言って やる がいい。 「真理は あなたがたの 主から 来る ので ある。 だから 誰でも 望 •のま まに 
信仰 させ， また （望 •のま まに） 拒否 させなさい。」 本当に われは， 火を 不義 者の ために 準備し 
ている。 その （煙と 炎の） 覆いは， かれらを 取り囲む。 もし かれらが （苦痛の） 軽減を 求めて 叫 
ベ ば， かれらの 顔を 焼く， 溶けた 黄銅の ような 水が 与えられよう。 何と 悪い 飲物， 何と 悪い 臥所 
である ことよ。 

30 . 信仰して 善行に 動し む 者には， 本当に われは， （唯） 一つの 善事に も， 必ず 報奨を 空しく し 
ない。 

31 . これらの 者には ア ドン （エデン） の 園が あろう。 川が 下を 流れ， そこで 黄金の 腕輪で 身を 飾 
り， 美しい 緑色の 絹の 長い 衣 や， 厚い 錦を 装い， 高座に ゆったり と 身を 託す。 何と 幸福な 恵 *。 
何とよ い 臥所よ。 

32 . かれらの ために 2 人の 者の 比 (輪？) を 上げなさい。 1 人に 対し， われは 2 つの ブ ドウの 園を 与え， 
ナツメ ヤシの 木で それらを 囲 • ， 両 園の 間に 畑地を 蝕け た。 

33.2 つの 園は， それぞれ 果実を 結び， 少しの 不作 もなかった。 また 両 園を 貫いて われは 一つの 川 
を 流れさせた。 

34 •この 人は （豊かに） 果実を 収穫して いた。 それで かれは， その 友と 議論して いる 間に 言った 
。 「わたしは 富に おいて あなたに 優り， また （家族の） 人び と （人数） でも 優勢です。」 

35 . そして かれは， 邪 （な 心） を 抱いて， 自分の 園に 入った。 かれは 言った。 「わたしは これが 
, 何時かは 荒廃す るとは 思いません。 

36 . また （審判の） 時が 来る とも 思いません。 また 仮令 わたしの 主に 戻されても， きっと これよ 
り も 良い 所を 見い出す でしょう。」 

37 . その 友は， 論争して いる 間に かれに 言った。 「 あなたは 信じない のです か。 土から あなたを 
創り， 次ぎに 一精 滴から， あなたを 人間に 形づくられた 御 方を。 

38 . かれ こそは アツ ラー， わたしの 主で あられます。 何ものを も， わたしの 主には 配し ません。 
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39 .あなたの 園に 入る とき， 「すべては アツ ラーの 御 心の まま， （本当に） アツ ラー 以外には， 
何の 力 も ございません」 と， どうして 言わない のです か。 たとえ あなたが 富と 子女に おいて， わ 
たしが あなたより も 劣る と 思った としても。 

40 •だが 主は， あなたの 園に 優る ものを， わたしに 与える かも 知れません。 また あなたの 園に 天 
から 災害を 御 下しに なり， 平らな 土に 返される かも 知れません。 

41 •あるいは 園内の 水が 深く 沈んで， その後を 尋ねられない かもしれ ません。」 

42 . はたして かれの 果実は （天災に より） 全滅し， ぶどう 棚が 崩れ落ちて， 荒廃に 帰した ので か 
れは それに 費やした 労苦を （思い） 手のひらを 握り 絞めて 梅し がる。 「ああ， 主に 同位の 者を 配 
さなかったなら。」 と言う （だけ）。 

43 . かれには， アツ ラ-の 外に 援助す る 人 もな く， 自分を 守る こと も 出来なかった。 

44 . こんな 時， 救いは 真の 主 アツ ラーに （だけ） 属する。 かれは 最も 優れた 報奨の 与え 手で あり 
， 最も 優れた 結果の 与え 手で ある。 

45 . この 世の 生活を， 譬 話で かれらに 説きなさい。 それは われが 天から 降らす 雨の ような もので 

, 大地の 草木は それを 受けて 茂る が， （そのうち） 風に 吹き散らされて 乾いた 株の 根と なる。 ア 
ツ ラーは 凡ての 事に 力を 持って おられる。 

46 . 富と 子女は この 世の 生活の 装飾で ある。 だが 永遠に 残る 善行 こそは， 主の 御 許では 報奨に お 
いて 最も 優れ， また 希望 （の 基礎） としても 最も 優れた ものである。 

47 •われが 山々 を 移させる その 日， あなたがたは 大地が 平らになる のを 見る であろう。 また われ 
は， かれらを 一 斉に 集めて 誰も 残さない。 

48 •かれらは 列を なして， 主の 御前の 所定の 位置に 付かされる。 （主は 仰せられる であろう。） 
「あなたがたは， われが 最初 創った ように， 今， 正に われの 許に 来た。 いや， われが あなたがた 
に 対し （会見の） 約束を 果たさな いと， あなたがたは 決めつ けて いた。」 

49.  (行いを 記録した） 書冊が （前に） 置かれ， 犯罪者が その 中に ある ことを 恐れて いるのを， 
あなたがたは 見る であろう。 かれらは 言う。 「ああ， 情けない。 この 書冊は 何とした こと だ。 細 
大 漏らす ことなく， 数えた てて あるとは。」 かれらは その 行った （凡ての） ことが， かれらの 前 
にある のを 見る。 あなたの 主は 誰も 不当に 扱われない。 

50 . われが 天使たち に 向かって， 「アー ダムに サジ ダしなさい」 と 言った 時を 思え。 かれらは イ 
ブリ-スを 賒 いて サジダ した。 かれは ジンの 仲間で， 主の 命令に 背いた。 それな のに あなたがた 
はわれを 差し置いて， かれと その子 孫を 保護者と する のか。 かれらは あなたが たにと り 敵では な 
いか。 不義の 徒は 何と 忌まわしい 交換を する もの か。 

51 •われは かれらに 天と地の 創造 また かれら 自身の 創造に も， 立 会わせなかった。 われは また， 
(人び と） を 惑わす 者を 助力 者に する こと もなかった。 
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52 .その 日 かれは 仰せられる であろう。 「あなたがたが， われと 同位の 者と 考えて いた ものを 呼 
ベ。」 それで かれらは 呼ぶ の だが， かれら （神々） は 答えないで あろう。 われは かれらの 間に， 
仕切りを 蝕け る。 

53 •犯罪者た ちは 火獄を 見て， そこに 落とされ ると 知る が， それから 逃れる 術の ない ことが 分る 
であろう。 

54 .本当に この ク ルアー ンの 中で， われは 凡ての 例を 引いて 人間の ために 詳しく述べた。 しかし 
人間は， 論争に 明け暮れる。 

55 •何もの も， 人び との 信仰を 妨げる ものは ない。 既に かれら （マッカの 不信心 者たち） に 御 導 
きが 下った から， 主に 赦 しを 請えば よい。 さもなければ 昔の 者の （被った ような） ことが かれら 
を 襲う か， または 懲罰が， 間近く かれらに 下る 外 あるまい。 

56 . われは 只 吉報を 伝達し， また 警告を 与える ために， 使徒たち を 遣わす。 だが 不信心な 者は， 
真理を 退ける ために 嘘の 論争を し， われの 印 や 警告を 嘲笑して 受け取る。 

57 . 凡そ 主の 印に 気が付いた 者が， それから 背き 去り， 自分の 手で 行って きた （行為） を 忘れる 
よりも， 甚だしい 不義が あろう か。 本当に われは， かれらの 心に 覆いを かけた ので， この （クル 
ア ーン） を 理解し ない。 また かれらの 耳を 的く した。 仮令 あなたが 導きの ために （いくら） 呼び 
かけても， かれらは 決して 導かれないで あろう。 

58 . だが あなたの 主は， 寛容に して 慈悲の 主で あられる。 もし かれが， かれらの 行った ことのた 
めに 罰される のなら， かれは きっと 懲罰を 急いで 行われる であろう。 しかし かれらには 定められ 
た 時期が あって， かれの 外に， 避難所を 見い出せない。 

59 . かの 町村の 者が 不義を 行った 時， われは これを 滅ぼした。 だが その 破滅には， 前もって 時を 
定めた ので ある。 

60 •ムーサ- がその 従者に こう 言った 時を 思え。 「 わたしは 2 つの 海が 会う 所に 行き着く までは， 
何年 かかっても， （旅を） 止めないで あろう。」 

61 . しかし かれらが ， 2 つ （の 海） の 出会った 地点に (辿？） り 着いた 時， かれらの 魚 （のこと） を 忘 
れ ていたので， それは 海に 道を とって， すっと 逃げ失せて しまった。 

62 . かれら 両人が （そこを） 過ぎ去った 時， かれ （ムーサ-） は 従者に 言った。 「わたしたちの 
朝食を 出しなさい。 わたしたちは， この 旅で 本当に 疲れ果てた。」 

63 . かれは （答えて） 言った。 「あなたは 御 分りで しょう か。 わたしたちが 岩の 上で 休んだ 時， 
わたしは すっかり その 魚 （のこと） を 忘れて いました。 これに 就いて， （あなたに） 告げる こと 
を 忘れさせ たのは， 悪魔に 違いありません。 それは， 海に 道を とって 逃げました。 不思議な こと 
も ある ものです。」 

64 •かれ （ムーサー） は 言った。 「 それ こそは， わたしたちが 探し 求めて いた もの だ。」 そこで 
かれらは もと 来た 道を 引き返した。 
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65 .それから かれは （岩のと ころに 戻って 来て）， われの 一人の しもべ （ヒ ドル） に 会った。 わ 
れは （あらかじめ） かれに， わが 許から 慈悲を 施し， また 直接に 知識を 授け 教えて おいた ので あ 
る。 


66 .ムーサーは かれに， 「あなたに 師事 させて 下さい。 あなたが 授かって おられる 正しい 知識を 
, わたしに 御 教え 下さい。」 と 言った。 

67 •かれは （答えて） 言った。 「あなたは， わたしと 一緒には 到底 耐えられないで あろう。 

68 . あなたの 分らない ことに 関して， どうして あなたは 耐えられよ うか。」 

69 . かれ （ムーサー） は 言った。 「 もし アッ ラーが 御 好 •に なられるなら， わたしが よく 忍び， 
また （どんな） 事に も， あなたに 背かない ことが 分り ましよう。」 

70 . かれは 言った。 「もし あなたが わたしに 師事す るの なら， わたしが あなたに （何かとり たて 
て） 言う までは， 何事に 就いても， わたしに 尋ねて はならない。」 

71 . そこで 2 人が 出発して， 舟に 乗り込む と， かれは それに 穴を あけた。 そこで かれ （ムーサー） 

は 言った。 r あなたが それに 穴を開け るのは， 人び とを 溺れさす ためです か。 あなたは 本当に 嘆 
かわしい こ とを なさい ま した。」 

72 . かれは 言った。 「あなたは， わたしと 一緒では 耐えられな いと， 告げなかった か。」 

73 . かれ （ムーサー） は 言った。 「わたしが 忘れた ことを 責めないで 下さい。 また 事を， 難しく 
して 悩ませないで 下さい。」 

74 . それから 2 人は 歩き 出して， 一人の 男の子に 出会った が， すると かれは これを 殺して しまった 
。 かれ （ムーサー） は 言った。 「あなたは， 人を 殺した 訳で もない， 罪 もない 人を 殺された のか 
。 本当に あなたは， （且つて 聞いた こと もない） 惨い ことを した ものです。」 

75 . かれは 答えて 言った。 「あなたは， わたしと-* 緒には 耐えられな いと， 告げなかった か。」 

76 . かれ （ムーサー） は 言った。 「 今後 わたしが， 何 かに 就いて あなたに 尋ねたならば， わたし 
を 道連れに しないで 下さい。 （既に） あなたは わたしからの 御 許しの 願いを， （凡て） 御 受け 入 
れ 下さい ま した。」 

77 . それから 2 人は 旅を 続けて， 或る 町の 住民の 所まで 来た。 そこの 村人に 食物を 求めた が， かれ 
らは 2 人を 歓待す る ことを 拒否した。 その 時 2 人は， 正に 倒れん ばかりの 壁を 見付けて， かれは そ 
れを 直して やった。 かれ （ムーサー） は 言った。 「もし 望んだならば， それに 対して きっと 報酬 
ェ とれた でしよう」 

78 . かれは 言った。 「これで わたしと あなたは 御 別れで ある。 さて， あなたが よく 耐えられ なか 
ったこと に 就いて 説明して •よう。」 

79.  r 舟に 就いて いうと， それは 海で 働く 或る 貧乏人た ちの 所有であった。 わたしが それを 役立 
たない ようにし ようとし たのは， かれらの 背後に 一人の 王が いて， 凡ての 舟を 強奪す るた めで あ 
つた。 
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80 .男の子に 就いて いえば， かれの 両親は 信者であった が， わたしたちは， かれの 反抗と 不信心 
が， 両親に 悠を 及ぼす ことを 恐れた ので ある。 


81 .それで わたしたちは， 主が かれよりも 優れた 性質の， 純潔で もっと 孝行な （息子） を， かれ 
ら 両人の ために 授ける よう 願った ので ある。 


82 . あの 壁は 町の 2 人の 幼ない 孤児の もので， その 下には， かれらに 帰属す る 財宝が 埋めて あり， 
父親は 正しい 人物であった。 それで 主は， かれらが 成年に 達してから， その 財宝を かれら 両人の 
ために 掘り出す ことを 望まれた。 （これは） 主からの 御 恵 •である。 わたしが 勝手に 行った こと 
ではなかった の だ。 これが あなたの 耐えられなかった ことの 説明で ある。」 

83 . かれらは， ズ •ル •カルナ インに 就いて あなたに 問う であろう。 言つ て やる がいい。 「わた 
しは かれに 就いて， あなたがた にある 物語を しよう。」 

84 . 本当に われは， 地上に かれ （の 権勢） を 打ち 建て， また 凡ての 事を， 成就す る 基になる もの 
を 授けた。 

85 . それで かれは， 一つの 道を 迪 った。 

86 . かれが 太陽の 沈む （国） に 来る と， それが 泥の 泉に 没す るのを 認め， その 近くに 一種 族を 見 
付けた。 われは （霊感を 通して） 言った。 「ズ •ル •カルナ インよ， かれらを 懲 しめても よい。 
また 親切に かれらを 待遇しても よい。」 

87 . かれは 言った。 「誰でも 不義を 行う 者には， わたしたちは 刑罰を 加える。 それから かれを 主 
に 帰らせ， かれは， 厳刑を もって かれ （犯罪者） を 懲罰され るであろう。 

88 •また 誰でも 信仰して， 善行に 動し む 者には， 良い 報奨が あろう。 また わたしたちは， 安易な 
ことを 命じる であろう。」 

89 . それから かれは， （外の） 一つの 道を 迪 った。 

90 . かれが 太陽の 登る （国） に 来た 時， それが 一種 族の 上に 登り， われが それ （太陽） に 対し， 
かれらの ために 覆いを 蝕け ない のを 認めた。 

91 . そのよう にし （て そっと 置い） た。 われは かれが 持つ ものを 知り 尽くして いる。 

92 . それから かれは （更に 外の） 一つの 道を 辿った。 

93 . かれが 2 つの 山の 間に 来た 時， かれは その 麓に 凡ん ど 言葉を 解し ない 一種 族を 見付けた。 

94 •かれらは 言った。 「ズ •ル •カルナ インよ， ヤ アジ ユージ ユとマ アジ ユージ ユ が， この 国で 
悪を 働いて います。 それで わたしたちは 税を 納めます から， 防壁を 築いて 下さいません か。」 

95 .かれは （答えて） 言った。 「主が わたしに 授けられた （力） は， （この種 族よりも） 優れて 
いる。 それで あなたがたが， 力 技で 助けて くれるならば， わたしは あなたがたと かれらとの 間に 
防壁を 築こう。 
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% .鉄の 塊り を わたしの 所に 持って来なさい。」 やがて 2 つの 山の 間の 空地が 満たされた 時， かれ 
は 言った。 「吹け。 それが 火になる まで。」 （また） かれは 言った。 「溶けた 銅を 持って来て そ 
の 上に 注げ。」 

97 . それで かれら （外敵） は， それに 登る こと も 出来ず， また それに 穴を 掘る こと も 出来な かっ 
た。 

98 . かれは 言った。 「これは， わたしの 主からの 御 慈悲で ある。 しかし 主の 約束が やって来る 時 
, かれは それを 粉々 にされ よう。 わたしの 主の 御 約束は 真実で ある。」 

99 . その 日 われは， 人を 御 栗い に 押し寄せる 波の ように まかせよう。 その 時 ラッパが 吹かれ， そ 
れで われは 凡ての 者を 一斉に 集める。 

100 •その 日 われは， 不信者た ちに 地獄を 現わし， 日の 辺に 見せる。 

101 •日に 覆が されて いた 者は， われを 念じる ことから （遠ざかり）， 聞く こと も 出来ない でいた 
〇 

102 . 信じない 者たち は， われを 差し置いて われの しもべを 保護者と する ことが 出来る と 考える の 
か。 本当に われは， 不信者を 歓待す るた めに， 地獄を 準備して いる。 

103 . 言って やる がいい。 「誰が 行いに おいて 最大の 失敗 者で あるか， 告げよう か。 

104 •つまり 自分では 善い ことを している と， かれらは 考えて いるが， 現世の 生活に おいての 努力 
が， 凡て 間違った 道に 行って しまう ような 者たち である。 

105 .これらの 者は， 主の 印， また 主との 会見を 信じない 者たち で， かれらの 行いは 無駄に なり， 
われは 審判の 日に かれらに どんな 目方 も 与えないで あろう。 


106 •それが かれらに とって 当然の 報いの 地獄で ある。 かれらは 信仰を 拒否し， われの 印 や 使徒た 
ちを 嘲笑した からで ある。 

107 . 本当に 信仰して 善行に 励む 者に 対する 歓待は， 天国の 楽園で ある。 

108 . かれらは そこに 永遠に 住もう。 かれらは そこから 移る ことを 望まない。」 

109 •言って やる がいい。 「仮令 海が， 主の 御言 葉を 記す ための 墨であって も， 主の 御言 葉が 尽き 
ない 中に， 海は 必ず 使い尽くされよう。 たとえ わたしたちが （他の） それと 同じ （海） を 補充の 
ために 持っても。 

110 •言って やる がいい。 「わたしは あなたがたと 同じ， 只の人 間に 過ぎない。 あなたがたの 神は 
， 唯一の 神 （アッ ラー） である ことが， わたしに 啓示され たので ある。 凡そ 誰でも， 主との 会見 
を 請い 願う 者は， 正しい行いを しなさい。 かれの 主を 祟る 場合に 何一つ （同位に） 配置して 崇拝 
しては ならない。」 
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SURA 19 •マルヤ 厶章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラーの 御名に おいて。 

1 . カーフ. ハー .ヤー .アイン. サード。 

2.  (これは） あなたの 主が， しもべの ザカリー ヤーに 御 慈悲を 与えた ことの 記述で ある。 

3 •かれが 密かに 請願して， 主に 祈った 時を 思え。 

4 .かれは 言った。 「主よ， わたしの 骨は 本当に 弱まり， また 頭の 髪は 灰色に 輝きます。 だが 主よ 
, わたしは あなたに 御 祈りして， 御 恵 •を 与えられない ことはありません。 

5 •只々 わたしの 後の， 近親 （と 同胞の こと） を 恐れます。 わたしの 妻は 不妊です。 それで あなた 
の 御 許から， 相続 者を わたしに 御 授け 下さい。 

6 •わたしを 継がせ， また ヤア コーブの 家を 継がせて 下さい。 主よ， かれを 御意に 適う 者に して 下 
さい。」 

7 •(主は 仰せられた。） 「ザカリー ヤーよ， 本当に われは あなたに， ヤヒヤ ーとい う 名の 息子の 
昔 報を 伝える。 われは 未だ 且つて 誰に も その 名は 授けなかった。」 

8 •かれは 申し あげた。 「主よ， わたしに どうして 息子が ありましょう。 わたしの 妻は 不妊です。 
その上 わたしは 極めて 高齢に なりました。」 

9 •かれは 言った。 「そうであろう。 （だが） あなたの 主は 仰せられる。 『それは われに とっては 
容易な ことで ある。 あなたが 何もない 時に， われが 以前 あなたを 創った ように。』」 

10 . かれは 申し上げた。 「主よ 印を 御 示し 下さい。 」 かれは 言った。 「あなたの 体は， 健全で あ 
りながら， 印と して 3 夜の 間 人に 話せなくなる であろう。」 

11 . そこで かれは 聖 所を 出て 人び との 所に 来て， r 朝な 夕な （主を） 讚え なさい。」 と 手 まねで 
伝えた。 

12.  ( そして かれの 息子に。） 「ヤヒヤ ーよ， 啓 典を しっかりと 守れ。」 （と 命令が 下った）。 
そして われは， 幼少 （の 時） かれに 英知を 授け， 

13.  また わ が 許 か ら 慈愛と 清純な 心を 授けた。 かれは 主を 畏れ， 

14 . 父母に 孝行で 高慢で なく， 背く こと もなかった。 

15 . かれの 生誕の 日， 死去の 日， 復活の 日に， かれの 上に 平安 あれ。 

16 •また この 啓 典の 中で， マルヤ ム （の 物語） を 述べよ。 かの 女が 家族から 離れて 東の 場に 引き 
籠った 時， 

17 .かの 女は かれらから （身を さえぎる） 幕を 垂れた。 その 時 われは わが 聖霊 （ジブリール） を 
遣わした。 かれは 1 人の 立派な 人間の 姿で かの 女の 前に 現われた。 
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18 . かの 女は 言った。 「あなた （ジブリール） に対して 慈悲 深き 御 方の 御 加護を 祈ります。 もし 
あなたが， 主を 畏れて おられるならば （わたしに 近寄らないで 下さい）。」 

19 . かれは 言った。 「わたしは， あなたの 主から 遣わされた 使徒に 過ぎない。 清純な 息子を あな 
たに 授ける （知らせの） ために。」 

20 . かの 女は 言った。 「未だ 且つて， 誰も わたしに 触れません。 また わたしは 不貞で も ありませ 
ん。 どうして わたしに 息子が ありまし よう。」 

21 . かれ （天使） は 言った。 「そうであろう。 （だが） あなたの 主は 仰せられる。 『それは われ 
に とっては 容易な ことで ある。 それで かれ （息子） を 入び とへの 印と なし， また われからの 慈悲 
とする ためで あ驕 B  (これは 既に） アッ ラーの 御 命令が あった ことで ある。』」 

22 . こうして， かの 女は かれ （息子） を 妊娠した ので， 遠い 所に 引き籠った。 

23 . だが 分娩の 苦痛の ために， ナツメ ヤシの 幹に 赴き， かの 女は 言った。 「ああ， こんな ことに 
なる 前に， わたしは 亡き ものに なり， 忘却の 中に 消えたかった。」 

24 . その 時 （声が あって） かの 女を 下の 方から 呼んだ。 「 悲しんで はならない。 主は あなたの 足 
もとに 小川を 創ら れ た。 

25 . また ナツメ ヤシの 幹を， あなたの 方に 揺り動かせ。 新鮮な 熟した ナツメ ヤシの 実が 落ちて こ 
よ ラ。 

26 . 食べ 且つ 飲んで， あなたの 目を 冷しなさい。 そしても し 誰かを 見たならば， 『わたしは 慈悲 
深き 主に， 斎戒の 約束を しました。 それで 今日は， 誰と も 御 話いた しません。』 と 言って やろ が 

いい。」 

27 . それから かの 女は， かれ （息子） を 抱いて 自分の 人び との 許に 帰って来た。 かれらは 言った 
。 「マルヤ ム よ， あなたは， 何と 大変な ことを して くれたの か。 

28 . ハール ーンの 姉妹よ， あなたの 父は 悪い 人ではなかった。 母親 も 不貞の 女ではなかった の だ 
が。」 

29 . そこで かの 女は， かれ （息子） を 指さした。 かれらは 言った。 「どうして わたしたちは， 揺 
能の 中の 赤ん坊に 話す ことが 出来よう か。」 

30.  (その 時） かれ （息子） は 言った。 「わたしは， 本当に アッ ラーの しもべです。 かれは 啓 典 
を わたしに 与え， また わたしを 預言者に なされ ま した。 

31 . また かれは， わたしが 何処に いようと も 祝福を 与えます。 また 生命の ある 限り 礼拝を 捧げ， 
喜捨を する よう， わたしに 御 命じに なりました。 

32 . また わたしの 母に 孝養を 尽く させ， 高慢な 恵まれない 者に なされませんでした。 

33 . また わたしの 出生の 日， 死去の 日， 復活の 日に， わたしの 上に 平安が あります ように。」 
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34 .そのこと （イーサ ーが マルヤ ムの 子で ある こと） に 就いて， かれら （ユダヤ教 徒， キリス ト 
教徒） は 疑って いるが 本当に 真実 そのもの である。 

35 •アツ ラーに 子供が 出来るな どと いう ことは ありえない。 かれに 讚え あれ。 かれが 一事を 決定 
され， 唯 「有れ。」 と 仰せに なれば， 即ち 有る ので ある。 

36 . 本当に アツ ラーは， わたしの 主で あり， また あなたがたの 主で あられる。 だから かれに 仕え 
なさい。 これ こそ 正しい 道で ある。 

37 . それな のに かれらの 間で， 諸 宗派が 異なる。 信じない 者 こそ 災いで ある。 偉大なる 日の 審判 
の ためこ。 

38 . かれらが わが 前に 罷り出る 日， 何ん と はっきりと 聞こえ また 見える であろう か。 だが 不義 者 
たちは， 今日 （現世で） は 明らかに 迷 誤の 中に いる。 

39 . あなたは 悔恨の 日 （復活の 日） に 就いて， かれらに 警告しなさい。 その 時， 事は 決定され る 
ので ある。 かれらが 油断し， また 不信心で ある 間に。 

40 •われは， 大地と その上に ある 凡ての ものを 相続す る。 また われに， かれらは 帰る ので ある。 

41 . また この 啓 典の 中で， イブ ラ- ヒ- ム （の 物語） を 述べよ。 本当に かれは 正直者で あり 預言 
者であった。 

42 . かれが 父に こう 言った 時を 思え。 「父よ， あなたは 何故 聞き も， 見 もしないで， また 僅かの 
益を も 与えない もの （木石の 偶像） を 崇拝な さるの か。 

43 •父よ， あなたが 授かって いない 知識が， 今， 確かに わたしに 下った。 だから わたしに 従いな 
さい。 わたしは あなたを 正しい 道に 導く でしょう。 

44 •父よ， 悪魔に 仕えて はなり ません。 本当に 悪魔は 慈悲 深き 御 方に 対する 謀叛 者です。 

45 •父よ， 本当に わたしは 慈悲 深き 御 方からの 懲罰が， あなたに 下る ことを 恐れます。 それで あ 
なた が， 悪魔の 友になる ことを 心配して います。」 

46 •かれ （父） は 言った。 「 イブ ラー ヒー ム よ， あなたは わたしたちの 神々 を 拒否す るの か。 も 
しそれ を 止めないなら， 必ず あなたを 石 打ちに する であろう。 さあ 永久に わたしから 離れ 去れ。 

J 

47 .かれは 言った。 「あなたに 平安 あれ。 わたしの 主に， あなたの ため 御赦 しを 祈る。 本当に か 
れ は， わたしに 対し 慈悲 深く あられます。 

48  •わたしは あなたがたから 離れ， また アツ ラー 以外に あなたがたが 祈る ものから 離れて， わた 
しの 主に 祈ります。 わたしの 主に 御 祈り すれば， 恐らく （主の） 御 恵 •のない めにあわな いでし 
ようの 
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49 . それで かれ （イブ ラー ヒー ム） が， かれらと アッ ラー 以外に かれらが 仕える ものから 離れ 去 
った 時， われは かれに イス ハークと ヤア コーブを 授けた。 そして われは かれらを それぞれ 預言者 
にした。 

50 . われは， かれらの 上に 慈悲を 垂れ， また 崇高な 其 実を 伝える 舌を 授けた。 

51 . また この 啓 典の 中で， ム-サ-の ことを 述べよ。 本当に かれは， 誠実で あり， 使徒で あり 預 
言 者であった。 

52 . われは （シ ナイ） 山の 右が わから かれに 呼びかけ， 密談の ため われの 近くに 招き 寄せた。 

53 . また われの 慈悲に より， その 兄の ハール ーン を， 預言者と して かれに 授けた。 

54 . また イス マー イー ルの ことを， この 啓 典の 中で 述べよ。 本当に かれは 約束した ことに 忠実で 
， 使徒で あり 預言者であった。 

55 . かれはい つも その 一族に， 礼拝と 喜捨を 命令し， 主の 愛される 一人であった。 

56 •また イドリ-スの ことを， この 啓 典の 中で 述べよ。 かれは 正直な 人物で あり 預言者であった 
〇 

57 . そし て われは かれを 高い 地位に 挙げた。 

58 . これらの 者は， アッ ラ-が 恩恵を 施された 預言者た ちで， アー ダムの 子孫で， われが ヌーフ 
と 一緒に （方舟で） 運んだ 者たち の 子孫で あり， また イブ ラー ヒー ムと イスラー イー ル （ヤ アコ 
-ブ） の 子孫の 中， われが 選んで 導いた 者たち である。 慈悲 深き 御 方の 印が かれらに 読誦され る 
度に， かれらは 伏して サジ ダし 涙を 流す。 〔サジ ダ〕 

59 . それな のに かれらの 後継者が 礼拝を 怠り， 私欲に 耽った ので， やがて 破滅に 当面する ことに 
なる であろう。 

60 . だが 梅 悟して 信仰し， 善行に 動し む 者は 別で ある。 これらの 者は 楽園に 入り， 少しも 不当な 
扱いを 受ける こ とはないで あろう。 

61 . ア ドン （エデン） の 楽園， それは 信じて いても 目には 見えない もの だが， 慈悲 深い 御 方が そ 
の しもべた ちに 約束な された ものである。 本当に かれの 約束は， いつも 完遂され る。 

62 . かれらは そこでは 無用の 話を 聞かず， 只々 「平安 あれ。」 （と言う 語を 聞く） だけであろう 
。 かれらは 朝な 夕な， そこで 御 恵 •を 与えられる。 

63 . これが 楽園で ある。 主を 畏れた わが しもべに 継がせる 所で ある。 

64.  (天使たち は 言う。） 「わたしたちは， 主の 御 命令に よる 外は 下らない。 わたしたち 以前の 
こと， わたしたち 以後の こと， また その 間の 凡ての ことは， かれの 統べられる ところ。 あなたが 
たの 主は 決して 忘れられない。 
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65.  (かれは） 天と地， また その 間にある 凡ての 有の 主で あられる。 だから かれに 仕え， かれへ 
の 奉仕の ために 耐え忍びなさい。 あなたは かれと 肩を 並べ 呼ぶ ものを （外に） 知っている のか。 

J 

66 . 人は 言う。 「一体 わたしが 死んだ 時， やがて 睡 るので あろう か。」 

67 •人は 思わない のか。 われは 以前 何も 無い ところから， かれ （人間） を 創った ので ある。 

68 . それで あなたの 主に よって， われは かれら そして 悪魔たち を 必ず 召集す る。 それから われは 
, 必ず かれらを 地獄の 周囲に 引きた て （かれらを 恐れ戦かせ） 脆 かせよう。 

69 . それから われは， 各 宗派から 慈悲 深き 御 方に 背く ことの 甚 しい 者を， 必ず （側に） 抜き出す 
〇 

70 . その 時 誰が そこで 焼かれる に 相応しい かを 熟知す るのは， 正に われで ある。 

71 . そして あなたがたの 中 一人 も それを 通り越せない。 これは あなたがたの 主が， 成し遂げられ 
る 御 神 命で ある。 

72 . しかし われは 主を 畏れる 敬虔な 者を 救い， 不義を 行った 者は 跪いた ままで 放って置こう。 

73 . わが 公明な 印が かれら に 読誦され る 時， 信じな し ゝ 者たち は 信仰す る 者に 向かって， 「どちら 
が 地位に おいて 高く， また どちらが 気前が いい か」 などと いう。 

74 . だが われは 如何に 物資の 豊富な， また 見せかけの 輝かしい 多くの 世代を， かれら 以前に 滅ぼ 
した ことであろう か。 

75 . 言って やる がいい。 「迷って いる 者で も 慈悲 深い 御 方は かれらに 対し 命を 延ばされる。 だが 
それ も かれらが 警告され たこと を 見る 時， つまり 罰せられ るか， それとも （審判の） 時になる ま 
でで ある。 やがて かれらは， どちらが より 酷い 立場で あり， どちらが 弱い 勢力で あるかを 知る で 
あろう。」 

76 . アッ ラーは 導きを 求める 者に 対し， 御 導きを 増やされる。 そして 朽ちす たれ ネい 善行は， 主の 
御 許では 報奨に おいて 優れ， また 帰り 所に おいて 優る。 

77 . あなたは わが 印を 拒否した 者を 見た か。 だが かれは， 「わたしは 富と 子孫と に， きっと 恵ま 
れ るであろう。」 と言う。 

78 . かれは 幽玄 界を 見と どけた のか。 それとも 慈悲 深い 御 方の 何ら かの 約束を 得た のか。 

79 . いや 決してそう ではない。 われは かれの 言う ことを 記録し， かれに 対する 懲罰を 延ばす であ 
ろ ラ。 

80 •かれらの 言って いる ことは 凡て われが 引き取り， かれは 只 一人で わが 許に 来る であろう。 

81 . かれらは アッ ラーの 外に 神々 を 立て， かれらを 仲裁者に しよう としてい る。 

82 . 決してそう ではない。 かれら （神々） は その 崇拝を 拒否し， かれらに 対し 敵に なろう。 
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83 . かれらを 唆す ために， われが 不信心 者に 対し 悪魔たち を 遺 わして いるのを あなたは 気が付か 
ない のか。 

84 . だから かれら に 対し 性急で あ つては ならない。 われは 只々 かれらの ために （限 られた 猶予の 
日） 数を 数える だけで ある。 

85 . その 日， われは 主を 畏れる 者を （名誉の） 使節を 迎える ように 慈悲 深き 御 方 （の 御 許） に 集 
め， 

86 . われは 罪深い 者を， 獣の 群を 水に 追うよう に， 地獄に 追いた てる。 

87 . 慈悲 深き 御 方から 御 許しを 得た 者の 外は， 誰も 執り成す 力を 持たないで あろう。 

88 •また かれらは 言う。 「慈悲 深き 御 方は 子を 蝕 けられる。」 

89 . 確かに あなたがたは， 酷い ことを 言う ものである。 

90 . 天は 裂けよう とし， 地は 割れて 切々 になり， 山々 は 崩れ落ちよう。 

91 . それは かれらが， 慈悲 深き 御 方に 対し， （あり もしない） 子の 名を （執り成す ものと して） 
唱えた ためで ある。 

92 . 子を 蝕 けられる ことは， 慈悲 深き 御 方には ありえない。 

93 . 天と地に おいて， 慈悲 深き 御 方の しもべと して， 罷り出ない 者は 唯の 1 人 もない ので ある。 

94 . 本当に かれは， かれらの （すべて） を 計算し， かれらの 数を 数えられる。 

95 . また 審判の 日には， かれらは 各々 一人で かれの 御 許に 罷 り 出る。 

96 . 信仰して 善行に 励む 者には， 慈悲 深い 御 方は， かれらに 慈し •を 与える であろう。 

97 . われが （ク ルアー ン） を あなたの 言葉 （アラビア 語） で 下し 分り やすくし たのは， あなたが 
, 主を 畏れる 者に 吉報を 伝え， 議論 好きの 者に 警告す るた めで ある。 

98 . われは， かれら 以前に 如何に 多くの 世代を 滅ぼした ことであろう。 あなたは （今）， それら 
の 中の 一人で も 見かけられる のか。 または かれらの 囁きを 聞く ことが 出来る のか。 

SURA20 .ター. ハー 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .ター. ハー。 

2 •われが あなたに ク ルアー ンを 下した のは， あなたを 恼 ますた めでは ない。 

3 . 主を 畏れる 者への， 訓戒に 外なら ない。 

4 . 大地と 高い 諸 天と を 創り なされる， かれから 下された 啓示で ある。 

5 •慈悲 深き 御 方は， 玉座に 鎮座な される。 
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6 •天に あり 地に ある もの， そして その 間にある 凡ての もの， また， 温った 土の 下に ある ものは， 
凡て かれの ものである。 

7 .仮令 あなたが 大声で 話しても （関り なく）， かれは， 秘められ たこと も隱 されて いる こと も 知 
って おられる。 

8 •アッ ラー， かれの 外に 神は ない ので ある。 最も 美しい 御名は かれに 属する。 

9 •ムーサ-の 物語が， あなたに 届いた か。 

10 .かれが 火を 見て， 家族に 言った 時の ことを 思いなさい。 「留まれ， わたしは 火を 見た。 多分 
あそこから， 火 把を 持ち帰る ことが 出来よう。 あるいは あの 火で， 導かれる かもしれ ない。」 

11 •だが かれが そこに 来た 時， 声が あって 呼ばれた。 「ム-サ-よ， 

12 .本当に われは あなたの 主で ある。 だから 靴を 脱げ。 今 あなたは， トワ -の 聖 谷に いるの であ 
る。 


13 . われは あなたを 選んだ。 だから （あなたに） 啓示す る ことを 聞け。 

14 . 本当に われは アツ ラーで ある。 われの 外に 神は ない。 だから われに 仕え， われを 心に 抱いて 
礼拝の 務めを 守れ。 

15 . 確かに （終末の） 時は 来る ので あるが， それを 秘めて 置きたい のは， 各人が 努力した ところ 
に 応じ， 報いを 受けさせる ためで ある。 

16 . だから， これを 信じないで 自分の 欲望に 従う 者たち から 遠ざかり， あなたを 破滅から 救え。 

17 . あなたの 右手に ある それは 何 か， ムーサーよ。」 

18 . かれは 申し上げた。 「これは 杖です。 わたしは これに (先？) れ， また 羊の ために これで （木の 
葉を） 打ち落し， また， その外の 用に 供し ます。」 

19 . かれは 仰せられた。 「ムーサーよ， それを 投げよ。」 

20 . かれが それを 投げた ところ， 即座に それは 蛇に なって， 這い回った。 

21 •かれは 仰せられた。 「それを 押えよ。 恐れて はならない。 われは それを 元の ように 返す であ 
ろ 9。 

22 . それから あなたの 手を， 腋の 下に 入れよ。 何の 障り もない のに， それは 白くな ろう。 これは 
今一つの 印。 

23 . われが 更に 大きい 印を， あなたに 示す ためで ある。 

24 . あなたは フィル アウンの もとに 行け。 本当に かれは 高慢 非道で ある。」 

25 . かれは （祈って） 言った。 「主よ， わたしの 胸を 広げて 下さい。 

26 . わたしの 仕事を 容易に して 下さい。 
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27 . わたしの 舌の （縫？） れを ほぐして， 

28 . わたしの 言葉を， かれらに 分らせて 下さい。 

29 •また わたしの 家族の 中から， 援助 者を 御 授け 下さい。 

30 . わたしの 兄弟， ハール ーン を， 

31 . わたしに 加勢し， 

32 •わたしの 仕事に 協力す るよう にさせて 下さい。 


33 . それは わたしたちが， あなたを 多く 讚え， 

34 . また 不断に あなたを 念ずる ためであります。 

35 . 本当に あなた こそ， わたしたちを 見守り 下される 方であります。」 

36 . かれは 仰せられた。 「ムーサーよ， 本当に あなたの 願いは 聞き届けられた。 

37 . われは， この 前に も あなたに 恵 •を 施した。 

38 . その 時は， わが 意志を あなたの 母に 伝えた。 

39 . 『（その子を） 箱の 中に 入れて， 川に 投げよ。 川が かれを 蟹に うち 上げ， われの 敵で あり， 
また この 子の 敵が 拾い上げよう。 』 そして あなたの 上に， われの 愛を 注ぎ かける。 それで われの 
目 （保護） の もとで 育てられる ことにな ろう。 

40 •その 時 あなたの 姉が， 罷り出て， 『わたしが （その子を） 育てる 者を， 御 教えし ましょう か 
。 』 と 言った。 こうして われは， 母の 手に あなたを 返し， それで かの 女 も 満足し， 悲し •も 消え 
た。 また あなたは 人を 殺した。 だが われは 苦悩から あなたを 救い， いろいろと あなたを 試 •た。 
それから 数年の 間， マド ヤンの 民の 中に 滞 巧し， それから 定められた ように， あなたは ここに 来 
たので あろ。 ムーサーよ。 

41 •われは あなたを われ （に 奉仕させる） ために， 育て あげた。 

42 •あなたと 兄弟は， われの 印を 携えて 行け。 そして われを 念ずる ことを 怠って はならない。 

43 . あなたがた 両人は フィル アウンの 許に 行け。 本当に かれは 高慢 非道 である。 

44 . だが かれに もの 静かな 説き 方で 語れ。 かれは 訓戒を 受け入れ るか， または われを 恐れる であ 
ろう。」 

45 . かれら 両人は 言った。 「 主よ， 本当に かれが 急いで わたしたちに （害を 加え） また 法外の こ 
とを する のを 恐れます。」 

46 •かれは 仰せられた。 「恐れる ことは ない。 本当に われは， あなたがたと 一緒にい る。 聞いて 
おり 見て いるので ある。 

47 •だから あなたがた 両人は 行って， かれに 言って やる がいい。 『本当に わたしたちは， あなた 
の 主の 使徒で ある。 だから わたしたちと 一緒に イスラエルの 子孫たち を 釈放し， かれらを 苦しめ 
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ては ならない。 本当に わたしたちは， 印を 持って あなたの 主から 来た 者で ある。 御 導きに 従う 者 
は， 平安で ある。 

48 . 本当に わたしたちに， 確かに 啓示され たので ある。 拒否す る 者 また 背き 去る 者には 懲罰 （が 
待ち構え ている だけで ある）。』」 

49 . かれ （フィ ル アウン） は 言った。 「ムーサーよ， あなたがたの 主は 誰で あるの か。」 

50 . かれは （答えて） 言った。 「わたしたちの 主 こそは， 万有を 創造し， 一人一人に （姿 や 資質 
その外を） 賦与され， 更に 導きを 与える 方で ある。」 

51 . かれ （フィル アウン） は 言った。 「それなら 過ぎ去った 世代の 者は どうなる のか。」 

52 •かれは 言った。 「それに 関する 知識は， 書冊に 記されて 主の 御 許に あります。 わたしの 主は 
, 誤りを 犯す こ ともなく， 忘れる こと もありません。 

53 .かれは， 大地を あなたがたの 臥床と され， あなたがたの ため， そこに 道を 縦横に つけ， また 
天から 雨を 降らせられる。 それに よって， われは それぞれの 異なった 雌雄の 植物を 生長させる。 

54 •食べ， また あなたがたの 家畜を 放牧しなさい。 本当に その 中には， 理知 ある 者への 種々 の 印 
が ある。 

55 . われは， それ （泥） から あなたがたを 創り， それに あなたがたを 帰らせ， また それから 今一 
度 引き出す ので ある。」 

56 . われは かれ （フィ ル アウン） に， 凡ての わが 印を 示した の だが， かれは 虚偽で あると して 拒 
否した。 

57 •かれは 言った。 「ムーサーよ， あなたがたは 魔術で， この 国から わたしたちを 追い出す ため 
に 来たの か。 

58 . それなら， わたしたち も そのような 魔術を あなたに 持ち出そう。 さあ， わたしたちと あなた 
の 間で 約束して 公開の 場所を 定め， わたしたち も あなた も それを 違えない ようにし よう。」 

59 . かれ （ム-サ-） は 言った。 「 あなたとの 会合の 約束は， 祭の 日で ある。 人び とを 昼前に 御 
集め 下さい。」 

60 . そこで フィル アウンは 引き取り， やがて 計画を 練って （返って） 来た。 

61 •ムーサーは かれらに 言った。 r あなたがたは 災いに 会う だろう。 かれが あなたがたを 処罰し 
て 滅ぼされる ことのな いよう， アツ ラーに 対し 捏造し， 嘘を 言って はならない。 （嘘を） 捏造す 
る 者は 必ず 失敗す る。」 

62 . そこで かれらは お 栗い に 策を 練って 論じ あった が， 勿論 その 相談は 秘密に した。 

63 . かれらは 言った。 「確かに 両人は 魔術師で ある。 かれらは あの 魔術で あなたがたを 国土から 
追い出し， あなたがたの 優れた 習わしを 根絶し よう と 望んで いる。 
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64 •それで 各自の 計画を 練り， それから 列を なして 集れ。 今日 勝利を 得る 者は， 必ず 栄える ので 
ある。」 

65 . かれらは 言った。 「ム-サ-よ， あなたが 投げる か， それとも わたしたちが 先に 投げよう か 
〇 」 

66 . かれ （ムーサー） は 言った。 「いや， あなたがたが 先に 投げなさい。」 すると 見る がいい。 
かれには 縄と 杖が， 魔術で （活 きて） 走る かの ように 見えた。 

67 . それで ムーサーは， 少し 心に 恐れを 感じた。 

68 . われは 言った。 「恐れる には 及ばない。 本当に あなたが 上手で ある。 

69 . あなたの 右手に ある ものを 投げなさい。 かれらが 作った ものを 呑 •込め。 魔術師の 誤魔化し 
に過ぎない。 魔術師は 何処から 来ても， （何事 も） 成功し ない。」 

70 . そこで 魔術師た ちは， 伏して サジ ダし， 「わたしたちは， ムーサーと ハール ーンの 主を 信仰 
します。」 と 言った。 

71 . かれ （フィル アウン） は 言った。 「わたしが 許さない 中に， かれを 信じる のか。 本当に かれ 
は， あなたがたに 魔術を 教えた あなたがたの 頭目であろう。 あなたがたの 両手と 両足を 栗い 違い 
に 切断して， ナツメ ヤシの 幹に 貼り付けに する であろう。 あなたがたは どちらの 懲罰が より 厳重 
で， 永続す るか 必ず 分る であろう。」 

72 •かれら （魔術師） は 言った。 「わたしたちは， わたしたちに 示された 明白な 印， また わたし 
たちを 創造な された かれ 以上に， あなたを 重んじる ことは 不可能です。 それで あなたの 決定され 
る ことを 実施して 下さい。 だが あなたは， 現世の 生活に おいて だけ， 判決な さるに 過ぎません。 

73 . 本当に わたしたちが 主を 信仰す るのは， わたしたちの 誤ち の御赦 しを 請い， ま た あなたが 無 
理 じいでした 魔術に 対して， 御赦 しを 請うた めであります。 アッ ラーは 至善に して 永久に 生きら 
れる 方で あられます。」 

74 . 罪人と して 主の 御 許に 来る 者には， 本当に 地獄が ある。 その 中で かれは 死 もな く 生 もない。 

75 . だが， 多くの 善行を して， 信者と して かれの 許に 来た 者には 高い 位階を 与える。 

76 . かれ (信者） は 永遠に 川が 下を 流れる ア ドン （エデン） の 楽園に 住む ので ある。 これは， 自 
分を 純潔に 守った 者への 報奨で ある。 

77 . われは ムーサーに 啓示した。 r われの しもべたち と共に 夜に 旅立って， かれら （イスラエル 
の 民） のために， 海の 中に 乾いた 道を （あなたの 杖で） 打ち 開け。 （フィ ル アウンの 軍勢に） 追 
い 付かれる ことを 心配す るな。 また （海を） 柿が る ことは ない。」 

78 . 果して フィ ル アウンは， 軍勢を 率いて かれら （イスラエルの 民） を 追った が， 海水が かれら 
を 完全に 水中に 沈め 覆って しまった。 

79.  (このように） フイ ル アウンは その 民を 迷わせ， 正しく 導かなかった ので ある。 
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80 . イスラエルの 子孫よ， われは あなたがたを 敵から 救い， また （シ ナイ） 山の 右側で あなたが 
たと 約束を 結び， マンナと ウズ ラを あなたがたに 下した。 

81.  ( そして われは 言った。） 「われが あなたがたに 授けた 善い ものを 食べなさい。 さりと て わ 
れの 怒りが あなたがたに 下らない よう， 法を 越えて はならない。 誰でも われの 怒りに 触れる 者は 
， 必ず 滅びる。 

82 . だが 梅 悟して 信仰し， 善行に 動し •， その後 （正しく） 導かれる 者には， われは 度々 寛容を 
示す。」 

83.  r ムーサーよ， 何故 あなたは， 自分の 民より 離れ， 先んじて 急ぐ のか。」 

84 •かれは 申し上げた。 「かれらは， わたしの 足跡を 追って 参ります。 主よ， わたしは あなたが 
御喜び になる よう 急いだ のです。」 

85 . かれは 仰せられた。 「本当に われは あなたの 去った 後 あなたの 民を 試 •たが， サ- ミリーが 
かれらを 迷わせた。」 

86 . そこで ムーサーは， 怒り 悲しんで 民の 許に 帰り， 言った。 「 わたしの 人び とよ， あなたがた 
の 主は， 善い 約束を あなたがたに 結ばれなかった のです か。 あなたがたには 余りに 長い 約束の よ 
うに 思われた のです か。 それとも 主からの 御 怒りが あなたがたに 下る ことを 望んだ のです か。 だ 
から わたしとの 約束を 違えた のです か。」 

87 . かれらは 言った。 「わたしたちは 自分に 確かな 根拠が あって， あなたとの 約束を 破った ので 
はない のです。 わたしたちは エジプト 人の， 装飾品の 重荷を 負わされ たので， それを （火の 中に 
) 投げ入れた のです。 サー ミリー も 投げ込んだ ようにです。」 

88 . そこで かれ （サ- ミリ-） は， かれら （イスラエルの 民） のために， 吼 える 仔牛の 偶像を 造 
った。 そして 言った。 「これは あなたがたの 神で， また ムーサーの 神です， かれは 忘れた のです 
〇 」 

89 . それは， 一言 も かれらに 答えず， また かれらに 害 もな く 益 もない ことが 分らない のであろう 
か。 

9〇 •ハ-ル ーンは （この 事の） 前に， 充分に かれらに 言った。 r 人び とよ。 あなたがたは これに 
よって 試 •られ るので す。 主は， 本当に 慈悲 深い 方です。 だから わたしに 従い， わたしの 命令に 
服従しなさい。」 

91 •かれらは 言った。 「わたしたちは， ムーサーが 帰って来 るまで， （仔牛） を 拝 •続ける でし 
ょ ラ。 」 

92 . かれ （ムーサー） は 言った。 r ハール ーン よ， かれらが 迷う のを 見た 時， 何が あなた （の義 
務の 履行） を 妨げた のです か。 

93 . わたしに 従わない のです か。 わたしの 命令に 背く のです か。」 
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94 •かれ （ハール ーン） は 言った。 「わたしの 母の 子よ， わたしの 髭 や 頭 （の 髪） を （楓？ ） む 
のを 止めて ください。 本当に わたしは あなたが， 『イスラエルの 子孫の 間を 分裂 させました。 ま 
た 自分の 言葉を 守りませんでした。』 と言うのを 恐れた のです。」 

95 . かれ （ムーサー） は 言った。 r では サー ミリーよ， あなたの （行った ことの） 目的は 何です 
か。」 

96 . かれは 言った。 「わたしは， かれらの 見なかった ものを 見た のです。 それで 使徒の 足跡から 
一握りの （土） を 取って， それを （仔牛の 像） に 投げつ けたので す。 わたしの 心が， そうわた し 
に 示唆した のです。」 

97 . かれ （ムーサー） は 言った。 「 出て いきなさい。 生きて いる 限りは， 誰と も 接触が なくなる 

。 決して 破れない 約束 （処罰） が あなたには ある。 あなたが のめり込んで 崇拝して いた 神々 を 見 
なさい。 わたしたちは こんな ものは 焼いて 海の 中に まき 散らす で しよう。 

98.  (人び とよ） 本当に あなたがたの 神は アッ ラー だけです。 かれの 外に 神は ない のです。 かれ 
は， 凡ての ものを その 御 知識に 包容な されます。」 

99 . このように われは， 以前に 起った 消息 を あなたに 語り， わが 許から あなたに 訓戒を 下した。 

100 . 誰 でも それに 背く 者は， 復活の 日に 必ず 重荷を 負う であろう。 

101.  かれらは いつまで もこの 状態の ままで ある。 復活の 日の 重荷 こそ， かれらに とり 災いで ある 
〇 

102 . ラッパが 吹かれる 日， この 日 われは 曇った 目の 罪深い 者を 招集す る。 

103 . かれらは 囁き あって， 「あなたがたは 10  (日） も 滞 巧し なかった であろう。」 と言う。 

104 •われは かれらの 言おうと する ことを よく 知っている。 その 時 最も 世故に たけた 者が， 「わた 
したち の 滞 巧は 1 日に もなら ない。」 と言うであろう。 

105 .かれらは 山に 就いて， あなたに 問う であろう。 そこで 言って やる がいい。 「わたしの 主は， 
それを 粉々 にして 捲き 散らされる。 

106 •かれは， それを 平らな 平地に なされ， 

107 . そこには， 曲り も 凹凸 も 見ないで しよう。」 

108 . その 日 かれらは 呼び 手に 従い 逸れる わけには いかない。 慈悲 深い 御 方の 御前では， 声は 低く 
なり， 忍び足の 音の 外は 聞かないで あろう。 

109 . その 日， 慈悲 深い 御 方に 御 許しを 得て いる 者 以外の 執り成しは 無益であろう。 その 者の 言葉 
は， かれに 受け入れられる。 

110 •かれは， かれらの 前に ある こと， 後ろに ある ことを 知って おられる。 だが かれら （人間） の 
知識では， それを 計り 知る ことは 出来ない。 
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111. かれらの 顔は， 永生し 自存す る 御 方の 御前で うつむいて いるであろう。 そして 罪業を 負う も 
のに， 浮ぶ 瀬は ない。 

112 •だが 善行に 動し • ， 信仰した 者は， 何の 心配 もな く， （主からの 報奨を） 減らされる こと も 
ない ので ある。 

113 . このように， われは この 啓示を アラビア 黷 フク ルアー ン として 下し， その 中で いろいろと 警 
告を 伝えた。 多分 かれらは 主を 畏れ， または 教訓を 会得し よう。 

114 . アツ ラーは， いと 高く おられる 真の 王者で ある。 あなた （預言者 ムハンマド） に対する 啓示 
が 完了し ない 前に， ク ルアー ンを 急いでは ならない。 寧ろ （祈って） 言いなさい。 「主よ， わた 
しの 知識を 深めて 下さい。」 

115 •われは， 以前に ア- ダムに 確と 約束した。 だが かれは （その 履行を） 忘れた。 われは， かれ 
がそれ に 堅固で ある とは 認めない。 

116 . われが 天使たち に 対し， 「アー ダムに サジ ダしなさい。」 と 言った 時を 思いなさい。 イブ リ 
ースの 外 か れらは サジダ した。 だ がかれ は 拒否した。 

117 . それで われは 言った。 「アー ダムよ， 本当に この 者は， あなたと あなたの 妻の 敵で ある。 そ 
れ であな たがた 両人は この 楽園から 追い出されて， 不幸に 陥 いらない よう 気を付けなさい。 

118 . ここでは， あなたがた のために （十分の 御 恵 •が あって） 飢え もな く， 裸になる こと もない 
〇 

119 . また 渴 きを 覚える こ ともなく， 太陽の 暑さに も 晒されない。」 

120 •しかし 悪魔は かれに 囁いて 言った。 「アー ダムよ。 わたしは あなたに 永生の 木と， 衰える こ 
とのない 王権を 教えて あげ ましょう。」 

121 •両人が それを 食べる と， 恥 かしい ところが あらわに なった。 それで かれらは その 園の 木の葉 
で そこを 覆い 始めた。 こうして アー ダムは 主に 背き， 誤ち を 犯した。 

122 . その後， 主は かれを 選び， 悔悟を 赦 され 御 導きに なられた。 

123 . かれは 仰せられた。 「あなたがた 両人は 一緒に ここから 下がれ。 あなたた ちは 栗い に 敵で あ 
る。 もし あなたがたに われから 導きが 下れば， 誰でも わが 導きに 従う 者は 迷う ことなく， また 不 
幸に 陥らないで あろう。 


124 .だが 誰でも， わが 訓戒に 背を 向ける 者は， 生活が 窮屈に なり， また 審判の 日には 盲目で 睡ら 
される であろう。」 

125 •かれは 言う。 「主よ， わたしは （以前） 聴 限 者であった のに， 何故 わたしを 盲目と して 睡ら 
せた のです か。」 

126 .かれは 仰せられる。 「われの 印が あなたに 下った 時， あなた は それを 無視した ではな いか。 
今日 あなたは それと 同様 無視され るので ある。」 
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127 .われは このよう にして， 背いた 者と 主の 印を 信じなかった 者に 報いる。 だが 来世に おける 懲 
罰は， 更に 厳しく また 永続す る。 


128 . かれらには 御 導きはなかった のか。 かれらより 以前に も われは どんなに 多くの 世代を 滅ぼし 
たこと か。 かれら （古人） の 住んで いた 所を （今） かれらは 歩いて いる。 本当に この 中には 理知 
に 富む 者への 印が ある。 

129 . もし， 主から 御言 葉が 下されて いなかったならば， （懲罰は） 避けられな いので ある。 だが 
, 定められた （猶予の） 期限が ある。 

130 . だから かれらの 言う ことを 忍び， 太陽が 上がる 前， また それが 沈む 前に， あなたの 主の 栄光 
を讃 えなさい。 なお 夜の 一時 も， また 昼の 両端に も讃 えなさい。 必ず あなたがたは 満たされ るで 
あろう。 

131 . また われが， かれらの ある 部類の 者に 与えた この 世の 生活の 栄華に， あなたの 目を 見張って 
はならない。 われは， それに よって かれらを 試 •た。 あなたの 主の 賜物 こそ 至上で また 永続す る 
〇 

132 . また あなたの 家族に 礼拝を 命じ， そして （あなた も）， それを 耐えなさい。 われは あなたに 
御 恵 •を 求めない。 あなたがたに 恵 •を 与える のは われで ある。 善果は 主を 畏れる 者の 上に ある 
〇 

133 . また かれらは， 「何故かれ は， わたしたちに 主から 一つの 印を も （湾？） さない のです か。 

」 と言う。 以前の 諸 啓 典に ある 明 証が， かれらに 下って いるでは ないか。 

134 •われが もし これ 以前に かれらを 処罰して， 滅ぼして いたならば， かれらは 必ず， 「主よ， 何 
故 あなたは， わたしたちに 使徒を 遣わされなかった のです か。 そうすれば わたしたちは， 卑しま 
れ 屈辱を 被る 前に， あなたの 印に 従った でしょう に。」 と 言った であろう。 

135 .言って やる がいい。 「各人は 待って いる。 だから あなたが たも 待て。 あなたがたは やがて， 
平坦な 道を 歩む 者は 誰か， また 導かれた 者は 誰かを 知る であろう。」 

SURA  21 .預言者 章 〔アル •アン ビヤ ーゥ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .清算 （の 日） は 人間に 近付いて いるが， かれら （不信者） は 無関心に 背き 去る。 

2 •かれらの 主から 新しい 訓戒が 来る 度に， かれらは それを 笑い草と して 聞く に過ぎない。 

3 •かれらは 心の中で ふざけて いる。 そして 悪事を 行う 者たち は， 密談して （言う）。 「これは， 
あなたがたと 同様 只の人 間ではないです か。 あなたがたは 目で 見て いながら， 魔術に でも かかっ 
たのです か。」 

4 .言って やる がいい。 「わたしの 主は， 天と地の 間で （語られる） 言葉 （の 凡て） を 知って おら 
れ る。 かれは 全 聴に して 全知で あられる。」 
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5 •かれらは， r いや， （それは） 夢の 寄せ集め。 いや， かれの 偽作です。 いや， かれは 詩人です 
。昔 （の 使徒に） 下された ような 印を， わたしたちに (有？） して 下さい。」 と 言った。 

6 •か れら 以前に われが 滅ぼした 都市で も， 信仰す る 者は 1 人 もい なかった。 それでも かれらは 信 
仰 しないつ もり なのか。 

7 .あなた 以前に， われが 啓示を 授けて 遣わした 使徒たち も， 人間に 過ぎなかった。 もし あなたが 
た， これが 分らないなら 訓戒を 受けた 民に 聞け。 

8 •われは かれら （使徒たち） に， 食物を とらない ような 体は 授けなかった。 また かれらは 永久に 
生きる 訳で もなかった。 

9 •結局， わが 約束を かれらに 果 し， かれらと われの 欲する ものを 救い， 違犯した 法外の 者たち を 
滅ぼした。 

10 . われは， あなたがたへの 訓戒と して 啓 典を 啓示した ので ある。 それでも あなたがたは 悟らな 
いの か。 

11 . 如何に われは， 多くの 悪を 行って いた 都市を 滅ぼして， その後に 別の 民を 立てた か。 

12 . それで われの 懲罰 （が 下る の） を 感じる と， 見なさい。 かれらは そこから 逃げ （ようとす） 
る。 


13 •逃げて はならない。 楽しんだ 所， あなたがたの 住まいに 返れ。 あなたがたは 尋問され るで あ 
ろ ラ。 

14 •かれらは 言った。 「ああ， 情けない， わたしたちは 本当に 不義の 徒でした。」 

15 . そして かれらの この 叫び声は， われが かれらを 根 こそぎ 滅ぼし 火の 消えた ように 沈黙させる 
まで 止まなかった。 

16 . われは 天と地， また その 間にある ものを， 戯れに 創った のでは ない。 

17 •もし われが 戯れを 望 • ， 仮り にそうす るなら ば， わが 手近な もの （非 物質的な 霊的な もの） 
から 選んだ であろう。 

18 .いや， われは 真理を 虚偽に 投げつ ける と， その 頭を 砕く。 見なさい。 虚偽は 消滅す る。 あな 
たがた が （われに 就いて） 言う ことこ そ， あなたがたに とり 災いで ある。 

19 •天と地の 凡ての ものは， かれの 有で ある。 また その 側近に いる 者 （天使） は， かれに 仕えて 
高慢で もな く， 疲れ も 知らない。 

20 . かれらは 毎日 毎晩に かれを 讚え， 休む ことを 知らない。 

21 . それとも かれらは， （死者を） 甦らす ことの 出来る 神々 を 地上から えたの か。 

22 . もし， その （天地の） 間に アッ ラー 以外の 神々 が あったならば， それらは きっと 混乱した で 
あろう。 それで 玉座の 主， かれらが える ものの 上に （高く います） アツ ラーを 讚え なさい。 
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23 .かれは， その 行われた ことに 就いて， 尋問を 受ける ことは ない。 だが かれら こそ 尋問され る 
ので ある。 


24 . それとも かれらは， かれを 差し置いて 外の 神々 を 崇めた のか。 言って やる がいい。 「あなた 
がた の 証拠を 出して •なさい。 これは わたし と共にい る 者への 訓戒で あり， また 以前の 世代の 者 
への 訓戒で ある。」 だが かれらの 多くは この 真理を 理解 出 米ずに 背き 去る。 

25 . あなた 以前に も， われが 遺 わした 使徒には， 等しく，  「われの 外に 神は ない， だから われに 
仕えよ。」 と 啓示した。 

26 . かれらは， 「慈悲 深き 御 方は 子を もうけられます。」 と 言った。 ああ もったいない。 いや， 
(かれら 天使は） 栄誉 ある しもべで ある。 

27 . かれら （天使たち） は， かれより 先に 告げる こ ともなく， また かれの 命令に 基いて 行動す る 
だけで ある。 

28 . かれは， かれら （天使） 以前に ある もの も， 以後に ある ものを も 知って おられ， かれが 受け 
入れる 者の 外は， 執り成しを しない。 かれら （天使） はかれに 畏れ 仕える。 

29 . もし かれらの 中に， 「本当に わたしは， かれとは 別の 神で ある。」 と言う 者が あれば， われ 
はこの ような 者を， 地獄で 報いる。 不義を 行う 者に このように 報いる。 

30 . 信仰し ない 者たち は 分らない のか。 天と地は， 一緒に 合わさって いたが， われは それを 分け 
た。 そして 水から 一切の 生き ものを 創った ので ある。 かれらは それでも 信仰 しないの か。 

31 •われは また， 大地に 山々 を 据えて かれら 不信心 者に とっても 大地を 揺るぎな いものと した。 
また そこに， 往来の ための 広い 道を 創った。 それで かれらは 必ず 利す ると ころが あろう。 

32 . 更に われは， 天を 屋根と し 守護した。 それでも かれらは， これらの 印から 背き 去る。 

33 . かれ こそは 昼と 夜， また 太陽と 月を 創造され た 方で ある。 それらは， 軌道に 浮んで いる。 

34 . われは あなた 以前の 誰に 対しても， 永久に 生きる 者と した ことは ない。 あなたは 死ぬ のに， 
かれらは 永久に 生きる というの か。 


35 . 人は すべて 死を 味わう。 われは 試練の ために， 凶事と 吉事で あなたがたを 試 •る。 そして （ 
最後は） われに 帰される ので ある。 

36 . 信仰し ない 者は あなたを 見る 時， 只 嘲笑の 的に する。 （かれらは 言う。） 「この 者です か， 
あなたがたの 神々 を 批判す る 者は。」 かれらは 慈悲 深き 御 方の 訓戒を， 冒 (演？ ) する 者で ある。 

37 •人間は 気短 かに 創ら れ ている。 われは 直ぐに 印を 示す であろう。 だから 急いで あれに 催促し 
ては ならない。 

38 •また かれらは， 「あなたがたの 言葉が 真実なら， その 約束は 何時 （来る の） か。」 と言う。 

39 •もし 不信者が （その 日） その 時， 顔から も， また 背から も 業火を 防ぐ ことが 出来ず， また 助 
ける 者 もない 日の ことを 知っていたならば。 
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40 .いや， それは 突然 かれらを 襲って， 驚き 慌てさせよう。 かれらは それを 避ける 力 もな く， 猶 
予 されないで あろう。 


41 . あなた 以前の 使徒たち も， 確かに 嘲笑され た。 だが 嘲笑した 者は， 嘲笑して いた ことに 取り 
囲まれる ので ある。 

42 . 言って やろ がいい。 「慈悲 深き 御 方 （の 怒り） から， 昼夜 誰が， あなたがたを 守れよう か。 

」 それでも かれらは， 主を 念じる ことから 背き 去る。 

43 . それとも かれらには， われ 以外に かれらを 守護 出来る 神々 が あるの か。 かれら （神々） は， 
自分自身 も 助けられず， また われから 防ぎ おおせない。 

44 . それな のに， われは これらの 者 やその 祖先たち を 享楽 させ， その 期限まで 永ら えさせた。 わ 
れが この （不信心 者の） 地に 来て， その 隅々 から 征服して いるのを 見ない のか。 それでも かれら 
は 勝利者な のか。 

45 •言って やる がいい。 「わたしは 只 啓示に よって， あなたがたに 警告す る だけで ある。」 だが 
聞かない 者は， 警告 されても その 呼びかけが 聞こえない。 

46 . そして あなたの 主の 懲罰の 息吹が， もし かれらに （少しで も） 触れれば， 「 ああ， 情けない 
。 わたしたちは 本当に 不義を 行いました。」 と言う。 

47 . われは 審判の 日の ために， 公正な 汗を 蝕け る。 1 人と して 仮令 芥子 一粒の 重さで あっても 不当 
に 扱われる ことは ない。 われは それを （計算に） 持ち出す。 われは 清算 者と して 万全で ある。 

48 . 且つて わ黷 へ， ムーサ-と ハール ーン に， 識別と 光明と， 畏れる 者への 訓戒を 授けた。 

49 . 目に 見えな くても 主を 畏れる 者と， 審判の 時を 畏れる 者への 訓戒を 授けた。 

50 . この （ク ルアー ン） こそは， われが 下した 祝福 豊かな 訓戒で ある。 あなたがたは， それでも 
なお 拒否す るの か。 

51 . われは 以前 イブ ラー ヒー ム に， 方正な 行いを 授けた。 われは かれを よく 知っている。 

52 •かれが 父と かれの 人び とに， こう 言った 時を 思いなさい。 「 あなたがたが 崇拝す る これらの 
偶像は， 何もので あるの か。」 

53 .かれらは 言った。 「わたしたちは， 祖先が それらを 崇拝す るのを 見ました。」 

54 •かれは 言った。 「あなたがたと あなたがたの 祖先は， 明らかに 誤ってい たので ある。」 

55 . かれらは 言った。 「あなたは 真理を （西？） したので すか。 それとも 戯れる 者な のです か。 

J 

56 . かれは 言った。 「そうでは ない。 あなたがたの 主は， 天と地の 主。 （無から） それら （天地 
) を 創造され た 方で ある。 そして わたしは それに 対する 証人の 一人で ある。 

57 •アツ ラーに 誓って， わたしは あなたがたが 背を 向けて 去った 後に， あなたがたの 偶像に 一つ 
の 策を めぐらそう。」 
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58 . こうして かれは， 必ず かれらが そこに 返って 来る であろうと （思って）， 唯一 体の 巨像を 除 
き それらを 叩き壊した。 

59 . かれらは 言った。 「誰が わたしたちの 神々 をこう したので しょうか。 本当に かれは 不義な 者 
です。」 

60.  ( 或る 者が） 言った。 「わたしたちは， イブ ラー ヒー ム という 若者が， その 方々 を 批判す る 
のを 聞いた。」 

61 . かれらは 言った。 「それなら， その 者を 入び との 目の前に 引き出せ。 必ず 皆が 証言す るで し 
ょ 9。 」 

62.  r イブ ラー ヒー ム よ， あなたな のです か。 わたしたちの 神々 に 対し このような ことを したの 
は。」 と 一同は 言った。 

63 . かれは （答えて）， 「いや， いや， それらの 中の この 大きい （偶像） がそれ をした のです。 
かれらが 口が 利ける ものなら 聞いて •なさい。」 と 言った。 

64 •そこで かれらは， 自ら （良心に） 顧 •て （心に） 言った。 「確かに あなたがた （自身） が 悪 
いのです。」 

65 . 間を おいて， かれらは また 翻意し （て 言っ） た。 「あなたは これら （神々） の， 口が 利けな 
いのを よ く 知ってい ま した。」 

66 . イブ ラー ヒー ムは 言った。 「それなら あなたがたは， アッ ラー 以外の ものを 崇拝す るので す 
か。 あなたがたを， 少しも 益せ ず また 損わない ものを。 

67 . ああ， 情けない ことです。 あなたが たも， あなたがたが アッ ラーを 差し置いて 崇拝す る もの 
たち も。 あなたがたは， なお 悟らない のです か。」 

68 . かれらは 言った。 「どうせ やるなら， かれを 焼きなさい。 そして あなたがたの 神々 を 救いな 
さい。」 

69.  (その 時） われは 命令した。 r 火よ， 冷たく なれ。 イブ ラー ヒー ムの 上に 平安 あれ。」 

70 . かれらは かれに 対し 策動し ようとし たが， われは かれらを 酷い 失敗 者に した。 

71 . われは かれと （その 甥の） ルー トを， 万有の ために われが 祝福した 地に 救い出した。 

72 •そして かれに （子の） イス ハークを 授け， また その上の 賜物と して （孫の） ヤア コーブを 授 
けた。 われは それぞれを， 正しい 者に した。 

73 . われは かれらを， わが 命令を 奉じて （人び とを） 導く 導師と し， かれらに 善行に 励 •， 礼拝 
の 務めを 守り， 定めの 喜捨を する よう 啓示した。 そして かれらは 一生懸命に われに 仕えた。 

74 . また われは ルー トに 判断力と 英知と を 授け， 且つ 破廉恥な 行いに 耽る 町から， かれを 救い出 
した。 かれらは， 主の 淀に 背く 邪悪な 民であった。 

75 . かれ (ル- 卜） を われの 慈悲に 浸らせた。 本当に かれは 正しい 者であった。 
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76 •また ヌーフ だが， 以前 かれが 祈った 時を 思いなさい。 われは それに 答えて， かれと かれの 家 
族を， 大きい 災難から 救った。 

77 .われは， わが 印を 拒否す る 民に 対し， かれを 助けた。 本当に かれらは 邪悪な 民であった。 そ 
れで われは， 凡て かれらを 溺れさせた。 

78 •また ダー ウ- ドと スライ マーン だが， ある 者の 羊が 夜間 耕地に 迷い込 • ， 作物を 荒した が， 
それに 就いて 裁判した 時の ことを 思いなさい。 われは かれらの 裁判の 立証 者であった。 

79 .われは それを スライ マーンに 理解 させた。 そして それぞれに 判断力と 英知を 授け， また われ 
は ダー ウー ドに 山々 や 鳥たち を 従わせて （主を） 共に 讚え させた。 それは （皆） われの 仕業で あ 
っ た。 

80 •また われは， かれに （鎖） 帷子を 作る 術を 教え， 暴力から あなたがたの 身を 守らせた。 それ 
でも あなたがたは 感謝 しないの か。 

81 . また われは， 猛威を 奮う 風 （を 起す 術） を スライ マーンに （授け）， かれ （スライ マーン） 

の 命令の 下に， われが 祝福す る 地に 吹かせた。 われは 凡ての ことを 知る ものである。 

82 . また 悪魔たち の 中に も， かれのた めに 潜水す る 者 あり， また その外の 仕事を している 者 も あ 
った。 われは いつも かれらを 見張って いた。 

83 . また アイ ユ-ブ （に 英知と 判断力を 授けた）。 かれは 主に 呼びかけた。 「本当に 災厄が わた 
しに 降り かかりました。 だが あなたは， 慈悲 深いう えに も 慈悲 深い 方で あられます。」 

84 •それで われは これに 応えて， かれに 取り付いた 災厄を 除き， かれに 家族を 授け， その 人々 を 
倍加した。 （これは） われからの 慈悲で あり， また われに 仕える 者に 対する 訓戒で ある。 

85 •また イス マー イー ル， イドリースと ズ •ル •キ フルで ある。 全員が よく 耐え忍ぶ 者であった 
〇 

86 .われは かれらを わが 慈悲に 浴 させた。 本当に かれらは， 正しい 者であった。 

87 •また ズン •ヌーンで ある。 かれが 激怒して 出かけた 時を 思いなさい。 かれは， われが 自分を 
難儀させる ような ことは ない と 思いながら も， 暗闇の 中で， 「あなたの 外に 神はありません。 あ 
なた の 栄光を 讚え ます。 本当に わたしは 不義な 者でした。」 と 叫んだ。 

88 . それで われは かれに 応え， かれを その 苦難から 数った。 われは このように， 信仰す る 者を 救 
助す るので ある。 

89 . また ザカリー ヤーで ある。 かれが 主に （祈って）， 「主よ， 最も 優れた 相続 者で あられる 御 
方よ。 わたしを 孤独の まま 放って置かないで 下さい。」 と 叫んだ 時の ことを 思いなさい。 

90 . それで われは これに 応え， かれに ヤヒヤ ーを 授け， また 妻を かれに 相応しく した。 かれらは 
栗い に 競って 善行に 動し • ， また 希望と 畏れを もって， われに 祈って いた。 われに 対し （常に） 
謙虚であった。 
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91 ■また 自分の 貞節を 守った 女 （マルヤ ム） である。 われは かの 女に わが 霊を 吹き込 • ， かの 女 
とその 子を 万有の ための 印と した。 

92 . 本当に， あなたが たのこの ウン マ こそは， 唯一の 共同体で ある。 そして われは あなたがたの 
主で ある。 だから われに 仕えなさい。 

93 . それな のに かれらは， その （宗教 上の） 事柄を， かれらの 間で 切り放し （宗派を 作っ） た。 
(間もなく） かれらは 皆 われに 帰る ので ある。 

94 . 誰でも 善行に 励 •， 信仰して いる 者は， 決して その 努力を 虚しく される ことは ない。 われは 
かれらの ために， 必ず （それを） 記録して いる。 

95 . われが 滅ぼした 都市には 禁令が （強制的に） あって， かれらは 帰って来られないで あろう。 

96 . ヤ アジ ユージ ユとマ アジ ユージ ユが 解放され て， どの 丘から も 勢いよ く 下って 来る 時までは 
〇 

97 . 其 実の 約束は 近付いて いるので ある。 見なさい。 信仰し ない 者の 目は 坐って きて （言う であ 
ろう）。 「ああ， 情けない。 わたしたち はこの ことを 疎かに していました。 いや， わたしたちは 
不義な 者でした。」 

98 . 本当に あなたがた （不信者） も， アッ ラ-の 外に あなたがたの 崇拝す る もの も， 地獄の 燃料 
である。 あなたがたは そこに （必ず） 落ちて 行く ので ある。 

99 . これらが もし 神であった ならば， そこに 落ちる ような ことはなかった であろう。 だが （かれ 
ら は） それぞれ， その 中に 永遠に 住む ので ある。 

100 •かれらは その 中で 呻く， そこでは （外に 何も） 聞こえないで あろう。 

101.  われから 善行 （の 記録） を 以前に 与えられ ている 者は， 地獄から 遠く 離され， 

102.  そこの 微な音 も 聞こえないで あろう。 そして かれらの 魂が 念願して いた 所に 永遠に 住む。 

103 . 大きな 恐れが かれらを 悩ます ことは なく， 天使たち は 出迎えて （言う であろう）。 「これが 
約束され た， あなたがたの 日です。」 

104 •その 日 われは， 書き物を 卷 くように 諸 天を 巻き上げる。 われが 最初 創造した ように， 再び 繰 
り 返す。 これは われの 定めた 約束で ある。 われは 必ず それを 完遂す る。 

105 . われは （ム-サ-） に 訓戒を 授けた 後， 詩 篤の 中に， 「本当に この 大地は， われの 正しい し 
もべ が これを 継ぐ。」 と 記した。 

106 . 本当に この （ク ルアー ン） の 中には， （アッ ラーを） 崇拝す る 者への 消息が ある。 

107 . われは 只 万有への 慈悲と して， あなたを 遣わした だけで ある。 

108 . 言って やる がいい。 「わたしに 啓示され たのは， あなたがたの 神は 唯一の 神で あると 言う こ 
とで ある。 ところで あなたがたは， 帰依して いるの か。」 
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109 .もし かれらが， 背き 去れば 言って やる がいい。 「わたしは （あなたがたに） 同じように 宣教 
した。 だが あなたがたに 約束され たこと が， 近い か 遠い かわた しは 知らない。 


110 .本当に かれは， 露な 言葉を 聞き 知って おられる。 また あなたがたの （心に） 隱す こと も 知っ 
て おられる。 

111 •だが わたしは， その （猶予） が あなたがたへの 試 •であるの か， または 一時期の ための 享楽 
であるの かを 知らない。」 

112 •かれは 言った。 「主よ， 真理に よって 御 裁き 下さい。 わたしたちの 主は， あなたがたが 口に 
出す （冒 (演? )） に対する 御 助けを 御 願い出 来る 慈悲 深い 方で あられる。」 

SURA  22 •巡礼 章 〔アル •ハ ツジ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .人び とよ， あなたがたの 主を 畏れなさい。 （審判の） 時の 震動は， 全く 一重 大事で ある。 

2 •その 日 あなたがたは 見る だろう。 凡ての 哺乳す る 者は， 哺乳す る ことを 忘れ， 凡ての 妊婦は そ 
の 胎児を 流し， また 人び とは 酔わない のに， 酔い しれた ように 見えよう。 思う に， アツ ラーの 懲 
罰が 厳しい からで ある。 

3 •だが 人び との 中には， 知識 もな く アツ ラーに 就いて 批判す る， 反抗的な 悪魔な どに 従う 者 もい 
る。 


4 .かれ （悪魔） に 就いては， こう 定められる。 「誰でも かれを 友と する 者が あれば， かれは その 
者を 迷わせて， 炎の 懲罰に 導く ので ある。」 


5 •人び とよ， あなたがたは 復活に 就いて 疑う のか。 われが あなたがたを 創る さいには 先ず 土から 
始め， 次いで 精液の 一滴， 次いで 血の 固まりと し， 更に 形を なした。 また 形を なさない 肉 魂から 
(あなたがたを 創った）。 あなたがたに （わが 偉力を） 明示す るた めで ある。 われは 欲する 者を 
, 定めた 時期まで 胎内に 置き， それから 赤ん坊と して あなたがたを 出生 させ， それから 成年に 到 
達させる。 あなたがたの 中 或る 者は （若く して） 死なせる 者 も あり， また 或る 者は 何が しかを 知 
った 後， 凡て 忘れ去る 程に 弱まる 老齢に 返される 者 も ある。 また あなたは 大地が 枯れて 荒れ果て 
るのを 見よう。 だが われが 一度 それに 雨を 降らせる と， （生気が） 躍動し 膨らんで， 凡ての 植物 
が 雌雄で 美し く 萌え出る。 

6 •これは アツ ラー こそ 真理で あり， 死者に 生を 与え， 凡ての ものの 上に 全能で あられる からで あ 
る。 


7 .本当に， （審判の） 時は やって来る。 それに 就いて 疑いの 余地は ない。 本当に アツ ラーは， 墓 
の 中の 者を 睡ら される ので ある。 

8 •だが 人び との 中には， アツ ラーに 就いて 知識 もな く， 導き もな く， また 光明の 啓 典 もな く， 戯 
に 批判し， 
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9 . 倣 限な 態度を とって， 人び とを アツ ラーの 道から 迷わせよう とする 者が ある。 かれらは 現世に 
おいて， 屈辱を なめ， また われは 審判の 日に 炎の 懲罰を 味わせ る。 

10 . (その 時 言われよう）。 「これは， あなたの 手が やった ことの 報いで ある。 アツ ラーは その 
しもべた ちに 対し， 決して 不正を なされない。」 

11 . また 人び との 中に 偏見を もって， アツ ラ-に 仕える 者が ある。 かれらは 幸運が くれば， それ 
に 満足して いる。 だが 試練が かれらに 降り かかる と， 顔を 背ける。 かれらは 現世と 来世と を 失う 
ものである。 これは 明白な 損失で ある。 

12 •かれらは アツ ラーを 外にして， 自分に 害 もな くまた 益 もない ものに 祈る。 これは 遠く 迷う 者 
である。 

13 . かれらは 自分を 益す る ものよりも， 害の 方に 近い ものに 向かって 祈る。 何と 悪い 保護者で あ 
り， 悪い 仲間で ある ことよ。 

14 . アツ ラーは， 信仰して 善い行いに 動し む 者を， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせられる。 本当に 
アツ ラーは 御望 • のこと を 行われる。 

15 . アツ ラーは 現世で も 来世で も， かれ （使徒） を 助けられな いと 考える 者が あれば， かれに 天 
井に 縄を 張らせて •るが いい。 それから （自らを 地面から） 切り離して •るが いい。 （首を 棚る 
こと。） それで かれの その 行為が， かれの 怒りを 取り除く ことが 出来る もの か， よく 眺めさせて 
• るが いい。 

16 . このように， われは 明白な 印 （ク ルアー ン） を 下した。 本当に アツ ラーは 御望 •の 者を 導か 
れ る。 


17 . 本当に （ク ルアー ン を） 信じる 者， ユダヤ教を 奉じる 者 また サー ビア 教徒， キリス ト 教徒， 
拝火教 徒 そして 偶像 信者たち， アツ ラーは 審判の 日に， かれらを 裁決な される。 本当に アツ ラ- 
は 凡ての こ との 立証 者で あられる。 

18 . あなたは 見ない のか， 天に ある 凡ての ものが， アツ ラーに， サジ ダす るのを。 また 地に ある 
凡ての もの も， 太陽 も 月 も， 群 星 も 山々 も， 木々 も 獣類 も， また 人間の 多くの 者が サジ ダす るの 
を 見ない のか。 だが 多くは 懲罰を 受ける のが 当然な 者たち である。 また アツ ラーが 見下げられた 
者を， 誰も 尊敬す る ことは 出来ない。 本当に アツ ラーは 御望 •のこと を 行われる。 〔サジ ダ〕 

19 . これら 両者は， かれらの 主に 就いて 論争す る 敵手で ある。 それで （主を） 拒否す る 者の ため 
に 仕立てられ るのは， 炎の 衣装であろう。 かれらに 頭上から 熱湯が 注がれて， 

20 . 腹の 中の 物 も 皮膚 も， それで 溶かされる であろう。 

21 . その上， かれらには 鉄の 鞭が 加えられる。 

22 . 苦し さの ため， そこから 出ようと する 度に， その 中に 押し戻され， 「火炙りの 刑を 味わえ。 

」 （と言われよう）。 


204 


23 .本当に アッ ラーは， 信仰して 善行に 励む （外の 一団の） 者を， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせ 
られ る。 かれらは そこで， 黄金の 腕輪と 真珠に 飾られ， 衣装は そこでは 絹 （ずくめ） であろう。 

24 •かれらは 純正な 言葉に 導かれ， 讃美すべき 方の 道に 導かれる。 

25 . 本当に 信仰を 拒否した 者， （人び とを） アッ ラ-の 道から 妨げる 者， そこ （マッカ） の 居住 
者であろう と， 外来者で あろうと 凡て， われが 人び とのた めに 建立した 聖 なる マ スジ ド （に 入る 
こと） を 拒否す る 者， そして その 中で 神聖を 汚し 不義を 企む 者には， われは 痛ましい 懲罰を 味わ 
せる であろう。 

26 . われが イブ ラー ヒー ムの ために， （聖 なる） 家の 位置を 定め （こう 言った） 時の ことを 思い 
なさい。 「誰も， われと 一緒に 配して はならない。 そして タ フーフ （回 巡） する 者の ため， また 

(礼拝に） 立ち 〔キヤ ー ム〕， 立 礼 〔ルクー ウ〕 しサジ ダす る 者の ために， われの 家を 清めよ。 

27 •人び とに， 巡礼 〔ハ ッジ〕 する よう 呼びかけよ。 かれらは 歩いて あなたの 許に 来る。 あるい 
は， どれ も 痩せこけ ている ラク ダに 乗って， 遠い 谷間の 道を はるばる 来る。 

28 . それは 自らの （現世と 来世の） 御利益に 参加し， また 定められた 日の 間， かれが かれらに 与 
えられた （犠牲の） 家畜の 上に アッ ラーの 御名を 唱え， それから 『あなたがたは それを 食べ， ま 
た 困窮して いる 者に も 食べさせなさい。』 

29 . それから かれらの 必要な 儀式を 終え， 誓いを 果 し， そして 古来の 家 （カ アバ） を， タワー フ 
しなさい。」 

30 . 以上 （が 巡礼の 定め） である。 アッ ラ-の 神聖 （な 儀式） を 順守す る 者は， 主の 御 許では 最 
も 善い 者で ある。 それから 家畜は， あなたがたに 読 •聞かされ たものを 賒 き， （巡礼 中の 食料と 
して） 合法で ある。 それで 偶像の 汚れから 離れ， 虚偽の 言葉を 避けなさい。 

31 •アッ ラーに 純正に 服従， 帰依し， 神々 を かれに 配して はならない。 アッ ラーに 神々 を 配す る 
者は， 丁度 天から 落ちて 鳥に 攫われた 者の ようで ある。 または 風が， かれを 遠い 所に 吹き 攫った 
者の ようで ある。 

32 . 以上 （が 定め） である。 アッ ラ-の 儀式を 尊重す る 態度は， 本当に 心の 敬虔 さから 出て くる 
もの。 

33 . それら （の 家畜） は， 定めの 期限まで， あなたがたに 役立てた うえ 古来の 家 （カ アバ） の 近 
く で 犠牲と して 捧げられ るの だから。 

34 . われは 凡て ウン マの （供 儀の） 儀式を 定めた。 かれが 授けられる 4 つ 足の 家畜の 上に， アッ ラ 
一の 御名を 唱えなさい。 本当に あなたがたの 神は， 唯一の 神で あられる。 だから かれに 服従， 帰 
依しなさい。 あなたは， 謙虚な 者たち に 吉報を 伝えなさい。 

35 . これらの 者は， アッ ラーの 御名が 唱えられる 時， 心は 畏怖に 満ち， 遭遇す る ことによ く 耐え 
忍び， 礼拝の 務めを 守り， また われが 授けた ものを 施す 者たち である。 
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36 . また （犠牲の） ラク ダ （や 牛） を， われは あなたがたの ため アツ ラーの 儀式用と した。 それ 
ら には あなたがたへの （多くの） 利益が ある。 （犠牲に 供える に 当り） 並べて， それらの 上に ア 
ツ ラーの 御名を 唱えなさい。 そして それらが 横 ざまに 倒れ （動か なくなっ） たなら ば， あなたが 
たは それを 食べ， また 口に 出して 請わない 者， 物 請いす る 者たち に 食べさせなさい。 このように 
それらを あなたがた （の 用） に 供させる の も あなたがたに 感謝の念を 起させる ためで ある。 

37 . それらの 肉 も 血 も， 決して アツ ラーに 達する 訳では ない。 かれに 届く のは あなたがたの 篤信 
〔タク フー〕 である。 このように かれは， それらを あなたがた （の 用） に 供させる が， これは あ 

なた がた への かれの 導きに 対し， アツ ラーを 讚え させる ためで ある。 善い行いの 者たち に 吉報を 
伝えなさい。 

38 . 本当に アツ ラーは， 信仰す る 者を 守護な される。 アツ ラーは， 裏切り者， 恩を 忘れる 者を 御 
好 • に なられない。 

39 . 戦いを し 向ける 者に 対し （戦闘を） 許される。 それは かれらが 悪を 行うた めで ある。 アツ ラ 
一は， かれら （信者） を 力強く 援助な される。 

40.  (かれらは） 只 「わたしたちの 主は アツ ラーです。」 と 言った だけで 正当な 理由 もな く， そ 
の 家から 追われた 者たち である。 アツ ラーが もし， 或る人び とを 外の 者に より 抑制され る ことが 
なかったならば， 修道院 も， キリス ト 教会 も， ユダヤ教 堂 も， また アツ ラーの 御名が 常に 唱念さ 
れ ている マ スジ ド （イス ラームの 礼拝堂） も， きっと 打ち壊された であろう。 アツ ラーは， かれ 
に 協力す る 者を 助けられる。 本当に アツ ラーは， 強大で 偉力 ならびなき 方で あられる。 

41.  (かれに 協力す る 者とは） もし われの 取り 計いで 地上に （支配権を） 確立す ると 礼拝の 務め 
を 守り， 定めの 喜捨を なし， （人び とに） 正義を 命じ， 邪悪を 禁ずる 者で ある。 本当に 凡ての 事 
の 結末は， アツ ラーに 属する。 

42 . 仮令 かれらが， あなたを 虚言の 徒で あると しても， かれら 以前に も， ヌーフ の 民 も， アード 
もサ ムード も （その 預言者を） 信じなかった。 

43 . また イブ ラー ヒー ムの民 も， ルー トの 民 も， 

44 . マド ヤンの 住民 も （信じなかった）。 また ム-サ- も 拒否され た。 それでも われは 不信者に 
猶予を 与え， 結局 かれらに 懲罰を 与えた。 われの 拒否は どんな ものであった のか。 

45 . われは を かれらが 悪を 行って いる 間に， 如何に 多くの 町を 滅ぼした ことであろう か。 それら 
は， 屋根を 下にして 倒れ 潰れた。 また （如何に 多くの） 井戸 や 堅固な 城が 見捨てられ たこと であ 
ろうか。 

46 •かれらは 心に 梧り が 開ける よう， また その 耳が 聞く ように， 地上を 旅しなかった。 本当に 盲 
人と なった のは， かれらの 視覚では なく， 寧ろ 胸の 中の 心なので ある。 

47 •かれらは あなたに， すばやい 懲罰を 求める。 だが アツ ラーは 約束に 背かれない。 本当に 主の 
御 許に おける 一日は， あなたがたの 計算す る 千年に 当る。 
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48 . われは， 如何に 多くの 悪を 行う 都市を 猶予し， それから これらを 処罰した ことであろう か。 
帰り 所は われの 許に あるので ある。 

49 . 言って やる がいい。 「人び とよ わたしは， あなたがたに はっきり 警告す る （ため 遣わされた 
) 者で ある。」 

50 . 信仰して 善行に 勤し む 者は， 御赦 しと 栄誉 ある 糧を 与えられる。 

51 •だが わが 印を 虚しく する ように 努める 者は 業火の 仲間で ある。 

52 •あなた 以前に われが 遣わした 使徒 や 預言者で も， 何 か 望 •を もつ と， 悪魔が その 欲望を 唆し 
たもので あった。 だが アツ ラ-は， 悪魔の 誘惑を 無にされ， 御 自分の 印を 堅固に なされた。 本当 
に アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

53 •かれは， 悪魔の 誘惑で， 心に 病の ある 者， 心の 頑固な 者を 試 •なされる。 本当に 悪を 行う 者 
たちは， （真理から） 遠く かけ 離れる。 

54 . また 知識を 与えられ ている 者たち は， この （ク ルアー ン） が あなたの 主からの 真理で ある こ 
とを 知り， 心を 謙虚に して それを 信じる。 本当に アツ ラーは， 信仰す る 者たち を 正しい 道に 導か 
れる 方で ある。 

55 . 信仰の ない 者は それに 就いて 疑いを 抱き 続けよう。 （審判の） 時が， 突然 かれらに 襲い かか 
るか， 災厄の 日の 懲罰が 来る までは。 

56 . その 日， 大権は アツ ラ-の 有で ある。 かれは， かれらの 間を 裁かれる。 それで， 信仰して 善 
い 行いを した 者は， 歓喜の 楽園に 入る。 

57 . 背信して， われの 印を 虚偽で あると した 者には 恥ず べき 懲罰が ある。 

58 . アツ ラーの 道の ために 移住し， その後 （戦いで） 殺され， または 死んだ 者には， アツ ラーは 
必ず 善美な 糧を 与える であろう。 本当に アツ ラー こそは， 最も 優れた 給養を 与える 方で あられる 
〇 

59 . か れ は， 必ず かれらが 喜ぶ 所に 入らせられる。 本当に アツ ラーは 全知に し て聡 明な 御 方で あ 
る。 


60 . それは （こうで ある）。 誰でも 自分が 被った ものと 同じ 報復を したのに， また 不当な 仕打ち 
をされ るなら ば， アツ ラーは 必ず この 者を 助けな される。 本当に アツ ラーは 寛容に してよ く赦さ 
れる御 方で ある。 

61 . それは， アツ ラーが 夜を 昼の 中に 割り込ませ， また 昼を 夜の 中に 割り込ませる ためで ある。 
本当に アツ ラーは 全 聴に して 全視 であられる。 

62 . これ も， アツ ラー こそ 真実で あり， かれらが かれ 以外に 祈る ものが 偽りの （神の） ためで あ 
る。 本当に アツ ラーは 至高に して 至大で あられる。 
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63 .アツ ラーが 天から 水 （雨） を 降らせられれば， 大地が 緑になる のを あなたは 見ない のか。 本 
当に アツ ラーは 親切に して 知悉され る 御 方で ある。 


64 . 天に あり 地に ある 凡ての ものは， かれの 有で ある。 アツ ラー， 本当に かれは， 満ち 足られる 
御 方， 讃美され なべき 御 方で ある。 

65 . あなたは 見ない のか。 アツ ラーは 地上の 凡ての ものを あなたがたに 従わせ， かれの 命令に よ 
って， 船を 海上に 走らせられる。 また 天を かれの 御 許しな く 地上に 落ちない よう 支えられる。 本 
当に アツ ラーは 人間に， 優し く 慈悲を 垂れられる 御 方で ある。 

66 . かれ こそは あなたがたに 生を 授け， 間もなく 死を 与え， それから また 睡ら せられる 方で ある 
。 本当に 人間は 恩を 忘れる。 

67 . われは 凡ての ウン マに 守られるべき 儀式を 定めた。 それで これに 関し， かれらに あなたと 論 
争 させて はならない。 あなたの 主に （かれらを） 招きなさい。 本当に あなたは， 正しい 導きの 上 
にいる。 

68 . かれらが もし あなたがたと 論争す るなら ば， 言って やる がいい。 「アツ ラーは， あなたがた 
の 行う ことを 最もよ く 知って おられる。 

69 •アツ ラーは 審判の 日に， あなたがたが それに 就いて 相違した ことに 関し， あなたがたを 裁か 
れ る。」 


70 . あなたは アツ ラーが， 天に あり 地に ある 一切を 知って おられる ことを 知らない のか。 それは 
凡て 記録に 載せて ある。 それは， アツ ラーに おいては 容易な ことで ある。 

71 . かれらは アツ ラーを 外にして， 何の 権威 も 授かって いない もの， また それに 就いて 何の 知識 
もない ものを 崇拝して いる。 悪を 行う 者には 援助 者 もない。 

72 . われの 明瞭な 印が 読誦 される 時， あなた は 信仰し な い 者たち の 顔に， 拒絶の 色が 浮かぶ のを 
認める であろう。 かれらに わが 印を 読誦す る 者に 向かって， 攻撃を 加えよう とさえ する。 言って 
やる がいい。 「わたしは それよりも 更に 悪い ものを， あなたがたに 告げよう か。 それは 火獄 であ 
る。 アツ ラーは 信仰し ない 者たち に， それを 約束な される。 何と 悪い 住居で ある ことよ。」 

73 •人び とよ， ■一つの 比 (輪?) を 説く から， それを 謹んで 聞きなさい。 本当に あなたがたが アツ ラ 
一の 外に 祈る ものは， 仮令 かれらが 束になって も， 一匹の 蝿 （さえ） も 創れ ない。 また 蝿が かれ 
ら から 何 か 奪い 去っても， それを 取り戻す こと も 出来ない。 祈る 者 も， 祈られる 者 も， 全く 力が 
ない ので ある。 

74 •かれらは， アツ ラーの 真価の 程を 評価して いない。 本当に アツ ラーは 強大に して 偉力なら び 
なき 御 方で ある。 

75 •アツ ラーは， 天使と 人間の 中から， 使徒を 選ばれる。 本当に アツ ラーは 全 聴に して 全視 であ 
られ る。 
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76 .かれは， かれらの 前に ある もの も， かれらの 後ろに 有る ものを も 知って おられる。 アツ ラ- 
の 御 許に  (凡ての） 事物は 帰される ので ある。 


77 . あなたがた 信仰す る 者よ。 立 礼 〔ルクー ウ〕 しサジ ダして， あなたがたの 主に 仕えなさい。 
そして 善行に 動し め。 必ず あなたがたは 成功す るであろう。 〔サジ ダ〕 

78 . アツ ラーの （道の） ために， 限りを 尽くして 奮闘 努力しなさい。 かれは， あなたがたを 選ば 
れ る。 この 教えは， あなたがたに 苦 業を 押しつけない。 これは あなたがたの 祖先， イブ ラー ヒー 
ムの 教義で ある。 かれは 以前 も， また この （ク ルアー ン） においても， あなたがたを ムス リムと 
名付けられた。 使徒は あなたがたの ための 立証 者で あり， また あなたがたは 人び とのた めの 立証 
者で ある。 だから 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を 行い， 確りと アツ ラーに 鰱 りなさい。 かれは 
あなたがたの 守護 者で ある。 何と 優れた 守護 者， 何と 優れた 援助 者で ある ことよ。 

SURA23 •信者たち 章 〔アル •ムウ ミ ヌーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 信者たち は， 確かに 勝利を 勝ちとる。 

2 •かれらは， 礼拝に 敬虔で あり， 

3 •虚しい （凡ての） ことを 避け， 

4 . 施し 〔ザカー ト〕 のために 励 •， 

5 . 自分の 陰部を 守る 者。 

6 •ただし 配偶と， かれらの 右手に 所有す る 者 （奴 隸） は， 別で ある。 かれらに 関しては， 咎めら 
れる ことは ない。 

7 •しかし 法を 越えて 求める 者は， アツ ラーの 淀に 背く 者で ある。 

8 . また 信託と 約束に 忠実な 者， 

9 . 自分の 礼拝を （忠実に） 守る 者で ある。 

10 . これらの 者 こそ 本当の 相続 者で， 

II . フィルダウス （天国） を 継ぐ 者で ある。 かれらは そこに 永遠に 住む ので ある。 

12 . われは 泥の 精髄から 人間を 創った。 

13 . 次に， われは かれを 精液の 一滴と して， 堅固な 住 •かに 納めた。 

14 •それから われは， その 精 滴を 一つの 血の塊に 創り， 次に その 塊から 肉塊を 創り， 次いで その 
肉塊から 骨を 創り， 次に 肉で その 骨を 覆い， それから かれを 外の 生命 体に 創り 上げた。 ああ， 何 
と素晴 しい アツ ラー， 最も 優れた 創造者で あられる。 

15 .それから 後， あなたがたは 必ず 死ぬ。 
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16 . それから 復活の 日に， 睡ら される ので ある。 

17 . われは あなたがたの 上に， 7 つの 天を 創った。 決して われは 創造を 等閑には しない。 

18 . われは 天から 適量の 雨を 降らせ， それを 地中に 止まらせる。 また われは， それを 無くす こと 
も 出来る。 

19 . われは それで， あなたがた のために ナツメ ヤシと ブ ドウの 園を 育てた。 園の 中には 多くの 果 
実が あって， あなたがたは それを 食べる。 

20 •また シナイ山に 産す る 一本の 樹が あって， 油が 採れ， 食べ ものに 味わいを 付ける。 

21 . それから 家畜に も， あなたがたへの 教訓が ある。 われは それらの 腹の 中に ある ものを あなた 
がた に 飲ませる。 それらには 多くの 用途が あり， また あなたがたは その （肉） を 食べる。 

22 . あな たがた は それら に 乗り， ま た 船に よ って 運ばれる。 

23 . われは ヌーフ を その 民に 遣わした。 かれは 言った。 r わたしの 人び とよ， アツ ラーに 仕えな 
さい。 かれの 外には， あなたがたに 神は ない ので ある。 あなたがた はかれを 畏れない のか。」 

24 . 人び との 中， 信仰の ない 長老たち は 言った。 r 何 だ これは， あなたがたと 同じ 只の人 間では 
ないです か。 かれは あなたがたの 上に， 高く 留り たいので しよう。 もし アッ ラーが 御望 •なら， 
かれは 天使を 遣わすべき です。 わたしたちは， 昔の 祖先から も， こんな ことは 聞きませんでした 
〇 

25 . この 男は 只 （ほ？) かれた 人間に 過ぎません。 だから 暫く 待って 様子を •ましよう。」 

26 . かれは （祈って） 言った。 「主よ， かれらは わたしを 嘘 付きで あると いいます。 どうか 御 助 
け 下さい。」 

27 . それで われは かれに 啓示した。 「われの 啓示に 従って， われの 目の前 ナ 舟を 造れ。 われの 命令 
が 下って， 釜が 滾り （温？) れ たら， かれらの 中で 宣言が 既に 下された 者を 除き， あなたは 凡ての 

(生き） もの 一番と， あなたの 一家を 乗り込ませなさい。 悪を 行った 者の ために， われに 嘆願し 
ては ならない。 かれらは 必ず 溺れる ので ある。 

28 . そして 一緒の 者と 舟の 中に 落ち着いたら （祈って） 言え， 「悪を 行う 人び とから， わたした 
ちを お救い 下さ った アツ ラーに 讃え あれ」 

29 . 言え， r 主よ， 祝福され た 上陸 地点に， わたしを 上陸 させて 下さい。 本当に あなたは 最も 優 
れた 上陸を 叶えられる 方で あ ります」 


30 . 本当に この 中には （理解 ある 者への） 種々 の 印が ある。 われは （人び とを） 試練す る もので 
ある。 

31 . それから かれらの 後に， われは 外の 世代を 創り あげた。 
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32 .われは かれらの 間から （選んだ） 使徒を， かれらに 遺 わして， （言わせた。） 「アツ ラーに 
仕えなさい。 かれの 外に， あなたがたに 神は ない のです。 あなたがたは （かれを） 畏れない ので 
すか。」 

33 •かれの 民の 中の 長老で 信仰が なく， 来世の （アツ ラーとの） 会見を 嘘で あると し， 現世で 羽 
振りの よい 者たち は 言った。 「これは あなたがたと 同じ 一人の 人間に 過ぎません。 あなたがたの 
食べる ものを 食べ， あなたがたの 飲む ものを 飲んで います。 

34 . あなたがたが， 自分と 同じ 人間に 従うならば， 必ず 失敗す るで しょう。 

35 . あなたがたは 死んで 土と 骨に なってから （再び） 匯ら される と， かれは 約束した のです か。 

36 . そんな 約束は まったく あり 得ません。 

37 •わたしたちには， 現世の 生活の 外は ない のです。 わたしたちは 死んで また 生き かえるで しょ 
うか。 わたしたちは， 決して 睡ら される ことは ない のです。 

38 . かれは アツ ラーに 就いて， 虚言を 捏造した 只の人 間に 過ぎません。 わたしたちは， かれを 信 
じ ません。」 

39 . かれは （祈って） 言った。 「主よ， かれらは わたしを 嘘 付きで あると いいます。 どうか 御 助 
け 下さい。」 

40 . かれは 仰せられた。 「暫くしたら， かれらは 必ず 悔いる であろう。」 

41 . それで 一声 （懲罰） が 確実に かれらを 襲い， われは かれらを （時の 流れに 浮ぶ） 泡 屑に した 
。 だから 悪を 行う 者よ 遠ざかれ。 

42 . それから かれらの 後に， われは 外の 諸 世代を 創った。 

43 . 誰も その 定められた 期限に， 先にす る こと も 遅れる こと も 出来ない。 

44 . そこで われは 次々 に 使徒を 遺 わした。 だが 使徒が 一つの 民に 現われる 度に， かれらは かれを 
嘘つき 呼ばわりした。 それで われは （このような 不義の 徒を） 次々 にあと を 追わせ， （滅ぼし） 

, かれらを 昔の 語り草に した。 だから 信仰し ない 者よ 遠ざかれ。 

45 •また われは， わが 種々 の 印と 明瞭な 権威と を 授けて， ムーサー とその 兄弟の ハール - ンを遺 
わした。 

46 •フィル アウンと その 長老たち の 許に。 だ が かれらは 横柄で 思 い 上った 者たち であった。 

47 •かれらは 言った。 「わたしたち 同様に 人間に すぎない 二人を （どうして） 信じられ ましょう 
か。 しかも かれらの 民は， わたしたちの 奴隸 ではないで すか」 

48 . それで かれらは， 両人を 嘘つきで あると いい， 結局 滅ぼされた。 

49 . われは， かれらが 正しく 導かれる よう， ムーサ-に しかと 啓 典 （律法） を 授けた。 
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50 .また われは， マルヤ ムの 子と その 母を 印と なし， 両人を 泉の 涌き 出る 安静な 丘の 上に 住まわ 
せた。 

51 •あなたがた 使徒たち よ， 善い 清い ものを 食べ， 善い行いを しなさい。 われは あなたが たのす 
る ことを 熟知して いる。 

52 . 本当に あなたが たのこの ウン マは， 唯一の 共同体で ある。 われは あなたがたの 主で ある。 わ 
れを 畏れよ。 

53 . それな のに かれらは 諸 宗派に 分裂した。 しかも 各派は 自分たち が 素晴らし いと 言って いる。 

54 . だから 当分の 間， 迷いの ま まに かれらを 放置しなさい。 

55 . かれらは われが， 財宝と 子女で かれらを 力付ける と 考える のか。 

56 . われは かれらの ために， 良い ことを 急いでい ると 思う のか。 いや， かれらは （試 •に） 気付 
かない。 

57 . 本当に 主を 畏れて 戦く 者， 

58 •また 主の 印を 信じる 者， 

59 •また 主に （何ものを も） 配し ない 者， 

60 . また 主に 帰る ことを 心に 畏れ， 与えるべき ものを 与える 者， 

61 . これらの 者は 凡て 善事に 急ぎ， その 先頭に 立つ 者で ある。 

62 •われは 誰に も， その 能力 以上の 重荷を 負わせない。 われには 真実を 語る 書物が あるので， か 
れらは 決して 不当に 扱われる ことは ない ので ある。 

63 .いや， かれらの 心は これ （ク ルアー ンの 教え） を 全く 理解 出来ないで いる。 ところで かれら 
の 行為は， それより 酷い 行いで ある。 

64 •やがて われが， かれらの 中の 贅沢な 者を 懲罰の ために 捕える と， 見る がいい。 かれらは 泣き 
叫ぶ。 

65 •(その 時 仰せられよう。） 「今更 哀願して 喚く ことは ない。 あなたがたには われからの 救助 
はない ので ある。 

66 .われの 印は， あなたがたに 読誦され ていたが， あなたがたは 踵を 返して 逃げ， 

67 •高慢であった。 これ （ク ルアー ン） に 就いて 悪口を 言って 夜話に 耽って いた。」 

68 . かれらは， この 御言 葉を 熟考 しないの か。 昔の 祖先に 起らなかった ものが， かれらに 起る と 
考える のか。 

69 . それとも かれらへの 使徒と 認めず， かれを 拒否す るの か。 

70 . それで， 「かれは （愚？) かれた 者で ある。」 と言うの か。 そうでは ない。 かれは 真理を (湾？） し 
たが， かれらの 多くは 真理を 嫌う。 
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71 . もし 真理が， かれらの 欲張りに 相応しい ものなら， 天地と その 間の 凡ての ものは， （混乱し 

) 退廃して しまったであろう。 そうでは ない。 われは かれらへの 訓戒を 授けた が， かれらは 訓戒 
から 背き 去った ので ある。 

72 . それとも あなたは， 報酬を かれらに 求める のか。 あなたの 主の 報酬 こそは 至上で ある。 かれ 
は 最も 優れた 給与を 与える 方で あられる。 

73 . 本当に あなたは， 正しい 道に かれらを 招く。 

74 •だが 来世を 信じな い 者たち は， 必ず その 道から 逸れる。 

75 . われが 慈悲を 施して かれらを 悩ます 災厄を 除いても， 迷路に 執着して 途方 もな く さ迷う であ 
ろ ラ。: 

76 . 且つて， われは かれらに 懲罰を 加えた が， かれらは なお， 主にへ り 下る ことなく， 素直に 嘆 
願し ない。 

77 . われが 厳しい 刑罰への 門を， かれらに 開く までは。 見なさい。 かれらは それで 絶望して いる 
〇 

78 . かれ こそは， あなたがたの ために， 聴覚と 視覚と 心 （知覚， 理解力） を 創ら れた 方で ある。 
だが あなたがたは， 感謝し ない。 

79 . あなたがたを 地上に， 繁殖 させられ たのは かれで ある。 かれの 御 許に， あなたがたは 集めら 
れ る。 


80 . かれ こそは， 生かし また 死なせられる 方で あり， 昼と 夜の 交替を 規制され る。 あなたがたは 
なお 理解 しないの か。 

81 . いや， かれらは， 昔の 人が 言った のと， 同じような ことを 言って いる。 

82 . かれらは 言う。 「わたしたちが 死んで 土と 骨に なった 時， 本当に 睡ら される だろう か。 

83 . 本当に わたしたち も わたしたちの 祖先 も， 且つて この ことを 約束され ていた。 これは 只 昔の 
物語に 過ぎない。」 

84 . 言って やる がいい。 「大地と そこに ある 凡ての ものは， 誰の もので あるか。 知っているなら 
(言って •なさい）。」 

85 . かれらは 必ず， 「アッ ラーの 有で ある。」 と言うであろう。 言って やる がいい。 「あなたが 
たは， まだ 気が付かない のか。」 

86 . 言って やる がいい。 「7 つの 天の 主， 栄光に 満ちた 至高の 玉座の 主は， 誰で あるの か。」 

87 . かれらは 必ず， 「アッ ラー。」 と言うであろう。 言って やる がいい。 「あなたがた はなお 畏 
れ ない のか。 

88 . 凡ての 事物の 統御は， 誰の 手に あるの か。 （万有を） 守護し， （誰から も） 守護され ない 方 
(は 誰か）， あなたがたが 知っているならば， （言って •なさい）。」 
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89 .かれらは 必ず 「アツ ラー。」 と言うであろう。 言って やる がいい。 r それなら あなたがたは 
，どう して 惑わされた のか。」 


90 .いや， われは 真理を 下した ので ある。 かれらは 本当に 嘘 付きで ある。 

91 •アッ ラーは 子を もうけられない。 また かれと 一緒の 外の 神 もない。 そうで あったら， それ ぞ 
れの 神は 自分の 創った もので 分裂し お 栗い に 抜き出よ うとして 競い合う。 アッ ラーに 讚え あれ。 
(かれは） かれらの 配す る ものを （超越され）， 

92 . 幽玄 界と 現象界を 知って おられ， かれらの 配す る ものの 上に 高く おられる。 

93 . 言え， r 主よ， あなたが かれらに 約束した こと （懲罰） を， もし わたし （の 巧 世 中） に 示さ 
れ るなら， 

94 . 主よ， わたしを 悪を 行う 民の 中に， 入れないで 下さい。」 

95 . 本当に われは， かれらに 警告した ものを， あなたに 示す ことは 確かに 出来る。 

96 •善行に よって， 悪を 撃退せ よ。 われは かれらの 言う ことを 熟知して いる。 

97 . そして （祈って） 言いなさい。 「主よ， 悪魔たち の 囁きに 対し， あなたの 加護を 願います。 

98 . 主よ， かれらが わたしに 近付かな いよう， あなたの 加護を 願います。」 

99 . だが 死が 訪れる と， かれらは 言う。 「主よ， わたしを （生に） 送り 帰して 下さい。 

100 •わたしが 残して きた ものに 就いて 善い行いを します。 」 決してそう ではない。 それは かれの 
口上に 過ぎない。 睡 りの 日まで， かれらの 後ろには 戻れない 障壁が ある。 

101 •ラッパが 吹かれる 時， その 日， かれらの 間の 諸 関係の 絆は 途絶え， 栗い に 問わない であろう 
〇 

102 . それで 秤が （善行の ため） 重い 者たち は， 至上の 幸福を える。 

103 . また 秤が 軽い 者たち は， 魂を 失い， 地獄に 永遠に 住む。 

104 •火は かれらの 顔を 焦がし， その 中で 歯ぐ きをむ き 出す。 

105 •(かれらに 言われよう。） 「われの 印が あなたがたに 読誦され なかった のか， なのに それを 
嘘で あると したの か。」 

106 •かれらは 言う。 「主よ， わたしたちは 不運に 打ち 負け， 迷って いました。 

107 . 主よ， わたしたちを ここから 出して 下さい。 もしもな おわたし たちが （悪に） 返るならば， 
本当に 不義の 徒です。」 

108 . かれは 仰せられよう。 「その 中に 卑しめられて 入って しまえ。 われに 物を 言うな。 

109 . 本当に われの しもべの 中には， こう 言って いた 一団が ある。 『主よ， わたしたちを 赦 し， 慈 
悲を 与えて 下さい。 あなたは 最も 優れた 慈悲を 与える 方です。』 
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110 .だが あなたがたは， かれらを 笑い草に した。 あなたがたは， かれらを 笑って いる 間に， われ 
を 念じる のを 忘れる ことに なった。 


111 •本当に かれらが 耐え忍んだ ことにより， 今日 われは 報いた。 かれら こそ 成功した 者で ある。 

J 

112 .かれは 仰せられよう。 「あなたがたは， 地上に 何年 滞 巧して いたの か。」 

IB .かれらは 申し上げよう。 r わたしたちは 一日 か， 一日の 一部分 滞 巧して いました。 勘定 役 （ 
天使） に 御 問い 下さい。」 

114 •かれは 仰せられよう。 「あなたがたの 滞 巧は 束の間に 過ぎない， あなたがたが （この ことを 
) 知っていたならば 

115 . あなたがたは， われが 戯れに あなたがたを 創った とで も 考えて いたの か。 また あなたがたは 
, われに 帰されな いと 考えて いたの か。」 

116 . アツ ラーは， 尊くて 気高い， 真実の 王者で ある。 高潔な 玉座の 主を 置いて 外には 神は ない。 

117 •アツ ラーと— 緒に， 何の 証拠 もない 外の 神に 祈る 者の 計算は 主の 御 許に ある だけで ある。 本 
当に 不信者た ちは， 勝ち抜く ことは 出来ないで あろう。 

ns. (祈って） 言う がいい。 r 主よ， 御赦 しを 与え， 慈悲を 与えて 下さい。 あなたは 最も 優れた 
慈悲を 与える 方で あられます。」 

SURA 24 .御 光章 〔アソ •ヌー ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1. (これは） われが 下した 1 章 〔ス-ラ〕。 われが 定めた もので， 明瞭な 種々 の 印を その 中に 下 
した。 必ず あなたがたは 留意す るであろう。 

2 •姦通した 女と 男は， それぞれ 100 回 鞭打て。 もし あなたがたが， アツ ラーと 末日を 信じるなら 
ば。 アツ ラーの 定めに 基づき， 両人に 対し 情に 負けて はならない。 そして 一団の 信者に， かれら 
の 処刑に 立 会わせなさい。 

3 •姦夫は， 姦婦 かまた は 多神教 徒 以外 （の 女） とは， 結婚す る ことは 出来ない。 姦婦 もまた， 姦 
夫 かまた は 多神教 徒 以外 （の 男） とは， 結婚す る ことは 出来ない。 この ことは 信者に 対し 禁じら 
れ る。 


4 .貞節な 女を 非難して 4 名の 証人を 上げられない 者には， 80 回の 鞭打ちを 加えなさい。 決して こ 
んな 者の 証言を 受け入れて はならない。 かれらは 主の 淀に 背く 者たち である。 

5 •しかし， その後 悔いて 自ら 改める 者は 別で ある。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられ 
る。 
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6 .自分の 妻を 非難す る もので， 自分 以外に 証人の ない 場合は， 単独の 証言で， 自分の 真実な こと 
を アツ ラーに 誓け て 4 度 誓う。 


7 . そして 5 度 目に， 「もし 自分の 言葉が 虚偽なら， アツ ラーの 御 怒りが 自分の 上に （下る ように 
) 。 」 （と 誓う）。 

8 . また， かの 女から， その 懲罰を 免じられる。 つまり もし かの 女が， アツ ラーに 誓け て かれ （夫 
) の 言葉が 虚偽で ある ことを 4 度 誓い， 

9 •そして 5 度 目に， 「もし （夫の 言葉が 真実なら ば， アツ ラーの 御 怒りが 自分の 上に （下る よう 
に）。」 （と 誓うならば）。 

10 . アツ ラーの 恩恵が あなたがたの 上に なく， 慈悲 もなかったならば （どうであろう。） 本当に 
アツ ラーは， 度々 悔悟を 許される 英明な 方で あられる。 

11 . 本当に この 虚言を 広めた 者は， あなたがたの 中の 一団で ある。 これを あなたがたへの 災いと 
思って はならない。 いや， それは あなたがたの ため 良い ことで ある。 かれらの 中 それぞれの 者は 
, その 稼いだ 罪に よ （り 罰せられ） る。 なかで も それに 大きく 関与した 者は， 厳しい 懲罰に 処せ 
られ るので ある。 

12 •あなたがたは それを 聞いた 時， 信者の 男 も 信者の 女 も， 自分自身で 何故 好意 ある 考えを しな 
かった のか。 そして， 「これは 明らかに 中傷で ある。」 と 何故 言わなかった のか。 

13 •かれらは 何故， これに 対し 4 名の 証人を 挙げなかった のか。 証人を 出さなかった ので， これら 
の 者は アツ ラ-の 御 目には 虚言の 徒で ある。 

14 . もし あなたが たに 対する アツ ラー の 恩恵と， 現世と 来世で かれの 慈悲が なか ったならば， こ 
の 事件に 就いて （不謹慎に） 話した ことに 対し， 厳しい 懲罰に 処 せられた ところであった。 

15 . 見なさい。 あなたがたは 舌先で それを 受け止め， また あなたがたの 口は， 自分の 知らない こ 
とを 言った。 そして アツ ラーの 御 目には 重大な ことを， 軽く 考えて いた。 

16 . あなたがたは それを 聞いた 時， 何故こう 言わなかった のか。 「これは わたしたちの 口にすべ 
きこと ではない。 アツ ラーに 讃え あれ。 これは 大変な 中傷で ある。」 

17 . アツ ラーは， もし あなたがたが 信者なら， このような ことを 決して 繰り返して はならない と 
戒められる。 

18 . アツ ラーは， あなたがたに 印を 解き明かされる。 本当に アツ ラーは 全知に して 英明で あられ 
る。 


19 •信仰す る 者の 間に この 醜聞が 広まる ことを 喜ぶ 者は， 現世で も 来世で も， 痛ましい 懲罰を 受 
けよう。 あなたがたは 知らないが アッ ラーは 知って おられる。 

20 .アッ ラーの 恩恵が あなたがたの 上に なく， 慈悲 もなかったならば （どうであろう）。 本当に 
アツ ラーは 親切 極 •なく 慈悲 深 い 方で ある。 
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21 •信仰す る 者たち よ， 悪魔の 歩 • に 従っては ならない。 あなたがたが もし 悪魔の 歩 • に 従うな 
らば， かれは 必ず 醜行と 悪事を あなたがたに 命じる であろう。 もし あなたがたに 対し， アツ ラ- 
の  恩恵と  慈悲  がなかったならば， あなたがたの 中 一人 も 純 潔に なれなかった であろう。 だが アツ 
ラーは， 御 心に 叶う 者を 清められる。 アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

22 . あなたがたの 中， 恩恵を 与えられ 富裕で 能力 ある 者には， その 近親 や， 貧者と アツ ラーの 道 
のた め 移住した 者たち のために 喜捨 しないと， 誓わせて はならない。 かれらを 許し 大目に見て や 
るが いい。 アツ ラーが あなたがたを 赦 される ことを 望まない のか。 本当に アツ ラーは 寛容に して 
慈悲 深く あられる。 

23 . 無分別に 貞節な 信者の 女を 中傷す る 者は， 現世で も 来世で も きっと 呪われよう。 かれらは 厳 
しい 懲罰を 受ける であろう。 

24 •その 日， かれらの 舌と 手と 足は， その 行った ことに 就いて かれらに （不利な） 立証を する。 

25 . その 日 アツ ラーは， かれらが 受けるべき 応報を （凡て） 払い戻され， かれらは， アツ ラーが 
真理で あり， （凡ての ことを） 明瞭に なされる ことを， 知る であろう。 

26 . 不浄な 女は 不浄な 男に， また 不浄な 男は 不浄な 女に （相応しい）。 純潔な 女は 純潔な 男に， 
また 純潔な 男は 純潔な 女に （相応しい）。 これらの 者は， 人び との 言う ことに 動じない。 かれら 
には， 容赦と 栄誉 ある 御 恵 •が あろう。 

27 •あなたがた 信者よ， 許しを 求めて， 家族に 挨拶す るまでは， 自分の 家 以外の 住まいに 入って 
はならない。 それは あなたがた のために 善い。 必ず あなたがたは 留意す るであろう。 

28 . もし 家に 誰も いないと 分ったならば， 許しが あるまで， それに 入って はならない。 もし 帰る 
よう 言われた 時は 帰れ。 それは あなたがた のために 一段と 清廉で ある。 アツ ラーは あなたがたの 
行う ことを 知って おられる。 

29 . あなたがたに 必需品が 備えて ある， 住人の いない 家に 入る ことは 罪に ならない。 アツ ラーは 
, あなたがたの 現わす こと も隱す こと も 知って おられる。 

30 . 男の 信者たち に 言って やる がいい。 「 （自分の 係悠 以外の 婦人に 対しては） かれらの 視線を 
低く し， 貞潔を 守れ。」 それは かれらの ために 一段と 清廉で ある。 アツ ラーは かれらの 行う こと 
を 熟知な される。 

31 . 信者の 女たち に 言って やる がいい。 かの 女ら の 視線を 低く し， 貞淑を 守れ。 外に 表われる も 
のの 外は， かの 女ら の 美 （や 飾り） を 目立たせて はならない。 それから ヴ エイルを その 胸の 上に 
垂れなさい。 自分の 夫 または 父の 外は， かの 女の 美 （や 飾り） を 表わして はならない。 なお 夫の 
父， 自分の 息子， 夫の 息子， また 自分の 兄弟， 兄弟の 息子， 姉妹の 息子 または 自分の 女たち， 自 
分の 右手に 持つ 奴隸， また 性欲を 持たない 供回りの 男， または 女の 体に 意識を もたない 幼児 （の 
外は）。 また かの 女ら の 隱れた 飾りを 知らせる ため， その 足 （で 地） を 打って はならない。 あな 
たがた 信者よ， 皆 一緒に 悔悟して アツ ラーに 返れ。 必ず あなたがたは 成功す るであろう。 
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32 •あなたがたの 中 独身の 者， また あなたがたの 奴隸の 男と 女で 廉 正な 者は， 結婚しなさい。 か 
れらが もし 貧しければ， アツ ラーは 恩恵に より 裕福に されよう。 アツ ラーは 寛 恩 深 知で あられる 
〇 

33 •結婚 （の 資金） が 見つからない 者は， アツ ラーの 恩恵に より， 富む まで 自制しなさい。 また 
あなたがたの 右手が 持つ 者の 中， （解放の 証明） 証書を 求める 者が あって， あなたがたが かれら 
の 善良 さを 認めるならば， その 証明を 書きなさい。 なお アツ ラーが あなたがたに 与えられた 資財 
の 一部を かれらに 与えなさい。 奴隸の 娘たち が， 貞操を 守る よう 願うならば， 現世の 果ない 利得 
を 求めて 醜業を 強制して はならない。 かの 女ら が 仮令 誰かに 強制され たなら， アツ ラーが やさし 
く 罪を 赦 し， いたわって 下さろう。 

34 . われは 事物を 明瞭に する 印を 下し， また あなたがた 以前に 過ぎ去った 者たち の 先例を 示し， 
主を 畏れる 者への 訓戒と した。 

35 . アツ ラーは， 天地の 光で ある。 かれの 光を 誓れば， 燈を 置いた， 壁 (巧？) のよう な ものである 

。 燈は ガラスの 中に ある。 ガラスは 輝く 星の よう。 祝福され たオ リーブの 木に 灯されて いる。 （ 
その 木は） 東方 （の 産） でもな く， 西方 （の 産） でもな く， この 油は， 火が 凡ん ど 触れない のに 
光を 放つ。 光の 上に 光を 添える。 アツ ラーは 御 好 •の 者を， かれの 御 光に 導かれる。 アツ ラーは 
人び とのた めに， 比 (輪？) を 挙げられる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことを 知って おられる。 

36.  (この 燈 は） アツ ラーの 許しに よって， 建てられた 家の 中に あり， かれの 御名が そこで 唱え 
られ， 朝夕， そこで かれを 讃 えて 唱 念が 行われる。 

37 •人び とは， 交易 や 商品に 惑わされないで， アツ ラ-を 念じ， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨 
に 怠りなく， かれらの 恐れは 心 も 目 も 転倒す る 日で ある。 

38 . アツ ラーは かれらの 行った， 最善の ものに 報 われ， 且つ 恩恵に より 報奨を 付け加えられる。 
アツ ラーは 御 心に 叶， 者に， 際限な く 与える。 

39 . しかし 信仰の ない 者は， そのす る ことなす こと， 砂漠の 中の 蜃気楼の ような もので， 渴き切 
った 者には 水 だと 思われる。 だが やってくれば 何も 見出せない。 そこでは アツ ラーの 御前で あり 
, かれの 勘定が 払われる ことを 知る であろう。 アツ ラーは 清算に 迅速で あられる。 

40 . また （不信者の 状態は）， 深海の 暗黒の ような もので， 波が かれらを 覆い， その上に （また 

) 波が あり， その上を （更に） 雲が 覆って いる。 暗黒の 上に 暗黒が 重なる。 かれが 手を 差し伸べ 
て も 凡ん ど それは 見られない。 アツ ラーが 光を 与えられない 者には， 光は ない。 

41 •あなたは， 天地の 間の 凡ての ものが， アツ ラーを 讚え るのを 見ない のか。 羽を 拡げて 飛ぶ 鳥 
もそう である。 皆 それぞれ 礼拝と 唱 念を 心得て いる。 アツ ラーは かれらの 行って いる ことを 知っ 
て おられる。 

42 •天と地の 大権は アツ ラーの 有で あり， アツ ラーに （凡ての ものの） 帰り 所は あるので ある。 

43 •あなたがたは 見ない か。 アツ ラーは 雲を 駆り， やがて それを 相い 合わせ， さらに 固まりに さ 
れ， やがて 慈雨が， その 間から 降る のを。 また 雹を 含む， 山 （のよう な 雲） を 天から 下し， かれ 
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は， 御 好 •の 者を それで 撃ち， 御 好 •の 者を 避けられる。 稲妻の 閃きは， 本当に 目を 奪おうと す 
る。 


44 .アツ ラーは 夜と 昼を 次々 に 交替させる。 本当に これらの 中には， 見る目を もつ 者への 教訓が 
ある。 

45 •また アツ ラーは， ありと あらゆる 動物を 水から 創ら れ た。 その ある ものは， 腹で 這い， また 
ある ものは 2 本 足で 歩き， ある ものは 4 つ 足で 歩く。 アツ ラーは 御望 •の ものを 創ら れ る。 本当に 
アツ ラーは 何事に つけ 全能で あられる。 

46 •われは 明瞭な 印の 数々 を 下した。 アツ ラーは 御 好 • の 者を 正しい 道に 導かれる。 

47 .かれら （偽 信者） は， 「 わたしたちは アツ ラーと 使徒を 信じ， 服従す る。」 と言う。 だが そ 
の 後， かれらの 一部は 背き 去った。 これらの 者は （真の） 信者では ない。 

48 •かれらの 間は 裁きの ために， アツ ラーと 使徒の 前に 呼び出され ると， 見なさい。 一部の 者は 
回避す る。 

49 . もし， かれらが 正しい のなら， 素直に かれの 許に やって来る であろう。 

50 . かれらの 心には 病が 宿って いるの か， それとも 疑いを 抱いて いるの か。 または アツ ラーと 使 
徒が， かれらに 対し 不公平な 扱いを すると 恐れる のか。 いや， かれら こそ 不義 者で ある。 

51 . 本当の 信者たち は， 裁きの ため， アツ ラーと 使徒に 呼び出され ると， 「畏まりました。 従い 
ます。」 と言う。 本当に， そのような 人々 こそ 栄える 者で ある。 

52 •アツ ラーと 使徒に 服従し， アツ ラーを 畏れ， かれに 自分の 義務を 尽くす 者， そのような 人々 
こそ （最後の 目的を） 成就す る 者で ある。 

53 •かれら （偽 信者） は， もし あなたが （出征を） 命じたならば， 必ず 出て 行く ことを アツ ラ- 
に 誓け て 厳粛に 誓う。  言って やる がいい。 「誓わなくても よい。 恭順 こそ 道理に 叶う。 本当に ア 
ツ ラーは あなたがたの 行う ことを 熟知な される。」 

54 . 言って やる がいい。 「アツ ラーに 従い， 使徒に 従え。 あなたがたが もし 背き 去る としても， 
かれには かれの 負わされた 務めが あり， あなたがた にも あなたがたの 負わされた ものが ある。 だ 
が あなたがたが もし かれに 従うならば， 正しく 導かれる であろう。 使徒に 課せられる ことは， 只 
明瞭に （啓示を） 伝える だけで ある。」 

55 . アツ ラーは， あなたがたの 中 C 信仰して 善い行いに 勤し む 者には， あなたがた 以前の 者に 継が 
せた ように， この 大地を 継がせる ことを 約束な された。 そして かれらの ために， かれが 選ばれる 
ものを， かれらの 揺ぎ のない 宗教と なされ， かれらの 恐怖 （不安の 生活） を， 安心 無事 （の 境遇 
) に 変えられる。 かれらは われに 仕え， われに 何ものを も 配し ない。 だが それ 以後に なお 不信心 
になる 者 こそは， 主の 淀に 背く 者で ある。 

56 . それで 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， 使徒に 従え。 そうすれば あなたがたは， 慈悲 
にあず かるであろう。 
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57 .あなたは， 不信心の 者たち が 地上で （アツ ラーの 計画を） 失敗させる と 考えて はならない。 
かれらの 住まいは 業火で ある。 何と 悪い 末路で ある ことよ。 

58 •信仰す る 者よ， あなたがたの 右手が 所有す る 者と， あなたがたの 女子たち の 中 未成年の 者で 
も， 次の 3 つの 場合は， （居間に 入る 時） あなたがたの 許しを 求めさせなさい。 （即ち） 早朝 〔 
ファ ジユ ル〕 の 礼拝の 前， 昼 中の （暑さの ため） 脱衣を している 時， それから 夜 〔イシ ヤー〕 の 
礼拝の 後で ある。 （これは） 

あなたがたの ための 3 度の 素肌 （裸） の 時で ある。 これらの （時刻の） 外は， （許可を 得ないで 
) たがいに 行き来しても あなたがた にも かれらに も， 罪では ない。 このように アツ ラーは， あな 
たがた のために 印を 解き明かされる。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

59 . あなたがたの 子供たち が 成年に 達する 時は， それ 以前にそう してきた ように， （入室に 際し 

) 許しを 求めさせなさい。 このように アツ ラーは， あなたがた のために 印を 解き明かされる。 ア 
ツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

60 . 結婚を 望めない， 産児 期の 過ぎた 女は， その 装飾を これ 見よ がしに 示さない 限り， 外衣を 脱 
いで も 罪では ない。 だが 控え目に する のは， かの 女ら のために 良い。 アツ ラーは 全 聴に して 全知 
であられる。 

61 . 盲人で も 遠慮は 要らない。 また 足の 身障者で も 遠慮は 要らない。 また 病人で も 遠慮は 要らな 
い。 また あなたがた 自身 も， 自分の 家で 食べても 良く， 父方の 家で も 母方の 家で も， 兄弟の 家で 
も， 姉妹の 家で も， 父方の おじの 家で も おばの 家で も， 母方の おじの 家で も， 母方の おばの 家で 
も， あなたがたが 鍵を 持って いる （家で も）， あなたがたの 友人 （の 家で も） 食べて 良い。 また 
あなたがたは， 一緒に または 別々 に 食べても， 咎めは ない。 それで 家に 入る 時は， アツ ラーから 
祝福され た 良い 挨拶の 言葉で， 人び とに 挨拶しなさい。 このように アツ ラーは， あなたが たのた 
めに 印を 解き明かされる。 必ず あなたがたは 理解す るであろう。 

62.  (真の） 信者とは， アツ ラーと その 使徒を （心から） 信じ， ある 要件で （人び とが） 集まり 
使徒と 一緒にい る 時， その 許可を 得る までは 立ち去らない 者たち である。 本当に 何に つけ あなた 
に 許しを 求める 者 こそは， アツ ラーと その 使徒を 信じる 者で ある。 かれらが 自分の 要件で， あな 
たに 許しを 求める 時には， 良い と 思う 者は 許し， かれらの ために アツ ラーの 御赦 しを 請え。 本当 
に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

63.  あなたがたは 使徒の 呼びかけを， あなたがた 相 栗 間 の 呼びかけの ようにして はならない。 ア 
ツ ラーは あなたがたの 中， 密かに 抜け出す 者を 知って おられる。 それで， かれ （アツ ラー） の 命 
令に 違犯す る 者は 試練が 下り， または 痛ましい 懲罰が 科せられ るから， 用心 させなさい。 

64 . 聞け， 天と地の 凡ての 有は アツ ラーの 有で ある。 かれは， あなたがたの あるが 儘を 確と 知っ 
て おられる。 かれらが かれの 許に 帰される 日， かれは かれらの 行った ことを， かれらに 告げ 知ら 
せる であろう。 アツ ラーは 凡ての ことを よく 知って おられる。 
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SURA25 •識別 章 〔アル •フル カーン〕 


慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 .万民への 警告 者と する ために， かれの しもべに 識別を 下された 方に 祝福 あれ。 

2 •天と地の 大権は かれの 有で ある。 かれは 子を もうけられず， また その 大権に （参与す る） 協力 
者 もな く， 一切の ものを 倉 u 造して， 規則正しく 秩序 づ けられる。 


3 •だが かれらは かれの 外に 神々 を 立てる が， それらは 何も 創れ ない ばかり か， それら 自身 創ら れ 
たもので， 自らを 害する こと も 益す る こと も 出来ず， また 死 も 生 も 復活 も， 自由になら ない。 

4 . だが 不信心な 者たち は 言う。 「これは， かれが 作り上げた 虚言に 過ぎない。 外の 者たち が， か 
れに 協力した ので ある。」 だが 事は かれら こそ， 無法と 虚偽を (西？） したので ある。 

5 . また かれらは 言う。 「昔の 物語で， それを かれが 書き下し たので ある。 それを 朝夕， 口で 言っ 
て 書き取らせ たので ある。」 

6 •言って やる がいい。 「これを 下された のは， 天地の 奥義を 知って おられ， 本当に 寛容に して 慈 
悲 深い 方で あられる。」 

7 •また かれらは 言う。 「これは どうした 使徒 だ。 食べ物を 食べ， 町を 歩き回る とは， どうして 天 
使が 遣わされ， かれと 一緒に 警告 者に ならない のだろう か。 

8 •かれに （どうして） 財宝が 授けられない のか， また （いくらでも） 食べられる 果樹園を 持たな 
いのだろう か。 」 不義の 徒たち はな 姑， 「あなたがたは， （意?) かれた 者に 従う だけの ことで あ 
る。」 と言う。 

9 •かれらが， どんな 譬 を， あなたの ために 持ち出し たかを 見なさい。 それで かれらは 迷って しま 
って， 道を 見出せない。 

10 . かれが 望まれるならば， それより 優れた ものを， あなたに 与える ことの 出来る 方。 川が 下を 
流れる 楽園， そして 宮殿を あなたに 与える 御 方に 祝福 あれ。 

11 . にも拘らず， かれらは （審判の） 時を 虚偽で あると する。 われは， その 時を 虚偽で あると す 
る 者に 対し， 燃え盛る 火を 用意して いる。 

12 . 遙 かに 離れた 所から 見る 時， かれらは その 怒声と 咆哮を 聞く であろう。 

13 . かれらが 縛られて 火獄の 狭い 所に 投げ込まれる 時， （いっそ） そこで， 滅びて 仕舞う ことを 
嘆願す るであろう。 

14.  ( その 時， 言われよう。） 「今日， 一度に 滅亡を 嘆願しても だめで ある。 あなたがたは 度々 
繰り返す 滅亡で も 嘆願す るが いい。」 

15 . 言って やる がいい。 「この （火 獄） が 良い か， それとも 主を 畏れる 者に 約束され る 永遠の 楽 
園 か。 これが， かれらへの 報奨で あり 行き着く ところで ある。 
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16 .そこには， その 望む 凡ての ものが ある。 永遠の 住 •かなので ある。 これは あなたがたが 念願 
する， 主からの 約束で ある。」 

17 •かれら そして アツ ラー 以外に 仕える ものたち を 一緒に 召集な される 日， かれは 仰せられよう 
。 「これら われの しもべた ちを 迷わせた のは あなたがた であるの か。 それとも かれらが （自ら） 
道を 踏 • 外した のか。」 

18 . かれらは 言う。 「あなたに 讃え あれ， あなたの 外に 守護 者を 崇める ことは， わたしたちに 相 
応 しくありません。 だが あなたは， かれらと その 祖先に （現世での） 享楽を 許され 訓戒を 忘れて 
破滅の 民と な閧 7 した。」 

19.  (主は 仰せられよう。） 

「今 かれらは， あなたがたの 言った ことを 嘘で ある。 と 立証した。 それで あなたがたは （懲罰を 
) 免れられず， また 助け も （得られ） ない。 われは， あなたがたの 中， 悪を 行う 者に， 懲罰を 味 
わせる であろう。 

20 . あなた 以前に われが 遣わした 使徒たち は， 一人と して 食べ物を 食べない 者は なく， 町を 歩き 
回らない 者はなかった。 われは あなたがたを お 栗い の 試練と なる ように 取り計らった。」 それで 
あなたがたは 耐え忍ぶ であろう か。 あなたの 主は， （凡ての ことを） 照覧な される。 

21 . われとの （審判の ための） 会見を 望まない 者は 言う。 「何故 天使が わたしたちに 下されない 
のか。 また （何故） わたしたちの 主が， 目の前に 見えない のであろう か。」 かれらは 本当に 自惚 
れて 高慢で あり， ま た 非常に 横柄な 態度を とった ので ある。 

22 . かれらが 天使を 見る 日， 罪人に とって， 喜びの ない 日で ある。 かれら （天使） は 言う であろ 
う。 「 （あなたがたには） 禁じられ ている， 遠ざかれ。」 

23 . われは かれらの 行った ことに 報いて， それを 塵の ように まき 散らす であろう。 

24 . 楽園の 仲間は その 日， 素晴 しい 住まいに 落ち着いて， 快い 昼寝 所に いよう。 

25 . その 日， 天は 雲と 共に 裂け， 天使たち が 遣わされ （大挙して） 下ろ。 

26 . その 日， 真の 大権は， 慈悲 深き 御 方に 属する。 不信者に とっては， 多難の 日で ある。 

27 . その 日， 悪を 行った 者は， （しまったと，） その 手を (嚙？ ）•， 言う であろう。 「 ああ， わた 
しが もし 使徒と 共に （正しい） 道を 選んで いたならば。 

28 . ああ， 情けない， わたしが あんな ものを 友と しなかった ならば。 

29 . 本当に かれは， 訓戒が 下った 後に わたしを 迷わせた のです。 悪魔は 常に 人間を 裏切ります。 

J 

30 . 使徒は 言う。 「主よ， 本当に わたしの 人び とは， この ク ルアー ンを 忌むべき ものと して 拒否 
します。」 
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31 . われは このように， それぞれの 預言者に， 罪深き 者たち の 中から 敵を 創る。 だが 指導者， 援 
助 者と しては あなたの 主 だけで 十分で ある。 

32 . また 信仰し ない 者は， 「ク ルア- ンは 何故 一度に 全巻が 下されな いのです か。」 と言う。 こ 
うする のは， われが あなたの 心を 堅固に する ため， よく 整えて 順序よ く 復誦させる ためで ある。 

33 . また， かれらが 譬 を， あなたに 持ち出して くる 度に 真理と 最善の 解釈 （の 手掛 り） を あなた 
に 与える ためで ある。 

34 •顔を 俯けて 地獄に 集められる 者， これらは 最悪の 境地に おかれる， 酪く 道に 迷った 者で ある 
〇 

35.  (これより 先） われは ムーサ-に 啓 典を 授け， その 兄弟 ハール ーンを 挙げて かれの 補助 者と 
した。 

36 . われは その 時 （命じて） 言った。 「あなたがた 両人は， わが 印を 拒否す る 民の 許に 行け。」 
それで われは， かれらを 徹底的に 懲 しめて 壊滅した。 

37 . また ヌーフ の 民は 使徒を 拒否した ので， われは かれらを 溺れさせて， 人び とへの 印と した。 
われは 悪を 行う 者の ために， 痛ま しい 懲罰を 準備して いる。 

38 . また アー ドと サム ー ドと ラ ッスの 住民たち， そして その 間の 幾 世代。 

39 . われは それぞれの 民に 実例を もって 警告し， また （その 罪に 対し） それぞれを 徹底的に 壊滅 
した。 

40 . かれら （不信者） は， 災の 雨を どっと 降らされた 町を， 度々 訪れて いる。 かれらは それを 見 
なかった のか， いや， かれらは 復活の 日な ど 思い も よらなかった ので ある。 

41 . かれらが あなたを 見る 時， 只 冷笑の 的に する だけで ある。 （そして 言う。） 「アッ ラーが， 
使徒と して 遣わされ たのは， この 者で あるの か。 

42 . もし わたしたちが 神々 に 対し， 確りして いなかったならば， かれは 危うく それから 惑わし 伝 
来の 神々 を 見捨てる ところであった。 」 だが， やがて 懲罰を 見る 時， 誰が， 最も 道に 迷った かが 
分る であろう。 

43 •あなたは 自分の 思惑を， 神と して （思い込む） 者を 見た のか。 あなたは かれらの 守護 者に な 
るつ も りなの か。 

44 . それとも かれらの 多くは 耳を 傾け， または 悟る とで も 思って いるの か。 かれらは 家畜の よう 
な ものに 過ぎない。 いや， それよりも 道から 迷って いる。 

45 . 主は 如何に 影を 広げられ たか， あなたは 見なかった のか。 もし かれが 御望 •ならば， それを 
静止した 儘に されよう。 それから われは， 太陽を その 案内 役と した。 

46 •そこで われは， 緩やかな 足 取で われの 方に 引き寄せる。 
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47 . かれ こそは， あなたがた のために 夜を とばりと され， 睡眠して 休息 させ， 昼間を 睡り （の 時 
) となされ た 御 方で ある。 

48 . また かれ こそは， その 慈雨を 降らす 前に， 吉報の 風を 吹き 起こす 御 方で ある。 そして われは 
, 天から 清浄な 雨を 降らす。 

49 . われは それで 死んだ 大地に 生命を 与え， また われが 創った 無数の 家畜 や 人間に 飲ませて やる 
〇 

50 . われは かれらが 気付く ように， かれらの 間で これを 繰り返し （て 解明し） た。 だが 大多数の 
人間は， ただ 拒む だけであった。 

51 •われが もし 望むならば， どの 町に も 警告 者を 1 人づつ 遣わした であろう。 

52 •だから 不信者に 従っては ならない。 かれらに 対し この （ク ルアー ン） を もって 大いに 奮闘 努 
力しなさい。 

53 .かれ こそは， 二つの 海を 分け 隔てられた 御 方で ある。 一つは 甘く して 旨い， 外は 塩辛く して 
苦い。 両者の 間に 障壁を 蝕け， 完全に 分離な された。 

54 •かれ こそは， 水から 人間を 創り， 血統に よる 親族と 婚姻の 関係を 定められた 方。 本当に あな 
たの 主は 全能で あられる。 

55 . だが かれらは アッ ラーを 差し置いて 無益 無害の 者に 仕える。 本当に 不信者は， 自分の 主に 反 
抗 する もの （悪魔） の 援助 者で ある。 

56 . われは， 只 吉報の 伝達 者， また 警告 者と して あなたを 遣わした だけで ある。 

57 . 言って やる がいい。 「わたしは これに 対し， あなたがたに 何の 報酬 も 求めない。 誰もが， 主 
への （正しい） 道を 望めば よい」 

58 •死ぬ ことのない 永生 者を 信頼して， かれを 讚え て唱 念しなさい。 かれは， しもべた ちの 凡て 
の 罪を 完全に 熟知され る。 

59 . かれは， 天と地 そして その 間にある 凡ての ものを， 6 日の 間に 創造し， それから 玉座に 鎮座な 
される 慈悲 深き 御 方で あられる。 だから かれに 就いて 熟知す る 者に 問え。 

60 . だが かれらが， 「慈悲 深き 御 方に サジ ダしなさい。」 と言われ ると， かれらは 言う。 「慈悲 
深き 御 方とは 何です か。 わたしたちは あなたの 命じる ものに サジ ダす るので すか。」 と， 却って 

(真理からの） 逃避を 増す ばかり。 〔サジ ダ〕 

61 . 天に 諸 星座を 配置し， その 間に 太陽と 照らす 月を 置かれた 御 方に， 祝福 あれ。 

62 •かれ こそは， 反省し， 感謝し ようとす る 者の ために 夜と 昼を 蝕け， 交替 させた 方で ある。 

63 •慈悲 深き 御 方の しもべた ちは， 謙虚に 地上を 歩く 宕， また 無知の 徒 （多神教 徒） が 話しかけ 
て も， 「平安 あれ。」 と （挨拶して） 言う 者で ある。 

64 .また 主の 御前に サジダ （または） 起立して， 夜を 過す 者。 
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65 . また， 「主よ， 地獄の 懲罰を わたしたちから 追 払って 下さい。 本当に あの 懲罰は， 苦し •の 
極 • です。 

66 . 本当に それは 悪い 住まいで あり， 悪い 休 •所です。」 と言う 者で ある。 

67 . また （財迂 を） 使う 際に 浪費し ない 者， また 吝嗇で もな く， よく その 中間を 保つ 者。 

68 . アツ ラーと ならべて， 外の どんな 神に も 祈らない 者， 正当な 理由がない 限り， アツ ラーが 禁 
じられ た 殺生を 犯す ことなく， また 姦姪 しない 者で ある。 だが 凡そ そんな ことを する 者は， 懲罰 
される。 


69 . 復活の 日には 懲罰は （罪に 応じ） 倍加され， その （地獄で） 屈辱の 中に 永遠に 住む であろう 
〇 

70 . 悔悟して 信仰し， 善行に 励む 者は 別で ある。 アツ ラーは これらの 者の， いろいろな 非行を 変 
えて 善行に される。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

71 . 悔悟して 善行に 勤し む 者は， 本気で アツ ラーに 悔いて いる 者で ある。 

72 . 嘘の 証言を しない 者， ま た 無駄話を している 側を 通る 時 も 自重して 通り過ぎる 者。 

73 . ま た 話題が 主の 印 に 及べば 聾 (哑？ ) 者 か 盲人で あ るかの ように， 戯ら に 知 ら ない ふりを しない 
者。 

74 . そして， 「主よ， 心の 慰めと なる 妻と 子孫を わたしたちに 与え， 主を 畏れる 者の 模範に して 
下さい。」 と （祈って） 言う 者。 

75 . これらの 者は， その 耐え忍んだ ことにより 高い 階 位の 住まいを もって （楽園の 中に） 報 われ 
よう。 また そこで 歓迎と 挨拶の 言葉を もって 迎えられよう。 

76 . そこに 永遠に 住む ので ある。 何とよ い 住まい， 何とよ い 休 •所で ある ことよ。 

77.  (不信者に） 言って やる がいい。 「あなたがたが わたしの 主に 祈らないなら， かれは あなた 
がた を， 構って 下さらないで あろう。 あなたがたは 本当に （主を） 嘘つき 呼ばわり したが， やが 
て 免れられない （懲罰が） 下る であろう。」 

SURA26 .詩人たち 章 〔アツ •シュア ラー ゥ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .ター. スイ ーン •ミー ム。 

2 •これは 明瞭な 啓 典の 印で ある。 

3 •かれらが 信者に なろうと しないた め， あなたは 多分， 死ぬ 程 苦悩して いる ことであろう。 

4 .もし われが そのつ もりとな り， 天から 印を 下せば， かれらは それに 恐れ入って 謙虚になる であ 
ろ ラ。 
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5 •だが， 慈悲 深き 御 方から かれらに 新しい 訓戒が （時？） される 度に， かれらは いつも 背き 去る 


6 •かれらは （それを） 嘘で あると する。 だが 今に その 愚弄す る ことが， 其 実と なって， かれらに 
降り かかる ので ある。 

7 .かれらは， かの 大地を 見ない のか。 如何に 多くの， 凡ての 尊い ものを， われは そこで 育てる か 
を。 

8 •本当に その 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

9 •本当に あなたの 主， かれは 偉力 ならびなく 慈悲 深い 御 方で ある。 

10 . あな たの 主が ム-サ- に 呼びかけ， こう 仰せ られた 時を 思いなさい。 「不法な 民の 許に 行け 
〇 

11 . フィ ル アウンの 民の 許に。 かれらは 主を 畏れない のか。」 

12 •かれは 申し上げた。 「わたしの 主よ， かれらが わたしを (蟻?) 付き 呼ばわり する ことを 恐れ ま 
す。 

13 . わたしの 胸は 圧迫され， また わたしの 舌は (艇？ ) れ ます。 ですから ハール ーン を， 遺 わし （助 
け） て 下さい。 

14 . また （その上） かれらは， わたしに 罪を 科して いるので， わたしを 殺す のを 恐れます。」 

15 . かれは 仰せられた。 「決してそう ではない。 あなたがた 両人は， わが 印を 持って行け。 本当 
にわれ は， あなたがたと 一緒にいて， 聞いて いるので ある。 

16 . それで あなたがた 両人は， フィル アウンの 許に 行って 言って やる がいい。 『わたしたちは， 
万有の 主から 遣わさ れた 使徒で あるから， 

17 . イスラエルの 子孫を， わたしたちと 一緒に 行かせて 下さい』 と。」 

18 . かれは 言った。 「あなたは 幼少の 時， わたしたちの 間で 育てられた ではない か。 あなたの 生 
涯の 多くの 年月を， わたしたちの 間で 過ごした ではな いか。 

19 . それな のに あなたは 酪 いこと をし でかした もの だ。 あなたは 恩を 忘れる 者の 仲間で ある。」 

20 . かれ （ム-サ-） は 言った。 「わたしが， それを 行った のは 邪道に 踏 •迷って いた 時の こと 
である。 

21 . それで わたしは 恐ろしく なって， あなたがたから 逃げ だした。 だが， 主は わたしに 知識を 授 
けて， 使徒の*- 人と なされた ので ある。 

22 . あな たは イス ラエルの 子孫を 奴隸 として おきながら， それが わたし に 好意を 示す 恩恵で ある 
とで もい うのです か。」 

23 . フイ ル アウンは 言った。 「万有の 主とは， 何です か。」 
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24 •かれ （ムーサー） は 言った。 「天と地， そして その 間の 凡ての 有の 主で あられます。 あなた 
がた が もし （これを） 悟ったならば。」 

25 . かれ （フィル アウン） は， 左右の 者に 向かって 言った。 「あなたがたは 聞きました か。」 

26 . かれ （ム-サ-） は 言った。 「 あなたがたの 主， また 昔からの あなたがたの 祖先の 主で も あ 
られ ます。」 

27 . かれ （フィル アウンは 左右の 者に） 言った。 「 あなたがたに 遣わされ たこの 使徒は， 本当に 
気違いです。」 

28 . かれ （ムーサー） は 言った。 r 東と 西， また その 間にある 万有の 主で あられます。 あなたが 
たが もし 理解す るので あれば。」 

29 . かれ （フィル アウン） は 言った。 「あなたが， もし わたし 以外に 神を 立てるならば， わたし 
は 必ず あなたを 囚人に する でしょう。」 

30 . かれ （ムーサー） は 言った。 「わたしが もし， 明白な 何物 かを， あなたに （有？） しても で 
すか。」 

31 •かれ （フィル アウン） は 言った。 「あなたの 言う ことが 本当なら， それを 示しなさい。」 

32 . それで （ムーサー） は 杖を 投げた。 見る がいい。 それは 明らかに 蛇と なる。 

33 . また かれの 手を 差し伸べ ると， 見る がいい。 それは 誰が 見ても 真っ白で ある。 

34 •かれ （フィル アウン） は 左右の 長老たち に 言った。 「本当に これは， 老練な 魔術師で ある。 

35 . かれは その 魔術で， あなたがたを この 国から 追い出そうと している。 それで あなたがたは ど 
うしよう というの か。」 

36 . かれらは 言った。 r  (久しく） かれと その 兄弟を 待機 させ， 使いの 者を 諸 都市に 遺 わし， 

37 . 凡ての 老練な 魔術師を あなたの 許に 召し出されよ。」 

38 . そこ で 魔術師た ちは， 決められた 日の 決め られた 時刻 に 集め られ た。 

39 . また 民衆に 向かっても， 「あなたがたは （全部） 集合した のか。」 と 告げられた。 

40.  (人び とは 言う。） 「魔術師の 方が 勝てば， わたしたち はかれら （の 教え） に 従おう ではな 
いです か。」 

41 . 魔術師たち はやって 来るな り， フィル アウンに 言った。 「わたしたちが 勝てば， 必ず 褒美が 
あるで しょう か。」 

42 •かれ （フィル アウン） は 言った。 「勿論で ある。 その 場合 あなたがたは， 必ず 側近と なろう 
〇 」 

43 •ムーサーは かれらに 向かって 言った。 「あなたがたの 投げる ものを， 投げなさい。」 
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44 . そこで かれらは， 縄と 杖を 投げて 言った。 「フィル アウンの 御 威光に 誓け て， わたしたちは 
必ず 勝利者に なろう。」 

45 . その 時 ム-サ-が 杖を 投げる と， 見る がいい。 それは かれらの 捏造した ものを， 呑 •込んで 
しまった。 

46 . そこで 魔術師た ちは， さっと 伏し サジ ダして， 

47 . 言った。 「わたしたちは， 万有の 主を 信じます。 

48 . ムーサーと ハール ーンの 主を。」 

49 . かれ （フィル アウン） は 言った。 「あなたがたは， わたしの 許し も 得ない うちに かれを 信じ 
るの か。 きっと かれは， あなたがたに 魔術を 教えた， あなたがたの 首長であろう。 だが， やがて 
思い知る であろう。 わたしは 必ず あなたがたの 手と 足を 栗い 違いに 切断し， あなたがたを， 凡て 
磔の 刑に する であろう。」 

50 . かれらは 言った。 「構いません。 わたしたちは， 自分の 主の 許に 帰る だけです から。 

51 •わたしたちの 願いは， 只 主が， わたしたちの 数々 の 過ちを 赦 され， わたしたちが 信者たち の 
先が けになる ことです。」 

52 . われは ムーサ-に， 「わが しもべた ちと 一緒に， 夜の 間に 旅立て。 あなたがたは 必ず 追手が 
かかる であろう。」 と 啓示した。 

53 . その 時 フィ ル アウンは， 使いの 者を 諸 都市に 遣わし， 

54.  (言わせた） 「これらの 者は， ほんの 少数の 群れに 過ぎない のです。 

55 . かれらは， わたしたちに 腹を 立てて いるで しょ うが， 

56 . わたしたちは， 警戒を 整え， 軍勢 も 多い のです。」 

57 . それで われは， かれらを 果樹園 や 泉から 追い出し， 

58 . 財宝 や 栄誉 ある 地位から 追放した。 

59 . そんな 次第であった。 そして われは イスラエルの 子孫たち に， これらの ものを （外の 所で） 
継がせた。 


60 .さて かれら （フイ ル アウンの 軍勢） は 日の出の 時， かれらを 追って 来た。 


61 •両者が 栗い に 姿が 見える ようにな ると， ムーサーの 仲間は 言った。 「わたしたちは， 必ず 追 
いつかれる であろう。」 

62 •かれ （ムーサー） は 言った。 「決して， 決して。 本当に 主は わたしと 共に おられます。 直ぐ 
に 御 導きが あるで しょう。」 

63 .その 時， われは ムーサーに 啓示した。 「あなたの 杖で 海を 打て。 」 すると それは 分れた が， 
それぞれの 割れた 部分は 巨大な 山の よ うであった。 
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64 •われは また， 外の 群を そこに 誘き 込んだ。 


65 . そして われは， ムーサー そして かれ と共にいた 人び と 凡てを 救った。 

66 . だが 他の 者たち を， 溺れさせた。 

67 . 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

68 . 本当に あなたの 主は 偉力 ならびなく 慈悲 深く あられる。 

69 . イブ ラ ー ヒー ムの 物語を かれら に 語 りなさい. 

70 . かれが 父親と かれの 人び とに 向かって， 「あなたがたは 何を 崇拝す るので すか。」 と 言った 
時を 思い起しなさい。 

71 . かれらは 言った。 「わたしたちは 偶像を 崇拝し， いつも これに 仕える のです。」 

72 . かれは 言った。 「あなたがたが 祈る 時 かれら （偶像） は 聞く のか。 

73 . また かれら （偶像） は， あなたがたを 益す るので すか， それとも 害する のです か。」 

74 •かれらは 言った。 「いや， わたしたちの 祖先が， こうして いるのを 見た のです。」 

75 . かれは 言った。 「それなら あなたがたは， あなたがたが 今迄 崇拝して きた ものに 就いて 考え 
て • たのです か。 

76 . あなたが たも， 昔の 祖先たち も （崇拝して いた ものに 就いて）。 

77 . 万有の 主を 陳 いては， かれらは わたしの 敵です。 

78 . かれは わた しを 創ら れた 方で， わたし を 導かれ， 

79 . わたしに 食料を 支給し， また 飲料を 授けられた 御 方。 

80.  また 病気に なれば， かれは わたしを 癒して 下さいます。 

81 •わたしを 死なせ， それから 生き返らせられる 御 方。 

82 . 審判の 日には， 罪過を 御赦し 下される よう， わたしが 願い 望む 方で ある。 

83 . 主よ， 英知を わたしに 授け， 正しい 者たち の 仲間に 入れて 下さい。 

84 . わたし を 後々 の 世まで 真実を 伝えた 者 として 下さい。 

85 . わたし を 至福の 園を 継 ぐ 者に なされ， 

86 . わた しの 父を 御赦し 下さい。 本当に かれは 迷った 者の 仲間です が。 

87 •また （人び とが） 復活 させられる 日に， わたしの 面目を 失わせないで 下さい。 

88 . その 日には， 財宝 も 息子たち も， 役立ちません。 

89 . ただ 汚れの ない 心を， アツ ラーに 棒げ る 者 だけは 別です が。」 


90 .楽園は， 主を 畏れる 者に 近付けられ， 
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91 . 邪道に 迷った 者には， 火獄が 現われよう。 

92 . そして かれらは 言われよう。 「あなたがたが， 崇めて いた （神々） は 何処に いるので すか。 

93 •アツ ラーを 外にして （拝して いた もの） は あなたがたを 助けられ るので すか， または 自分 自 
身を 助けられる のです か。」 

94 •そこで かれら も 誘惑した 者たち も， その 中に 投げ込まれる。 

95 •また イブ リース （悪魔） の 軍勢 も 全部 一緒に。 

% .かれらは そこで， 口論して 言う であろう。 

97. 「アツ ラーに 誓って 言います。 わたしたちは 明らかに 誤っていた のです。 

98 •万有の 主と 同位に， あなたがたを 配した のです から。 

99 . わたしたちを 迷わせた のは， 罪深い 者たち に 外なら ない。 

100 . それで わたしたちには， 誰も 執り成す 者 もな く， 

101 . —人の 真の友 もない のです。 

102 . わたした ちがもう 一度 返る ことが 出来るなら， 本当に 信者の 仲間に 入る のです が。」 

103 . 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

104 •本当に あなたの 主は 偉力 ならびなく 慈悲 深く あられる。 

105 .ヌー フの民 も， 使徒たち を 信じなかった。 

106 •かれらの 同胞の ヌーフ が， かれらに 言った 時を 思い起しなさい。 「あなたがたは， 主を 畏れ 
ない のです か。 

107 . 本当 にわたしは， あなたが たへの 誠実 な 使徒 です。 

108 . それで アツ ラーを 畏れ， わたしに 従いなさい。 

109 . わたしは， それに 対し あなたがたに 報酬を 求めません。 わたしへの 報酬は， 只 万有の 主から 
(いただく） だけです。 

110 . だから アツ ラーを 畏れ， わたしに 従いなさい。」 

m. かれらは 言った。 「最も 卑しい 者たち が あなたに 従ってい ると いうのに， わたしたちまで あ 
なた を 信じる のです か。」 

112 •かれ （ヌ ーフ） は 言った。 「かれらが 行って いる ことに 就いて， わたしが 何を 知り ましょう 
か。 

113 . かれらの 清算は， 只 わたしの 主に 属する のです。 もし あなたがたが 理解す るなら ば。 

114 . また わたしは， 信仰す る 者たち を 追い払いません。 
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115 •わたしは 公明な 一人の 警告 者に 過ぎない のです。」 

116 •かれらは 言った。 「あなたが 止めないなら， ヌーフ よ， 必ず 石 打ちに される でしょう。」 

117 •かれは （祈って） 言った。 「主よ， 本当に わたしの 民は わたしを 嘘 付きで あると 申します。 

118 •それで わたしと かれらの 間を， 確り 御 裁き 下され， わたしと， わたしと 一緒の 信者たち を 救 
って 下さい。」 

119 •そこで われは かれと， かれと 一緒の 者たち を， 満 戦した 舟の 中に 救って やった。 

120 •それから われは 後に 残った 者たち を 溺れさせた。 

121 . 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

122 . 本当に あなたの 主， かれは 偉力 ならびなく 慈悲 深く あられる 

123 . アー ド （の 民） も， 使徒たち を 嘘 付きで あると した。 

124 . かれらの 同胞の フー ドが かれらに 言った 時を 思い起せ。 「 あなたがたは 主を 畏れない のです 
か。 

125 . 本当 にわたしは， あなたが たへの 誠実 な 使徒 です。 

126 . だか ら アッ ラーを 畏れ， わたし に 従いな さい。 

127 . また わたしは， この ことで あなたがたに 報酬を 求めません。 わたしへの 報酬は， 只 万有の 主 
から （いただく） だけです。 

128.  あなたがたは 高地と いう 高地に 悪戯に 碑を 建てる のです か。 

129 •また あなたがたは （永遠に） 住もうと して， 堅固な 高楼を 建てる のです か。 

130 •あなたがたは 暴力を 振う 時， 暴虐 者の ように 振舞う のです か。 

131 . アッ ラーを 畏れ， わたしに 従いなさい。 

132 . あなたがたが 知る 程の ものを， 授けられる 方を 畏れなさい。 

133 . かれは 数々 の 家畜と 子孫を， あなたがたに 授けられ， 

134 . また 果樹園 や 泉を も 授けられた。 

135 •わたしは あなたがたに 加えられる 偉大な 日の 懲罰を 本当に 恐れる。」 

136 . かれらは 言った。 「 あなたが 説教しても 説教し なくても， わたしたちに とっては 同じ ことで 
す。 

137 . 本当に これは， 昔の やり方に 外な りません。 

138 •わたしたちは 懲罰され ない のです。」 
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139 .かれらは， かれを 嘘 付きで あると した。 そこで われは かれらを 滅ぼした。 本当に この 中には 
, 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

140 •本当に あなたの 主は 偉力な らび なく 慈悲 深 い 御 方で あられる。 

141 . サム ー ド （の 民） も， 使徒たち を 嘘 付きで あると した。 

142 . かれらの 同胞 ザーリ フ が， かれらに 言った 時を 思い起しなさい。 「 あなたがたは 主を 畏れな 
いのです か。 

143 . 本当 にわたしは， あなたが たへの 誠実 な 使徒 です。 

144 •だから アツ ラーを 畏れ わたしに 従いなさい。 

145 •わたしは あなたが たにこの ことで 報酬を 求めない。 わたしへの 報酬は， 只 万有の 主から （い 
ただく） だけです。 

146 . あなたがたは ここで， いつまでも 安泰で いられ ま しよう か。 

147 . 果樹園 や 泉， 

148 . 穀物 畑 や， 見事な 若 実を 付ける ナツメ ヤシの 園， 

149 . また （岩） 山に， あなたがたが 巧 •に 家を 切り 穿っても （安泰で あり 得よう か）。 

150 •だか ら アツ ラーを 畏れ， わたし に 従いなさい。 

151 •あなたがたは， 無法な 常軌を逸した 者の 命令に， 従っては なりません。 

152 •かれらは 地上に 危害を 引き起す 者で， （悪弊を） 矯正す る 者ではありません。」 

153 . かれらは 言った。 r あなたは （ほ？) かれた 者に 過ぎません。 

154 . あなたは， わたしたちと 同じ 一人の 人間に 過ぎません。 あなたの 言う のが 本当なら， わたし 
たちに 印を (西？） しなさい。」 

155 . かれ （ザーリ フ） は 言った。 「ここに 一頭の 雌 ラク ダが います。 それに も 水 飲 • 日が あり， 
また あなたがた にも， （それぞれ） 決められた 水 飲 • 日が あります。 

156 . 偉大な 日の 懲罰が あなたがたを 襲わない よう， それに 害を 加えて はなり ません。」 

157 . だが かれらは， その 腱を 切って 不具に し， たちまち 後悔す る ことに なった。 

158 . それは 懲罰が かれらを 襲った からで ある。 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれら 
の 多く は 信じない。 

159 . 本当に あなたの 主は 偉力な らび なく 慈悲 深 い 御 方で あられる。 

160 •ルー トの 民 も 使徒たち を 嘘 付きで あると した。 

161 .同胞 ルー トが， かれらに， 「あなたがたは 主を 畏れない のです か。」 と 言った 時を 思い起し 
なさい。 
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162.  「本当に わたしは， あなたがたへの 誠実な 使徒です。 

163 . だか ら アッ ラーを 畏れ， わたし に 従いなさい。 

164 •わたしは あなたが たにこの ことで 報酬を 求めません。 わたしへの 報酬は， 誰々 万有の 主から 
(いただく） だけです。 

165 •あなたがたは 創造され た 者の 中 男 だけに 近付き， 

166 . 主が あなたがた のために 創ら れた 配偶者を 顧 • ない のです か。 いや， あなたがたは 罪を 犯す 
者です。」 

167 . かれらは （答えて） 言った。 「いい加減 止めないなら， ルー トよ， あなたは 必ず 追放され る 
でしょう。」 

168 •かれ （ルー トは） 言った。 「わたしは， 本当に あなたがたの 行いを 忌 •嫌って います。 

169 . 主よ， わたしと わたしの 家族を， かれらの 所業から 御 救い 下さい。」 

170 . それで われは， かれと かれの 家族を 凡て 救った。 

171 . 後に 残った， 老女 （ルー トの 妻） は 別であった が。 

172 . それから， われは 外の 者を 滅ぼした。 

173 . われは， （石の） 雨を かれらの 上に 降らせた。 警告され ていた 者たち には， 災厄の 雨で あっ 
た。 

174 . 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

175 . 本当に あなたの 主は 偉力な らび なき 慈悲 深 き 御 方で あられる。 

176 . 森の 人び とも 使徒たち を 嘘 付きで ある とした。 

177 . シュア イブが かれらに， 「 あなたがたは 主を 畏れない のです か。」 と 言った 時を 思い起しな 
さい。 

178 . かれ （シュア イブ） は 言った。 「本当に わたしは， あなたがたへの 誠実な 使徒です。 

179 •だか ら アッ ラーを 畏れ， わたし に 従いな さい。 

180 .わたしは あなたが たにこの ことで 報酬を 求めない。 わたしへの 報酬は， 唯々 万有の 主から （ 
いただく） だけです。 

181 •計量を 十分に 与え， 損を させて はなり ません。 

182 . 正確な 汗で 計り， 

183 . 他人の ものを 詐取して はなり ません。 また 迷惑を 及ぼす 行いを して， 地上を 退廃 させて はな 
りません。 

184 •あなたがたと 前の世 代の 者たち を 創ら れた 方， かれを 畏れなさい。」 
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185 . する とかれら は 言った。 「あなたは (思？) か れた 者に 過ぎません。 

186 . あな たは わたしたちと 同じ 一人の 人間 に 過ぎません。 どう 考えても あなた は 虚言の 徒です。 

187 . あなたの 言う ことが 真実なら， 天の一角を わたしたちの 上に 落としなさい。」 

188 . かれ （シュア イブ） は 言った。 「 わたしの 主は， あなたがたの する ことを よく 知って おられ 
ます。」 

189 . だが かれらは かれを 嘘 付きで あると した。 それで あの 陰惨な 日の 懲罰が かれらを 襲った。 そ 
れは 本当に 厳しい 懲罰の 日であった。 

190 . 本当に この 中には， 一つの 印が ある。 だが かれらの 多くは 信じない。 

191 . 本当に あなたの 主は 偉力 ならびなく 慈悲 深い 御 方で あられる。 

192 . 本当に この （ク ルアー ン） は， 万有の 主からの 啓示で ある。 

193 •誠実な 聖霊が それを たずさえ， 

194 .あなたの 心に （下した）。 それで あなたは 警告 者の 1 人と なる ために， 

195 •明瞭な アラビアの 言葉で （下された ので ある）。 

196 . この ことは， 既に 昔の 啓 典の 中に 記されて いる。 

197 . イスラエルの 子孫の 学者たち が これを 知っている ことは， かれら （マッカの 多神教 徒） にと 
って， 一つの 印では ない のか。 

198 •われが， も しこれを アラブ 以外の 誰かに 啓示したならば， 

199 .かれが それを 読誦 しても， 人び とは それを 信じなかった であろう。 

200 •このように， われは 罪深い 者たち の 心の中に， それ （啓示の 一部） を 入らせた。 

201 . それでも かれらは 痛ましい 懲罰を 見る までは， この （ク ルアー ン） を 信じないで あろう。 

202 . だが その （懲罰） は， かれらの 気付かない 中に 突然 襲い かかる であろう。 

203 . その 時 かれらは， 「わたしたちは 猶予され ない のです か」 と 言おう。 

204 •それでも かれらは， われの 懲罰を 急がせよう というの か。 

205 . あなたは どう 思う のか， われが かれらに 幾年 間 も （の 現世の 生活を） 享楽 させても， 

206 . なお， かれらに 約束され たこと （天罰） が 来る とすれば， 

207 . 享楽 させて もらった ことが， かれらに とり 何の 益に なろう か。 

208 . われは 警告 者を （前もって） 遣わさずに 何 如なる 町 も 滅ぼさなかった。 

209.  (また） 気付かせ （た 後で） なければ。 われは 決して 不当な ことを 行う ものでは ない。 

210 . また 悪魔たち が これ （啓示） を （湾？） す こと もない ので ある。 
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211 .それは かれらに 相応しい もので もな く， また かれらには （そんな） 能力 もない。 


212 . かれらは， 啓示を 聞く ことから 遠ざけられ ている。 

213 . それで アツ ラーと 一緒に， 外の どんな 神に も 祈って はならない。 さもないと あなた も 懲罰 さ 
れる 者の 仲間と なろう。 

214 . あな たの 近親者に 誓告 しなさい。 

215 . また あなたに 従って 信仰す る 者には， （愛の） 翼を 優しく 下げて やりなさい。 

216 . かれらが あなたに 従わないなら， 「あなたがたが 行う ことは， わたしに 関わりはありません 
。 」 と 言って やる がいい。 

217 . 偉力 ならびなく 慈悲 深き 御 方に （後は） 御 任せしなさい。 

218 . あなたが （礼拝に） 立つ のを 見て おられる 方に， 

219 . また サジ ダす る 者たち の 間での， あなたの 諸 動作を （も 見て おられる 方に）。 

220 . 本当に かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

221 . われは， 悪魔たち が 誰の 上に 下る のか あなたがたに 告げよう か。 

222 . かれらは， 凡ての 嘘 付きの 徒の 上に 下る。 

223.  (悪魔の 話に） 耳を 選す （者） の 多くは 嘘 付きの 徒で ある。 

224 . また 詩人たち のこと だが， （悪魔に） 唆 かされた 者たち （だけ） が， かれらに 従う。 

225 . あなたは， かれらが 凡ての 谷間を さ迷い 歩く のを 見なかった のか。 

226 . また かれらは， 自分の 行い もしない ことを 口にする ではない か。 

227 . 信仰して 善行に 動し む 者， また アツ ラーを 多く 唱 念し， 迫害され た 後には 自らを 守る 者は 別 
である。 不義を 行った 者たち は， どんな 変り 方で， 移り 変って いくかを， やがて 知る ことにな ろ 
9。 

SURA  27 .蟻 章 〔アン •ナム ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . ター •スイ ーン。 これは ク ルアー ンの印 （凡ての 事物を） 明瞭に する 啓 典の 印で あり， 

2 . 導き， 信者への 吉報で ある。 

3 •かれらは 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， 堅く 来世を 信じる 者で ある。 

4 .われは 来世を 信じない 者には， 自分の 行いを （一見） 立派に 見える ようにした。 それで， かれ 
らは ⑽?) 惑され さ迷う。 

5 •これらは 悪い 懲罰が 科せられる 者で， 来世に おいては， かれら こそ 最大の 失敗 者であろう。 
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6 •本当に あなたは， 英明に し て 全知 な 御 方の 御 許から ク ルアー ンを 授かって いる。 

7 .ム-サ-が， その 家族に 向かって 言った 時を 思い起せ。 r 本当に わたしは， 遙 かに 一点の 火を 
認めた。 わたしは， そこから あなたがたに 火に ついての 消息を （笛？） すであろう。 または 火 把 
を 持ち帰り， それで あなたがたは， 暖められる かもしれ ない。」 

8 •かれが そこに 来る と， 声が あった。 「火の 中に いる 者， そして その 廻りの 者に 祝福 あれ。 万有 
の 主， アツ ラーに 讃え あれ。」 

9 •ムーサーよ， 本当に われ こそは， 偉力 ならびなく 英明な アツ ラーで ある ぞ。 

10 .さあ， あなたの 杖を 投げなさい」。 ところが かれは， それが 蛇の ように 動く のを 見る と， 逃 
げ だし， 後ろ も 見なかった。 （その 時， 声が あって いった。） r ムーサーよ， あなたは 恐れて は 
ならない。 本当に 使徒た る 者は， われの 前で 恐れて はならない。 

11 •悪を 行った 者は 別 だが それでも， その後， 悪の 代りに 善を 行う 者は （恐れる ことは ない）。 
本当に われは 覚容 にして 慈悲 深き 者で ある。 

12 . また あなたの 手を ふところに 入れなさい。 支障 もない のに， 出す と 白くな ろう。 （これらは 

) フイ ル アウンと その 民に 示す， 9 つの 印の 1 部で ある。 本当に かれらは， 主の 淀に 背く 民で ある 
0 」 

13 . わが 明瞭な 印が 目に 見えて かれらの 許に 来た 時， 「これは 明らかに 魔術で ある。」 とかれら 
は 言った。 

14 •かれらは 心の中では それを 認めながら， 不義と 高慢 さから これを 否認した。 それで これら 悪 
を 行う 者の 最後が どうであった かを 見る がいい。 

15 . 本当に われは， ダー ウー ドと スライ マーンに 知識を 授けた。 両人は 言った。 「信心深い 数多 
い しもべの 中から， わたしたちを 選ばれた 方， アツ ラーを 讃 えます。」 

16 . スライ マーンは ダー ウー ドの 後を 継ぎ 言った。 「人び とよ， わたしたちは 鳥の 言葉を 教えら 
れ， また 凡ての ものを 授けられた。 これは 明らかに （アツ ラーの） 恩恵で ある。」 

17 •スライ マーンの 命令で かれの 軍勢が 集められ たが， かれらは ジンと 人間と 鳥から なり， （き 
ちんと） 部隊に 編成され た。 

18 . やがて 蟻の 谷に 来た 時， 一匹の 蟻が 言った。 「 蟻たち よ， 自分の 住 •かに 入れ。 スライ マ- 
ン とその 軍勢が， それと 知らずに あなたがたを 踏 •躏ら ないよう。」 

19 . そこで かれ （スライ マ-ン） は， その 言葉の 可笑し さに 顔を 綻 ばせ， （祈って） 言った。 r 
主よ， わたしと 両親に 与えられた あなたの 恩恵に 感謝し， あなたの 御喜び に 与 かる 善行に 励む よ 

わたしを 励まし， また あなたの 慈悲で， わたしを 正しい しもべの 中に 入らせて 下さい。」 

20 •また かれは 鳥たち を 検閲して， 言った。 「どうしたので すか。 ヤツ ガ シラ 鳥が いないで はな 
いです か。 あれ も 欠席 組の 中だった のです か。」 
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21 .「わたしは 厳しい 刑で， 必ず あれを 処罰し， あるいは 殺す でしよう。 明瞭な 理由を わたしに 
持って来ない 限りは。」 


22 . だが， 長く 待つ まで もな く， それは （罷り出て） 言った。 「わたしは， あなたの 御 気付きに 
ならない 事を 知りました。 わたしは 確実な 情報を， サ バアから 持って来ました。 

23 . わたしは 或る 婦人が， 人び とを 治めて いるのを 発見し ました。 かの 女には 凡ての ものが 授け 
られ， また 素晴 しい 王座が ございます。 

24 •わたしは かの 女と その 民が， アツ ラーを 差し置いて 太陽を 拝んで いるのを 見届けました。 そ 
して 悪魔が， かれらに 自分たち の 行いを 立派 だと 思い込ませ， 正道から かれらを 閉め出し ている 
ので， 正しく 導かれて おりません。 

25 . そこで かれらは， 天と地の 隱 された ことを 現わされる， アツ ラーを 拝して いません。 あなた 
がた の隱す こと も 現わす こと も 知って おられる 方を （拝して いません）。 

26 . アツ ラー， かれの 外に 神はありません。 かれは 壮 厳な 玉座の 主で あられます。」 〔サジ ダ〕 

27.  (スライ マーン） は 言った。 「 わたしは あなたが， 真実を 語った のか， または 嘘 付きの 徒な 
のか， 直ぐ 分る であろう。 

28 . あなたは わたしの この 手紙を 持って行って， それを かれらに 落としなさい。 それから 退いて 
, かれらが 何と 返事す るかを 見る がいい。」 


29 . かの 女 （王） は 言った。 「長老たち よ， 本当に 尊い 手紙が わたしに 届けられました。 

30 . 本当に それは スライ マ-ンから， 慈悲 あまねく 慈愛 深き アツ ラーの 御名に おいて （(西？) され 
たもの）。 

31 . それは こう 言って いる。 わたしに 対し あなたがたは 高慢であって はなり ません。 （真の 教え 
に） 服従して わたしの もとに 来なさい。」 

32 •かの 女は 言った。 「長老たち よ， この 事に 就いて わたしに 意見を 聞かせて 下さい。 あなたが 
たが 証言す るまでは， わたしは 事を 決定し ないで いよう。」 

33 •かれらは 言った。 「わたしたちは 力量 も あり， 烈 々たる 武勇 も授っ ています。 だが 大命は あ 
なた さまの 手に あります。 どう 御 命令な さる かよく 御 考え 下さい。」 

34 •かの 女は 言った。 「本当に 帝王たち が 町に 入る 時は， それを 荒廃 させ， また その 住民の 最も 
身分の 高い 者を 最も 卑しく します。 かれらは このように 行う のが， 常です。 

35 . それで わたしは， かれらに 贈物を 届け ましよう。 そして 使節が どんな （返事を） 持ち帰る か 
見ましょう。」 

36.  (使節が） スライ マーンを 訪れる と， かれは 言った。 「あなたがたは， わたしの 富を 増や そ 
うとす るので すか。 だが アツ ラーが わたしに 与えた ものは， あなたがたが 贈る ものよりも 優って 
います。 いや， あなたがたは， 自分の 贈物で （勝手に） 喜んでい る だけです。 
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37 . かれらの 許に 帰れ， わたしは 必ず かれらが 立ち向かえない 軍勢で もって 臨 • ， かれらの 面目 
を 失わせ 身分の 卑しい 者に して そこから 追い出す でしょう。」 

38.  (スライ マーンは 自分の 民に） 言った。 「長老たち よ。 あなたがたの 中， かれらが 服従して 
わたしの 許に 来る 前に， かの 女の 王座を わたしに 持って来る ことが 出来る のは 誰です か。」 

39 . すると ジンの 大物が 言った。 r わたしは それを， あなたが 席から 御 立ちになる 前に， 持って 
参りましょう。 本当に わたしは， それに 就いては 能力が あり 信頼 出来る 者です。」 

40 . 啓 典の 知識を もつ 者は 言った。 「わたしは 一つの 瞬きの 間に， あなたに それを 持って 参り ま 
しよう。」 （スライ マーンは） それが かれの 前に 置かれた のを 見て， 言った。 r これは わたしの 
主の 御 恵 • 。 わたしが 感謝す るか， または 恩知らず かを 試 •られ るた めです。 本当に 感謝す る 者 
は， 自分の ために 感謝す る も 同然。 誰が 恩知らずで あっても わたしの 主は， 満ち 足られる 方 崇高 
な 方です。」 

41 •スライ マーンは， 「かの 女の 王座の 装いを 変えなさい。 かの 女が 導かれて いるの か， 導かれ 
ていない のかを 試して 見よう。」 と 言った。 

42 .そこで かの 女が 到着す ると 「あなたの 王座は， このようであった のか。」 と 尋ねた。 かの 女 
は 言った。 r それらし ゅう ございます。」 さて かれは （考えた）。 「わたしたちは， かの 女より 
以前に 知識を 与えられ （アツ ラーに） 服従， 帰依して います。 

43 •だが かの 女が アツ ラー 以外に 拝して いた ものが， かの 女を 行き 詰らせました。 本当に かの 女 
は， 不信心な 民の 一人でした。」 

44.  (それから） かの 女は， 宮殿に 入る よう 告げられた。 だが それを 見た 時， 池 だと 思い， （裾 
を 上げて） かの 女は 両脚を 現わした。 スライ マーンは 言った。 「本当に これは ガラス張りの 宮殴 
です。 」 かの 女は， 「主よ， 本当に わたしは 自ら 不義を 犯しました。 （今） わたしは， スライ マ 
ーン と共に 万有の 主に 服従， 帰依いた します。」 と 言った。 

45 . われは 先に， サム-ドの 民に その 兄弟の ザーリ フを 遣わした。 （かれは） 「アツ ラーに 仕え 
なさい。」 （と 申し渡した）。 ところが 見る がいい。 かれらは 2 派に 分れて 争った。 

46 •かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， あなたがたは， 何故 善い 事を 差し置いて 悪事に 急ぐ の 
です か。 何故 あなたがたは， アツ ラーの 御赦 しを 請わない のです か。 必ず 御 恵 •にあず かるのに 
〇 」 

47 •かれらは 言った。 「わたしたちが あなたと， あなたの 仲間の 者に 就いて 鳥 占いす ると 凶と 出 
ました。」 （かれは 答えて） 言った。 「あなたがたの 凶兆は， アツ ラーの 御 許に あります。 いや 
, あなたがた こそは （アツ ラーに よって） 試 • られ ている 民です。」 

48 •この 町には 9 人の 一団が いた。 かれらは 地上に 害悪を 流し 改心し なかった。 
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49 . かれらは 言った。 「かれ （ザ-リ フ） とその 家族を 夜襲す るよう に， アツ ラ-に かけて 誓い 
あおう。 その後 かれの 保護者に 告げ ましよう。 『わたしたちは， かれの 家族の 殺害を 目撃して い 
ません。 本当で あり 嘘ではありません。』」 

50 . かれらは 策謀して 企んだ が， われ も 策を 巡した。 だが かれらは （それに） 気付かない。 

51 •だから 見る がいい。 かれらの 策謀の 最後が どんな ものであった かを。 本当に われは， かれら 
とその 民を 一斉に 滅ぼして しまった。 

52 . かくて これ こそ， 不義を 行った ために 廃墟と 化した かれらの 住居跡で ある。 本当に この 中に 
知識 ある 民への 一つの 印が ある。 

53 . そして われは， 信仰して 主を 畏れる 者たち を 救った。 

54.  (われは また） ルー ト （を 遣わした）， かれが その 民に こう 言った 時を 思い起しなさい。 r 
あなたがたは （不義 だと） 認めて いながら， 破廉恥な 行為を する のです か。 

55 . あなたがたは， 情欲を もって 女たち を 差し置いて 男の もとに 行く のです か。 いや， あなたが 
たは， 本当に 無知の 民です。」 

56 . だが かれらの 民は， （真面目に） 答えず， 「 この 町から ルー トの 家族を 追い出しなさい。 
かれらは 本当に 純潔 振る 人び とです。」 と言う だけであった。 

57 •だが われは， かれ （ルー ト） の 妻を 除いて かれと かれの 一家を 救い， かの 女を 後に 残す こと 
にした。 

58 .そして われは かれらの 上に， （石の） 雨を どっと 降らせた。 この 雨は 警告され た 者に とり 災 
いであった。 

59 •言って やる がいい。 「アツ ラーに 讚え あれ。 かれが 選ばれる しもべた ちの 上に 平安 あれ。 ア 
ツ ラーが 好ましい か， または かれらが （かれに） 配す る 神々 か。 

60 . 誰が， 天と地を 創造した のか。 また 誰が あなたがたの ために， 天から 雨を 降らせる のか。 そ 
れで われは， 美しい 果樹園を おい 茂らせる。 そこの 樹木を 成長させる ことは， あなたがたには 出 
来ない。 アツ ラーと 共に （それが 出来る 外の） 神が あろう か。 いや， かれらは （正しい 道から） 
外れた 民で ある。 

61 . 誰が， 大地を 不動の 地と なし， そこに 川を 蝕け， そこに 山々 を 置いて 安定 させ， 2 つの 海の 間 
に 隔壁を 蝕け たの か。 アツ ラーと 共に （それが 出来る 外の） 神が あろう か。 いや， かれらの 多く 
は 知らないの である。 

62 . 苦難の さいに 祈る 時， 誰が それに 答えて 災難を 除き， あなたがたを 地上の 後継者と する のか 

。 アツ ラーと 共に （それが 出来る 外の） 神が あろう か。 だが あなたがたは， 少しも 留意す る こと 
がない。 
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63 .陸と 海の 情 黒の 中で， あなたがたを 導く のは 誰か， また 慈悲の 前兆の 吉報と して， 風を 送る 
のは 誰か。 アツ ラーと 共に （それが 出来る 外の） 神が あろう か。 アツ ラ-は かれらが （主に） 配 
して 崇めて いるもの （偶像） の 上に いと 高く おられる。 

64 •創造を なし， それから それを 繰り返し， 天と地から あなたがたを 扶養す るのは 誰か。 アツ ラ 
一と 共に （それが 出来る 外の） 神が あろう か。 言って やる がいい。 「あなたがたが 真実を 語って 
いると いうの なら， その 証拠を 出しなさい。」 

65 . 言って やる がいい。 「幽玄 界を 知る ものは， 天地の 間で アツ ラーの 外には ない ので ある。」 
また かれらは， 何時 睡ら される か 感知 出来ない。 

66 . いや， かれらの 知識は 来世に 及ばない。 いや， それに 疑いを 抱いて いる。 いや， それに 就い 
て かれらは 盲目で ある。 

67 . 不信心の 者は 言う。 「わたしたち やわた したち 祖先が， 泥に なって しまって から， 本当に 睡 
ら される のであろう か。 

68 . わたしたち も わたしたちの 祖先 も， 以前， この ことを 約束され た。 だが 本当に これは， 昔の 
人の 物語に 過ぎない。」 

69 . 言って やる がいい。 「地上を 旅して， これら 罪深い 者の 最後が どうであった かを 見届けよ。 

J 

70 . あなたは， かれらに 就いて 悲嘆し な くても よい。 また かれらの 策謀に 心を 痛めな くても よい 
〇 

71 . かれらは 言う ので ある。 「あなたがたが 真実を 言う のなら， この （威嚇の） 約束 （が 来る の 
) は 何時です か。」 

72 . 言って やる がいい。 「あなたがたの 急いでい る ことの 幾つかは， あなたがたに 迫って いるか 
も 知れない。」 

73 . 本当に あなたの 主は， 人間に 対し 恩恵を 施す 御 方で ある。 だが， かれらの 多くは 感謝 もして 
いない。 

74 . 本当に あなたの 主は， かれらが 胸に 隠す こと も 現わす こ とも 知って おられる。 

75 . 天と地の 隠された ことは， 等しく 明瞭に 書冊の 中に （記されて） ある。 

76 . 本当 にこの ク ルアー ン は， イスラ エルの 子孫に， かれら が 議論 している 最も 大きな 問題に つ 
いて 語る ものである。 

77 . 本当 に それは， 信仰す る 者たち に対する 導きで あり 慈悲で ある。 

78 . 本当に あなたの 主は， 御 自分の 叡智を もって かれらの 間を 裁定され るであろう。 かれは， 偉 
力なら びな く 全知で あられる。 
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79 .そこで あなたは （凡て） アツ ラーに 御 任せしなさい。 本当に あなたは， 明白な 真理の （道の 
) 上に いるので ある。 


80 . 本当に あなたは， 死者に 聞かせる ことは 出来ない。 また 聞えぬ 者に 呼び掛けても 聞かせる こ 
とは 出来ない。 （ことに） かれらが 背を 向けて 引き取る 時は。 

81 . また あなたは 見えない 者を， 迷いから 導く ことは 出来ない。 あなたは ただ， わが 印を 信じる 
者たち に 聞かせられる だけで ある。 そうすれば かれらは 服従， 帰依す るであろう。 

82 . かれらに 対し 御言 葉が 実現され る 時， われは 大地から 一 獣を 現わし， 人間たち がわが 印を 信 
じなかった ことを 告げさせよう。 

83 . その 日 われは， それぞれの 民族から， わが 印を 虚偽で あると した 一群を 集め， 隊列に 並べよ 

ぅ。 

84.  (審判の 席） まで， かれらが 来た 時 仰せられよう。 「あなたがたは， （自分の） 知識では， 
わが 印を 理解 出来なかった のに， それらを 墟 であると して 信じなかった ではない か。 （そうでな 
かったら） あなたがたは 一体 何を していた のか。」 

85 . そして 御言 葉が， かれらに 対し 下される と， その 自ら 行った 悪行の ために かれらは （一言 も 
) 言えないで あろう。 

86 . かれらは 気が付かない のか。 われは かれらの 憩いの ために 夜を 蝕け， またもの が 見える よう 
に 昼を 定めた ではない か。 本当に この 中には， 信じる 人び とへの 印が ある。 

87 . ラッパの 吹かれる 日 （を かれらに 警告しなさい）。 アッ ラーが 御 好 •の 者の 外は， 天に あり 
地に ある 凡ての ものは 恐れ戦き， 皆 身を 低く して かれ （の 御前） に 罷り出よう。 

88 . あな たは 山 々を 見て 堅固で あ ると 思う だろう。 だが それは 雲が 散 るよう に 通り過ぎて いくの 
である。 それは 凡ての ものを， 完成な される アッ ラーの 御 業で ある。 本当に かれは あなたがたの 
行う ことを 熟知な される。 

89 •善事を 携えて 来る 者には， それよりも 善い ものを 与えられ， その 日， 恐れから 安全に なろう 
〇 

90 . 悪事を 携えて 来る 者は， 顔から 先に 火獄に 投げ込まれよう。 さても あなたがたは 自分の 行っ 
たこと 以外の ことで， 報 われよう か。 （そんな ことは ない。） 

91 . わたしは， 聖域と なされた この 町 （マッカ） の 主に だけ 仕えな さいと 命じられた。 凡ての 有 
はかれに 属する。 わたしは， 服従， 帰依す る 者の 一人で あるよう 命じられ， 

92.  また ク ルアー ンをヌ 誦す るよう 

(命じられた）。 それで 導きを 受ける 者は， 自分自身 のために 導かれる ので ある。 そして 迷う 者 
には， 「わたしは 警告 者の 1 人に 過ぎない」 と 言って やる がいい。 

93 . また 言って やる がいい。 「アッ ラーを 讃 えよ。 かれは 間もなく 数々 の 印を 示される。 そして 
あなたが たも， それを 知る ことにな ろう。 主は あなたがたの 行う ことを， 疎かに なされない。」 
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SURA  28 .物語 章 〔アル •カサス〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 . ター .スイ ー ン • ミー ム。 

2 . これらは， 明白な 天啓の 書の 御 印で ある。 

3 . われは 信仰す る 者の た めに， ムーサーと フィ ル アウ ンの 物語の 1 部 を ありのまま あなた に 読誦 
し 上 9。 

4 . 本当に フィ ル アウンは， この 国に おいて 専横を 極め， その 民を 諸 党派に 分け， かれらの 中の 一 
派を 押さえて 男児を 殺し， 女児は 生かして 置いた。 本当に かれは 非道であった。 

5 •われは， この 国で 虐げられ ている 者たち に 情けを 懸度 いと 思い， かれらを （信仰の） 指導者と 
なし， （この 国の） 後継ぎ にしよう とした。 

6 •そして この 国に かれらの 地歩を 確立 させて， フィ ル アウンと ハー マーンの 軍勢に， かれらが 警 
戒 していた ことを 目の当たりに 示そうと した。 

7 .そこで われは， ムーサーの 母に 啓示して 言った。 「かれに 乳を 飲ませなさい。 かれの （身の） 
上に 危険を 感じた 時は， かれを 川に 投げ込 •， 恐れたり 悲しんで はならない。 われは 必ず かれを 
あなたに 返し， 使徒の 一人と する であろう。」 

8 •フィル アウンの 家族は， （他日） かれらの 敵に なり， 悲し •の 種と なる かれを 拾い 挙げた。 本 
当に フィ ル アウンと ハーマン そして その 軍勢は， 罪深い 者たち であった。 

9 •フィ ル アウンの 妻は 言った。 「（これは） わたしと あなたの 目の 喜びです。 かれを 殺して はいけ 
ません。 わたしたちの 役に立つ こと もありましょう。 また 養子に しても よい。」 かれらは （その 
行って いる ことの 意味に） 気付かなかった。 

10 . ムーサーの 母の 心は 空に なった。 もし われが， その 心を （信仰で） 強く しなかった ならば， 
かの 女は 危く そのこと を， 打ち明けて しまう ところであった。 やっと かの 女は， 信者の 一人と し 
て 留まった。 

11 . そして かの 女は （ムーサーの） 姉に， 「かれ （の 後） を 付けなさい。」 と 言った。 それで か 
の 女は， 遠くから かれを 見守って いたので， かれらは 何も 気付かなかった。 

12 . われは 前もって かれ （ムーサー） に 乳母 （の 乳） を 禁じて 置いた。 それで かの 女 （ムーサー 
の 姉） は 言った。 「あなたがたに， かれを 育てる 家族を お知らせし ましょう か。 かれに 懇 に付き 
添う 者たち であります。」 

13 . こうして われは， かれを その 母に 返して やった。 かの 女の 目は 生気を 取り戻し 悲し •も 消え 
失せた。 かの 女は アッ ラーの 約束が， 真実で ある ことを 納得した。 だが かれらの 多くは （この こ 
とが） 分らなかった。 
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14 •かれが 成年に 達し 立派な 者に なった 時， われは 英知と 知識を 授けた。 このように われは， 善 
行を なす 者に 報いる。 

15.  (ある 時） かれは， 人が 注意して いない 隙に 町に 入り， 2 人の 者が そこで 相 争って いるのを 見 
かけた。 その 1 人は かれの 一派の 者で， 外は 敵方の 者であった。 かれの 一派の 者が， 敵方の 者に 
対し， かれに 加勢を 求めた。 そこで ムーサー はかれを 挙で 打って， 息の根を 正め てし まった。 か 
れは 言った。 「これは 悪魔の 仕業で ある。 本当に かれは， 人を 惑わす 公然の 敵で ある。」 

16 . かれは （祈って） 言った。 「主よ， 本当に わたしは 自ら 不義を 犯しました。 どうか わたしを 
御赦し 下さい。」 それで （アツ ラーは） かれを 赦 された。 本当に かれは 覚容 にして 慈悲 深く あら 
れ る。 


17 . かれは 申し上げた。 「主よ， あなたは わたしに 恩恵を 与えて 下さいました。 だから わたしは 
, もう 決して 罪を 犯す 者たち の 味方には なりません。」 

18 . 翌朝 かれは， 町で， あたりを 警戒し， 恐れを 抱きながら 町を 見回す と， 見る がいい。 前日 か 
れに 援助を 求めた 者が， かれに 助けを 請うて 叫んだ。 ムーサ- はかれに 言った。 「あなたは よく 
よく 間違いを しでかす 男 だ」。 

19 . それで かれが， 自分たち の 敵で ある 者に 暴力を 振おうと 決心した 時， 相手は 言った。 「ム- 
サ ーよ，  あなたは 昨日 人を 殺した ように， わたしを も 殺そうと する のです か。 あなたは 地上に お 
いて， 調和を 計る ことを 望まない 暴君に なりたい のでしょう。」 

20 . その 時 一人の 者が 町の 一番は ずれから 走って 来て 言った。 「 ム-サ-よ。 長老たち が あなた 
を 殺そうと 相談して いる。 だから （すぐ） 立ち去りなさい。 わたしは あなたの 誠実な 忠告 者です 
〇 」 

21 . それで かれは， 恐れながら （あたりを） 見回し， そこから 逃げ出し， （祈って） 「不義の 民 
から わたしを 御 救い 下さい。」 と 言った。 

22 . かれは 顔を マド ヤンの 方に 向けて， 「主は， わたしを 平和な 正しい 道に 御 導き 下さる かもし 
れ ません。」 と 言った。 

23 . それから マド ヤンの 水 場に 来て • ると， かれは 一群の 人び とが （その 家畜に） 水を やって い 
るのを 見た。 また， かれらの 片隅に， 2 人の 婦人が （懸命に 家畜を 水 場に 近 よらせまい として） 
後方に 控えて いるのを 見かけた。 かれは 言った。 「お 2 人は どうかな された のです か。 」 2 人は 言 
った。 「わたしたちは その 牧夫たち が 帰る まで， 水を やる ことが 出来ません。 わたしたちの 父は 
, 大変 年老いて います。」 

24 . そこで かれは 2 人の ために （家畜の 群に） 水を やり， それから 木陰に 退いて （祈って） 言った 
。 「主よ， あなたが わたしに 御 授けになる， 何 か 善い ものが 欲しい のです。」 

25.2 人の 女の 中の 1 人が， 恥ずかしげ にかれ のと ころに やって来て 言った。 「わたしたちの ため 
に 水を やって 下さった ので， 父が あなたを 御 招きして， 御礼したい そうです。」 そこで かれ （ム 
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ーサ ー） はかれの ところに やって来て， 身の上 話を した。 かれ （父親） は 言った。 「心配な さる 
な。 あなたは 不義の 民から 逃れた のです。」 

26.2 人の 女の 1 人が 言った。 「かれを 御 雇いなさい ませ。 あなたの ために 雇って 一番 善い のは， 
強健で 誠実 （な 人物） です。」 

27 . かれ （父親） は 言った。 「あなたが， もし 8 年間 わたしの ために 働いて くれれば， わたしは 2 
人の 娘の 中の 1 人を， あなたに 妻せ たい。 もし 1〇 年を 費やしたい ならば， それ も あなたの 御 自由 
に 任せよう。 わたしは あなたに， 無理強いす るつ もりは ない。 アツ ラーが 御 好 •なら， わたしが 
正しい 人間で ある ことが， あなたに も 分る でしょう。」 

28 . かれ （ムーサー） は 言った。 「 それは わたしと あなたの 間 （の 約束） であります。 2 つの 期限 
のど ちらを 満期と しても， わたしを 責めないで 下さい。 アツ ラーが， わたしたちの 言った ことの 
, 証人で あられます。」 

29 . それから ムーサーが 年期を 満了し， 家族と 一緒に 旅して いる 時 トール 山の 傍に， 一点の 火を 
認めた。 かれは 家族に 言った。 「あなたがたは 待って いなさい。 わたしは 火を 認めた。 あそこ か 
ら あなたがたに 消息を 持って来よう。 または 火 把を 持ち 返って， あなたがたを 暖めよう。」 

30 . そこに やってく ると， 谷間の 右側の， 祝福され た 地に ある 一本の 木から 声が した。 「おお ム 
ーサ ーよ， 本当に われは 万有の 主， アツ ラーで ある ぞ。 

31 •さ， あなたの 杖を 投げなさい。 」 すると かれは それが 蛇の ように 動く のを 見て， 踵を 返して 
逃げ出し， 後ろ も 振り向かなかった。 （その 時 また 声が した）。 「ムーサーよ， 近寄れ。 そして 
恐れるな。 本当に あなたは， 堅く 守護され ている 者で ある。 

32 •あなたの 手を 懐に 入れなさい。 何の 触り もない のに それは 白くな ろう。 恐の 念が あるならば 
, 腕を （両脇に） 締め付け （れば 落 付く だろう）。 これらは， あなたの 主からの， フィル アウン 
とその 長老たち に対する 2 つの 証明で ある。 本当に かれらは， 主の 淀に 背く 者で ある。」 

33 . かれは 申し上げた。 「主よ， わたしは かれらの 1 人を 殺しました。 それで かれらが わたしを 殺 
すのを 恐れます。 

34 . しかし わたしの 兄の ハール ーン はわた しより も 雄弁です。 それで わたしの 言葉が 信じられる 
援助 者と して， かれを わたしと 一 諸に 遺 わして 下さい。 わたしは， かれらに 虚言の 徒と される こ 
とを 恐れます。」 

35 . かれは 仰せられた。 「われは あなたの 兄を， あなたの 片腕と し， また あなたがた 両人に 権威 
を 授けよう。 そうすれば わが 印に よって かれらは あなたがたに 危害を 与えられないで あろう。 あ 
なた がた 両人と あなたがたに 従う 者は， 必ず 勝利者と なる。」 

36 . ムーサーが われの 明白な 印を もって， かれらの 許に 来る と， かれらは 言った。 「これは 作り 
上げた 魔術に 過ぎません。 わたしたちは， 昔の 祖先の 間で も， こんな ことは 聞きませんでした。 
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37 . ム-サ-は 言った。 「わたしの 主は， 誰が かれの 御 許から 来たの か， また 誰が （来世の） 住 
まいを 得る か， を 熟知され る。 悪を 行う 者は 決して 成功し ません。」 

38 . フィル アウンは 言った。 「長老たち よ。 わたし 以外に， あなたがたに 神が ある 害がない。 そ 
して ハー マーンよ， 泥 （を 焼いた 煉瓦） で わたしの ために 高殿を 築け。 そして ムーサ-の 神の 許 
に 登って 行こう。 わたしには， どうも かれは 虚言の 徒で あると 思われる。」 

39 . かれと かれの 軍勢は， 地上に おいて 正義を 無視し， 高慢であった。 そして 自分たち は 決して 
われに 帰されな いの だと， 考えて いた。 

40 •それで われは， かれと かれの 軍勢を 捕え， 海に 投げ込んだ。 見る がいい。 悪を 行う 者の 最後 
が どんな ものであった かを。 

41 .われは， かれらを （人び とを） 火獄に 誘う 先導者と した。 復活の 日には， かれらは 助けられ 
る ことは ない。 

42 •現世に おいて， われは かれらに 呪いを 付き纏わせた。 復活の 日に おいても， かれらは 嫌われ 
るであろう。 

43 . 本当に われは， 昔の 幾 世代を 滅ぼした 後， 人び との 開眼の ために， また 導きと 慈悲の ために 
, ムーサ-に 啓 典を 授けた。 必ず かれらは 訓戒を 受け入れる であろう。 

44 . われが ム-サ-に 命令を 下した 時， あなたは （シナイ山の） 西側に おらず， また （その） 証 
人で も なかった。 

45 •だが， われは （その後） 幾 世代を 過ごさせ， かれらの 生命を 永ら えさせた。 あなたは また， 
マド ヤンの 民の 間に 住んで， かれらに われの 印の 読誦 もした わけではなかった。 だが われは （啓 
示を 授け） 使徒たち を 遣わした ので ある。 

46 .また われが （ムーサ-に） 呼び掛けた 時， あなたは シ ナイ （山） の 傍らにいた わけでは なか 
った。 だが あなたの 主からの 慈悲と して （ク ルア- ンが 授けられ）， あなた 以前に 1 人の 警告 者 
ももたなかった （マッカの） 民に 警告す るた め （あなたは 遣わされ たの） である。 必ず かれらは 
, 訓戒を 受け入れる であろう。 

47 •もしそう しなかった ならば， かれらの 手が 先にな した （行いの） ため， かれらには 災厄が 襲 
いか かるであろう。 その 時に なって， かれらは 言う であろう。 「主よ， 何故 あなたは， 使徒を わ 
たしたち に 御 遣わ しになら なかっ たの か。 わたしたちは あな たの 印 に 従い， 信心 深 い 者に なった 
ものを。」 

48 •だが （今） わが 手許から， 真理が かれらに 届けられ ると， 言う。 「ムーサ-に 与えられ たも 
のと 同じような ものが， どうして かれに 与えられない のであろう か。」 かれらは 以前に も， ムー 
サ ーに 与えられ たものを 信じなかった ではない か。  かれらは， 「2 つと も 魔術で ある。 栗い に 助 
け あう ものである。」 と 言った。 「わたしたちは （どちらも） 信じない。」 と 言ったり した。 
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49 •言って やる がいい。 「それなら， この 2 つよりも 優れた 導きと なる 啓 典を， アツ ラーの 御 許 か 
ら 持って来い。 あなたがたが 真実なら， わたしは それに 従おう。」 

50 . それで かれらが もし あなたがたに 答えられないなら， かれらは 只， 自分の （低い） 欲望に 従 
ってい るに 過ぎない ことを 知れ。 アッ ラーからの 導きが なく， 自分の 欲望に 従う 者 以上に 道に 迷 
う 者が あろう か。 本当に アッ ラーは 悪を 行う 民を 御 導きに なられない。 

51 . 今 われは かれら （マッカの 民） にも 言葉を 届けた。 必ず かれらは 訓戒を 受け入れる であろう 
〇 

52 •われが これ 以前に 啓 典を 授けた 者たち はよ く 信仰して いる。 

53 . それが かれらに 読誦され ると， かれらは 言う。 「本当に これは 主から 下された 真理です。 わ 
たしたち はこれ を 信じます。 わたしたち はこの （下る） 以前から ムス リムであった のです。」 

54 . これらの 者は 2 倍の 報奨を 与えられよう。 かれらは （よく） 

耐え忍び， 善を もって 悪を 退け， われが 与えた ものを 施す ために。 

55 •また， つまらない 談話を 耳に する 時 かれらは 身を 引いて 言う。 「わたしたちには， わたした 
ちの 行いが あり， あなたがたには あなたがたの 行いが ある。 あなたがたの 上に 平安 あれ。 わたし 
たちは 真理を 拒む 者を 相手に しない。 

56 . 本当に あなたは， 自分の 好む 者 （の 凡て） を 導く ことは 出来ない。 だが アツ ラーは 御 心の ま 
まに 導き 下される。 かれは 導かれた 者を 熟知な される。 

57 . かれらは 言う。 「わたしたちが， もし あなたと 一緒に なって 導きに 従うならば， わたしたち 
はこの 土地から 追われる ことにな ろう。」 われは， かれらの ために 安全な 聖域を 蝕け， われから 
の糧 として 凡ての 果実を そこに 集めた ではない か。 だが かれらの 多くは それが 分らない。 

58 . われは 如何に 多くの （安楽で 裕福な） 生活に 有頂天に なった 町を， 滅ぼした ことであろう か 
。 それ以来， かれらの 居所には， （至極） 僅かな 人び とを 除き 住む 者 もない。 （結局） われが， 
それらの 相続 者で ある。 

59 . だが あなたの 主は その （国の） 首都に 使徒を 遣わし， かれらに わが 印を 読誦して からでな け 
れば 1 つの 町を も 滅ぼした ことがなかった。 また その 民が 悪を 行わない 限り， 町 や 村を 滅ぼさな 
かった。 

60 . あなたがたに 与えられた ものは， 現世の 生活の ための 便益と， その 飾りに 過ぎない。 だが ア 
ッ ラーの 御 許に ある もの こそ， 最善で 永遠に 残る ものである。 あなたがたは 悟らない のか。 

61 . われが 良い 約束を 約し， それが 果 される 者と， 現世の 生活の 快楽を 享受し， それから 復活の 
日に （懲罰の のために） 連れ出される ような 者と， 同じであろう か。 

62 . その 日 （主は） かれらに 呼びかけて， 仰せられる。 「あなたがたが 言い張って いた， わが 仲 
間たち （の 神々） は 何処に いるの か。」 
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63 .判決が 言い渡される 者たち （不信心 者） は 言う。 「主よ， これらは， わたしたちが 迷わせた 
者 （外の 不信心 者） です。 かれらを 迷わせ ましたが 自分たち も 迷って いたのです。 だが わたした 
ちは， あなたに 対して 潔白です。 かれらが 拝した のは， 決して わたしたちではありません。」 

64 •すると 言われよう。 「あなたがたの 仲間に 祈る がよ い。」 それで かれらは それらに 祈る の だ 
が， それらは 答えない。 かれらは 懲罰を 見る であろう。 もし かれらが 導かれて いたならば （よか 
った ものを）。 

65 . その 日， かれは かれらに 呼び掛けて 仰せられる。 「あなたがたは， 使徒に 何と 答えた のか。 

J 

66 . その 日， （凡ての） 消息は かれらに 分ら なくなり 栗い に 尋ね あう こと も 出来ない。 

67 •だが 悔悟して 信仰し， 善行に 動 しんだ 者は， 成功者の 中に 入る ことにな ろう。 

68 . あなたの 主は， 御望 •の ものを 創ら れ また 選ばれる。 （だが） かれらは 選ぶ ことは 出来ない 
ので ある。 アツ ラーに 讃え あれ。 かれは， かれらが （主に） 配す る もの （偶像 神たち） の 上に 高 
く おられる。 

69 . また あなたの 主は， かれらの 胸に 隱す こと も， 現わす ことを も 知って おられる。 

70 . かれ こそは アツ ラー， かれの 外に 神は ない。 現世と 来世に おける 讃美は かれに こそ 属し， か 
れに （現世と 来世に おける） 命令は 属し， また かれに あなたがたは 帰される ので ある。 

71 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えられる のか。 アツ ラーが 復活の 日まで 夜を 続けられ 
たと すれば， あなたがたに 光を 与えられる ものは， アツ ラーの 外に どんな 神が あるの か。 あなた 
がた は， なお 聞かない のか。」 

72 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えられる のか。 アツ ラーが 復活の 日まで 昼を 続けられ 
たと すれば， 休息す る 夜を あなたがたに 与えられる ものは， アツ ラーの 外に どんな 神が あるの か 
。 あなたがた はなお 分らない のか。」 

73 . かれは 慈悲の こころから， 夜と 昼を あなたがた のために 定められ， それで あなたがたは 休 • 

, また かれの 恩典を 求める ことが 出来る。 必ず あなたがたは 感謝す るであろう。 

74 . その 日， かれは かれらに 呼び掛けて 仰せられよう。 「あなたがたが 言い張って いた。 かれの 
同輩 （の 神々） は 何処に いるの か。」 

75 . われは 凡ての 民から それぞれ 証人を 挙げて 言う。 「あなたがたの 証拠を 持ち出せ。」 その 時 
かれらは， 真理は アツ ラー （御 一人） の ものである ことを 知り， また かれらが 捏造して いた もの 
たちは 消え去る であろう。 

76 . さて カール ーン は， ムーサーの 民の 一人であった が， かれらに 対し 横柄な 態度を とる ように 
なった。 われは （夥しい） 財宝を かれに 与えた が， その （宝庫の） 鍵は， 数人の 力の 強い 男たち 
に とっても 重かった。 皆の 者は， かれに 言った。 r 有頂天に なって はなり ません。 本当に アツ ラ 
一は 思い上がって いる 者を 御 好 • に なられません。 
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77 . アツ ラーが あなたに 与えられた もので， 来世の 住まいを 請い 求め， この 世に おける あなたの 
(務 むべき） 部分を 忘れて はなり ません。 そして アツ ラーが あなたに 善い ものを 与えられ ている 

ように， あなた も 善行を なし， 地上に おいて 悪事に 励んで はなり ません。 本当に アツ ラーは 悪事 
を 行う 者を 御 好 • になり ません。」 

78 . かれは 言った。 「これを 授かった の も， わたしが 持って いる 知識 （能力） のた めで ある。」 
アツ ラ-が かれ 以前に， いく 世代を 滅ぼした かを， 知らなかった のか。 かれらは 力の 点で かれよ 
り も 強く， 蓄え も 巨額であった。 凡そ 罪を 犯した 者は， その 罪に 就いて （直ぐには） 尋ねられな 
いので ある。 

79 . そこで かれ （カール ーン） は， 煌びやかに 身を 飾って 人び との 中に 出て 行った。 現世の 生活 
を冀っ ている 者たち は 言った。 「ああ， わたしたち も カール ーンに 与えられ たような ものが 戴け 
たなら ばな あ。 本当に かれは， 素晴 しい 幸運の 持主です。」 

80 . だが （真の） 知識を 授けられ ていた 者たち は 言った。 「情けない ことを 言うな。 信仰して 善 
い 行いに 励む 者に とっては， アツ ラーの 報奨 こそ 最も 優れてい ます。 だが よく 耐え忍ぶ 者 だけが 
, それを 戴く だろう。」 

81 . それから われは， かれと その 屋敷を 地の 中に 埋めて しまった。 かれには， アツ ラーの 外に 助 
け 手 もな く， また 自分を 守る こと も 出来なかった。 

82 . 前日 （まで） かれの 立場を 羨んで いた 者たち は， 言い 始めた。 「ああ， 本当に アツ ラーは， 
御望 •の しもべた ちに， 多く も， また 少 くも， 恵まれる （ことが 分った）。 アツ ラーの 深い 御 恵 

•がなかったならば， わたしたち も きっと （地の 中に） 埋まって いたであろう。 ああ， 不信心の 
者たち は， 決して 成功し ない ことが 分りました。」 

83 . 来世の 住まいとは このような もの。 われは 地上に おいて 威張りた がったり， 悪を 行わない 者 
にこれ を 授ける。 善果は， 主を 畏れる 者に ある。 

84 . 善行を なす 者には， それに 優る ものを 与え， 悪行を なす 者には， かれらの 悪行に 応じて 報い 
る。 


85 . 本当に， ク ルアー ンを あなたに 授けられる かれは， 必ず あなたを 帰る 所 （マッカ） に 帰され 
るであろう。 言って やる がいい。 r わたしの 主は， 導きを (西？) す 者が 誰か， また 明らかに 迷っ 
ている 者が 誰で あるかを， 最もよ く 知って おられる。」 

86 . 啓 典が あなたに 届けられる ことは， あなたの 予期し なかった ところで， 偏に あなたの 主から 
の 慈悲で ある。 だから 決して 不信心 者を 支持して はならない。 

87 . アッ ラーの 印が あなた （ムハンマド） に 下された 後， かれら （背信者） が あなたを それ （ア 
ッ ラーの 印） から 遠ざける ような ことがあって はならない。 （人び とを） 

あな たの 主に 招け。 決し て 多神教 徒の 仲間 になって は ならない。 
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88 •また アツ ラーと 一緒に， 外の どんな 神に も 祈って はならない。 かれの 外には， 神は ない ので 
ある。 かれの 御顔の 外 凡ての ものは 消滅す る。 裁決は かれに 属し， あなたがたは （凡て） かれの 
御 許に 帰される ので ある。 

SURA29 .蜘蛛 章 〔アル • アンカ ブー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム • ミー ム。 

2 •人び とは， r わたしたちは 信じます。」 と 言い さえ すれば， 試 •られ る ことは なく， 放って置 
かれる と 考える のか。 

3 •本当に われは， かれら 以前の 者 も 試 •ている。 アツ ラーは， 誠実な 者を 必ず 知り， また 虚言の 
徒を も 必ず 知って おられる。 

4 .悪を 行う 者は， われを 出し抜く ことが 出来る と 考えて いるの か。 かれらの 判断 こそ， 災いの も 
とで ある。 

5 •アツ ラーに 会う ことを 切望す る 者よ， アツ ラーの （定められる） 期限は 確かに 来る。 かれは 全 
聴に して 全知で あられる。 

6 •信仰の ために 奮闘 努力す る 者は， 自分自身 のために 奮闘 努力して いるので ある。 アツ ラーは， 
すべての ものに， 何一つ 求めない。 

7 •われは 信仰して， 善行に 動し む 者には， いろいろの 罪を 取り消し， その 行った 最善の ことに， 
必ず 報いる であろう。 


8 •われは 人間に， 両親に 対して 規切 にす るよう 命じた。 だが もし かれら （両親） が， あなたに 対 
し 何だか 分らない ものを われに 配す るよう に 強いるならば， かれらに 従っては ならない。 あなた 
がた は （皆） われの 許に 帰る。 その 時 われは， あなたがたの 行った ことを 告げる であろう。 

9 •われは 信仰して， 善行に 勤し む 者を， 必ず 正義の 人び との 中に 入らせる であろう。 

10 . 人び との 中には， 「わたしたちは， アツ ラーを 信仰し ます。」 と言うが， 一度 アツ ラー （の 
道の ため） に 苦難に 会う と， 人間の 迫害を まるで アツ ラーの 懲罰で あるかの ように 考える 者が あ 
る。 またもし あなたの 主からの 助け （と 勝利） が （声？） される と， かれらは 必ず， 「本当に わ 
たしたち は， あなたがたと 一緒でした。」 などと 言う。 万人の 胸の 中に 抱く ことを 最もよ く 知る 
御 方は， アツ ラーでは ないか。 

11 . アツ ラーは， 信仰す る 者たち も， 偽 信者たち を も 必ず 知って おられる。 

12 •不信心の 者は， 信仰す る 者に 向かって， 「わたしたちの 道に 従いなさい。 わたしたちが あな 
たがた の 罪を 必ず 負って やり ましよう。」 と言う。 だが かれらは， 少しも あなたがたの 罪を， 負 
いはしない。 本当に かれらは 虚言の 徒で ある。 
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13 •だが かれらは 自分の 重荷を 負い， そのうえ （外の） 重荷を も 負う であろう。 復活の 日には， 
かれらの 虚構して いた ことに 就いて 必ず 問いた だされる であろう。 

14 . 且つて われは ヌーフ を， その 民に 遣わした。 かれは その 間に 留まる こと， 千年に 欠ける 50 年 
。 人び とは 悪を 行って いる 間に， 洪水に 襲われた。 

15 . その 時 われは， かれと 方舟の 仲間と を 救い， それを 万有の ための 訓戒と した。 

16 . そして イブ ラー ヒー ム がその 民に こう 言った 時を 思え。 「アツ ラーに 仕え， かれを 畏れな さ 
い。 それが あなたがた のために 最も 良い。 もし あなたがたが 理解す るなら ば。 

17 . あなたがたは， アツ ラーを 差し置いて 偶像を 拝し， 虚偽を 捏造して いるに 過ぎない。 あなた 
がた が アツ ラーを 差し置いて 拝す る ものたち は， あなたがたに 御 恵 •を 与える 力は ない。 だから 
, アツ ラーから 糧を 求め， かれに 仕え， 感謝しなさい。 あなたがた はかれの 御 許に 帰される ので 
ある。 


18 . あなたがたが 嘘 付き 呼ばわりしても （よい）。 だが あなたがた 以前の 諸 民族 も 嘘 付き 呼ば わ 
りした ものである。 使徒は， 只 公明に 伝える だけで ある。」 

19 . かれらは アツ ラーが， 如何に 創造を なされ， それから それを 繰り返され るかを 知らない のか 
。 それは アツ ラーには， 本当に 容易な ことで ある。 

20 . 言って やる がいい。 「地上を 旅して 観察せ よ。 かれが 如何に， 最初の 創造を なされた かを。 
やがて アツ ラーは， 最後の （睡 りの） 創造を なされる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あ 
られ る。」 

21 . かれは 御望 •の 者を 罰し， 御望 •の 者に 慈悲を 垂れられる。 あなたがた はかれの 御 許に 返さ 
れ るので ある。 

22 . あなたがたは 天に おいても 地に あっても， かれ （の 計画） を， 頓挫させる ことは 出来ない。 
また アツ ラーの 外に， あな たの 守護 者 も 援助 者 もない ので ある。 

23 . アツ ラーの 印を 信じないで また， かれとの 会見を 信じない 者には われの 慈悲に 与 かる 望 •は 
なく， 痛ましい 懲罰が ある だけで ある。 

24 . かれ （イブ ラー ヒー ム） の 民の 返答は， 只 「かれを 殺しなさい。 焼いて しまいなさい。」 と 
言う だけであった。 だが アツ ラーは， 火から かれを 御 救いな された。 本当に この 中には， 信仰す 
る 人び とへの 印が ある。 

25 •また かれは 言った。 「あなたがたは， 現世の 生活に おいて， お 栗い の 慈し •として アツ ラー 
を 差し置いて 偶像を 崇めて いる。 だが 復活の 日には， あなたがたは 栗い に （関係を） 否認し 合い 
, 栗い に 呪い 合う であろう。 住まいと いえば 火獄 であり， あなたがたには， どんな 救助 者 もない 
ので ある。」 

26 .ルー トは かれ （イブ ラー ヒー ム） を 信じた。 かれは 言った。 「わたしは 主 （の 御 許） に 移り 
住もう。 本当に かれは 偉力 ならびなく 英明で あられる。」 
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27 . また われは， かれに イス ハークと ヤア コーブ （のよう な 子孫） を 授け， その子 孫の 間に， 預 
言の 天分と 啓 典を 授け， 現世の 報奨を も 与えた。 来世に おいても かれは 必ず 正義の 徒の 仲間に な 
ろ ラ。 

28 . また ルー ト （を 遣わし）， かれの 民に， こう 言った 時を 思え。 「あなたがたは 醜行を してい 
る。 あなたがた 以前に， どんな 世代で もしなかった ことを。 

29 . 本当に あなたがたは， 男性に 近付き， また 公道で 強盗を 働く。 また あなたがたの 集りで， 忌 
まわしい 事を している。」 だが かれの 民は （答えて）， 只 「あなたが 真実を 言う のなら， わたし 
たちに アッ ラーの 懲罰を (湾?） して •なさい。」 と言う だけで ある。 

30 . かれは （祈って） 言った。 「主よ， 不義を 行う 民から わたしを 御 助け 下さい。」 

31 . わが 使徒 （天使） たちが， 吉報を 持って イブ ラ- ヒ- ムの 許に 来た 時， かれらは 言った。 r 
わたしたちは， この 町の 人び とを 滅ぼそう とすると ころで ある。 本当に ここの 住民は， 悪を 行う 
者たち ばかりで ある。」 

32 •かれ （イブ ラー ヒー ム） は 言った。 「だが ルー トが そこにい る。」 かれらは 言った。 「わた 
したち は， 誰が そこにい るかを 熟知して いる。 落伍者で あるかれ （ルー ト） の 妻の 外は， かれ も 
その 家族を も 必ず 救う であろう。」 

33 . わが 使徒たち （天使） が ルー トのと ころに 来た 時， かれは 自分の 無力 さを 感じ， 人び とのた 
め 悲しんだ。 かれら （天使） は 言った。 「心配して はなり ません。 悲しんで はなり ません。 本当 
にわたし たちは， あなたの 妻の 外は， あなたと あなたの 家族を も 救います。 かの 女は 落伍者です 
〇 

34 . わたしたちは， この 町の 人び とが 邪悪 無法な ため， かれらに 天から 懲罰を 下そうと すると こ 
ろです。」 

35 . 本当に われは それに よって， 理解 ある 民への 明白な 印を 残した ので ある。 

36 •また われは， マド ヤン （の 民） に その 同胞の シュア イブを 遺 わした。 かれは 言った。 「わた 
しの 人び とよ， アッ ラーに 仕え， 最後の 日を 待ち望 •なさい。 悪を 行って， 地上を 退廃 させて は 
ならない。」 

37 •だが かれらは かれを 嘘 付き 呼ばわりした。 それで 大地震が かれらを 襲い， 翌朝 かれらは 家の 
中に 平伏して いた。 

38 .また アー ドと サムードに 就いては， （廃墟と 化した） かれらの 住まいに よって， 既に あなた 
がた に 明瞭で ある。 悪魔は かれらに， 自分の 所行を 立派で あると 思わせ， 立派な 見識を 与えられ 
ていたのに， 正道から 離反させる 結末と なった。 

39 •また カール ーンと フイ ル アウンと ハー マーンの ことで あるが， ムーサーが 明 証 ゥれに (西？） し 
たが， それでも かれらは， 地上に おいて 高慢であった。 だが かれらは （われを） 淡ぐ ことは 出来 
なかった。 
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40 •それで われは， かれらを それぞれの 罪に 照らして 懲じ めた。 ある 者には 砂 石の 暴風を 送り， 
また ある 者には 一声 （懲罰） で 襲い かかり， また ある 者は 大地に 沈め， また ある 者を 溺れさせた 
。 これは アッ ラーが かれらを 損なった のでは ない。 かれらが， 自分を 損なった ので ある。 

41 . アッ ラーを 差し置いて 外の 主人を 取る 者を 譬えれば， （自分で 自分の） 家を 造る 蜘蛛の よう 
な ものである。 本当に 家の 中で も 最も 弱い のは， 蜘蛛の 家で ある。 かれらに 分って いたならば， 
よかった のに。 

42 . 本当に アッ ラーは， かれを 差し置いて かれらが 祈る， 凡ての ことを 知って おられる。 かれは 
偉力 ならびなく 英明で あられる。 

43 . これらは， われが 人間の ために 提示す る 譬えで ある。 だが 知識 ある 者の 外は， これを 理解し 
ない。 

44 . アッ ラーは 諸 天と 大地を 真理に よって 創造な された。 本当に その 中には 信仰す る 者への 印が 
ある。 

45 . あなたに 啓示され た 啓 典を 読誦し， 礼拝の 務めを 守れ。 本当に 礼拝は， （人を） 醜行と 悪事 
から 遠ざける。 なお 最も 大事な ことは， アッ ラーを 唱念 〔ズ ィク ル〕 する ことで ある。 アッ ラー 
は あなたがたの 行う ことを 知って おられる。 

46 . また 啓 典の 民と 議論す る さいには， 立派な 

(態度で） 臨め。 かれらの 中 不義を 行う 者にたい しては 別で ある。 それで 言って やる がいい。 「 
わたしたちは， 自分たち に 下された ものを 信じ， あなたがたに 下された ものを 信じる。 わたした 
ちの 神 （アッ ラー） と あなたがたの 神 （アッ ラー） 

は 同じで ある。 わたしたち はかれに 服従， 帰依す るので ある。」 

47 . われは このように， あなたに 啓 典を 下した ので ある。 それで， 啓 典を 与えられ ている 者は， 
この （ク ルアー ン） を 信じる。 また これら （マッカの 人び と） の 中に も， それを 信じる 者が ある 
。 わが 印を 否定す るのは 不信心 者 だけで ある。 

48 . あなたは それ （が 下る） 以前は， どんな 啓 典 も 読まなかった。 また あなたの 右手で それを 書 
き 写し もしなかった。 そうであった から， 虚偽に 従う 者は 疑いを 抱いた であろう。 

49 . いや これ こそは， 知識を 与えられた 者の 胸の 中に ある 明瞭な 印で ある。 不義の 徒の 外は， わ 
が 印を 否定し ない。 

50 . だが かれらは， 「何故 主から 印が， かれに 下されない のか。」 と言う。 言って やる がいい。 
「本当に 凡ての 印は， アッ ラーの 御 許に ある。 わたしは 公明な 警告 者に 過ぎない ので ある。」 

51 •われが あなたに 啓 典を 下し， あなたは かれらに 読誦す る。 かれらには それで 十分では ないか 
。 本当に その 中には， 信仰す る 者への 慈悲と 訓戒が ある。 
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52 .言って やる がいい。 「アツ ラーは， わたしと あなたがたとの 間の， 立証 者と して 万全で あら 
れ る。 かれは 天と地に ある ものを 知って おられる。 だから 虚偽を 信じて アツ ラーに 背く 者は 失敗 
する 者であろう。」 

53 •かれらは 懲罰を 急ぐ よう， あなたに 求める。 もし 定められた 期限がなかったならば， 懲罰は 
必ず かれらに 来る であろう。 かれらが 気付かない 中に， 突然 必ず 襲う であろう。 

54 •かれらは 懲罰を 急ぐ よう， あなたに 求める。 だが 地獄は 不信心 者たち を 取り囲んで いる。 

55 •懲罰は， かれらの 上から また 足元から かれらを 襲う。 その 日 （声が あって） 言われよう。 「 
あなたの 行った ことを 味わえ。」 

56 •信仰す る われの しもべよ， 本当に わが 大地は， 広い ので ある。 だから われ だけに 仕えなさい 
〇 

57 . 各人は 死を 味わわなければ ならない。 それから あなたがた はわれの 許に 帰される ので ある。 

58 . だが 信仰して， 正しい行いに 勤し む 者は， われは 必ず 下に 川が 流れて いる 楽園の 高殿に， 落 
ち 着かせよう。 （永遠に） そこに 住まわせる。 （善） 行を 行う 者への 報奨は， 何と 有り難い こと 
上。 

59 . これは よく 耐え忍び， 自分の 主を 信頼して いる 者 （への 報奨で ある）。 

60 . 自分の 糧を 確保 出来ない ものが 如何に 多い ことであろう か。 アツ ラー （こそ） は それらと あ 
なた がた を 養われる。 かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

61 . もし あなたが かれらに， 「誰が 天と地を 創造し， 太陽と 月を 服従させる か。」 と 問うならば 
, かれらは 必ず 「アツ ラー。」 と言うであろう。 それなら どうして かれらは 迷い 去る のか。 

62 •アツ ラーは， 御 自分の しもべの 中， 御 好 •の 者には 糧を 豊かに 与え， また （そう 望まれる） 
者には 切り詰められる。 本当に アツ ラーは， 凡ての ことを 熟知な される。 

63 •もし あなたが， かれらに 「誰が 天から 雨を 降らせ， それで， 死んで いる 大地を 匯ら せる のか 
。 」 と， 問うならば， かれらは きっと 「アツ ラー。」 と言うであろう。 言え， 「アツ ラーを 讃え 
ます」。 だが かれらの 多くは 理解し ない。 

64 . 現世の 生活は， 遊び や 戯れに 過ぎない。 だが 来世 こそは， 真実の 生活で ある。 もし かれらに 
分って いたならば。 

65 . かれらは 船に 乗って いると， アツ ラーに 信心の 誠を 尽くして 祈る。 だが かれが， 陸に 無事に 
送って 下さる と， たちまち かれらは 偶像を 拝 •だし， 

66 . われが かれらに 授けた ものを， 有り難く 思わず， 享楽に 耽る。 だが かれらは， 今に 分る であ 
ろ ラ。 

67 . かれらは， われが 安全な 聖域を 定めた のに 気付かない のか。 まわりでは 人び とが 略奪に 晒さ 
れ ている というのに。 それでも かれらは 虚構を 信じ， アツ ラーの 恩恵に 背を 向ける のか。 
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68 . アッ ラーに 対し 虚偽を 捏造し， 真理が (お？) された のに， それを 虚偽で あると する 者よりも， 
酷い 不義 者が あろう か。 地獄の 中には， 不信心 者たち の 住 •かがない とで も 思う のか。 

69 . だが われ （の 道） のために 奮闘 努力 〔ジハード〕 する 者は， 必ず わが 道に 導く であろう。 本 
当に アッ ラーは 善い行いの 者と 共に おられる。 

SURA30 •ビザ ン チン 章 〔アツ •ローム〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム • ミー ム。 

2  •ビザ ン チンの 民は 打ち負かされた。 

3 •近接す る 地に おいて （打ち負かされた）。 だが かれらは， （この） 敗北の 後 直ぐに 勝つ であろ 
ぅ。 

4 .数年の 中に （勝利を 得よう）。 前の 場合 も 後の 場合 も， 凡ては アッ ラーに 属する。 その 日， ム 
スリ ム たちは 喜ぶ であろう。 

5 •アッ ラ-の 勝利を （喜ぶ であろう）。 かれは 御望 •の 者を 助けられる。 かれは 偉力 ならびなく 
慈悲 深き 御 方で あられる。 

6 •(これは） アッ ラーの 約束で ある。 アッ ラーは その 約束を 違えられない。 だが 人び との 多くは 
理解し ない。 

7 •かれらの 知る のは， 現世の 生活の 表面 だけで ある。 かれらは （事物の） 結末に 就いては 注意し 
ない。 

8 •かれらは 反省 しないの か。 アッ ラーが 天と地， そして その 間にある 凡ての ものを 創造な された 
のは， 唯 真理の ため， また 定めの 時の ためで ある ことを。 だが 人び との 多くは， 主との 会見を 否 
認 する。 

9 •かれら （マッカの 多神教 徒） は， 地上を 旅して かれら 以前の 者の 最後が 如何であった かを， 観 
察しない のか。 かれら （昔の 人） は， かれらよりも 力に おいて 優れ， 地を 掘り起こし （て 耕作し 
) , また かれらよりも 栄えて いた。 そして 使徒たち は 明 証を 持って かれらの ところに 来た。 アッ 
ラーが かれらを 損った のでは ない。 かれらが 自 ら 自分を 損った ので ある。 

10 •所詮 悪行の 徒の 最後は 悪い。 それは かれらが アッ ラーの 印を 虚偽で あると し， それを 愚弄し 
ていたた めで ある。 

11 •アッ ラーは まず 創造を 始め， それから それを 繰り返し， それから あなたがたを かれに 帰され 
る。 

12. (審判の） 時が 到来す る 日， 罪の ある 者は 絶望す るであろう。 
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13 .そして かれらが （われに） 配した （神々 の） 中には， かれらの ために 執り成す 者 もな く， ま 
たかれら も， これらの 配した ものたち を 否認す る。 


14.  (審判の） 時が 到来す る その 日には， （凡ての 人は） ちりぢりに される であろう。 

15 . その 時， 善行に 勤 しんだ 者は， 緑の 野辺で， 幸せに されよう。 

16 . 信仰を 拒否し わが 印と 来世での （主との） 会見を 虚偽で あると した 者は， 懲罰に 付せられ よ 
う。 

17 . それで， 夕暮に また 暁に， アツ ラーを 讚え なさい。 

18 . 天に おいても 地に あっても， 栄光は かれに 属する。 午后 遅くに， また 日の 傾き 初めに （アツ 
ラーを 讚え なさい）。 

19 . かれは， 死から 生を (打？） し， また 生から 死を (打？) され， また 枯れ 果てた 大地を 甦らせる。 こ 
れ と同じように あなたが たも 引き出される。 


20 . かれが， 泥から あなたを 創ら れ たのは， かれの 印の 一つで ある。 見る がいい。 やがて あなた 
がた 人間は （繁殖して 地上に） 散らばった。 

21 . また かれが あなたがた 自身から， あなたがた のために 配偶を 創ら れ たのは， かれの 印の 一つ 
である。 あなたがた はかの 女ら によって 安らぎを 得る よう （取り計らわれ）， あなたがたの 間に 
愛と 情けの 念を 植え付けられる。 本当に その 中には， 考え深い 者への 印が ある。 

22 . また かれが， 諸 天と 大地を 創造な され， あなたがたの 言語と， 肌色を 様々 異なった ものと さ 
れ ている のは， かれの 印の 一つで ある。 本当に その 中には， 知識 ある 者への 印が ある。 

23 . また かれが， あなたがたを 夜 も 昼 も 眠れる ようにし， また かれに 恩恵を 求める ことが 出来る 
の も， かれの 印の 一つで ある。 本当に その 中には， 聞く 者への 印が ある。 

24 . また かれが， 恐れと 希望の 稲光を あなたがたに 示しな され， 天から 雨を 降らせて， 死んだ 後 
の 大地を 匯ら せられる のは， かれの 印の 一つで ある。 本当に その 中には， 思慮 ある 者への 印が あ 
る。 


25 .また かれが， 御意 志に よって， 天と地を 打ち 建てられ たのは， かれの 印の 一つで ある。 そこ 
で， （一声） あなたがたに 呼び掛けられ ると， 見る がいい。 たちまち 大地から あなたがたは （引 
き） 出される。 

26 •天と地に ある 凡ての ものは， かれに 属する。 万有は， 真心 込めて かれに 服従す る。 

27 •かれ こそは 先ず 創造を 始め， それから それを 繰り返される 御 方。 それは， かれに おいては と 
て もた 易い ことで ある。 天と地に おける， （考え 得られる） 最高の 姿は， かれに 属する。 かれは 
偉力 ならびなく 英明で あられる。 

28 .かれは， あなたがた 自身 （の 経験） から， 一つの 譬えを 提示な される。 あなたがたは， 自分 
の 右手の 所有す る 者たち （奴 隸） を， われが あなたがたに 与えた ものを 同等に 分配す る 仲間に す 
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るだろう か。 あなたがたが 栗い に 気付かう ように， かれら （奴隸 たち） に 気兼ねす るだろう か。 
(そうでは あるまい）。 このように われは， 思慮 ある 者に 印を 説き明かす。 

29 . いや， 不義を 行う 者は 知識 もな く 私利 私欲に 従う。 アツ ラ-が 迷う に 任せられた 者を， 誰が 
導けよう か。 かれらには 救助 者は ないで あろう。 

30 . それで あなたは あなたの 顔を 純正な 教えに， 確り 向けなさい。 アツ ラ-が 人間に 定められた 
天性に 基いて。 アツ ラーの 創造に， 変更が ある 害は ない。 それは 正しい 教えで ある。 だが 人び と 
の 多く は 分らない。 

31 . 悔悟して かれに 返り， かれを 畏れなさい。 礼拝の 務めを 守り， 偶像 信者の 仲間に なって はな 
ら ない。 

32 . それは 宗教を 分裂 させて， 分派を 作り， それぞれ 自分の 持って いるものに 喜び， 満足して い 
る 者。 

33 . 災厄 が 人び とを 悩ます 時 かれらは 悔悟 して 主に 祈る。 だが かれが， 慈悲を かれらに 味わせ る 
と， たちまち 一部のを は 主に （外の 神々 を） 配し， 

34 . われが 与えた ものを 有り難く 思わない ようになる。 （僅かの 年月を） 享楽す るが いい。 

だが やがて 分る であろう。 

35 . われに 配して いるものを 支持す る 権威を， われが かれらに 下した とで もい うの か。 

36 . われ が 人間 に 慈悲を 味わせ ると， かれらは それに 狂喜す る。 だが 自分の 行いの ため に 災厄が 
下る と， たちまち， かれらは 絶望す る。 

37 . かれらは 見ない のか， アツ ラーが 御望 •の 者に， 糧を 増し， また 減らしな される のを。 本当 
に その 中には， 信仰す る 者への 印が ある。 

38 . それで 近親の 者に， しかるべ きものを 与えよ。 また 貧者と 旅人に も。 それは， アツ ラーの 慈 
顔を 求める 者たち にと り， 最も 善い ことで ある。 これらは， 栄える 者たち である。 

39 . あなたがたが 利殖の ために， 高利で 人に 選し 与えても， アツ ラーの 許では， 何も 増えない。 
だが アツ ラーの 慈 顔を 求めて 喜捨す る 者には 報償が 増加され る。 

40 •アツ ラー こそは， あなたがたを 創り， 扶養され， 次いで 死なせ， 更に 睡ら せられる 方で ある 
。 あなたがたが （捏造し かれに） 配した ものの 中， これらの ことの 一つで も 出来る ものが あるか 
。 かれに 讃え あれ。 かれは かれらが 配す る ものの 上に 高く おられる。 

41 •人間の 手が 稼いだ ことのた めに， 陸に 海に 荒廃が もう 現われて いる。 これは （アツ ラーが） 

, かれらの 行った ことの 一部を 味わわせ かれらを （悪から） 戻らせる ためで ある。 

42 .言って やる がいい。 「地上を 旅して， （あなたがた） 以前の 者たち の 最後が， どうであった 
かを 観察しなさい。 かれらの 多くは 多神教 徒であった。」 
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43 .それで アツ ラーから 避け 得ない 日が 来る 前に， あなたの 顔を 正しい 教えに しっかり 向けな さ 
い。 その 日 かれらは （2 群に） 分けられよう。 


44 •不信心の 者は， その 不信心の ために 責めを 負う。 また 正しい行いの 者は， 自分自身の ため （ 
天国に） 褥を 用意す 驍謔 な もの。 

45 . 信仰して 善行に 動し む 者には， かれは 恩恵に より 報 われる。 本当に かれは， 不信心 者を 御 好 
• に なられない。 

46 . 吉報の 前触れと して 風を 送る のは， かれの 印の 一つで ある。 あなたがたに かれの 慈悲 （降雨 
と 肥 次） を 味わわせる ためで あり， また かれの 御意 志に より 舟を 滑る ように 進ませ， また あなた 
がた は， かれの 恩恵 （海上 貿易に よる 利益） を 求める ためで ある。 あなたがたは 必ず 感謝す るで 
あろう。 

47 . 本当に われは あなた 以前に も， 使徒たち を （それぞれの） 民族に 遣わし， かれら （使徒） は 
， かれらに 明 証を (西?） した。 そして われは， 罪を 犯した 者に 報復した。 だが 信仰す る 者を 助け 
るのは， われの 務めで ある。 

48 . アツ ラー こそは， 風を 送り それで 雲を 起こされる 御 方で あられる。 それから 御 心の ままに 天 
に それを 広げ， 粉微塵に それを 打ち砕かれる。 すると あなたは， その 間から 出て 来る 雨滴を 見る 
。 かれは， その しもべの 中， 御 心に 適う 者に それを 降らせられる。 見る がいい。 かれらの 喜ぶ 様 
子を。 

49 . かれらに （雨を） 降らせる 前， 失望に うち ひし がれて いたの だが。 

50 . さあ アツ ラーの 慈悲の 跡を よく  •るが いい。 かれが 如何に， 死んだ あとの 大地を 睡ら される 
かを。 このように かれは， 死んだ 者を 睡ら せる。 かれは 凡ての ことに 全能で あられる。 

51 •だが， われが 風を 送っても， （作物が） 黄ばむ のを 見る と， その後 かれらは， 必ず 不信心に 
なる。 

52 . あなたは， 死者に ものを 聞かせる ことは 出来ない。 また， 背を 向けて 逃げ去る 聞こえない 者 
に， 呼び掛けても 聞かせる ことは 出来ない。 

53 . また あなたは， （ものごとの） 分らない 盲目を， 迷いから 導く こと も 出来ない。 あなたは， 

只 われの 印を 信じて 服従， 帰依す る 者 だけに， 聞かせる ことが 出来る ので ある。 

54 . アツ ラーは， あなたがたを 弱い者に 創ら れ， それから 弱い者を 後で， 強壮に され， 強壮な 者 
を 弱い 白髪に なされる。 かれは 御 自分の 望 •のま まに 創ら れ る。 かれは 全知に して 全能で あられ 
る。 


55. (精算の） 時が， 到来す る その 日， 罪深い 者たち は， わたしたちは 一時し か （墓に） 留まら 
なかった と 誓う であろう。 このように， かれらは 欺かれて いた。 
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56 .だが 知識と 信仰を 授かった 者たち は， 言う であろう。 「あなたがたは アツ ラ-の 定めに 基い 
て， 復活の 日まで 確かに 滞 巧し ました。 これが 復活の 日です。 だが あなたがたは 気付かなかった 
のです。」 

57 •だが その 日に なって からでは， 悪を 行った 者の 弁解 も 益が なく， また かれらは （悔悟して 御 
恵 •を 請う） こと も 出来ないで あろう。 

58 . 本当に われは 人び とのた め， この ク ルアー ンの 中に 種々 の 譬えを 提示した。 だが あなたが， 
仮令 どの 一節を 持ち出しても， 信じない 者は 必ず， 「あなたがたは 虚偽に 従う 者に 過ぎません。 

」 と言うであろう。 

59 . このように アツ ラーは， 理解し ない 者の 心を 封 じられ る。 

60 . だから 耐え忍べ。 本当に アツ ラ-の 約束は 真実で ある。 確りした 信心の ない 者たち のせいで 
, あなた までが 動揺して はならない。 

SURA  31 .ル ク マーン 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アリ フ •ラーム • ミー ム。 

2 •これは 英知の 啓 典の 微節 （印） であり， 

3 •善行に 勤し む 者への 導きで あり， また 慈悲で ある。 

4 .礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， また， 来世を 堅く 信じる 者たち への （導きで あり 慈悲 
) である。 

5 •これらの 者は 主の 御 導きの 許に あり， かれら こそは 成功す る 者で ある。 

6 •だが 人び との 中には， 無益の 話を 買い込んで， 知識 もない くせに （人び とを） アツ ラーの 道 か 
ら 背かせ， （正しい 道に） 嘲笑を 浴びせる 者が ある。 これらの 者には， 恥ず べき 懲罰が 下る であ 
ろ ラ。 

7 •われの 印が このような 者に 向かって 読誦され ると， かれらは それを 聞こえな いかの ように， ま 
るで 聾哑 者で あるかの ように， 高慢に 背を 向けて 去る。 そのような 者には， 痛ましい 懲罰 （に 就 
いての 消息） を 告げなさい。 

8 •信仰し て 善行に 動し む 者には 喜びの 楽園が あり， 

9 •永遠に その 中に 住む であろう。 アツ ラーの 御 約束は 真実で ある。 かれは 偉力 ならびなく 英明で 
あられる。 

10 .かれは， あなたがたに 見える 柱 もな しに 諸 天を 創り， また 地上には 確りと 山々 を 据えて あな 
たがた と共に ぐらつかない ようにな される。 種々 雑多な 動物を それに (捲?) き 散らされる。 また 
われは， 天から 雨を 降らせ， いろいろな 見事な ものを そこに 雌雄で 生育 させた。 
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11 . これが アツ ラーの 創造で ある。 アツ ラー 以外の ものが， 創造した ものが あれば われに 示せ。 
いや， 性悪 者たち は， 明らかに 迷いの 中に いる。 

12 . われは （以前に） ルク マ-ンに， アツ ラ-に 感謝す るよう 英知を 授けた。 誰でも 感謝す る 者 
は， 自分の 魂の ために 感謝す るので ある。 だが 恩を 忘れる 者が いたと ころで， 本当に アツ ラーに 
は， 何の 問題 もない。 かれは 讃美され る 方で ある。 

13 •さて ルク マーンが， 自分の 息子を 戒めて こう 言った 時を 思い起しなさい。 「息子よ， アツ ラ 
一に （外の 神を） 同等に 配して はならない。 それを 配す るのは， 大変な 不義で ある。」 

14 •われは， 両親への 態度を 人間に 指示した。 人間の 母親は， 苦労に (空?) れて その （子） を 胎内 
で 養い， 更に 離乳まで 2 年 かかる。 「われと あなたの 父母に 感謝しなさい。 われに （最後の） 帰 
り 所は あるので ある。 

15 . だが もし， あなたの 知らない ものを， われに （同等に） 配す る ことを， かれら （両親） が あ 
なた に 強いても， かれらに 従っては ならない。 だが 現世では 懇切に かれらに 仕え， 悔悟して われ 
の 許に 帰る 者に 従え。 やがて あなたがた はわれに 帰り， われは あなたがたの 行った ことを 告げ 知 
らせ るので ある。」 

16.  (ル ク マ-ンは 言った。） 「息子よ， 仮令 芥子 粒 程の 重さで も， それが 岩の 中， または 天の 
上， または 地の 下に （潜んで） いても， アツ ラーは それを 探し出される。 本当に アツ ラーは 深奥 
の 神秘を 知って おられ， （それらに） 通暁な される 方で あられる。」 

17.  r 息子よ， 礼拝の 務めを 守り， 善を （人に） 勧め 悪を 禁じ， あなたに 降り かかる ことを 耐え 
忍べ。 本当に それは アツ ラーが 人に 定められ たこと。 

18 . 他人に 対して （高慢に） あなたの 頰を 背けて はならない。 また 横柄に 地上を 歩いて はなら な 
い。 本当に アツ ラーは， 自惚れの 強い 威張り 屋を御 好 •に なられない。 

19 . 歩き 振を 穏やかに し， 声を 低く しなさい。 本当に 声の 最も 厭わしい のは， ロバの 声で ある。 

J 

20 . あなたがたは 思い起さない のか。 アツ ラーは 天に あり 地に ある 凡ての ものを， あなたがたの 
用の ために 供 させ， また 外面と 内面の 恩恵を 果 された ではない か。 だが 人び との 中には， 知識 も 
導き もな く， また 光明の 啓 典 もな く， アツ ラーに 就いて 論議す る 者が ある。 

21 . かれらに 対し， 「アツ ラーが 下される 啓示に 従え。」 と言うと， かれらは， 「いや， わたし 
たちは， 祖先たち の 奉じた ものに 従う。」 と言う。 仮令 悪魔が， かれらを 炎の 懲罰に 招いても よ 
いの か。 

22 . 誰でも 善行に 励 •， 真心を 尽くして アツ ラーに 傾倒す る 者は， 堅固な 取っ手を 確り 握った 者 
である。 凡ての 事の 終末は アツ ラーに （帰着す るので） ある。 
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23 .誰が 信仰し なくても， その 不信心に 悩まされて はならない。 かれらは われの 許に 帰る。 その 
時 われは， その 行った ことを かれらに 告げ 知らせる であろう。 本当に アツ ラーは （人間が） 胸に 
抱く ことを 熟知な される。 

24 •われは しばらく かれらに 楽しませ， それから 手荒い 懲罰に 駆り立てる であろう。 

25 .あなたが もし かれらに， 「天地を 創造され たのは 誰か。」 と 問えば， かれらは きっと 「アツ 
ラー。」 と言うであろう。 言って やる がいい。 「アツ ラーを 讚え ます。」 だが かれらの 多くは 理 
解 しないの である。 

26 •天と地の 凡ての ものは， アツ ラーに 属する。 本当に アツ ラーは 満ち 足られる 方， 讃美され る 
べき 方で あられる。 

27 . 仮令え 地上の 凡ての 木が ベンであって， また 海 （が 墨で）， その外に 7 つの 海を それに 差し 添 
えても， アツ ラーの 御言 葉は （書き） 尽くす ことは 出来ない。 本当に アツ ラーは， 偉力なら びな 
く 英明で あられる。 

28 . あなたがた （無数） の 創造 もまた 復活 も， まるで 一個の 魂を 扱うよう な ものに 過ぎない。 本 
当に アツ ラー は 全 聴に し て全視 であられる。 

29 . あなたは 見ない のか， アツ ラーが 夜を 昼に 入り込ませ， また 昼を 夜の 中に 入り込ませ， 更に 
太陽と 月を 従わせて それぞれ 定められた 期間に その （軌道） を 運行な される のを。 本当に アツ ラ 
一は あなたがたの 行う ことを 熟知な される。 

30 . それは アツ ラー こそが 真理で あられる ためで ある。 かれを 差し置いて， あなたがたの 祈る の 
は 虚偽の ものである。 本当に アツ ラー こそは， 至高に して 至大で あられる。 

31 . あなたは 船が， アツ ラ-の 恵 •で， 大洋を 航行す るのを 見ない のか。 （それは） かれの 印を 
あなたがたに 示された ためでは ないか。 本当に その 中には， 不断に 耐え忍ぶ 者と 感謝す る 凡ての 
者の ために， 様々 な 印が ある。 

32 . 大波が 天蓋の ように かれらを 覆う 時は， アツ ラーに 祈り， 誠を 尽くして かれに 傾倒しなさい 

。 だが， かれらを 無事 陸地に 着かせる と， かれらの 中の 或る 者は， （善と悪の 中間の） あやふや 
な 状態になる。 だが 二心 ある 者， 不信心な 者の 外は， 誰も われの 印を 否定し ない。 

33 . 人び とよ， あなたがたの 主を 畏れなさい。 また 父が その子の ために 役立たず， 子 も 自分の 父 
のために 少しも 役立たない 日 を 恐れな さい。 本当に アツ ラーの 約束は 真実で ある。 あなたがたは 
現世の 生活に 欺かれて はならない。 アツ ラーの ことに 就いて 欺く 者に， あなたがたは 欺かれて は 
ならない。 

34 . アツ ラー， 本当に かれ （だけ） が， （審判の） 時を 知って おられる。 かれは 雨を 降らせられ 
る。 また 胎内に ある ものを も 知って おられる。 だが （人間は） 誰も 明日 自分が 何を 稼ぐ かを 知ら 
ず， 誰も 何処で 死ぬ かを 知らない。 本当に アツ ラーは 全知に して 凡てに 通暁され る 御 方で あられ 
る。 
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SURA  32 .アツ. サジダ 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

I . アリ フ •ラーム • ミー ム。 

2 •この 啓 典の 啓示は， 万有の 主から （下った もの） で， 疑いの 余地は ない。 

3 •けれども かれらは， 「かれ （ムハンマド） が これを 捏造した。」 と言うの か。 いや， これは あ 
なた の 主からの 真理で， あなた 以前に， 一人の 警告 者 も 来なかった 民に， 警告す るた めの もので 
ある。 必ず かれらは 導かれる であろう。 

4 .アツ ラー こそは， 6 日の 間に 天と地， そして その 間の 凡ての ものを 創造して， 御 自ら その 玉座 
に 鎮座な される 方で ある。 あなたがた はかれの 外に 守護 者は なく， 執り成す 者 もない ので ある。 
あなたがたは それでも 気 が 付かな いの か。 

5 •かれは， 天から 地までの （凡ての） 事物を 統御な される。 それから それ （万有） は 一日に して 
， かれの 許に 登って 行く。 その （一日の） 長さは， あなたがたの 計算す る 千年で ある。 

6 •この 方 こそは， 幽玄 界と 現象界を （凡て） 知って おられる 方， 偉力 ならびなく 慈悲 深い 御 方で 

あり， 

7 •創造され た 一切を， 最も 善美な ものに なされ， 泥から 人間の 創造を 始められる。 

8 .かれは， いやしい 水 （精液） の 精から その 後継者を 創ら れ， 

9 •それから かれ （人間） を 均整に し， かれの 聖霊を 吹き込まれ， また あなたがた のために 聴覚と 
視覚と 心を 授けられた 御 方。 あなたがたは ほとんど 感謝 も しない。 

10 .かれらは， 「地中に 消えてから， わたしたち はまた 新しく 創造され るであろう か。」 と言う 
。 いや， かれらは 主との 会見を 信じない。 

II . 言って やる がいい。 「あなたがたを 受け持つ 死の 天使が あなたがたを 死なせ， それから 主に 
帰らせる。」 

12 . 罪を 犯した 者たち が 主の 御前に 項垂れて， 「主よ， わたしたちは 見ました。 聞きました。 わ 
たしたち を 御返し 下さい。 わたしたちは 善い行いを いたします。 わたしたちは 本当に 悟り ま した 
。 」 （と言う 姿を） あなたに 見せて やりたい ものである。 

13 . もし われが 欲するならば， それぞれの 魂に 導きを 与える こと も 出来た。 だが 「ジン （幽 精） 

と 人間たち で， 必ず 地獄を 満たす であろう。」 との われの 言葉は， 真実と なろう。 

14 . それで あなたがたは 味わう がよ い。 この 日の 会見を 忘れて いた ことを。 本当に われ も あなた 
がた を 忘れよう。 あなたがたは 自分たち が 行 ったこと に対する 永遠の 懲罰を 味わえ。 

15 . われの 印を 信じる 者とは， それが 述べられた 時に 敬慕し 身を 投げ だして サジ ダし， 主の 栄光 
を讃 えて 唱念 する， 高慢では ない 者たち である。 〔サジ ダ〕 
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16 .かれらの 体が 臥床を 離れる と， 畏れと 希望と を 抱いて 主に 祈り， われが 授けた ものを 施しに 
さ し 出す。 


17 . かれらは その 行った ことの 報奨と して， 喜ばしい ものが 自分の ために ひそかに （用意） され 
ている のを 知らない。 

18 . 信仰して いる 者が， 主の 淀に 背く 者と 同じであろう か。 かれらは 決して 同じでは ない。 

19 . 信仰して 善行に 勤し む 者は， 楽園が 住まいで， それは 善行を した ことへの 報奨で ある。 

20 . だが 淀に 背く 者の 住まいは 地獄の 業火で ある。 そこから 出ようと する 度に かれらは その 中に 
引き戻され， 「あなたがたが 虚偽で あると していた 業火の 懲罰を 味わえ。」 と言われよう。 

21 •われは 大きい 懲罰の 前に， 必ず 手近な 懲罰を かれらに 味わせ る。 そうすれ ばかれ らも （悔悟 
して われに） 帰る であろう。 

22 . 主の 印に 気付いて いながら その後 背き 去る 者より 酷い 罪作りが あろう か。 われは 必ず 罪深い 
者に 報復す るであろう。 

23 . われは， ムーサーに しかと 啓 典を 授けた。 だから あなた （ムハンマド） が これを 授かる こと 
を 疑って はならない。 われは それを， イスラエルの 子孫たち の 導きと した。 

24 •われは， かれらの 間から， わが 命令を 下して （人び とを） 導く 導師を あげた。 かれらは よく 
耐え忍び また われの 印を 堅く 信じて いた。 

25 . 本当に あなたの 主は， かれらが 意見を 異にして いた ことに 関して， 審判の 日に かれらの 間を 
裁決な される。 

26 . かれらに 教えなかった か。 それ 以前に われが 幾 世代を 滅ぼした かを。 その 住まいの 中を， （ 
今） かれらは 往来して いる。 本当に その 中には， 種々 の 印が ある。 それでも かれらは 聞く 耳を 持 
たない のか。 

27 •また われが 水を 不毛の地に 送り， それで 作物を 育成 させ， かれら 自身 や 家畜に 食べさせ るの 
を 見ない のか。 かれらは 見る目を 持たない のか。 

28 .かれらは， 「もし あなたがたが 言う ことが 真実なら ば 勝利は いつ 来る のです か。」 と言う。 

29 •言って やる がいい。 「勝利の 日には， 不信心であった 者の 信仰は かれらに 役立たず， かれら 
は 猶予 もされないで あろう。」 

30 .だから あなたは， かれらを 避けて 待て。 かれら も 待って いるので ある。 

SURA33 .部族 連合 章 〔アル •アハ ザーブ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .預言者よ， アツ ラーを 畏れ， 不信者 や 偽 信者に 従っては ならない。 本当に アツ ラ-は 全知に し 
て 英明で あられる。 
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2 .主から あなたに 啓示され たと ころに 従え。 本当に アツ ラーは， あなたの 行う ことを 知り 尽くさ 
れ る。 


3 •アッ ラーに 凡てを 托しなさい。 本当に アッ ラーは， 管理者と して 万全で あられる。 

4 .アッ ラーは どん な 男の 体の 中に も 2 つの 心臓を 創 られ ない。 あなたが たが， 「わが 母の 背中の 
よう だ。」 と 言って （離縁 宣言す る） 妻を あなたがたの 産 •の 親と 同一に 御 創り には なられない 
。 また かれは あなたがたの 養子を， あなたがたの 実子 ともなされ ない。 これらは， あなたがたが 
口先 だけで 言った ことで ある。 だが アッ ラーは 真実を 語り， 且つ （正しい） 道に 導かれる。 

5 •かれら （養子） の 父 （の 姓） を もって かれらを 呼べ。 それが アッ ラーの 御 目に 最も 正しい ので 
ある。 もし かれらの 父 （の 姓） を 知らないなら， 信仰に おける あなたがたの 兄弟， 友と いう こと 
に するがよい。 あなたがたが それに 就いて 誤る ことがあっても， 罪では ない。 だが あなたがたの 
心に 悪い 意図の ある 場合は 別で ある。 アッ ラ-は 覚容 にして 慈悲 深き 御 方で あられる。 

6 •預言者は， 信者に とり かれら 自身よりも 近く， また かれ （聖 預言者） の 妻たち はかれら （信者 
たち） の 母で ある。 また アッ ラーの 定めでは 実の 血縁 関係者は 栗い に， 信仰 上の 兄弟 （アンサ- 
ル） や （マッカよりの） 移住者よりも 親近で ある。 だが あなたがたの 味方の ためには， 親切に し 
て やれ。 これは 啓 典に 記されて いる ことで ある。 

7 . また われが， 預言者た ちから 誓約を とった 時を 思い起こしなさい。 あなたから も， また ヌーフ 

， イブ ラー ヒー ム， ムーサー， マルヤ ムの子 イーサ ーから もとった 時の ことを。 われは， 厳かに 
かれらから 誓約を とった ので ある。 

8.  (これは 主が） 忠誠な 者に， かれらの 忠誠 さを 問われる ためで ある。 かれは 不信心 者たち のた 
めに， 痛ま しい 懲罰を 備えられる。 

9 •信仰 する 者よ， あなたがたに 与えられた アッ ラーの 恩恵を 念え。 大 軍が あなたがたに 攻め寄せ 
て 来た 時， われは かれらに 対し 大風と， 目に 見えぬ 軍勢を 遣わした。 アッ ラーは， あなたがたの 
行う ことを （明確に） 御存知で あられる。 

10 . 見る がいい。 かれらは， あなたがたの 上から また 下から 襲って 来た。 その 時 目は 霞 •， 心臓 
は 喉 もとまで 届いて， あなたがたは アッ ラーに 就いて， 色々 と （悪い） 想像を した。 

11 . こうして 信者たち は 試 • られ， かれらは 猛烈な 動揺に 揺さぶられた。 

12 . その 時， 偽 信者 や 心に 病の 宿って いる 者たち は， 「アッ ラーと その 使徒は， 只 欺いて わたし 
たちに 約束した のです。」 と 言った。 

13 . また かれらの 一団は 言った。 「 ヤス リブ （アル •マディーナ） の 民よ。 あなたがたに はとて 
も 頑張れる ものでは ない。 引き返しなさい。」 また かれらの ある 者は， 預言者に （帰還の） 許し 
を 願って， 「本当に わたしたちの 家は （無防備で 危険に） 晒されて います。」 と 言った。 かれら 
は， 晒されて いるので はない， 只 逃亡を 望んだ だけで ある。 
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14 .もし かれら （敵軍） が 四方から そこに 侵入して 来て， 反乱を 呼びかけたなら， かれらは 必ず 
これを 受け入れ， 少しも （それに） 遅れる ことはなかった であろう。 

15 •しかも かれらは 先に， 決して 背き 去らない と， アツ ラーに 誓っていた。 アツ ラーとの 約束は 
, (必ず） 尋問され るので ある。 

16 . 言って やる がいい。 「逃亡は， 仮令 死 や 戦死から 免れても， あなたがたを 益さない。 あなた 
がた は 隙の 間を 楽しむ 丈で ある。」 

17 . 言って やる がいい。 「アツ ラーが， あなたがたに 災いを 望まれ， また 慈悲を 施そうと 望まれ 
た 時 誰が， それを 差し止められ ようか。 アツ ラーを おいては， かれらの 保護者 も 援助 者 もい ない 
ので ある。」 

18 . アツ ラーは， あなたがたの 中 （人び とを） 引きと めた 者， また その 同胞に 向かって， 「わた 
したち の 方へ 来い。」 と 言った 者を 知って おられる。 また かれらは 僅かの 間の 外， 戦場には 臨ま 
なかった。 

19 . かれらは あなたに 対して， 貪欲で ある。 まあ 見る がいい。 かれらに 危険が 訪れる と， 臨終の 
人の ように 目玉を ぐるっ と 廻して， あなたを 熟視す る。 そして 危険が 去る と 良い もの ばかり 貪り 
, 唇を 尖らせて あなたがたを 痛烈に 非難す る。 これらの 者は 信者では ない。 アツ ラーは， かれら 
の 行いを 無益に なされる。 それは アツ ラーには 容易な ことで ある。 

20 . かれらは， 部族 連合軍は 敗退した のでは ない と 考えて いる。 もし 部族 連合軍が （再び） 来る 
ことがあれば， かれらは ベドウィン 族の 間に 身を 置いて， あなたがたの 消息を 尋ねる （立場に な 
る） ことを 願って いる。 またもし かれらが あなたがたの 中に いても， 僅かの 者の 外は 戦わないで 
あろう。 

21 . 本当に アツ ラーの 使徒は， アツ ラーと 終末の 日を 熱望す る宕， アツ ラ-を 多く 唱念 する 者に 
とって， 立派な 模範であった。 

22 •信者たち は， 部族 連合の 軍勢を 見た 時 言った。 「これは アツ ラーと かれの 使徒が， わたした 
ちに 約束され たもので ある。 アツ ラーと かれの 使徒は， 真実を 話された。 」 それは， かれらの 信 
心と 服従， 帰依の 念を， 嫌が 上に も 深めた。 

23 •信者の 中には， アツ ラーと 結んだ 約束に 忠実であった 人び とが （多く） いたので ある。 或る 
者は その 誓いを 果 し， また 或る 者は （なお） 待って いる。 かれらは 少しも （その 信念を） 変えな 
かった。 

24.  ( これは 結局） アツ ラ-が， 忠誠な 人々 に 対し その 忠誠 さに 報 われ， また かれが 御望 •なら 
ば， 偽 信者を 罰し， あるいは かれらを 赦 される という ことで ある。 本当に アツ ラーは， 寛容に し 
て 慈悲 深き 御 方で あられる。 

25 . アツ ラーは 不信心な 者たち を， 怒りのう ちに （アル •マディーナから） 何ら 益す ると ころな 

く 撤退な された。 戦いには， アツ ラーは， 信者たち の 戦闘を （強風 や 天使に よって） 凡てに わた 
つて， 守って 下さる。 アツ ラーは 強大に して 偉力 ならびなき 方で あられる。 
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26 .また かれは， かれら （連合軍） を 後援した 啓 典の 民を， それらの 砦から 追い， その 心中に 恐 
怖を 投じられた。 あなたがたは 或る 者を 殺し， また 或る 者を 捕虜と した。 

27 •また かれは， かれら （啓 典の 民） の 土地， 住宅， 財産 また あなたがたの 未踏の 地を， あなた 
がた に 継がせられた。 アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

28 •預言者よ， あなたの 妻たち に 言って やる がいい。 「もし あなたがたが， 現世の 生活と その 煌 
び やか さを 望むなら 来る がいい。 わたしは 贈り物を 与えて， 立派に 別れよう。 

29 .だが あなたが たたが もし アツ ラーと その 預言者， そして 来世の 住まいを 求めるならば， あな 
たがた の 中で 善行に 動し む 者には， アツ ラーは 偉大な 報奨を 準備して 下さって いる。」 

30 •預言者の 妻たち よ， あなたがたの 中で 明白な 醜行を 犯した 者は， それに 対する 懲罰は 倍加 さ 
れ よう。 アツ ラーには それは 容易な ことで ある。 

31 •だが あなたがたの 中， アツ ラーと その 使徒に 服従， 崇敬して 善行に 励む 者には， われは それ 
に対する 報奨を 倍加し， 寛大な 用度を 準備す るであろう。 

32 . 預言者の 妻たち よ， あなたがたは （外の） 女たち と 同じでは ない。 もし あな かがた が アツ ラ 
一を 畏れるならば， 心に 病 ある 者の 意を 動かさせな いよう， 言葉が 軽くて はならない。 端正な 言 
葉で ものを 言え。 

33 . あなたがたの 家に 静かに して， 以前の 無知 時代の ように， 目立つ 飾りを しては ならない。 礼 
拝の 務めを 守り， 定めの 施しを なし， アツ ラーと 使徒に 従順で あれ。 家の 者たち よ， アツ ラーは 
あなたがたから 不浄を 払い， あなたがたが 清浄で ある ことを 望まれる。 

34 . また あなたがたの 家で 読誦され る， アツ ラーの 印と 英知を 銘記せ よ。 本当に アツ ラ-は 親切 
にして 全知で あられる。 

35 . 本当に ムス リムの 男と 女， 信仰す る 男と 女， 献身的な 男と 女， 正直な 男と 女， 堅忍な 男と 女 

, 謙虚な 男と 女， 施しを する 男と 女， 斎戒 （断食） する 男と 女， 貞節な 男と 女， アツ ラ-を 多く 
唱念 する 男と 女， これらの 者の ために， アツ ラーは 罪を 赦 し， 偉大な 報奨を 準備な される。 

36 . 信仰す る 男 も 女 も， アツ ラーと その 使徒が， 何 かを 決められた 時， 勝手に 選択すべき ではな 
い。 アツ ラーと その 使徒に 背く 者は， 明らかに 迷って （横道に） 逸れた 者で ある。 

37 . アツ ラーの 恩恵を 授かり， また あなたが 親切を 尽くした 者に， こう 言った 時を 思え。 「妻を 
あなたの 許に 留め， アツ ラーを 畏れなさい。 」 だが あなたは， アツ ラーが 暴露し ようと された， 
自分の 胸の 中に 隠して いた こど （養子の 妻との 結婚が 人の 口の端に 上がる こと） を 恐れて いた。 
寧 あなたは， アツ ラーを 畏れる のが 本当であった。 それで ザ イドが， かの 女に 就いて 必要な こと 
を 済ませ （離別し） たので， われは あなたを かの 女と 結婚 させた。 （これからは） 信者が， 必要 
な 離婚 手続きを 完了した 時は， 自分の 養子の 妻で も， （結婚に も） 差し支えない ことにした。 ア 
ッラ ーの 命令は 完遂し なければ な ら ない。 
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38 •預言者が， アツ ラ-の 御 命令を 行う のは 妨げない。 これは あなた 以前の 者に 対する アツ ラ- 
の 慣行で ある。 アツ ラ -の 命令は 動かせない 定めで ある。 

39 . アツ ラーの 御告げ を 伝える 者たち は， かれを 畏れ， アツ ラー 以外の 何ものを も 畏れない。 ア 
ツ ラーは 清算 者と して 万全で あられる。 

40 . ムハンマドは， あなたがた 男たち の 誰の 父親で もない。 しかし， アツ ラーの 使徒で あり， ま 
た 預言者た ちの 封緘で ある。 本当に アツ ラーは 全知で あられる。 

41 •あなたがた 信者よ， アツ ラーを つねに 唱念 〔ズ イク ル〕 しなさい。 

42 . 朝な 夕な， かれの 栄光を 讚え なさい。 

43 . かれ こそは， あなたがたを 暗黒から 光明に 連れ出す ために， 天使たち 共々 あなたがたを 祝福 
なされる 方で ある。 かれは 真の 信者に， 慈悲 深く あられる。 

44 . かれらが かれに 会う 日の 挨拶は， 「平安 あれ。 」 である。 かれらの ために， 寛大な 報奨を 準 
備な される。 

45 . 預言者よ， 本当に われは あなたを 証人と し， 吉報の 伝達 者 そして 警告 者と して 遣わし， 

46 •かれの 許しで （人び とを） アツ ラーに 招く 者， 光明を 行き渡らせる 燈 として （遣わした） の 
である。 

47 . それで 信者たち に アツ ラーからの 偉大な 賜物が あるとの 吉報を 伝えなさい。 

48 . 無 信仰の 者 や 偽 信者に， 従っては ならない。 かれらの 煩わしさを 意に とめず， 只 ひたすら ア 
ツ ラーに （全てを） 托しなさい。 アツ ラーは， （凡ての 事の） 管理者と して 万全で あられる。 

49 . 信仰す る 者たち よ， あなたがたは 信者の 婦人と 結婚し， かの 女に 触れない うちに 離婚す る 場 
合は， かの 女ら に 就いて 定めの 期限を 計算し なくても よい。 かの 女ら に 贈与を なし， 面目を 立て 
てきれいに 離別しなさい。 

50 . 預言者よ， われが あなたの 妻と して 許した 者は， あなたが マハルを 与えた 妻たち， また 捕虜 
として アツ ラーが あなたに 授けた， あなたの 右手の 所有す る 者， あなたの 父方の おじ， おばの 娘 
たち， 母方の おじ， おばの 娘たち で， あなたと 共に 移住して きた 者， また 女の 信者で 心身を 預言 
者に 捧げた という 者で， もし 預言者が これと 結婚を 欲するならば （許される）。 これは あなた だ 
けの （特例） で， 外の 信者たち には 許されない。 われは， あなたが 窮地に 陥 いらない よう かれら 

(信者） の 妻， とその 右手の 所有す る 者に 就いて， かれらに われが 決めた ことは 承知 させて いる 
。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深い 方で ある。 

51 •あなたは 妻たち の 中の， 欲する 者を 去らせ， 欲する 者を 受け入れても よい。 また あなたが 退 
けて いた 者を 召しても 罪は ない。 これは かの 女ら を 喜ばせ， その 心の 憂いを 解き， また あなたが 
各自に 与える もので 満足させる ため 妥当で ある。 アツ ラーは あなたがたが 胸に 抱く ことを 知って 
おられる。 アツ ラーは 全知に して 大度で あられる。 
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52 .あなたは この 後， 女 （を娶 る こと） もまた 妻たち を 取り替える こと も 許されない。 仮令 その 
美貌が あなたの 気を ひいても。 ただし あなたの 右手が 所有す る 者は 別で ある。 アツ ラーは 凡ての 
ことを 監視な される。 

53 •信仰す る 者よ， 預言者の 家に 食事に 呼ばれても 食事の 準備が， 完了す るまでは， 家の 中に 勝 
手に入って はならない。 だが 呼ばれた 時は 入りなさい。 食事が 終ったならば 立ち去れ。 世間話に 
長座して はならない。 こんな ことが 預言者に 迷惑で あっても， 預言者は あなたがたを （退散 させ 
る ことを） 遠慮す るであろう。 だが アツ ラーは 真実を （告げる ことを） 遠慮な されない。 また あ 
なた がた が， かの 女ら に 何 ごとで も 尋ねる 時は， 必ず 帳の 後から にしなさい。 その 方が あなたが 
たの 心， また かの 女ら の 心に とって 一番 汚れがない。 また あなたがたは， アツ ラーの 使徒を， 悩 
ますよう な ことがあって はならない。 また あなたがたは どんな 場合で も， かれの 後で かれの 妻た 
ちを 娶 っては ならない。 本当に それらは， アツ ラーの 御 目には 大罪で ある。 

54 . あな たがた が 何 か 現わ しても また 隱 しても， アツ ラーは 凡ての ことを 深く 知って おられる。 

55 . かの 女たち が （ヴ エールを とっても） 罪では ない のは， かの 女ら の 父 または 息子， それから 
兄弟， 兄弟の 息子 または 姉妹の 息子， または 同信の 女たち とかの 女たち の 右手が 所有す る 者たち 
である。 （婦人たち よ。） アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラーは 本当に 凡ての ことの 立証 者で あら 
れ る。 

56 . 本当に アツ ラーと 天使たち は， 聖 預言者を 祝福す る。 信仰す る 者たち よ， あなたがた はかれ 
を 祝福し， （最大の） 敬意を 払って 挨拶しなさい。 

57 . 本当に アツ ラーと 使徒を 悩ます 者には， アツ ラーは 現世で も 来世で も， 激怒な され， かれら 
のために 恥ず べき 懲罰を 準備な される。 

58 •また 理由 もな く， 男女の 信者を 不当に 悩ます 者は， 必ず そしられて 明白な 罪を 負う。 

59 .預言者よ， あなたの 妻， 娘たち また 信者の 女たち にも， かの 女ら に 長 衣を 纏うよう 告げな さ 
い。 それで 認められ 易く， 悩まされなくて 済む であろう。 アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられ 
る。 


60 . もし， 偽 信者 や 心に 病の 宿る 者， そして 市中の 扇動者た ちが， （その 悪事を） 止めなければ 

, かれらに 対し あなたを， 駆り立てて やろう。 そうすれば この 後， かれらが あなたがたの 隣人と 
して いられる の も， 僅かの 間であろう。 

61 . かれらは 必ず 呪われ， 見つかり 次第 捕えられ， 殺される であろう。 

62 . これは 昔の 過ぎ去った 者たち に対する， アツ ラ-の 慣行で ある。 アツ ラーの 慣行には 何の 変 
更 もない。 

63 . 人び とは （審判の） 時に 就いて あなたに 尋ねよう。 言って やる がいい。 「本当に， その 知識 
は， アツ ラーの 御 許に ある。 どうして あなたに 分る だろう か， その 時は 近いであろう。」 

64 . 本当 に アツ ラー は 不信者 に 激怒 され， かれらの ため に 烈火を 準備な され， 
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65 .かれらは 永遠に その 中に 住 • ， 守護 者 も 救助 者 も 見い出せないで あろう。 


66 . その 日， かれらの 顔が 火の 中で ひっくり返り， かれらは， 「 ああ， わたしたちは アツ ラーに 
従い， また 使徒に 従えば よかった。」 と言うだろう。 

67 . また かれらは 言う だろう。 「主よ， わたしたちは， 本当に 頭 や 権力者た ちに 従ってい ました 
。 かれらが わたしたちを， 道に 迷わせた のです。 

68 . 主よ， かれらの 懲罰を 2 倍にして， 酷い 激怒で かれらに 御 怒り 下さい。」 

69 . 信仰す る 者よ， ムーサーを 悩ました 者の ようであって はならない。 だが アツ ラーは かれらの 
言った 中傷から， かれを 清められた。 アツ ラ-の 御 許で， かれは 栄誉を 与えられ ていた。 

70 . 信仰す る 者よ， アツ ラーを 畏れなさい。 （常に） 実直な 言葉で ものを 言いなさい。 

71 . かれは あなたがた のために その 行いを 矯正され， 諸々 の 罪を 赦 される。 アツ ラーと その 使徒 
に 従う 者は， 確かに 偉大な 幸福を 成就す る 者で ある。 

72 . 本当に われは， 諸 天と 大地と 山々 に 信託を 申しつ けた。 だが それらは それを， 担う ことを 辞 
退し， 且つ それに 就いて 恐れた。 人間は それを 担った。 本当に （人間は） 不義で ありかつ 無知で 
ある。 

73.  (それで） アツ ラーは， 偽 信者の 男たち と 女たち， また 多神教 徒の 男たち と 女たち を， 処罰 
なされる。 だが アツ ラーは， 信仰す る 男たち と 女たち には， 哀れ •を かけられる。 アツ ラーは 寛 
容 にして 慈悲 深い 御 方で あられる。 

SURA  34 .サ バア 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天に あり 地に あるす 凡ての ものを 所有な される アツ ラーに 讚え あれ。 来世に おいても， 讃 えは 
かれの ものである。 かれは 英明に して 凡てに 通じて おられる。 

2 •かれは 大地に 入る もの， また それから 出る ものを 凡て 知って おられ， また 天から 下る もの， な 
ら びに そこに 上る もの 凡てを 知って おられる。 かれは 慈悲 深く 寛容で あられる。 

3 •信仰の ない 者は， r  (審判の） 時は， わたしたちには 来ないで あろう。」 と言う。 言って やる 
がいい。 「いや， 主に 誓って， それは 必ず あなたがたに やって来 るので ある。 幽玄 界ま でも 知っ 
て おられる 主に 誓って。 天に おいても 地に おいても， 微塵の 重さで も， かれから 免れられる もの 
はない。 また それより 小さい もの も 大きい もの も， 明確な 書に 記されな いものは ない。 

4 .それは かれが， 信仰して 善行を する 者に， 報 われる ためで ある。 これらの 者に こそ， 寛容と 寛 
大な御 恵 •が あろう。 

5 •だが われの 印を 虚し くす るた めに 努力す る 者， これらの 者には 痛ま しい 懲罰が あろう。 
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6 .知識を 授かった 者なら， 主が あなたに 下された ものは 真理であって， それが 偉力 ある 方， 讃美 
すべき 方の 道に 導く ものである ことが 分る であろう。」 

7 •不信者た ちは （嘲笑して） 言う。 r あなたがたが 粉々 にされ 散らされた 後で， 新しく 創造され 
るな どと 告げる 人間を， 教えましょう か。」 

8 •だが かれは アツ ラーに 就いて， 虚偽を 言った のか。 それとも 気違いに なって しまった というの 
か。 いや， かれらは 来世を 信じない， 懲罰の 中に いる 酪い 心得違いの 者で ある。 

9 •かれらは かれらの 前後に ある 天と地を 見ない のか。 も し 欲するならば， われが かれらを 大地に 
呑ませ， または 天の一角を かれらの 上に 落とす であろう。 本当に その 中には 悔悟して 主に 返ろ し 
もべ にと っての 印が ある。 

10 . われは， 且つて ダー ウー ドに 恩恵を 授け （て 言っ） た。 「山々 よ， ダー ウー ドと 共に （われ 
を） 讃 えなさい。 また 鳥たち も。 」 われは また， かれのた めに 鉄を 軟らかに して， 

11.  (言った）。 r あなたは 鎖帷子を 造り， 環を よく 整えなさい。 そして 善行に 勤し め。 本当に 
われは， あなたがたの 所行を よく 見て いる。」 

12 . また スライ マーンには 風を （支配 させ）， （その 風の 一吹きで） 一朝に ーケ月 （の 旅路） を 

, また 一夕に ーケ月 （の 帰路） を （旅させた）。 また われは かれらに 熔けた 銅の 泉を 湧き出させ 
た。 また 主の 御 許しに よりある ジン （幽 精） に， かれの 面前で 働かせ， かれらの 中 われの 命令に 
背く 者には， 烈しい (熵？ ) の 懲罰を 味わわせた。 

13 . かれらは， かれ （スライ マーン） のために その 望む 高殿 や 彫像 や 池の ような 水盤， また 固定 
した 大 釜を 製作した。 （それぞれの 持 場で） 「あなたがたは 働け， ダー ウ- ドの 家族よ， 感謝し 
て 働け。」 だが われの しもべの 中で 感謝す る 者は 僅かで ある。 

14 •われが かれ （スライ マーン） に 死の 断を 下した 時 も， かれらに その 死を 知らせた のは， 一匹 
の 地の 虫が かれの 杖を 蝕ばん だ ことであった。 それで かれが 倒れる と， ジンたち は （始めて） 悟 
った。 もしも 幽玄 界の ことを 知っていたならば， 恥辱の 懲罰に 服して いる 要 もなかった のに。 

15 . 本当に サバ アナ も， その 住まいに 一つの 印が 授けられ ていた。 右側と 左側の 2 つの 果樹園。 （ 
そして かれらに 仰せられた。） 「あなたがたの 主の 与える 食物を 食べ， かれに 感謝せ よ。 土地は 
立派で， 主は 寛大で あられる。」 

16 . だが かれらは （アツ ラーから） 背き 去った。 それで われは， かれらに 洪水を 送り， かの 2 つの 
園を， 柳と 僅か ばかりの ハマ ナツメの 苦い 実を 結ぶ 園に 変えた。 

17 . そのよう にわれ は， かれらが 不信心であった ために 報いた。 われが， 不信心 （恩を 忘れる） 

者 以外に 報復な どし ようか。 

18 . われは かれらと， われが 祝福した 都市との 間に， （旅人が） 見付け 易い 幾つかの 町を 蝕け， 
その 旅程を 定めた。 「昼も夜も 安全に 旅を しなさい。」 
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19 . それな のに かれらは 言った。 r 主よ， わたしたちの 旅程の 間隔を もっと 遠くして 下さい。」 
こうして かれら 自ら その 身を 誤 まった。 われは かれら 凡てを 粉々 にして 散らし， （後の 人の） 語 
り 草と した。 本当に この 中には， 堅忍して 感謝す る 者たち への （われの） 印が ある。 

20 . イブ リ ース はかれら について， かれの 思惑が 図に 当たつ た。 そこで かれらは 一部の 信者を 除 
き， （凡て） かれに 従った。 

21 . しかし かれ （悪魔） は， かれらに 対して 権威が あった 訳ではなかった。 われは， 来世を 疑っ 
ている 者と 信じ る 者を 識別 しようと したに 過 ぎない。 本当 にあな たがた の 主は 凡ての ことを 見守 
って おられる。 

22 •言って やる がいい。 「アツ ラーを 差し置いて あなたがたが （神で あると） 主張して いた もの 
たちに 祈る がよ い。 そんな 神々 は， 天に おいても 地に おいても 微塵の 力 もない。 また その （創造 
) に 当っては， 何ら 役割を 持たず， アツ ラーに しても そんな 助力 者を 必要とは していない。」 

23 . かれが 御 許し にな られた 者の 外， 御前での 執り成しは 無益で ある。 やがて かれらの 心の 怖れ 
が 消える と 天使たち は 言う。 「あなたがたの 主は， 何と 仰せられ たのです か。 」 すると かれらは 

(答えて）， 「真理でした。 かれは， 至高に して 至大の 御 方です。」 という。 

24 . 言って やる がいい。 「天地から あなたがたに 扶養を 与える のは 誰な のか。」 言って やる がい 
い。 「アツ ラーで あられる。 要するに わたした ちか， または あなたがたの どちら かが 導きの 上に 
あり， どちら かが 迷って いる。」 

25 •言って やる がいい。 「あなたがたは， わたしたちの 犯した 罪に 就いて 問われず， わたしたち 
もまた， あなたがたが 行った ことに 就いて 問われない。」 

26 . 言って やる がいい。 「主は 一斉に わたしたちを 召され， 真理に 基いて わたしたちの 間を 裁か 
れ る。 かれは 真の 裁決 者で 全知に おわし ます。」 

27 . 言って やる がいい。 「あなたがたが， 同位の 者と して かれに， 配す る ものを わたしに 見せな 
さい （決して 出来ないで あろうが）。」 いや， かれ こそは アツ ラー。 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ る。 


28 . われは， 全人 類への 吉報の 伝達 者 また 警告 者と して， あなたを 遺 わした。 だが 人び との 多く 
は， それが 分らない。 

29 . かれらは， 「あなたの 言葉が 真実なら， この 約束 （審判の 日） は 何時 （やって来 るの） です 
か。」 と 言って いる。 

30 . 言って やる がいい。 「あなたがたへの 約束の 日は， あなたがたが 一刻 も 取り戻せず また 先ん 
じる こと も 出来ない （日で ある）。」 

31 . 信じない 者は， 「わたしたち はこの ク ルアー ンも 信じない し， また これ 以前に あった 啓 典 も 
信じません。」 と言う。 不義を 行った 者が， 主の 御前に 立たされる 時の 姿を， あなたに 見せて や 
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りたい もの。 かれらは 栗い に （外に 罪を 負わせて） 罵り 合う。 無力であった 者は 微慢 であった 者 
に 言う。 「あなたがたが， いなかったら， わたしたちは きっと， 信者に なって いました のに。」 


32 . 倣慢 であった 者は， 無力であった 者に 言う。 r 導きが あなたがたに 届いた 後， あなたがたを 
それらから 背かせた のは， わたしたちであった というの か， いや， あなたがた こそ 罪作りで あっ 
た。」 

33 . 無力であった 者は 傲慢であった 者に 言う。 「いや， 夜と なく 昼と なく， （あなたがたは） 策 
謀を していました。 現に アツ ラーを 信じない し， かれに 同位 者を 立てる よう， あなたがたは （不 
断に） 命令し ました。」 かれらは 懲罰を 見る に 及んで， 後悔す る。 われは 不信心な 者の 首に 枷を 
かける。 かれらは， その 行った ことで， 報いを 受ける だけで ある。 

34 . われが 町に， 警告 者を 遣わす 度に， そこの 富裕な 者たち は， 「あなたがたが 遺 わされた こと 
を， わたしたちは 信じません。」 と 決まって 言った ので ある。 

35.  「 また， わたしたちは 多くの 財産と 子女が あるので， 懲罰され る （ような） ことは ありませ 
ん。」 とも 言った。 

36 . 言って やる がいい。 「本当に わたしの 主は， 御 心の ままに 豊かに 御 恵 •を 与えられ， また 乏 
しく もな される。 だが 人び との 多くは 理解し ない。」 

37 . あなたがたを われに もっと 近づける ものは， 財産で も 子女で もない。 信仰して 善行に 勤し む 
者は， その 行いの 倍の 報奨を 与え， 高い 住まいが 保証され る。 

38 . また われの 印を 頓 座させる ために 努力す る 者は， 懲罰に 引きた てられる。 

39 . 言って やる がいい。 「本当に わたしの 主は， その しもべの 中から 御 心に 適う 者に， 御 恵 •を 
豊かに 与え また 或る 者には 乏しく 授けられる。 かれは あなたがたが （主の 道の ために） 施す もの 
はすべ て 返される。 かれは 最も 優れた 御 恵を 与える 方で あられる。」 


40 . —斉に かれらを 召集な される 日。 かれは 天使たち に 向かって 仰せられよう。 「これらの 者は 
, あなたがたを 崇拝して いたの か。」 

41 . かれら 天使たち は （答えて） 言う。 r あなたに 讚え あれ。 あなたは わたしたちの 愛護 者で あ 
られ ます。 だが かれらは その 限りではありません。 かれら （人々） は ジンを 崇拝して いました。 
多くの 者は， かれら （ジン） の 信者でした。」 

42 •あなたがた はこの 日， お 栗い に 益に も 害に も 役立たない。 われは 不義を 行って いた 者たち に 
言う。 「あなたがたが 偽りと していた， 火獄の 懲罰を 味わえ。」 

43 .明白な われの 印が， かれらに 読誦 されても， かれらは 言う。 「これは 一人の 男が， あなたが 
たの 祖先の 崇拝して いた 神々 から 背かせよ うとす るので ある。」 また 言う。 「これは 只 捏造した 
， 作り ごとで ある。」 また 真理を 信じない 者たち は， それが かれらに 現われる と， 「これは 明ら 
かに 魔術に 過ぎない。 」 と言う。 
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44 . われは （前もって）， かれらの 学び 得る 啓 典を 下して いた 訳では ない。 また あなた 以前に， 
どんな 警告 者 も か れらに 遣わさなかった。 

45 . かれら 以前の 者 も （真理） を 嘘で あると した。 われが 昔の 人々 に 与えた ものは （マッカの 人 
びと に とっては） 十分の一 にも 達しない 程 （優遇） したのに， われの 預言者を 嘘つき 呼ばわりし 
た。 わが 怒りは 何と 激しかった ことか。 

46 . 言って やる がいい。 「わたしは 忠告す る。 あなたがたは アッ ラーの 御前に， 2 人ず つまた は 1 
人ず つ 立って よく 考えなさい。 あなたがたの 同僚は， 気違いで はない。 かれは 厳しい 懲罰の （下 
る） 以前に， あなたがたに 警告す るに 過ぎない。」 

47 . 言って やる がいい。 「わたしは， どんな 報酬 も あなたがたに 要求し ない。 それは （凡て） あ 
なた が たのもの である。 わたしは 報酬を， 只 アッ ラーから （戴く） だけで ある。 かれは 凡ての こ 
とを 立証され る。」 

48 . 言って やる がいい。 「本当に わたしの 主は， （しもべに） 真理を 投げ かけられ， 見得ない も 
のを 知り 尽く される。」 

49 •言って やる がいい。 「真理 （イス ラーム） は 下り， 偽り （邪神） は 何ら その後 創造す る こと 
もな くまた 再び 繰 返す こと もない。」 

50 .言って やる がいい。 「仮令 わたしが 迷っても， 只 わたし 自身 （を 損なう） だけで ある。 また 
, もし 導かれて いるならば， それは 主が わたしに 啓示され た 御陰で ある。 本当に かれは 全 聴に し 
て 至近に おわす 方で あられる。」 

51 •かれら （不信者） が 恐怖に 震える 姿を， あなたに 見せたい もの， かれらは 逃れる 道 もな く， 
近い 所から 捕えられる。 

52 . その 時 かれらは， 「わたしたちは それを 信じます。」 と言う。 （そんな） 遠方から では， ど 
うして （信仰が） 得られよ うか。 

53 . 以前に も かれらは 信じようと はしないで， 遠方から 幽玄 界の ことに 就いて 推測す る ばかりで 
あった ではない か。 

54 . 以前， かれらの 同類に 対してな された ように， その 熱望す る もの （信仰） とかれら との 間に 
, 障壁が 置かれよう。 本当に かれらは， 邪推 深い 疑いの 中に いるので ある。 

SURA 35 •創造者 章 〔ファー テイル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .アッ ラーに 讃え あれ。 天と地の 創造者で あられ， 

2 対， 3 対 または 4 対の 翼を 持つ 天使たち を， 使徒と して 命 命な される。 かれは 御 心の まま 数を 増 
して 創造され る。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 
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2 •アツ ラーが 人間に 与えられる どんな 慈悲 も， 阻まれる ことは ない。 また かれが 阻む 何事 も， そ 
れを 解き放す ものは ない。 本当に かれは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

3 •人び とよ， あなたがた に対する アツ ラーの 恩恵を 念え。 天と地から あなたがたに 扶養を 与えら 
れる 創造者が， アツ ラーを おいて 外に あるの か。 かれの 外には 神は ない ので ある。 それでも あな 
たがた はどうして （真理から） 迷う のか。 

4 .かれらは あなたを 嘘 付き 呼ば わ りする が， あなた 以前の 使徒たち も 虚言 者と 呼ばれた。 本当に 
凡ての ことは， アツ ラーに 帰される ので ある。 

5 •人び とよ， アツ ラーの 約束は 真実で ある。 だから， 現世の 生活に 欺かれて はならない。 また ア 
ツ ラーに 関し， 騙し 上手に 欺かれて はならない。 

6 •本当に シャイ ターンは あなたがたの 敵で ある。 だから 敵と して 扱え。 かれは， 只 燃えさ かる 火 
獄の 仲間 とする ために 自分の 手下を 招く だけで ある。 

7 . 信仰の ない 者は， 厳しい 懲罰に 会う。 だが 信仰して 善行に 動し む 者には， 寛容と 偉大な 報奨が 
あろう。 

8 . 自分の 悪行を 立派で あると し， それを 善事と 見る 者 （ほど 迷った 者） が あろう か。 本当に アツ 
ラーは， 御望 •の 者を 迷わせ， また 御望 •の 者を 導かれる。 だから かれらの ために 嘆いて， あな 
たの 身を 損なって はならない。 アツ ラーは かれらの なすこと を 知り 尽 される。 

9 •本当に アツ ラー こそは， 風を 送られる 方で ある。 それは 雲を 起こし， それを 死んだ 土地に やり 
, 死に 果てた 大地を 匯ら される。 復活 もまた このよう である。 

10 .誰でも 栄誉 権勢を 願うならば， 一切の 栄誉 権勢は， アツ ラ-の 御 許に ある （ことを 知れ）。 

(一切の） 善い 言葉は， かれの 許に 登って 行き， 正しい行いは それを 高める。 また 悪事を 企ら む 
者には， 厳しい 懲罰が あり， それらの 企ら •は， 無効になる であろう。 

11 •アツ ラーは， 土から あなたがたを 創り， さらに 一精 滴から 創り， 次いで あなたがたを 一組 （ 
の 男女） になされ た。 かれが 知らずに， 宿し また 分娩す る 女は ない。 長命な 者 も， 短命な 者 も， 
書冊の 中に 載せられな いものは ない。 本当に それは， アツ ラーに おいては 容易な ことで ある。 

12.2 つの 海は 同じでは ない。 （1 つは） 甘く， 渴 きを 癒し， 飲んで 快よ い。 しかし， （外は） 塩 
辛くて 苦い。 しかし， その どれから も， 新鮮な 肉を とって 食べ， また あなたがたが 身に 付ける， 
種々 の 装飾品 も 採取す る。 また あなたがたは， その 中を 船が （水を） 切って 進む のを 見よう。 そ 
れは あなたがたに， かれの 恩恵を 求めさせる ためで ある。 必ず あなたがたは 感謝す るであろう。 

13 •かれは 夜を 昼に 没入 させ， また 昼を 夜に 没入 させ， （昼夜の 交替）， 太陽と 月を 従えられ， 
それぞれ 周期を もって 定められた 期間 （復活の 日） まで （その 軌道を） 運行 さしめ る。 このよう 
な ことが （出来る のは） あなたがたの 主， アツ ラーで あられ， 大権は かれに 属する。 だが かれら 
が， かれを お て 祈る ものたち は， キト ミール （さえ） どうす る こと も 出来ない。 
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14 . あなたがたが かれらに 祈っても， あなたがたの 祈りを 聞かず， 聞いた としても あなたがたに 
答えは しない。 審判の 日に かれらは あなたがたが （かれらを 主に） 配した こと さえ 否認し よう。 
全知な 御 方の ように， （真実を） あなたに 知らせ 得る 者は ない ので ある。 

15 . 人び とよ， あなたがたは アツ ラーに 求める 以外 術の ない 者で ある。 アツ ラー こそは， 富裕に 
して 讃美すべき 方で ある。 

16 •もし かれが 御望 •ならば， あなたがたを 退けて， 新しい 創造物を （湾？） される。 

17 . これは， アツ ラーに おいて 最も 易しい ことで ある。 

18 . 荷を 負う 者は， 他人の 荷を 負う ことは 出来ない。 もし 荷を 負わされる 者が， その 荷の ため 他 
人を 呼んでも， 近親者で すら， その'^ 部 さえ 負う ことは 出来ない。 あなたが 警告 出来る のは， 目 
に 見えない かれらの 主を 畏れ， 礼拝の 務めを 守る 者 だけで ある。 その 身を 清める 者は， 唯 自分の 
魂の ために 清める。 （凡ての ものは） アツ ラーの 許に 帰り ゆく ので ある。 

19 . 盲人と 正常の 目の 人とは， 同じでは ない。 

20 . 暗黒と 光明 も， 

21 . また （涼しい） 影と， （太陽の） 灼熱 も， 

22 . また 生と 死 も， 同じでは ない。 本当に アツ ラーは， 御 好 •に なられた 者に 御 聞かせになる。 
だが あなたは， （死んで） 墓の 中に いる 者に 聞かせる ことは 出来ない。 

23 •あなたは 一人の 警告 者に 過ぎない。 

24 . 本当に われは， 吉報の 伝達 者と して， また 警告 者と して， 真理を 持たせて あなたを 遣わした 
。 （また これまで も） どの 民に も かれらの 間に， 一人の 警告 者が 行かなかった ものは ない。 

25 . かれらは あなたを 拒否す るが， かれら 以前の 者たち もやは り 拒んで きた。 使徒たち は， 明 証 
(奇蹟） と 書 巻と 輝かしい 啓 典を 携えて かれらに 来た。 

26 . それで われは， これら 不信心の 者を 罰した。 わが 怒りの 何と 激しかった ことよ。 

27 •あなたがたは 見ない のか。 アツ ラーは 天から 雨を 降らせられる。 それで われは， 色 とりどり 
の 果物を 実らせる。 また 山々 には， 白 や 赤の 縞が あり， その外 多くの 色合いを もち， 真黒い とこ 
ろ も ある。 

28 . また 人間 も 鳥獣 家畜 も， 異色 とりどり である。 アツ ラ-の しもべの 中で 知識の ある 者 だけが 
かれを 畏れる。 本当に アツ ラーは 偉力 ならびなく 寛容で あられる。 

29 . 本当に アツ ラーの 啓 典を 読誦す る 者， 礼拝の 務めを 守り， われが 授けた ものから 密 に， また 
あらわに 施す 者は， 失敗の ない 商売を 願って いるよう な もの。 

30 . かれは， 十分に かれらに 報奨を 払われ， 御 恵 •を 余分に 与えられる。 本当に かれは， 度々 赦 
される 御 方， （奉仕に） 十分 感謝され る 方で あられる。 
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31 . われが あなたに 啓示した 啓 典は 真理であって， それ 以前の ものを 確証す る ものである。 本当 
に アツ ラーは， かれの しもべた ちに 就いて 熟知し， かれらを 監視な される。 

32 . その後， われは しもべの 中から 選んだ 者に， この 啓 典を 継がせた。 だが かれらの 中には， 自 
ら 魂を 誤った 者 も， 中間の 道を とる 者 も あった。 また かれらの 中の 或る 者は， アツ ラーの 御 許し 
の もとに， 率先して 種々 の 善行に 勤し む 者 も あった。 それは 偉大な 御 恵 •である。 

33 . かれらは 永遠の 楽園に 入ろう。 その 中で かれらは， 黄金の 腕 環と 真珠で 身を 飾り， その 衣装 
は 絹で ある。 

34 •かれらは 言う。 「アツ ラーを 讚え ます。 わたしたちから （凡て） の 苦悩を 取り除いて 下され 
た 御 方。 わたしたちの 主は， 度々 赦 される 御 方， （奉仕を） 十分に 認められる 御 方です。 

35 . かれの 御 恵 •によって， わたしたちは 永遠の 邸宅に 住 • ， そこで 苦労を する こ ともなく， ま 
た 疲れを 覚える こと もありません。」 

36 . しかし 信じない 者に 対しては， 地獄の 火が あろう。 かれらには （そこにい る 期間 も） 宣告 さ 
れ ず， 死ぬ こと も 出来ず， また 懲罰 も 軽減され ない ので ある。 われは， 凡ての 恩を 忘れる 者に こ 
のように 報いる。 

37 . かれらは その 中に あって 叫ぶ であろう。 「主よ， わたしたちを 出して 下さい。 きっと 善い 行 
いを します。 （これまで） していた ような ことは， いたしません。」 （かれは 仰せられよう。） 

「われは， あなたがたを 十分に 長命 させた ではない か。 その 間に 誰でも 訓戒を 受け入れる 者は， 
戒めを 受け入れ たはず。 しかも 警告 者 さえ あなたがたに ュ わされて いた。 だから （懲罰を） 味わ 
え。 悪い行いの 者には 救助 者は ない ので ある。」 

38 . 本当に アツ ラーは， 天と地の 幽玄 界を 知って おられる。 かれは， （人間が） 胸の 中に 抱く こ 
とを 熟知して おられる。 

39 . かれ こそは， あなたがたを 地上の 継承者と された 方で ある。 誰に しても 信じない 者は， その 
不信心で 自分自身を 損う。 かれらの 不信心は， 主の 憎し •を 増す ばかりで あり， また かれらの 不 
信心は， 自分の 損失を 増す ばかりで ある。 

40 . 言って やる がいい。 「あなたがたが アツ ラーの 外に 祈る， あなたがたが 配す る （神々） につ 
いて 考えた ことがある のか。 地上に かれらの 創造した ものが あるの か。 それとも かれらの ために 
天からの 協力者が あるの か。 われに 示しなさい。 それとも そのような （アツ ラーに 同位 者が 居る 
という こと） 証拠を 示す 啓 典を われが かれらに 与えた とで もい うの か。 いや， 悪い行いの 者たち 
は， 只 欺瞞に よって 栗い に 約束し あってい るのに 過ぎない。 

41 . 本当に アツ ラーは， 天と地の 運行が 外れない よう 支えられる。 もし それら 両者が， 外れる こ 
とが あるならば， かれを おいて 何もの もこれ を 支え 得る ものは ない。 本当に かれは， 我慢 強い 方 
, 何回も 赦 される 方で あられる。 
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42 . かれらは アッ ラー （の 御名） にかけ て， 厳粛な 誓いを たて， もし 警告 者が 自分たち のと ころ 
に 来るならば， どんな 民よりも 立派に 導かれる であろう （と 言って いた）。 だが 警告 者が かれら 
に 来る に 及んで， かれらは ますます （正しい 信仰から） 遠ざかる ばかりで あり， 

43 . 地上で 高慢に ふるまい， 悪事の 策謀 ばかりを していた。 だが 悪事の 策謀は， その 当人に 振り 
かかる だけで ある。 だから かれらは 昔の 人々 の （滅亡した） 慣行を 待つ 外は ないで あろう。 それ 
であな たは， アツ ラーの 慣行には 代替がない ことが 分る であろう。 また 変更 も 決してな いこと も 
分る であろう。 


44 .かれらは 地上を 旅して， かれら 以前の 者たち の 末路が どう なった かを 観察し なかった のか。 
かれら （昔の 者） は， かれらよりも 力が 優れていた。 天に あり 地に ある 何もの も， アツ ラーを 挫 
く ことは 出来ない ので ある。 本当に かれは 全知に して 全能で あられる。 

45 •もし アツ ラーが， 人間を その 所業に よって 罰されるならば， 地上に， 一人の 生存者 も 残され 
なかった であろう。 だが かれは 期限を 定めて， かれらを 猶予な された。 だが， かれらの 期限が 到 
来 すれば， 本当に アツ ラーは しもべた ちの 監視者で あられる。 

SURA36 .ヤー •スイ ーン章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . ヤー .スイ ーン。 

2 . 英知に 満ちた， ク ルアー ン によって 誓う。 

3 •本当に あなたは， 使徒の 一人で， 

4 . 正しい 道の 上に （人び とを 導く 者で ある）。 

5.  (これは） 偉力 ならびなく 慈悲 深き 御 方の 啓示で， 

6 . 祖先が いまだ 警告を 受けず， それで 気付かな いでいる 民に， あなたが 警告す るた めの もので あ 
る。 

7 . 本当に その 御言 葉が， かれらの 多くの 者に 下って しまって いるの だが， かれらは 信じない。 

8 •われは かれらに 首枷を はめ， それが 顎にまで 及ぶ。 それで かれらの 頭は 上向きに なった。 

9 . また われは， かれらの 前面に 陣 壁を 置き， また 背面に も 障壁を 置き， そのうえ かれらに 覆いを 
した。 それで かれらは 見る こと も 出来ない。 

10 . あなたが 警告して もまた 警告し なくても， かれらに とって 同じで， かれらは 信じない。 

11 •あなたは， 訓戒に 従う 者， また 目に 見えない 慈悲 深き 御 方を 畏れる 者 だけに， 警告しなさい 
。 それで あなたは これらの 者に， 寛容と 偉大な 報奨の 吉報を 伝えなさい。 

12 .本当に われは 死者を 睡ら せ， また かれらが 予め 行った こと， そして 後に 残した 足跡を 記録す 
る。 われは 一切を， 明瞭な 記録 薄の 中に 数え上げ ている。 
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13 .町の 仲間 （の 物語） を， 例と して かれらに 示す がよ い。 使徒たち がそ こにやって 来た 時の こ 
とを。 

14 •初め われは， 2 人の 使徒を 遺 わした が， かれらは， 2 人と も 嘘 付き 扱いを された。 それで われ 
は 第 3 の 者で 強化した。 そして 使徒たち は 言った。 「本当に わたしたちは， あなたがたの 許に 遣 
わされた 者です。」 

15 •すると かれらは 言った。 「あなたがたは わたしたちと 同じ 人間に 過ぎません。 慈悲 深き 御 方 
は 何も 啓示を 下されは しません。 あなたがたは， 嘘を ついている だけです。」 

16 . かれら （使徒） は 言った。 「わたしたちが， 実際 あなたがたに 遣わされた 者で ある ことは， 
主が 御存知です。 

17 . わたしたちの 務めは， 只 あなたがたに 明白 （な アッ ラーの 御 命令） を宣べ 伝える だけです。 

J 

is .かれら （人び と） は 言った。 r わたしたちに とって あなたがたは 確かな 凶兆です。 もし 止め 
ないならば， あなたがたを 必ず 石 打ち （の 刑） にし ましょう。 酷い めにあわせて やります ぞ。」 

19 . かれら （使徒） は 言った。 「あなたがた こそ 凶兆です。 あなたがたは 訓戒 されても （尚そう 
言う の） です か。 いや， あなたがたは 無法の 民です。」 

20 . その 時 町の 外れから 一人の 男が 走って 来て， 言った。 「皆さん， （アッ ラ-から） 遣わされ 
たこの 人たち に 従いなさい。 

21 •あなたがたに 何の 報酬 も 求めない 方たち に 従いなさい。 かれらは （正しく） 導きを 得て いる 
〇 

22 . わたしを 創ら れた 方に 仕えない など， どうして 出来よう か。 あなたが たも かれの 御 許に 帰さ 
れ るので す。 

23 . そのような 御 方を 差し置いて， 外の 神々 を 求められましょう か。 もし 慈悲 深き 御 方が わたし 
に 災いを 下そうと 望まれるならば， かれら （邪神） の 執り成しは 少しも 役立たず， また わたしを 
救う こと も 出来ません。 

24.  (そうなる としたら） 明らかに わたしは 誤りを 犯した ことになります。 

25 . わたしは， あなたがたの （真の） 主を 信じます。 だから （人び とよ，） わたし （の 言う こと 
) を 聞きなさい。」 

26 . その 時 かれは， 「あなたは 楽園に 入れ。」 と 仰せられた。 そして かれは 「わが 主の 御赦 しが 
与えられ， 栄誉 ある 者の 中に， 

27 . 加えられた ことを 入び とに 知って もらえたら。」 と 言った。 

28 . かれの 後， われは その 民に 対し 天から 軍勢を 遣わしは しなかった。 またそう する まで もなか 
つた。 
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29 . 只 一声 叫ぶ だけで， かれらは 消え失せて しまった。 

30 . ああ， 哀れな しもべた ちよ。 かれらは 使徒が 来る 度， 嘲笑して かかった。 

31 . かれらは 気付かない のか， 自分たち 以前に 幾 世代の 者を われが 滅ぼし， かれらは 2 度と 帰らな 
いという ことを。 

32 . それぞれ 皆は， （審判の 日） 一斉に われの 前に 召されよう。 

33 •かれらへの 印の 1 つと しては， われが 死んだ 大地を 睡ら せ， 穀物を それから 生産し， それを か 
れらが 食べる ことがあ げられ る。 

34 . また われは， そこに ナツメ ヤシ やブ ドウの 園を 蝕け， その 間に 泉を 涌き 出させる。 

35 . かれらは その 果実を 食べる が， それは かれらの 手が 作り出した ものでは ない。 それでも 感謝 
しないの か。 

36 . かれの 栄光を 讃 える。 かれは 大地に 生える もの， かれら 自身 も， また かれらの 知らない もの 
も， 凡て 雌雄に 創ら れた 方で ある。 

37 . また かれらへの 印には， 夜が ある。 われが それから 昼を 退かせる と， 見よ， 真っ暗になる。 

38 •また 太陽は， 規則正しく 運行す る。 これ も 全能 全知な 御 方の 摂理で ある。 

39 •また 月には， 天宮を 振り分けた。 （それを 通って） ナツメ ヤシの 老いた 葉柄の ように （細く 
なって） 戻って くる。 

40 . 太陽が 月に 追い付く ことは ならず， 夜は 昼と 先を 争う ことは 出来ない。 それらは， それぞれ 
の 軌道を 泳ぐ。 

41 . また 満載した 舟に， われが かれらの 子孫を 運んだ こ とも 印の 1 つで ある。 

42 . また われは かれらが 乗る， （外の 便利な） 乗物を 創った。 

43 •われが 欲するならば， かれらを 溺れさせる ことが 出来る。 そう なれば， かれらを 助ける 者は 
なく， 救われは しない。 

44 . 只 われの 慈悲に よって 束の間を 享楽す る だけで ある。 

45 . かれらに 向かって， 「あなたがたの 前に ある もの， また 後ろに ある ものを 畏れなさい。 そう 
すれば あなたがたは， 必ず 慈悲に あずかれる であろう。」 と言われても （耳を 選す どころ か）， 

46 . 主からの 種々 の 印が 示されても， すっかり， 背を 向けて しまう。 

47 . また， 「アツ ラーが あなたがたに 授けられた ものを， 施せ。」 と言われ ると， 不信心な 者は 
信仰す る 者に 言う。 「アツ ラーが 御望 •なら， （御 自分で） 養われる という 者を， どうして わた 
したち が 養う ことがあり ましょう か。 あなたがたは， 明らかに 思い違いを している だけです。」 

48 . また， かれらは 言う。 「 あなたがたの 言う ことが 真実なら ば， 何時 この （審判） の 約束 （が 
果たされ るの） です か。」 
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49 •だが かれらが 論争して いる 間に， 一声の 叫びが （突然） かれらを 襲う だけでは ないか。 

50 . その 時 かれらは， 遺言す る こと も， また 家族のと ころに 帰る こと も 出来ない。 

51 . そして ラッパが 吹かれる と， かれらは 墓場から （出て）， 主の 御 許に 急いで 行く。 

52 . かれらは 言う。 「ああ， 情けない。 わたしたちを 臥所から 呼び起こ したのは 誰でしょう か。 
これは， 慈悲 深き 御 方が 約束な された 通りではありません か。 使徒たち の 言葉は 真実であった の 
です か。」 

53 . 只 一声 鳴り響けば， 一斉に かれらは われの 前に 召し集められる。 

54 . その 日には 誰も， 少しも 不当な 扱いを 受けず， あなたがたは， 只 自分の 行った ことに 対し 報 
いられる。 

55 . 本当に 楽園の 仲間たち は， この 日， 喜びに 忙 がしい。 

56 . かれらは その 配偶者た ちと， 木陰の 寝床に よ りか かる。 

57 . そこで かれらは， 果実 や 望 • の ものを 何でも 得られる。 

58 . 慈悲 深き 主から 「平安 あれ。」 との 御言 葉 も ある。 

59 . あなたがた 罪人たち よ， 今日は 離れて 控えなさい。 

60 . アー ダムの 子孫よ， 悪魔に 仕えて はならない と， われは あなたがたに 命令し なかった か。 か 
れは あなたがたの 公然の 敵で ある。 

61 . あなたがた はわれに 仕えなさい。 それ こそ 正しい 道で ある。 

62 . 確かに かれ （悪魔） は あなたがたの 大部分を 迷わせた。 どうして あなたがたは 悟らなかった 
のか。 

63 . これは あなたがたに 約束され ていた， 地獄で ある。 

64 . あなたがたは 不信心であった ために， 今日 そこに 入る ので ある。 

65 . その 日 われは， かれらの 口を 封 じる。 すると その 手が われに 語り， かれらの 足は， その 行っ 
たこと を 立証す る。 

66 . われが 望めば， かれらの 両目を 盲目に する ことが 出来る。 かれらは （天国への） 道を 先んじ 
ようとす るが， どうして 見通す ことが 出来よう か。 

67 . われが 望めば， かれらを その 場所で 形を 変える こと も 出来る。 そう なれば かれらは， 行く こ 
とも 帰る こと も 出来ない。 

68 . 誰でも 長寿させる さいには， われは 創造を 逆に 戻らせよう。 かれらは， それでも 悟らない の 
か。 

69 . われは かれ （ムハンマド） に 詩を 教えなかった。 それは かれに 相応しくない。 これは （アッ 
ラーの） 訓戒 まごう かたない ク ルアー ン であり， 
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70 •生ける 者に 警告を 与え， また 不信心な 者に 対しては は 御言 葉が 下される。 


71 .われが 手ず から かれらの ために 創った 家畜を かれらに 所有 させて いるのを 見ない のか。 


72 •われは， それを かれら （の 用） に 服 させた。 それで， かれらは これに 乗り， そして 食べる。 

73 .また かれらは （その外に も） いろいろ それを 利用し， また 飲 •ものを 得る。 それでも かれら 
は 感謝 しないの か。 

74 •かれらは， アツ ラーの 外に 邪神を 選び 何とか 助けられよう とする。 

75 . それら （邪神たち） は， かれらを 助ける 力は なく， 寧ろ かれらの 方が 邪神を 守る ため 軍備を 
整えて いる 始末。 

76 . あなたは かれらの 言う ことで， 悲しんで はならない。 本当に われは， かれらの 隠す こと も 現 
わす こ とも 知っている。 

77 . 人間は 考えない のか。 われは 一精 滴から かれを 創った ではない か。 それな のに 見よ， かれは 
公然と 歯向って いる。 

78 . また かれは， われに 準える ものを 引合いに 出して， 自分の 創造を 忘れ， 言う。 「誰が， 朽ち 
果てた 骨を 生き返らせましょう か。」 

79 . 言って やる がいい。 「最初に 御 創り になった 方が， かれらを 生き返らせる。 かれは 凡ての 被 
造 物を 知り 尽く して おられる。 

80 . 緑の 木から， あなたがた のために 火を 造られた の も かれで あり， だから こそ あなたがたは そ 
れ によって 燃やす。」 

81 . 天と地を 創造な された かれが， これに 類す る ものを 創り 得ないで あろう か。 いや， かれは 最 
高の 創造者で あり， 全知で あられる。 

82 . 何 かを 望まれる と， かれが 「有れ。」 と 御 命じに なれば， 即ち 有る。 

83 . かれに こそ 凡ての 称讃 あれ。 その 御手で 万有を 統御な される 御 方， あなたがた はかれの 御 許 
に 帰される ので ある。 

SURA37 .整列 者 章 〔アツ •サ ーツ ファー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 整然と 列を なす 者たち において。 

2 . 駆り立て 追う 者に おいて。 

3 . また 訓戒 （のグ ルアー ン） を 読 •聞かせる 者に おいて， 誓う。 

4 . 本当に あなたがたの 神は， 唯一の 主で ある。 

5 •天と地， そして その 間にある 凡ての ものの 主， また 日の出を 司 どる 主で ある。 
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6 •本当に われは， 星々 で 下層の 天を 飾り， 

7. (アッ ラーの 命令に） 逆らう 悪魔に たいする 守りと した。 

8 •かれらは 八方から 撃たれ， 最高の 会議を 盗 •聞く ことは 出来ない。 

9 •撃退され て， かれらは 永久の 懲罰を 受ける。 

10 .盗聴し 得た 者が あっても， 白熱の 炎が 追跡す る。 

11 •かれら （マッカの 多神教 徒） に 問え。 「かれらと われの 創った 者 （天使） のど ちらが 強く 創 
られ ている か。 」 われは もともと， 粘りの ある 泥で かれらを 創った ので ある。 

12 •あなたは 感嘆して いると いうのに， かれらは 嘲笑す る。 

13 . 警告 されても， かれらは 警告を 受け入れない。 

14 . また かれらは， 印を 見ても 嘲笑す る ばかり。 

15 . そして かれらは 言う。 「これは 明らかに 魔術に ちがいありません。 

16 . わたしたちが 死んで 土と 骨に なってから， （また） 呼び起こされ ましよう か。 

17 . 遠い 祖先たち も （一緒にで すか） と言う。 

18 . 言って やる がいい。 「その 通り。 あなたがたは 卑しめられ るので ある。」 

19 . それは 只 一声の 叫びで ある。 その 時 かれらは （恐ろしい 光景を） 目の当たりに 見て， 

20.  r ああ 情けない， これが 審判の 日です か。」 と言う。 

21.  r これは あなたがたが 信じなかった 区分の 日で ある。 

22 . 不義を 行って いた 者たち， その 妻たち， また かれらが アッ ラーを 差し置いて 拝して いた もの 
たちを 集めなさい。 

23 . かれらを 火獄 への 道に 連れて行け。 

24 . いや， かれらを 待たせて おけ。 かれらに 尋ねる ことがある。 

25 . あなたがたが 助け合わな いのは どうした ことか。」 

26 . いや， 今日 ばかりは， かれら も (審判に) 服す る。 

27 . かれらは 栗い に 近づき 尋ね 合う。 

28 •—方は 言う。 「本当に あなたがたは， 右から 来ました。」 

29 .すると 他方は 言う。 「いや， あなたがたは， （もともと） 信者ではありませんでした。 

30 •また， わたしたちは あなたがたに 押し付ける 権威 もありません でした。 それに あなたがたは 
反逆の 徒でした。 
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31 . それで 主の 御言 葉が， わたしたちに 実証され た 今， わたしたちは， （懲罰を） 味わわね ばな 
ら ない。 

32 . わたしたちは あなたがたを 迷わせた が， わたしたち 自身 も 迷って いたのです。」 

33 . こうして その 日， かれらは， （凡て） 共に 懲罰を 受ける。 

34 •本当に われは このように 罪を 犯した 者を 処分す る。 

35 •かれらは， 「アッ ラーの 外に 神はありません。」 と 告げられ ると， いつも 高慢に なった。 

36 . そして， 「気 狂い 詩人の ために， わたしたちの 神々 を 捨てて なる ものです か。」 と 言って い 
た。 

37 . いや， かれは 真理を (お？） して， （かれ 以前の） 預言者たち （の 啓 典） を 確証す る 者で ある。 

38 . あなたがたは， 必ず 痛ましい 懲罰を 味わう であろう。 

39 . どうせ 皆 あなたがたが 行った ことの 報いで ある。 

40 •だが アッ ラー の 忠誠な しもべた ちは， 別で ある。 

41 . それらの 者には， 定めの 恩恵が あり， 

42.  (喜ばしい） 果実， そして 栄誉が （授けられ）， 

43 . 至福の 楽園の 中で， 

44 . 寝床の 上で 向かい合う。 

45 . 清い 泉から く んだ 杯は， かれらに ゆきわたり， 

46 . 真白 （な 美酒は）， 飲む 者に 心地よ い 甘 さ。 

47 . これは， 頭痛を 催さず， 酔わせ もしない。 

48 . また かれらの 側には， 伏し目が ちな 大きい 目 （の 乙女） がいる。 

49 . かの 女ら は， 注意 深く 守られて いる 卵の よう。 

50 . やがて かれらは， 栗い に 近づき 尋ね 合う。 

51 •かれらの 一人が， 口を 切って 言う。 r わたしに 一人の 親しい 友が いました。 

52 .かれは 言って いた。 『あなたまで （復活の 日を） 信じて いるので すか。 

53 •わたしたちが 死んで 土と 骨に なって から， 本当に 審判され るので しょうか。』」 

54 . また 言った。 「まあ 皆さん 見下ろして •なさい。」 

55 . そこで かれが 見下ろす と， 火 獄の只 中に かれの 姿が 見えた。 

56 . かれは 言った。 「アツ ラーに かけて， あなたは もう 少しで わたしを 破滅させる ところでした 


282 


57 •もし 主の 御 恵 •がなかったならば， わたしは 必ず 引き立てられる 者の 中に いたでしょう。」 
58. 「わたしたち （楽園の 仲間） は， 最初の 死 だけで また， 

59 •死ぬ ことは ない のです か。 また， わたしたちが， 懲罰を 受ける ことは ない のでしょう か。」 

60.  r そうであるなら これは， 至上の 幸福の 成就です。 

61 . このような ことのた めに， 行動し 努力すべき です。」 

62 . それは 結構な 歓待では ないか。 それとも ザッ クームの 木 （をと るの） か。 

63 . われは この 木を 不義を 行う 者への 試 • として， 用意した ので ある。 

64 •それは 地獄の 底に 生える 木で， 

65 . その実は， 悪魔の 頭の ようで ある。 

66 . かれらは これを 食べて， 腹は それでい っばい。 

67 . それから 上 に 沸騰す る 湯を 注ぎ 足され， 

68 . それから 火獄に 帰り 着く ので ある。 

69 . かれらは 祖先の 迷って いたのを 認めながら も， 

70 . その 足跡を 急いで （歩いて） いたので ある。 

71 . 昔の 多くの 祖先たち も， 確かに 迷って いた。 

72 •だが われは かれらに， 必ず 警告 者を 遺 わした。 

73 . 見る がいい。 警告 されても 無視した 者の 最後が， どうであった かを。 

74.  (だが） アッ ラーの 忠誠な しもべた ちは， 別で ある。 

75 . 且つて ヌーフ はわれに 哀願した。 われは 最も 優れた 応答 者で ある。 

76 . われは， かれと その 家族を 大難から 救った。 

77 . そして かれの 子孫を 生き残らせた。 

78 •また 後の 幾 世代に 渡り， かれのた めに （祝福の 言葉を） 留めた。 

79.  「万物 （人間， 天使， ジン） の 中で 特に ヌ-フ の 上に 平安 あれ。」 と （われからの 有難い 御 
言葉を）。 

80 . われは このように， 正しい行いの 者に 報いる。 

81 . 本当に かれは， 信心深い わが しもべであった。 

82 . それから われは その外の 者を， 溺れさせた。 

83 . また かれの 後継者の 中 には イブ ラー ヒー ムが いた。 
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84 •かれが 純正な 心を もって かれの 主の 許に やって来た 折に， 

85 . 自分の 父 やその 一族に 向かって 言った。 「あなたがたの 崇拝す る ものは 何です か。 

86 . アツ ラーを 差 し 置いて 瞞 しの 神々 を 御望 • なのです か。 

87 . いったい， 万有の 主に 就いて， あなたがたは どのように 考えて おいでな のです か。」 

88 . その 時 かれは 諸 星を 一目 見て， 

89 . 言った。 「わたしは， 本当に （心が） 痛む。」 

90 . 人々 はかれに 背を 向けて 去った。 

91 . その 時 かれ （イブ ラー ヒー ム） は， かれらの 神々 に 向かって 言った。 「あなたがたは 食べな 
いのです か。 

92 . あなたがたは， どうしてものを 言わない のです か。」 

93 . そこで かれは， かれら （偶像） を 右手で 打った。 

94 . その 時人び とは， 慌てて かれの 処 へやって 来た。 

95 . すると かれは 言った。 「あなたがたは， （自分で） 刻んだ ものを 崇拝す るので すか。 

% .本当に アツ ラーは， あなたがたを 創り， また あなたがたが， 造る ものを も （創ら れ る）。」 

97 . 人び とは 言った。 「かれ （イブ ラ- ヒ- ム） のために 炉を 築き， 燃え盛る 火の 中に 投げ込 • 
なさい。」 

98 . このように かれに 策謀を 巡らせよう としたが， われは かれらを 散々 な 目に会わせた。 

99 . かれは 言った。 「わたしは 主の 御 許に 行こう。 必ず わたしを 導かれる であろう。 

100 . 主よ， 正しい 人物になる ような （息子） を， わたしに 御 授け 下さい。」 

101 . それで われは， 優しい 思いやりの ある 男児を （授ける という） 昔 報を 伝えた。 

102.  (この 子が） かれと 共に 働く 年頃に なった 時， かれは 言った。 「息子よ， わたしは あなたを 
犠牲に 捧げる 夢を見ました。 さあ， あなたは どう 考える のです か。」 かれは （答えて） 言った。 

「父よ， あなたが 命じられた ようにして 下さい。 もし アツ ラーが 御望 •ならば， わたしが 耐え忍 
ぶこと が 御 分りでしょう。」 

103 . そこで かれら 両人は （命令に） 服して， かれ （子供） が 額を （地に 付け） うつ 伏せに なった 
時， 

104 •われは 告げた。 「 イブ ラー ヒー ム よ。 

105 .あなたは 確かに あの 夢を 実践した。 本当に われは， このように 正しい行いを する 者に 報いる 
〇 

106 •これは 明らかに 試 •であった。」 
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107 •われは 大きな 犠牲で かれを 贖い， 


108 .末永く かれのた めに （この 祝福を） 留めた。 

109 •「イブ ラー ヒー ムに 平安 あれ。」 （と 言って）。 

110.  このように われは， 正しい行いを する 者に 報いる。 

111.  本当に かれは， わが 信心深い しもべであった。 

112 . また われは 正しい 人物， 預言者 イス ハークの （誕生の） 吉報を かれに 伝えた。 

113 . そして われは， かれと イス ハークを 祝福した。 だが かれらの 子孫の 中には 正しい行いを する 
者 も あり， また 明らかに 自らを 損なう 者 も あった。 

114 •われは， ムーサー と ハール ーン に 恩恵を 施した。 

115 . また かれら 両人， そして その 民を 大きな 災難から 救い出し， 

116 . われが 助けた ために かれらは （その 困難を） 克服す る ことが 出来た。 

117 . なお われは， 両人に （事理を） 明瞭に させる 啓 典を 授け， 

118 . かれらを 正しい 道に 導いた。 

119 . われは 後の 幾 世代に 渡り， かれらの ために （この 祝福を） 留めた。 

120.  「ムーサーと ハール ーンに 平安 あれ。」 （と 言って）。 

121 . このように われは， 正しい行いを する 者に 報いる。 

122 . 本当 に かれら 両人は 信心深い わが しもべであった。 

123 •本当に イル ヤー ス も， 使徒であった。 

124 •かれが その 民に こう 言った 時を 思え。 「 あなたがたは 主を 畏れない のです か。 

125 •あなたがたは バアルに 祈って， 最高の 創造主 （アツ ラー） を 見捨てる のです か。 

126 . アツ ラー こそ あなたがたの 主， 昔の 父祖たち の 主では ない のです か。」 

127 . だが かれらは かれ （イル ヤー ス） を 嘘 付きで あると した。 だから 必ず （処罰に） 臨む であろ 
う。 

128.  (かれらの 中） 敬虔な， アツ ラーの しもべは 別で ある。 

129 . われは 後の 幾 世代に 渡り， かれのた めに （この 祝福を） 留めた。 

130.  「イル ヤー スに 平安 あれ。」 （と 言って）。 

131 . このように われは， 正しい行いを する 者に 報いる。 

132 . 本当に かれは 信心 深 いわが しもべであった。 


133 .ルー ト も （われが） 遣わした 者であった。 
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134 . 見よ， われは かれと その 家族の 凡てを 救った。 

135 . 後に 残る 者の 中に いた， 老婆の 外は。 

136 . そうして われは， 外の 者を 滅ぼして しまった。 

137 •あなたがたは かれらの （遺跡の） 傍らを， 昼 

138 . 夜 通って いる。 あなたがたは それでも 悟らない のか。 

139 . 本当に ユー ヌス も， 使徒であった。 

140 •かれが （荷を） 満載した 舟に （乗って） 逃れた 時， 

141 •かれは 籤を 引いて， 負けて しまった。 

142.  (そして 海に 投げ込まれ ると） 大 魚に 丸 呑 •にされ， かれは 自責の 念に かられた。 

143 . かれが （梅 悟して 主を） 讚えなかったならば， 

144 . かれら （人び と） が （復活して） 起こされる 日まで， 必ず かれは 魚の 腹の 中に 留まった であ 
ろ ラ 

145 . だが われは， 荒れ果てた （蟹 辺） にかれ を 打ち上げた。 かれは 病んで いた。 

146 •われは かれの 上に， 1 本の ヒサ ゴ 木を 繁らせ （影を 作った）。 

147 . そして 10 万人， または それ 以上 （の 民） にかれ を 遣わした。 

148 . かれら が 信仰 に 入った ので， われは しば し 現世の 享楽を 許した。 

149 . さて かれらに 問え。 「あなたがたの 主は 娘を 持ち， かれら （マッカの 多神教 徒） は 息子を 持 
つと いうの か。 

150 . それとも かれらは， われが 天使たち を 女に 創った と 証言す るの か。」 

151 . 見よ， かれらの 言う ことは 作り ごとで ある。 

152 . アッ ラーが 子を 生まれる とは， かれら も 嘘 付きの 徒で ある。 

153 •かれは 息子よりも， 娘を 選ばれる とする のか。 

154 .どう したの か。 あなたがた はどう 判断す るの か。 

155 •あなたがた はなお 訓戒を 受け入れない のか。 

156 •それとも あなたがたに 明瞭な 権能が あるの か。 

157 •あなたがたの いう ことが 真実なら ば， あなたがたの 啓 典を 出して • なさい。 

158 •かれらは， かれと ジンは 親類で あると いっている。 だが ジンは 自分たち が （懲罰に） 臨む こ 
とを よ く 知っている。 

159 .アツ ラーに 讚え あれ。 （かれは） かれらが 配す る ものから （超絶な される）。 
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160 . だが 謙虚に 奉仕す る アツ ラーの しもべた ちは， 別で ある。 

161 . だが あなたがたに しても， あなたがたが 崇拝す る もので も， 

162 •かれに 反抗して （信者たち を） 誘惑す る ことが 出来よう か。 

163 •燃え盛る 火で， 焼かれる 者は 別にして。 

164. (整列して いる 者たち が 言う。） 「わたしたちは 各々 定めの 部署を 持って います。 

165 •わたしたちは （奉仕の ため） 整列して， 

166 . 慎んで （アツ ラーを） 讃え唱 念し ます。」 

167 . また， かれらは いつも 言って いた。 

168.  「もし わたしたちが， 昔から 訓戒を 持って いたなら， 

169 . わたしたち も， 確かに アツ ラーの It 虚な しもべであった でしょう。」 

170 . ところが （実際に ク ルアー ンが 与えられれば） それを 拒否す る。 だが 間もなく かれらは 知る 
であろう。 

171 . 確かに われの 言葉は， わが 遣わした しもべた ちに 既に 下されて いる。 

172 . かれらは， 必ず 助けられよう。 

173 . 本当に われの 軍勢は， 必ず 勝利を 得る ので ある。 

174 . あなた （ムハンマド） はかれら から 暫くの 間 遠ざかって， 

175 . かれらを 監視しなさい。 やがて， かれらは 目覚める であろう。 

176 . だが かれらは， わが 懲罰を 急ぎ 求めて いる。 

177 •だが それが 実際に かれらに 下る と， それまで 警告を 受けて いる だけに 寝覚めの 悪い 朝と なろ 
9。 

178 . それで あなたは かれらから 暫くの 間 遠ざかって， 

179 . かれらを 監視しなさい。 やがて， かれら も 目覚める であろう。 

180 . あなたの 主， 威徳の 主， かれらが 配す る ものから （超絶な される） 主に 讚え あれ。 

181 . 使徒たち に 平安 あれ。 

182 . 万有の 主， アツ ラーに 讃え あれ。 

SURA  38 .サー ド 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .サ-ド。 訓戒に 満ちた ク ルア- ン にかけ て。 
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2 •いや， 信仰の ない 者たち は， 高慢で 反抗的で ある。 

3 •われは かれら 以前に， どんなに 多くの 世代を 滅ぼした ことであろう。 かれらは， もはや 逃れ 得 
ない 時と なって （慈悲を） 請う。 

4 .また かれらは， 自分たち の 中から 警告 者が 出た ことに 驚き， 不信心 者は 言う。 r これは 魔術師 
です。 嘘 付きです。 

5 •かれは 多くの 神々 を， 一つの 神に してし まう のです か。 これは 全く， 驚き いった ことです。」 

6 •そして， かれらの 長老たち は 立ち去りながら （その 場に いた 仲間に 言う。） 「行きなさい。 そ 
して あなたがたの 神々 を 守り 通しなさい。 これは （一神教の 教え） 全くの 企ら •です。 

7 •わたしたちは これまでの 教えで， こんな ことを 聞いた ことがありません。 これは 作り話に 過ぎ 
ません。 

8 •わたしたちの 間で， あんな 男に だけ 御告げ が 下った と言うので すか。」 いや， かれらは われの 
訓戒に， 疑いを 抱いて いる。 いや， かれらは まだ われの 懲罰を 味わった ことがない。 

9 •それとも かれらは， 偉力なら びな く， 恵 •多い あなたの 主の， 慈悲の 宝物を 持って いるの か。 

10 . かれらは 天地， そして その 間の 万有の， 大権を もっている のか。 それなら かれらに 手 だてを 
させて， （天の 玉座まで） 登らせなさい。 

11 . しかし あれは， 鳥 合の 衆で 只 敗走す る ばかり。 

12 . かれら 以前に も， ヌーフ の 民， アード （の 民） および 権勢を 張り 廻らした フイ ル アウン も， 

13 . また サム - ド （の 民） や ルー トの 民， および 森の 民 も 使徒たち を 徒党を 組んで 嘘 付き 呼ば わ 
り した。 

14.  (これらは） 皆 使徒たち を 嘘 付き 呼ばわりし， それで われからの 懲罰が 確実に 下った。 

15 . これらの 者 も， かの 一声を 待つ だけで ある。 それには 一刻の 猶予 もない。 

16 . かれらは， 「主よ， わたしたちの 授かる 分を 清算の 日 以前に， 急いで 下さい。」 と言う。 

17 •あなたは かれらの 言葉を 耐え忍べ。 そして わが しもべで ある 堅固の 人 ダー ウー ドを 思え。 本 
当に かれは， （主の） 命令に 服して 讃美しつつ 常に （主の 御 許に） 帰った。 

18 .われは 山々 を 従わせ， かれと 共に 朝夕に 讃美 させ， 

19 •また 鳥類 も， 集って， 凡ての ものが 主の 命令に 服して 讃美しつつ 常に （主の 御 許に） 帰った 
〇 

20 .そこで われは かれの 王権を 強化し， 英知と 断固たる 決断力を かれに 授けた。 

21 •あなたは 論争者の 物語を 聞いた のか， 人び とが 私室の 壁を 乗り越えて， 
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22 . ダー ウー ドのと ころに 入って 来たので かれは 驚いた。 かれらは 言った。 「恐れる ことは あり 
ません。 これが 訴訟の 当事者の 双方です。 一方が 他方に 不正を 働きました。 真理に よって わたし 
たちの 間を 裁いて 下さい。 不公平がない ように， わたしたちを 公正な 道に 御 導き 下さい。」 

23.  「これは， わたしの 兄です。 かれは 99 頭 も 雌 羊を 持って おり， わたしは （只） 1 頭し か 持って 
いません でした。 ところが かれは， それを も 自分に 任せな さいと 言った のです。 そして 言葉 巧 • 
にわたしを 言い負かせて しまったの です。」 

24 •かれ （ダー ウー ド） は， 「かれが あなたの 羊を， 取り込もうと したのは， 確かに 不当です。 
本当に 共同で 仕事を する 者の 多くは， 栗い に 侵し あう。 信仰して 善行に 勤し む 者は 別 だが， それ 
は 稀です。」 と 言った。 （その 時） ダー ウー ドは， われが かれを 試 •たこと を喩 り， 主の 御赦し 
を 請い， 礼拝に ひれ 伏し， 悔悟して 主の 御 許に 帰った。 〔サジ ダ〕 

25 . それで われは， かれ （の 過ち） を赦 した。 かれは （今） 本当に われに 近づき， 多幸な （悟り 
切った） 帰り 所に いる。 

26.  「 ダー ウー ドよ， われは あなたを 地上の 代理者に した。 だから 人び とを， 真理に よって 裁き 

, 私欲に 従って， アツ ラーの 道を 踏 •はずして はならない。 アツ ラーの 道から 迷う 者は 清算の 日 
を 忘れた 者で， 必ず 厳しい 懲罰に あう。」 

27 . われは 天と地， そして その 間にある ものを， 戯らに 創らなかった。 それは 信仰の ない 者の 億 
測で ある。 だが （いずれ 地獄の） 火を 味わう 信仰の ない 者 こそ 哀れで ある。 

28 . われが 信仰して 善行に 動し む 者と， 地上で 悪を 行う 者と 同じに 扱う ことがあ ろうか。 われが 
(悪魔に 対し） 身を 守る 者と， 邪悪の 者と を 同じに 扱う であろう か。 

29 . われが あなたに 下した 啓 典は， 祝福に 満ち， その 印を 沈思黙考 する ための もので あり， また 
思慮 ある 者たち への 訓戒で ある。 

30 . われは ダー ウー ドに スライ マーンを 授けた。 何と 優れた しもべでは ないか。 かれは 梅 悟して 
常に （われに） 帰った。 

31.  (ある 日の） 黄昏 時， 駿馬が， かれに 献上され た 時の ことを 思い起しなさい。 

32 •かれは 言った。 「本当に わたしは， （この 世の） 素晴 しい 物を めでて， 夜の帳が 降りる まで 
， 主を 念ずる ことを 忘れて しまった のです。 

33 •さあ， その 馬を 連れて 参れ。 そして かれは， 馬の足と 首を切り 落として しまった。 

34 . また われは スライ マーンを 試 • ， （病を 与え） 重態の かれを 椅子に 据えた。 その後 かれは 回 
復 し， 

35 . 言った。 「主よ， わたしを 御赦し 下さい。 そして 後世の 誰も 持ち 得ない 程の 王国を わたしに 
御 与え 下さい。 本当に あなたは 豊かに 与えられる 方です。」 

36 . そこで われは， 風を かれに 従わせた。 それは かれの 思う ままに， その 命令に よって 望む 所に 
静かに 吹く。 
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37 .また われは シャイ ターンた ちを， （かれに 服従 させた。 その 中には） 大工が あり 潜水夫 も あ 


り， 


38 . また その外に， スライ マ- ンの 命令に 服さず 鎖に 繫 がれた 者 もいた。 

39.  ( 主は 仰せられた。） 「 これが われの 賜物で ある。 あなたが 与えようと， 控えようと， 問題 
はない。」 

40 . かれは （今） われの 近くに いて， 幸せな （悟り きった） 帰り 所に いる。 

41 . わがし もべ， アイ ユー ブを 思い起しなさい。 かれが 主に 向かって， 「シャイ ターンが わたし 
を 悩ませ， 苦し •抜いて いるので す。」 と 叫んだ 時を 思い起しなさい。 

42.  (すると 命令が 下った。） 「あなたの 足で （大地を） 踏 •なさい。 そこには 清涼な 沫 浴と 飲 
料の ための （水） が あろう。」 

43 . われは 慈悲と して， かれに （再び） 家族を 2 倍にして 授け， 思慮 ある 者への 教訓と した。 

44.  (そして 言った。） 「一握りの 草を 手に 取って， それで （妻を） 打て。 あなたの 誓いを 破っ 
ては ならない。」 われは， かれが 良く 耐え忍ぶ ことを 知った。 何と 優れた しもべでは ないか。 か 
れは （主の 命令に 服して） 常に （われの 許に） 帰った。 

45 •また わが しもべの， イブ ラー ヒー ムと イス ハークと ヤア コーブを 思い起しなさい。 かれらは 
偉力を 持ち， 洞察力が あった。 

46 •われは， かれらが （来世の） 住まいを 念じて いると いう 純粋な （資質） によって （免じて） 
かれらを 清めて やった。 

47 . 本当に かれらは， わが 目に も 選ばれ 優れた 者であった。 

48 . また イス マー イー ルと アル • ヤサ アとズ •ル • キ フルを 思い起せ。 かれらは 皆 優れた 者で あ 
っ た。 

49 . これは 一つの 教訓で ある。 本当に 主を 長れ る 者の ためには， 幸せな 帰り 所が ある。 

50.  (それは） 永遠の 楽園で あり， その 凡ての 門は かれらの ために 開かれる。 

51 . その 中で かれらは （安楽に 寝床に） 寄り かかり， 沢山の 果実 や 飲 •物 1, 望 •放題で ある。 

52 . また 傍には， 伏し目が ちの 同じ年 頃の （乙女） が 侍る。 

53 . これらは 清算の 日の ために， あなたがたに 約束され る ものである。 

54 . 本当に これは， 尽きる ことのない （あなたがたへの） 賜物で ある。 

55.  (主を 畏れる 者は） このよう である。 だが 反逆の 徒には， 悪い 帰り 所が あろう。 

56 . それは 地獄で ある。 かれらは そこで 焼かれよう。 何と 悪い 臥所であろう か。 

57.  (実に） これは， こういう こと だが かれらは 煮え立つ 湯と 膿を 味わされ， 
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58 . その外， これに 類す る （懲罰） をと り 合わせて 受ける ことになる。 

59 . これは あなたがたと 一緒に， む や •に 突き進む 一群で ある。 かれらには 歓迎の 言葉 もない。 
火獄で 焼かれる だけで ある。 

60 . かれらは （火獄 の 仲間は かれらの 指導者た ちに） 言う。 「いや， 歓迎され ない のは， あなた 
がた です。 わたしたちの ために， こう 仕向けた のは あなたがたです。 何と 悪い 住まいに 来た もの 
でしよう。」 

61 •すると かれらは 言う。 r 主よ， わたしたちを ここに 連れて来た 者には， 火獄で 倍の 懲罰を 御 
加え 下さい。」 

62 •かれら （火獄 の 仲間） は 言う。 「わたしたちが 悪人の 中に 数えて いた 人び とが 見えない ので 
す。 どうしたので しよう。 

63 .わたしたちが 嘲笑して いた 者 （が 見えない）。 かれらは， （わたしたちの） 目を くらませた 
のでは ないで しよう か。」 

64 •本当に これは 真相で， 火獄の 仲間の 論争で ある。 

65 . 言って やる がいい。 「わたしは 警告 者に 過ぎない。 唯一の 方， 抵抗 出来ない 方， アッ ラーの 
外には 神は ない ので ある。 

66 . 天と地， そして その 間の 万有の 主， 偉力 ならびなく 寛容で あられる。」 

67 . 言って やる がいい。 「これは 至高の 知らせで ある。 

68 . あなたがたは， それから 背き 去る が。 

69 . 且つて （天使の） 高い 位階の 者たち の 論議に ついては， わたしは 何の 知識 もなかった。 

70 . これが わたしに 啓示され たのは， 只 わたしが 公明に 警告す るた めで ある。」 

71 . あなたの 主が， 天使たち に， 「 われは 泥から 人間を 創ろうと している。」 と 仰せられた 時を 
思え。 

72.  r それで われが， かれ （人間） を 形作り， それに 霊を 吹き込んだならば， あなたがたは 伏し 
て かれに サジ ダしなさい。」 

73 . そこで 天使たち は， 皆 一斉に サジ ダした が， 

74 . イブ リース だけは そうしなかった。 かれは 高慢で， 信仰を 拒む 者と なった。 

75 . かれは 仰せられた。 「イブ リースよ， われの 手ず から 創った ものに サジ ダす るのに， 何が あ 
なた を 妨げた のか。 あなたは 高慢な のか， それとも 高い （偉力 ある） 者な のか。」 

76 . かれは 申し上げた。 「わたしは かれ （人間） よりも 優れてい ます， あなたは 火で わたしを 御 
創り になり ましたが， かれは 泥で 創ら れ ただけ です。」 
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77 .かれは 仰せられた。 「それなら あなたは， ここから 出て 行きなさい， 本当に 忌まわし いから 


78 .そして われからの 見限りは， 審判の 日まで 必ず あなたの 上に あろう。」 


79 . かれは 申し あげた。 「主よ， かれらが 呼び起こされる 日まで， 猶予を 願います。」 

80 . かれは 仰せられた。 「あなたを 猶予し よう。 

81 . 定められた 日時まで。」 

82 . かれは 申し上げた。 「それでは， あなたの 御 威光に かけて 誓います。 わたしは かれら （人間 
) 凡ての 者を 誘惑し ます。 

83 . かれらの 中の， あなたの 謙虚な しもべを 除いては。」 

84 •かれは 仰せられた。 「それは 真実で ある。 われから も 真実を 言う。 

85 . われは， あなたと あなたに 従う 凡ての 者で， 地獄を 満たす であろう。」 

86 . 言え， 「 わたしは この （ク ルアー ン） 

に 対し 何の 報酬 も あなた がた に 求めない。 また わたしは 偽善者で はない。 

87 . これは 諸 民族に 対する 訓戒に 外なら ない。 

88 . 時が 来たら， あなたがたは それが 其 実で ある ことを 必ず 知る であろう。」 

SURA  39 .集団 章 〔アツ. ズ マル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . この 啓 典の 啓示は， 偉力 ならびなく 英明で あられる アツ ラーから （下された もの） である。 

2 . 本当に われは 真理に よって， あなたに この 啓 典を 下した。 それで アツ ラーに 仕え， 信心の 誠を 
尽 せ。 

3 •信心の 誠を 尽 して 仕える のは， アツ ラーに 対し 当然では ないか。 だが かれを 差し置いて （他に 
) 保護者を 求める 者は， 「わたしたちが かれら （神々） に 仕える のは 只 わたしたちが アツ ラーの 
御 側に 近づく ためで ある。」 （という）。 本当に アツ ラーは かれらの 異なる 点に ついて， 必ず そ 
の 間を 裁決な される。 アツ ラーは， 虚偽で 恩を 忘れる 者を 御 導きに なられない。 

4 .アツ ラーが 子を 持とうと 御望 •なら， 御 自分の 創ら れる ものの 中から， 望 •の 者を 選ばれる。 
かれに 讃え あれ。 かれは アツ ラー， 唯一に して （万有の） 征服者で ある。 

5 •かれは 真理を もって 天地を 創造な され， 夜を もって 昼を 覆い また 昼を もって 夜を 覆わせ， 太陽 
と 月を 服従 させて それぞれ 定められた 周期に 運行させる。 本当に かれは， 偉力なら びな くよ く赦 
される 方で ある。 
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6 •かれは あなたがたを 一つの 魂から 創り， それから その 配偶者を 創り， また かれは 8 頭の 家畜を 
雌雄で あなたがたに 遣わされた。 かれは あなたがたを 母の 胎内に 創ら れ， 3 つの 暗黒の 中に おい 
て， 創造に つぐ 創造を なされた。 このように， あなたがたの 主 アツ ラーに 大権は 属する。 かれの 
外に 神は ない ので ある。 なのに あなたがた はどう して 背き 去る のか。 

7 •もし あなたがたが 信じなくても， アツ ラーは あなたがたを 必要と されない。 だが かれは， しも 
ベたち の 不信心を 喜ばれは しない。 しかし 感謝す るなら ば， かれは 喜ばれる。 重荷を 負う 者は， 
外の 者の 重荷を 負う ことは 出来ない。 やがて あなたがたは， 自分の 主の 御 許に 帰る ので ある。 そ 
の 時 かれは， あなたがたの （現世に おける） 行いの 凡てを 御告げ になる。 本当に かれは， （人び 
との） 胸に 抱く ことを 熟知な される。 

8 •人間は 災厄に 会えば 主に 祈り， 梅 悟して かれに 返る。 だが， 恩恵が かれの 御 許から 授けられる 
と， 先に 祈った ことを 忘れて， アツ ラーに 同位 者を 配し， かれの 道から （人び とを） 迷わせる。 
言って やる がいい。 「あなたは， 束の間の 不信心 （の 生活） を 享楽 するがよい。 本当に あなたは 
, 火獄の 仲間で ある。」 

9 •夜に 眠らず 目を覚ま している 時に， サジ ダし あるいは 立って 礼拝に うちこんで， 来世に 備え， 
また 主の 御 慈悲を 請い 願う 者 （がそう ではない 者と 同じであろう か）。 言って やる がいい。 「知 
っ ている 者と， 知らない 者と 同じであろう か。」 （しかし） 訓戒を 受け入れ るのは， 思慮 ある 者 
だけで ある。 

10 . 言って やる がいい。 「信仰す る われの しもべた ちよ， 主を 畏れなさい。 現世に おいて 善行を 
なす 者には， 善い （報酬） が ある。 アツ ラーの 大地は 広い ので ある。 よく 耐え忍ぶ 者は 本当に 限 
りない 報酬を 受ける。」 

11 . 言って やる がいい。 「わたしは アツ ラーに， 信心の 誠を 尽 して 仕える よう 命じられ， 

12 . また わたしは ムス リ ムの 先達で あるよう 命じられて いる。」 

13 . 言って やる がいい。 「わたしが もし， 主に 背く ような ことがあれば， 偉大な 日の 懲罰が 恐ろ 
しい。」 

14 . 言って やる がいい。 「わたしは アツ ラーに 誠を 尽 して 仕えます。 

15 . あなたがたは， かれを 差し置いて， 欲する ものに 仕える がいい。 」 言って やる がいい。 「本 
当に 失敗 者とは， 審判の 日に， 自らの 魂と その 家族を 失う 者で ある。 本当に それは 明らかな 失敗 
である。」 

16 . かれらの 上は 火の 覆い， かれらの 下 も （火の） 床であろう。 このように アツ ラーは しもべに 
警告な される。 「しもべた ちよ， だから われを 畏れよ。」 

17 . 邪神 〔夕-グ ー ト〕 を 避けて， 尊信せ ず 悔悟して， アツ ラーの 許に 帰る 者には 吉報が あろう 
。 だから わが しもべた ちに 吉報を 伝えなさい。 
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18 . 御言 葉を 聞いて， その 中の 最も 良い ところに 従う 者たち に。 これらは アツ ラーが 導かれた 者 
であり， これら こそ 思慮 ある 者たち である。 

19 . だが かれに 対し 審判が あって， 懲罰の 御言 葉が 下った 者を （誰が 助けられよう）。 あなたは 
火獄の 中に いる 者を， 救える とで も 言う のか。 

20 . だが 主を 畏れる 者に 対しては， 館の 上に 館の 高楼が あり， その 下には 川が 流れる。 アツ ラ- 
の 御 約束で ある。  アツ ラーは 決して 約束を 破られない。 

21 . 見ない のか， アツ ラーが 天から 雨を 降らせられ， それを 地中に 入らせて 泉と なされ， それ か 
ら色 とりどりの， 植物を 生えさせ， やがて それらが 枯れて 黄色になる のを。 それから， それを 乾 
かして， ぼろぼろの 屑に なされる。 本当に この 中には， 思慮 ある 者への 教訓が ある。 

22 . アツ ラーが， 胸を 開き イス ラームと し， 主からの 御 光を 受けた 者が 同じであろう か。 災いな 
るかな， アツ ラーの 啓示を 頑な に 拒む 者 こそ， 明らかに 心 迷える 者で ある。 

23 . アツ ラーは この 上ない 素晴 しい 言葉を， 栗い に 似た （語句を もって） 繰り返し 啓 典で 啓示な 
された。 主を 畏れる 者は， それに よって 肌は 戦き 震える。 その 時 アツ ラーを 讃え唱 念 すれば 肌 も 
心 も 和ぐ。 これが アツ ラーの 御 導きで ある。 かれは 御 心に 適う 者を 導かれる。 だが アツ ラーが 迷 
うに 任せた 者には， 導き手は ない。 

24 . それで 審判の 日の 痛苦を 顔に 受ける 者は どうであろう。 不義 者に 対しては 言われよう。 「あ 
なた がた が 行って 得た こと （の 罰） を 味わえ。」 

25 . かれら 以前の 者 も （また 啓示を） 拒否した。 それで 思い も かけない 方面から， 懲罰が かれら 
に 下った。 

26 . アツ ラーは 現世の 生活に おいても， かれらに 屈辱を 味わわせられる。 だが 来世に おける 懲罰 
は 更に 大きい。 ああ， かれらが それを 知っていたならば。 

27 •また われは 各種の 比喩を 入び とのた めに， この ク ルアー ンの 中で 提示した。 かれらが 訓戒を 
受け入れれば よいと 思って。 

28 .少しも 曲った ところの ない， アラビア 語の ク ルアー ンで 必ず かれらは われを 畏れる こと （を 
知る） であろう。 

29 •アツ ラ-は 一つの 比喩を 提示な される。 多くの 主人が いて 栗い に 争う 者と， 只 一人の 主人に 
忠実に 仕えて いる 者と この 2 人は 比べて •て 同じであろう か。 アツ ラーに 讃え あれ。 だが， かれ 
らの 多く は 分らない ので ある。 

30 . 本当に あなたは （何時かは） 死ぬ。 かれら もまた 死ぬ ので ある。 

31 . それから 審判の 日に， あなたがたは 主の 御前で， 論争す （る ことにな り 裁きを 受け） る。 

32 . アツ ラーに ついて 嘘を 言い， また 自分の もとに 真理が 来る とこれ を 拒否す る 者 以上に， 不義 
な 者が あろう か。 地獄には， 不信心 者への 住まいがない とで もい うの か。 
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33 .だが 真理を (西?) す 者， また それを 確認 （して 支持） する 者， これらは 正義を 行う 者で ある。 

34 •かれらは アツ ラ-の 御 許で， 何でも 望む ものを 得られよう。 これは 善行を なす 者への 報奨で 
ある。 

35 . それで アツ ラーは， かれらの 行いの 最悪の もので も 消滅な され， かれらの 行った 最善の もの 
を とって 報奨を 与えられる。 

36 . アツ ラーは その しもべに とって 万全 （な 守護 者） ではない か。 だが かれらは かれ 以外 （の 神 
々） を もって， あなたを 脅そうと する。 アツ ラーが 迷う に 任せた （このような） 者には 導きは あ 
り 得ない。 

37 •アツ ラーが 導く 者を， 迷わせる 者は 誰もい ない。 アツ ラーは （その 御意 志を 実現な される） 
偉力 ならびなき 方で あり， 応報の 主で ある。 

38 •もし あなたが かれらに， 「天地を 創った のは 誰か。」 と 問えば， かれらは 必ず 「アツ ラー。 

」 と言うであろう。 言って やる がいい。 r それなら あなたがたは 考えない のか。 アツ ラーの 外に 
あなたがたの 祈る ものたち は， もし アツ ラーが わたしに 対し 災厄を 御望 •の 時， かれの 災厄を 除 
くこと が 出来る のか。 また わたしに 対し 慈悲を 御望 •の 時， かれの 慈悲を 拒否す る ことが 出来る 
か。 」 言って やる がいい。 「わたしは， アツ ラーが いれば 万全で ある。 きちんと 信頼し ようとす 
る 者は， かれを 信頼す る。」 

39 •言って やる がいい。 「わたしの 人々 よ， あなたがたの 好きな ように 行え。 わたしは （自分の 
役目を） 行う。 やがて あなたがたは 知る であろう。 

40 . 誰に 恥ず べき 懲罰が 来る のか， また 誰に 永遠の 懲罰が 下る のかを。」 

41 . われは 人び とのた め， 真理に よって あなたに 啓 典を 下した。 それで 誰でも， 導きを 受ける 者 
は， 自分を 益し， また 誰でも 迷う 者は， 自分を 損う だけで ある。 あなたは かれらの 後見人で はな 

い。 

42 . アツ ラーは （人間が） 死ぬ とその 魂を 召され， また 死なない 者 も， 睡眠の 間 （それを 召し） 

, かれが 死の 宣告を なされた 者の 魂は， そのままに 引き留め， その外の ものは 定められた 時刻に 
送り返される。 本当に この 中には， 反省す る 人び とへの 種々 の 印が ある。 

43 . かれらは アツ ラ- 以外に， 執り成す 者を 求める のか。 言って やる がいい。 「かれら （邪神た 
ちに） は 何の 力 もな く， また 何も 理解し ないで はない か。」 

44 •言って やる がいい。 「執り成し （の 許し） は， 凡て アツ ラーに 属する。 天と地の 大権は かれ 
の 有で ある。 やがて あなたがた はかれの 許に 帰される。」 

45 . アツ ラー だけが 述べられ ると， 来世を 信じない 者たち の 心は うんざり する。 だが かれでは な 
く 外 （の 神々） が 述べる と， 見よ， かれらは 喜ぶ。 

46.  (祈って） 言いなさい。 「おお アツ ラー， 天と地の 創造者， 幽玄 界と 現象界を 知って おられ 
る 方， あなたは， しもべた ちの 間で 意見を 異にする ことに 就いて， 御 裁きになる。」 


295 


47 .仮令 悪を 行う 者が， 地上の 凡ての もの， なお それに 倍す る ものを 所有し， 審判の 日に おける 
懲罰の 苦難から， 逃れる 身代 金に しようと 思っても （無益で ある）。 その 時 かれらが 思い及ばな 
かった ことが， アツ ラーから かれらに 現わされよう。 

48 •かれらの 稼いだ， 沢山の 悪事に 出合い， 嘲笑して いた ものが， かれらを 取り囲む であろう。 

49 . 人は 災厄に 会う とわれに 祈る。 だが われが それを 恩恵に 変える と， 「本当に， 自分の 知識に 
よる ものであった」 と言う。 いや， これ も 一つの 試 •である。 だが かれらの 多くは 理解し ない。 

50 . かれら 以前の 者 も， このように 言った。 だが かれらの 稼いだ ものは， 益す ると ころな どな か 
っ た。 

51 . そして かれらの 稼いだ 悪い 結果の 数々 が， かれらを 襲った。 これで 不義を 行った 者は， その 
行いの 悪い 諸 結果に， やがて 直面す る。 かれらは， （わが 計画を） 決して 砕く ことは 出来ない。 

52 . かれらは， アツ ラーが 御望 •の 者に 糧を 広げ また 引き締められる ことを 知らない のか。 本当 
にこの 中には， 信仰す る 民への 印が ある。 

53 . 自分の 魂に 背いて 過ちを 犯した わが しもべた ちに 言え， 「それでも アツ ラーの 慈悲に 対して 
絶望して はならない」 アツ ラーは， 本当に 凡ての 罪を 敵され る。 かれは 寛容に して 慈悲 深く あら 
れ る。 


54 . あなたがたは 懲罰が 来る 前に， 主に 梅 悟して 帰り， かれに 服従， 帰依しなさい。 その （懲罰 
が やって来た） 後では， あなたがたは 助からない。 

55 . あなたがたが 気付かない 中， 突然 懲罰が やって来る 前に， 主から あなたがたに 下された 最も 
善い （道） に 従え。 

56 . 魂が このように 言わない よう。 『ああ 情ない， わたしは アツ ラーへ （自分の 義務を） 怠って 
いた。 本当に わたしは 嘲笑 者の 一人であった。』 

57 •または， 『アツ ラーが わたしを， 御 導き 下されたならば， わたしは 必ず 主を 畏れた ものを。 

』 と 言わない よう。 

58 •また 懲罰を 見た 時， 『わたし かもう 一度 （現世に） 帰れるならば， わたしは 必ず 善い行いを 
する 者の 一人になる であろう。』 と 言わない よう。 

59 . いやそう ではない。 確かに わが 印は 下った ので あろ。 だが あなたがたは それを 嘘で あると し 
た。 そして 高慢で 不信心な 一人と なった。」 

60 . 審判の 日， あなたは アツ ラーに 対し 虚偽を 語った 者たち を 見よう。 かれらの 顔は 黒く 変る で 
あろう。 地獄には， 高慢な 者の 住まいがない と言うの か。 

61 •だが アツ ラーは， 主を 畏れた 者を 安泰な 場所に 救う。 かれらは 災厄に 会う こ ともなく， 憂い 
もない。 

62 .アツ ラーは， 凡ての ものの 創造者で あり， また 凡ての ものの 管理者で ある。 
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63 . 天と地の 鍵は アッ ラーの 有で ある。 かれの 印を 拒否した 者 こそ 失敗 者で ある。 

64 . 言って やる がいい。 「あなたがたは， アッ ラーを 差し置いて 外に 仕える よう わたしに 命じる 
のか， 無知な 者たち よ。」 

65 . われは 既に あなたに 啓示した。 あなた 以前の 者たち に （啓示） したよう に。 もし あなたが （ 
邪神を われに） 配したならば， （現世に おける） あなたの 行いは 虚しい ものに なり， 必ず 失敗 者 
となる ので ある。 

66 . いや， アッ ラーに 仕えて， 感謝す る 者と なれ。 

67 . かれらは， アッ ラーを 正しい 仕方では 尊崇し ない。 審判の 日に おいては かれは， 大地の 凡て 
を 一握りに し， その 右手に 諸 天を 巻かれよう。 かれに 讚え あれ。 かれは， かれらが 配す る ものの 
はるか 上に 高く おられる。 

68 . ラッパが 吹かれる と， 天に ある もの また 地に ある もの も， アッ ラーが 御望 •に なられる 者の 
外は 気絶し よう。 次に ラッパが 吹かれる と， 見よ， かれらは 起き 上って 見 まわす。 

69 . その 時 大地は 主の 御 光で 輝き， （行いの） 記録が 置かれ， 預言者た ちと 証人たち が 進 •出て 
, 公正な 判決が かれらの 間に 宣告され， （少しも） 不当な 扱いは されない。 

70 . 人び とは， その 行った ことに 対して， 十分に 報いられよう。 かれは， かれらの 行った 凡てを 
最もよ く 知って おられる。 

71 •不信者は 集団を なして 地獄に 駆られ， かれらが そこに 到着す ると， 地獄の 諸 門は 開かれる。 
そして 門番が 言う。 「あなたがたの 間から 出た 使徒は 来なかった のです か。 （そして） 主からの 
印を あなたがた のために 読誦し， また あなたが たのこの 会見の 日の ことを 警告し なかった のです 
か。」 かれらは （答えて） 言う。 r その 通りです。 そして 不信者に 対する 懲罰の 言葉が， 真に 証 
明され ました。」 

72.  (かれらは） r あなたがたは 地獄の 門を 入れ。 その 中に 永遠に 住 •なさい。」 と言われよう 
。 何と 哀れな ことよ， 高慢な 者の 住まいとは。 

73 . また かれらの 主を 畏れた ものは， 集団を なして 楽園に 駆られる。 かれらが そこに 到着した 時 

, 楽園の 諸 門は 開かれる。 そして その 門番は， 「あなたがたに 平安 あれ， あなたがたは 立派で あ 
った。 ここに 御 入りなさい。 永遠の 住まいです。」 と言う。 

74 •かれらは （感謝して） 言う。 「アッ ラーに 讃え あれ。 かれは わたしたちへの 約束を 果たし， 
わたしたちに 大地を 継がせ， この 楽園の 中では， 好きな 処に 住まわせて 下さいます。 」 何と 結構 
な ことよ， （善） 行に 勤 しんだ 者への 報奨は。 

75 .あなたは 見る であろう， 天使たち が 八方から 玉座を 囲んで， 主を 讃 えて 唱 念す るのを。 人び 
との 間は 公正に 裁かれ， 「万有の 主， アツ ラ-に こそ 凡ての 称讃 あれ。」 と （言う 言葉が） 唱え 
られ る。 
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SURA40 .ガー フイ ル 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . ハー. ミー ム。 

2 •この 啓 典は， 偉力 ならびなく 全知なる アツ ラーから 下された ものである。 

3 . 罪を 赦 し， 悔悟を 受け入れ， 懲罰には 厳しい 方で， 惜 •なく 与える 主で あられる。 かれの 外に 
神は なく， 誰でも 行き着く ところは かれの 御 許で ある。 

4 . 不信心な 者 以外は， 誰も アツ ラ-の 印に 就いて 議論な どし ない。 だから かれらが 諸 都市を 往来 
する のに， 惑わされて はならない。 

5 •かれら 以前に も ヌーフ の 民 やその 後の 人び とは， （預言者を） 嘘 付き 呼ばわりした。 そして こ 
れら （不信心） の 徒は， かれらの 預言者に 策謀し， かれら （使徒） を 捕まえて 詰まらない 議論を 
吹き かけ， 真理を 非難した。 そこで われは かれらを 捕えた。 わが 懲罰は 何と 厳しかった ことよ。 

6 •このように， あなたがたの 主の 御言 葉は， 不信心の 者たち の 上に 実証され る。 かれらは 本当に 
業火の 仲間で ある。 

7.  (主の） 玉座を 担う 者たち， また それを 取り囲む 者たち は， 主の 御 光を 讚え， かれを 信仰し， 
信じる 者の ために 御赦 しを 請い， 祈って （言う）。 「主よ， あなたの 慈悲と 知識は， 凡ての もの 
の 上に あまねく 及びます。 梅 悟して あなたの 道を 踏む 者たち を赦 され， かれらを 炎の 懲罰から 御 
守り 下さい。 

8 . 主よ， あなたが かれらに 御 約束な された ア ドン （エデン） の 国に， かれらを 入れて 下さい。 ま 
たかれら の 祖先， 配偶者と 子孫の 中の 正しい 者を。 本当に あなたは， 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ ます。 

9 •かれらを 悪から 御守り 下さい。 その 日， あなたが 諸悪から 御守り 下された 者は， 本当に 慈悲に 
浴した 者で あり， それ こそ， 偉大な 成就です。」 

10 .そして 不信心の 者たち には 申し渡されよう。 「あなたがた 栗い の 愛想ず かしよりも， アツ ラ 
一からの あなたがたへの 嫌悪は， はるかに 大きい ので ある。 あなたがたは， 信仰を 勧められ たの 
に， 断って いたので ある。」 

II . かれらは 申し上げよう。 「主よ， あなたは わたしたちを 2 度 死なせ， 2 度睡ら されました。 今 
わたしたちは 罪業を 認めました。 何とか 脱出す る 道は ないです か。」 

12.  ( すると 答えられよう。） 「そんな ことにな ったのは， 唯一なる アツ ラーを 崇める ことは 拒 
否した が， かれに 同位 者が 配され る 時には 信じた。 つまり 裁決は， 至高に して 至大な アツ ラーに 
属する ので ある。」 

13 . かれ こそは 種々 の 印を あなたがたに 示し， あなたがた のために 天から 御 恵 • を 下される 方で 
ある。 だが， 悔悟して （主に） 帰る 者 だけは， 訓戒を 受け入れる。 
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14 . それで あなたがたは， アツ ラーに 誠意を 尽 して 托し， かれに 祈願しなさい。 譬え 不信者たち 
が 忌 • 嫌っても。 

15 . かれは 至高の 位階に おられ 玉座の 主で あられる。 かれは しもべの 中 御 心に 適う 者に， 御 命令 
により 聖霊を 遣わし， （人び とに） 会見の 日を 警告な される。 

16 . この 日， かれら （凡て） が， 罷り出る 時， 何事 も アツ ラーに 隱 しだて は 出来ない。 その 日大 
権は， 誰に あるの か。 （それは） 唯一なる 御 方， 抵抗 出来ない 御 方， アツ ラーに 属する。 

17 . その 日， 各人は 行った ことによって 報いられる。 不正の ない 日で ある。 本当に アツ ラーは 清 
算に 迅速で あられる B 


18 •だから あなたは， 近付いて いる その 日に 就いて かれらに 警告しなさい。 その 時 かれらの 心臓 
は 喉元に 上って 塞ぎ， 息を 止める。 悪行の 者には 一人の 友 もな く， 執り成す 者が いたにしても 聞 
き いれられない （その 日の ことを）。 

19.  (アッ ラーは） 目つ きも， 胸に 隠す ことを も 凡て 知って おられる。 

20 . アッ ラーは， 真理に よって 御 裁きになる。 だが かれを 差し置いて， かれらの 祈る 者たち は， 
何も 裁く ことは 出来ない。 本当に アッ ラーは， 全 聴に して 凡てを 見 透され る。 

21 . かれらは 地上を 旅して， かれら 以前の 者の 最後が どうであった かを 観察 しないの か。 かれら 
は， これら （マッカの 多神教 徒） よりも 有力で， 地上に 残す 遺跡に おいても 優れていた。 しかし 
アッ ラーは， かれらを 罪の ために 捕えられた。 その 時 アッ ラーから， かれらを 守れる 者は 一人 も 
なかった。 

22 . かれらの 使徒たち が， 明 証を （打？） した 時， かれらは それを 拒否した。 それで アッ ラーは 
かれらを 捕えられ たので ある。 本当に かれは 強力で， 懲罰に 厳重で あられる。 

23 . 先に われは， わが 印と 明らかな 権威を もって ムーサーを 遺 わした。 

24 . フイ ル アウンと ハー マーンと カール ーン に。 だが かれらは 「嘘 付きの 魔術師です。」 と 言っ 
た。 

25 . かれが わが 許から 真理を (有？） したのに， かれらは， 「かれと 共に 信仰して いる 者の 男児を 殺 
し， 女児を 生かして おきなさい。」 と 言った。 だが 不信者の 策謀は， 失敗に 柊る 外は ない。 

26 . フイ ル アウンは 言った。 「ムーサーを 殺す ことは， わたしに 任せなさい。 そして かれの 主に 
祈らせなさい。 かれが あなたがたの 宗教を 変えて， 国内に 災厄を 引き起こし はしない かと， わた 
しは 心配で なりません。」 

27 •ムーサーは 言った。 「本当に わたしは， 清算の 日を 信じない 凡ての 高慢な 者に 対して， わが 
主， また， あなたがたの 主 （の 守護） を， 祈る のです。」 

28 .フイ ル アウンの 一族の 中で， 密に 信仰して いる 一人の 信者が 言った。 「あなたがたの 主から 
明 証を （有？） し， 『わたしの 主は アッ ラーで ある。』 と 言った だけの ために， 人 ひとりを 殺 そ 
うとす るので すか。 もし その 人が 嘘 付 者で あれば， その 嘘は その 人の 身の上に 降り かかり， その 
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人が 真実を 言って いるの ならば， その 人が 警告す る ことの 一部分は あなたがたの 身の上に 降り か 
かるでしょう。 本当に アツ ラーは 無法者と 嘘 付 者を 御 導きに なられない。 

29 . わたしの 人び とよ， 今， 主権は あなたが たのもので あり， あなたがた はこの 地上の 主人です 

。 だが アツ ラーの 懲罰が 下る と， 誰が わたしたちを 救える でしょう か。」 フィル アウンは 言った 
。 「わたしは （自分の） 見える ところを， あなたがたに 示す だけです。 また （それが） あなたが 
たを， 正しい 道に 導く のです。」 

30 . そこで かの 信仰す る 者は 言った。 「人び とよ， わたしは， （信仰を 拒否した） 各派の 人び と 
の （運命の） 日の ような ものが， あなたがたに （下る のが） 恐ろしい のです。 

31 . また ヌ ーフ， ア- ド， サム ー ドの 民と， その後の 諸 民族の 上に 下った ような 運命を （恐れる 
)。 本当に アツ ラーは， その しもべに 対し 不義を 御望 •に なられません。 

32 . 人び とよ， わたしは あなたがたの ために， あなたがたが 栗い に 相 呼び 合う 日を 恐れます。 

33 . その 日 あなたがたは， 背を 向けて 逃げる でしょう。 しかし アツ ラーから あなたがたを 守る 者 
はいません。 アツ ラーが 迷う に 任せられる 者には 導き手は いません。」 

34 . 本当 に 以前 ユ- スフが 明 証を (打？） した 時 も， かれが (お？） した ものに 就いて， あな たがた は 疑 
いを 抱いて 止まなかった。 かれが 死んだ 時に なって， あなたがたは， 『かれの 後に アツ ラーは， 
使徒を 遣わされないでしょう。』 と 言った。 このように アツ ラーは， 無法者と 懐疑 者を， 迷う に 
任せ られ る。 

35 . 何の 権威 も 与えられな いのに アツ ラーの 印に ついて 論う 者は， アツ ラーから もまた 信者たち 
から も 酷く 忌 •嫌われよう。 このように アツ ラーは， 凡ての 高慢で 暴 逆な 者の 心を 封 じられ る。 

J 

36 . フィ ル アウンは （大臣に 命じて） 言った。 「ハー マーンよ， わたしの ために 高い 塔を 建てな 
さい。 わたしが （天国の） 門に 到達 出来る ように。 

37 . そうすれば ムーサーの 神を 見る でしょう。 どうせ かれ （ムーサー） は 嘘を ついてい るに 違い 
ない のです が。」 このように フィ ル アウンには， 自分の 悪い行いが 立派に 見えて， （正しい 道） 
から 締め出されて しまった。 t ィル アウンの 策謀は， 破滅を （西？） すだけ であった。 

38 . かの 信仰す る 人は 言った。 「人び とよ， わたしに 従いなさい。 正しい 道に あなたがたを 導き 
ます。 

39 . 人び とよ， 現世の 生活は 束の間の 享楽に 過ぎません。 本当に 来世 こそは 永遠の 住まいです。 

40 . 悪事を 行った 者は， それと 同じ 報いを うけます。 だが 善行を する 者は， 男で も 女で も 信者な 
ら 凡て 楽園に 入り， そこで 限りない 御 恵 • を 与えられます。 

41 •人び とよ， これは どうした ことか。 わたしは あなたがたを 救おうと 招く のに， あなたがたは 
火獄 にわたしを 招く とは。 
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42 . あなたがたは， アツ ラーを 敬わないで， わたしの 知らない ものを かれと 一緒に 配す るよう 勧 
めます。 だが わたしは あなたがたを， 偉力 ならびなき 方， 度々 赦 しなされる 方に 招く のです。 

43 . 正 しく あな たがた は， 現世で も 来世で も 祈り を 受ける 権能の な いものに わたしを 招きます。 
本当に わたしたちの 帰る 所は アツ ラーの 御 許で， 反逆の 徒は 火獄の 仲間です。 

44 . わたしが 言った ことを， やがて 思い出す でしょう。 わたし （自身） のことは アツ ラーに 委ね 
ています。 アツ ラーは しもべた ちを 見守られます。」 

45 . そこで アツ ラーは， かれらの 策謀の 災厄から， かれを 救われ， 懲罰の 災難が， フィ ル アウン 
の 一族を 取り囲んだ。 

46 •かれらは 朝に 夕 べに 業火に 晒され， それから 時が 到来す る その 日， 「フィル アウンの 一族を 
, 最も 厳しい 懲罰に 投げ込め。」 （と 仰せられよう）。 

47 . 見よ， かれらは 獄 火の 中で 栗い に 口論す る。 弱者たち は， 高慢であった 者たち に 言う。 「わ 
たしたち は， あなたがたに 従ってい ました。 あなたがたは 獄 火の 一部を， わたしたちから 取り除 
いて くれても よいではありません か。」 

48 . 高慢であった 者は （答えて 言う）。 「本当に わたしたちは， 皆 その 中に います。 アツ ラーは 
しもべた ちの 間を， もう 判決され てし まった。」 

49 . そこで， 獄 火の 中に いる 者たち は， 地獄の 看守 （天使） にいう。 「この 懲罰が， 一日 （でも 
) わたしたちから 軽くなる よう， あなたの 主に 嘆願して 下さい。」 

50 . かれら （天使） は 言う。 「使徒が， あなたがたに 明 証を 持って行かなかった のか」。 かれら 
は （答えて） 言う。 「その 通りです。」 かれら （天使） は 言う。 「それなら 祈る がいい。」 しか 
し， これら 不信心 者の 嘆願は， 誤り （の 迷路） に （虚しく さ迷って） いる だけで ある。 

51 . 本当に 現世の 生活に おいても， また 証人たち が （証に） 立つ 日に おいても， われは 必ず わが 
使徒たち と 信仰す る 者た ちを 助ける。 

52 . その 日， 悪行を した 者の 弁解は 無益で， かれらには 責め苦が あり， 悪い 住まいだ けが ある。 

53 . われは ム-サ-に しっかりと 導きを 授け， イスラエルの 子孫に， その 啓 典を 継がせた。 

54.  (それは） 思慮 ある 者への 導きで あり， 訓戒で ある。 

55 . だから 耐え忍べ。 本当に アツ ラーの 約束は 真実で ある。 あなたは 過誤の 赦 しを 請い 願い， 朝 
夕， 主を 讃え て唱 念しなさい。 

56 . 何の 権威 も 授かって いないのに アツ ラーの 啓示に 就いて 論う 者は， 胸の 中に つか • ようの な 
い 高慢 だけを 抱く 者で ある。 だから あなたがたは アツ ラーの 加護を 請いなさい。 本当に かれは 全 
聴に して 凡てを 見 透され る 御 方で ある。 

57 . 天と地の 創造は， 人間の 創造な どよりも 俸大 である。 だが 人び との 多くは それを 理解し よう 
とはし ない。 
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58 .盲人と 正常の 目の 人とは 同じでは なく， また 信仰して 善行に 勤し む 者と， 悪行の 徒とは 同じ 
ではない。 訓戒を 留意す る 者は 稀で ある。 


59 . 本当に その 時は， 確実に 来る ので ある。 それに 疑いの 余地は ない。 だが 人び との 多くは 信じ 
てはいない。 

60 . それで あなたがたの 主は， 仰せられる。 「われに 祈れ。 われは あなたがたに 答える であろう 
。 だが われに 仕える のに 高慢な 者たち は， 必ず 面目 潰れの 中に 地獄に 陥る であろう。」 

61 •アツ ラー こそは， あなたがた のために 夜を 蝕け て 憩いの 時と され， またもの が 見える ように 
昼を 蝕 けられる 方で ある。 アツ ラーは 人間に 対し， 本当に 恵 •深く あられる。 だが 人び との 多く 
は 感謝し ない。 

62 . これ こそは， あなたがたの 主 アツ ラー， 万有の 創造の 主で あられる。 かれの 外には 神は ない 
ので ある。 それな のに どうして あなたがたは 迷い 去る のか。 

63 . アツ ラーは 印を 拒否す る 者を， このように 迷わせられる。 

64 •アツ ラーは あなたがた のために 大地を 安息 所と され， 大空を 天蓋と なされ， また， あなたが 
たに 見事な 姿を 授けて， 形作り， 色々 な 良い 御 恵 •を 支給され た 方で ある。 これが， あなたがた 
の 主 アツ ラーで あられる。 万有の 主 アツ ラーに 讃え あれ。 

65 . かれは 永生で あられ， かれの 外に 神は ない。 だから かれに 祈り， 信心の 誠を 尽 して かれに 傾 
倒せよ。 万有の 主 アツ ラーに 讃え あれ。 

66 . 言って やる がいい。 「わたしは あなたがたが， アツ ラーを 差し置いて 崇拝す る ものに， 仕え 
る ことを 禁じられた。 主からの 明 証が， わたしに 下され， 万有の 主に， 服従， 帰依す るよう 命じ 
られ たので ある。」 

67 •かれ こそは， 泥から あなたがたを 創ら れ， 次いで 一滴の 精液から， 次いで， 一 かたまりの 血 
から 赤ん坊に されて， あなたがたを 出生 させ， それから 十分な 力量を 備えさせ， それから 老いさ 
せられる 方で ある。 あなたがたの 中 （老いる） 前に 死ぬ 者 もい るが 既定の 時期にまで 達せられる 
ことは， あなたがたに 反省させる ためで ある。 

68 . かれ こそは 生を 授け， また 死を 授ける 方で ある。 かれが 一事を 決められ それに 対し 「有れ。 

」 と 仰せに なれば， 即ち 有る ので ある。 

69 . あなたがたは アツ ラーの 啓示に 就いて， 論う 者を 見なかった のか。 かれらは 何と 背き 去った 
ことよ。 

70 . これらは 啓 典を 虚偽で あると し， また われが 遣わした 使徒たち の （西？） す 消息を， 虚偽で 
あると する 者。 やがて かれらは 思い知る であろう。 

71 . 加が かれらの 首に (填?) めら れ， また 鎖が 巻かれ， かれらは 引かれる であろう。 

72 . 沸騰す る 湯の 中に， それから 火獄の 中に 投げ込まれる。 
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73 .その 時 かれらに 言われよう。 r あなたがたが 崇拝して いた 神々 は 何処に いるの か。 


74 . アッ ラーを， 差し置い ていたの か。」 かれらは （答えて，） 「かれら （神々） は， わたした 
ちから 離れ 去りました。 いや， わたしたちは 以前， 何も （実 巧の ものに） 祈って はいなかった の 
です。」 と言う。 このように アッ ラーは 不信心の 者を 迷う に 任せられる。 

75 . それ も あなたがたが 地上で， 正しくない 歓楽を 追求し， また 横柄であった ためで ある。 

76 . あなたがたは 地獄の 門を 入り， その 中で 永遠に 住め。 何と 高授の 者の 住まいの 哀れな ことよ 

〇 

77 . あなたが だは 耐え忍べ。 本当に アッ ラ-の 約束は 真実で ある。 われが かれらに 約束した 一端 
を あなたに 示す こと も あろう。 または あなたを （その 前に） 召す こと も。 だが どちらに しても， 
かれらは われの 許に 帰される ものである。 

78 . われは あなた 以前に も， 使徒たち を 遣わした。 その 或る 者に 就いては あなたに 語り， また 或 
る 者に 就いては 語って はいない。 だが どの 使徒 も， アッ ラーの 御 許しに よる 外， 印を （笛？） す 
ことはなかった。 そして アッ ラーの 大命が 下れば， 真理に 基づいて 裁かれる。 そのと き， 虚偽に 
従った 者たち は 滅びる。 

79 •アッ ラーは， あなたがたの ため 家畜を 創ら れた 方で， あなたがたは， その 或る ものは 乗 用に 
, 或る ものは 食用に 用いる。 

80 . あなたがたは それらに， 様々 の 便益を 被り， あなたがたの 胸に 抱く 望 •も， それらに よって 
満たし， また その 背 や 船に よって あなたがた は 運ばれる。 

81 . そして かれは 種々 の 印を， （絶えず） あなたがたに 示される。 一体 アッ ラーの 印の どれを あ 
なた がた は 否定す るの か。 

82 . かれらは 地上を 旅して， 観察し なかった のか。 かれら 以前の 者の 結末が どうであった かを。 
かれら （滅ぼされた 民） は， これら （マッカの 多神教 徒） よりも 多数で， 力 も 優れ， 地上の 遺跡 
も 多い。 それでも， かれらの 稼いだ ことは， 何の 役に も 立たなかった。 

83 . かれらの 使徒たち が 種々 の 明 証を もって かれらの 処に 来た 時， かれらは その 持って いる 知識 
(と 技術） を 誇った。 だが， かれらの 嘲笑して いた ことが， かれらを 取り囲んで しまった。 

84 •それから かれらは， われの 懲罰を 見る 時に なって， 「わたしたちは， 唯一なる アッ ラーを 信 
じる。 そして かれに 配して いた ものを 拒否す る。」 と 言った。 

85 •しかし われの 懲罰を 見てから の 信仰 （の 告白） は， かれらの 役には 立たない。 （これは） ア 
ッ ラーの しもべに 対してな された かれの 慣行であった。 そして， 不信者た ちは 滅び 去った。 

SURA 41 .フツ スイ ラ 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 


1 •ハー •々一 厶〇 
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2. (これは） 慈悲 あまねく 慈愛ぶ かき 御 方からの 啓示で ある。 

3 •印が 詳細に 解明され た 啓 典， 理解 ある 民への アラビア 語の ク ルア- ン で， 

4 .吉報と 警告 （を 伝える もの） である。 だが かれらの 多くは， 背き 去って 聞こうと はしない。 

5 •そして かれらは 言う。 「わたしたちの 心には， あなたが 招く ことに 覆いが かけられ ている。 ま 
た わたしたちの 耳は 遠く， しかも わたしたちと あなたの 間には， 幕が かかって いる。 それで あな 
たは 自分の （望 •の） ことを 行え。 わたしたち も 自分の （望 •の） ことを 行う。」 

6 •言って やる がいい。 「わたしは， あなたがたと 同じ 人間に 過ぎない。 唯， あなたがたの 神は， 
唯一の 神で ある ことが わたしに 啓示され た。 それで かれに 向かって 真直ぐ に 傾倒し， かれの 御赦 
しを 祈りなさい。 多神教 徒 こそ 災いで あり， 

7 •そのような 者が 喜捨を 行わず 来世を 否定す る 者で ある。 

8 .本当に 信仰して 善行に 動し む 者には， 尽きる ことのない 報奨が ある。」 

9 •言って やる がいい。 「あなたがたは， 2 日間で 大地を 創ら れた かれを， どうして 信じない のか 
。 しかも かれに 同位 者を 立てる のか。 かれ こそは， 万有の 主で あられる。 

10 . かれは， そこに （山々 を） どっしりと 置いて 大地を 祝福な され， 更に 4 日間で， その 中の 凡て 
の （御 恵 •を） 求める もの （の 必要） に応じて， 御 恵 •を 規定な された。 

11 . それから まだ 煙 （のよう） であった 天に 転じられた。 そして 天と地に 向かって， 『両者は， 
好む と 好まざる とに 関わらず， われに 来たれ。」 と 仰せられた。 天地は （答えて）， 『わたした 
ちは 喜 こんで 参上し ます。』 と 申し上げた。 

12 . そこで かれは， 2 日の 間に 7 層の 天を 完成な された。 そして それぞれの 天に 命令を 下し， （大 
地に） 近い 天を， われは 照明で 飾り， 守護した。 これは， 偉力 ならびなく 全知なる 御 方の 摂理で 
ある。」 

13 . それでも かれらが， 背き 去るならば 言って やる がいい。 「あなたがたに， アー ドと サム ー ド 
の （被った） 落雷の ような 災難を 警告す る。」 

14 . 使徒たち が， かれらの 前から また 後ろから かれらの ところに やって来て， 「アッ ラーの 外 何 
ものに も 仕えて はならない。」 と 告げた 時の ことを 思い起こせ。 かれらは 言った。 「わたしたち 
の 主の 御望 •ならば， 必ず 天使を 御 遺 わしになる はずで ある。 だから あなたがたが 持って来 たも 
の （啓示） を わたしたちが 信じる わけがない。」 

15 . アー ド （の 民） に 就いては， 正当な 拠り 処 もない のに 地上で 高慢に なり， 「 誰が， わたした 
ちよりも 力が 強いので しよう か。 」 などと 言った。 かれらを 創ら れた アッ ラー こそ， 力が 強いと 
いう ことを 考えない のか。 しかも われの 印を 拒否す るとは。 

16 •だから われは， 災厄の 数日間に 亘 り， 暴風雨を かれらに 送って， 現世に おいて 屈辱の 懲罰を 
味わせ た。 だが 来世の 懲罰は 更に 屈辱を 与え， 誰に も かれらは 助けられない。 
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17 .また われは サム-ド （の 民） を， 導いた。 だが かれらは 導きよりも， 盲目の 方を 良い とした 
。 それで， かれらが 稼いで いた （行いの） ために， 不面目な 懲罰の 落雷が かれらを 襲った B 


18.  だが， われは 信仰し 主を 畏れる 者は 救った。 

19 . その 日， アツ ラーの 敵は 集められ， 火獄 への 列に 連ら なる。 

20 . かれらが （審判の 席） に 来る と， その 耳 や 目 や 皮膚は， かれらの 行って きた ことを， かれら 
の 意に 背いて 証言す る。 

21 •すると かれらは， （自分の） 皮膚に 向かって 言う。 「あなたがたは 何故 わたしたちに 背いて 
, 証言を する のです か。」 それらは （答えて） 「凡ての ものに 語らせられる ように された アツ ラ 
一が， わたしたちに 語らせられます。 かれは 最初に あなたがたを 創り， そして かれの 御 許に 帰ら 
せられます。」 と言う。 

22 . また， 「あなたがたは， 自分の 耳 や 目 や 皮膚が， あなたがたに 背く ような 証言な ど 出来ない 
(と 思い）。 自分を 祢 うこと もしなかった。 寧 あなたがたは 自分の 行って いた ことな ど， アツ ラ 

一が 沢山 知って おられる 訳がない と， 考えて いた。 

23 . だが， あなたがたの 主に 就いて 考えた この ことが， あなたがたを 破滅に 落し 入れ， 失敗の 原 
因と なった。」 

24 . それで かれらが 例え 耐え忍んでも， 業火は かれらの 住まいで あり， 例え 御 情けを 願っても， 
慈悲に あずかれない。 

25 . われは， かれらに （は 立派に 見える） 仲間 （の 悪魔） を 宛てがって 置いた。 それで かれら 以 
前の こと も， 以後の こと も， かれらに 取って は 立派に 思われた。 そして かれら 以前に 過ぎ去った 
ジンと 人間の， 諸 世代に 下された 言葉 通りの ことが， かれらに 実証され た。 かれらは 完全な 敗北 
者と なった。 

26 . 信じない 者は 言う。 「ク ルアー ンに 耳を 傾けて はなり ません。 そして その （読誦） 中に しや 
ベり まくりなさい。 そうすれば あなたがたは 圧倒 出来ます。」 

27 . そこで われは， 不信心な 者に 強い 懲罰を 味わせ， かれらの 最も 醜悪な 行いに 応報す る。 

28 . それは アツ ラーの 敵への 報酬， 業火で ある。 その 中が， かれらの ための 永遠の 住まいで ある 
。 わが 印を 拒否して いた ことに 対する 報酬で ある。 

29 . すると 不信心の 者は， 「主よ， ジンと 人間の 中で わたしたちを 迷わせた 者に， 会わせて 下さ 
い。 足の 下に 踏 •つけて， 最も 卑しい 者に してやります。」 と言う。 

30 . 本当に， 「わたしたちの 主は， アツ ラーで あられる。」 と 言って， その後 正しく しっかりと 
立つ 者， かれらには， （次から 次に） 天使が 下り， 「恐れて はならない。 また 憂いて はならない 
。 あなたがたに 約束され ている 楽園への 吉報を 受け取りなさい。 （と言うので ある）。 

31 . われは 現世の 生活に おいても， また 来世に おいても， あなたがたの 友で ある。 そこでは あな 
たがた の 魂は 望む ものを 得， そこでは あなたがたの 求める ものが 得られる。 
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32 . 寛容に して 慈悲 深い 御 方からの 歓待で ある。」 

33 . 人び とを アツ ラーの 許に 呼び， 善行を なし， 「本当に わたしは， ムス リムです。」 と言う 者 
程 美しい 言葉を 語る 者が あろう か。 

34 . 善と悪とは 同じでは ない。 （人が 悪を しかけても） 一層 善行で 悪を 追い払え。 そうすれば， 
栗い の 間に 敵意 ある 者で も， 親しい 友の ようになる。 

35 . だが よ く 耐え忍ぶ 者たち の 外には， それは 成し遂げられないで あろう。 格別 幸運な 者たち の 
外には， それを 成し遂げられな いので ある。 

36 . それから もし， 悪魔の 扇動が， あなたを 唆 かしたならば （どんな 場合で も） アツ ラーの 御 加 
護を 祈れ。 本当に かれは 全 聴に して 全知で あられる。 

37 •夜と 昼， また 太陽と 月は， かれの 印の 中で ある。 それで 太陽に も 月に もサジ ダす るよう な こ 
とを しては ならない。 それら （両方） を 創ら れ た， アツ ラーに サジ ダしなさい。 あなたがたが 仕 
える のなら， かれに こそ 仕えなさい。 

38 . もしも かれら （不信心 者） が 高慢で （主に 仕える ことを 侮って） も， 主の 御 許に いる 者たち 
は， 夜 も 昼 も かれを 讚え， 弛む ことを しらない。 〔サジ ダ〕 

39 . かれの 印の 一つを， あなたは 荒れ果てた 大地に 見る。 われが その上に 雨を 降らせる と， 動き 
だし， 盛り上がる。 本当に それに 生命を 与えられた 方は， まさに 死者を 甦らせられる 方で ある。 
かれは， 凡ゆる ことに 全能で ある。 

40 •わが 印の 曲解 者は， われから 隱 れられ ない。 火獄に 投げ込まれる 者と なる のがよ いの か， そ 
れ とも 審判の 日に 安心して 来られる 者と なる のがよ いの か。 あなたがたが 好む 通りに 行いなさい 
。 本当に かれは， あなたがたの 行う ことを 見守られる。 

41 •訓戒 （ク ルアー ン） が かれらの もとに 来た 時， それを 拒否した 者は （われから 隠れられない 
) 。 本当に それは 偉大な 啓 典で あり， 

42 . 虚偽は， 前から も 後ろから も， 近付 ことは 出来ない。 これは， 英明で 讃美すべき 方からの 啓 
示で ある。 

43 . あなたが 不信者に 言われて いる ことは， あなた 以前の 使徒たち が 言われた ことと 同じで ある 
。 本当に あなたの 主は， 寛容の 主で あり， また 厳罰の 主で あられる。 

44 . われが ク ルアー ンを 外国語で 下したならば， かれらは きっと， 「この 印は， どうして はっき 

り 述べられない のでしょう。 何と， アラビア 人 （の 使徒） に 外国語 （の 啓示） なのです か。」 と 
言う。 言って やる がいい。 「それは 信仰す る 者に とっては 導きで あり， 治療で ある。 だが 信じな 
い 者は， その 耳が 的くな り， また それが （分らず） 盲目で ある。 かれらは， 遠い 所から 呼びかけ 
られる （ような も） ので ある。」 
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45 . われは 確かに ム-サ-に 啓 典を 授けた の だが， それに 就いて 異論が 起こった。 もし 主から （ 
審判の 時に 就いて） 前もって， 御言 葉が 下って いなかったならば， その 時 かれらの 間は 解決され 
ていたであろう。 だが かれらは まだ 疑いを 抱き 半信半疑で いる。 

46 . 善行を なす 者は 自分を 益し， 悪行を なす 者は 自分を 損なう。 あなたがたの 主は， そのし もべ 
を 不正に 取り扱われない。 

47.  (審判の） 時に 関する 知識は， かれ だけが 知る ところ。 かれが 知らずに， 一つの 果実 も， そ 
の 外皮から 出て くる ものでは ない。 また 女 や 雌が 子を 宿す こと も 分娩す る こと もない。 その 日， 
かれらに 尋ねられる。 「われの 同僚と やら （の 偶像たち） は， 何処に いるの か。」 かれらは 申し 
上げよう。 r あなたに 御 伝えし ます。 わたしたちの 中には 一人の 証人 も おりません。」 

48 •かれらが 先に 拝して いた ものたち は， かれらを 捨てて 隠れて しまい， そこで かれらは， 逃げ 
場 もない ことが 分る。 

49 . 人間は 幸福を 祈って， 疲れる ことを しらない。 だが 不幸に 見舞われ ると， 落胆し 絶望して し 
ま ラ。 

50 . 災厄に あった 後 われの 慈悲に 浴させる と， かれは 必ず， 「これは わたし （の 力） には 当然の 
ことです。 （審判の） 時が， 来る とは 考えられません。 また 主に 婦 されても， わたしは かれの 御 
許で， 褒美を もらいます。」 と言う。 だが われは これら 不信心の 者に 対し， その 行った ことを 示 
し， 必ず 手荒い 懲罰を 味わせ る。 

51 . われが 人間に 恩恵を 示せば， かれは 脇を 向いて， （われに 近付かず 反って） 退き 去る。 だが 
一度 災厄に 会えば 長々 と 十分に 祈る。 

52 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えない のか。 もし それが， （本当に） アツ ラーから （ 
下された） もので あっても， あなたがたは 信じない のか。 遠く 離れ 去って 分裂す る 者 ほど， 酪く 
迷った 者が （外に） あろう か。」 

53 . われは， わが 印が 真理で ある ことが， かれらに 明白になる まで， （遠い） 空の 彼方に おいて 

， また かれら 自身の 中に おいて （示す）。 本当に あなたがたの 主は， 凡ての ことの 立証 者で あら 
れ る。 そのこと だけで も 十分では ないか。 

54 . ああ， かれらは 主との 会見に 就いて 疑って いるの か。 本当に かれ こそは， 凡ての ものを 取り 
囲む 方で あるのに。 

SURA 42 •相談 章 〔アツ • シューラー〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 •ハー •ミー 厶。 

2 .アイン •スイ ーン •カーフ。 
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3 •このように （主は） あなたに 啓示な される。 以前の 者たち にも 啓示され たように。 アツ ラーは 
， 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

4 .天に あり 地に ある 凡ての ものは， かれの 有で ある。 かれは 至高に して 至大で あられる。 

5 •諸 天は， その上の 方から， ばらばらに 裂けようと している。 そして 天使たち は， 主を 讚え て唱 
念し， 地上の ものの ために 赦 しを 請い 願う。 ああ， 本当に アツ ラ- こそは， 寛容に して 慈悲 深く 
あられる。 

6 •それでも かれの 外に， 保護者を 求める 者が おり， アツ ラーは かれらを 監視な される。 だから あ 
なた は， かれらの 後見人で はない。 

7 •このように アラビア 語で クル アーン を あなたに 啓示した のは， あなたが 諸 都市の 母と， その 周 
辺の 者に 警告し， また 疑いの 余地の ない 召集の 日に 就いて， （かれらに） 警告を 与える ためで あ 
る。 （その 日） 一団は 楽園に， また 一団は 業火の 中に （入ろう）。 

8 •もし アツ ラーが 御望 •なら， かれらを 一つの ウン マに なされた であろう。 だが かれは， 御 心に 
適う 者を 慈悲の 中に 入らせられる。 悪い行いの 者には， 保護者 も 援助 者 もない。 

9 •何と かれらは， かれを 差し置いて， 守護 者を 求める のか。 だが アツ ラー こそ 守護 者で あり， ま 
た 死んだ ものに 生を 授ける 方， 凡ての ことに 全能な 方で ある。 

10 . 何事に よらず， あなたがたに 異論が あった 時， その 決定を する のは アツ ラーで ある。 これが 
， わたしの 主 アツ ラーで ある。 かれに， わたしは 御 (艇？ ） りし， かれに わたしは 悔悟して 帰る。 

11 . 天と地の 創造者。 かれは あなたがたの ために， あなたがたの 間から 夫婦を， また 家畜に も 雌 
雄を 創ら れ た。 このよう にして， あなたがたを 繁殖させる。 かれに 比べられる ものは 何もない。 
かれは 全 聴に して 凡てを 見 透され る 方で ある。 

12 •天と地の 凡ての 鍵は， かれに 属する。 かれは， 御 心に 適う 者に， 恵 •を 広げ， また ひき 締め 
られ る。 本当に かれは 凡ての ことを 知り 尽 される。 

13 . かれが あなたに 定められる 教えは， ヌーフ に 命じられ たものと 同じ ものである。 われは それ 
を あなたに 啓示し， また それを， イブ ラー ヒー ム， ムーサー， イーサ ーに 対しても （同様に） 命 
じた。 「その 教えを 打ち立て， その 間に 分派を 作って はならない。」 あなたが 招く この 教えは， 
多神教 徒に とっては 重大 事で ある。 アツ ラ-は 御 心に 適う 者を 御 自分の ために 御 選びに なり， ま 
た 梅 悟して （主に） 帰る 者を かれ （の 道） に 導かれる。 

14 . 知識が かれらに 下った 後， 間もなく かれらの 間の 嫉妬に よって 分派が 出来た。 定められた 時 
に 関し， あなたの 主からの 御言 葉がなかったならば， （問題は） かれらの 間で とっくに 解決され 
たであろう。 だが かれらの 後， 啓 典を 継いで いる 者たち は それに 就いて （未だに） 疑いを 抱いて 
いる。 

15 . だから あなたは （人を 純正な 教えに） 招き， 命じられ たように 堅忍不抜 であれ。 かれらの （ 
虚しい） 望 •に 従っては ならない。 そして 言って やる がいい。 「わたしは アツ ラーが 下された 啓 
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典を 信奉す る。 わたしは あなたがたの 間を 公正に 統治す るよう 命じられた。 アツ ラーは わたした 
ちの 主で あり， あなたがたの 主で あられる。 わたしたちには， わたしたちの 行いの 報いが あり， 
また あなたがたには， あなたがたの 行いの 報いが ある。 わたしたちと あなたがたとの 間に， 異論 
などは ない ので ある。 アツ ラーは， わたしたちを （一緒に） 召集され よう。 かれ こそが （わたし 
たちの） 帰る 所な ので ある。」 

16 .この （イス ラーム） が （多くの 者に） 受け入れられた 後 アツ ラー （の 教え） に 就いて 云々 す 
る 者の 論議は， 主の 御 許では 無益で， そのような （者たち） は 御 怒りを 被り， 厳しい 懲罰を 受け 
よ ラ。 

17 •アツ ラー こそは， 真理の 啓 典と 秤を 下された 方で ある。 その 「時」 が 近いと いう ことを， あ 
なた がた に 理解させる ものは 何であろう か。 

18 . それ （時） を 信じない 者は それを 催促す るが， 信仰す る 者は， それが 真理で ある ことを 知っ 
ている ので， 恐れる。 本当に 時に 就いて 論議す る 者は， 遠く 迷って いる 者たち である。 

19 . アツ ラーは その しもべに 対して， やさしく あられ， 御 心に 適う 者に 恵 •を 与えられる。 かれ 
は 強大に して 偉力 ならびなき 方で ある。 

20 . 来世の 耕作を 願う 者には われは その 収穫を 増し， また 現世の 耕作を 願う 者には， その 望む だ 
けを 与えよう。 だが その 者には， 来世での 分け前は ない ので ある。 

21 . それとも かれらに （主の） 同位 者が あって， アツ ラーが 御 許しに なられない 宗教を かれらの 
ために 立てた のか。 決定的 （猶予の） 御言 葉かなかったならば， かれらの ことは とっくに 裁かれ 
ていた。 悪い行いの 者は 本当に 痛ましい 懲罰を 受ける であろう。 

22 . あなたは 悪行の 者たち が， その 行った こと （の 罪） が， 自分たち に 降り かかる と， 恐れ戦く 
のを 見る であろう。 しかし 信仰して 善行に 動し む 者は， 楽園の 心地よ い 緑の 野に いて， 主の 御 許 
から， その 望む ところの ものが 得られよう。 それ こそは， 偉大な 恩恵で ある。 

23 . それは 信仰して 善行に 勤し む しもべに 対し， アツ ラーが 伝える 吉報で ある。 言って やる がい 
い。 「わたしは それに 対して， 何の 報酬 も あなたがたに 求めて はいない。 わたしは あなたがたの 
近親と しての 情愛 だけを 求める。 それで 誰でも， 善行を なす 者には， それに 対し さらに 良い もの 
が 与えられる。 本当に アツ ラーは， 寛容に してよ く 感謝され る 方で ある。」 

24 •それとも かれらは， 「かれ （ムハンマド） は アツ ラーに ついて 嘘を でっち 上げた。」 と言う 
のか。 アツ ラーが 御望 •ならば， あなたの 心を 封 じる こと も 出来る。 また アツ ラーは， その 御言 
葉に よって 虚偽を 消し， 真理を 打ち立てる こと も 出来る。 本当に かれは 胸の 中に 抱く ことを 知り 
尽 される。 

25 . かれ こそは， しもべた ちの 悔悟を 受け入れ， 様々 な 罪を 許し， あなたがたの 行う ことを 知っ 
て おられる。 

26 . かれは 信仰して 善行に 動し む 者に 答えて， 恩恵を 増やされる。 だが 不信心な 者に 対しては， 
厳しい 懲罰を 科される。 
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27 •もし アツ ラーが， その しもべた ちに 対し 過大に 恵 •を 授けるならば， かれらは たちまち 不正 
にはし る。 しかし， かれは 望む ことを， 適度に 下される。 本当に かれは その しもべた ちを 熟知し 
監視な される 方で ある。 

28 .かれ こそは （人び とが） 絶望した 時， 雨を 降らせ， 慈悲を 垂れられる 方。 かれは 讃美すべき 
愛護 者で あられる。 

29 •天と地の 創造と， その 間に (捲?） き 散らされた 生きと し 生ける 物は， かれの 印の 中に ある。 ま 
たかれは， 御望 •の 時に， 一斉に かれらを 召集な される 権能 者で ある。 

30 . あなたがたに 降り かかる どんな 不幸 も， あなたがたの 手が 稼いだ ものである。 それでも かれ 
は， （その） 多くを 赦 される。 

31 . あなたがたは 地上に おいて， かれを 挫く ことは 出来ない。 あなたがたには， アツ ラーの 外に 
どんな 愛護 者 も 援助 者 もない ので ある。 

32 . また， かれの 印の 一つは 船で， それは ちょうど 海の 中を 進む 山の ようで ある。 

33 . もし かれの 御 心なら 風を 静められ， それで （船は） 海面に 泊って しまう。 本当に この 中には 
, よく 耐え 感謝す る 者への 印が ある。 

34 . また かれは， （人び とが） 自ら 犯した 罪の ために， それら （船） を 難破させる こと も 出来る 
。 だが （その 罪の） 多くを 許される。 

35 •しかし， われの 印に 就いて 論議す る 者は， 免れる 場 もない ことを 知る であろう。 

36 .あなたがたに 与えられる 凡ての ものは， 現世の 生活に おける （暫 しの） 享楽 （に過ぎない） 

。 信仰して， 主を 信頼す る 者に とっては， アツ ラーの 御 許に ある もの こそ， もっとも 善で あり， 
はるかに 永続す る。 

37 •また， 大罪 や 破廉恥な 行為を 避ける 者， 怒っても ゆるす 者， 

38 . また 主 （の 呼びかけ） に 答えて 礼拝の 務めを 守る 者， 栗い に 事を 相談し 合って 行う 者， われ 
が 授けた ものから 施す 者， 

39 . 迫害に 会った 時， 助け合い， 防衛す る 者， （に とって， アツ ラーの 御 許に ある もの こそ， も 
っと も 善で あり 永続す る）。 

40 . 悪に 対する 報いは， それと 同様の 悪で ある。 だが 寛容して 和解す る 者に 対して， アツ ラーは 
報酬を 下さる。 本当に かれは 悪い行いの 者を 御 好 • に なられない。 

41 •不当な ことを された 者が， 自ら 守って （報復して） も， これらの 者に 対して 罪は ない。 

42 .他人に 悪を 行い， また 度を越した 復謦を 企て 地上を 騒がす 者たち， かれらに 対する （アツ ラ 
一の） 罰は 痛ましい 懲罰が ある だけで ある。 

43 •だが 耐え忍んで 赦 してやる こと， それ こそ （アツ ラーの 決められた） 確固たる 人の 道と いう 
もの。 
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44 .アツ ラーが 迷う に 任せた 者には， その後 擁護 者は ない ので ある。 あなたがたは 悪を 行う 者が 
， 懲罰を 見る と， 「何とか 引返す 道はないでしょう か。」 と言うのを 見る であろう。 


45 .あなたがたは， かれらが 卑しめられて 業火に 晒され 盗 •目で 見据えて いるのを 見よう。 信仰 
する 者は， 「復活の 日に， 自分自身と 追従 者を 失う 者は， 本当の 損失 者です。 と言う。 ああ， 悪 
を 行った 者は， 本当に 永遠の 懲罰を 受ける。 

46 •かれらには アツ ラ-の 外に， 助ける 守護 者は ない。 アツ ラーが 迷う に 任せた 者には， （帰る 
所への） 道は ない ので ある。」 

47 . 避けられない 日が， アツ ラーから あなたがたの 許に やって来る 前に， あなたがたの 主 （の 呼 
びかけ） に 答えなさい。 その 日 あなたがたには 避難所 もな く， （自分の 罪を） 否認す る 余地 もな 
い。 

48 . もし かれらが 背き 去っても， われは かれらへの 見張り 人と して， あなたを 遣わした 訳では な 
い。 あなた （の 務め） は， （啓示の） 伝達 だけで ある。 人間は われが 恵 •を 味わせ ると， それに 
より 高慢になる。 ところが， 自分の 手が 犯した 行いの ために 不幸に 悩まされ ると， 本当に 恩を 忘 
れ る。 


49 . 天と地の 大権は， アツ ラーの 有で ある。 かれは 御 心の ままに 創ら れ る。 かれは， 御望 •の 者 
に 女児を 授け， また 御望 •の 者に 男児を 授けられる。 

50 . また 男と 女を 混ぜ （て 授け）， また 御望 •の 者を 不妊に なされる。 本当に かれは 全知に して 
強力で あられる。 

51 . アツ ラーが， 人間に （直接） 語り かけられる ことは ない。 啓示に よる か， 帳の 陰から， また 
は 使徒 （天使） を 遣わし， かれが 命令を 下して， その 御望 •を 明かす。 本当に かれは， 至高に し 
て 英明で あられる。 

52 . このように われは， わが 命令に よって， 啓示 （ク ルアー ン） を あなたに 下した。 あなたは， 

啓 典が 何で あるの か， また 信仰が どんな もの かを 知らなかった。 しかし われは， これ （クルア- 
ン）  を わが しもべの 中から われの 望む 者を 導く 一条の 光と した。 あなたは， それに よって （人び 
とを） 正しい 道に 導く ので ある。 

53 . 天に あり 地に あるす ベての ものを 所有す る アツ ラーの 道へ。 見よ， 本当に すべては アツ ラー 
(の 御 許） に 帰って 行く。 

SURA 43 .金の 装飾 章 〔アツ •ズ フル フ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 •ハー •ミー 厶。 

2. (事物を） 明瞭に する 啓 典に かけて （誓う）。 

3 •本当に われは， それを アラビア 語の ク ルアー ン とした。 あなたがたが 理解す るた めに。 


311 


4 .それは わが 許の 母 典の 中に あり， 非常に 高く 英知に 益れ ている。 

5 •あなたがたが 反逆の 民で あると いうた めに， われは， この 訓戒を あなたがたから 取り あげて， 
放置 出来よう か。 

6 •われは 如何に 多く の 預言者を， 昔の 民に 遣わ した ことか。 

7 •だが 預言者が 来る 度に， かれらは 嘲笑し ない ことはなかった。 

8 •それで われは これら （クライ シュ 族） よりも， 力量の 優れた 者を 滅ぼした。 昔の 人の 例が 先に 
あるよう に。 

9 •もし あなたが かれらに 向かって， 「天と地を 創造した のは 誰です か。」 と 問えば， かれらは 必 
ず， 「 偉力 ならびなく 全知な 御 方が 創造な された のです。」 と言う。 

10 . かれは あなたがたの ため， 大地を 臥所と なされ， その 中に 道を 蝕 けられた。 あなたがたを 正 
しく 導かれる ように。 

11 . また 天から 適量の 雨を 降らせ， それで 死んだ 大地を 睡ら せられる 御 方で ある。 そのよう に， 
あなたがたは （墓場から） 出て くる。 

12 •かれは 凡ての ものを 一対に 創造し， また あなたがたの ために， 舟と 家畜を 乗物と して 備えら 
れ た。 

13 •あなたがたは， その 背に 安全に 乗り， それに 乗る 時， あなたの 主の 恩恵を 念じ， （祈って） 
言う。 「かれを 讃 えます。 これらの ものを わたしたちに 服従させる 御 方。 これは わたしたちには 
叶わなかった ことです。 

14 . 本当に わたしたちは， 主に 必ず 帰る のです。」 

15 . それな のに かれら （多神教 徒） は， かれのし もべ （天使） を， （アッ ラーの 娘な どと 称して 
) かれの 分身と している。 本当に 人間は， 恩を 忘れる。 

16 . それとも あなたがた はかれが 創ら れ たもの の 中から （天使を） 娘と して 選び， あなたがたは 
男児 だけ 授かる とで も 言う のか。 （いやそう ではない。） 

17 . かれらの 或る 者は， 慈悲 深き 御 方に 引き合いに 出した もの （女児の 誕生） を， 知らされ ると 
, かれの 顔は 終日 暗く， 悲嘆に くれてし まう。 

18.  (美しい) 

着物を 着て 大事に 育てられ るが 明らかな 根拠がない のに 口論す る 者 （を アッ ラーと 同位に し） て 
も よいの か。 

19.  (それでも） 慈悲 深き 方の しもべで ある 天使たち を， 女性と する のか。 これらの （天使） の 
創造を 証言で きる のか。 かれらの 証言は 記録され， （審判の 日に） 糾問され よう。 

20 . かれらは， 「慈悲 深き 御 方が 御望 •なら， わたしたちは 決して かれら （神々） を， 崇拝し ま 
せんでした。」 と言う。 かれらは それに 就いて 何の 知識 もな く， 只 臆測す る だけで ある。 
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21 .それとも われが これより 前に 授けた 啓 典が あって， かれらは それを 固く 守って いる （とで も 
言う） のか。 


22 . いや， かれらは 言う。 r わたしたちは 祖先が， 一つの 道を 踏んで いたのを 見て， その 足跡に 
よって 導かれて いるので す。」 

23 . 同じように， われが あなた 以前に も， 町の 警告 者を 遣わす 度に， その 地の 富裕な 者たち は， 
「本当に わたしたちは， 祖先が 一つの 教えを 奉して いるのを 見て います。 それで その 足跡を 踏ん 

でい るので す。」 と 言って いた。 

24 •かれ （使徒） が， 「何と， 祖先が 従っていた あなたがたの 知る ものよりも， 良い 導きを （打 
?) しても か。」 と言うと かれらは， 「あなたが 届けた ものは， わたしたちは 信じません。」 と 
言った 

25 . それで われは， かれらに 報復した。 見よ， 信仰を 拒否した 者の 最後が どうであった かを。 

26 . イブ ラー ヒー ム が， その 父と その 人び とに こう 言った 時の ことを 思い起せ。 「本当に わたし 
は， あなたがたが 崇拝す る ものと 絶縁し ます。 

27 . わたしを 御 創り になり， わたしを 必ず 御 導き 下される 方に だけ （仕えます。）」 

28 . かれは それを， 子孫への 永遠の 言葉と して 残した。 必ず かれらは （主に） 返る 言葉と （思っ 
て）。 

29 . いや， われは， 真理が かれらの ところに 来て， 使徒が （事物を） 明瞭に する まで， これらの 
者 や， その 祖先の 者を， 享楽 させた。 

30 . だが， 真理が かれらの ところに 来たと なると， 「これは 魔術です。 わたしたちは， 決して こ 
れを 信じません。」 と言う。 

31 . また かれらは， 「この ク ルアー ン は， 何故 2 つの 町の 有力な 人物に 下されなかった のでしょう 
か。」 と言う。 

32 •かれらは 主の 慈悲を 割り当てる のか。 われは， 現世の 暮 しに 必要な 物を， あなたがたに 配分 
し， また 或る 者を 外の 者より 上に 地位を 上げ， 或る 者を 外に 服させる。 あなたの 主の 慈悲は， か 
れらが 蓄積した ものより， はるかに 尊い ので ある。 

33 . 人間が （凡て 不信心な） 一団と なる 恐れがなければ， われは 慈悲 深き 御 方を 信じない 者の た 
めに， その 家には 銀の 屋根， それに 登る のに （銀の） 階段を 蝕け， 

34 . その 家には （銀の） 扉， また かれらを （銀の） 寝床に 寄り かからせよう。 

35 •また 金の 装飾 も （施した であろう）。 しかし これらの 凡ては， 現世の 生活の 享楽に 過ぎない 
。 あなたの 主の 御 許の 来世 こそが， 主を 畏れる 者の ための ものである。 

36 .慈悲 深き 御 方の 訓戒に 目を 瞑る 者には， われは シャイ ターンを ふり 当てる。 それは， かれに 
と り 離れ 難い 友と なろう。 
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37 . こうして （悪魔は 正しい） 道から かれらを 拒む， しかも かれらは， 自分は （正しく） 導かれ 
ている ものと 思い込んで いる。 

38 . われの 許に やって来る 時に なって， かれは， 「 わたしと あなた （悪魔） の 間に， 東と 西の 隔 
たりが あったならば。」 と言う。 ああ 何と 悪い 友 （を もった こと） よ。 

39 . あなたがたは 悪を 行って いたの だから， 今日と なって は 何を いっても 役立たない。 あなたが 
たは 皆 懲罰を 受ける。 

40 •あなたは 耳を 傾けない 者に 聞かせる ことができ ようか。 また 目を そらす 者 や， 明らかに 迷い 
や 過ちの 中に いる 者を， 導く ことが 出来よう か。 

41 . それで 仮令 あなたを 召し上げても， われは 必ず かれらに 報復す る。 

42 . また かれらに 約束した ことを， あなたに 見せる こと も 出来る。 われが かれらを 制圧す るな ど 
いと も たやすい。 

43 . それで あなたに 啓示した ものを， しっかりと 守れ。 本当に あなたは， 正しい 道を 辿って いる 
〇 

44 . これは あなたに とっても， また あなたの 人び とに とっても， 正しく 訓戒で ある。 やがて あな 
たがた は， （責務に つき） 問われる ので ある。 

45 . あなた 以前に われが 遣わした， 使徒たち に 問いなさい。 われは， 慈悲 深き 御 方 以外に 仕える 
べき 神々 を 置いた のか。 

46 . 本当に われは， ムーサーに 様々 な 印を 持たせて， フィル アウンと その 長老たち に 遺 わした。 
かれは 言った。 「わたしは， 本当に 万有の 主の 使徒です。」 

47 •ところが， わが 種々 の 印を 現わした のに， 見よ。 かれらは それを 嘲り笑った。 

48 . それで われが 次々 に かれらに 示した 印は， どれ も その 仲間の ものより， 偉大な ものであった 

。 そして 懲罰を もって かれらを 懲らしめた。 必ず かれらは （われの 許に） 帰る であろう （ことを 
思って）。 

49 . その 時 かれらは 言った。 「魔術師よ， 主が あなたと 結ばれた 約束に よって， わたし たちのた 
めに 祈って ください。 わたしたちは 本当に 導きを 受け入れる でしょう。」 

50 . だが， われが かれらから 懲罰を 取り除く と， 同時に かれらは その 約束を 破って しまった。 

51 . そして フィ ル アウンは その 民に 宣告して 言った。 「わが 民よ， エジプト 国土， そして これら 
足 もとを 流れる 川は， わたしの ものでは ない のです か。 あなたがたは （そんな ことが） 分らない 
のです か。 

52 •わたしは， この 卑しい， 明瞭に 言い表わす こと もで きない 者よりも， 優れてい るので す。 

53 •何故 黄金の 腕 環が かれに 授けられな いのです か。 また 何故 天使たち が， 付添って かれと 一緒 
に 遣わされな いのです か。」 


314 


54 . このように かれは その 民を 扇動し， 民は かれに 従った。 本当に かれらは， アツ ラーの 淀に 背 
く 者たち であった。 

55 . こうして かれらは われを 怒らせた ので， われは かれらに 報復し， 凡てを 溺れさせ， 

56 . かれらを 過去 （の 民） とし， 後世の 者の ために （戒めの） 例と した。 

57 . マルヤ ムの子 （イーサ ー） のこと が， 一例と して （ク ルアー ン） に 上げられ ると， 見よ。 あ 
なた の 人び とは それを （嘲笑して） 喚きた てる。 

58 . そして かれらは， 「わたしたちの 神々 が 優る のか， それとも かれ （イーサ ー） か。」 と言う 

。 かれらが かれ （イーサ ー） のこと を 言う のは， あなたに， 只 議論を ふりかける ためだけ である 
。 いやはや， かれらは 論争 好きの 民で ある ことよ。 

59 . かれ （イーサ ー） は， われが 恩恵を 施した しもべに 過ぎない。 そして かれを， イスラエルの 
子孫に 対する 手本と した。 

60 •そしても しわれ が 望むならば， あなたがたの 間から 天使を 上げ， 次ぎ 次ぎに 地上を 継がす こ 
とも 出来る。 

61 .本当に かれ （イーサ ー） は， （審判の） 時の 印の 一つで ある。 だから その （時） に 就いて 疑 
っては ならない。 そして われに 従え。 これ こそ， 正しい 道で ある。 

62 •悪魔を して， あなたがたを （アツ ラーの 道から） 妨げさせて はならない。 本当に かれは， あ 
なた が たの 公然の 敵で ある。 

63 .イ-サ -が 様々 な 明 証を もって やって来た 時 言った。 「本当に わたしは， 英知を あなたがた 
に (西？） し， あなたがたが 論争す る ことの， 多少の 部分を あなたがたの ために， 説き明か すため 
である。 それで アツ ラーを 畏れ， わたしに 従え。 

64 •本当に アツ ラー こそは わたしの 主で あり， また あなたがたの 主で あられる。 かれに 仕えな さ 
い。 これ こそ， 正しい 道で ある。」 

65 . だが かれらの 間の 諸派は， 仲 栗い した。 これら 悪を 行う 者 こそ 災いで ある。 苦悩の 日の 懲罰 
のために。 

66 . かれらは， 只 待って いるの か。 かれらが 意識し ない 時に， 突然 やって来る （審判の） 時を。 

67 . その 日， 主を 畏れる 者を 除いては， （親しい） 友 も 栗い に 敵と なろう。 

68 . わが しもべよ， その 日 あなたがたには 恐れ もな く， また 憂い もない。 

69 . わが 印を 信じて， （われの 意志に） 服従， 帰依して いた 者よ， 

70 . あなたがた， そして あなたがたの 配偶者 も 歓喜の 中に 楽園に 入れ。」 

71 . かれらには 数々 の 黄金の 皿 や 杯が， 次々 に 回され （楽園の） 中には 各自の 望む もの， また 目 
を 喜ばす ものが あろう。 あなたがたは 永遠に そこに 住む ので ある。 
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72 . これが あなたがたの 行った ことに 対し， あなたがたに 継がせられた 楽園で ある。 

73 . そこには あなたがた のために 豊富な 果実が あり， それに あなたがたは 満足す る。 

74 . 罪を 犯した 者は， 地獄の 懲罰の 中に 永遠に 住む。 

75.  (懲罰は） かれらの ために 軽減され ず， その 中で 全く 希望を 失う。 


76 .われが かれらに 不 装を 働いた のでは ない。 かれらが （自ら） 不義を 働いた ので ある。 


77 . かれらは， 「看守よ， あなたの 主に 頼んで わたしたちの 始末を 付けて 下さい。」 と 叫ぶ。 し 
かし， かれは （答えて）， 「あなたがたは， 滞留して いればよ いので ある。」 と言う。 

78 . われは 確かに あなたがたに 真理を 届けた。 だが あなたがたの 多くは， 真理を 嫌った。 

79 . かれら （マッカの 多神教 徒たち） は， （使徒に 対し） 策謀を 張り 廻らした つもりだろう が， 
われ こそ， （かれらに 対して 策謀を） 廻らして ある。 

80 . それとも かれらは， われが かれらの 秘め ごと や 謀議を， 聞かない とで も 思う のか。 いや， わ 
が 使徒たち （天使） は， かれらの 傍らで 記録して いる。 

81 . 言って やる がいい。 「 もし 慈悲 深き 御 方が 子を 持たれるなら， この わたしが その 最初の 崇拝 
者と なる。 

82 •天と地の 主， （大権の） 玉座の 主， かれらの 配す る ものを （超絶な される） 主に 讚え あれ。 

J 

83 .それで あなたがたは， 約束され たかれら の 日に 当面する まで， かれらを 無駄口と 戯れに 放置 
して おくがいい。 

84 •かれ こそは 天に おける 神， また 地に おける 神で あり， 英明に して 全知で あられる。 

85 •天と地の 大権， そして その 間の 凡ての ものが 帰属す る 方， かれに 祝福が あるよう に。 また か 
れの御 許に だけ （審判の） 時の 知識は あり， われの 御 許に あなたがたは 帰される ので ある。 

86 .かれの 外に， かれらが 祈る ものは， 執り成す 力を 持たない。 只 真理を 実証す る 者は 別で ある 
。 かれらは （使徒を） 知っている。 

87 •もし あなたが かれらに， 「誰が かれらを 創った のです か。」 と 問えば， 必ず 「アッ ラー。」 
と言う。 それな のに， かれらは どうして （真理から） 迷い 去る のか。 

88.  (われは 預言者が） 「主よ， これらの 者は 本当に 不信の 民です。」 と言うのを （聞いた）。 

89.  (それで 主は 仰せられた。） かれらから 逸れて 去りなさい， だが 「平安 あれ。」 と （挨拶し 
て） 言いなさい。 やがて かれら も 知る であろう。 

SURA44 .煙霧 章 〔アツ. ド ハーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 
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1 . ハー. ミー ム。 

2.  (事物を） 明瞭に する， この 啓 典に かけて （誓う）。 

3 •本当に われは， 祝福され た 夜， これを 下して， （悪に 対して 不断に） 警告を 与え （ようとす） 
る もので あろ。 

4 .その （夜） には， 英知に 就いて 凡ての 事が 明確に される。 

5 •わが 許からの 命令で ある。 本当に われが 何時も 使徒を） 遣わす のは， 

6 •あなたの 主からの 慈悲で ある。 本当に かれは， 全 聴に して 全知で あられ， 

7 .天と地， そして その 間の 凡ての ものの 主で ある。 もし あなたがた （の 信仰） が 確かなら ば。 

8 •かれの 外に 神は なく， 生を 授け 死を 授けられる。 あなたがたの 主， また あなたがたの 祖先の 主 
であられる。 

9 •それな のに かれらは 疑って， 戯れて いる。 

10 . 待って いなさい， 天が 明瞭な 煙霧を 起す 日まで。 

11.  ( それは） 人び とを 包む。 （かれらは 言う）。 「これは 痛ましい 懲罰です。」 

12.  「主よ， わたしたち からこの 懲罰を 免じて 下さい。 本当に 信仰いた します。」 

13 . どうして （再び） かれらに 訓示が あろう。 かれらには 公明な 使徒が 確かに 来たのに， 

14 •かれらは かれ （使徒） から 背き 去って， 「他人に 入れ 智恵 された 者， （ほ？) かれた 者です。」 

と 言っ たでは ないか。 

15 . われが 暫くの 間， 懲罰を 解險 すると， あなたがたは 必ず （不信心に） 戻る。 

16 . われが 猛襲す る （審判の） 日， 本当に われは， （厳正に） 報復す る。 

17 •かれら 以前に も， われは フイ ル アウンの 民を 試 •た。 その 時 かれらに 尊い 使徒 （ムーサ-） 

が 来て， 

18.  (言った。） 「アッ ラーの しもべたち （イスラエルの 子孫） を， わたしに 返しなさい。 本当 
にわたしは， あなたがたの 許に やって来た 誠実な 使徒です。 

19 . アッ ラーに 対して， 高慢であって はなり ません。 本当に わたしは 明白な 権威を もって， あな 
たがた の 所に やって来た のです。 

20 . あなたがたが （わたしを） 石 撃ちに するなら， わたし そして あなたがたの 主で も ある 御 方に 
， 救いを 求めます。 

21 . もし あなたがたが， わたしを 信じないならば， わたしには 構わないで ください。」 

22 . そこで， かれは 主に 祈つ （て 言つ） た。 「これらは 罪深い 人び とです。」 
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23.  (主の 御 答えが あった。） 「あなたは 夜の 中に， わが しもべと 共に 旅立て。 必ず あなたがた 
に 追っ手が かかろう。 

24 . そして 海は （渡った 後） 分けた ままに して 置け。 本当に かれらは， 溺れて しまう ことで あろ 
9。 」 

25 . かれらは， 如何に 多くの 園と 泉を 残した か。 

26 . また （豊かな） 穀物の 畑と， 幸福な 住まいを， 

27 •また かれらが そこで 享楽して いた 良い 物を （残した か。） 

28.  (かれらの 最後は） こうであった。 そして われは， 外の 民に （それらを） 継がせた。 

29 . かれらの ために， 天 も 地 も 泣かず， かれらに 猶予 も 与えられなかった。 

30 . われは， イスラエルの 子孫を 屈辱の 懲罰から 救い， 

31 . フィル アウンから （救い出した）。 本当に かれは， 高慢で 無法者であった。 

32 . われは 思う ところに より， かれらを 諸 民族の 上に 選んだ。 

33 . そして 明白な 試練を 含む， 数々 の 印を 与えた。 

34 . さて これら （マッカの 偶像 信者） は （愚かに も） 言う。 

35.  「わたしたちは 最初 死ねば （2 度と） 起こされない。 

36 . もし あなたがた （の 言葉） が 真実なら， わたしたちの 祖先を 連れ戻して •なさい。」 

37 . かれら （マッカの 偶像 信者） はトッ バウの 民 か， また それ 以前の 者たち より 優れてい るの か 
。 われは かれら （諸 民族） を 滅ぼした ので ある。 本当に かれらは 罪を 犯した 者であった。 

38 . われは 天と地， そして その 間にある 凡ての ものを， 戯れに 創った のでは ない。 

39 . われは， 天地と その 間の 凡ての ものを， 只 真理の ために 創った。 だが， かれらの 多くは 理解 
しない。 

40 •本当に （善悪の） 選別の 日は， 凡ての ものに 定められた 日で ある。 

41 . その 日， 友は その 友の ために 何も 役立てず， また かれらは 援助 も 得られない。 

42.  だが アッ ラーの 御 慈悲を 被 むった 者たち は 別で ある。 本当に かれは 偉力な らび なく 慈悲 深く 
あられる。 

43 . 本当に アツ • ザッ クームの 木 こそは， 

44 •罪 ある 者の 糧 である。 

45 . それは 溶けた 銅の ように 内臓の 中で 沸騰し よう， 

46 . 熱湯が 滾 りかえ るよう に。 
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47 •(声が して 言われよう。） 「かれを 捕えよ， 燃えさ かる 炎の 只 中に， 引きずり 込め。 

48 . それから， かれの 頭の 上に 沸騰す る 湯の 痛苦を 浴びせよ。 

49 . あなたは （これを） 味わう がいい。 本当に あなたは， 力の ある 尊貴な 者であった。 

50 •これ こそ あなたがたが， 疑って いた ものである。」 

51 .本当に， 主を 畏れた 者は， 安泰な 所に いる。 

52 •園と 泉の 間に， 

53 •絹 や 錦を 纏い， 栗い に 向かい合って， 

54 .このように われは， 輝いた 大きい 目の 乙女たち を かれらの 配偶者に する であろう。 

55 •かれらは そこで 平安に， 凡ての 果実を 求められ， 

56 •最初の 死の 外に， そこで （再び） 死を 味わう ことは なく， 燃える 炎の 責め苦から 守護され よ 
9。 

57 •あなたの 主からの 賜物， それ こそは 至福の 成就で あろ。 

58 . われは この （ク ルアー ン） を， あなたの 言葉 （アラビア 語） で （下し） 分り やすくした。 か 
れら は， 理解し 諭される かもしれ ない。 

59 . だからし ばらく 待って 様子を 見なさい。 本当に かれらの 方 も 様子を 伺って いるの だから。 

SURA  45 .跪く 時 章 〔アル. ジャー シヤ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .ハー. ミー ム。 

2 •この 啓 典の 啓示は， 偉力 ならびなく 英明な， アツ ラーから （下された もの） である。 

3 . 本当に 天と地には， 信者たち にと り 種々 の 印が ある。 

4 . また あなたがた 自身の 創造， そして かれが （地上に） 撒き散らされた 生きと し 生ける ものには 
, 信心 堅固な 者に 対し， 種々 の 印が ある。 

5 •昼と 夜との 交替， また アツ ラーが 天から 下された 糧， それに よって 死んで いる 大地が 睡る こと 
, また 風向きの 変化に も， 知性 ある 者への 種々 の 印が ある。 

6 •これらは， 真理に よって われが あなたに 読誦す る アツ ラーの 印で ある。 アツ ラーと その 啓示 以 
外に， どんな 説諭を （かれらは） 信じよう とする のか。 

7 .災いなる かな， 凡ての 罪深い 嘘 付き者た ちよ。 

8 •アツ ラーの 啓示が かれに 読誦され るのを 聞いても， なお 強情， 高慢で， それが 聞こえな いかの 
ようで ある。 それなら 痛ましい 懲罰を かれらに 告げ 知らせよ。 
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9 •かれらは， わが 啓示の 一端を 理解す ると， それを 嘲笑 的に とる， これらの 者には， 恥ず べき 懲 
罰が ある。 

10 . かれらの 行く先は 地獄で， その 行った ことは， かれらに 役立つ ことは 何もな く， また 守護 者 
として， アツ ラー 以外に 祈った もの も， 役立たない。 かれらには 手痛い 懲罰が ある。 

11 . これが （真の） 導きで ある。 主の 印を 信じない 者たち には， 忌し く 苦しい 懲罰が ある。 

12 •アツ ラー こそは 海を あなたがたに 従わせられた 方で， かれの 御 命令に よって， 船は そこを 航 
行し， あなたがた はかれの 恩恵 （の 通商 往来） を 追求す る。 それで あなたがたは， 感謝す るで あ 
ろ 9。 

13 . また かれは， 天に あり 地に ある 凡の ものを， （賜物と して） あなたがたの 用に 服 させられる 
。 本当に この 中には， 反省す る 者への 印が ある。 

14 . 信仰す る 者たち に 言え。 アツ ラーの 日を 望まない 者で も ゆるして やれ。 なぜなら， 現世での 
かれらの 所業に 応じて， アツ ラーは かれら 一団に 来世で 報いられ るの だから。 

15 . 誰でも 善行を する 者は 自らを 益し， 悪行を する 者は 自らを 損なう。 それから あなたがたの 主 
の 御 許に 帰される ので ある。 

16 . 本当に われは， イスラエルの 子孫に 啓 典と 英知と 預言の 天分を 授け， 様々 の 善い 給養を 与え 
, また 諸 民族よりも 卓越 させた。 

17 •また われは （宗教の） 事に 就いて， かれらに 明 証を 授けた。 それで 知識が かれらの 許に 来た 
後に おいて， 自分たち の 間の 族 妬に より， 異論を 唱える ようになった。 本当に あなたの 主は， 異 
論を 唱えた ことに 就いて， 復活の 日に 御 裁きに なられる。 

18 . その後 われは， あなたに 命じ （正しい） 道の 上に 置いた。 それで あなたは その （道） に 従い 
, 知識の ない 者の 虚しい 願望に 従っては ならない。 

19 . 本当に かれらは， あなたに とって アツ ラー （からの 懲罰） に 対し 全く 無力で ある。 悪を 行う 
者は， お 栗い 同士 友で ある。 だが アツ ラーは， 主を 畏れる 者の 友で ある。 

20 . この （ク ルアー ン） は， 人び とに 対する 明 証で あり， 導きで あり， また 信心の 堅固な 者への 
慈悲で ある。 

21 . あなたがたは， われが 悪行を 追求す る 者を， 信仰して 善行に 動し む 者と 同じに 扱う とで も 思 
うの か。 （不信心 者たち の） 生 （現世） と 死 （来世） が 同じで あると でも 思う のか。 かれら （不 
信者） の 判断 こそ 誤算で ある。 

22 . アツ ラーは， 天と地を 真理に よって 創造な された。 そして 各人は， その 行った ことに 対して 
報いられ， 不当に 扱か われる ことは ない ので ある。 

23 . あなたがたは 自分の 虚しい 願望を， 神様と して 崇めて いる 者を 見ない か。 アツ ラーは 御 承知 
のうえ でかれ を 迷う に 任せ， 耳 や 心を 封 じ， 目を 覆われた。 アツ ラーに （見放された） 後， 誰が 
かれを 導けよう。 あなたがたは， これで も 訓戒を 受け入れない のか。 
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24 •かれらは 言う。 「有る ものは， わたしたちには 現世の 生活 だけです。 わたしたちは 生まれた 
り 死んだり します が， わたしたちを 滅ほ すのは， 時の 流れ だけです」 しかし かれらは， これに 就 
いて 何の 知識 もな く， 只 臆測す る だけで ある。 

25 . われの 明白な 印が かれらに 読誦され ると， かれらの 論法は 只， 「あなたの 言葉が 真実なら ば 
, わたしたちの 祖先を 連れ戻しなさい」 と言う だけで ある。 

26 . 言って やる がいい。 「アツ ラーが， あなたがたに 生を 授け， それから 死なせ， それから 復活 
の 日に， あなたがたを 召集な される。 それに 就いて 疑いは ない。 だが， 人び との 多くは， これを 
理解し ない。」 

27 . 天と地の 大権は， アツ ラーの 有で ある。 時が， 到来す る 日， 虚偽に 従う 者は 失敗 者と なる。 

28 . あなたは， 各 集団が 跪きながら， 夫々 の 集団で 自分の 記録の 所に 呼ばれる のを 見よう。 この 
日， あなたがたが 行った ことに 対して 報いられ るので ある。 

29 . この われの 記録 こそは あなたがた について 真実を 語る。 本当に われは， あなたがたの 行った 
ことを 書き留めさせて 置いた。 

30 . それで 信仰し， 善行に 勤 しんだ 者， 主は かれらを， 慈悲の 中に 入らせられる。 これは 明らか 
に 至福の 成就で ある。 

31 . それから 不信者に 対しては， 「 われの 啓示が， あなたがたに 読誦され なかった のか。 あなた 
がた は 高慢で， 犯罪者で ある。」 （と言われよう）。 

32 . そして （かれらに 向かって，） 「アツ ラーの 御 約束は， 本当に 真実で ある。 （審判の） 時は 

， 疑いの 余地は ない ので ある。」 と 告げられ ると， あなたがたは， 「時が 何で あるの か， わたし 
たちには 分りません。 それは 全く 臆測に 過ぎない と 思います。 だから わたしたちは， しっかりし 
た 確信な ど 持てません。」 と 言った。 

33 . こうして， かれらの 行った 様々 な 悪が かれらに 現われ， かれらの 嘲笑して いた ことが， かれ 
らを とり 囲む。 

34 •仰せられよう。 「今日 われは， あなたがたを 忘れる であろう。 あなたがたが， この 日の 対面 
を 忘れた ように。 あなたがたの 住まいは 業火で ある。 あなたがたには， （もはや） 助ける 者は な 
いので ある。 

35 . それは あなたがたが， アツ ラ-の 印を 嘲笑し， 現世の 生活が あなたがたを 欺いて いたた めで 
ある。 それで 今日は， そこから 出して 貰えず， また， （アツ ラーの） 御 恵 •にも あずかれない。 

J 

36 . 諸 天の 主， 大地の 主。 万有の 主， アツ ラ-に こそ 凡ての 称讃 あれ。 

37 . 天と地に おける， 尊厳は， かれ （だけ） の ものである。 かれは 偉力 ならびなく 英明で あられ 
る。 


321 


SURA46 •砂丘 章 〔アル •アハ カーフ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . ハー. ミー ム。 

2 . この 啓 典の 啓示は， 偉力 ならびなく 英明な アツ ラーから （下された もの） である。 

3 . われは， 真理と 期限を 定めずに は， 天と地， そして その 間の 凡ての ものを， 創造し なかった。 
だが 信仰し ない 者は， かれらに 警告され たこと から 背き 去る。 

4 . 言って やる がいい。 「アツ ラーを 差し置いて あなたがたが 祈る ものに 就いて 考えない のか。 か 
れら が， 大地で 創った ものが 何 か あるの なら， わたしに 見せる がいい。 また 天の 創造に おいて か 
れら （偶像） の 参与が あると でもい うの か。 もし あなたがたの 言葉が 真実なら， これ （ク ルアー 
ン） 以前の 啓 典 かまた は （古代 入） の 知識の かけらで もよ いから わたしに (西？) せ。」 

5 •アツ ラー 以外の ものを， 祈る 者より 迷って いる 者が 外に あろう か。 これらの 者は， 復活の 日 ま 
で 答えは 得られない。 また かれら （神々） は， その 祈りに 気付かない。 

6 .また 人間が （審判に） 集められた 時， かれら （神々） は， かれらに 対し 敵と なり， かれらへの 
崇拝な ど， 認める こと もない。 

7 •われの 明白 だ 印が， かれらに 読誦され ると， 信仰し ない 者は かれらの 許に 来た 真理に 就いて 言 
う。 「これは 明らかに 魔術です。」 

8 .また かれらは， 「かれ （ムハ マンド） が， それ （ク ルアー ン） を 捏造した のです。」 と言う。 
言って やる がいい。 「もし わたしが それを 捏造した のなら， あなたがたは アツ ラーから （の 恩恵 
を）， 何も わたしに あずからせないで あろう。 かれは あなたがたが， それ （ク ルアー ン） に 就い 
て 語る ことを 最もよ く 知って おられる。 かれは， わたしと あなたがたの， 立証 者と して 万全で あ 
り， かれは 寛容に して 慈愛ぶ かき 御 方で あられる。」 

9 •言って やる がいい。 「わたしは 使徒たち の 中の 革新 者では ない。 （何故なら） わたしに， また 
あなたがたに 何が なされる のかを わたしは 知らない。 只， わたしは 啓示され たこと に 従う だけで 
あり， わたしは， 公明な 一人の 警告 者に 過ぎない。」 

10 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 考えて •たの か， もし （ク ルアー ン が） アツ ラーの 御 許 
からで あり， それを あなたがたは 拒否し， しかも， イスラエルの 子孫の— 人が それ （ムーサーの 
律法） と， 同じ ものであると 立証し， それで かれ 自身 ク ルアー ンを 信じた のに， あなたがたは （ 
なお） 高慢に も 信じなかった とすれば （あなたがたは 不義の 徒になる のでは ない のか）。 本当に 
アツ ラーは， 不義の 民を 御 導きに なられない。」 

11 . 信じない 者は 信仰す る 者に 言う。 「もし この （ク ルアー ンを 信じる こと） が 良い ので あれば 

, かれらが わたしたちに， 先んじる 害は ない。」 また かれらは それに よって， 導きな どを 受けな 
いので あると して， 「これは 昔の 作り話し です。」 と言う。 
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12 . しかし この （ク ルアー ン） 以前に も 導きが あり， 慈悲で ある ムーサーの 啓 典 （律法） が あっ 
た。 それに これは， アラビア 語で それを 確証す る 啓 典で， 悪業を なす 者への 警告で あり， また 善 
行に 勤し む 者への 吉報で ある。 

13 . 本当に r わたしたちの 主は， アツ ラーです。」 と 言い， その後 （その 道に おいて） 堅固な 者 
には 恐れ もな く， 憂い もない。 

14 . これらは 楽園の 住人で， その 中に 永遠に 住む。 （それが） かれらの （善） 行に 対する 報奨で 
ある。 

15 . われは， 両親に 対し 優しくす るよう 人間に 命じた。 母は 懐胎に 苦し •， その 分娩に 苦しむ。 
懐胎して から 離乳させる まで 30 ヶ月 かかる。 それから かれが 十分な 力を 備える 年配に 達し， それ 
から 40 歳に もなる と， 「主よ， わたしと 両親に 対して， あなたが 御 恵 •下された 恩恵に 感謝 させ 
て 下さい。 また あなたの 御喜び にあず かるよう， わたしが， 善行に 勤し むように して 下さい。 ま 
た 子孫 も， 幸福に して 下さい。 わたしは 悔悟して あなたの 御 許に 帰ります。 本当に わたしは， 服 
従， 帰依す る 者です。」 と言うよう になる。 

16 . これらの 者は， われが その 行いの 中 最善の ものを 受け入れる 者たち で， 様々 な 誤った 行いは 
見逃し， 楽園の 住人の 中 （に 入る 者） であろう。 これは かれらと 結ばれた， 真実の 約束で ある。 

17 •だが 自分の （信心深い） 両親に 向かって 言う 者が ある。 「ああ， いや だ 2 人と も， わたしが 睡 
ら される のです か。 わたし 以前に 幾 世代 も 過ぎ去って （誰 一人 生き かえって いない） では ありま 
せんか。」 両親は アツ ラーの 御 助けを 願って （言った）。 「まあ， 情けない こと。 あなたは 信仰 
しなさい。 本当に アツ ラーの 御 約束は 真実な のです。」 それでも かれは， 「これは 昔の 物語に 過 
ぎない。」 と言う。 

18 . これらの 者は， 以前に 滅び 去った ジン や 人間の 民族の 中に いる 者で， 御言 葉が， かれらに 実 
証され る 者たち である。 かれらは， 本当に （完全な） 失敗 者で ある。 

19 . 各人には， その 行った ことに 応じて 種々 の 段階が ある。 これは かれが， 行為に 対して （完全 
に） 報 われる ためで， 決して 不当に 扱われる ことは ない。 

20 . 不信心 者たち が， 獄 火の 前に 晒される その 日， 「あなたがたは 現世の 生活に おいて， 様々 な 
良い ものを 得ながら， それを 自ら 享楽した。 それで 今日は， 恥ず べき 懲罰で 報いられよう。 あな 
たがた は 地上で 真理を 無視し， 高慢で あり， また （アツ ラーの） 淀に 背いて いた ことに 対して 恥 
ずべき 懲罰で 報いられよう。」 （と 仰せられる であろう）。 

21 •アー ドの 同胞 〔フード〕 を 思い起こしなさい。 われが かれの 民を 砂の 丘で 戒めた 時， 確かに 
かれ 以前に もまた 以後に も， 警告 者たち が 来て， 「アツ ラーの ほか 崇拝して はならない。 本当に 
わたしは， 偉大な 日の 懲罰を， あなたがた のために 恐れる。」 （と 言った。） 

22 .かれらは 言った。 「あなたは， わたしたちを 神々 から 背かせる ために 来たので すか。 もし あ 
なた の 言葉が 本当なら， わたしたちを 威して いるものを (湾?） しなさい。」 
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23 .かれは （答えて） 言った。 「その 知識は アッ ラーに （だけ） あり， わたしは 下された ものを 
あなたがたに 伝える だけで ある。 それにしても， あなたがたは， 分ろうと しない 愚か者で ある。 

J 

24 •その 時， 黒雲が それぞれの 谷に 押し寄せて 来る のを 見て 人々 は 言った。 「この 雲では， 一雨 
来る ぞ。」 すると （声が あった）。 「いや， それは あなたがたが 催促す る もの。 それに 伴う 風 こ 
そは 痛ましい 懲罰で， 

25 . それは 主の 御 命令を 奉じて， 凡ての ものを 壊滅し 去る。 」 それで 朝になる と， かれらの 住 • 
かの 外， 何もの も 見られなかった。 われは このように， 罪を 犯した 民に 報いる。 

26 . われは， 実に あなたがた （クライ シュ 族） にも 与えなかった 力を， 聴覚と 視覚と 心を かれら 
に 授けた。 それでも かれらは， アッ ラーの 印を 認めなかった ため， その 聴覚と 視覚と 心は， 全く 
かれらを 益す る ことなく， かれらは 自分の 嘲笑して いた ものに， 取り囲まれて しまった。 

27 . 本当に われは あなたがたの 周囲の 数々 の 町村を 滅ぼし， わが 印を 示した。 （それで） かれら 
が （われに） 帰る （ように）。 

28 . アッ ラーに 近付こうと， かれらが かれを 差し置いて 神と して 拝した ものたち は， 何故 かれら 
を 助けなかった のか。 いや （助ける どころ か） 偶像は かれらから 姿を消して しまった。 これは， 

(偶像を 崇める かれらの 論理） かれらの 偽作で あり， また 捏造した ものであった。 

29 . われが， ク ルアー ンを 聞きたい という ジンの 仲間を あなたに 差し向けた 時の ことを 思い起し 
なさい。 かれらが その 場に 臨む と 栗い に， 「謹んで 聴きなさい。」 と 言った。 やがて それが 終る 
と， 警告の ために その 民の 所に 帰って 行き 警告した。 

30 . かれらは 言った。 「わたしの 人々 よ， わたしたちは ムーサ-の 後に 下された 啓 典を 確かに 聞 
きました。 （それは） それ 以前に 下された ものを 確証し， 真理と 正しい 道に 導く ものです。 

31 •わ X したち の 人々 よ， アッ ラーに 招く 者に 答えて， かれを 信じなさい。 かれは， あなたがたの 
様々 な 罪を 敵し， 痛ましい 懲罰から 御 救いに なられる。 

32 •アッ ラーの 招きに 答えない 者は， 地上に おいて かれ （の 計画） を 挫く ことな ど 出来る 害は な 
い。 また かれらには， かれの 外に 保護者は ない。 これらの 者は 明らかに 迷いに 陥って いる 者で あ 
る。」 

33 . かれら （マッカの 多神教 徒） は， 天と地を 創造な され， その 創造に 疲れる こと もない アッ ラ 
一が， 死者を 睡ら せる ことくら い， できる とは 思わない のか。 いや， かれは 凡ての ことに 全能で 
あられる。 

34 . 信仰し ない 者が， 火獄の 前に 晒される 日。 （かれらは 間 われよう。） 「これは 真実では ない 
のか。」 かれらは （答えて）， 「本当でした。 わたしたちの 主に 誓け て。」 と言う。 かれは 仰せ 
られ よう。 「あなたがたは 不信心であった ことに 対する 懲罰を 味わえ。」 
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35 .あなたは 耐え忍べ。 （且つて） 使徒たち が， 不屈の 決意を したよう に 耐え忍べ。 かれら （不 
信心の 者） のために 急いでは ならない。 かれらに 約束され たこと （懲罰） を 見る 日， まるで （死 
から 復活までの 期間を） 一 ^.0 の 中の ほんの 一時し か 過して はいなかった かの ように （思う であろ 
う）。 （これは アツ ラーからの） 御達しで ある。 滅ぼされ るのは， （アツ ラーの） 淀に 背く 者た 
ち だけで ある （という ことを）。 

SURA 47 .ム ハン マ ド 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 信仰し ない 者， また （人び とを） アツ ラーの 道から 妨げる 者には， その 行いを 迷わせられる。 

2 •信仰して 善行に 勤し む 者， また ム ハン マ ドに 下された ものを 主からの 真理と して 信仰す る 者に 
は， かれは その 罪障を 消滅し 情況を 改善な される。 

3 •それ も， 信仰し ない 者が 虚偽に 従い， 信仰す る 者が 主からの 真理に 従うた めで ある。 このよう 
に アツ ラーは， 人び とのた めに 比喩に より （教えを） 説かれる。 

4 .あなたがたが 不信心な 者と （戦場で） 見える 時は， （かれらの） 首を 打ち切れ。 かれらの 多く 
を 殺す まで （戦い）， （捕虜には） 縄を しっかり かけなさい。 その後は 戦いが 終る まで 情けを 施 
して 放す か， または 身代 金を 取るな りせ よ。 もし アツ ラーが 御望 •なら， きっと （御 自分で） か 
れらに 報復され よう。 だが かれは， あなたがたを 栗い に 試 •るた めに （戦いを 命じられる）。 凡 
そ アツ ラーの 道の ために 戦死した 者には， 決して その 行いを 虚しい ものに なされない。 

5 •かれは， かれらを 導き その 情況を 改善な され， 

6 •かねて 告げられ ていた 楽園に， かれらを 入らせられる。 

7 •信仰す る 者よ， あなたがたが アツ ラ-に 助力 すれば， かれは あなたがたを 助けられ， その 足場 
を 堅固に される。 

8 .また 信仰な き 者には 滅亡 （が ある だけ） で， その 行いを 迷わせられる。 

9 •それと いうの も， かれらが アツ ラーが 下された ものを 嫌った ためで， かれは その 行いを 無効に 
なされる。 

1 0 .あなたがたは 地上を 歴遊して， かれら 以前の 無 信仰な 者たち の 最後が どうであった かを 見な 
かった のか。 アツ ラーは かれらを 全滅な された。 不信者 （の 運命） も これと同じ （運命） である 
〇 

II . それは アツ ラーが， 信仰す る 者の 守護 者で あられ， 不信心 者には 守護 者がない ためで ある。 

12 .本当に アツ ラーは 信じて 善行に 動し む 者を， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせられる。 そして 信 
仰し ない 者には， （現世の 生活を） 楽しませ， 家畜が 食うよう に 大食 させて， 業火を かれらの 住 
まいと する。 
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13 .われは あなたを 追放した 町 （マッカ） よりも もっと 強い 多くの 都市を 滅ぼした が， かれらに 
は 援助 者 もなかった。 


14 . それで 主からの 明 証の 上に いる 者と， 自分の 悪行を 立派な ものと 考え， 私欲に 従う 者と が 同 
じであろう か。 

15 . 主を 畏れる 者に 約束され ている 楽園を 描いて • よう。 そこには 腐る ことのない 水を 堪える 川 

, 味の 変る ことのない 乳の 川， 飲む 者に 快い （美） 酒の 川， 純良な 蜜の 川が ある。 また そこでは 
, 凡ての 種類の 果実と， 主からの 御赦 しを 賜わる。 （このような 者たち と） 業火の 中に 永遠に 住 
•， 煮えた ぎる 湯を 飲まされて， 腸が 寸断す る 者と 同じであろう か。 

16 . かれらの 中には， あなたに 耳を 傾ける 者 も ある。 あなたの 前を 出て 行く と， 知識を 授かって 
いる 者たち に 向かって， 「かれが 今 言った ことは， 一体 何です か。」 と 訊ねる。 これらの 者は， 
アツ ラーに 心を 封 じられ た 者で， 自分の 私欲に 従う 者で ある。 

17 •しかし 導かれて いる 者たち には， （一層の） 導きと 敬 度の 念を 授けられる。 

18 . かれら （にせ 信者） は， その 時 （最後の 審判） を 待つ ほかは ない。 それは 突然 かれらに 下る。 
その 兆候は すでに 下って いる。 それ （時） が 来たと き， かれらは 警告を どう 役立てる のか。 

19 . だから 知れ。 アツ ラーの 外に 神は ない ことを。 そして あなたの 罪過に 対し 御赦 しを 請え。 ま 
た 信仰す る 男たち， 信仰す る 女たち のために も御赦 しを 請え。 本当に アツ ラーは， あなたがたの 
働き振り も， 休 •方 も （凡て） 知って おられる。 

20 . 信仰す る 者たち は， 「 どうして 1 章 〔スーラ〕 が 下って 来ない のか。」 と言う。 ところが 断固 
たる 1 章が 下され， その 中で 戦闘の ことが 述べられ ると， 心に 病の 宿る 者たち は， 今にも 死に 臨 
むような 弱々 しい 瞼で あなたを 見よう。 災 あれ （かれらは 死んだ 方が いい。） 

21 . 服従す る ことと， 公正に 言う こと （の 方が 大事で ある）。 事 （戦闘） が， 決定され た 時は， 
アツ ラーに 忠誠で ある ことが かれらの ために 善い。 

22 . あなたがたが， もし 御 命令に 背き 去ったり して， 地上に 退廃を （打？） し， また 血縁の 断絶 
となる ような ことを 期待す るの か。 

23 . これらの 人々 は， アツ ラーが 見限った 者で， 聾哑 （者） にされ， その 目 も 盲目に なされる。 

24 •かれ らは クル ア ーンを 熟読 玩味 しないの か。 それとも 心に 鍵を かけた のか。 

25 .本当に 導きが 明らかにされた 後 それから 背き 去る 者は， 悪魔に 唆され， 誤った 願望の 虜 とな 
る。 


26 . それは かれらが， アツ ラーの 下される ものを 嫌う 者に 向かって， 「わたしたちは 場合によっ 
ては， あなたがたに 従い ましよう。」 と 言った ためで ある。 だが アツ ラーは かれらの 秘密を 知っ 
て おられる。 

27 . 天使たち が， かれらを 召しよ せ （死んで しまう こと） かれらの 顔 や 背を 打ったなら どうで あ 
ろうか。 
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28 .それと いうの も かれらが アツ ラーの 御 怒りに なること ばか りを 行い， かれの 御喜び に なられ 
る ことを 嫌った ため， かれが かれらの 行いを 虚しく したので ある。 


29 .それとも 心に 病を 宿す 者は， 自分たち の （密 な） 悪意を アツ ラーが 明る •に 出されな いとで 
も 考える のか。 

30 •もし われが 欲するなら， かれら （偽 信者） を あなたに 指し示し， その 特徴に よって 識別 出来 
， また （かれらは） 言葉の 調子に よっても 分る。 本当に アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 知っ 
て おられる。 

31 •われは あなたがたの 中， 努力し， 耐え忍ぶ 者たち を 区別す るた めにあな たがた を 試 •る。 ま 
た あなたがたの 言行を も 確め る。 

32 . 本当に 信仰し ない 者， そして （人び とを） アツ ラーの 道から 妨げ， また 導きが 明らかにされ 
た 後 使徒に 反抗す る 者たち がいる が， 少しも アツ ラーを 損う ことは 出来ない。 かれは， かれらの 
行いを 虚し くな される。 

33 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーに 従い， また 使徒に 従え。 あなたがたの 行いを， 虚しく 
させて はならない。 

34 . 本当に 信仰し ないで， アツ ラーの 道から （人び とを） 妨げ， 不信者と して 死ぬ 者を， アツ ラ 
一は 決して 御赦 しには なられない。 

35 •だか ら 落胆して は ならない。 和平を 唱えて は ならない。 あな たがた は 勝利を 得 るので ある。 
アツ ラーは， あなたがた と共に おられる。 決して あなたがたの 行いを 失敗 させない。 

36 .この 世の 生活は， （一時の） 遊び や 戯れに 過ぎない。 あなたがたが 信仰して 自分の 義務を 果 
すなら ば， かれは あなたがたに 報奨を 与える。 あなたがたは 財産 （の 放棄） を 求められて いるの 
ではない。 

37 •もし かれが それを あなたがたに 求められ， 強要され るなら ば， あなたがたは 借し くな り， か 
れは あなたがたの 恨 • 心を 暴露され よう。 

38 .見よ， あなたがたは， アツ ラーの 道の ために （所有す る ものの 一部の） 施しを 求められ るの 
である。 それな のに あなたがたの 中には， 貪欲な 者が いる。 だが 貪欲な 者は， 只 自分の 魂を 損う 
だけで ある。 アツ ラーは 自足され ている が， あなたがたは 貧しい。 もしも あなたがたが 背き 去る 
ならば， かれは あな たがた 以外の 民を 代り に 立て られ よう。 それらは あなたがたと 同様では ない 
であろう。 


SURA  48 .勝利 章 〔アル •ファ トフ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .本当に われは， 明らかな 勝利 を あなた に 授けた。 
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2 •それは アツ ラーが， あなたの ために 過去と 今後の 罪を 赦 し， また あなたへの 恩恵を 果して 正し 
い 道に 導 もいて 下さり， 

3 •また 力強い 援助で あなたを 助けようと なされる ためで ある。 

4 .かれ こそは， 信者たち の 心に 安らぎを 与え， かれらの 信心の 上に 信心を 加えられる 方で ある。 
本当に， 天と地の 諸 軍勢は アツ ラーの 有で ある。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

5 •それ も かれが， 信じる 男たち と 信じる 女たち を 川が 下を 流れる 楽園に 入らせて， その 中に 永遠 
に 住まわせ， かれらの 様々 な 罪業を 消滅な される との 思し召しから。 これ こそ アツ ラーの 御 許で 
は 偉大な 成就で ある。 

6 .また かれは， アツ ラーに ついて 邪な 考えを もつ 偽 信者 や 女たち， 多神教 徒は 男 も 女 も 懲罰な さ 
れ る。 かれらは アツ ラーに 就いて， 悪い 見解で 臆測す る 者で ある。 これらの 者には 非運が 巡って 
きて， アツ ラーは かれらに 激怒され， 祟られ， かれらの ために 地獄を 準備な される。 悪い 帰り 所 
である。 

7 •天と地の 諸 軍勢は アツ ラーの ものである。 アツ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

8 •本当に われは， 実証 者， 吉報の 伝達 者 また 警告 者と して， あなたを 遣わした。 

9 •それは あなたがたが， アツ ラーと その 使徒を 信じ， また かれ （の 教えの 宣揚） を 助け， かれを 
尊崇させる ためで あり， また 朝な 夕な かれを 讚え させる ためで ある。 

10 .本当に あなたに 忠誠を 誓う 者は， アツ ラ-に 忠誠を 誓う 者で ある。 アツ ラ-の 御手が かれら 
の 手の 上に あり， それで 誰でも 誓いを 破る 者は， 自分の 魂を 損なう 者で ある。 また 誰でも アツ ラ 
一との 約束を， 果す 者には， かれは 偉大な 報奨を 与える ので ある。 

11 •後に 居残った 砂漠の アラブ 人たち は， あなたに 向かって， 「わたしたちは， 財産 や 家族の こ 
とに 捕われて いました。 だから どうか わたしたちの ために， 赦 しを 祈って ください。」 とかれら 
は， 心に もない ことを 舌の 先で 言う。 言って やる がいい。 「もしも アツ ラーが あなたがたを 害し 
ようと 御望 • になり， または 益し ようと 御望 • になれば， 誰が あなたがた のために 少しで も アツ 
ラーの 意を 翻す ことな ど 出来よう か。 」 いや， アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 知り 尽 され 
る。 

12 . いや， 使徒と 信者たち は， 決して その 家族の 許に 帰らない と あなたがたは 考え， 得意に なっ 
て， 邪念を 抱いて いた。 あなたがたは 破滅す る 民で ある。 

13 . 誰でも アツ ラーと その 使徒を 信じないならば， われは そのような 不信心の 徒に 対して 燃えさ 
かる 火を 準備した。 

14 . 天と地の 大権は アツ ラ-の 有で ある。 かれは 御望 •の 者を 赦 し， また 御望 •の 者を 懲罰な さ 
れ る。 本当に アツ ラーは， 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

15 •後に 居残った 者たち も， あなたがたが 出動して 戦利品が 取れる となると， 「わたしたちを 入 
れ てくだ さい。 あなたがたの 御供を します。」 と 言い， かれらは アツ ラーの 御言 葉を 変えようと 
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望む。 言って やる がいい。 「あなたがたは， 決してつ いて 来て はならない。 アッ ラーが 既にそう 
仰せられ たので ある。」 すると かれらへ， 「あなたがたは わたしたちを 恨んで いる。」 と言う。 
いや， かれらは 少しも 理解 しないの である。 

16 .あと 居残った 砂漠の アラブた ちに 言って やる がいい。 「今に あなたがたは， 強大な 勇武の 民 
に対して （戦うた めに） 召集され よう。 あなたがたが 戦い抜く のか， または かれらが 服従す るか 
のい ずれ かで ある。 だが この 命令に 従えば， アッ ラ-は 見事な 報奨を あなたがたに 与えよう。 だ 
が も し 以前 背いた ように 背き 去るならば， かれは 痛ましい 懲罰で あなたがたを 処罰され よう。」 

17 •ただし， 盲人は （出征し なくても） 罪は なく， 足の 障害者 や 病人に も 罪は ない。 誰でも アッ 
ラーと その 使徒に 従う 者は， 川が 下を 流れる 楽園に 入らされよう。 しかし 誰でも 背き 去る 者は， 
痛ましい 懲罰が 下される であろう。 

18 . かれらが あの 樹の 下で あなたに 忠誠を 誓った 時， アッ ラーは 信者たち に， ことの 外 御 満悦で 
あった。 かれは かれらの 胸に 抱く ことを 知り， かれらに 安らぎを 下し， 手近な 勝利を もって 報 わ 
れ た。 

19 . そして かれらは， （その外に） 沢山の 戦利品を 得た。 アッ ラーは 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ る。 

20 . アツ ラーは， あなた がた が 得 る ことになる 沢山の 戦 利 品を 約束な された。 しかも 直ぐに それ 
を 果たされ， あなたがたに （反抗す る） 人び との 手を 押えられた。 それは 信仰す る 者への 印で あ 
り， また あなたがたを 正しい 道に 導く ためで ある。 

21 . また かれはい まだに あなたがたの 力の 及ばない ものを も （約束され たが）， アッ ラーは しっ 
かりと 取り囲んで いる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる。 

22 . 不信心 者たち が， あなたがたと 戦った としても， かれらは きっと 背を 向けよう。 かれらには 
, 保護者 も 救助 者 もい ない。 

23 . これは 昔からの， アッ ラ-の 慣行で ある。 あなたは アッ ラーの 慣行には， 少しの 変更 も 見い 
出せない。 

24 . また かれ こそは， マッカの 谷間で あなたがたから かれらの 手を， また， かれらから あなたが 
たの 手を 押えられた 方で あり， その後 かれは， あなたがたに かれらに 対し 好結果を 与えられた。 
本当に アッ ラーは， あなたがたの 行う ことの 監視者で あられる。 

25 . かれら こそは （啓示を） 拒否し， あなたがたを 聖 なる マ スジ ドから 妨げ， また 供物が その 犠 
性の 場に 達する ことを 妨げた 者で ある。 また あなたがたが， （かれらと 混じり 住む） 信仰す る 男 
や 女たち を， 知らずに 踏 •躪っ て， 無意識に 罪を 犯さない よう 

(あなたがたの 手を 押えられた）。 かれは 御 心に 適う 者を その 慈悲の 中に 入らせられる。 もし か 
れら （善男善女） が （はっきりと） 分れて いたならば， われは 痛ましい 懲罰で 不信の 徒を 懲罰し 
ていたで あろ 9。 
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26 . あの 時 不信心な 者たち は， 胸の 中に 慢心の 念を 燃やした。 ジャー ヒリ ーヤ （時代の ような） 
無知に よる 慢心で ある。 それで アツ ラーは， 使徒と 信者の 上に 安らぎを 下し， かれらに 自制の 御 
言葉を 押し付けられた。 これは かれらが その （安らぎ） に 値し， また それを 受ける ためであった 
。 アツ ラーは 凡ての ことを 知って おられる。 

27 . 本当に アツ ラーは， 使徒の ために かれの 夢を 真実に なされた。 もし アツ ラーが 御望 •なら， 
あなたがたは， 安心して 必ず 聖 なる マ スジ ドに 入り， あなたがたの 頭を 剃， または （髪を） 短 か 
く 刈り込んで （ハ ツジ や オム ラを 全うする）。 何も 恐れる ことは ない ので ある。 かれは あなたが 
たが 知らない ことを 知って おられる。 それば かり か， かれは 手近な 一つの 勝利を 許された。 

28 . かれ こそは， 導きと 真実な 教えを もって， それを 凡ての 宗教の 上に 宣揚す るた め， かれの 使 
徒を 遺 わされた 方。 本当に アツ ラーは 立証 者と して 万全で あられる。 

29 . ム ハン マ ドは アツ ラーの 使徒で ある。 かれ と共にい る 者は 不信心の 者に 対しては 強く， 挫け 
ず， お 栗い の 間では 優しく 親切で ある。 あなたは， かれらが ル クウし サジ ダして， アツ ラーから 
の 恩恵と 御 満悦を 求める のを 見よう。 かれらの 印は， 額に ある サジ ダに よる 跡で ある。 （ムーサ 
一の） 律法に も， かれらの ような 者の 譬えが あり， （イーサ ーの） 福音に も， かれらの ような 譬 
えが ある。 それは 蒔いた 種が 芽を ふき， 丈夫な 茎を 伸ばして， 種を 蒔いた 者を 喜ばせる ような も 
の。 それで 不信者た ちは， かれらに 憤激す る ことであろう。 だが アツ ラーは， かれらの 中で 信仰 
し て 善行に 勤し む 者に， 容赦と 偉大な 報奨を 約束な される。 

SURA 49 .部屋 章 〔アル •フ ジュラ ー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .信仰す る 者よ， あなたがたは アツ ラーと その 使徒を 差し置いて 勝手な 振舞いを しては ならない 
。 アツ ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは 全 聴に して 全知で あられる。 

2 •信仰す る 者よ， あなたがたの 声を 預言者の 声よ り も 高く 上げて はならない。 また あなたがたが 
栗い に 声高に 話す 時の ように， かれに 大声で （話して） はならない。 あなたがたの 気付かない 中 
に， 自分の 行いを 虚しく しないた めに。 

3 . 本当に アツ ラーの 使徒の 前で その 声を 低く する 者は， アツ ラーが その 心の 敬虔 さを 試 • られた 
者で ある。 かれらには， 赦 しと 偉大な 報奨が あろう。 

4 . 本当に 部屋の 外から 大声で あなたを 呼ぶ 者の 多くは， 思慮 分別の ない 者で ある。 

5 •もし かれらが， あなたの 出て 来る のを 待つならば， それは かれらの ために も 良い。 本当に アツ 
ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

6 •信仰す る 者よ， もし 邪な 者が 情報を あなたがたに (湾?） したならば， 慎重に 検討しなさい。 これ 
は あなたがたが， 気付かない 中に 人び とに 危害を 及ぼし， その 行った ことを 後悔す る ことになら 
ないた めで ある。 
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7 . あなたがたの 間に アツ ラーの 使徒が いる ことを 知れ。 かれが もし 多くの 事柄に 就いて あなたが 
たに 従ったならば， あなたがたは きっと 不幸に 陥った ことであろう。 だが アツ ラーは， あなたが 
たに 信仰を 好ましい ものと なされ， また あなたがたの 心を， それに 相応しく して， あなたがたに 
不信心と 邪悪と 反逆を 嫌うよう になされ た。 これは 正し く 導かれた 者で ある。 

8 . それ も アツ ラーからの 御 恵 •であり， 恩恵で ある。 アツ ラーは 全知に して 英明で あられる。 

9 •もしも 信者が 2 つに 分れて 争えば， 両者の 間を 調停しなさい。 もし かれらの 一方が 他方に 対し 
て， （一方的に） 無法な ことを するならば， 無法者が アツ ラーの 命令に 立ち返る まで 戦いなさい 
。 だが かれらが 立ち かえったならば， 正義と 公平を 旨と して かれらの 間を 調停しなさい。 本当に 
アツ ラーは 公正な 者を 愛される。 

10 . 信者たち は 兄弟で ある。 だから あなたがたは 兄弟の 間の 融和を 図り， アツ ラーを 畏れなさい 
。 必ず あなたがたは 慈悲に あずかる ので ある。 

11 . 信仰す る 者よ， 或る 者たち に 外の 者たち を 嘲笑 させて はならない。 それら （嘲笑され た 方） 

が かれらよりも 優れてい るか も 知れない。 女たち にも 外の 女たち を （嘲笑 させて は） ならない。 
その 女たち がかの 女たち よりも， 優れてい るか も 知れない。 そして 栗い に 中傷して はならない。 
また 綽名で， 罵り 合って はならない。 信仰に 入った 後は， 悪を 暗示す るよう な 呼名は よくない。 
それでも 止めない 者は 不義の 徒で ある。 


12 .信仰す る 者よ， 邪推の 多くを 祓 え。 本当に 邪推は， 時には 罪で ある。 無用の 詮索を したり ま 
た 栗い に 陰 日して はならない。 死んだ 兄弟の 肉を， 食べる のを 誰が 好もう か。 あなたがたは それ 
を 忌 •嫌う ではない か。 アツ ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは 度々 赦 される 方， 慈悲 深い 方 
であられる。 

13 •人び とよ， われは 一人の 男と—^ 人の 女から あなたがたを 創り， 種族と 部族に 分けた。 これは 
あなたがたを， 栗い に 知り合うよう にさせる ためで ある。 アツ ラーの 御 許で 最も 貴い 者は， あな 
スが たの 中 最も 主を 畏れる 者で ある。 本当に アツ ラーは， 全知に して 凡ゆる ことに 通暁な される 
〇 

14 . 砂漠の アラブた ちは， r わたしたちは 信仰し ます。」 と言う。 言って やる がいい。 「あなた 
がた は 信じて はいない。 ただ 『わたしたちは 入信し ました』 と 言って いる だけで， 信仰は まだ あ 
なた がた の 心の中に 入って はいない。 もし あなたがたが， アツ ラーと その 使徒に 従うなら， かれ 
は その 行いに 就いて， 少しも （報奨を） 軽減され る ことは ない。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈 
悲 深く あられる。 

15 . 本当に 信者とは， 一途に アツ ラーと その 使徒を 信じる 者たち で， 疑いを 持つ ことなく ，アツ 
ラーの 道の ために， 財産と 生命と を 捧げて 奮闘 努力す る 者で ある。 これらの 者 こそ 真の 信者で あ 
る。」 

16 . 言って やる がいい。 「あなたがたは 自分の 宗教を， アツ ラーに 教えようと でも （思う のか） 

。 アツ ラーは 天地に ある 凡ての ものを 知って おられる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことを 熟知して 
おられる。」 
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17 . かれらは， 自分が イス ラームに 帰依して， あなたに 対する 恩を 施した ように 思って いる。 言 
って やる がいい。 「あなたがたの 帰依は， わたしへの 恵 •とはなら ない。 もし あなたがたが 真実 

(帰依した） なら， アツ ラーは， あなたがたを 信仰に 導く ことを， あなたがたへの 恵 •となされ 
るので ある。」 

18 . 本当に アツ ラーは， 天と地の 奥義を 知って おられる。 アツ ラーは， あなたがたの 所行を よく 
洞察な される 方で ある。 

SURA  50 .力ー フ章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I.  カーフ。 栄光に 満ちた ク ルアー ン によって 誓う。 

2 •いや， かれらは 自分たち の 間から 一人の 警告 者が 現われた ことに 驚き， そこで 不信心な 者たち 
は 言う。 「これは 全く 不思議な ことで ある。 

3 . わたしたちが 死んで 塵に なって （また 甦る の） か。 それは （理解 出来ない） とんでもない 匯り 
である。」 

4 . われは 大地が， かれらを 如何に 蝕 •去る かを 知っている。 また わが 手許には， （凡ゆる 始終の 
) 記録の 帳簿が ある。 

5 . 真理が 訪れた 時， それを 虚偽と したので， かれらは 混乱状態に 陥った。 

6 •かれらは 頭上の 天を 見ない のか。 われが 如何に それを 創造し， 如何に それを 飾った か。 そして 
それには， 少しの 傷 もない と言うのに。 

7 . また， われは 大地を うち 広げ， その上に 山々 を 据え， 様々 の 種類の 美しい （草木） を， 生い茂 
ら せる。 

8.  (それらは） 悔悟して （主の 御 許に） 返る 凡ての しもべが， よく 観察すべき ことで あり， 教訓 
である。 

9 •われは また， 祝福す る 雨を 天から 降らせて， 果樹園 や 収穫の 穀物を 豊かに 生長させる。 

10 .びっしり と 実を 付けた 丈の 高い ナツメ ヤシの 木は， 

II.  (アツ ラーの） しもべた ちの 食料。 また それ （雨） で われは 死んだ 大地を 睡ら せる。 呼出し 
(復活） にしても 同じような こと。 

12 •かれら 以前 も， （使徒を） 嘘 付き 呼ばわりした 者が あった。 ヌーフ の 民 も， ラ ツスの 仲間 も 
サ ムード も， 

13 . また アー ドの 民 も， フイ ル アウン も， ルー トの 同胞 も， 

14 . また 森の 仲間 また トツ バウの 民 も 皆 使徒を 嘘 付き 呼ばわりした。 だから （われの） 警告は 確 
実に 実現され てし まった。 
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15 . 最初の 創造の ために， われが 疲れたと いうの か。 いや， かれらは 新しい 創造に 就いて 疑いを 
抱いて いる。 

16 . 本当に われは 人間を 創った。 そして その 魂が 囁く こと も 知っている。 われは （人間の） 脛 動 
脈より も 人間に 近いので ある。 

17 . 見よ， 右側に また 左側に 坐って， 2 人の （守護の 天使の） 監視者が 監視す る。 

18 . かれが まだ 一言 も 言わない のに， かれの 傍の 看守は （記録の） 準備を 整えて いる。 

19 . そして 実際に 死の 昏睡が 訪れる。 これは あなたが 避けて きた もの。 

20 . そして ラッパが 吹かれる。 これは あの 約束され た 日で ある。 

21 . そして 各々 の 魂は， 追手と 証言 者に 伴われて 来る。 そして 各々 の 魂は， （羊の 群を 追い立て 
るよう に） 追手 （の 天使） 一人と （現世の 諸行を 証言す るた めの） 証言 （の 天使） 一人に 伴われ 
て やって来る。 

22.  (その 時， 言われよう。） 「あなたは， この （審判の 日） に 就いて 実際 注意し なかった。 わ 
れは 今， あなたから 覆を 取り 賒 く。 今日は， あなたの 視覚は 鋭敏で ある。」 

23 . かれの 同伴の 仲間は 言う。 「これが， わたしの 準備した ものです。」 

24.  ( その 時 主は 仰せられよう。） 「あなたがた 両名， 反逆した 頑迷な 者を 凡て， 地獄に 投げ込 
め。 

25 . 正しい 道を 妨げた 者， 淀を 破っス 者， （真理に） 疑いを 抱いた 者， 

26 . アッ ラーと 同位に 外の 神を 立てた 者， あなたがた 両名は， これらを 厳しい 懲罰の 中に 投げ込 
め。」 

27 . かれの 仲間は 言う。 「主よ， わたしが かれを 背かせた のではありません。 かれが （自ら） 遠 
く 迷い込んで しまったの です。」 

28 . かれは 仰せられよう。 「 われの 前で 議論して はならない。 われは 即 にあな たがた に 警告した 
ので ある。 

29 . われは 言った ことを 変える ことは ない。 また われの しもべた ちに 対し， 決して 不正では ない 
ので ある。」 

30 . その 日 われが 地獄に， 「 満員に なった か。」 と 問う と， 「なお 多くの （入る） 者が おります 
か。」 と 答える。 

31 . 主を 畏れる 者には， 楽園が 近づいて くる。 直ぐ 近くに。 

32 . これは 悔悟して 常に （アツ ラーに） 帰り （主の 淀を） 守る 凡ての 者の ために 約束され ていた 
もので あり， 


333 


33 . 目に 見えない 慈悲 深き 御 方を 畏れ， 心の底から 悔悟して （主に） 帰った 者たち のた め （の も 
ので ある）。 

34.  r 安んじて それに 入れ。 これは 永遠の 日で ある。」 

35 . かれらの ためには そこに， 欲しい ものは 何でも あり， また わが 許から もっと 追加が あろう。 

36 . われは かれら 以前に， 如何に 多くの 世代を 滅ぼした ことか。 かれらは， これら （マッカの 多 
神 教徒） よりも 力に おいて もっと 勇猛であった ではない か。 それで かれらは 諸 都市を 巡り歩いた 
が， 何処に 避難所が あろう か。 

37 . 本当に この 中には 心 ある 者， また 耳を 傾ける 者， 注視す る 者への 教訓が ある。 

38 . われは 天と地， また その 間にある 凡ての ものを 6 日の 間に 創造した。 しかし われは 少しの 疲れ 
も 感じる ことはなかった。 

39 . それで あなたは かれらの 言う ことを 忍び， 主の 栄光を 誉め 讚え なさい。 太陽が 登る 前と 沈む 
前に。 

40 . また 夜 も， かれを 讃 えて 唱 念しなさい， また 礼拝の 終りに も。 

41 •耳を 傾けなさい。 召集者が 直ぐ 近い 所から 呼ぶ 日に （備えて）。 

42 . その 日， かれらは 真実の 一声を 聞こう。 それは （墓場から） 出て 行く 日で ある。 

43 . 本当に われは 生を 授け， また 死を 与える。 われに （凡ての ものの） 帰着 所が ある。 

44 . その 日， 大地は かれら （の 所） から 裂け， かれらは 急いで 出て 行く。 これ こそが 召集で， わ 
れに とっては 容易な 業で ある。 

45 •われは かれらの 言う ことを 良く 承知して いる。 あなたは かれらに 強制して はならない。 わが 
警告を 恐れ る 者たち に， ク ルアー ン によっ て 訓戒 しなさい。 

SURA51 .撒き散らす もの 章 〔アッ •ザーリ ヤー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .広く 撒き散らす （風） にかけ て， 

2 •重く （雨を） 運ぶ （雲） にかけ て， 

3 •安々 と 走る （船） にかけ て， 

4 .御 命を 奉じて 配付を 司る ものに かけて （誓う）。 

5 •あなたがたに 約束され たことは， 真実で， 

6 .本当に 審判は， 必ず 下る。 

7 •おびただしい 軌道を もつ 天に かけて （誓う）。 
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8 .本当に あなたがたは， 信条が まちまちで， 

9 •これ （復活の 信仰） から 背く 者は， （真実から） 背き 去る 者で ある。 

10 . 臆測 者は 処罰され よう。 

11 . 混乱の 洪水の 中で ぼんやり している 者， 

12 •かれらは， 「審判の 日は 何時の ことです か。」 と 問う。 

13.  (それは） かれらが， 火 獄で試 • られる 日。 

14.  (言って やる がいい。） 「あなたがたの 責め苦を 味わえ。 これ こそ あなたがたが， 催促して 
いた ものである。」 

15 . だが 主を 畏れ （敬虔で あっ） た 者は， 楽園と 泉に （住 •） ， 

16 . 主が かれらに 授けられる 物を 授かる。 本当に かれらは， 以前 善行に 動 しんで いた。 

17 . かれらは， 夜間で も 少し だけ 眠り， 

18 •また 黎明には， 御赦 しを 祈って いた。 

19 •また かれらの 財産には， 乞う 者 や， 乞う こと もで きない 困窮者た ちの 権利が あると 認識して 
いた。 

20 .地上 には 信心深い 者たち への 種々 の 印が あり， 

21 ■また あなたがた 自身の 中に も ある。 それでも あなたがたは 見よう としない のか。 

22 •天には， あなたがたへの 糧 と， あなたがたに 約束され たもの が ある。 

23 . それで 天と地の 主に かけて （誓う）。 本当に それは 真実で ある。 丁度 あなたがたが 話す こと 
が （事実で） あるよう に。 

24 . あなたがたは， イブ ラ- ヒ- ムの 尊い 賓客たち の 物語を 聞いた のか。 

25 . かれらは かれ （イブ ラー ヒー ム） の 家に 入って， 「平安 あれ。」 と 言った 時， かれ も 「平安 
あれ。 見知らぬ 方々 よ。」 と 答えた。 

26 . それで かれは そっと 家族のと ころに 引き返し， 肥えた 仔牛 （の 焼肉） を 持って 出て， 

27 . それを かれらの 前に 置いた。 （だが 手を 付けない ので） かれは 言った。 「あなたがたは， 召 
し 上りません か。」 

28 . かれは， かれら （賓客） が 薄気味悪く なり， 心配に なった。 かれらは 「恐れる には 及び ませ 
ん。」 と 言い， やがて， かれに 賢い 息子が 授かる であろう という 吉報を 伝えた。 

29 . すると かれの 妻は 声を あげて 進 •出て， 額を 打って， 「わたしは 老婆で， 石 女です のに。」 
と 言った。 
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30 .かれらは 言った。 「あなたの 主が こう 仰せられた のです。 本当に かれは 英明に して 全知で あ 
られ ます。」 

31 •かれは 言った。 「それで， あなたがたの 御用 件は 何です か， 使徒の 方が たよ。」 

32 •かれらは， 「わたしたちは 罪深い 民に 遣わされた のです。 

33 . 泥の 磔を （雨の ように） かれらの 上に 降らす ために。 

34 . 放埒を 尽す 者にたい して， 主の 御 許で 印され た （泥の 磔を 降らそう）。」 と 言った。 

35 . それから， われは そこにいた 信者たち を 立ちの かせよう とした。 

36 . しかし， その （町の） 中で 見出した ムス リムの 家は， 只の 一軒 だけであった。 

37 . われは 痛ま しい 懲罰を， 恐れる 者の ために 一つの 印と して そこに 残した。 

38 . また ムーサ- にも （印が あった）。 われが 明らかな 権威を 授けて， かれを フィル アウンに 遣 
わし た 時を 思い起せ。 

39 . かれ （フィル アウン） は その 権勢を 傘に， 背を 向け， 「こいつは 魔術師 か， それとも 気違い 
だ。」 と 言った。 

40 •それで あれは， かれと その 軍勢を 捕えて 海に 投げ込んだ。 本当に かれは， けしから ぬ 者で あ 
っ た。 

41 . また アー ドに も （印が あった）。 われが 惨害を (西？) す 風を かれらに 送った 時を 思い起せ。 

42 . それは かれらを 襲って， 凡てを 壊滅し 廃墟の ようにして， 何も 残さなかった。 

43 . また サム-ド にも （印が あった）。 「束の間 （の あなたがたの 生） を 楽しめ。」 と言われた 
時を 思い起しなさい。 

44 . その 時 かれらは， 主の 命令に 横柄に 背いた ので， あれよ と 見て いるまに 雷に 襲われた。 

45 . 最早 かれらは 起き 上る こと も 出来ず， また 守る こと も 出来なかった。 

46 . 以前に も， ヌーフ の 民を （われは 滅ぼした）。 本当に かれらは 反逆の 民であった。 

47 •われは 偉力を もっ て 天を 打ち 建て， 果し ない 広が りに した。 

48 . また われは 大地を 打ち 広げた。 何と 見事に 広げた ことよ。 

49 . また われは， 凡ての ものを 両性に 創った。 あなたがたは 訓戒を 受け入れる であろう （という 
配慮から）。 

so.  r それで あなたがたは， アッ ラ-の 祢 護の 下に 赴け。 本当に わたしは かれから あなたがたに 
遣わされた 公明な 警告 者で ある。 

51 .それで アツ ラーと 一緒に 外の 神を 立てて はならない。 本当に わたしは， かれから あなた がた 
に 遣わされた 公明な 警告 者で ある」。 
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52 .同様に かれら 以前の 者 も， 使徒が かれらに やって来る 度に， 「魔術師 か， または 気違い だ。 
」 と 言った。 


53 . かれらは それを 遺訓と して 継承して 来たの か。 いや， かれらは 法外の 民で ある。 

54 . それで， かれらを 避けて 去れ。 あなたがたは （かれらの 行いに 対して） 咎めは ない ので ある 
〇 

55 . だが 訓戒 しなさい。 訓戒は 信者た ちを 益す る。 

56 . ジンと 人間 を 創った のは われに 仕えさせる ため。 

57 •われは かれらに どんな 糧も 求めず， また 扶養され る こ とも 求めない。 

58 .本当に アツ ラー こそは， 糧を 授けられる 御 方， 堅固なる 偉力の 主で あられる。 

59 •悪行の 徒の 授かり 分 （罰） は， かれらの 仲間の 授かり 分 （罰） と 同じであろう。 だからそう 
(われを） 急き立てなくても いい。 

60 .信仰し ない 者に 災い あれ。 約束の 日が かれらに 必ずやって 来る。 

SURA52 .山 章 〔アツ •卜 ー ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . かの （啓示の） 山に かけて （誓う）。 

2 . 整然と 書き記された 啓 典に かけて， 

3 •巻かれて いない 羊皮紙に， 

4 .不断に 詣 でられる 聖 殿に かけて， 

5 •高く 掲げられた 天蓋に かけて， 

6 •漲り （温?) れる 大洋に かけて （誓う）。 

7 .本当に 主の 懲罰は 必ず 下る。 

8 •それは 避け 得ない。 

9 •その 日， 天は 大いに ゆらゆらと 揺れ， 

10 . また 山々 は 揺ぎ 動く であろう。 

11 . その 日， （真理を） 虚偽で あると した 者に 災い あれ。 

12 . 虚しい 事に 戯れて いた 者たち に。 

13 . かれらが （もの 凄い 力で） 地獄の 火の 中に 突き落される その 日， 

14.  ( こう 言われよう。） 「これ こそは， あなたがたが 虚偽で あると していた 地獄の 業火で ある 
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15 . これで も 魔術な のか。 それとも あなたがたは， 見えない のか。 

16 . あなたがたは そこで 焼かれる がいい。 あなたがたが それを 耐え忍んでも， 忍ばな くても 同じ 
こと。 あなたがたが 行った ことに， 報いられる だけで ある。」 

17 . 主を 畏れた 者たち は 必ず 楽園の 歓 びの 中に 置り， 

18 . 主が かれらに 与える ものに 歓喜し， また 主が 獄 火の 懲罰から かれらを 救われた ことを 喜ぶ。 

19.  (かれらには 言われよう。） r 楽しんで 食べ， 且つ 飲め。 これ も あなたがたの （善い） 行い 
のた めで ある」。 

20 . かれらは 並べられた ソファーに 寄り かかり， われは 美しい 目の 乙女たち を かれらの 配偶者に 
する であろう。 

21 . 信仰す る 者たち， また かれらに 従った 信心深い 子孫の 者たち， われは， それらの 者を （楽園 
において） 一緒にする。 かれらの 凡ての 行為に 対し， 少しも （報奨を） 軽減し ないで あろう。 誰 
もが その 稼ぎに たいし， 報酬を 受ける。 

22 . また われは 果物， 肉， その外 かれらの 望む ものを 与えよう。 

23 . かれらは そこで 栗い に 杯を 交そう。 その 時に も 虚しい 話に ふける ことなく， 乱暴 も 犯さない 
〇 

24 •かれらの 周には， 秘められた 真珠の ような 子供が 傅いて 巡る。 

25 . かれらは 栗い に 近寄って， 尋ね 合い， 

26 . 言って いた。 「以前， わたしたちは 家族の 間にいても いつも 気を 遺って いた。 

27 •だが アッ ラーは， わたしたちに 御 恵 •を 与えられ， 熱風の 懲罰から 御 救い 下された。 

28 . 以前から わたしたちは， かれに 祈って いたのです。 本当に かれは 恵 •厚く， 慈悲 深き 御 方で 
あられる」 

29 . さあ， かれらに 訓戒しなさい。 主の 恩恵に よって， あなたは 占い師で も 気違いで もない。 

30 •また かれらは， 「只の 詩人 だ。 かれの 運勢が 逆転す るのを 待とう」 と言う。 

31 . 言って やる がいい。 「待って いるが いい。 わたし も あなたがた と共に 待って いよう。」 

32 . —体 かれらの 貧しい 理解力が こう 命じた のか， それとも かれらは 法外な 民な のか。 

33 . または， 「かれ （ムハンマド） が これを 偽作した ので ある。」 と言うの か。 いや， かれらは 
信じて はいない ので ある。 

34 . もし かれらの 言葉が 真実なら， これと同じ 御告げ を もってこさせ るが よい。 

35 . かれらは 無から 創ら れ たのでは ないか。 それとも かれら 自身が 創造者な のか。 
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36 . それとも かれらが， 天と地を 創造した のか。 いや， かれらには しっかりした 信仰がない ので 
ある。 

37 . それとも かれらは， あなたの 主の 様々 な 宝物を 持って いるの か。 または （事物の） 管理者な 
のか。 

38 . それとも かれらには 梯子が あって， それで （天に 登り， その 秘密を） 聞く ことが 出来る のか 
。 それなら 聞いた という 者に， 明確な 証拠を 持って来させ るが よい。 

39 . それとも あなたがたには 息子が あって， かれには 娘が ある （だけ） というの か。 

40 •それとも あなたが， かれらに 報酬を 求め， それで かれらは 負債の 重荷を 負って いると いうの 
か。 

41 . それとも 幽玄 界 のこと が すっかり 分って いて， それを 書き留めて いると いうの か。 

42 . それとも （あなたに 対して） 策を 巡らす 積もり か。 だが 背信者たち こそ， 策謀に かかる であ 
ろう。 

43 . それとも かれらは， アツ ラー 以外に 神が あると いうの か。 アツ ラーに 讚え あれ， かれは 配す 
る もの （邪神） の 上に いと 高く おられる。 

44 . 仮令 天の一角が （かれらの 上に） 落ちる のを 見ても， かれらは， 「積 •重なった 雲です。」 
と言うであろう。 

45 . かれらは， （恐れの ために） そこに 昏倒す る （審判の） 日に 会う まで， 放って置け。 

46 •その 日 かれらの 策謀は， 何の 益 もな く， 結局 かれらは 助けられないで あろう。 

47 . 本当に 不義な 行いの 者には， この 外に も 懲罰が ある。 だが， かれらの 多くは 気付かない。 

48 . それで 主の 裁きを 耐え忍んで 待て。 本当に われは あなたがたを 見守って いる。 そして あなた 
が 立ち上がる 時は， 主を 讚え なさい。 

49 . 夜中に， また 星々 が 退く 時に も， かれを 讚え なさい。 

SURA53 .星 章 〔アン •ナジュ ム〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 .沈 •ゆく 星に かけて （誓う）。 

2 •あなたがたの 同僚は， 迷って いるので はなく， また 間違って いるので もない。 

3 . また （自分の） 望む ことを 言って いるので もない。 

4 . それは かれに 啓示され た， 御告げ に 外なら ない。 

5 •ならびない 偉力の 持主が， かれに 教えた のは， 

6 •優れた 知力の 持主で ある。 真っ直ぐに 立って， 
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7 .かれは 地平の 最も 高い 所に 現われた。 

8 •それから 降りて 来て， 近付いた。 

9 •凡そ 弓 2 つ， いや それよりも 近い 距離であった か。 た。 

10 . そしてし もべ （ムハンマド） に， かれの 啓示を 告げた。 

11 . 心は 自分が 見た ことを 偽らない。 

12 •かれの 見た ことに 就いて， あなたがた はかれと 論争す るの か。 

13 . 本当に かれ （ムハンマド） は， 再度の 降下に おいても， かれ （ジブリール） を 見た ので ある 
〇 

14.  (誰も 越せない） 涯 にある， スイ ドラ 木の 傍で。 

15 . その そばに 終の 住まいの 楽園が ある。 

16 . 覆う ものが スイ ドラ 木を こん もりと 覆う 時。 

17.  (かれの） 視線は 吸い 寄せられ， また （不 親に） 度を過ごす こと もない。 

18 . かれは 確かに， 主の 最大の 印を 見た ので ある。 

19 . あなたがたは， アツ ラー トと ウツザ ーを （何で あると） 考える か。 

20 . それから 第 3 番目の マナ- 卜を。 

21 •あなたがたには 男子が あり， かれには 女子が あると いうの か。 

22 . それでは， 本当に 不当な 分け 方であろう。 

23 . それらは， あなたが たや 祖先たち が 名付けた （只の） 名前に 過ぎない。 アツ ラーは （どんな 

) 権威を も， それらに 下されなかった。 かれら （不信心 者） は， 虚しい 臆測 や 私慾に 従ってい る 
に過ぎない。 既に 主からの 導きが， かれらに 来て いるのに。 

24 . 凡そ 人間には， 欲しい ものは 何でも 手には いるの か。 

25 . いや， 来世 も 現世 も， アツ ラーの 有で ある。 

26 •天に 如何に 天使が いても， アツ ラーが 望まれ， その 御喜び にあず かる 者にたい する 御 許しが 
でた 後でなければ， かれら （天使） の 執り成しは 何の 役に も 立たない。 

27 . 本当に 来世を 信じない 者は， 天使に 女性の 名を 付けたり する。 

28 . かれらは （何の） 知識 もな く， 臆測に 従う だけで ある。 だが 真理に 対しては， 臆測な ど 何も 
役立つ 訳は ない。 

29 . それで あなたは われの 訓戒に 背を 向け る 者， また こ の 世の 生活し か 望まな し ゝ 者 か ら 遠ざかれ 
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30 . この 程度 （現世の 生活） が， かれらの 知識の 届く 限界で ある。 本当に 主は， 道から 迷って い 
る 者を 最もよ く 知って おられる。 また かれは， 導きを 受ける 者を 最もよ く 知って おられる。 

31 . 本当に 天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラ-の 有で ある。 だから 悪行の 徒には 相応しい 
報いを 与えられ， また 善行の 徒には 最善の もので 報 われる。 

32 . 小さい 誤ち は 別と して， 大罪 や 破廉恥な 行為を 避ける 者には， 主の 容赦は 本当に 広大で ある 

。 かれは 大地から 創り 出された 時の あなたがたに 就いて， また， あなたがたが 母の 胎内に 潜んで 
いた 時の あなたがたに 就いて， 最もよ く 知って おられる。 だから， あなたがたは 自分で 清浄ぶ っ 
ては ならない。 かれは 主を 畏れる 者を 最も よく 知って おられる。 

33 . あなたは （真理から） 背き 去る 者を 見た か。 

34 . 僅かに 施しを しては， （物 借 •して） 止める。 

35 . そういう 者に 幽玄 界の 知識が あって， それで 何でも 見える というの か。 

36 . それとも， ムーサーの 書に ある ことが， 告げられ たことは ない のか。 

37 •また （約束を） 完全に 果たした イブ ラー ヒー ム のこと も。 

38 . 重荷を 負う 者は， 他人の 重荷を 負う ことは 出来ない。 

39 . 人間は， その 努力した もの 以外， 何も 得る ことは 出来ない。 

40 •その 努力 （の 成果） は， やがて 認められる であろう。 

41 . やがて 報奨は， 十分に 報いられる。 

42 . 本当に あなたの 主に こそ， 帰着 所は ある。 

43 . かれ こそは， 笑わせ 泣かせる 御 方。 

44 . また 死なせ， 生かす 御 方で ある。 

45 . 本当に かれは， 男と 女の 組 • 合わせを 創ら れ た。 

46 •それ も 精液を 吹き込む ことで。 

47 •また 2 度 目の 創造 （の 復活） も， かれの 御 心の ままで ある。 

48 •かれ こそは 富ませ， また 満ち足りさせる 御 方。 

49 . また 狼 星 （シリウス） の 主 もこの 御 方。 

50 . かれは 昔 アード （の 民） を 滅ぼし。 

51 . また サム ー ド も 一人 残さず 滅ぼされた。 

52 . それ 以前に ヌ-フ の 民 も。 本当に かれらは， 酷い 不義， 不正の 輩であった。 

53 . また （ソドムとゴモラの ように） 転覆され た 諸 都市。 
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54 . そして かれは それを 覆い 去られた。 

55.  (人び とよ， ） 一体 主の どの 御 恵 •に， あなたがたは 異論を 抱く のか。 

56 . これは， 昔の 警告 者たち と 同じ & 人の 警告 者で ある。 

57.  (審判の 時は） 近くに 迫って 来て いる。 

58 . それは アツ ラーの 外 何者 も 明らかにし 得えない。 

59 . あなたがた はこの 話を 聞いて 驚いて いるの か。 

60 •嘲笑は しても， 泣かない のか。 

61 •あなたがたは， 自惚の 中で 時を 過ごす のか。 

62 .—途に アツ ラーに サジ ダし， （かれに） 仕えなさい。 〔サシ ダ〕 

SURA54 .月 章 〔アル •カマル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 時は 近づき， 月は 微塵に 裂けた。 

2 •かれらは 仮令 印を 見ても， 背き 去つ て， r これは 相 変らず の 魔術 だ。」 と言うであろう。 

3 •かれらは （訓戒を） 虚偽で あると し， 自分の 欲望に 従ってき た。 だが 一切の 事には， 定められ 
た 結末が ある。 

4 .これまで， 様々 な 消息は， 既に (笛?) され， それで 充分 自制 出来た はず。 

5 •それは めざ ま しい 英知であった。 だが 警告は 役立たなかった。 

6 •だから あなたは， かれらから 遠ざかれ。 召集者が 嫌われる ところへ 呼び出す 日。 

7 •かれらは 目を伏せて， 丁度 バツタ が 散らばる ように 墓場から 出て 来て， 

8 •召集者の 方に 急ぐ。 不信心 者たち は 言う。 「これは 大難の 日です。」 

9 •かれら 以前に， ヌーフ の 民 も （その 預言者を） 虚偽と し， わが しもべを 嘘 付き 呼ばわりし， 「 
気違いです。」 と 言って 追放した。 

10 .それで かれは 主に， 「わたしは， 本当に 力尽きました。 どうか 御 助け 下さい。」 と 祈った。 

II . それで われは， 天の 諸 門を 開き 水を 注ぎ 降らせた。 

12 . また 大地に 諸 泉を 噴出 させ， 水は 合わさり， かねての 神 命に よる こと （洪水） が 起きた。 

13 . しかし われは 板と 釘で 造った もの （方舟） にかれ を 乗せて やった。 

14 •わが 見守る 中で それは 走った。 これが （皆から） 退けられた あの 者への 報いで ある。 

15 .われは これを 一つの 印と して 残した。 さて 誰か 悟ろ 者は あるか。 
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16 .さあ わが 懲罰 と 戒めとは どうであった か。 


17 .本当に われは， ク ルアー ンを 易しく 説き 明した。 さあ， 誰か 悟る 者が あるか。 

18 •アー ド （の 民） も （真理を） 虚偽で あると した。 それで わが 懲罰と 戒めとは どうであった か 
〇 

19 . われは 災厄の 打ち続く 日に， かれらに 対し 荒れ狂う風を 送った。 

20 . すると 人間は， 根 こそぎ になった。 ナツメ ヤンの 切り株の ように， むしり 去られた。 

21 •あの 時の わが 懲罰 と 戒めとは どうであった か。 

22 •誠に われは， ク ルアー ンを 易しく 説き明かした。 さて， 誰か 悟る 者が あるか。 

23 . サムード （もまた） 警告を 虚偽で ある とした。 

24 . そして かれらは 言った。 「何と， わたしたちの 中の 一介の 人間ではないです か。 どうして こ 
んな 者に 従います か。 それ こそ 邪道， 気違い沙汰です。 

25 . わたしたちの 間で かれ だけに 啓示が 下された のです か。 いや， かれは 大嘘 付きです。」 

26.  (仰せられた。） 「かれらは 明日 知る であろう。 どちらが 大嘘 付きで あるかを。 

27 . 本当に われは， かれらを 試 •るた め 雌 ラク ダを 送る であろう。 あなたは 耐え忍び かれらを 見 
守れ。 

28 . そして かれらに ラク ダと 水を 分配し， 順番に 飲む よう 伝えなさい。 

29 . だが かれらは 仲間を 呼び寄せ， その 男は （剣を） 手に とる と滕の 腱を 切って しまった。 

30 . その 時の わが 懲罰 と 戒めと がどうであった か。 

31 . 本当に われは， かれらに 向っ かて （耳を つんざく） 一声を 下す と， かれらは 家畜の 囲いに 使 
われる 枯れ 株の よう になった。 

32 . われは， ク ルアー ンを 易しく 説き 明した。 さて， 誰か 悟る 者が あるか。 

33 . ルー トの 民 も 警告を 虚偽で ある とした。 

34 . われは 砂 石の 嵐を かれらに 送った。 ル- 卜の 家族 だけは 別であった。 黎明に かれらを 救い， 

35 . われからの 恩恵と した。 このように われは 感謝す る 者に 報いる。 

36.  (ルー トは） わが 懲罰を かれらに 警告した の だが， かれらは その 警告に 就いて 疑惑の 念を 抱 
いた。 

37 . そして かれの 賓客 （天使） を， かれから 奪おうと したので， われは かれらの 目を 潰した。 r 
さあ， わが 懲罰と 警告を 味わえ。」 

38 . あくる 朝， 永遠の 懲罰が かれらに 下った。 


39.  r さあ わが 懲罰と 警告を 味わえ。」 
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40 •われは， ク ルアー ンを 易しく 説き 明した。 さあ， 誰か 悟る 者が あるか。 

41 . 本当に フイ ル アウンの 一族に も 警告 者が 遣わされた。 

42.  (だが） われの 種々 の 印を 虚偽で あると した。 それで われは， 偉大で 強力な 者の 一 (組?） •で 
, かれらを 捕えた。 

43 . あなたがた 不信心 者 （クライ シュ 族） の 方が， これらの 者よりも 優れてい るの か。 それとも 
啓 典の 中に あなたがたの ための 赦免が あるの か。 

44 . それとも かれらは， 「わたしたちは 皆 勝利を 得る 者です。」 とで も 言う のか。 

45 •やがて これらの 人々 は 敗れ 去り， 逃げ去る であろう。 

46 . いや （審判の） 時は， かれらに 約束され た 期限で ある。 しかも その 時には， 最も 嘆かわしい 
最も 苦しい 目にあう であろう。 

47 . 本当に これらの 罪を 犯して いる 者たち は， 迷って いるか， 気違いで ある。 

48 . 火の 中に 顔を 下にして 引きずられる その 日， かれらは， 「猛火の 触れ 具合を 味わいなさい。 

」 （と言われよう）。 

49 . 本当に われは 凡ての 事物を， きちんと 計って 創造した。 

50 . また わが 命令は 只 一言， 瞬の ような ものである。 

51 . われは これまで， あなたがた （マッカの 多神教 徒） の 同類を 滅ぼした。 さて， 誰か 悟る 者が 
あるか。 

52 •かれらの 所行は， 書冊に 凡て 記録され ている。 

53 . 大小 凡ての ことが， 等しく 書き留められ ている。 

54 . 本当に 主を 畏れる 者は， 園と 川の ある， 

55 •全能の 王者の 御 許の， 真理の 座に （住む ので ある）。 

SURA  55 •慈悲 あまねく 御 方 章 〔アッ •ラ ハ マーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 . 慈悲 あまねく 御 方が， 

2 . この ク ルアー ンを 教えられた。 

3.  (かれは） 人間を 創り， 

4 . 物言う 術を 教えられた。 

5 •太陽と 月は， 一つの 計算に 従い （運行し）， 

6 •草 も 木 も， （慈悲 あまねく 御 方に） サジ ダす る。 
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7 .かれは 天を 高く 掲げ， 秤を 蝕 けられた。 

8 •あなたがたが 秤を 不正に 用いない ためで ある。 

9 . 厳正に 平衡を 旨と し 量目を 少なく しては ならない。 

10 . また 大地を， 生 ある ものの ために 蝕 けられた。 

11 . そこに 果実が あり， （実を 支える） 萼を 被る ナツメ ヤシ， 

12 •殻に 包まれる 穀物と， （その外の） 賜物。 

13 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

14.  (かれは） 陶工の ように 泥から 人間を 創ら れ， 

15 •また 火の 炎から ジン （幽 精） を 創ら れ た。 

16 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

17 •(かれは） 2 つの 東の 主で あり， また 2 つの 西の 主で あられる。 

18 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

19 . かれは 2 つの 海を 一緒に 合流 させられる。 

20.  (だが） 両者の 間には， （アッ ラーの 配慮に よって） 障壁が あ リー 方が 他方を 制圧す る こと 
はない。 

21 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

22 •両方は 真珠と サン ゴを 産す る。 

23 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

24 . 山の ように 海上に 帆を 張る 船は， かれの 有で ある。 

25 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

26 . 地上に ある 万物は 消滅す る。 

27 •だが （永遠に） 変らない ものは， 尊厳と 栄誉に 満ちた あなたの 主の 慈 顔で ある。 

28 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

29 •天と地の 凡ての ものは， かれに 向かって 請い 求める。 日毎に かれは， （新たな） 御 業で 処理 
なされる。 

30 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

31 •あなたがた （人間と ジンの） 2 つの 衆よ， われは あなたがたの ため， 今に （最後の 審判で あな 
たがた の 賞罰に） 取り掛かる であろう。 

32 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 
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33 . ジンと 人間の 衆よ， もし あなたがたが， 天地の 領域から 遠くに 越えられるなら， 越えて •な 
さい。 権能がなくて は， 越える ことは 出来ない。 

34 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

35 . あなたがた （邪悪な 両者） に対して， 燃え盛る 炎と 煙が 浴びせられよう。 あなたがたには， 
防ぎよう がないで あろう。 

36 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

37 . 大空が 裂けて， 赤 革の ような バラ 色になる 時。 

38 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

39 . その 日 人間 も ジン も， その 罪に 就いて わざわざ 問われる ことは ないで あろう。 

40 •それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

41 . 罪を 犯した 者には その 印が あり， かれらは 前髪と 足を 捕えられよう。 

42 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

43 . これは 罪を 犯した 者が， 嘘で あると 言い はった 地獄で ある。 

44 . かれらは その （業火） と， 煮え立つ 湯の 間を さ迷う。 

45 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

46 . だが 主の （審判の 座の） 前に 立つ ことを 畏れて きた 者の ためには， 2 つの 楽園が あろう。 

47 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

48 . 技を 張る 木々... 

49 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

50.2 つの 園の 中には， 2 つの 泉が （滾滾と） 涌き 出て いる。 

51 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

52.2 つの 園の 中には， 凡ての 果実が 2 種ず つ ある。 

53 .それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

54 •かれらは， 錦を 張り詰めた 寝床の 上に 寄り掛かり， 楽園の 果物は 近く （手の届く所） にあろ 
ぅ。 

55 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 唬 と言うの か。 

56 . そこには 人間に も ジンに も， これまで 触れられて いない， 眼差しを 押さえた （淑やかな） 乙 
女たち。 

57 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 墟 と言うの か。 
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58 .かの 女 ら はさながら ルビー か サン ゴ のよう。 


59 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

60 . 善い こ とへの 報いは， 善い ことで なく て 何であろう。 

61 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

62 . この 2 つの （楽園の） 外に （更に） 2 つの 楽園が ある。 

63 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

64.  (水が 豊かで） 緑 滴る 園。 

65 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

66 . そこには 2 つの 泉が 涌き 出て いる。 

67 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

68 . そこには 種々 の 果物， ナツメ ヤシ も ザ クロ も ある。 

69 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

70 . そこには 素晴 しく 美しい 乙女が いる。 

71 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

72 . 美しい 乙女は 永遠の 天幕に （引き籠る）。 

73 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 唬 と言うの か。 

74 . 人に も ジンに も， これまで 触れられて いない。 

75 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを II と言うの か。 

76 . 緑の 褥， 美しい 敷物に 身を 凭せ て。 

77 . それで あなたがたは， 主の 恩恵の どれを 嘘 と言うの か。 

78 . 尊厳と 栄誉に 満ちた 御 方， あなたの 主の御名に 祝福 あれ。 

SURA56 .出来事 章 〔アル* ワー キア〕 1 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラーの 御名に おいて。 

1.  (起るべき） 出来事が 起る 時， 

2.  (誰も） その 起る のを， 嘘で あると しなくなる。 

3.  (或る 者は） 低く 落され， （或る 者は） 高く 挙げられよう。 

4 . その 時， 大地は 大揺れに 揺れる。 


5 •山々 は 砕けて 崩れ， 
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6 •粉粉に なって 飛散す る。 

7 . その 時 あなたがたは， 3 つの 組に 分けられる。 

8 . まず 右手の 仲間 （がいる）。 右手の 仲間とは 何であろう。 

9 . また 左手の 仲間 （がいる）。 左手の 仲間とは 何であろう。 

10.  (信仰の） 先頭に 立つ 者は， （楽園に おいても） 先頭に 立ち， 

11 . これらの 者 （先頭に 立つ 者） は， （アッ ラーの） 側近には ベり， 

12 . 至福の 楽園の 中に （住む）。 

13 . 昔からの 者が 多数で， 

14 . 後世の 者は 僅かで ある。 

15.  (かれらは 錦の 織物を） 敷いた 寝床の 上に， 

16 . 向い合って それに 寄り掛かる。 

17 . 永遠の （若さを 保つ） 少年たち が かれらの 間を 巡り， 

18.  (手に 手に） 高坏 や （輝く） 水差し， 汲 立の 飲物 盃 （を 捧げる）。 

19 . かれらは， それで 後の 障を 残さず， 泥酔す る こと もない。 

20 •また 果実は， かれらの 選ぶ に 任せ， 

21 . 種々 の 鳥の 肉は， かれらの 好 •のま ま。 

22 . 大きい 輝く まなざしの， 美しい 乙女は， 

23 •丁度 秘蔵の 真珠の よう。 

24.  (これらは） かれらの 行いに 対する 報奨で ある。 

25 . そこでは， 無益な 言葉 や， 罪作りな 話 も 聞く ことは ない。 

26 . 只 「平安 あれ， 平安 あれ。」 と言う （のを 耳に する） だけで ある。 

27 . 右手の 仲間， 右手の 仲間とは 何であろう。 

28.  (かれらは） 刺の ない スイ ドラの 木， 

29 •悠 々と 実る タル フ木 （の 中に 住 •） ， 

30 . 長く 伸びる 木陰の， 

31 . 絶え間なく 流れる 水の 間で， 

32 •豊かな 果物が 

33 •絶える ことなく， 禁じられる こ ともなく  （取り放題）。 
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34 .高く 上げられた （位階の） 臥所に （着く） 


35 . 本当に われは， かれら （の 配偶と して 乙女） を 特別に 創り， 

36 . かの 女ら を （永遠に 汚れない） 処女に した。 

37 . 愛しい， 同じ年 配の 者。 

38.  (これらは） 右手の 仲間の ためで ある。 

39 . 昔の 者が 大勢い るが， 

40 . 後世の 者 も 多い。 

41 •左手の 仲間， かれらは 何であろう。 

42. (かれらは） 焼け 焦がす ような 風と， 煮え立つ 湯の 中， 

43 •黒煙の 影に， 

44 . 涼し くもなく， 爽やかで もない （中に いる）。 

45 . かれらは それ 以前， 裕福で （享楽に 耽り）。 

46 •大罪を 敢て 犯して いた。 

47 . そして 何時も 言って いた。 「わたしたちは 死んで から， 土と 骨に なり， 本当に 睡 される ので 
しょうか。 

48 . わたしたちの 古い 祖先 も （甦され るの） です か。」 

49 •言って やる がいい。 「そうだと も， 昔の 者 も 後世の 者 も。 

50 . 必ず 一緒に 召集され るので ある。 定められた 日の， 定められた 時に。」 

51 . その 時 あなたがたは （どうであろう）， 迷って （真理を） 虚偽で あると した 者よ。 

52 •必ず あなたがたは ザッ ク-ムの 木 （の 実） を 食べ， 

53 .それで 腹は 一杯。 

54 •その上 煮え立つ 湯を 飲む， 

55 •喉が 乾いた ラク ダが 飲む ように。 

56 . これが 審 きの 日の， かれらの 持て成し である。 

57 . われは あなたがたを 創った。 あなたがた はどう して 真実を 信じよう としない のか。 

58 . あなたがたは， あなたがたの 射出す る もの （精液） に 就いて 考えた か。 

59 . それを 創った のは あなたがた なのか， それとも われが その 創造者で あるの か。 

60 . われは， あなたがたに 死 （期） を 定めた。 われは， （決して） 出し抜かれた りする ことは な 


61 •だが われは 同類の 者で 取り替え （世代の 交替）， または あなたがたが 知らない （他の 形態の 
) ものに， あなたがたを 創 （り 変え） る。 

62 . あなたがたは， 確かに 最初の 創造を 知っている。 それでも 何故 留意 しないの か。 

63 . あなたがたは， あなたがたが 耕す （畑の） ことを 考えた か。 

64 . あなたがた がそれ （植物） を 育てる のか， それとも われが 育てる のか。 

65 •もし われが 欲するならば， それを 枯れた 屑に してし まう。 あなたがたは 驚愕して 止まない。 
66 •(そして 言う であろう。） 「わたしたちは 本当に 負債を 課せられた。 

67 . いや， わたしたちは （労働の 成果を） 取り上げられた。」 

68.  また あなたがたの 飲む 水に 就いて 考えた か。 

69 . あなたがたが 雲から （雨を） 降らせる のか， それとも われが 降らせる のか。 

70 . われが もし 欲するならば， それを 塩辛く する ことが 出来る。 あなたがたは どうして 感謝し な 
いの か。 

71 . あなたがたは， 灯火に 就いて 考えた か。 

72 . その （燃やす） 木を， あなたがたが 創った のか， それとも われが 創った のか。 

73 . われは それを 教訓と し， また 荒野の 住民の 便利の ために 創った。 

74 . だから 偉大で あられる あなたの 主の御名を 讃 えなさい。 

75 . わたしは， 沈んで ゆく 星に かけて 誓う。 

76 . それは 本当に 偉大な 誓いで ある。 もし あなたがたに 分るならば， 

77 . 本当に これは， 非常に 尊い ク ルアー ン である。 

78.  (それは） 秘蔵の 啓 典の 中に （書かれて あり）， 

79 . 清められた 者の 外， 触れる ことが 出来ない。 

80 . 万有の 主 か らの 啓示で ある。 

81 . これは， あなたがたが 軽ん じる ような 教えであろう か。 

82 . また あなたがたは （それを） 虚偽で あると 申し立て， あなたがたの 暮らしを 立てる のか。 

83 . それなら あなたがたは， （臨終の 人の 魂が） 喉 もとを 塞ぐ 時， 

84.  (座って 只） 見守る ばかりな のか。 

85 . われは あなたがたよ り も かれに 近いので ある。 だが あなたがたには 見えは しない。 

86 . あなたがたが もし （来世の） 報いを 除外され ている というの なら， あなたがたは 何故， 
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87 .その （魂） を （体内に） 呼び戻さない のか。 もし あなたがたが， 真実 （を 語って いるの） な 
らば。 

88 •もし かれが， （アツ ラー） に 近付けられた 者であるなら， 

89. (かれに 対する 報奨は） 安心と 満悦， そして 至福の 楽園で ある。 

90 •もし かれが， 右手の 仲間であるなら ば， 

91.  「あなたに 平安 あれ。」 と 右手の 仲間から （挨拶され る）。 

92 . もし かれが， 嘘 付きで， 迷った 者であるなら ば， 

93 . 煮え立つ 湧の 待遇を 受け， 

94 . 獄 火で 焼かれよう。 

95 . 本当 にこれ は， 揺 ぎの な い 確かな 真理で ある。 

96 . だから 偉大で あられる あなたの 主の御名を 讃 えなさい。 

SURA57 •鉄 章 〔アル •ハ デ イード〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーを 讃 えろ。 本当に かれは 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ る。 

2 •天と地の 大権は， かれの 有で ある。 かれは 生を 授け， また 死を 授ける。 かれは 凡てに 就いて 全 
能で あられる。 

3 •かれは 最初の 方で， また 最後の 方で， 外に 現われる 方で ありまた 内 巧な される 方で ある。 かれ 
は 凡ての 事物を 熟知な される。 

4 .かれ こそは 天地を 6 日の 間に 創造な され， それから 玉座に 鎮座な される 方で ある。 かれは 地に 
入る もの， そこから 出る もの， また 天から 下る もの， そこに 上る ものを 知り 尽 される。 あなたが 
たが 何処に いようと も， かれは あなたがた と共に あられる。 アツ ラーは あなたがたの 行う 凡ての 
ことを 御存知で あられる。 

5 •天と地の 大権は， かれの 有で ある。 （一切の） 事物は， アツ ラーの 御 許に 帰される。 

6 •かれは 夜を 昼の 中に 没入 させ， また 昼を 夜の 中に 没入な される。 また 胸に 秘める ことを 熟知な 
される。 


7 •アツ ラーと その 使徒を 信じ， かれが あなたがたに 継がせられた ものの 中から， （主の 道の ため 
に） 施しなさい。 あなたがたの 中で 信仰して （財産 や 技能 や 労力を） 使用す る 者， かれらには 偉 
大な 報奨が あろう。 
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8 •どんな 訳で あなたがたは， アツ ラーを 信仰 しないの か。 使徒は， あなたがたの 主を 信仰す るよ 
う 呼びかけ ている。 もし あなたが たが 信者 なら， かれは 既に あなたがたの 誓約を 受け入れられた 
ので ある。 

9 •かれ こそは， あなたがたを 暗黒から 光明に 連れ出す ために， その しもべに 明瞭な 印を 下された 
方で ある。 アツ ラーは， あなたがたに 親切で 慈悲 深く あられる。 

10 .どんな 訳で あなたがたは， アツ ラーの 道の ため 施さない のか。 本当に 天地の 遺産の 相続は， 
アツ ラーに 属する。 あなたがたの 中， 勝利の 前に （財を） 施し 戦闘す る 者と， 後から そうする 者 
と 同じでは ない。 これらの 者は， （勝利の） 後に 施して 戦闘す る 者よりも 高位で ある。 だが アツ 
ラーは， 凡ての 者に 善 （き 報奨） を 約束され た。 本当に アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 熟 
知な される。 

11 •アツ ラーに 良い 選を， 選 付ける 者は 誰か。 かれは それを 倍にされ， （その外に） 気前のよい 
報奨を 授ける であろう。 

12 . その 日 あなたは， 信者の 男と 信者の 女の， 前の 方 や 右側に， かれらの 光が 走る のを 見る であ 
ろう。 （かれらには 言われよう。） 「今日は， あなたがたへの 吉報が ある。 川が 下を 流れる 楽園 
のこと である。 永遠に その 中に 住む ので ある。 それ こそは， 本当に 偉大な 幸福の 成就で ある。」 

13 . その 日， 偽 信者の 男女は， 信者に 言う であろう。 「わたしたちを 待って くれ， あなたが たか 
ら 光を 借りたい。」 （だが かれらには） 言われよう。 「後ろに 引き返せ， そして 光を 求めなさい 
。 」 そこで かれらの 間に 壁が 蝕 けられる。 そこに 一つの 門が あるが， その内 側には 慈悲が， その 
外側には 懲罰が ある。 

14 •かれら （偽 信者） は， 「わたしたちは， あなたがたと 一緒では ないか。」 と 叫ぶ であろう。 
かれら （信者） は 言う であろう。 「そうだ， だが あなたがたは 自分の 誘惑に 任せ， （わたしたち 
の 没落を） 待ち望 •， （主の 約束に） 疑いを 抱き， 虚しい 望 •に 欺ゥれ ている うちに， アツ ラー 
の 命令が やって来 るに 至った。 欺瞞者が， アツ ラ-に 就いて あなたがたを 欺いた ので ある。 

15 . 今日と なって は， あなたがたの 身代 金は 受け入れられないで あろう。 また （明ら さまな） 不 
信者たち はなおの こと。 あなたがたの 住まいは 地獄の 業火で ある。 それは あなたがたの 友 だ。 何 
と 悪い 帰り 所で ある ことよ。」 

16.  (本当に） 信仰す るなら ば， アツ ラーの 教訓に， また， 啓示され た 真理に， 心を 虚しく して 
順奉す る 時が まだ やって来ない のか。 以前に 啓 典を 授っ ていながら， （寛容の 時が） 延ばされて 
, 心が 頑固に なった 者の ようであって はならない のでは ないか。 かれらの 多くは アツ ラーの 淀に 
背く 者たち である。 

17 . あなたがたは， 一度 死んだ 大地を アツ ラーが 睡ら される ことを 知れ。 われは 種々 の 印を あな 
たがた のために 明示した。 恐らく あなたがたは 悟る であろう。 

18 . 施しを する 男と 施しを する 女と アツ ラーに 善い 選を， 選 付けす る 者には， かれは それを 倍に 
され， （その外に） 気前のよい 報奨を 授ける であろう。 
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19 . アツ ラーと その 使徒を 信じる 者， これらの 者は （真理を 愛する） 真実な 者で あり， 主の 御 目 
には 実証 者で ある。 かれらには 報奨と 光明が あろう。 だが 信じない 者 また わが 種々 の 印を 嘘で あ 
ると いう 者， これらの 者は， 業火の 住人であろう。 

20 . あなたがたの 現世の 生活は 遊び 戯れに 過ぎず， また 虚飾と， たがいの 間の 誇示で あり， 財産 
と 子女の 張り合いに 過ぎない ことを 知れ。 （現世の 生活を） 例えれば 慈雨の ような もので， （作 
物は） 生長して 不信心 者 （農夫） を 喜ばせる。 やがて それは 枯れて 黄色に 変り， 次いで 粉々 にな 
り 果てる のを あなたがたは 見る であろう。 だが 来世に おいては （不義の 徒に） 厳しい 懲罰が あり 
，また （正義の 徒には） アツ ラーから 寛容と 善 賞を 授かろう。 本当に 現世の 生活は， 虚しい 欺 時 
の 享楽に 過ぎない。 

21 . あなたがたは 主からの 寛容 （を 請うた め） に， 相 競って 努力しなさい。 それは 天地の 広さ 程 
の 広大な 楽園で， アツ ラーと 使徒を 信じる 者の ために 準備され ている。 これは アツ ラーの 恩恵で 
御 心に 叶う 者に それを 授ける。 本当に アツ ラ-は， 偉大な 恩恵の 主で あられる。 

22 . 地上に おいて 起ころ 災危 も， また あなたがたの 身の上に 下る もの も， 一つと して われが それ 
を 授ける 前に， 書冊の 中に 記されて いない ものは ない。 それは アツ ラーに おいては， 容易な 業で 
ある。 

23 . それは あなたがたが 失った ために 悲しまず， 与えられた ために， 慢心し ないた めで ある。 本 
当に アツ ラーは， 自惚れの 強い 高慢な 者を 御 好 • に なられない。 

24 . こんな 者は 物 惜し • であるから， 人び とに も 物 惜し • を 勧める。 仮令 誰か （主の 道から） 背 
き 去っても， アツ ラーは 元々 満ち 足られる 御 方で あり， 讃美すべき 御 方で ある。 

25 . 実に われは 明 証を 授けて 使徒たち を 遣わし， また かれらと 一緒に， 啓 典と （正邪の） 秤を 下 
した。 それは 人び とが 正義を 行うた めで ある。 また われは 鉄を 下した。 それには 偉大な 力が あり 
, また 人間の ために 種々 の 便益を 供す る。 それは アツ ラーが， 密 にかれ を 助ける 者， また 使徒た 
ちを 助ける 者を， 知って おられる ためで ある。 本当に アツ ラーは 強大に して 偉力 ならびなき 方で 
あられる。 

26 . われは， 以前， ヌーフ と イブ ラー ヒー ムを 遣わした。 また われは 両者の 子孫に 預言の 天分と 
啓 典を 授けた。 それで かれらの 或る 者は 導かれた。 だが， 多くの 者は アツ ラーの 淀に 背く 者たち 
であった。 

27 . それから わが 使徒を， かれらの 足跡に 従わせ， 更に マルヤ ムの子 イーサ -を 遣わし， 福音を 
授け， また かれらに 従う 者の 胸に 博愛と 慈悲の 情を 持たせた。 だが 禁欲の 修道院 制は， かれらが 
自分で 作った もので， われが かれらに それを 指示して はいない。 アツ ラ-の 喜びを 得たい ばかり 
にした こと だが， かれらは それ も 守らねば ならない ようには 守って いなかった。 それで われは， 
かれらの 中の 信仰す る 者には 報奨を 与えた。 だが かれらの 多くの 者は アツ ラーの 淀に 背く 者たち 
であった。 
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28 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーを 畏れ， かれの 使徒を 信じなさい。 かれは 倍の 慈悲を 授 
け， また 光明を あなたがた のために 蝕け， それで （正しい 道を） 歩ませ， また あなたがた （の 過 
去の 罪業） を赦 される。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

29 . アツ ラ ーの 恩恵を かれら が 少しも 左右 出来な いこと を， ま た 恩恵は アツ ラー の 御手の 中に あ 
ると いう ことを 啓 典の 民は 知る がいい。 かれの 御 心に 適う 者は， それを 授かる。 本当に アツ ラー 
は 偉大な 恩恵の 主で ある。 

SURA58 .抗弁す る 女 章 〔アル •ム ジャー ダラ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アツ ラーは， 自分の 夫に 就いて あなたに 抗弁し， なお アツ ラーに 不平を 申し 立 （て 祈） る 女の 
言葉を 御 聞きに なられた。 アツ ラーは， あなたがた 両人の 議論を 御 聞きに なられた。 本当に アツ 
ラーは 全 聴に して 全視 であられる。 

2 •あなたがたの 中で， ズイ ハールに よって， その 妻を 遠ざける 者が ある。 しかし かの 女ら はかれ 
らの 母では ない。 母は かれらを 生んだ 者 以外には ない ので ある。 実に かれらの 言う ことは 不法な 
, 虚偽の 言葉で ある。 本当に アツ ラーは 寛容に してよ く 罪を 赦 される。 

3 . ズイ ハールを 宣言して その 妻を 遠ざけた 者が， 後に その 言った ことを 撤回 しよう とする 時は， 
両人が 栗に 触れる 前に， 一人の 奴隸を 解放し なければ ならない。 これは， あなたがたに 戒告され 
たこと である。 アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 熟知な される。 

4 . しかし （解放す る奴隸 を） 持たない 者は， 両人が 栗に 触れる 前に， 2 ヶ月 続けて 斎戒しなさい 

。 それを なし 得ない 者は， 60 人の 貧者に 食を 与えなさい。 これは， あなたがたに アツ ラーと 使徒 
を 信じさせる ためで ある。 これらが アツ ラーの 淀で ある。 不信者に 対しては 痛ましい 懲罰が あろ 
う。 

5 •本当に アツ ラーと 使徒を 拒否す る 者は， かれら 以前の 者たち が， 卑しめられ たように 卑しめら 
れ るであろう。 われは 明白な 印を 下して いる。 不信者に 対しては， 恥ず べき 懲罰が あろう。 

6 •その 日 アツ ラーは かれらを 一斉に 睡ら せ， かれらの 行った ことを 告げられる。 かれらは その 事 
を 忘れて いるが， アツ ラーは それを 計算に 入れられる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことを 実証され 
る 御 方で ある。 

7 •あなたは， 天地に ある 凡ての ものを アツ ラーが 知って おられる ことを 知らない のか。 3 人で 秘 
密の 相談を しても かれは 4 人目に 常に おり， 5 人の 時 も かれらの 6 人目に 常に おられる。 それより 
少 くても また 多くても， かれらが 何処に いようと も， かれは かれらと 共に おられる。 それで 審判 
の 日には， かれは かれらの 行った ことを， かれらに 告げられる。 本当に アツ ラーは 凡ての ことを 
熟知な される。 

8 •あなたは， 秘密の 相談を 禁じられた 者たち が， その後 禁じられた ことに 返って いるのを 見な か 
つたの か。 かれらは 罪悪と 敵意と 使徒への 犯意と で， 密議した ではない か。 また かれらが あなた 
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の もとに 来た 時， アツ ラーが あなたに 対して 決して 挨拶され なかった 言葉 （死を 意味す る 呪いの 
言葉な ど） で， あなたに 挨拶して おいて （罵って） から かれらは 仲間う ちで， r 何故 アツ ラーは 
, わたしたちの 言った ことを 罰さない のだろう か。」 と言う。 かれらには 地獄で 十分で ある。 か 
れらは その 中で 焼かれよう。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

9 . あなたがた 信仰す る 者よ， あなたがたが 秘密の 相談を する 時は， 罪と 敵意と， 使徒への 犯意と 
で 密議して はならない。 善意と 敬神の 念を もって 相談しなさい。 アツ ラーの 御 許に， あなたがた 
は 集められ るので ある。 かれを 畏れなさい。 

10 . 秘密の 相談は， 悪魔に よる （示唆） だけで， 信仰す る 者たち を 悲嘆させる ための もの。 だが 
アツ ラーの 御 許しがない 限り， 少しも かれらを 害する ことは 出来ない。 それで 信者たち に， アツ 
ラーを 信じさせなさい。 

11 •あなたがた 信仰す る 者よ， 集会の おりに （広く） 席を あけなさい と言われた 時は， 直ぐ 席を 
譲れ。 アツ ラーは あなたがた のために （十分な） 席を 与えられる。 また 立ち上る よう 言われた 時 
は， 直ぐ 立て。 アツ ラーは あなたがたの 中 信仰す る 者 や， 知識を 授けられた 者の 位階を 上げられ 
る。 本当に アツ ラーは， あなたがたの 行う 一切を 熟知な される。 

12 . 信仰す る 者よ， あなたがたが 使徒に 私的な 相談を する 時は， 相談を 始める 前にまず 施し 〔サ 
ダカ〕 をしなさい。 それは あなたがた のために 最も 良く， また 最も 清廉な ことで ある。 もし （そ 
れ が） 出来なくても， 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く おわし ます。 

13 . あなたがたは， 私的な 相談を 始める 前に 施しを する ことを 尻 込 •する のか。 仮に それを 行わ 
ず， アツ ラーが あなたがたに 悔悟を 赦 された 場合は， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を し， アツ 
ラー と 使徒に 従いな さい。 アツ ラー は あなたがたの 行う 一切を 熟知な される。 

14 . あなたは， アツ ラ-の 怒りを 被った 人び とを 友と する 者に， 気付かない のか。 かれら （偽 信 
者） は あなたがた （の 仲間） でもな く， また かれら （の 仲間） でもない。 かれらは 知ってい なが 
ら， 偽りの 誓いを たてる。 

15 . アツ ラーは かれらの ため， 厳しい 懲罰を 備えられる。 本当に かれらの 行う ことは 大悪 である 
〇 

16 . かれらは 誓いを （かれらの 悪行の） 隠れ 場と し， アツ ラーの 道から （人び とを） 阻む。 かれ 
らは 恥ず べき 懲罰を 受ける であろう。 

17 . かれらの 富 も 子女 も， アツ ラーに 対しては， 少しも 役立たない。 かれらは 業火の 仲間で ある 
。 永遠に その 中に 住む であろう。 

18 . アツ ラーが， 一斉に かれらを 復活させる 日， かれらは （現世で） あなたがた （ムス リム） に 
誓った ように かれに （ぬけぬ けと 信者で あると） 誓い， かれらは （これに よって） 来世で も 何と 
かなる と 思って いる。 いや とんでもない。 かれらは 本当に 虚言の 徒で ある。 

19 •悪魔が かれらを 支配し， アツ ラーを 念う ことを 忘れさせた。 かれらは 悪魔の 仲間で ある。 本 
当に 悪魔の 仲間は 損失 者で ある。 
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20 .アツ ラーと 使徒に 反抗す る 者は， 最も 卑しい 者の 仲間で ある。 


21 . アツ ラーは， 「われと わが 使徒たち は 必ず 勝つ。」 と 規定な された。 本当に アツ ラーは， 強 
大 にし て 偉力な らび なき 御 方で あられる。 

22 . あなたは， アツ ラーと 終末の 日を 信じる 民が， アツ ラーと 使徒に 反抗す るよう な 者と 親交を 
結ぶ ところを 見ないで あろう。 仮令 かれらが かれらの 父 や， 子， 兄弟 や 親族で あっても。 かれは 
これらの 者の 心の中に 信仰を 書き留められ， 親しく 聖霊に よって 強められる。 また 川が 下を 流れ 
る 楽園に 入らせ， 永遠に その 中に 住ませられ るので ある。 アツ ラーは かれらを 愛でられ， かれら 
も かれに 満悦す ろ。 これらは， アツ ラーの 一党 （信者） の 者で ある。 本当に， アツ ラーの 一党の 
者 こそ， 非常な 幸福を 成就す る 者で ある。 

SURA  59 .集合 章 〔アル •ハ シュル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーを 讃 える。 本当に かれは 偉力 ならびなく 英明で あら 
れ る。 


2 •かれ こそは， 啓 典の 民の 中の 不信心な 者を， その 住まいから 最初に 追い出し 放逐され た 方で あ 
る。 あなたがたは かれらが 退去す る ものとは 考えなかった。 また かれらに しても， その 砦 だけで 
アツ ラー （の 攻撃） を 防げる と 思って いた。 だが アツ ラーは かれらの 予期し なかった 方面から 襲 
い， かれらの 心に 怖 気を 投げ込 • ， それで ムス リムたち と 一緒に なって， 自分 （自ら） の 手で， 
かれらの 住まいを 破壊した。 あなたがた 見る目を 持つ 者よ， 訓戒と する がいい。 

3 •アツ ラーは， 仮令 かれらに 対し， 放逐と 御 決めに ならなくても， 必ず 現世に おいて かれらを 懲 
罰な される。 また， 来世に おいては （必ず） 火獄の 懲罰が ある。 

4 .それは かれら （不信者） が， アツ ラーと その 使徒に 反抗した ためで ある。 誰でも アツ ラーに 反 
杭す るなら ば， 本当に アツ ラーは 懲罰に 厳重で あられる。 

5 •あなたがたが， ナツメ ヤシの 木を 切り倒しても， また その 根の 上に 立たせて 置いても， それは 
アツ ラー の 御 許 しによ る もので， アツ ラー の 淀に 背 く 者たち を 卑しめられる ためで ある。 

6 •また アツ ラーが， かれらから （取り上げて） かれの 使徒に 与えた 物は， あなたがたが， 馬 や ラ 
ク ダを 駆りた てて 手に入れた 訳では ない。 だが アツ ラーは， 御望 •の 者を 使徒の 権限の 下に 委ね 
られ る。 本当に アツ ラーは， 凡ての ことに 全能で あられる。 

7 .アツ ラ-が （敵の） 村の 民から 得て 使徒に 与えた 物は， アツ ラーの 有で あり， また 使徒 や 近親 
, 孤児， 貧者， 旅人の ものである。 それは あなたがたの 中の， 只 富裕な 者の 間に 専ら わたらせな 
いためで ある。 また 使徒が あなたがたに 与える 物は これを 受け， あなたがたに 禁じる 物は， 避け 
なさい。 アツ ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは 懲罰に 厳重で あられる。 
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8. (戦利品は） 貧困な 移 佳 者たち の もので も ある。 かれらは 自分の 家から 追われ， また 財産から 
離れ， アツ ラーの 恩恵と 御喜び を 求めて， アツ ラーと 使徒を 助けてい る。 これらの 者 こそ， 真実 
な 者で ある。 

9 •そして 以前から （アル •マディーナに） 家を 持って いて， 信仰を 受け入れた 者たち は， （移住 
して） かれらの もとに 来た 者を 愛護し， また かれら （移住者 〔ムハー ジル〕） に 与えられた （戦 
利 品） に対して も 心の中で 欲しがる こ ともなく， 自分 （援助 者 〔アンサー ル〕） 自身に 先んじて 
(かれらに） 与える。 仮令 自分は 窮乏して いても。 また， 自分の 貪欲を よく 押えた 者たち。 これ 
らの者 こそ 至福を 成就す る 者で ある。 

10 .かれら （移住者， 援助 者） の 後に 来た 者たち は， （祈って） 「主よ， わたしたちと， わたし 
たち 以前に 信仰に 入った 兄弟たち を， 御赦し 下さい。 信仰して いる 者に 対する 恨 •心を， わたし 
たちの 胸の 中に 持たせないで 下さい。 主よ， 本当に あなたは， 親切で 慈悲 深く あられます。」 と 
言ぅ。 

11 •あなたは， 偽 信者たち が 啓 典の 民の 中の 不信心な 仲間に 言う のを 見なかった のか。 「もし あ 
なた がた が 追放され るなら， わたしたちは 一緒に 出て 行く であろう。 あなたがたの ことに 関して 
は， 誰に も 決して 従わないで あろう。 また あなたがたが もし 攻撃され るなら ば， わたしたちは K 
ず 助ける であろう。」 だが アツ ラーは， かれらが 真に 虚言の 徒で ある ことを 立証な される。 

12 . もし かれらが 追放 されても， かれら （偽 信者） は， 決して 一緒に 出て 行かないで あろう。 も 
しかれら が 攻められても， 決して 助けないで あろう。 もし かれら （偽 信者） が 助けよう としても 
, 必ず 背を 向けて 逃げ， 結局 かれらは 何の 助け も 得られないで あろう。 

13 . かれら （ユダヤ人と 偽 信者） の 胸の 中では， あなたがたの 方が アツ ラーよりも， ずっと 恐ろ 
しいので ある。 これは かれらが， 何も 分らない 民の ためで ある。 

14 •かれらが 一緒で も， しっかりと 防備した 村と か 防壁の 陰でない 限りは 戦わないで あろう。 強 
いのは かれらの 間の 闘争 心 （だけで ある）。 あなたは かれらが 団結して いると 思う であろうが， 
その 心は ばらばら である。 これは かれらが， 知性の ない 民の ためで ある。 

15 . かれら 以前に も， つい 先頃， 自分の 行いの 悪い 結果を 味わった 者が いたが， かれらに しても 
同じで ある。 （来世に おいても） かれらには 痛ましい 懲罰が あろう。 

16.  (かれらは） 悪魔の ように 人に 向かって， 「信仰を 捨てなさい。」 と言う。 （その 人が） 一 
度 不信心に なると， かれは， 「わたしは あなたと 関わりは ない。 本当に 万有の 主 アツ ラーが 恐ろ 
しいので ある。」 と言う。 

17 . それで 両者 （ユダヤ人と 偽 信者） は 最後に， （地獄の） 業火に 陥る ことにな り， かれらは そ 
の 中に 永遠に 住もう。 これが， 不義の 徒への 応報で ある。 

18 . あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーを 畏れなさい。 明日の ために 何を した か， それぞれ 考え 
なさい。 そして アツ ラーを 畏れなさい。 本当に アツ ラーは， あなたがたの 行う ことに 通暁な され 
る。 
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19 . あなたがたは， アツ ラーを 忘れた 者の ようであって はならない。 かれは， かれら 自身の 魂を 
忘れさせ たので ある。 これらの 者は アツ ラーの 淀に 背く 者たち である。 

20 . 火獄 の 住人と 楽園の 住人とは 同じでは ない。 楽 目の 住人 こそ 勝利者で ある。 

21 . もしも われが この ク ルアー ンを 山に 下したならば， それは きっと 遜って， アツ ラーを 恐れて 
粉々 に 砕ける のを 見る であろう。 こんな 譬えを， われは 人間に 示す のは， 恐らく かれらが 熟考す 
るであろう と 思う からで ある。 

22 . かれ こそは， アツ ラーで あられる。 かれの 外に 神は ない ので ある。 かれは 幽玄 界と 現象界を 
知って おられ， 慈悲 あまねく 慈愛 深き 御 方で あられる。 

23 . かれ こそは， アツ ラーで あられる。 かれの 外に 神は ない ので ある。 至高の 王者， 神聖に して 
平安の 源で あり， 信仰を 管理し， 安全を 守護な され， 偉力 ならびなく 全能で， 限りなく 尊い 方で 
あられる。 アツ ラーに 讃え あれ。 （かれは） 人が 配す る ものの 上に （高く おられる）。 

24 . かれ こそは， アツ ラーで あられる。 造 物の 主， 造化の 主， 形態を 授ける （主で あり）， 最も 
美しい 御名は かれの 有で ある。 天地の 凡ての ものは， かれを 讃 える。 本当に かれは 偉力なら びな 
く 英明で あられる。 

SURA  60 .試問され る 女 章 〔アル •ムン タ ヒナ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .あなたがた 信仰す る 者よ， われの 敵で あり， また あなたがたの 敵で ある 者を， 友と しては なら 
ない。 あなたがたに 与えられた 真理を 拒否して いる にも拘らず， 密に 好意を 寄せる のか。 かれら 
は， あなたがたの 主， アツ ラーを 信仰して いると いう 理由で， 使徒と あなたがたを 追放した ので 
ある。 あなたがたは， われの 喜びを 願いながら， われの ために 聖戦に 出かけて いながら， （一方 
で） かれらに 好意を 寄せる のか。 われは あなたがたの 隱す こと も， 現わす こと も 知っている。 あ 
なた がた の 中 このような ことを する 者は， 本当に 正しい 道から 迷い 去った 者で ある。 

2 •かれらは もし あなたがたの 上手に 立てば， あなたがたの 敵と なり， かれらの 手と 舌を 悪意を も 
って あなたがたに 伸し， あなたがたが 不信心になる ことを 望んで いる。 

3 •復活の 日に おいては， あなたがたの 親族 もまた 子女 も， あなたがたには 役立たないで あろう。 
かれは あなたがたを 裁決な される。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 御存知で あられる。 

4 .イブ ラー ヒー ムや かれ と共にいた 者たち のこと で， あなたがたの ため 本当に 良い 模範が ある。 
かれらが 自分の 人び とに 言った 時を 思い起せ。 「本当に わたしたちは， あなたがたと あなたがた 
が アツ ラーを 差し置いて 崇拝す る ものとは， 何の 関り もない。 あなたがたと 絶縁す る。 わたした 
ち と あなたがたの 間には， あなたがたが ア ツ ラー だけを 信じる ようにな るまで， 永遠の 敵意と 憎 
悪が ある ばかりで ある。 」 イブ ラー ヒー ムは 父親 だけにこう 言った。 「わたしは あなたの ために 
, 御赦 しを 祈り ましよう。 だが わたしは， あなたの ためになる どんな 力 も アツ ラーから 頂けない 
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でしよう。」 （かれは 祈った）。 「主よ， わたしは あなたに 御鎚り 申し， あなたに だけ 悔悟し ま 
す。 わたしたちの 行き着く 所は あなたの 御 許 ばかりです。 


5 .主よ， わたしたちを 不信心 者の 試練に 陥し 入れないで 下さい。 主よ， わたしたちを 御赦し 下さ 
い。 本当に あなたは， 偉力 ならびなく 英明で あられます。」 

6 •本当に， アツ ラーと 最後の 日に 望 •を 託して いる 者に とって， この （物語の） 中には 良い 模範 
が ある。 だが もし 背き 去る 者が あっても， 本当に アツ ラーは， 自足な される 御 方 讃美され るべき 
御 方で あられる。 

7 •アツ ラーは あなたがたと あなたがたが （今） 敵意を 持つ 者たち との 間に， あるいは 友情を 起さ 
せる こと も あろう。 本当に アツ ラーは 全能で あられ， また アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられ 
る。 

8 •アツ ラーは， 宗教 上の ことで あなたがたに 戦いを 仕掛けたり， また あなたがたを 家から 追放し 
なかった 者たち に 親切を 尽 し， 公正に 待遇す る ことを 禁じられない。 本当に アツ ラーは 公正な 者 
を 御 好 • に なられる。 

9 •アツ ラーは 只 次の ような 者を， あなたがたに 禁じられる。 宗教 上の ことで あなたがたと 戦いを 
交えた 者， また あなたがたを 家から 追放した 者， あなたがたを 追放す るに あたり 力を 選した 者た 
ちで ある。 かれらに 縁故を 通じる のを （禁じられる）。 誰でも かれらを 親密な 友と する 者は 不義 
を 行う 者で ある。 

10 .あなたがた 信仰す る 者よ， 婦人の 信者が， あなたがたの 許に 逃げて 来た 時は， かの 女ら を 試 
問しなさい。 かの 女ら の 信仰に 就いては， アツ ラーが ナも よく 知って おられる。 もし かの 女ら が 
信者で ある ことがあな たがた に 分ったならば， 不信心 者の 許に 帰して はならない。 かの 女は， か 
れら （不信心 者） には 合法 （の 妻） ではなく， また かれら （不信心 者） も， かの 女ら に とっては 
合法 （の 夫） ではない。 しかし かれら （不信心 者） が （マハルと して） 贈った ものは 返して やれ 
。 あなたがたが， かの 女ら に マハルを 与えるならば， かの 女を 娶 っても， あなたがたに 罪は ない 
。 だが 不信心な 女との 絆を， 固持して いては ならない。 あなたが （マハルと して） 贈った ものの 
返還を （不信心 者の かの 女の 夫から） 求めても よい。 また かれら （不信者） が 贈った ものに つい 
ては， その 返還の 要求を （あなたがた に対して 求めさせれば よい）。 これは アツ ラーの 御 裁で あ 
る。 かれは あなたがたの 間を （公正に） 裁決な される。 本当に アツ ラーは 全知に して 英明で あら 
れ る。 


11 •あなたがたの 妻が， もし あなたがたの 許を 去り， 不信心 者の 許に 走るならば， 先方 （不信心 
者の 夫） に 勝利を 納めた 暁には， 妻に 去られた 者に その 戦利品の 中から， マハルと して 贈った も 
のと 同額を 与えなさい。 あなたがたが 信奉す る， アツ ラーを 畏れなさい。 

12 .預言者よ， あなたの 許へ 女の 信者が やって来て， あなたに 対しこう 忠誠を 誓うならば， 「ア 
ツ ラーの 外は 何もの も 同位に 崇めません。 盗 •をし まん。 姦通し ません。 子女を 殺しません。 ま 
た 手 や 足の 間で， 捏造した 嘘は 申しません。 また 正しい ことには， あなたに 背きません。」 （と 


359 


誓うならば） かの 女たち の 誓約を 受け入れ， かの 女たち のために 罪を 赦 される よう アツ ラーに 祈 
れ。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

13 .あなたがた 信仰す る 者よ， アツ ラーの 御 怒りを 被った 者に， 友情を 持って はならない。 かれ 
ら は， 不信心 者が 墓場の （埋葬ず •の） 仲間に 就いて 絶望して いるのと 同じように， 来世に 就い 
て 絶望して いるので ある。 

SURA  61 .戦列 章 〔アツ •サツ フ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天に あり 地に ある 凡ての 有は， アツ ラーを 讃 える。 本当に かれは 偉力 ならびなく 英明で あられ 
る。 


2 •信仰す る 者よ， あなたがたは どうして （自ら） 行わない ことを 口にする のか。 

3 •あなたがたが 行わない ことを 口にする のは， アツ ラーが 最も 憎まれる ところで ある。 

4 .本当に アツ ラーの 御 好 •に なられる 者は， 堅 田な 建造物の ように， 戦列を 組んで かれの 道の た 
めに 戦う 者たち である。 

5 •ムーサーが かれの 人び とに 言った 時を 思い起せ。 「 人び とよ， どうして あなたがたは わたしを 
苦しめる のか。 わたしが， あなたがたに （遣わされた） アツ ラーの 使徒で ある ことを， 知ってい 
るでは ないか。 」 それで かれらが 常 規を踏 •はずした 時， アツ ラーは かれらの 心を 曲げられた。 
本当に アツ ラーは， （アツ ラーの） 淀に 背く 者を 御 導きに なられない。 

6 •マルヤ ムの子 イーサ ーが， こう 言った 時を 思い起せ。 「イスラエルの 子孫たち よ， 本当に わた 
しは， あなたがたに （遣わされた） アツ ラーの 使徒で， わたしより 以前に， （下されて いる） 律 
法を 確証し， また わたしの 後に 来る 使徒の 吉報を 与える。 その 名前は， アハ マドで ある。 」 だが 
かれが 明 証を もって 現れた 時， かれらは， 「これは 明らかに 魔術で ある。」 と 言った。 

7 .イス ラ-ムに 招かれて いながら， アツ ラーに 就いて 虚偽を 捏造す る 者 以上に 悪を 行う 者が あろ 
うか。 アツ ラーは 不義を 行う 民を 御 導きに なられない。 

8 •かれらは アツ ラーの 御 光を， 口先で 消そうと 望んで いる。 だが アツ ラーは 例え 不信心 者たち が 
忌 •嫌おうと も 御 自分の 光 （イス ラーム） を 現わした。 

9 •かれ こそは， 導きと 真実の 宗教を 持たせて， 御 自分の 使徒を 遺 わされた 方で， 例え 多神教 徒た 
ちが 忌 •嫌おうと も， それ （イス ラーム） を 凡ての 宗教の 上に 高く 掲げさせられる。 

10 . あなたがた 信仰す る 者よ， われは 痛苦の 懲罰から 救われる 一つの 取引を， あなたがたに 示 そ 
9。 

11 . それは あなたがたが アツ ラーと その 使徒を 信じ， あなたがたの 財産と 生命を もって アツ ラー 
の 道に 奮闘 努力す る ことで ある。  もし 分るならば， それは あなたがた のために 最も 善い。 
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12 •かれは あなたがたの 様々 な 罪は 赦 して， 川が （木々 の） 下を 流れる 楽園に 入らせ， アド ン （ 
エデン） の 楽園に おける 美しい 邸宅に 住まわせる。 それは 至福の 成就で ある。 

13 . また あなたがたが 好む， 外 （の 恩恵） を 与えられる。 アツ ラ-の 御 助けと， 速 かな 勝利で あ 
る。 だから この 吉報を 信者たち に 伝えなさい。 

14 . 信仰す る 者よ， あなたがたは アツ ラーの 助力 者に なれ。 マルヤ ムの子 イーサ -が， その 弟子 
たちに 次のように 言った。 「アツ ラーの （道の） ために， 誰が わたしの 助力 者で あるの か。」 弟 
子たち は （答えて）， 「わたしたちが アツ ラーの 助力 者です。」 と 言った。 その さい イスラエル 
の 子孫たち の 一団は 信仰し， 一団は 背を 向けた。 それで われは， 信仰した 者たち を 助けて， かれ 
らの 敵に 立ち向かわせた。 こう して かれらは 勝利者と なった ので ある。 

SURA62 .合同 礼拝 章 〔アル •ジュムア〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーを 讃 える。 （かれは） 至高の 王者， 神聖に して 偉力 
ならびなく 英明で あられる。 

2 •かれ こそは 文盲の 者の 間に， かれらの 中から 使徒を 遺 わし， 印を 読 •聞かせて かれらを 清め， 

啓 典と 英知を 教えられた 方で ある。 本当に かれらは， 以前は 明らかに 邪道に あった。 

3 . まだ 来て いない （預 盲者 以降の） 人び とに も 教えを 授けられる。 かれは 偉力 ならびなく 英明で 
あられる。 

4 . これが アツ ラーの 恩恵で ある。 かれの 御 心に 適う 者に これを 与える。 アツ ラーは 偉大な 恩恵の 
主で あられる。 

5 . 律法 （守護） の 責任を 負わされて， その後 それを 果たさない 者を 譬えれば， 書物を 運ぶ ロバの 
ような ものである。 アツ ラーの 印を 嘘で あると する 者 も 同様で， 哀れむべき である。 本当に アツ 
ラーは 悪い行いの 者を 御 導きに なられない。 

6 •言って やる がいい。 「ユダヤ教を 信奉す る 者よ， あなたがたが もし 外の 人び と 以上に， アツ ラ 
一の 御気に入り であると 言いは り， それが あくまでも 真実で あると 確 心するならば （天国に 入れ 
るは ず だから 今す ぐ） 死を 請い 願いなさい。」 

7 •だが かれらは， その 手で 今まで 犯した （行いの） ため， 決して 死を 請い 願わないで あろう。 本 
当に アツ ラーは 不義を 行う 者を 熟知な される。 

8 •言って やる がいい。 「あなたがたが 逃れよう とする 死は， 必ず あなたがたを 襲う ので ある。 そ 
れ から 幽玄 界と 現象界を 知って おられる 御 方に 送り返され， かれは あなたがたに 自分の 所業を 告 
げ 知らせる。」 

9 •あな たがた 信仰す る 者よ， 合同 礼拝の 日 の 礼拝の 呼びかけが 唱 えられたならば， アツ ラ-を 念 
じる ことに 急ぎ， 商売から 離れなさい。 もし あなたがたが 分って いるならば， それが あなたがた 
のために 最も 善い。 
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10 . 礼拝が 終ったならば， あなたがたは 方々 に 散り， アツ ラーの 恩恵を 求めて， アツ ラ-を 讚え 
て 多く 唱念 しなさい。 必ず あなたがたは 栄える であろう。 

11 . しかし かれらは， うまい 儲け や 遊び ごとを 見かける と， （礼拝の ために） 立ち上って いる あ 
なた を 等閑に して， そちらに 駆け出す 始末。 言って やる がいい。 「アツ ラーの 御 許 （の 恩恵） は 
, 遊戯 や 取引よりも 優る。 アツ ラーは， 最善の 給与 者で あられる」。 

SURA  63 .偽 信者たち 章 〔アル •ムナ ー フイ クーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .偽 信者たち が あなたの 許に やって来 ると， 「わたしたちは あなたが， 本当に アツ ラーの 使徒で 
ある ことを 証言す る。」 と言う。 アツ ラーは， あなたが 確かに 使徒で ある ことを 知って おられる 
。 また アツ ラーは， 偽 信者たち が 真に 嘘 言の 徒で ある ことを 証言な される。 

2 •かれらは その 誓いを （悪行の ための） 隱れ 場と して， アツ ラーの 道から （人び とを） 妨げて い 
る。 本当に かれらの 行う ことは， 憎むべき である。 

3 •それは， かれらが 一度 信仰して， それから 不信心に なった ためで， かれらの 心は 封 じられ， そ 
のた めかれら は 理解 しない。 

4 .あなたが かれらを 見る 時， かれらの （立派な） 風体に 感心す るであろう。 かれらが 語れば， あ 
なた は その 雄弁な 言葉に 魅せられる。 だが かれらは， （何の 知識 もな く 何を 言っても 分らない） 
壁に 寄り かかって いるた だの 材木の ような ものである。 かれらは どの 叫び も， 自分たち のこと を 
いってい ると 考えて いる。 かれらは 敵で ある。 用心しなさい。 アツ ラーよ かれらを 滅ぼして 下さ 
い。 何と かれらは （真理から） 逸れた ことよ。 

5 •かれらに 向かって， 「来なさい。 アツ ラーの 使徒が， あなたがた のために 御赦 しを 祈る であろ 
う。」 と言うと， あなたは かれらが 顔を 背けて， 微慢に 背を 向けて 去る のを 見よう。 

6 •あなたが かれらの ために 御赦 しを 祈っても， また 祈らなくても， かれらに とって 同じで ある。 
アツ ラーは， 決して かれらを 御赦 しに なられない。 本当に アツ ラーは， （アツ ラーの） 淀に 背く 
者を 御 導きに なられない。 

7 .かれらは こう 言う ので ある。 「アツ ラーの 使徒と 一緒の 者に， 施しを しては いけません。 かれ 
らは 結局 解散され るので す。」 本当に 天と地の 宝庫は アツ ラーの 有で ある。 だが， 偽 信者たち は 
それを 理解し ない。 

8 •かれらは， 「 わたしたちが アル •マデイーナに 帰れば， そこの 高貴な 者が 卑しい 者たち を 必ず 
そこから 追う でしよう。」 と言う。 凡そ 栄誉は， アツ ラーと 使徒， そして その 信者たち にある。 
だが 偽 信者たち には， これが 分らない。 

9 •信仰す る 者よ， あなたがたの 富 や 子女に かまけ て， アツ ラーを 念じる ことを 疎かに しては なら 
ない。 そうする 者 （アツ ラーを 念わない 者） は， 自らを 損う 者で ある。 
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10 . 死が あなたがたを 理う 前に， われが 与えた ものから 施しなさい。 かれは， r 主よ， 何故 あな 
たは 暫くの 間の 猶予を 与えられな いのです か。 そうすれば わたしは 喜捨 〔サダ カ〕 をして， 善い 
行いの 者になります のに。」 と言う。 

11 . 定められた 時が やって来た 時， アツ ラーは 誰に も 猶予を 与えられない。 アツ ラーは， あなた 
がた の 行う ことに 通暁な される。 

SURA64 .騙し合い 章 〔アツ • タ ガー ブン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 天に あり 地に ある 凡ての ものは， アツ ラーを 讃 える。 大権は かれの 有で あり， 讃美 もまた かれ 
に 属する。 本当に かれは 凡ての ことに 全能で あられる。 

2 •かれ こそは， あなたがたを 創ら れた 方で ある。 だが あなたがたの 或る 者は 不信心 者で また， 或 
る 者は 信者で ある。 本当に アツ ラーは， あなたがたの 行う ことを 御存知で あられる。 

3.  (かれは） 真理に よって 天と地を 創造な され， あなたがたを 形作って 美しい 姿に なされた。 ま 
たかれの 御 許に 帰り 所は あるので ある。 

4.  (かれは） 天と地に おける 凡ての ものを 知り， あなたがたの 隠す もの も， 現わす ものまで も 知 
って おられる。 また アツ ラーは， 胸の 中に 抱く ことを 熟知な される。 

5 •昔の， 信仰を 拒否した 者たち の 消息が， あなたがたに 達しなかった のか。 かれらは 悪行の 結果 
を 味わい， また 痛ましい 懲罰を 受けた。 

6 •それは 使徒たち が， 様々 な 明 証を もって かれらの もとに 来たの にも拘らず， 「人間が， わたし 
たちを 導けよう か。」 と 言った ためで ある。 それで かれらは 信じょう とせず 背き 去った。 だが ア 
ツ ラーは， 何も 求められない。 アツ ラーは， 満ち 足られる 御 方 讃美され るべき 御 方で あられる。 

7 •不信心な 者は， 甦りな どは ない と 主張す る。 言って やる がいい。 「そうでは ない。 主に 誓って 
いう。 あなたがたは 必ず 匯 るので ある。 それから あなたがたの 行なった ことが， 必ず 告げ 知ら さ 
れ る。 それは アツ ラーに おいては 容易な ことで ある。 

8 •だから アツ ラーと その 使徒， そして われが 下した 光明を 信じなさい。 本当に アツ ラーは あなた 
がた の 行った ことに 通暁な される。 

9 •かれが あなたがたを 召集な される 集合の 日は 騙し合いの 日で ある。 誰でも， アツ ラーを 信じて 
, 善行に 動 しんだ 者からは， 様々 な 邪悪， 不運を 払われ 川が 下を 流れる 楽園に かれらを 入らせ， 
永遠に その 中に 住まわせる。 これは 大 いなる 勝利 （至福） である。 

10 .だが 信仰を 拒否して， わが 印を 虚偽で あると した 者は 業火の 住人で， その 中に 永遠に 住む。 
何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

II . どんな 災厄 も， アツ ラーの 御 許しな く 起きる ことは ない。 誰でも アツ ラーを 信仰す る 者は， 
その 心を 導かれよう。 本当に アツ ラーは， 凡ての ことに 通暁な される。 
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12 .それで アツ ラーに 従え。 また 使徒に 従え。 仮令 あなたがたが 背き 去っても， わが 使徒の 務め 
は， 只 明確に （啓示を） 宣べ 伝える ことで ある。 


13 •アツ ラー， かれの 外に 神は ない ので ある。 それで 信者は アツ ラーに 全幅の 信頼を 寄せなさい 
〇 

14 . 信仰す る 者よ， あなたがたの 妻 や 子女の 中に も， あなたがた に対する 敵が いる。 だから かれ 
らに 用心しなさい。 だが もし あなたがたが かれらを 赦 し， 大目に*, かばうならば （それ もよ い 
) 。 本当に アツ ラーは， 度々 御赦し 下される 御 方， 慈悲 深い 御 方で あられる。 

15 . あなたがたの 富 や 子女は， 一つの 試 •に過ぎない。 アツ ラー， かれの 御 許に （だけ） 偉大な 
報奨は ある。 

16 . だから 心を 尽 して アツ ラーを 畏れ， 聞き そして 従い， また （施しの ために） 使え， あなたが 
た 自身の ス めに 善いで あろう。 また 自分の 貪欲に 用心す る 者， かれらは 繁栄を 成就す る 者で ある 
〇 

17 •あなたがたが もし アツ ラーに 善い 選 付を するならば， かれは あなたがた のために それを 倍加 
なされ， あなたがたを 御赦し 下されよう。 本当に アツ ラーは 感謝に あつく 大度に おわし ます。 

18 •また 幽玄 界も 現象界を も 知って おられ， 偉力 ならびなく 英明で あられる。 

SURA  65 •離婚 章 〔アツ •タラー ク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .預言者よ， あなたがたが 妻と 離婚す る 時は， 定められた 期限に 離別し その 期間を （正確に） 計 
算 しなさい。 あなたがたの 主 アツ ラーを 畏れなさい。 かの 女ら に 明白な 不貞がない 限り， （期限 
満了 以前に） 家から 追い出して はならない。 また （かの 女ら を） 出て 行かせて はならない。 これ 
らは アツ ラーの 淀で ある。 アツ ラーの 淀に 背く 者は， 確かに 自分の 魂を 損う 者で ある。 あなたは 
知らないが， アツ ラーは この 後で， 新しい 事態を 引き起こされる かも 知れない。 

2 •その 期限が 満了した 時は， 立派に 留める か， または 立派に 別れなさい。 そして あなたがたの 中 
から 公正な 2 人の 証人を 立て， アツ ラーに 向い 証言 させなさい。 これは， アツ ラーと 最後の 日を 
信じる 者に 与えられた 訓戒で ある。 また アツ ラーを 畏れる 者には， かれは （解決の） 出口を 備え 
られ る。 


3 •かれが 考えつかない ところから， 恵 •を 与えられる。 アツ ラーを 信頼す る 者には， かれは 万全 
であられる。 本当に アツ ラーは， 必ず 御意を 完遂な される。 アツ ラーは 凡ての ことに， 一定の 期 
限を 定められる。 

4 .あなたがたの 妻の 中， 月経の 望 •の 無い 者に 就いても し 疑いを 抱くならば， （命じられた） 定 
めの 期間は 3 ヶ月で ある。 （まだ） 月経の 無い 者に 就いても （同様で ある）。 妊娠して いる 者の 
場合， その 期間は かの 女が 重荷を おろす までで ある。 本当に アツ ラ-を 畏れる 者には， かれは 事 
を 容易に なされる。 
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5 •これは アツ ラーが， あなたがたに 下された 命令で ある。 アツ ラーを 畏れる 者には， かれは その 
諸悪を 払われ， かれに 対する 報奨を 増大され るであろう。 


6 . かの 女たち を， あなたがたの 暮 している 所で あなたがたの 力に 応じて 住まわせなさい。 かの 女 
らを 窮屈に して， 困らせて はならない。 もし 妊娠して いるならば， 出産す るまでの 費用を， かの 
女たち に 与えなさい。 もし かの 女たち が あなたがたの ため （子） に 授乳す る 場合は， その 報酬を 
与え， あなたがたの 間で， 正しく 相談しなさい。 あなたがた （夫婦） が もし 話が まとまら なけれ 
ば， 外の 女が 授乳しても よい。 

7 . 裕福な 者には， その 裕福 さに 応じて 支払わせなさい。 また 資力の 乏しい 者には， アツ ラーが か 
れに 与えた ものの 中から 支払わせなさい。 アツ ラーは， 誰に も かれが 与えられた 以上の ものを 課 
されない。 アツ ラーは， 困難の 後に 安易を 授けられる。 

8 •どんなに 多くの 町が， 主と かれの 使徒たち の 命令に 背いた ことであろう。 それで われは 厳しく 
清算し， •せしめの 懲罰で かれらを 罰した。 

9 •こうして かれらは， その 行いの 悪い 結果を 味わい， 最後には 結局 滅亡した。 

10 . アツ ラーは かれらの ために， 厳しい 懲罰を 準備な される。 だから 信仰し， 思慮 ある 人び とよ 
, アツ ラーを 畏れなさい。 アツ ラーは， 確に あなたがたに 教訓を 下され， 

11 . 使徒を 遣わした。 かれが アツ ラーの 印を あなたがたに 読誦し， 明白に 解明す るのは， 信仰し 
て 善行を なす 者を， 暗黒の 深 •から 光明の 中に 導き出す ためで ある。 凡そ アツ ラ-を 信仰して 善 
行に 勤し む 者は， 下に 川が 流れる 楽園に 入らされ， 永遠に その 中に 住む ので あろ。 本当に アツ ラ 
一は， かれらの ために 善い 御 恵 •を 下される。 

12 . アツ ラー こそは， 7 層の V と 同様に （7 層の） 大地を， 創造な された 方で ある。 （アツ ラーの） 
御 命令は それらの 間から 下って 来る。 それで， 本当に アツ ラーは， 凡ての ことに 全能で あり， ま 
た アツ ラーの 御 知識が， 凡ての 事物を 確かに 包囲な される ことを， あなたに 分からせる ためで あ 
る。 


SURA66 .禁止 章 〔アツ •タハ リーム〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 預言者よ， アツ ラーが あなたの ために 合法と されて いる ことを （アツ ラーの 御 好意を 求める た 
めでは なく） 只 あなたの 妻たち の 御機嫌を とる 目的 だけで 何故 自ら 禁止す るの か。 本当に アツ ラ 
一は 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

2.  (人び とよ） アツ ラーは， あなたがた のために 誓いを 解消す るよう 既に 御達しが あった。 アツ 
ラーは あなたがたの 守護 者で あり， 全知に して 英明で あられる。 

3 •預言者が 妻の 一人 （ハ フサ） にある 秘密を 打ち明けた 時， かの 女 （ハ フサ） は それを （ア ーイ 
シャ に） 口外した ので， アツ ラーは そのこと （秘密を 漏した こと） を かれに 知らせた。 かれは そ 
の 一部分を （ハ フサに） 話し， 一部分は 伏せて 置いた。 それで かれが， かの 女 （ハ フサ） に それ 
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を 告げる と， かの 女は， 「誰が あなたに それを 告げました か。」 と 言った。 かれは （答えて） 言 
った。 「何もかも 御存知の 御 方が， わたしに 告げられました。」 

4 .もし 梅 悟して アツ ラーに 帰るならば， あなたがた 2 人の 心は， 善い ほうに 傾く。 もし 共謀して 
かれに 反抗す るなら ば， アツ ラーは かれの 守護 者で あられ， また ジブリール や， 正しい 信者たち 
, 更に 天使たち も 皆 （かれの） 支持者で ある。 

5 •かれが， もし あなたがたを 離婚したならば， かれは あなたがたに 優る 妻たち を， 代りに かれに 
授けられる であろう。 アツ ラ-に 服従， 帰依し， 信心 深く 誠実で， 悔悟して （不断に 主に） 返り 
, (謙虚に） 礼拝を 捧げ， 進んで 事に 当たり 斎戒す る 者で， 既婚者 も あり 処女 も あろう。 

6.  あなたがた 信仰す る 者よ， 人間と 石を 燃料と する 火獄 から あなたがた 自身と あな たがた の 家族 
を 守れ。 そこには 厳格で 痛烈な 天使たち が （任命され て） いて， かれらは アツ ラーの 命じられた 
ことに 違犯せ ず， 言い付けられた ことを 実行す る。 

7.  (かれらは 言われる であろう。） あなたがた 不信心の 者よ， 今日は， 弁解して はならない。 あ 
なた がた は， 只 あなたがたが 行った ことに 対して 報いられる だけで ある。 

8 •あなたがた 信仰す る 者よ， 謙虚に 悔悟して アツ ラーに 帰れ。 恐らく 主は， あなたがたの 様々 な 
悪を 払い， 川が 下を 流れる 楽園に 入らせる であろう。 その 日 アツ ラ-は， 預言者 やかれに 従って 
信じる 者たち を， 辱し めはしない。 かれらの 光は， その 前方 または 右方 だ 閃こう。 かれらは （祈 
って） 言う であろう。 「主よ， わたしたちの ために， 光を 完全に なされ， わたしたちを 御 赦し下 
さい。 あなたは 凡ての ことに 全能で あられます。」 

9 •預言者よ， 不信者と 偽 信者に たいし， 奮闘 努力しなさい。 また かれらに 対し 強硬で あれ。 かれ 
らの 住まいは 地獄で ある。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

10 . アツ ラーは 不信者の ために 実例を 示される。 ヌーフ の 妻， そして ルー トの 妻で ある。 かれら 
両人は， 2 人の 正しい わが しもべの 許に いた。 かの 女たち は， かれら （夫） にたいして 不誠実で 
， アツ ラーの 御 許で 何ら 得る ところはなかった。 そして 「あなたがた 2 人は （外の） 入る 者と 一 
緒に 火獄に 入れ。」 と 告げられた。 

11 . また アツ ラーは， 信仰す る 者の ために 例を 示される。 フィ ル アウンの 妻で ある。 かの 女が こ 
う 言った 時を 思い起しなさい。 「主よ， 楽園の 中の あなたの 御 側に， わたしの ため 家を 御 建て 下 
さい。 そして フィル アウンと その 行いから， わたしを 救い， 不義を 行う 者から， わたしを 御 救い 
下さい。」 

12 . また われは 自分の 貞節を 守った イム ラーンの 娘 マルヤ ム （の 体内） に， わが 霊を 吹き込んだ 
。 かの 女は， 主の 御言 葉と その 啓 典を 実証す る， 敬 炭な （しもべの） 一人であった。 

SURA67 .大権 章 〔アル •ム ルク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .大権を 掌握な される 方に 祝福 あれ。 本当に かれは 凡ての ことに 全能で あられる。 
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2. (かれは） 死と 生を 創ら れた 方で ある。 それは， あなたがたの 中 誰の 行いが 優れてい るの かを 
試 • られ るた めで， かれは 偉力 ならびなく 寛容で あられる。 


3.  (かれは） 一層 一層に， 7 天を 創ら れる御 方。 慈悲 あまねく 御 方の 創造には， 少しの 不調和 も 
ない ことを 見る であろう。 それで 改めて 観察しなさい。 あなたは 何 か 裂け目を 見る のか。 

4 . それで 今一度， 目を 上げて 見る がいい。 あなたの 視線は， （何の 欠陥 も 捜し出せず） 只 ぼん や 
り しても とに 戻る だけで ある。 

5 •かれは 灯明 （星） を もって， 最下 層の 天を 飾り， 悪魔たち に対する 磔 （流星） となし， また か 
れら のた め に 烈火の 懲罰を 準備した。 

6 •かれらの 主を 信じない 者には， 地獄の 懲罰が ある。 何と 悪い 帰り 所で ある ことよ。 

7 •かれらが その 中に 投げ込まれる 時， それ （地獄） が 沸騰す るかの ように 不気味で 忌し い 音で う 
なる のを かれらは 聞こう。 

8 •激しい 怒りの ために 破裂す るかの ようで ある。 一団が その 中に 投げ込まれる 度に， そこの 看守 
はかれら に， 「あなたがたに， 警告 者は やって来なかった のか。」 と 問う。 

9 •かれらは 言う。 「そうです， 確かに一 人の 警告 者が わたしたちの 許に やって来ました。 だが わ 
たしたち は 拒否して 言った。 『アッ ラーは 何 （の 啓示） も 下されない。 あなたがたは， 大変な 過 
誤の 中に いる だけで ある。』」 

10 . かれらは なお 言う。 「わたしたちが 聞き， 熟考したならば， 烈火の 住人の 中には 入らな かっ 
たでし ように。」 

11 . かれらは 自分の 様々 な 罪を 認めた。 烈火の 住人は， （容赦から） 遠く離れて いる。 

12 . 本当に 目に 見えない 主を， 畏れる 者には， 容赦と 偉大な 報奨が あろう。 

13 •あなたがたが 言葉を 隱 していても， また それを 表わしても， かれは 本当に 胸の 中の ものを 知 
って おられる。 

14 •かれが 創造され たものを， 知らないであろう か。 かれは， 深奥を 理解し 通暁な される。 

15 .かれ こそは， 大地を あなたがたに 使い易く なされた 方で ある。 それで その 諸 地域を 往来し， 
かれの 糧を 食べる がよ い。 そして 復活の 時には かれに 召されて いく 身で ある。 


16 .大地が 揺れ動く 時， 天に います 方が， あなたがたを それに 呑 •込ませられないで あろうと, 
安心して いるの か。 


17 . また あなたがたは 天に います 方が， （砂 石の） 烈風を あなたがたに 送られないで あろうと， 
安心して いるの か。 やがて あなたがたは， わが 警告が 如何なる もの かを 知ろ であろう。 

18 . 本当に あなたがた 以前の 者たち も， （わが 警告を） 嘘で あると した。 それで あが 不興が 如何 
に （恐ろしい もので） あつたか。 
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19 .かれらは 上を 飛ぶ 鳥に 就いて 考えない のか。 翼を 広げ， また それを 畳む ではない か。 慈悲 あ 
まねく 御 方の 外， 誰が それらを 支える ことができよう。 本当に かれは， 凡ての ことを 御存知で あ 
られ る。 


20 •慈悲 あまねく 御 方を 差し置いて あなたがたを 助ける 軍勢と なり 得る ものは， 誰で あるの か。 
不信者は， 妄想して いるに 過ぎない。 

21 . かれが もし 御 恵 •を 止められ ると， あなたがたに 恵 •をな し 得る ものは 誰で あるの か。 いや 
かれらは 高慢と， （真理からの） 回避に 固執す る。 

22 . 顔を 伏せて （只 頑な に） 歩く 者と， 正しい 道の 上を 規則正しく 歩く 者と， どちらが よく 導か 
れる のか。 

23 . 言って やる がいい。 「かれ こそは あなたがたを 創り， あなたがたの ために， 聴覚， 視覚， 感 
情 （知力） を 与えられた 方で ある。 何と あなたがたの 感謝の念の 薄い ことよ。」 

24 . 言って やる がいい。 「かれ こそは， あなたがたを 地上に 分散し 繁栄 させられた 方で あり， あ 
なた がた はかれの 御 許に 集められる。」 

25 . かれら （不信者） は， 「 もし あなたがたの 言葉が 真実なら， この 契約は 何時 （果たされ るの 
) であろう か。」 と言う。 

26 . 言って やろ がいい。 「本当に それを 知る のは， アツ ラー だけで ある。 わたしは 公明な 警告 者 
に過ぎない。」 

27 •かれらが 目の 辺に それを 見る 時， 不信者た ちの 顔は 悲し •に 曇る。 「これが あなたがたの 求 
めて いた もの （約束の 成就） である。」 と 告げられる。 

28 .言って やる がいい。 「あなたがたは 考えない のか， もし アツ ラーが， わたし やわた しと 一緒 
の 者を 滅ぼされても， また 慈悲を 与えられても， 凡そ 不信者を 痛烈な 懲罰から 救う ものは 誰で あ 
ろうか。」 

29 •言って やる がいい。 「かれは 慈悲 あまねく 御 方で あられ， わたしたち はかれを 信仰し， かれ 
に （全てを） 托す。 やがて あなたがたは， 明らかな 過誤の 中に いる 者が 誰で あるの かを 知る であ 
ろぅ。」 

30 .言って やる がいい。 「あなたがたは 考えない のか。 もし 或る 朝， あなたがたの 水が 地下に 沈 
•去ったならば， 涌き 出る 水を， あなたがたに (国?) せる ものは， 一体 誰で あるの か。」 

SURA  68 .筆 章 〔アル •カラム〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . ヌーン。 筆に 誓け て， また 書いた ものに おいて 誓う。 

2 . 主の 恩恵に おいて， あなたは 気違いで はない。 
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3 •いや， 本当に あなたには， 尽きない 報奨が あろう。 

4 .本当に あなたは， 崇高な 徳性を 備 えてい る。 

5 •やがて あなたは 見よう， かれら もまた 見る であろう。 

6 •あなたがたの 誰が 気違いで あるかを。 

7 .本当に あなたの 主は， 道から 迷い 去った 者を， 最もよ く 知って おられ， また 導かれて いる 者を 
最もよ く 知り 尽 される 方で ある。 

8 •それで あなたは （真理を） 否認す る 者に 従っては ならない。 

9 •かれらの 願いは， あなたが 歩 •寄る ことで， そう なれば かれら も 妥協した いので ある。 

1 〇 .あなたは， 卑劣な 誓いを たてる どんな 者に も 屈従して はならない。 

11 . 中傷し， 悪口を 言い 歩く 者， 

12 . 善事を 妨げ， 淀に 背く 罪深い 者， 

13 . 乱暴 （残虐） な 者， その外 素性の 卑しい 者， 

14 . 富と （多くの） 子女を 持って いるた めに （そうで ある， これらの 者に 従っては ならない）。 

15 . かれに わが 印が 読唱 される と， 「それは 昔の 物語です。」 と言う。 

16 •やがて われは， 鼻の 上に 焼 印を 押す であろう。 

17 . 本当に われは， （果樹） 園の 持ち主を 試 •たように， かれらを 試 •た。 かれらが， 早朝に そ 
れ （果物） を 収穫す る ことを 誓った 時に， 

18.  (アッ ラーの 御望 •ならば） と， 条件を 付ける ことを しなかった。 

19 . それで かれらが 眠って いる 間に， あなたの 主からの 天罰が それを 襲った。 

20 . それで 朝には， それは 摘 • 取られた ようになった。 

21 •早朝 かれらは 栗い に 叫んだ。 

22.  「 もし 収穫す るの なら あなたがたの 畑に 急ぎ ましよう。」 

23 . そこで かれらは 低声に 囁き 合って 出かけた。 

24.  「 今日は 一人の 貧乏人 も， あの （果樹園） に 入らせて はなり ません。」 

25 . かれらは 強く 心に 決めて， 朝早く 出て 行った。 

26 . だが かれらが それを 見た 時， 言った。 「わたしたちは， 道を 間違えて いる。 

27 . いや， わたしたちは （収穫物を） 奪われた。」 

28 . かれらの 中， すこし 穏やかな 一人が 言った。 「 あなたがたは どうして （主を） 讃 えない のか 
と， わたしが 言った のに。」 
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29 .かれらは， 「わたしたちの 主を 讃 える。 本当に わたしたちは 不義で ありました。」 と 言った 


30 . そこで かれらは， 栗い に 責め 合い 始めた。 

31 . かれらは 言った。 「ああ 悲しい， わたしたちは 本当に 横柄でした。 

32 . 主は これに 代る， 更に 良い （果樹園） を 与えられる かもしれ ない。 本当に わたしたちは， （ 
悔悟して） 主に 嘆願し ます。」 

33 . このような ものが， （現世の） 懲罰で ある。 だが 来世の 懲罰は 更に 大きな ものである。 もし 
かれらに 分って いたならば。 

34 . 本当に アッ ラーを 畏れる 者に 対しては， 主の 御 許に 喜 こびの 楽園が あろう。 

35 . われは 信心深い 者たち を， 罪人の ように 扱う とで もい うの か。 

36 . あなたがた はどう したの か。 あなたがた はどう 判断す るの か。 

37 . それとも あなたがたには， 学ぶ に 足りる 啓 典が あるの か。 

38.  あなたがたが 選ぶ ものは， 何でも その 啓 典の 中に あるの か。 

39 . それとも あなたがたは， 審判の 日まで 有効な 誓約を われと 結んだ のか。 あなたがたが 思慮 分 
別す る ことは， 確かに あなたがたの ものになる のか。 

40.  (ムハンマドよ） かれらに 問え。 「かれらの 誰が それを 保証す るので すか。」 

41 . または， かれらは （主に） 配す る ものが あるの か。 かれらが 正しい のなら， その 配す る もの 
を 連れて来させなさい。 

42 •脛が， 現わに される 日 （を 思いなさい）。 かれらは サジ ダす るよう 求められる。 だが かれら 
には 出来ないで あろう。 

43 . かれらは 目を伏せ， 屈辱を 被る であろう。 サジ ダす るよう， 確かに かれらは 呼び かけられて 
いた。 その 時 五体 満足な のに （拒否した）。 

44 . そこで この 御言 葉 （ク ルアー ン） を 虚偽で あると する 者を われに 任せよ。 われは かれらが 気 
付かない 方面から， 一歩 一々 （堕落に） 導き， 

45 . かれらを 猶予す るであろう。 本当に われの 計略は 強く 確かで ある。 

46 •それとも あなたが かれらに 報酬を 求め， それで かれらは 負担を 課せられた のか。 

47 .また 幽玄 界が かれらの 手元に あり， それで かれらは （それを） 書き下す ことが 出来る のか。 

48 •だから 忍耐して， あなたの 主の 命令を 待て。 魚の 友の ようであって はならない。 苦し さの 余 
り （かれが） 叫んだ 時 （のように）。 

49 .主からの 恩恵が かれに 達しなかったならば， かれは 罪を 負わされ， 不面目に 不毛の地に 捨て 
られ たであろう。 
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50 •このように 主は， かれを 選び 正義の 徒の 一人と なされた。 

51 •不信心 者は 警告を 聞く 時， その （物凄い） 目付きで， あなたを 凡ん ど 倒れん ばかりに する。 
かれらは 言う。 「本当に かれは 憑かれた 者です。」 

52 •だが， この （ク ルアー ン） こそは， 万有の ための 訓戒に 外なら ない。 

SURA  69 •真実 章 〔アル •ハーツ カ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . ヌーン。 筆に 誓け て， また 書いた ものに おいて 誓う。 

2 . 主の 恩恵に おいて， あなたは 気違いで はない。 

3 •いや， 本当に あなたには， 尽きない 報奨が あろう。 

4 .本当に あなたは， 崇高な 徳性を 備 えてい る。 

5 •やがて あなたは 見よう， かれら もまた 見る であろう。 

6 •あなたがたの 誰が 気違いで あるかを。 

7 •本当に あなたの 主は， 道から 迷い 去った 者を， 最もよ く 知って おられ， また 導かれて いる 者を 
最もよ く 知り 尽 される 方で ある。 

8 .それで あなたは （真理を） 否認す る 者に 従っては ならない。 

9 •かれらの 願いは， あなたが 歩 •寄る ことで， そう なれば かれら も 妥協した いので ある。 

1 〇 .あなたは， 卑劣な 誓いを たてる どんな 者に も 屈従して はならない。 

11 .中傷し， 悪口を 言い 歩く 者， 

12 •善事を 妨げ， 淀に 背く 罪深い 者， 

13 . 乱暴 （残虐） な 者， その外 素性の 卑しい 者， 

14 . 富と （多くの） 子女を 持って いるた めに （そうで ある， これらの 者に 従っては ならない）。 

15 . かれに わが 印が 読唱 される と， 「それは 昔の 物語です。」 と言う。 

16 •やがて われは， 鼻の 上に 焼 印を 押す であろう。 

17 . 本当に われは， （果樹） 園の 持ち主を 試 •たように， かれらを 試 •た。 かれらが， 早朝に そ 
れ （果物） を 収穫す る ことを 誓った 時に， 

18.  (アツ ラーの 御望 •ならば） と， 条件を 付ける ことを しなかった。 

19 . それで かれらが 眠って いる 間に， あなたの 主からの 天罰が それを 襲った。 

20 . それで 朝には， それは 摘 • 取られた ようになった。 
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21 . 早朝 かれらは 栗い に 叫んだ。 

22.  r もし 収穫す るの なら あなたがたの 畑に 急ぎ ましょう。」 

23 . そこで かれらは 低声に 囁き 合って 出かけた。 

24.  「今日は 一人の 貧乏人 も， あの （果樹園） に 入らせて はなり ません。」 

25 . かれらは 強く 心に 決めて， 朝早く 出て 行った。 

26 . だが かれらが それを 見た 時， 言った。 「わたしたちは， 道を 間違えて いる。 

27 . いや， わたしたちは （収穫物を） 奪われた。」 

28 . かれらの 中， すこし 穏やかな 一人が 言った。 r あなたがたは どうして （主を） 讃 えない のか 
と， わたしが 言った のに。」 

29 . かれらは， 「わたしたちの 主を 讃 える。 本当に わたしたちは 不義で ありました。」 と 言った 
〇 

30 . そこで かれらは， 栗い に 責め 合い 始めた。 

31 . かれらは 言った。 「ああ 悲しい， わたしたちは 本当に 横柄でした。 

32 . 主は これに 代る， 更に 良い （果樹園） を 与えられる かもしれ ない。 本当に わたしたちは， （ 
悔悟して） 主に 嘆願し ます。」 

33 . このような ものが， （現世の） 7 罰で ある。 だが 来世の 懲罰は 更に 大きな ものである。 もし か 
れらに 分って いたならば。 

34 . 本当に アッ ラーを 畏れる 者に 対しては， 主の 御 許に 喜 こびの 楽園が あろう。 

35 . われは 信心深い 者たち を， 罪人の ように 扱う とで もい うの か。 

36 . あなたがた はどう したの か。 あなたがた はどう 判断す るの か。 

37 . それとも あなたがたには， 学ぶ に 足りる 啓 典が あるの か。 

38.  あなたがたが 選ぶ ものは， 何でも その 啓 典の 中に あるの か。 

39 . それとも あなたがたは， 審判の 日まで 有効な 誓約を われと 結んだ のか。 あなたがたが 思慮 分 
別す る ことは， 確かに あなたがたの ものになる のか。 

40.  (ムハンマドよ） かれらに 問え。 「かれらの 誰が それを 保証す るので すか。」 

41 . または， かれらは （主に） 配す る ものが あるの か。 かれらが 正しい のなら， その 配す る もの 
を 連れて来させなさい。 

42 •脛が， 現わに される 日 （を 思いなさい）。 かれらは サジ ダす るよう 求められる。 だが かれら 
には 出来ないで あろう。 
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43 . かれらは 目を伏せ， 屈辱を 被る であろう。 サジ ダす るよう， 確かに かれらは 呼び かけられて 
いた。 その 時 五体 満足な のに （拒否した）。 

44 . そこで この 御言 葉 （ク ルアー ン） を 虚偽で あると する 者を われに 任せよ。 われは かれらが 気 
付かない 方面から， 一歩 一々 （堕落に） 導き， 

45 . かれらを 猶予す るであろう。 本当に われの 計略は 強く 確かで ある。 

46 •それとも あなたが かれらに 報酬を 求め， それで かれらは 負担を 課せられた のか。 

47 •また 幽玄 界が かれらの 手元に あり， それで かれらは （それを） 書き下す ことが 出来る のか。 

48 •だから 忍耐して， あなたの 主の 命令を 待て。 魚の 友の ようであって はならない。 苦し さの 余 
り （かれが） 叫んだ 時 （のように）。 

49 .主からの 恩恵が かれに 達しなかったならば， かれは 罪を 負わされ， 不面目に 不毛の地に 捨て 
られ たであろう。 

50 •このように 主は， かれを 選び 正義の 徒の 一人と なされた。 

51 •不信心 者は 警告を 聞く 時， その （物凄い） 目付きで， あなたを 凡ん ど 倒れん ばかりに する。 
かれらは 言う。 「本当に かれは 憑かれた 者です。」 

52 •だが， この （ク ルアー ン） こそは， 万有の ための 訓戒に 外なら ない。 

SURA  70 .階段 章 〔アル •マアー リジ ュ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .或る 者が， 下るべき 懲罰に 就いて 問う。 

2 •不信心 者は， それを 防ぐ ことは 出来ない。 

3 •階段の 主， アッ ラーから （の 懲罰） である。 

4 .天使たち や 聖霊 （大 天使 ジブリ-ル） は， 一日に して， かれの 許に 登る， その （一日の） 長さ 
は， 5 万年で ある。 

5 •だから あなたは， 立派に 耐え忍べ。 

6 •本当に かれらは， それ （日） を 遠い と 思う。 

7 .しかし われは， それを 近いと 見る。 

8 •天が 溶けた 銅の ようになる 日， 

9 . 山々 は， 梳 いた 羊毛の ようになり， 

10 . 誰も 友 （の 安否） を 問う ことは ない。 
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11 .かれらは 栗い に 顔を合わせる ことが 出来ない 程 恐れる。 罪 ある 者は その 日， 自分の 罪を 贖う 
ために 自分の 子供たち を 差し出そうと 願う であろう。 

12 •かれの 妻 や 兄弟， 

13 .かれを 称った 近親， 

14 •自分を 救えるならば， 地上の 凡ての ものを 挙げて 贖う ことを 請い 願う であろう。 

15 .断じて 出来ない。 本当に かの （地獄の） 炎は， 

16 •頭の 皮まで 剣ぎ 取る。 

17. (正義に） 背を 見せて， 背き 去った 者を 召喚す るであろう。 

18 •また 蓄積し， 隱 匿の 金を 持つ 者を も。 

19 . 人間 は 本当に 忙しな く 創ら れ ている。 

20 . 災厄に 会えば 歎き 悲し.， 

21 •好運に 会えば 物 惜し •になる。 

22 . だが 礼拝に 精進す る 者は， そうでは ない。 

23 . 礼拝を 厳守して いる 者， 

24 . また かれらの 富が， 公正で ある と 認められ ている 者， 

25 . 物乞いす る 者 や 耐乏す る 者の ために （施す 者）， 

26 . ま た 審判 の 日の 真実を 確認して いる 者， 

27 •また かれらの 主の 懲罰を 恐れる 者 も。 

28 . 本当に 主の 懲罰から， 安全で あると 考えるべき ではない。 

29 . また 隱れ たと ころ （貞節） を 守る 者， 

30 . かれらの 妻 や 右手の 所有す る 者に 限って いる 場合は 別で， 罪には ならない。 

31 . しかし これ 以外に 求める 者は 法を 越えた 者で ある。 

32 . 付託され たこと や 約束に 忠実な 渚， 

33 •証言に 公正な 者， 

34 . また 礼拝を 厳守す る 者。 

35 . これらの 者は 栄誉を 得て 楽園の 中に （住む）。 

36 . 今 不信心 者た ちが， あなたの 方に 急いでい るのは 何事 か。 

37 . 右から また 左から， 群に なって。 
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38 . かれらは 皆 至福の 楽園に 入る ことを 望む のか。 

39 . いや， 断じて 出来ない ことで ある。 本当に われは， かれらが 知る ものから， かれらを 創った 
ので ある。 

40 . いや， われは 東と 西の 主に よって 誓う。 われに とっては 可能で ある。 

41 •かれらよりも 優れた （外の） 者を もって， かれらに 替えて やろう。 われは， 失敗す る ことは 
ない ので ある。 

42 •だから あなたは， かれらを （虚栄に） 浸らせ， 戯れに 任せる がよ い。 かれらが 約束され てい 
る， その 日の 会見まで。 

43 . かれらが 墓から 慌ただしく 出て 来る日。 それは まるで （現世で） かれらが 偶像 神へ と 急いだ 
ように。 

44 . かれらは 目を伏せ， 屈辱を 被る であろう。 これが かれらに 約束され ていた， その 日で ある。 

SURA  71 •ヌ ーフ章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . 本当に われは， ヌーフ を その 民に 遣わし， 「痛ましい 懲罰が あなたの 民に 下る 前に， あなたは 
, かれらに 警告しなさい。」 （と 命じた）。 

2 . かれは 言った。 「わたしの 人び とよ， わたしは あなたがたへの 公明な 1 人の 警告 者です。 

3 •あなたがたは アツ ラーに 仕え， かれを 畏れ， わたしに 従いなさい。 

4 .かれは あなたがたの 様々 な 罪を 赦 し， 定められた 期限まで， あなたがたを 猶予な されます。 本 
当に アツ ラーの 期限が 来た 時は， 猶予され ません。 もし あなたがたが 分って いたならば。」 

5 •かれ （ヌ ーフ） は 申し上げた。 「主よ， わたしは 夜 も 昼 も， わたしの 人び とに 呼びかけました 
〇 

6 •だが， わたしの 呼びかけは， 只 （正道からの） 逃避を 増す ばかりです。 

7 •わたしが かれらに， 『かれが， あなたがたを 御赦 しになる の だ』 と 呼びかける 時， かれらは 指 
を 自分の 耳に 差し込 •， 自分で 外套を 被って （不信心を） 固執し， ひたすら 高慢になります。 

8 •それで わたしは， 声を 大きく して かれらに 呼びかけ ま した。 

9 •或る時は 公に， また （或る時は） 密かに かれらに （訴えて）， 

10 . わたしは 言いました。 『あなたがたの 主の 御赦 しを 願え。 本当に かれは， 度々 御赦 しなされ 
る。 

11 . かれは， あなたがたの 上に 豊かに 雨を 降らせられ， 
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12 . あなたがたの 財産 や 子女を 増やし， また あなたがたの ために， 様々 な 園 や （水の 流れる） 河 
川を 蝕 けられる。 

13 . あなたがたは どうした のか。 アツ ラーの 御 親切， 我慢 強さに 対して， 望 •を 持たない とは。 

14 •かれは 本当に 順序よ く 段階を おって あなたがたを 創ら れ た。 

15 •あなたがたは， アツ ラーが 7 天を 如何に 一層 また 一層と， 創ら れ たかを 考えて • なかった のか 
〇 

16 •また 月を その 中の 明りと され， 太陽を （燃える） 灯明と なされた かを。 

17 •アツ ラーは あなたがたを 土から 育て られ， 

18 . それから， あなたがたは 大地に 帰され， また 起き 上らせられる。 

19 . また アツ ラーは あなたがたの ために， 大地を 延べ 広げられ， 

20 . そこで あなたがたは， 広い 大道を 往来す るであろう。』 といって 聞かせました。」 

21 . ヌ ーフは （更に） 言った。 「主よ， かれらは わたしに 従いません。 自分の 財産と 子女と で， 
破滅を 助長す る 者に だけ 従います。 

22 . そして 重大な 策謀を 企 • ます。 

23 . かれらは 言います。 『あなたがたの 神々 を 捨てるな。 ワツド も スフ ーウ も， また ャ グー スも 
ヤ ウー クも ナスル も， 捨てて はならない。』 

24 •かれらは 既に 多くの 者を 迷わせました。 （主よ） 迷いを 放任 されても， 不義を 行う 者を 多く 
しないで 下さい。」 

25 . かれらは 様々 な 罪の ために 溺れさせられ， 更に 火獄に 送られ， アツ ラーの 外には， どんな 援 
助 者 も 得られなかった。 

26 . ヌ -フは （祈って） 言った。 「 主よ， 不信心な 居住者を 誰 一人と して 地上に 残さないで 下さ 
い。 

27 •もし あなたが かれらを 残されれば， かれらは 必ず あなたに 仕える 者を 迷わせ， また 罪を 犯す 
不信心な 者の 外， 生まないで しよう。 

28 .主よ， わたしと わたしの 両親を 御赦し 下さい。 また 信者と して わたしの 家に 入る 者， また （ 
凡ての） 信仰す る 男と 信仰す る 女たち を 御赦し 下さい。 そして 不義を 行う 者たち には， 滅亡の 外 
には （何も） 加えないで 下さい。」 

SURA 72 .アル. ジン （幽 精） 章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 
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1 . 言え， 「わたしに こう 啓示され た。 一団の ジンが （ク ルアー ン を） 聞いて 言った。 『わたした 
ちは， 本当に 驚くべき 読誦を 聞いた。 

2 . 正しい 道への 導きで ある。 だから わたしたちは 信仰し， 主に 何ものを も 配さない。 

3 . 尊厳に していと 高き 主の 御 威光よ， かれは 妻を 娶ら ず， 子 も 持たれない。 

4 . わた したち の 中の 愚かな 者が， アツ ラー に 対し 途方 もな し ゝ 嘘を 話 していた。 

5 •しかし わたしたちは， 人間 も ジン も， アツ ラーに 就いて 嘘を 言うべき ではない と 考えて いた。 

6 .本当に 或る 種の 人間は， ジンの 或る 者に 祢 護を 求める。 しかし それは， かれらの 愚劣を 助長し 
た。 

7 •かれら も あなたがたが 考えた ように， アツ ラーは， 何者 も睡ら されない だろうと 考えて いた。 

8 •わたしたちは， 天 （の 秘密） に 触れようと したが， これは 強い 護衛の 燃え 輝く 星 （流星） で 一 
杯で ある ことが 分った。 

9 . わたしたちは （盗 •） 聞く ために そこに 坐って いた。 だが 聞き耳を 立てる 者には， 警戒して い 
る 燃え 輝く 星 （流星） が 待ち構え ている。 

10 . わたしたちは， 主が 地上の 者に 対して 悪を 望まれて いるの か， または， かれらを 正しい 道に 
, 導く ことを 望まれて いるの か 知らなかった。 

11 . わたしたちの 中には， 正しい 者 もい るが， そうでは ない 者 もいて， 様々 な 道に 従ってい る。 

12 . だが わたしたちは， 地上に おいて アツ ラーを 出し抜く ことは 出来ない し， また 逃避して， か 
れを 失敗させる こと も 出来ない と 思って いる。 

13 •わたしたちは 導きを 聴いて， 直ぐ それを 信仰した。 そして 主を 信じる 者には， 恐れ もな く， 
損う こ ともなく， また 不正に あう こと もない。 

14 .わたしたちの 中には， （アツ ラーに） 服従， 帰依す る 者 も あり， また 正道から 逸れる 者 もい 
る。 服従， 帰依した 者は 正しい 道に 志向を 定める。 

15 •だが 正道から 逸れる 者は 火獄の 薪と なろう。 』 と。」 

16 •もし かれらが （正しい） 道を 守るならば， われは 必ず 豊かな 雨 （凡ての 恩恵） を かれらに 恵 
む。 


17 . われは それに よって かれらを 試 •よう。 だが 主を 念う ことから 逸れる 者は， 厳しい 懲罰に 追 
いた てられる ことになる。 

18 . 本当に マ スジ ドは （凡て） アッ ラーの 有で ある。 それで アッ ラーと 同位に 配して 他の 者に 祈 
っては ならない。 

19 . アッ ラーの しもべ （ムハンマド） が， かれに 祈る ために 立った 時， かれら （マッカの 多神教 
徒） は どっと 押し寄せん ばかりに， かれを 取り巻いた。 
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20 . 言って やる がいい。 「わたしは， 一途に わが 主に 祈り， 何も かれと 同位に 配さない。」 

21 . 言って やる がいい。 「わたしには， あなたがたを 害したり， 益したり する 力は ない ので ある 
〇 」 

22 •言って やる がいい。 「誰も アツ ラーから わたしを 守り 切る ことは 出来ない し， また かれの 外 
に， 避難所を 見い出す こと も 出来ない。 

23. (わたしは） 只 アツ ラーからの 御告げ を， 宣べ 伝える に過ぎない。 それで アツ ラーと その 使 
徒に 従わない 者， かれらには 地獄の 火が あり， 永遠に その 中に 住む であろう。」 

24 •かれらは， 約束され たこと を 見る 時に なって， 助力に おいて 誰が 最も 頼りに ならない か， 数 
においても 誰が 最も 頼りに ならない かを 知る であろう。 

25 •言って やる がいい。 「わたしは， あなたがたに 約束され たこと が 近付いて いるの か， それと 
も アツ ラーが もう 少し 期間を 蝕 けられた のかを 知らない。 

26 . かれ （だけ） が 幽玄 界を 知って おられ， その 秘密を 誰に も 漏され はしない。 

27 . かれの 御 気に 召した 使徒 以外には。 それで， かれは， 前から も 後ろから も 護衛して， （使徒 
を） 赴かせられた。 

28 . それは かれらが， 果して 主の 御告げ を 伝えた かどう かを かれが 知られる ためで あり， また か 
れらの 持つ ものを 取り囲んで， 凡てを それぞれ 計算に 数え上げられる ためで ある。 

SURA  73 .衣を 纏う 者 章 〔アル •ムツ ザン ミル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .衣を 頭から 纒う者 （ムハンマド） よ， 

2 •夜間に （礼拝に） 立て， 少時を 賒 いて。 

3 •夜間の 半分， また それよりも 少し 縮めて （礼拝に 立て）， 

4 .あるいは， それよりも 少し 多く 礼拝に （立て）， そして ゆっくりと 慎重な 調子で， ク ルアー ン 
を 読め。 

5 •やがて われは， 荘重な 御言 葉 （ク ルアー ン） を あなたに 下す であろう。 

6 •本当に 夜間 （礼拝） に 起きる ことは， 最も 力強い 歩 •であり， 御言 葉を 一層 明確に する。 

7 •本当に あなたは， 昼間は 要務で 長く 追われる。 

8 •それで あなたの 主の御名を 唱 念し， 精魂を 傾けて かれに 仕えなさい。 

9 •東と 西の 主で あられ， かれの 外に 神は ない ので ある。 それで かれを， 御槌 すべき 方と して 仰ぎ 
なさい。 

10 .かれらの 言う ことを 耐え忍び， かれらを 離れよ， 立派に 身を かわせ。 
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11 •現世の 富に あずかって 嘘 付き 呼ばわり する 者たち を われに 委ねて， 暫くの 間 かれらを 猶 与し 
なさい， 

12 . 本当に われの 手元には 鎖が あり， また 炎 も ある。 

13.  (喉に） 病え る 食物が あり， また 痛ましい 懲罰が ある。 

14 . その 日， 大地と 山々 は 震動し， 山々 は 崩れ 流れて， 砂の 固まりになる であろう。 

15 . 本当に われは， あなたがたの 証人と する ために， 使徒を あなたがたに 遣わした。 われが 且つ 
て， フィ ル アウンに 一人の 使徒を 送った ように。 

16 . だが フィル アウンは その 使徒に 従わなかった ので， われは かれを 厳し く 罰して 破滅 させた。 

17 •もし あなたがたが 依然として （アツ ラーを） 拒否す るなら， 子供が （恐怖の あまり） 白髪に 
なる 日， あなたがたは どうして 自分を 守れよう か。 

18 . その 日， 天は 裂け 散る であろう。 かれの 約束は， 必ず 完遂され るので ある。 

19 . 本当に これは 訓戒で ある。 それで 望む 者に， 主への 道を 取らせなさい。 

20 . 主は， あなたが 夜間の 殆ど 3 分の 2， また （ある 時は） 2 分の 1, または 3 分の 1 を， （礼拝に） 
立つ ことを 知って おられる。 また あなたと一 諸にい る 一団の 者 も 同様で ある。 アツ ラーは， 夜と 
昼を 妥当に 計られる。 かれは あなたがたが それを 計れない ことを 知り， あなたがたを 慈しまれる 
。 だから あなたがたは， ク ルアー ンを 無理に ならない 程度に 読め。 かれは， あなたがたの 中 病め 
る 者の ある ことを 知って おられる。 また 或る 者は アツ ラーの 恩恵を 求めて， 地上を 旅し， 或る 者 
は アツ ラーの 道の ために 戦って いる （ことを）。 だから それを 無理に ならない 程度に 読め。 礼拝 
の 務めを 守り， 定めの 喜捨を なし， アツ ラ-に 立派な 選 付け （信仰の ための 散財） をしなさい。 
あなたがたが， 自分の 魂の ために 予め 行う， どんな 善い こと も， アツ ラ-の 御 許で それを 見い出 
そう。 その （善行の） 報奨は， 最善に して 最大で ある。 あなたがたは アツ ラーの 御赦 しを 請い 求 
める がいい。 本当に アツ ラーは 寛容に して 慈悲 深く あられる。 

SURA74 •包る 者 章 〔アル •厶 ツダツ スイ ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1. (大 衣に） 包る 者よ， 

2 •立ち上って 警告しなさい。 

3 •あなたの 主を 讃え なさい。 

4 .また あなたの 衣を 清潔に 保ちなさい。 

5 •不浄を 避けなさい。 

6 .見返りを 期待して 施して はならない。 

7 •あなたの 主の （道の） ために， 耐え忍びなさい。 
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8 •ラ ッ パが 吹かれる 時, 


9 •その 日は 苦難の 日。 

10 .不信者た ちに とり， 安らぎの ない （日で ある）。 

11 •われが 創った 者を， われ 一人に 任せなさい。 

12 •われは， かれに 豊かな 富を 授け， 

13 .また その 回りに， 息子たち を 侍らせ， 

14 •かれのた めに， （物事を） 円満 容易に した。 

15 . それでも かれは， われが 更に 豊かに する よう 欲した。 

16 . 断じて 許されない。 かれは， わが 印に 対し 頑迷であった。 

17 . やがて われは， 酪い 痛苦で かれを 悩ます であろう。 

18 . かれは 想を 練り， 策謀した。 

19 . かれは 滅びる であろう。 何と （惑 意を もって） かれらは 策謀した ことよ。 

20 . 重ねてい う。 かれは 滅びる であろう。 何とかれ は 策謀した ことよ。 

21 . その 時， かれは ちらっと （ク ルアー ン を） 眺め， 

22 . 眉を ひそめ， 苦い 顔を して， 

23 . それから， 高慢に 背を 向けて 去った。 

24 . かれは 言った。 「これは 昔からの 魔術に 過ぎません。 

25 . どう •て も 人間の 言葉に 過ぎません。」 

26 . やがて われは 地獄の 火て， かれを 焼く であろう。 

27 . 地獄の 火が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

28 . それは 何もの も 免れさせず， また 何もの も 残さない。 

29 . 人の 皮膚を， 黒く 焦がす。 

30 . その上には 19  (の 天使が 看守る）。 

31 . われが 業火の 看守と して， 天使たち の 外に 誰も 命じなかった。 また かれらの 数を 限定した こ 
とは， 不信心の 者たち に対する 一つの 試 •に過ぎない。 （それにより） 啓 典を 授けられた 者たち 
を 確信 させ， また 信じる 者の 信仰を 深める ためで ある。 また 啓 典を 授けられた 者 や 信者たち が， 
疑いを 残さず， また その 心に 病の 宿る 者 や， 不信者た ちに， 「アツ ラーは この 比喩で， 何を 御望 
•になる のでし ようか。」 と 言わせる ためで ある。 このように アツ ラーは， 御 自分の 望 •の 者を 
迷わせ， また 望 •の 者を 導かれる。 そして かれの 外 誰も あなたの 主の 軍勢を 知らないの である。 
本当に これは 人間に 対する 訓戒に 外なら ない。 
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32 .いや， 月に 誓け て， 


33 . 退こうと する， 夜に 誓け て， 

34 . また 輝こうと する， 暁に 誓け て （誓う）。 

35 . それは 大きな （徴 の） 一つ であり， 

36 . 人間への 警告。 

37 . あなたがたの 中， 前に 進む ことを 望む 者， また 後に 残る ことを 願う 者への （警告で ある）。 

38 . それぞれの 魂は， その 行った ことに 対し， （アッ ラーに） 担保を 提供して いる。 

39 . 右手の 仲間は 別で ある。 

40.  (かれらは） 楽園の 中に いて， 栗い に 尋ね 合う であろう。 

41 . 罪を 犯した 者たち に 就いて， 

42.  「何が， あなたがたを 烈火の 中に 導いた のです か。」 と。 

43 . かれらは （答えて） 言う。 「わたしたちは 礼拝を 捧げて いません でした。 

44 . わたしたち はまた， 貧者を 養いませんでした。 

45 •わたしたちは 空論 の 徒と 共に 無駄話に 耽り， 

46 . 常に 審判の 日を 否定して いました。 

47 . 遂に 真実が， わたしたちに 到来し ました。」 

48 . それで 執り成す 者の 執り成し も， かれらに 役立たないで あろう。 

49 . 一体 訓戒から 背き 去る とは， かれらは どうし たのであろう。 

50 . かれらは 丁度 獅子を 見て 恐怖に 陥った ロバの ように， 

51 . —目散に 逃げ出す かの ようであった。 

52 . いや， かれらは それぞれ 開かれた 書 巻が 授けられる ことを 望んで いる。 

53 . いや 断して そうでは ない。 かれらは 来世を 恐れて いないの である。 

54 . いや， これは 正に 訓戒で ある。 

55 . だから 誰でも 欲する 者には， それを 肝に 銘 じさせなさい。 

56 . だが， アッ ラーが 望まれる 者の 外は， 留意し ないで あろう。 かれは 畏 るべき 御 方よ く 許して 
下される 御 方で ある。 

SURA  75 •復活 章 〔アル •キヤ ー マ〕 

慈悲 あ まねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 
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1 . わたしは， 復活の 日に おいて 誓う。 

2 . また， 自責す る 魂に おいて 誓う。 

3 . 人間は， われが かれの 骨を 集め られ ない と 考える のか。 

4 . いや， われは かれの 指先 （の 骨） まで 揃える ことが 出来る ので ある。 

5 •だが 人間は， かれの 御前 （の 生活） においても， 罪を 犯す ことを 望む。 

6 •かれは， 「復活の 日は いつか。」 と 問う。 

7 . 遂に 目が 眩む 時， 

8 . 月は （蝕？） けり， 

9 •太陽と 月は 合わせられる。 

10 . その 日 人間は， 「どこに 避難し ようか。 」 と言う。 

11 . 断じて 避けられな いので ある。 

12 •あなたの 主の 御 許が， その 日 定めの 住まいで ある。 

13 . その 日 （凡ての） 人間は， 既に 行った ことと， 後に 残した ことに 就いて 各 げられ るであろう 
〇 

14 . いや 人間は， 自分自身に 対し 証人で ある。 

15 . 仮令 かれが， いろいろ 弁解しても。 

16 . この （ク ルアー ンを 催促す るた めに） あなたの 舌を 急がし く 動かして はならない。 

17 . それを 集め， それを 読ませる のは， われの 仕事で ある。 

18 . それで われが それを 読んだ 時， その 読誦に 従え。 

19 . 更に それを 解き明か すの も， 本当に われの 仕事で ある。 

20 . いや， あなたがたは （果ない） 浮世を 愛して， 

21 . 来世を 等閑に する。 

22 . その 日， 或る 者たち の 顔は 輝き， 

23 . かれらの 主を， 仰ぎ見る。 

24 . また その 日， 或る 者たち の 顔は 暗ぐ 

25 •背骨を 砕く 程の 大災 難が， かれらに 降り掛かる ことを 知る であろう。 

26 . いや， （魂が） 喉元に 届く 時， 

27 . 言われよう。 「誰か， 呪いが 出来る か。」 
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28 .かれは 離別 （の 時） である ことを 悟る であろう。 

29 •—つの 脚は 他方の 脚 にれ 絡まり， 

30 . その 日 かれは， 主に 駆り立てられる。 

31 . かれは 真理を 受け入れず， また 礼拝 も 棒げ なかった， 

32 . 却って （真理） を 虚偽と し， 背き 去り， 

33 . 思い あがって 家族の 許に 赴いた。 

34 . あなた （多神教 徒） に 災い あれ， （本当に） 災いなる かな。 

35 •重ねてい う。 あなたに 災い あれ， （本当に） 災いなる かな。 

36 . 人間は， （目的 もな く） その 儘で 放任され ると 思う のか。 

37 . 元々 かれは 射出 さ れ た， 一滴の 精液ではなかった か。 

38 . それから 一塊の 血と なり， 更に アツ ラ-が， （均整に） 形作り， 

39 . かれは， 人間を 男と 女の 両性に なされた のではなかった か。 

40 •それでも かれには， 死者を 匯ら せる 御 力がない とする のか。 

SURA76 .人間 章 〔アル •イン サーン〕 1 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 人間には， なにもの とも 呼べない， 長い 時期が あった ではない か。 

2 . 本当に われは かれを 試 • るた め 混合した 一滴の 精液から 人間を 創った。 それで われは 聴覚と 視 
覚を かれに 授けた。 

3 •われは， 人間に （正しい） 道を 示した。 感謝す る 者 （信じる 者） になる か， 信じない 者になる 
か， と。 

4 . 不信心 者には， われは 鎖と 首枷 と 烈火を 準備して 置いた。 

5.  (信者の） 善行 者は， カーフールを 混ぜた 杯 （の 飲物） を 飲む であろう。 

6.  (それは） アツ ラーの しもべた ちが 飲む 泉の ことで， われは 思いのままに 滾 々と （泉を） 涌き 
出させる。 

7 •かれら （善行 者） は 誓いを 果 し， 災厄の 広がる 日を 恐れて いる。 

8 .また かれらは， かれを 敬愛す るた めに， 貧者と 孤児と 捕虜に 食物を 与える。 

9 •(そして 言う。） 「わたしたちは， アツ ラーの 御喜び を 願って， あなたがたを 養い， あなたが 
たに 報酬 も 感謝 も 求めません。 

10 .わたしたちは， 主の 苦渋に 満ちた 御 怒りの 日を 恐れます」。 
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11 . それで アツ ラーは， その 日の 災厄から かれらを 守り， 素晴 しい 喜びを 与えられる。 

12 . かれらが 耐え忍ん だので， かれは 楽園と 絹 （の 衣） で かれらに 報 われ， 

13 . その （楽園の） 中で， 寝床の 上に ゆったり と 身を 伸ばし， かれらは 酷暑の 太陽 も， 水る 寒気 
も おぼえないで あろう。 

14.  (樹木の） 木陰は かれらの 上を 覆い， （果実の） 房は 慎まし く 垂れ 下る。 

15 . 銀の 水 差 しと ガラスの 杯は， かれらの 間に 回されよう。 

16 . ガラス （の 杯と 見えた の） は 銀で 造られて いて， かれらは 好 •の 量を それに 満たす。 

17 . かれらは そこて， 生姜を 混ぜた 杯の 飲物を 与えられよう。 

18 . そこに， サルサ ビールと 名付けられる 泉が ある。 

19 . また 永遠の 少年たち が かれらの 間を 往 米し， あなたが かれらを 見る と， （捲?) き 散らされた 真 
珠 であると 思う であろう。 

20 . あなたは 視線を 向ける と 至福の 壮大な 三国を 認める であろう。 

21 . かれらは 美しい 緑色の 絹と 錦の 外衣を 纒 い， 銀の 腕輪で 飾られ， 主は かれらに 純良な 飲物を 
飲ませられる。 

22.  「本当に これは あなたがた に対する 報奨で ある。 あなたがたの 努力が 受け 入られた ので ある 
。 」 （と 仰せられよう）。 

23 . われ こそは， 段階を おって あなたに ク ルアー ンを 下した ものである。 

24 . だから （伝道に 専念し）， あなたの 主の 審判を 耐え忍んで 待て。 かれらの 中の 罪 ある 者 や， 
不信心 者に 従って はならない。 

25  .朝な 夕な， あなたの 主の御名を 唱 念しなさい。 

26 . そして 夜の 一部を かれに サジ ダし， 長夜の しじ まに， かれを 讚え なさい。 

27 . 本当に これらの 者は， 束の間の 生活を 愛し， 重大な 日を 背後に 捨て去る。 

28 . かれを 創り， その 四肢を 堅く 縛ぎ 止めた のは われで る。 われが 欲するならば， かれらと 類似 
の 外の もので 置き 替える こと も 出来る ので ある。 

29 . 本当に これは 一つの 訓戒で ある。 だから 誰でも 望む 者には， かれの 主への 道を とらせなさい 
〇 

30 . だが アツ ラーが 御望 • にならなければ， あなたがたは 欲しないで あろう。 アツ ラーは 全知に 
して 英明で あられる。 

31 . かれは， 御 心に 適う 者を 慈悲に 浴 させ， また 不義の 徒に 対しては 痛烈な 懲罰を 備えられる。 
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SURA77 .送られる もの 章 〔アル •厶ル サラ ー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラーの 御名に おいて。 

1 . 次々 に 送られる 風に おいて。 

2 . 猛威を 振う 風に おいて。 

3 . 雨を (西?) す 風に おいて。 

4 . 真理と 虚偽を 区別す る （ク ルアー ン の） 啓示に おいて。 

5 •啓示を 預言者た ちに 伝える 天使たち において （誓う）。 

6 •アッ ラーからの 御 諭しと 警告と して （伝えて いる）。 

7.  (マッカの 背信者よ。） あなたがたに 約束され たこと （復活の 日と 懲罰） が 確かに 起る。 

8 . 諸 星が 消される 時， 

9 . 天が 裂け 散る 時， 

10 . 山々 が 塵の ように 運び去られる 時， 

11 •使徒たち が 定められた 時に 召集され る 時， 

12.  (それらは） いつの 日まで 猶予され たの か。 

13 . 裁きの 日までで ある。 

14 •裁きの 日が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

15.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

16 . われは （悪行の ために） 前代の 者を 滅ぼさなかった か。 

17 . その後 われは， 後代の 者に かれらを 継がせた ではない か。 

18 . このように われは 罪の ある 者たち を 処分す る。 

19.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

20 . われは あなたがたを 卑し い 水から 創った ではない か。 

21 . われは それを， 安泰な 休 •所 （子宮） に 置いた， 

22 . 定められた 時期まで。 

23 . われは そう 定めた。 わが 決定の 何と 善い ことよ。 

24.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

25 . われは， 大地を 大きな 容器と しなかった か， 


26 •生存者と 死者 （双方の ために） 
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27 . その上に 山々 を 高く 聳えさせ， また 清鮮な 水を あなたがたに 飲ませた ではない か。 

28.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

29.  (仰せられよう。） 「赴け， あなたがたが 嘘で あると 言って 来た 所 （地獄） へ。 

30 •赴け， あなたがた 3 っの 枝 （に 立ち 登る 煙） の 陰に。」 

31 . それは 影に もなら ず， また 燃え盛る 炎に 対しては 役に立たないで あろう。 

32 . それは （巨大な） 砦の ような 炎を 吐き， 

33 . 丁度 （狂奔す る） 黄褐色の ラク ダの よう。 

34.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

35 . それは， 発言す る ことが 出来ない 日で あり， 

36 •また 申し開き も， かれらに 許されないで あろう。 

37.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

38 . それは 裁きの 日で あり， われは なた がた も （あなたがた） 以前の 者たち も， 一緒に 集める。 

39 . あなたがたに 何 か 術策が あるの なら， われに 向かって 策謀す るが いい。 

40.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

41 . 主を 畏れる 者は， 本当に （涼しい） 影と 泉の 間にい るだろう。 

42 •かれらが 欲する， 凡ての 果実 （を 得る）。 

43.  r 心の底から 満足して 食べ 且つ 飲め， あなたがた （の 善い） 行いを した ことに 対して。」 （ 
とわれは 言おう。） 

44 . このように われは， 善い行いの 者たち に 報いる。 

45.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

46.  (あなたがた 不義の 者よ。） 「 しばし の 間食べ 且つ 享楽す るが いい。 本当に あなたがたは 罪 
深い 者で ある。」 

47.  (真理を） 嘘で あると 言って 来た 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

48 •かれらは， 「立 礼 〔ルクー ウ〕 せよ。」 と言われても 立 礼し ない。 

49.  (真理を） 嘘で あると 言って きた 者たち にと り， その 日 こそ 哀れで ある。 

50 . この （ク ルアー ン） を 差し置いて， どんな 教えを かれらは 信じよう とする のか。 

SURA 78 .消息 章 〔アン • ナ バア〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 
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1 . 何事に 就いて， かれらは 尋ね 合う のか。 

2 . 偉大な 消息に 就いて。 

3 •それに 就いて， かれらは 意見が 果なる。 

4 .いや， かれらは やがて 知ろう. 

5 •いや， いや， かれらは やがて 知る であろう。 

6 •われは 大地を， 広々 としなかった か。 

7 . また 山々 を， 杭と したては ないか。 

8 . われは あなたがたを 両性に 創り， 

9 . また 休息の ため， あなたがたの 睡眠を 定め， 

10 . 夜を 覆いと し， 

11 . 昼を 生計の 手段と し て 定めた。 

12 . また われは， あなたがたの 上に 堅固に 7 層 （の 天） を 打ち 建て， 

13 . 輝 やかし い 灯し火を （その 中に） 字 置き， 

14 •われは 雲から 豊かに 雨を 降らせ， 

15 .それに よって， 殻 物 や 野菜を 萌え出させ， 

16 •様々 な 園を 茂らせる。 

17 . 本当に 裁きの 日は 定められ ていて， 

18 . その 日， ラッパが 吹かれる と あなたがたは 群を なして 出て 来る。 

19 •天は 開かれて 数々 の 門と なり， 

20 . 山々 は 移されて 蜃気楼の ようになる。 

21 . 本当に 地獄は， 待ち伏せの 場で あり， 

22 •背信者の 落ち着く 所， 

23 . かれらは 何時までも その 中に 住む であろう。 

24 . そこで 涼し さも 味わえず， （どんな） 飲物 もない， 

25 . 煮えた ぎる 湯と 膿の 外には。 

26.  (かれらの ため） 相応しい 報奨で ある。 

27 . 本当に かれらは， （その 行いに 対する） 清算を 希望し ないで いた。 

28 . また かれらは わが 印を 嘘で ある と 言って， 強く 拒否した。 
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29 . われは 一切の ことを， 天の 書に 留めて いる。 

30 . だから あなたがたは （自分の 行いの 結果を） 味わえ。 われは 懲罰を 増加す る ばかりで ある。 

31 . 本当に 主を 畏れる 者には， 安全な 場所 （楽園） が ある。 

32 . 緑の 園 や， ブ ドウ 園， 

33 . 胸の 脹れた 同じ年 頃の 乙女たち， 

34 . またな •な •と （溢？） れる 杯。 

35 . そこでは つま らぬ話 や 偽り 言を 聞かない。 

36 . これらは あなたの 主からの 報奨， 賜物の 決算で ある。 

37 . 天と地， そして その 間の 凡ての ものの 主， 慈悲 深き 御 方 （からの 賜物で あり）， 誰も かれに 
語り かける ことは 出来ない。 

38 . 聖霊と 天使たち が， 整列して 立つ 日， 慈悲 深き 御 方から 御 許しを 得て 正しい ことを 言う 者以 
外には， 誰も 口を きくこと が 出来ない。 

39 . それは 真実の 日で ある。 だから 誰でも 望む 者は， 主の 御 許に 戻る がいい。 

40 •本当に われは， 懲罰が 近いと， あなたがたに 警告した。 その 日， 1 は， 自分の 両方の 手が 前 も 
って 行った もの （所業） を 見る であろう。 不信者は， 「ああ， 情けない， わたしが 塵であった な 
らば。」 と言うであろう。 

SURA  79 .引き離す もの 章 〔アン •ナ ーズィ アート〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .荒々 しく （罪深い 者の 魂を） 引き離す もの だ おいて （誓う）， 

2 •優しく （信仰深い 者の 魂を） 引き出す ものに おいて， 

3 •泳ぐ ように （慈悲の 使いに） 滑走す る ものに おいて， 

4 . 先を 争って 前進す る ものに おいて， 

5.  (主の 命令で） 事を 処理す る ものに おいて （誓う）。 

6 •その 日 （第一の ラッパで）， 震動が （凡ての ものを） 揺が し， 

7 . 次の ラッパ （で 震動） が， 続く。 

8.  (不信者の） 心は， その 日 戦き 震え， 

9 •目を伏せる であろう。 

10 .かれらは 言う。 「わたしたちは 初め （生前） の 状態に， 本当に 返る のでし ょうか。 

11 •何と， わたしたちは 朽ち果てた 骨に なって しまったのに。」 
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12 .かれらは 言う。 r その 場合 （復活）， 損な 戻りです。」 


13.  (復活は）， 只 一声の 叫びで ある。 

14 . 見よ， かれらは 目覚めて （地上に） 現われる。 

15 . ムーサーの 物語が， あなたに 届いた か。 

16 . 主が トワ -の 聖 谷に， かれを 呼ばれた 時を 思い起せ。 

17.  (かれは 仰せられた。） 「あなたは フィル アウンの 許に 行け。 本当に かれは 目にあ まる 者で 
ある。 

18 . そして かれに 言って やる がいい。 『あなたは （罪から） 清められたい のか。 

19 . わたしは あなたを， 主の 御 許に 導く。 あなたは （かれを） 畏れなさい。』」 

20.  (ムーサ-は） 偉大な 印を かれに 示した。 

21 •だが かれ （フィ ル アウン） は それを 嘘で あると し， （導きに） 従わなかった。 

22 . 背を 向けて 急いで 去った。 

23 . かれ （フィ ル アウン） は， （その 民を） 集め 宣言して， 

24 . 言った。 「わたしは あなたがたの 主， 至高 者で ある。」 

25 . そこで アッ ラーは かれを 懲 しめ， 来世と 現世の 生活に 懲罰を 加えられた。 

26 . 本当に この 中には （主を） 畏れる 者への 一つの 教訓が ある。 

27 •あなたがたは （かれが） うち 建てられた 天 （の 創造） が， あなたがたを 創る ことより 難しい 
とで も 思う のか。 

28 .かれは それを 高く 掲げ， それから 整え， 

29 •夜を 暗くな され， また， 光明を 現わされる。 

30 . その後， 大地を 延べ 広げられた。 

31 . そこから 水と 牧場を 現われさせ， 

32 . また 山々 を それに しっかり と 据えられ， 

33 . あなたがたと あなたがたの 家畜の ための， 用益に 供され る。 

34 •それで 大きい 災厄が 来る と， 

35 . その 日， 人々 は （現世で） その 努力した ことを 思い出し， 

36 . また 獄 火は， 誰でも 見る （程の） 者に （ありあり と） 現わされる。 

37 . その 時， 酷く 目にあ まった 者， 


38 .また この 世の 生活を 重んじて いた 者は, 
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39 .本当に 火獄 がその 住まいであろう。 

40 •だが 主の 御前に 立つ ことを 恐れた 者， また 低劣な 欲望に 対し （自分の） 魂を 抑制した 者は， 

41 . 本当に 楽園が その 住まいであろう。 

42 . かれらは その 時に 就いて， あなたに 問う。 「それが 到来す るのは， 何時 （の 日） です か。」 

43 . あなたは， 何に よって それを 告げられ ようか。 

44 . その 終末 （の 知識） は， あなたの 主に ある だけ。 

45 . あなたは， それを 恐れる 者への， 一人の 警告 者に 過ぎない。 

46 •かれらが それを 見る 日， （墓の 中に） 滞留して いたのは， 一夕 か 一朝に 過ぎなかった ように 
思う であろう。 

SURA80 .眉を ひそめて 章 〔アバ サ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラーの 御名に おいて。 

1.  (ムハンマドは） 眉を ひそめ， 顔を 背けた。 

2 . —人の 盲人が やって来 （て 話が 中断され） たためで ある。 

3 •あなたに どう して 分ろう か， かれは 清められる かも 知れない ことが。 

4 .または 訓戒を 受け入れて， その 教えは かれを 益す るか もしれ ない ことが。 

5 •だが 何の 助け も いらない 者 （財産家） には， 

6. (関心を もって） 応待 する。 

7 •しかも かれが 自ら 清めな くても， あなたに 責任は ない。 

8 •だが 熱心に （信仰を） 求めて あなたの 許に 来た 者で， 

9 . 畏敬の 念を 抱いて いる 者には， 

10 . あなたは 軽視した。 

11 . 断じてそう であるべき ではない。 本当に これ （ク ルアー ン） は 訓戒で ある。 

12 •だから 誰でも 望む 者には， 訓戒を 念 じさせなさい。 

13 . それは （アッ ラーの 御 許に ある） 帳簿に 記されて いるもの。 

14 . 至高に して 清純な もの。 

15 . 書記たち （天使） の 手で （記録され たもの）。 

16 . 気高く 敬虔な （書記たち）。 

17 •人間 （不信心 者） に 災い あれ。 何とかれ は 忘恩な ことよ。 
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18 .かれは どんな ものから， かれを 創ら れる のか。 


19 •一滴の 精液から である。 かれは， かれを 創り， それから 五体を 整えられ， 

20.  (母の 胎内からの） かれの 道を 容易に なされ， 

21 . やがて かれを 死なせて 墓場に 埋め， 

22 . それから 御望 •の 時に， かれを 甦らせる。 

23 . いや， かれが 命じられた ことを， （不信仰 者は） 果 さなかった。 

24 •かれに， 自分の 食物に 就いて 考えさせて • るが よい。 

25 .本当に われは， 水 （雨） を 豊かに 注ぎ， 

26 •次いで 大地を 裂いて 切れ切れ にし， 

27 . そこに 生長させる ものには， 穀物， 

28 . また ブ ドー や 青草， 

29 . オリ ーブや ナツメ ヤシ， 

30 . 繁茂した 庭園， 

31 . 果物 や 牧草 （が ある）。 

32 •あなたがたと あなたがたの 家畜の ための 用益で ある。 

33 . やがて， （終末の） 一声が 高鳴り， 

34 . 人が 自分の 兄弟から 逃れる 日， 

35 . 自分の 母 や 父 や， 

36 •また 自分の 妻 や 子女から （逃れる 日）。 

37 . その 日 誰も かれ も 自分の ことで 手 いっぱい。 

38.  (或る 者たち の） 顔は， その 日 輝き， 

39 . 笑い， 且つ 喜ぶ。 

40 •だが （或る 者たち の） 顔は， その 日挨に 塗れ， 

41 . 暗黒が 顔を 覆う。 

42 . これらの 者 こそ， 不信心な 者， 放蕩 者で ある。 

SURA  81 .包 •隠す 章 〔アツ •タク ウィール〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .太陽が 包 • 隱 される 時， 
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2 •諸 星が 落ちる 時， 


3 . 山々 が 散る 時， 

4 . 孕んで 10 ケ 月の 雌 駱駝が 等閑に される 時， 

5 •様々 な 野獣が （恐怖の 余り） 群を なし 集まる 時， 

6 •大洋が 沸きたち， （漆?) れる 時， 

7 . それぞれの 魂が （肉体と） 組 •合わされる 時， 

8 . 生き埋められ ていた （女児が） 

9 •どんな 罪で 殺された かと 問われる 時， 

10- (天の） 帳簿が， 開かれる 時， 

11 . 天が （則？） ぎ 取られる 時， 

12 . 獄 火が 炎を 上げさ せられる 時， 

13 . 楽園が 近付く 時， 

14.  (その 時） 凡ての 魂は， 先に 行った （善悪） の 所業を 知る であろう。 

15 •わたしは 沈 • ゆく 諸 星に おいて 誓う。 

16.  (軌道を） 運行して 没す る （諸 星に おいて） 

17 . 暗闇を 迎える 夜に おいて， 

18 . 夜明けを 迎える 朝に おいて （誓う）。 

19 . 本当に これ （ク ルアー ン） は， 高貴な 使徒 （ジブリール） の （アツ ラーからの） 言葉 

20.  (かれは） 玉座の 主の 御前で （尊厳され る 地位の） 座に つく， 力の ある， 

21 . 従われ， 信頼され る （使徒で ある）。 

22.  (人び とよ） あなた かたの 仲間 （ムハンマド） は， 気違いで はない。 

23 . かれは， 明るい 地平線 上に はっきり とかれ （ジブリール） を 見た。 

24 •かれは 幽玄 界 （の 知っている こと） を 出し 借し まない。 

25 . それ （ク ルアー ン） は， 呪われた 悪魔の 言葉で もない。 

26 . それな のに あなたがたは （それらの ことを 信用せ ず） 何処へ 行く のか。 

27 . これ （ク ルアー ン） こそは， 万人への 教訓に 外なら ない。 

28 . それは あなたがたの 中， 誰でも 正しい 道を 歩 • たいと 望む 者の ための ものである。 
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29 .だが 万有の 主， アツ ラ-の 御望 •がない 限り， あなたがたは これを 望む こと も 出来ない ので 
ある。 


SURA 82 .裂ける 章 〔アル •イン フイ タール〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 天が， 微塵に 裂ける 時， 

2 •諸 星が 散らされる 時， 

3 •諸 大洋が (溢?) れ出 される 時， 

4 .墓場が あばかれる 時， 

5 •それぞれの 魂は， 既にした ことと， 後に 残した ことを 知る。 

6 •人間よ， 何が あなたを 恵 •深い 主から 惑わせ （背かせ） たの か。 

7 •かれは あなたを 創造し， 形を 与え， （均整の とれた 体に） 整え， 

8 •かれの 御 心の 儘に， 形態を あなたに 与えられた 御 方で ある。 

9 •いや， あなたがたは 審判を 嘘で あると 言う。 

10 .本当に あなたがたの 上には 2 人の 看守 （天使） がいる が， 

II . かれらは 気高い 記録 者で， 

12 •あなたがたの 所行を 知っている。 

13 . 敬虔な 者は， 必ず 至福の 中に いる。 

14 . 罪 ある 者は， きっと 火の 中に いて， 

15 •審判の 日， かれらは そこで 焼かれ， 

16 . そこから， 逃れられない。 

17 . 審判の 日が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

18 . —体 審判の 日が 何で あるの かを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

19 . その 日， どの 魂 も 外の 魂の ために （役立つ） 何の 力 も 持たない。 命令は， その 日 アツ ラーの 
もの。 

SURA 83 .量を 減らす 者 章 〔アル •ム タツ フイ フイ ーン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . 災いなる かな， 量を 減らす 者 こそは。 

2 . かれら は 人 か ら 計って 受け取る 時は， 十分に 取り， 
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3.  (相手に わたす） 量 や 重さを 計る ときは， 少なく 計量す る 者たち である。 

4 . これらの 者は， 睡る ことを 考えない のか， 

5 . 偉大なる 日に。 

6 •その 日， （凡ての） 人間は， 万有の 主の 御前に 立つ のでは ないか。 

7 .断じてい けない。 罰 ある 者の 記録は， スイ ツ ジーンの 中に （保管して） ある。 

8 •スイ ツ ジーンが 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

9. (そこには 完全に） 書かれた 一つの 記録 （が ある）。 

10 •災いなる かな， その 日， 嘘で あると 言って 来た 者たち よ， 

11 •審判の 日を， 嘘で あると 言って 来た 者たち こそは。 

12 . これを 嘘で あると 言って 来た 者は， 反逆者， 罪人に 外なら ない。 

13 . わが 印が， かれらに 読誦され た 時， かれらは， 「昔の 物語 だ。」 と 言った。 

14 . 断じてそう ではない。 思う に かれらの 行った （悪） 事が， その 心の (銬? ） となった ので ある。 

15 . いや， 本当に かれらは， その 日， 主 （の 御 光） から 締め出される。 

16 . 次に かれらは， 地獄で きっと 焼かれよう。 

17 . そこで， かれらに， 「これが， あなたがたが 嘘で あると 言って きた ことで ある。」 と 告げら 
れ るであろう。 

18 . これに 引き替え 敬虔な 者の 記録は， イツ リツ イー ンの 中に （保管して） ある。 

19 . イツ リ ツ イー ンが 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

20.  (そこには 完全に） 書かれた 一つの 記録 （が あり）， 

21.  (主の） 側近者た ちが， それを 立証す る。 

22 . 本当に 敬虔な 者は， 必ず 至福の 中に おり， 

23 . かれらは 寝床に 寄って， 見渡す であろう。 

24 . あなたは かれらの 顔に 至福の 輝きを 認めよう。 

25 . かれらは， 封印され た 純良な 酒を 注がれる。 

26 . その 封印は ジャコ ウ である。 これを 求め 熱望す る 者に 熱望 させなさい。 

27 . それには タス ニームが 混ぜられよう。 

28.  (アツ ラーに） 近い 者たち （善行 者） は， その 泉から 飲もう。 

29 . 本当に 罪 ある 者たち は， 信仰す る 者を 嘲笑って いた。 
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30 .そして かれら （信者） の 傍を 過ぎる と， 栗い に （嘲笑して） 目く ばせ し， 

31 •家族の 許へ 帰る 時， 笑い草に した ものである。 

32 .かれらは かれら （信者） を 見かける と， 「本当に これらの 者は 迷って います。」 と言う。 

33 •だが かれらは， かれら （信者） の 監視者と して 遣わされた 者では ない。 

34 . だが この 日は， 信仰す る 者が 不信者た ちを 笑い， 

35 . かれらは 寝床に 寄って， 見渡す であろう。 

36 . 不信者た ちは， その 行いの 報いを 受けた であろうかと。 

SURA 84 .割れる 章 〔アル •イン シ カーク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .天が 裂け 割れて， 

2 •その 主 （の 命） を 聞き， 従う 時， 

3 •大地が 延べ 広げられ， 

4 .その 中の ものを 吐き出して 空に なり， 

5 •その 主 （の 御 命令） を 聞き， 従う 時。 

6 •おお 人間よ， 本当に あなたは， 主の 御 許へ と 労苦して 努力す る 者。 かれに 会う ことになるので 
ある。 

7 •その 時 右手に その 書冊を 渡される 者に 就いては， 

8 •かれの 計算は 直ぐ 容易に 精算され， 

9 . かれらは 喜んで， 自分の 人々 の 許に 帰る であろう。 

10 . だが 背後に 書冊を 渡される 者に 就いては， 

11 •直に 死を 求めて 叫ぶ の だが， 

12 •燃える 炎で 焼かれよう。 

13 .本当に かれは， 自分の 人々 の 中で 歓楽して いた。 

14 •かれは， 本当に （主の 許に） 帰る ことな どないで あろうと 思って いた。 

15 . いや， 主は いつも かれを 見通して おられる。 

16 . わたしは， 落日の 夕映えに よって 誓う。 

17 •夜と， それに 帰り 集う ものに おいて， 

18 •また 満ちた る 月に かけて （誓う）。 


395 


19 . あなたがたは， 必ず 一層から 他 層に 登る であろう。 

20 . それでも， かれらが 信じない のは どう した 訳 か。 

21 . ク ルアー ン が， かれらに 読唱 される と， かれらは サジ ダし ようとは しない。 〔サジ ダ〕 

22 . いや， 信じない 者は， （それを） 嘘で あると 言う。 

23 . だが アツ ラーは， かれらの 胸に 隠す ことを 熟知な される。 

24 . それで あなたは， 痛烈な 懲罰を かれらに 伝えなさい。 

25 . だ が 信仰 して 善行に 勤し む 者は 別で ある。 かれらには 絶える ことのない 報奨が あろう。 

SURA  85 .星座 章 〔アル* ブル -ジ ユ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .諸 星座の ある 天に おいて， 

2 •約束され た （審判の） 日に おいて， 

3 •立証す る 者と， 立証され る ものと において （誓う）。 

4 .坑の 住人は 滅ぼされ， 

5 •火には 薪が 接ぎ足される。 

6 .見よ。 かれらは その 傍に 座り， 

7 •信者に 対して かれらが 行った こと （の 凡て） に 就いて， 立証され る。 

8 •かれらが かれら （信者） を 迫害した のは， 偉力 ある 御 方， 讃美され るべき 御 方 アツ ラーを， か 
れら （信者） が 信仰した ために 外なら ない。 

9 •かれに， 天と地の 大権は 属する。 アツ ラーは 凡ての ことの 立証 者で あられる。 

10 .本当に 信仰す る 男と 女を 迫害して， それから 悔悟し なかった 者には 地獄の 懲罰が あり， また 
かれらには 炎 火の 懲罰が あろう。 

11 •信仰して 善行に 勤 しんだ 者には， 川が 下を 流れる 楽園が あろう。 これは 偉大な 幸福の 成就で 
ある。 

12 . 本当に あなたの 主の 捕え 方 （懲罰） は 強烈で ある。 

13 . かれ こそは 創造を なされ， また それを 繰り返される 御 方で ある。 

14 •かれは， 寛容に して 博愛なら びない 御 方。 

15 . 栄光に 満ちた， 至高の 玉座の 主。 

16 . かれは 御望 •のこと を， 遂行な される。 
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17 .軍勢の 物語が， あなたに 達した か, 


18 . フイ ル アウンと サ ムード （の 民の）。 

19 . いや， 信じない 者は （なお 真理を） 嘘で あると している。 

20 . だが アツ ラーは， 背後から かれらを と り 囲まれる。 

21 . いや これは， 栄光に 満ちた ク ルアー ン で， 

22 . 守護され た 碑 板に （銘記され ている）。 

SURA  86 •夜 訪れる もの 章 〔アツ •ター リク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 天と， 夜 訪れる ものに よって （誓う）。 

2 •夜 訪れる 者が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

3.  (それは） き ら めき 輝く 星。 

4 . 誰も 自分の 上に 守護 者 （天使） を もたない 者は ない。 

5 •人間は， 何から 創ら れ たかを 考察 させなさい。 

6 •かれは 噴出す る 水から 創ら れ， 

7. (それは） 肋骨と 腰の 間から 出て くる。 

8 •本当に かれは， かれを （新たな 生命に） 引き戻す ことが 可能で ある。 

9 •隠された ことが 暴露され る 日， 

10. (人間には） 力 もな く， 誰の 助け もない。 

II.  (回転して） 返る 天に よって， 

12 •裂け 割れる 大地に よって （誓う）。 

13 . 本当に これは， （善悪を） 識別す る 御言 葉， 

14 . それは 戯れ ごとでは ない。 

15 . 本当に かれらは， 陰謀を 企んで いる。 

16 . われ もまた 策謀を めぐらす。 

17 •だから 不信者た ちを 猶予し， 暫く 放任す るが いい。 

SURA87 .至高 者 章 〔アル •ア アラー〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 


397 


1 .至高の 御 方， あなたの 主の御名を 讚え なさい。 

2 •かれは 創造し， 整え 調和させる 御 方， 

3 . また かれは， 法を 定めて 導き， 

4 . 牧野を 現わされる 御 方。 

5 •それから， 浅黒く 枯れた 刈 株に なされる。 

6 •われは， あなたに 読誦させる ようにした。 それで あなたは 忘れないで あろう。 

7 .アッ ラーの 御望 •がない 限りは。 本当に かれは， 表われた ものと 隱れ たものを 知って おられる 
〇 

8 •われは あなたに （道を） 平坦で， 安易に する であろう。 

9 •だから 訓戒しなさい。 訓戒は （聞く 者に） 役立つ。 

10 .訓戒は， 主を 畏れる 者に 受け入れられよう。 

11 •だが 最も 不幸な 者は， それを 避ける であろう。 

12 . かれは 巨大な 炎で 焼かれよう。 

13 . その 中で， 死に も， 生き もしない。 

14 . だが 自 ら 清めた 者は 必ず 栄え， 

15 . かれの 主の御名を 唱 念し， 礼拝を 守る。 

16 . いや， あなたがたは 現世の 生活の 方を 好む。 

17 . 来世が もっと 優れ， また もっと 永遠な ものであるのに。 

18 . これは 本当に， 昔の 啓 典に あり， 

19 . イブ ラー ヒー ムや ムーサーの 啓 典に も ある。 

SURA88 .圧倒的 事態 章 〔アル •ガー シヤ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラーの 御名に おいて。 

1 . 圧倒的 （事態の） 消息が， あなたに 達した か。 

2.  (或る 者の） 顔は その 日 項垂れ， 

3 . 骨折り 疲れ切って， 

4 . 燃えさ かる 獄 火で 焼かれ， 

5 . 煮えた ぎる 泉水を 飲まされる。 

6 •かれらには 苦い 茨の 外に， 食物は なく， 
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7 . それは 栄養に もなら ず， 飢え も 癒せない。 

8.  (外の 或る 者たち の） 顔は， その 日 歓喜し， 

9 •かれらは 努力して 心充ち 足り， 

10 . 高い 楽園の 中に 置り， 

11 . そこで， 虚しい （言葉） を 聞かない。 

12 . そこには， 流れる 泉が あり， 

13 •高く 上げられた （位階の） 寝床が あり， 

14 . 大杯が 備えられ， 

15 . 褥は 数列に 並べられ， 

16 . 敷物が 敷 き つめられ ている。 

17 . かれらは 骼駝に 就いて， 如何に 創ら れ たかを 考えて • ない のか。 

18 . また 天に 就いて， 如何に 高く 掲げられ たか， 

19 . また 山々 に 就いて， 如何に 据え付けられて いるか， 

20 •また 大地に 就いて， 如何に 広げられて いるかを。 

21 •だから あなたは 訓戒しなさい。 本当に あなたは 一人の 訓戒 者に 外なら ない。 

22 . かれらの ための， 支配者で はない。 

23 . だ が 誰でも， 背き 去って 信仰 を 拒否す るなら ば， 

24 . アッ ラーは 最大の 懲罰で かれらを 罰される。 

25 . 本当に われの 許に， かれらは 婦り 来る ので ある。 

26 . かれらの 清算は， 本当に われの 任で ある。 

SURA  89 暁 章 〔アル. ファ ジュ ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .暁に おいて， 

2.10 夜に おいて， 

3 •偶数と 奇数に おいて， 

4 .去り 行く 夜に おいて （誓う）。 

5 •本当 にこの 中には， 分別 ある 者への 誓いが あるでは ないか。 

6 •あなたは アツ ラーが， 如何に アード （の 民） を 処分され たかを 考えない のか， 
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7 .円柱の 並び 立つ イラ ム （の 都） のこと を， 

8 •これに 類す る ものは， その 国に おいて 造られた ことはなかった ではない か。 

9 . また 谷間の 岩に 彫り 込んだ サム ー ド （の 民） や， 

10 . 杭の ぬし フイ ル アウン （のこと を 考えない のか）。 

11 . これらは （凡て）， その 国に おいて 法を 越えた 者たち で， 

12 . その 地に 邪悪を 増長 させた。 

13 . それで あなたの 主は， 懲罰の 鞭を かれらに 浴びせ かけられた。 

14 . 本当に あなたの 主は 監視の 塔に おられる。 

15 •さて 人間は 主が 御 試 •のた め， 寛大に され 恵 •を 授けられ ると， かれは， 「 主は， わたしに 
寛大で あられます。」 と言う。 

16 . だが かれを 試*, 御 恵 •を 減らされる 時は， 「主は わたしを， 軽視なさい ます。」 と言う。 

17 . 断じてい けない。 いや， あなたがたは 孤児を 大切に しない。 

18 . また 貧者を 養うた めに， 栗い に 励まさない。 

19.  しかも 遺産を 取り 上げ， 強欲を 欲しし ゝ尽 にす る。 

20.  また あなたが たは， 法外な 愛で 財産を 愛する。 

21 . 断 じていけ ない。 大地が 粉々 に 砕かれる 時， 

22 . 主は， 列 また 列の 天使 （を 従え）， 来臨な される。 

23 . また 地獄は， その 日 （目の当たりに） 運ばれ， その 日 人間は 反省す るであろう。 だが 反省し 
たと て， どうして かれの ためにな ろうか。 

24 •かれは， 「ああ， わたしの （将来の） 生命の ために， （善行を） 貯えて いたならば。」 と 言 
う。 

25 .それで その 日， 誰もな し 得ない 程の 懲罰を 加えられ， 

26 •ま た 誰も 拘束 し 得な し ゝ 程に 束縛な される。 

27.  (善行を 積んだ 魂に 言われる であろう。） おお， 安心， 大悟して いる 魂よ， 

28 . あなたの 主に 返れ， 歓喜し 御 満悦に あずかって。 

29 . あなたは， わが しもべの 中に 入れ。 

30 . あなたは， わが 楽園に 入れ。 
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SURA90 .町 章 〔アル •パラ ド〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アッ ラー の 御名 において。 

1 .われは この 町に おいて 誓う。 

2 •あなたは この 町の （居住権を 持つ） 住民で ある。 

3 . 生む 者と 生まれる 者に かけて （誓う）。 

4 . 本当に われは， 人間を 労苦す るよう に 創った。 

5 •かれ （人間） は， 何もの も， 自分を 左右す る 者は ない と 考える のか。 

6 •かれは， 「わたしは 大変な 財産を 費した。」 と言う。 

7 •かれは， 誰も かれを 見て いないと 考える のか。 

8 •われは， かれのた めに 両目を 創った ではない か， 

9 . また 一つの 舌と 二つの 唇を。 

10 . 更に 二つの 道を かれに 示した （ではない か）。 

11 •だが かれは， 険しい 道を 取ろうと はしない。 

12 •険しい 道が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

13.  (それは） 奴隸を 解放し， 

14 . または 飢餓の 日には 食物を 出して， 

15 •近い 縁者の 孤児を， 

16 •または 酷く 哀れな 貧者を （養う こと）。 

17 . それから 信仰す る 者に なって 忍耐の ために 励まし あい， 栗い に 親切， 温情を 尽 しあう （こと 
である）。 

18 . これらは 右手の 仲間で ある。 

19 . だが わが 印を 拒否す る 者， かれらは 左手の 仲間で ある。 

20 . かれらの 上には， 業火が 覆い 被 さるであろう。 

SURA91 .太陽 章 〔アッ •シャ ムス〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .太陽と その 輝きに おいて， 

2 •それに 従う 月に おいて， 
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3. (太陽を） 輝き 現わす 昼に おいて， 


4 .それを 覆う 夜に おいて， 

5 •天と， それを 打ち 建てた 御 方に おいて， 

6 •大地と， それを 広げた 御 方に おいて， 

7 •魂と， それを 釣合い 秩序 付けた 御 方に おいて， 

8 .邪悪と 信心に 就いて， それ （魂） に 示唆した 御 方に おいて （誓う）。 

9 •本当に それ （魂） を 清める 者は 成功し， 

10 . それを 汚す 者は 滅びる。 

11 . サム ー ド （の 民） は， その 法外な 行いに よって （預言者を） 嘘 付き 呼ばわりした。 

12 •かれらの 中の 最も 邪悪の 者が （不信心の ため） 立ち上がった 時， 

13 .アツ ラーの 使徒 （ザーリ フ） はかれら に， 「アツ ラーの 雌骼駝 である。 それに 水を 飲ませな 
さい。」 と 言った。 

14 •だが かれらは， かれを 嘘 付き者と 呼び， その 膝の 腱を 切っ （て 不具に し） た。 それで 主は， 
その 罪の ために かれらを 滅ぼし， 平らげられた。 

15 .かれは， その 結果を 顧慮され ない。 

SURA 92 .夜 章 〔アツ •ライル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 覆われる 夜に おいて， 

2 . 輝く 昼に おいて， 

3 . 男女を 創造され た 御 方に おいて （誓う）。 

4 . あなたがたの 努力は， 本当に 多様 （な 結末） である。 

5 •それで 施しを なし， 主を 畏れる 者， 

6 . また 至善を 実証す る 者には， 

7 . われは （至福への 道を） 容易に しよう。 

8 •だが 強欲で， 自惚れて いる 者， 

9 •至善を 拒否す る 者には， 

10 . われは （苦難への 道を） 容易に する であろう。 

11 . かれが 滅び 去ろうと する 時， その 富は かれに 役立たないで あろう。 


402 


12 . 本当に 導きは われに あり， 

13 . 来世 も 現世 も われに 属する。 

14 •それで われは 燃え盛る 業火に 就いて あなたがたに 警告した。 

15 •最も 不幸な 者で ない 限り， 誰も それで 焼かれない。 

16 .それは （真理を） 嘘で あると 言い 背き 去った 者。 

17 •だが （主の ために） 忠誠の 限りを 尽 した 者は， それから 救われ， 

18 . その 富を 施し， 自分を 清める。 

19 . また 誰から も， 慈悲の 報酬を 求めない。 

20 •—生懸命に 至高 者， 主の 御顔を 請う だけで ある。 

21 .やがて， かれは （十分に） 満足 出来る であろう。 

SURA93 .朝 章 〔アツ. ドハ ー〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 朝 （の 輝き） において， 

2 . 静寂な 夜に おいて （誓う）。 

3 . 主は， あなたを 見捨てられず， 憎まれた 訳で もない。 

4 . 本当に 来世 （将来） は， あなたに とって 現世 （現 巧） より， もっと 良い ので ある。 
5 •やがて 主は あなたの 満足す る ものを 御 授けになる。 

6 •かれは 孤児の あなたを 見付けられ， 祢護 なされた ではない か。 

7 .かれは さ迷って いた あなたを 見付けて， 導きを 与え。 

8 •また 貧しい あなたを 見付けて， 裕福に なされた ではない か。 

9 •だから 孤児を 虐げて はならない。 

10 •請う 者を 揆ね 付けて はならない。 

11 .あなたの 主の 恩恵を 宣べ 伝える がいい。 

SURA94 .胸を 広げる 章 〔アツ •シャルフ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 •われは， あなたの 胸を 広げなかった か。 

2 •あなたから 重荷を 降した ではない か。 
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3 •それは， あなたの 背中を 押し付け ていた。 

4 .また われは， あなたの 名声を 高めた ではない か。 

5 •本当に 困難と 共に， 安楽は あり， 

6 •本当に 困難と 共に， 安楽は ある。 

7 . それで （当面の 務めから） 楽に なったら， 更に 労苦して， 

8.  (只 一筋に） あなたの 主に 傾倒す るが いい。 

SURA  95 .無花果 章 〔アツ •ティー ン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .無花果と オリ ーブ において， 

2 •シナイ山に おいて， 

3 . また 平安な この 町に おいて （誓う）。 

4 . 本当に われは， 人間を 最も 美しい 姿に 創った。 

5 •それから われは， かれを 最も 低く 下げた。 

6 •信仰 して 善行に 動し む 者は 別で ある。 かれらに 対しては 果てしない 報奨が あろう。 
7 •なぜ それでも， おまえは 宗教 （真実） を 否定す るの か。 

8 •アツ ラーは， 最も 優れた 審判 者では ないか。 

SURA  96 .凝血 章 〔アル •ア ラク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . 読め， 「創造な される 御 方， あなたの 主の御名に おいて。 

2 . — 凝血から， 人間を 創ら れ た。」 

3 •読め， 「あなたの 主は， 最高の 尊貴で あられ， 

4 .筆に よって （書く ことを） 教えられた 御 方。 

5 •人間に 未知なる ことを 教えられた 御 方で ある。」 

6 •いや， 人間は 本当に 法外で， 

7 .自分で 何も 足りない ところは ない と 考えて いる。 

8 •本当に あなたの 主に （凡ての ものは） 帰される ので ある。 

9 •あなたは， 阻止す る 者を 見た か， 


404 


10 .—人の しもべ （ムハンマド） が， 礼拝を 捧げる 時に。 

11 •あなたは， かれ （阻止す る 者） が， （正しい 道） に 導かれて いると 思う のか。 

12 . 敬神を 勧めて いるか， 

13.  (真理を） 嘘で あると して 背を 向けた と 思う のか。 

14 •かれは， アツ ラーが 見て おられる ことを 知らない のか。 

15 . 断じてそう ではない。 もし かれが 止ないならば， われは 前髪で かれを 捕える であろう， 

16 . 嘘 付きで， 罪深い 前髪を。 

17 . そして かれの （救助の ために） 一味を 召集 させなさい。 

18 . われは 看守 （の 天使） を 召集す るであろう。 

19 . 断じてそう あるべき ではない。 あなたは かれに 従っては ならない。 一途に サジ ダして （主に 
) 近付け。 〔サジ ダ〕 

SURA97 .•いつ 章 〔アル •カド ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 本当に われは， •いつの 夜に， この （ク ルアー ン） を 下した。 

2.  • いつの 夜が 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

3.  • いつの 夜は， 千 月より も 優る。 

4.  (その 夜） 天使たち と 聖霊は， 主の 許しの もとに， 凡ての 神 命を (斉？ ） して 下る。 

5 . 暁の 明ける まで， （それは） 平安で ある。 

SURA  98 .明 証 章 〔アル •バイ イナ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 啓 典の 民の 中 （真理を） 拒否した 者 も 多神教 徒 も， かれらに 明 証が 来る まで， （道から） 離れ 
ようとし なかった。 

2 . また アツ ラーからの 使徒が， 純 聖な書 巻を， 読んで 聞かせる までは。 

3 •その 中には， 不滅の 正しい 記録 （淀） が ある。 

4 .啓 典を 授かって いる 者たち が， 分派した のは， 明 証が かれらに 来てから 後の ことであった。 

5 •かれらの 命じられた ことは， 只 アツ ラーに 仕え， かれに 信心の 誠を 尽 し， 純正に 服従， 帰依し 
て， 礼拝の 務めを 守り， 定めの 喜捨を しなさい と， 言う だけの ことであった。 これ こそ 真正の 教 
えで ある。 


405 


6 •啓 典の 民の 中 （真理を） 拒否した 者 も， 多神教 徒 も， 地獄の 火に （投げ込まれ） て， その 中に 
永遠に 住む。 これらは， 衆生の 中 最悪の 者で ある。 

7 .だが 信仰して 善行に 勤し む 者たち， これらは， 衆生の 中 最善の 者で ある。 

8 •かれらへの 報奨は， 主の 御 許の， 川が 下を 流れる 永遠の 園で ある。 永遠に その 中に 住む であろ 
う。 アツ ラーは かれらを 喜ばれ， かれら も かれに 満悦す る。 それは 主を 畏れる 者 （への 報奨） で 
ある。 

SURA  99 .地震 章 〔アツ. ザル ザ ラ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .大地が 激しく 揺れ， 

2 •大地が その 重荷を 投げ出し， 

3.  「かれ （大地） に 何事が 起った のか。」 と 人が 言う 時。 

4 . その 日 （大地は） 凡ての 消息を 語ろう， 

5 •あなたの 主が 啓示され たこと を。 

6 •その 日， 人び とは 分別され た 集団と なって （地中から） 進 •出て， かれらの 行った ことが 示さ 
れ るであろう。 

7 . — 微塵の 重さで も， 善を 行った 者は それを 見る。 

8 . — 微塵の 重さで も， 悪を 行った 者は それを 見る。 

SURA 100. 進撃す る 馬 章 〔アル •アーディ ヤー ト〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 

1 . 吐く 息 荒く 進撃す る （馬） において （誓う）。 

2 . 蹄に 火花を 散らし， 

3 . 暁に 急襲して， 

4 . 砂塵を 巻き上げ， 

5.  (敵の） 軍勢の 真っ只中に 突入す る 時。 

6 •本当 に 人間は， 自分の 主に 対し 恩 知 らず である。 

7 .それに 就き， かれは 誠に 証人で あり， 

8 •また 富を 愛する こ とに 熱中す る。 

9 •かれは 墓の 中の ものが 発き 出される 時の ことを 知らない のか。 
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10 . また 胸の 中に ある ものが， 暴露され るのを。 

11 . 本当に 主は， その 日， かれらに 就いて 凡て 知って おられる。 

SURA 101. 恐れ戦く 章 〔アル •カー リア〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

I . 恐れ戦く 日 （最後の 審判） 

2 •恐れ戦く 日とは 何 か。 

3 •恐れ戦く 日が， 何で あるかを あなたに 理解させる ものは 何 か。 

4.  (それは） 人間が 飛散す る 蛾の ようになる 日。 

5 . また 山々 が， 梳かれ た 羊毛の ようになる （日で ある）。 

6 •それで， かれの 秤が （善行で） 重い 者は， 

7 •幸福で 満ち足りて 暮らす であろう。 

8 •だが 秤の 軽い 者は， 

9 •奈落が， かれの 里であろう。 

10 .それが 何で あるかを， あなたに 理解させる ものは 何 か。 

II.  (それは） 焦熱 （地獄） の 火。 

SURA 102 .蓄積 章 〔アツ •タカ ー スル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .あなたがたは （財産 や 息子な どの） 多い ことを 張り合って， 現を 抜かす。 

2 •墓に 追い立てられ るまで も。 

3 •いや， やがて （死後） あなたがたは （その 真実を） 知ろう。 

4 .もう 一度 言おう か， いや， やがて あなたがたは 知ろう。 

5 •いや， あなたがたは （今に） はっきり 知る とよい ので ある。 

6 . あなたがたは 必ず 獄 火を 見よう。 

7 . その 時 あなたがたは それを 明確に 目で 見る ことであろう。 

8 •その 日 あなたがたは， （現を 抜かして いた） 享楽に 就いて， 必ず 問われる であろう。 

SURA103 •時間 章 〔アル •アスル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラーの 御名に おいて。 
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1 .時間に かけて （誓う） 


2 .本当に 人間は， 喪失の 中に いる。 

3 •信仰して 善行に 勤し • ， 栗い に 真理を 勧め あい， また 忍耐を 勧め あう 者たち の 外は。 

SURA104 .中傷 者 章 〔アル •フマ ザ〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 災いなる かな， 凡ての 悪口を 言って 中傷す る 者。 

2 . 財を 集めて 計算す る （のに 余念の ない） 者。 

3 •本当に その 財が， かれを 永久に 生かす と 考えて いる。 

4 .断じてそう ではない。 かれは 必ず 業火の 中に， 投げ込まれる。 

5 •業火が， 何で あるかを あなたに 理解させる ものは 何 か。 

6. (それは） ぼうぼうと 燃えて いる アツ ラーの 火， 

7 •心臓を 焼き 尽 し， 

8 •かれらの 頭上に 完全に 覆い 被 さり， 

9. (逃れる ことの 出来ない） 列 柱の 中に。 

SURA 105 .象 章 〔アル •フイ ー ル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .あなたの 主が， 象の 仲間に， どう 対処な された か， 知らなかった のか。 

2 •かれは， かれらの 計略を 壊滅 さ せられた ではない か。 

3 •かれらの 上に 群れな す 数多の 鳥を 遣わされ， 

4 . 焼き 土の 礫を 投げ付け させて， 

5 . 食い荒らされた 藁 屑の ようにな された。 

SURA 106 .クラ イシ ユ族章 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .クライ シユ 族の 保護の ため， 

2 •冬と 夏の かれらの 隊商の 保護の ため， （その アツ ラ-の 御 恵 • のために） 

3 •かれらに， この 聖 殿の 主に 仕えさせよ。 
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4 .飢えに 際して は， かれらに 食物を 与え， また 恐れに 際して は， それを 賒き 心を 安らかに して 下 
さる 御 方に。 

SURA 107 .慈善 章 〔アル •マー ウー ン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .あなたは， 審判を 嘘で あると する 者を 見た か。 

2 •かれは， 孤児に 手荒く する 者で あり， 

3 . また 貧者に 食物を 与える ことを 勧めない 者で ある。 

4 . 災いなる かな， 礼拝す る 者で ありながら， 

5 . 自分の 礼拝を 忽 せに する 者。 

6.  (人に） 見られる ための 礼拝を し， 

7 . 慈善を 断 わる 者に。 

SURA 108 .潤沢 章 〔アル •カウ サル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .本当に われは， あなた （ムハ ソマ ド） に 潤沢を 授けた。 

2 •さあ， あなたの 主に 礼拝し， 犠牲を 棒げ なさい。 

3 •本当に あなたを 憎悪す る 者 こそ， （将来の 希望を） 断たれる であろう。 

SURA 109 •不信者たち 章 〔アル •カー フイ ルー ン〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 •言って やる がいい。 「おお 不信者た ちよ， 

2 •わたしは， あなたがたが 崇める ものを 崇めない。 

3 •あなたがたは， わたしが 崇める ものを， 崇める 者たち ではない。 

4 .わたしは， あなたがたが 崇めて きた ものの， 崇拝者で はない。 

5 •あなたがたは， わたしが 崇めて きた ものの， 崇拝者で はない。 

6 •あなたがたには， あなたがたの 宗教が あり， わたしには， わたしの 宗教が あるので ある。」 

SURA 110. 援助 章 〔アン •ナスル〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 
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1 .アツ ラーの 援助と 勝利が 来て， 

2 •人び とが 群れを なして アツ ラーの 教え （イス ラーム） に 入る のを 見たら， 

3 •あなたの 主の 栄光を 誉め称え， また 御赦 しを 請え。 本当に かれは， 度々 赦 される 御 方で ある。 

SURA 111. 棕櫚章 〔アル. マサ ド〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .アブー • ラ ハブの 両手は 滅び， かれ も 滅びて しまえ。 

2 •かれの 富 も 儲けた 金 も， かれのた めに 役立ちは しない。 

3 •やがて かれは， 燃え盛る 炎の 業火の 中で 焼かれよう。 

4 .かれの 妻は その 薪を 運ぶ， 

5 •首に 棕櫚の 荒縄 かけて。 

SURA 112 .純正 章 〔アル •イフラー ス〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 . 言え， 「かれは アツ ラー， 唯一なる 御 方で あられる。 

2 . アツ ラーは， 自存され， 

3 •御 産 • なさらな いし， 御 産れ に なられた のでは ない， 

4 .かれに 比べ 得る， 何もの もない。」 

SURA 113 .黎明 章 〔アル •ファ ラク〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .言え， 「梨 明の 主に ご 加護を 乞い 願う。 

2 •かれが 創ら れる ものの 悪 （災難） から， 

3 . 深まる 夜の 闇の 悪 （危害） から， 

4 . 結び目に 息を 吹き かける （妖術 使いの） 女たち の 悪から， 

5 . また， 嫉妬す る 者の 嫉妬の 悪 （災厄） から。」 

SURA114 •人々 章 〔アン •ナース〕 

慈悲 あまねく 慈愛 深 き アツ ラー の 御名 において。 

1 .言え， 「ご 加護を 乞い 願う， 人間の 主， 
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2 •人間の 王， 


3 •人間の 神に。 

4 .こっそりと 忍び込 •， 囁く 者の 悪から。 

5 •それが 人間の 胸に 囁き かける， 

6 •ジン （幽 精） であろうと， 人間であろう と。」 
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